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特
異
な
公
家
日
記
で
あ
る
が
、
公
家
の
在
荘
が
常
態
化
し
た
戦
国
期
に
は
「
旅
引
付
」
の

よ
う
な
日
記
は
多
数
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
政
基
公
旅
引
付
、
九
条
政
基
、
和
泉
国
日
根
荘
、
在
荘
直
務
、
自
筆
本
、
紙
背
文
書
、

伝
聞
情
報
、
家
僕
、
後
聞
、
後
例
、
文
書
、
後
慈
眼
院
殿
雑
筆
、
家
僕
の
日
記
】

東
藤
次
郎
旧
蔵
本
『
吉
利
支
丹
抄
物
』
と

G
uía de pecadores

と
の
関
係
に
つ
い
て

ソ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
・
マ
ウ
ゴ
ジ
ャ
ー
タ

　

本
稿
の
目
的
は
、
東
藤
次
郎
旧
蔵
本
『
吉
利
支
丹
抄
物
』
と
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ

に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
サ
ラ
マ
ン
カ
版G

uía de pecadores

（『
罪
人
の
導
き
』）
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ま
ず
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
の
最
大
部
「
一
七
日
に
わ
く
る
最
初
の
め
ぢ
さ
ん
の
七
ケ

条
」
は
全
体
と
し
て
、
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
作
と
さ
れ
るT

ratado de la oración 
y m

editación

（『
祈
り
と
黙
想
論
』
の
邦
訳
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
ス
ペ
イ
ン
語
の

G
uía de pecadores

か
ら
直
接
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
を
主
眼

と
す
る
。

　

ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
著
作
に
関
す
る
調
査
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、『
吉
利
支

丹
抄
物
』
の
さ
ら
な
る
章
節
で
あ
る
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
も
、G

uía de pecadores

と
密
接
な
類
似
関
係
を
有
し
な
が
ら
、
語
句
の
面
で
は
現
存
す
る
長
崎
版
『
ぎ
や
ど
ぺ
か

ど
る
』
の
訳
文
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
す
な

わ
ち
、
長
崎
版
と
は
別
に
、
ま
た
当
時
の
典
礼
統
一
の
原
理
か
ら
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く

そ
れ
に
先
行
し
たG

uía de pecadores

の
異
訳
、
少
な
く
と
も
抜
萃
的
な
も
の
が
存
在

し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
本
写
本
の
内
容
と
体
裁
の
面
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
作
成
目
的
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
本
書
は
、「
天
的
な
恩
恵
」
を
含
め
て
、黙
想
素
材
を
中
心
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
事
柄
は
、
十
六
世
紀
の
説
教
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
推
薦
す
る
、
日
本
人
の
聴
衆
に
最
も
適

し
た
説
教
素
材
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
本
写
本
の
体
裁
、
と
り
わ
け
中
に
挟

ま
れ
た
余
白
丁
も
ま
た
、
説
教
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
指
示
さ
れ
た
説
教
ノ
ー
ト
の
記
入
方
法
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

論
文
要
旨 

（【　

】
内
は
キ
ー
ワ
ー
ド
）

「
政
基
公
旅
引
付
」
の
日
記
史
料
学

―
―
戦
国
期
の
公
家
日
記
と
在
地
社
会
―
―

　

葊
田
浩
治

　　
「
政
基
公
旅
引
付
」
は
、
戦
国
期
に
家
領
和
泉
国
日
根
荘
に
在
荘
し
た
前
関
白
九
条
政

基
の
日
記
で
あ
る
。
当
該
期
の
村
落
研
究
に
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
公
家
日
記
と
し
て
の
「
旅
引
付
」
の
性
格
を
考
察
し
た
。

　
「
旅
引
付
」は
在
荘
直
務
時
の
自
筆
本
の
日
記
で
、政
基
は
在
荘
中
に
入
手
し
た
文
書（
反

故
紙
）の
紙
背
を
日
記
に
再
利
用
し
て
い
な
い
。政
基
は
在
荘
し
た「
旅
所
」を
離
れ
ず
、「
旅

引
付
」
の
記
事
の
多
く
は
伝
聞
情
報
で
あ
る
が
、
政
基
の
家
僕
や
村
の
報
告
や
情
報
に
基

づ
く
正
確
な
記
事
で
あ
る
。「
旅
引
付
」
に
は
「
後
聞
」
と
し
て
後
日
知
っ
た
こ
と
を
記

し
た
箇
所
が
あ
り
、
政
基
は
「
後
聞
」
の
こ
と
も
含
め
て
情
報
を
整
理
し
て
何
日
分
か
ず

つ
ま
と
め
て
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
政
基
は
直
務
に
関
す
る
事
項
を
家
僕
に
周
知
す
る

た
め
、「
旅
引
付
」
を
読
み
聞
か
せ
た
こ
と
も
あ
る
。「
旅
引
付
」
は
政
基
に
と
っ
て
実
用

的
な
日
記
で
、
常
に
引
用
・
参
照
さ
れ
る
べ
き
「
旅
所
」
の
「
引
付
」
で
あ
っ
た
。

　
「
旅
引
付
」
に
は
虚
偽
や
改
竄
の
記
述
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
政
基
が

荘
園
経
営
の
先
例
・「
後
例
」
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
事
柄
の
記
述
を
避
け
た
た
め

で
あ
る
。し
か
し
政
基
は
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
事
実
を
記
し
た
文
書
を
残
し
、「
旅
引
付
」

に
改
竄
の
経
緯
や
理
由
を
書
き
残
し
た
。
政
基
は
後
世
に
備
え
て
作
為
や
改
竄
の
事
実
も

含
め
て
事
件
を
克
明
に
「
旅
引
付
」
に
記
録
し
た
。

　
「
旅
引
付
」
に
は
政
基
が
手
元
に
置
い
た
文
書
が
筆
写
さ
れ
、
直
務
支
配
の
賦
課
台
帳

や
証
拠
文
書
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
政
基
は
日
根
荘
の
村
や
外
部
勢
力
（
和
泉
守
護
・
根

来
寺
僧
）
と
頻
繁
に
文
書
を
授
受
し
、
日
根
荘
の
脅
威
で
あ
る
守
護
・
根
来
寺
に
対
し
て

は
村
を
通
し
て
文
書
を
授
受
し
た
。
そ
し
て
こ
の
文
書
を
保
管
す
る
か
「
旅
引
付
」
に
筆

写
し
た
。

　
「
旅
引
付
」
は
、
政
基
の
子
息
九
条
尚
経
の
雑
記
集
「
後
慈
眼
院
殿
雑
筆
」
や
九
条
家

家
僕
の
日
記
と
も
記
事
や
内
容
が
一
致
し
て
お
り
、
政
基
は
九
条
家
を
通
じ
て
京
都
政
界

の
情
報
収
集
も
怠
ら
な
か
っ
た
。

　

家
領
下
向
・
在
荘
直
務
支
配
の
日
記
で
あ
り
、
村
落
の
世
界
を
描
い
た
「
旅
引
付
」
は
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論文要旨

る
偽
版
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
偽
版
に
は
、
村
山
版
を
版
下
に
流
用
し
て
作
成
す

る
手
法
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

次
の
段
階
と
し
て
、
村
山
源
兵
衛
は
、
偽
版
の
版
元
を
相
版
元
と
し
、
出
版
に
か
か
る

経
費
を
偽
版
の
版
元
に
担
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
原
版
の
不
正
利
用
に
対
す

る
弁
済
の
方
策
が
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
政
期
に
な
る
と
版
元
が
沢
村
屋
利
兵
衛
に
代
わ
り
、
蔵
版
し
て
再
版
を
数
次
行
う
か

た
ち
に
版
行
形
態
が
変
化
す
る
。
そ
し
て
、
再
版
に
際
し
て
も
沢
村
屋
と
他
の
版
元
と
の

相
版
の
か
た
ち
が
と
ら
れ
、
沢
村
の
原
版
に
対
す
る
所
有
権
は
概
ね
守
ら
れ
て
い
る
と
見

な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
株
板
化
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
出
版
令
に
よ
り
、
地
本
問
屋
仲
間
行
事
に
よ
る

新
本
に
対
す
る
自
主
検
閲
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
地
本
に

も
版
権
を
明
ら
か
に
し
て
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
態
勢
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
に
連
動
し

た
動
き
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
長
唄
正
本
の
版
行
形
態
の

変
化
が
、
稽
古
本
の
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
て
再
版
性
の
高
い
出
版
物
へ
と
成
長
し
た
長

唄
本
の
出
版
益
を
、
座
あ
る
い
は
芝
居
町
に
取
り
込
む
目
的
の
も
と
に
、
座
側
の
主
導
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
面
は
看
過
で
き
な
い
。

【
歌
舞
伎
、
中
村
座
、
長
唄
、
長
唄
正
本
、
地
本
（
江
戸
の
草
紙
）、
版
元
、
版
権
、
板
株

蔵
版
、
偽
版
】

持
続
可
能
な
外
交
を
め
ざ
し
て

―
―
幕
末
期
、
欧
米
外
交
官
の
将
軍
拝
謁
儀
礼
を
め
ぐ
る
検
討
か
ら
―
―

　

佐
野
真
由
子

　

本
稿
は
、
幕
末
期
に
欧
米
諸
国
か
ら
来
日
し
は
じ
め
た
外
交
官
ら
に
よ
る
、
登
城
お
よ

び
将
軍
拝
謁
と
い
う
儀
礼
の
場
面
を
取
り
上
げ
、そ
の
た
め
に
幕
府
が
準
備
し
た
様
式
が
、

前
例
を
連
鎖
的
に
踏
襲
し
な
が
ら
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
を
検
証
す
る
。そ
れ
を
通
じ
て
、

こ
の
時
期
の
徳
川
幕
府
に
お
け
る
実
践
的
な
対
外
認
識
の
定
着
過
程
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
過
程
の
、
幕
末
外
交
史
に
お
け
る
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ

る
。

　

欧
米
外
交
官
に
よ
る
江
戸
城
中
で
の
外
交
儀
礼
は
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
十
月

二
十
一
日
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
を
初
発
の
事
例
と
す

　

最
後
に
、
民
間
的
な
指
導
者
た
る
「
看
坊
」
が
、
説
教
の
代
わ
り
に
地
元
の
信
者
た
ち

に
霊
的
な
書
物
を
読
み
聞
か
せ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
読
む
べ
き
書
物
の
中
で
、G

uía de 
pecadores

を
は
じ
め
、
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
著
作
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
彼
の
著
作
に
基
づ
く
『
吉
利
支
丹
抄
物
』
は
、
説
教
素
材
を
集
め
た
実

用
的
な
ノ
ー
ト
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

【『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』、『
吉
利
支
丹
抄
物
』、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
、
翻
訳
、
説
教
、
ノ
ー
ト
、

看
坊
、
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
】

江
戸
版
長
唄
正
本
に
お
け
る
株
板
化
の
動
き

―
―
中
村
座
を
事
例
と
し
て
―
―

　

漆
﨑
ま
り

　

江
戸
歌
舞
伎
に
お
い
て
は
、
舞
踊
の
場
面
に
、
半
太
夫
節
・
河
東
節
、
長
唄
、
常
磐
津

節
・
富
本
節
・
清
元
節
な
ど
多
彩
な
音
曲
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
新
作
が
上
演
さ
れ
る
と
、

音
曲
の
詞
章
は
演
じ
る
役
者
や
演
奏
者
な
ど
の
上
演
情
報
と
と
も
に
三
〜
五
丁
程
度
の
小

冊
子
に
載
せ
ら
れ
、
芝
居
茶
屋
や
絵
草
紙
店
よ
り
頒
布
さ
れ
た
。
こ
れ
が
歌
舞
伎
の
音
曲

正
本
で
あ
る
。

　

筆
者
は
江
戸
版
の
長
唄
本
に
つ
い
て
広
く
書
誌
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
伝
本
は
、
享
保

十
六
年
（
一
七
三
一
）
か
ら
明
治
期
に
わ
た
り
ほ
ぼ
継
続
し
て
残
っ
て
い
る
。
長
唄
正
本

に
は
上
演
後
も
稽
古
本
と
し
て
の
用
途
が
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
版
元
が
再
版
を
手
が
け

て
お
り
、異
版
の
非
常
に
多
い
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
伝
本
の
多
さ
か
ら
も
、

長
唄
本
が
地
本
の
主
要
品
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
異
版
は
い
ず
れ
も
初
版

を
踏
襲
し
た
体
裁
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
共
表
紙
（
本
文
と
同
じ
料
紙
）
に

描
か
れ
る
役
者
絵
や
外
題
・
本
文
の
書
体
な
ど
が
初
版
に
酷
似
す
る
も
の
も
存
在
す
る
。

こ
の
異
版
の
存
在
に
よ
っ
て
、
地
本
に
お
け
る
当
時
の
偽
版
の
実
態
や
版
権
の
確
立
す
る

過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
長
唄
本
を
江
戸
に
お
け
る
草
紙
（
地

本
）
の
一
品
目
と
し
て
捉
え
、
版
権
の
確
立
す
る
過
程
（
す
な
わ
ち
株
板
化
）
に
つ
い
て

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
中
村
座
の
長
唄
本
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
、
以
下
の
段
階
を
経
て
株
板
化
に
進

ん
で
い
る
。
ま
ず
、
版
元
村
山
源
兵
衛
は
座
と
専
属
的
関
係
を
つ
く
り
、
長
唄
正
本
の
版

行
を
独
占
す
る
。
す
る
と
こ
れ
に
伴
い
、
そ
の
独
占
的
な
利
益
に
不
正
参
入
し
よ
う
と
す
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策
を
模
索
し
て
い
た
清
末
の
教
育
視
察
者
が
、
実
業
技
能
と
し
て
教
授
さ
れ
た
明
治
期
の

手
芸
が
女
性
の
職
業
と
結
び
つ
き
、
国
家
の
産
業
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
の
を
見
て
、
ま

た
そ
れ
が
伝
統
的
な
婦
徳
に
も
合
致
す
る
た
め
、
中
国
で
も
こ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
意
図

的
に
中
国
の
女
子
教
育
に
組
み
込
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

　

し
か
し
、
中
国
に
導
入
さ
れ
た
手
芸
は
、
実
用
性
が
な
い
も
の
と
し
て
教
育
関
係
者
か

ら
批
判
さ
れ
た
。
手
芸
が
日
本
の
よ
う
な
大
き
な
発
展
を
見
せ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
と

し
て
、
教
育
制
度
の
導
入
に
際
し
、
日
本
の
高
等
女
学
校
で
は
随
意
科
目
と
さ
れ
た
手
芸

科
目
を
裁
縫
や
家
事
と
同
様
の
家
政
科
目
と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
日
本
に
お
け
る
手
芸
は
、
女
子
教
育
の
中
で
実
業
技
能
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ

た
が
、
中
国
に
お
い
て
は
近
代
的
産
業
の
未
発
達
が
女
子
実
業
教
育
の
社
会
的
実
利
を
妨

げ
た
た
め
、
実
業
教
育
と
し
て
の
手
芸
が
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
産
業

全
体
と
女
子
実
業
教
育
の
発
展
と
が
連
動
し
て
お
り
、
手
芸
の
中
で
も
開
化
趣
味
に
合
っ

た
「
編
物
」
と
「
造
花
」
は
明
治
後
期
に
は
す
で
に
女
性
の
職
業
の
一
つ
と
し
て
成
立
し

て
い
た
。
一
方
、
中
国
で
は
、
原
材
料
す
ら
日
本
か
ら
の
輸
入
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
編
物
」
と
「
造
花
」
は
、
そ
の
物
自
体
も
単
な
る
装
飾
品
・
奢
侈
品
と
し
て
認
識
さ

れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
近
代
女
子
教
育
に
導
入
さ
れ
た
手
芸
は
、
当
時
の
社
会
状
況
と
産

業
経
済
の
未
熟
さ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
よ
う
な
職
業
と
結
び
つ
い
た
実
業
と
し
て
発
展
を

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

【
女
子
教
育
、
手
芸
、
清
末
、
明
治
日
本
、
内
職
、
編
物
、
組
糸
、
嚢
物
、
刺
繍
、
造
花
】

教
養
の
成
立
を
再
考
す
る

―
―
谷
川
徹
三
の
内
面
的
成
長
史
を
中
心
に
―
―

　

張　

鈴

　

小
論
は
大
正
初
期
の
第
一
高
等
学
校
に
お
け
る
「
読
書
に
よ
る
自
己
形
成
」 

、
す
な
わ

ち
教
養
の
成
立
を
、
修
養
、
煩
悶
青
年
お
よ
び
個
人
主
義
の
受
容
と
の
関
係
を
見
直
し
た

上
で
再
考
し
て
み
た
。
具
体
的
に
は
教
養
主
義
者
と
呼
ば
れ
る
谷
川
徹
三
（
一
八
九
五
〜

一
九
八
九
年
）
の
修
養
に
勉
め
た
中
学
校
時
代
、
自
殺
危
機
と
煩
悶
を
抱
く
旧
制
第
一
高

等
学
校
入
学
前
後
、
転
機
と
な
っ
た
一
高
在
学
中
と
い
う
三
つ
の
内
面
的
成
長
の
断
片
を

中
心
に
、
谷
川
の
一
高
の
先
輩
で
あ
る
藤
村
操
、
阿
部
次
郎
、
安
倍
能
成
、
折
蘆
魚
住
影

雄
、
藤
原
正
な
ど
に
よ
る
言
説
を
補
助
線
に
し
て
考
察
し
た
。

る
が
、
そ
の
際
の
様
式
は
、
徳
川
幕
府
が
長
い
経
験
を
持
つ
朝
鮮
通
信
使
迎
接
儀
礼
を
土

台
に
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
す
で
に
別
稿
で
詳
細
を
論
じ
た
そ
の
ハ
リ
ス
迎

接
を
起
点
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
以
降
数
年
の
動
き
を
追
跡
す
る
。
具
体
的
に
は
、
安
政

五
年
に
オ
ラ
ン
ダ
領
事
官
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
、
続
い
て
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
を
江
戸
城
に
迎
え
る
に
あ
た
り
、
幕
府
内
で
外
交
儀
礼
の
定
式
化
を
め
ざ
し
て
進
め

ら
れ
た
検
討
の
実
態
、
そ
の
後
、
安
政
六
年
に
再
び
ハ
リ
ス
（
ア
メ
リ
カ
公
使
に
昇
格
）

が
登
城
し
た
際
、日
米
間
に
発
生
し
た
問
題
と
、そ
の
解
決
の
た
め
翌
万
延
元（
一
八
六
〇
）

年
に
実
行
さ
れ
た
同
じ
ハ
リ
ス
に
よ
る
「
謁
見
仕
直
し
」
の
経
緯
、
さ
ら
に
、
こ
こ
ま
で

に
検
討
さ
れ
た
式
次
第
が
同
年
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
、
フ
ラ
ン
ス
代
理
公
使

ド
＝
ベ
ル
ク
ー
ル
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
に
準
用
さ
れ
、
当
面
の
通
例
と
し
て
定
着
に
向
か

う
様
を
、
史
料
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

　

こ
こ
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
る
の
は
、「
幕
末
前
期
」
と
も
言
う
べ
き
こ
の
時
期
の
徳
川

幕
府
が
、
従
来
国
交
の
な
か
っ
た
欧
米
諸
国
か
ら
次
々
と
外
交
官
が
到
着
す
る
事
態
に
向

き
合
う
な
か
で
、
そ
の
迎
接
を
で
き
る
か
ぎ
り
特
別
視
せ
ず
、
も
と
よ
り
長
き
に
わ
た
っ

て
政
権
を
支
え
て
き
た
各
種
殿
中
儀
礼
の
枠
組
み
の
な
か
に
取
り
込
み
、
平
常
の
準
備
の

範
囲
で
彼
ら
に
対
し
う
る
態
勢
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
努
力
の
過
程
で
あ
る
。
儀
礼
を
窓
口

に
、
よ
り
広
義
の
解
釈
を
試
み
る
な
ら
、
対
外
関
係
業
務
そ
の
も
の
を
幕
府
の
一
所
掌
領

域
と
し
て
安
定
さ
せ
、
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
思
が
、
こ
こ
に
表
れ

て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
徳
川
幕
府
、
外
交
儀
礼
、
江
戸
城
、
幕
臣
、
外
交
使
節
、
ハ
リ
ス
、
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ

ウ
ス
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
、
ド
＝
ベ
ル
ク
ー
ル
】

近
代
中
国
女
子
教
育
に
お
け
る
手
芸
科
目
と
日
本
の
影
響

　

韓　

韡

　

本
論
は
、
従
来
の
研
究
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
清
末
「
日
本
型
教
育
体
制
」
の
成

立
に
お
け
る
女
子
教
育
と
日
本
モ
デ
ル
と
い
う
問
題
を
、
女
子
手
芸
科
目
と
い
う
視
点
か

ら
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
清
末
の
女
子
師
範
学
堂
お
よ
び
民
国
の
女
子
中
学
校
と
女
子

師
範
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
手
芸
科
目
「
編
物
・
組
糸
・
嚢
物
・
刺
繍
・

造
花
」
が
、
明
治
三
十
四
年
文
部
省
発
布
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
に
お
け
る
随

意
科
目
の
手
芸
内
容
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
富
国
強
兵
の
方
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論文要旨

の
漢
詩
に
お
け
る
「
蕩
子
」「
怨
言
」
の
使
い
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
『
新

撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
に
多
く
描
か
れ
た
の
は
、
見
た
こ
と
も
な
い
長
安
の
美
女
の
閨
怨
で

は
な
く
、平
安
朝
を
舞
台
に
し
た
男
女
の
恋
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

『
新
撰
万
葉
集
』
の
恋
部
の
漢
詩
は
恋
歌
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
、
和
歌
の
内
容

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
心
の
中
で
恋
焦
が
れ
て
も
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
恋
心
を
抑

え
た
り
、
相
手
を
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
か
え
っ
て
恋
し
さ
を
募
ら
せ
た
り
す
る
と
い
う
緻

密
な
心
情
描
写
は
、
唐
代
ま
で
の
中
国
詩
や
前
代
の
日
本
閨
怨
詩
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ず
、
恋
歌
の
世
界
を
強
く
志
向
し
よ
う
と
し
た
結
果
だ
と
考
え
る
。

　

以
上
か
ら
、『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
は
単
な
る
中
国
詩
の
模
倣
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日

本
の
文
化
や
風
土
に
合
わ
せ
て
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
王
朝
漢

詩
の
成
熟
を
物
語
り
、
国
風
文
化
成
立
の
前
兆
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
新
撰
万
葉
集
、
古
今
集
、
和
歌
、
中
国
詩
、
日
本
漢
詩
、
恋
歌
、
平
安
初
期
、
九
世
紀
末
、

閨
怨
詩
】〈

研
究
ノ
ー
ト
〉

満
洲
国
に
お
け
る
北
村
謙
次
郎
の
創
作

―
―
「
春
聯
」
を
中
心
に
―
―

　

韓　

玲
玲

　

北
村
謙
次
郎
（
一
九
〇
四
〜
一
九
八
二
年
）
は
、
東
京
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
は
関
東
州

の
大
連
で
過
ご
し
た
。
一
九
二
三
年
、
進
学
の
た
め
日
本
に
戻
り
、
そ
れ
か
ら
十
数
年
ほ

ど
東
京
で
近
代
文
化
の
諸
相
を
受
容
し
つ
つ
、
昭
和
初
頭
、
日
本
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

『
作
品
』、『
青
い
花
』、『
日
本
浪
曼
派
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
に
寄
稿
し
、
赤
松
月
船
、

木
山
捷
平
、
太
宰
治
な
ど
の
詩
人
や
作
家
た
ち
と
の
付
き
合
い
を
通
し
て
、
自
ら
の
文
学

の
方
向
を
模
索
し
続
け
た
。
一
九
三
七
年
、
北
村
は
満
洲
国
の
首
都
新
京
に
移
住
し
、
文

芸
綜
合
雑
誌
『
満
洲
浪
曼
』
を
創
刊
し
た
り
、
多
方
面
の
雑
誌
に
旺
盛
に
執
筆
し
た
り
し

て
、
数
多
く
の
文
学
作
品
を
残
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
北
村
謙
次
郎
の
在
満
期
の
唯
一
の
長
篇
小
説
「
春
聯
」
を
取
り
上
げ
、
そ

の
成
立
の
経
緯
を
辿
り
な
が
ら
、
北
村
謙
次
郎
の
在
満
期
の
創
作
上
の
特
質
と
、
彼
の
満

洲
国
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
「
春
聯
」
に
お
い
て
、北
村
謙
次
郎
は
、日
本
国
内
で
育
ん
で
き
た
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
（
こ

　

小
論
は
、
ま
ず
谷
川
徹
三
が
中
学
三
年
生
（
一
九
一
〇
年
）
の
夏
休
み
に
書
い
た
作
文

集
『
五
十
の
日
子
』
と
い
う
一
次
資
料
を
利
用
し
、
彼
に
と
っ
て
の
修
養
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
高
等
学
校
入
学
（
一
九
一
三
年
）
前
後
に
、
性
の
悩
み
を

き
っ
か
け
に
煩
悶
青
年
に
な
っ
た
経
緯
を
見
る
こ
と
を
通
し
て
、
第
一
高
等
学
校
と
い
う

場
が
青
年
に
苦
悩
の
自
由
お
よ
び
煩
悶
ま
で
発
酵
す
る
ゆ
と
り
を
与
え
た
こ
と
を
解
明
し

た
。
さ
ら
に
、
個
人
主
義
の
受
容
と
い
う
点
に
お
い
て
、
大
正
初
期
の
谷
川
の
煩
悶
と
、

明
治
末
期
の
藤
村
操
の
遺
書
、
個
人
主
義
を
め
ぐ
る
阿
部
次
郎
、
安
倍
能
成
、
折
蘆
魚
住

影
雄
、
藤
原
正
な
ど
の
発
言
、
お
よ
び
操
の
自
死
に
対
す
る
彼
ら
の
思
考
を
考
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
九
一
〇
年
前
後
の
一
高
の
煩
悶
青
年
に
通
底
し
た
内
面
的
な
悩
み
が
個

人
主
義
、
個
の
覚
醒
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
藤
村
操
は
宗
教
的
救
い
を

拒
否
し
て
自
死
し
、
煩
悶
の
段
階
に
留
ま
っ
た
。
谷
川
、
阿
部
、
安
倍
の
よ
う
な
青
年
と
、

折
蘆
、
藤
原
正
の
よ
う
な
青
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
幅
広
い
読
書
と
宗
教
思
想
運
動
に
よ
っ
て

煩
悶
解
脱
・
個
人
形
成
を
遂
げ
た
。
こ
れ
ら
の
青
年
は
個
人
主
義
の
受
容
と
い
う
一
つ
の

〈
系
譜
〉
の
中
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
修
養
と
当
時
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
教
養
は

異
な
る
煩
悶
脱
出
・
主
体
形
成
の
方
法
で
あ
る
。

【
教
養
、
修
養
、
煩
悶
青
年
、
個
人
主
義
、
谷
川
徹
三
、
安
倍
能
成
、
藤
村
操
、
折
蘆
魚

住
影
雄
、
第
一
高
等
学
校
】

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

閨
怨
詩
の
和
様
化

―
―
『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
を
中
心
に
―
―

　

梁　

青

　
『
新
撰
万
葉
集
』（
八
九
三
年
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
に
一
首
の
七
言
四
句
の
漢
詩
が
配

さ
れ
た
詩
歌
集
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、『
新
撰
万
葉
集
』
上
巻
恋
歌
に
付
さ
れ
た
漢
詩

を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
日
本
的
要
素
を
探
り
、
先
行
し
た
恋
歌
と
の
関
連
を
考

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
中
国
お
よ
び
勅
撰
三
集
の
閨
怨
詩
と
の
相
違
を
明
ら
か

に
し
、『
古
今
集
』
成
立
前
夜
に
お
け
る
王
朝
漢
詩
の
展
開
の
一
端
を
浮
き
彫
り
に
し
て

み
た
い
。

　

ま
ず
、
勅
撰
三
集
所
収
の
閨
怨
詩
は
ほ
ぼ
中
国
詩
を
ま
ね
た
も
の
で
、
そ
の
表
現
に
は

作
者
の
個
性
を
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
こ
と
を
解
明
し
た
。
そ
し
て
、『
新
撰
万
葉
集
』
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十
五
日
太
平
洋
戦
争
終
結
と
と
も
に
消
滅
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
同
校
蔵
、
伝
宗
碩
筆
『
連
歌
老
葉　

評
註
』（
ソ
ウ
ル
大
本
）
は
、
連

歌
師
宗
祇
の
自
撰
第
二
句
集
『
老
葉
』
に
宗
長
の
注
が
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
書
誌
的
観

察
か
ら
十
六
世
紀
初
期
の
書
写
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
宗
碩
の
没
年
が
一
五
三
三
（
天
文

二
）
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
極
札
に
よ
る
仮
説
で
は
あ
る
が
、
宗
碩
生
存
中
の

一
五
〇
〇
年
代
初
期
の
書
写
で
あ
る
と
い
う
想
定
も
不
自
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
欠
失

部
分
が
多
く
、
錯
簡
は
な
は
だ
し
い
零
本
で
あ
る
が
、『
老
葉
』
の
加
注
本
の
古
写
本
と

し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
学
界
で
も
未
紹
介
な
の
で
、
紹

介
す
る
価
値
の
あ
る
も
の
と
考
え
た
。

　

ま
た
、
附
載
さ
れ
た
極
札
に
あ
る
「
琴
山
」
な
ら
び
に
「
栄
」
の
極
印
（
鑑
定
証
印
）

は
、
古
筆
本
家
三
代
了
佑
の
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
連
歌
師
宗
碩
の
筆
跡
で
あ
る
と
、

十
七
世
紀
後
期
の
最
も
権
威
あ
る
古
筆
見
（
古
筆
鑑
定
家
）
が
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
も
わ
か
る
。

　

紹
介
の
方
法
と
し
て
は
翻
刻
を
行
う
と
と
も
に
、『
愚
句
老
葉
』
の
句
順
に
よ
り
復
元

作
業
を
行
い
、欠
損
部
分
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
上
で
ソ
ウ
ル
大
本
の『
愚

句
老
葉
』
宗
長
注
、
お
よ
び
宗
長
注
の
み
の
同
種
本
と
し
て
蓬
左
文
庫
本
と
の
差
異
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、
ソ
ウ
ル
大
本
が
蓬
左
文
庫
本
と
同
じ
系
統
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

今
後
『
老
葉
』
の
加
注
本
を
広
く
収
集
し
た
上
で
、
精
細
な
検
討
を
行
い
た
い
。

【
連
歌
、『
老
葉
』、
宗
祇
、
宗
長
、
宗
碩
、「
琴
山
」
印
、
十
六
世
紀
初
期
写
本
、
京
城
帝

国
大
学
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
、
蓬
左
文
庫
本
】

と
に
「
日
本
浪
曼
派
」
と
の
関
わ
り
）
と
、
大
陸
的
な
風
土
と
を
結
合
し
て
、
自
ら
提
唱

す
る
「
大
き
な
ロ
マ
ン
」
と
い
う
創
作
理
念
の
実
現
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
は
十
分
に
成
功

せ
ず
、
作
品
全
体
と
し
て
「
色
調
が
破
れ
る
」（
川
端
康
成
の
評
言
）
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
読
者
に
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
「
色
調
」
の
破
綻
の
う
ち
に
、
積
極
的
に
満
洲
国

の
理
念
と
一
体
化
で
き
な
か
っ
た
北
村
の
思
想
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
満
洲
国
の

傀
儡
体
制
に
同
調
し
な
が
ら
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
多
少
と
も
批
判
的
で
あ
っ
た
し
、

不
満
で
も
あ
っ
た
。
あ
る
程
度
の
距
離
を
置
い
て
満
洲
国
を
観
察
し
つ
つ
、
文
学
者
と
し

て
の
批
評
の
眼
を
も
っ
て
創
作
に
取
り
組
も
う
と
し
た
北
村
で
あ
っ
た
。

【
北
村
謙
次
郎
、満
洲
国
、春
聯
、植
民
地
文
学
、満
洲
浪
曼
、建
国
運
動
、白
系
ロ
シ
ア
人
、

蘇
炳
文
事
件
、
満
洲
文
学
】

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

幸
田
露
伴
一
家
の
戦
争

―
―
幸
田
文
・
青
木
玉
の
記
録
と
記
憶
―
―

　

多
田
伊
織

　

戦
後
の
混
乱
期
に
、小
石
川
蝸
牛
庵
の
再
建
を
待
た
ず
し
て
亡
く
な
っ
た
幸
田
露
伴（
慶

応
三
年
〔
一
八
六
七
〕
〜
昭
和
二
十
二
年
〔
一
九
四
七
〕）
は
、
戦
中
か
ら
床
に
就
く
こ

と
が
多
く
な
り
、
ほ
ぼ
視
力
を
失
い
、
最
後
は
寝
た
き
り
に
な
り
な
が
ら
も
、
著
述
活
動

を
続
け
た
。
し
か
し
、
戦
時
下
の
露
伴
の
生
活
の
実
態
は
、
存
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
戦
時
下
か
ら
そ
の
最
期
に
至
る
最
晩
年
の
露
伴
の
姿
を
、
当
時
露
伴
の
身
近
に

侍
し
て
い
た
家
族
や
編
集
者
の
目
を
通
し
て
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

【
幸
田
露
伴
、
幸
田
文
、
青
木
玉
、
土
橋
利
彦
、
後
半
生
、
戦
時
下
の
生
活
、
作
家
】

〈
調
査
報
告
〉

ソ
ウ
ル
大
学
校
蔵　

伝
宗
碩
筆
『
連
歌
老
葉
』

　

小
林
善
帆

　

ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
は
、
京
城
帝
国
大
学
が
所
蔵
し
た
図
書
を
継
承
し
て
い
る
。
京

城
帝
国
大
学
と
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
学
部
開
学
の
、
当
時
植
民
地
で
あ
っ
た

朝
鮮
に
設
立
さ
れ
た
、
日
本
で
六
番
目
の
帝
国
大
学
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
五
年
八
月
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は
じ
め
に

　
「
政
基
公
旅
引
付
」（
以
下
、「
旅
引
付
」）
は
、
戦
国
期
の
九
条
家
前
当
主
・

前
関
白
の
九
条
政
基
（
文
安
二
年
〔
一
四
四
五
〕
〜
永
正
一
三
年
〔
一
五
一
六
〕）

が
、
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
三
月
か
ら
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
十
二
月
ま

で
の
約
三
年
八
カ
月
の
間
、
家
領
の
和
泉
国
日
根
荘
に
下
向
・
在
荘
し
て
直
務

支
配
を
行
っ
た
時
の
日
記
で
あ
る
。
原
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
し
て
お
り
、

写
本
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
旅
引
付
」
の
刊
本
は
、
一
九
六
一
年
に
宮
内
庁
書
陵
部
の
『
図
書
寮
叢
刊
』

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、
一
九
九
六
年
に
は
中
世
公
家
日
記
研
究
会

に
よ
っ
て
活
字
の
本
文
篇
と
と
も
に
影
印
篇
が
和
泉
書
院
よ
り
出
版
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
一
年
に
は
「
旅
引
付
」
を
読
み
下
し
て
詳
細
な
注
・
参
考
史
料
・

人
名
一
覧
・
年
表
を
付
け
た
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
五
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
「
旅
引
付
」
の
索
引
と
し
て
は
、
早
く
に
東
京
大
学
中
世
史
研
究
会

編
『
図
書
寮
叢
刊
「政
基
公
旅
引
付
﹂
索
引
』（
一
九
六
八
年
）
が
出
さ
れ
、
前

述
の
和
泉
書
院
刊
『
政
基
公
旅
引
付
』
本
文
篇
に
研
究
抄
録
篇
・
索
引
篇
が
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
四
巻
（
二
〇
〇
四
年
）
に

も
「
旅
引
付
」
所
収
文
書
（
紙
背
文
書
を
含
む
）
の
編
年
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　
「
旅
引
付
」
は
権
門
公
家
の
日
記
で
あ
る
が
、
京
都
を
離
れ
た
家
領
に
お
け

る
日
記
で
あ
り
、「
家
門
御
下
向
」
の
荘
園
支
配
の
史
料
と
し
て
荘
園
制
研
究

に
使
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
日
根
荘
の
民
衆
生
活
の
様
相
を
描
い
た
貴
重
な
史
料

と
し
て
、
戦
国
期
の
村
落
研
究
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
戦
国
時
代
の
戦

乱
・
飢
饉
・
略
奪
の
実
態
を
生
々
し
く
描
い
た
史
料
と
し
て
も
知
ら
れ
、「
旅

引
付
」
の
描
く
戦
国
時
代
の
村
落
や
社
会
世
相
の
解
明
が
当
該
期
の
研
究
の
主

「
政
基
公
旅
引
付
」
の
日
記
史
料
学

―
―
戦
国
期
の
公
家
日
記
と
在
地
社
会
―
―

葊
田
浩
治
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流
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
旅
引
付
」
の
史
料
学
的
研
究

に
つ
い
て
見
る
と
、
田
沼
睦
氏
が

最
初
に
書
誌
学
的
考
察
を
行
い（

1
）、

梶
木
良
夫
氏
は
「
旅
引
付
」
の
綿

密
な
原
本
の
計
測
・
観
察
か
ら

「
旅
引
付
」
の
装
丁
と
料
紙
寸
法

の
変
化
を
論
じ
た（

2
）。

小
山
靖
憲
氏

は
、
政
基
の
日
記
の
書
き
方
か
ら

「
旅
引
付
」
を
そ
の
日
そ
の
日
に

書
き
継
が
れ
た
日
記
で
は
な
く
後

の
浄
書
本
と
し
た（

3
）。

　
「
旅
引
付
」
に
対
す
る
近
年
の

新
し
い
視
角
と
し
て
、
酒
井
紀
美

氏
は
情
報
の
性
質
（
直
接
情
報
と

間
接
情
報
、
情
報
の
発
信
と
受
信
）

や
伝
達
手
段
（
口
頭
伝
達
と
文
字

伝
達
）
を
考
察
し（

4
）、

黒
田
基
樹
氏

は
文
書
の
動
き
も
踏
ま
え
て
、
政

基
の
様
々
な
政
治
行
動
を
領
主
の

機
能
と
し
て
評
価
し
た（

5
）。

葊
田
も
、

日根荘現地地図
出典：国土地理院発行 50000 分の 1 の地図「岸和田」より掲載。
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「政基公旅引付」の日記史料学

日
記
と
し
て
の
「
旅
引
付
」
の
性
格
を
論
じ
た
い
。

一　
「
旅
引
付
」
の
形
態
と
記
録
過
程

1　
「
旅
引
付
」
の
形
態
と
成
立
の
時
期

　

ま
ず
先
行
研
究
の
確
認
も
踏
ま
え
て
「
旅
引
付
」
の
史
料
的
な
形
態
を
考
え

る
。「
旅
引
付
」
は
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
の
五
冊
か
ら
な
る
冊
子
形
の
日
記

で
あ
る
。
一
般
に
は
「
政
基
公
旅
引
付
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
日
記
の
原
題
は

「
旅
引
付
」
で
あ
る
。「
旅
引
付
」
各
冊
に
は
原
表
紙
、
近
世
の
後
補
表
紙
、
宮

内
庁
書
陵
部
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
現
表
紙
が
あ
る
。
原
表
紙
の
表
題
は
「
旅
引

付
」
と
だ
け
記
さ
れ
、
九
条
政
基
の
花
押
と
外
題
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
装
丁

は
も
と
線
装
仮
綴
本
で
、
の
ち
に
書
陵
部
に
お
い
て
大
和
綴
装
に
改
め
ら
れ
た
。

甲
・
乙
・
丁
冊
は
袋
綴
装
、
丙
・
丁
冊
は
列
帖
装
（
粘
葉
装
）
で
あ
る
。

　

政
基
の
在
荘
直
務
と
日
根
荘
（
日
根
野
村
東
方
・
西
方
と
入
山
田
四
か
村
）
の

概
略
に
つ
い
て
は
、「
政
基
公
旅
引
付
」
年
表
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。「
旅
引

付
」
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
の
五
冊
の
日
記
の
記
録
年
代
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

甲
冊　

文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
三
月
〜
十
月

乙
冊　

 
文
亀
元
年
十
一
月
〜
十
二
月　

文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
正
月
〜

八
月

政
基
の
在
荘
直
務
に
お
い
て
家
僕
が
政
基
の
命
令
文
書
伝
達
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
し
、「
旅
引
付
」
が
書
か
れ
た
場
で
あ
る
、
政
基
の
「
旅
所
」
日

根
荘
入
山
田
村
長
福
寺
の
空
間
に
つ
い
て
考
察
し
、
長
福
寺
に
荘
園
支
配
の
文

書
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
し
た（

6
）。

　
「
旅
引
付
」
の
記
述
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
服
部
英
雄
氏
は
、
政
基
が
「
旅

引
付
」
に
記
さ
な
か
っ
た
「
真
実
」
を
「
九
条
家
文
書
」
か
ら
明
ら
か
に
し
た（

7
）。

水
藤
真
氏
は
「
旅
引
付
」
に
は
改
竄
が
あ
る
と
し
て
そ
の
信
憑
性
を
問
い
、

「
旅
引
付
」
に
は
村
の
描
写
が
希
薄
で
政
基
は
村
の
実
態
を
見
抜
い
て
い
な
い

と
結
論
づ
け
て
い
る（

8
）。

一
方
、
酒
井
氏
は
「
旅
引
付
」
が
後
々
の
支
証
た
り
得

る
よ
う
に
事
件
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
記
す
よ
う
努
め
て
お
り
、
そ
れ
は
村
の

情
報
収
集
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
は
「
旅
引
付
」
の
日
記
と

し
て
の
性
格
を
論
ず
る
際
の
興
味
深
い
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
近
年
で
は
、
従
来
の
よ
う
に
村
落
や
農
民
生
活
の
史
料
と
し
て

記
事
の
一
部
を
利
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
旅
引
付
」
が
ど
の
よ
う
な
日
記

で
あ
る
の
か
を
問
う
た
上
で
、
問
題
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
至
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
い
ま
だ
「
旅
引
付
」
が
ど
の
よ
う
な
日
記
な
の
か
が
論

じ
尽
く
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
戦
国
時
代
の
公
家
の
日
記
と
し
て
の

「
旅
引
付
」
に
ど
の
よ
う
な
特
質
が
あ
る
の
か
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
ま
ず
「
旅
引
付
」
の
史
料
的
形
態
や
政
基
の
記
録
の
仕
方
を
考
察

し
、
次
い
で
情
報
源
と
な
っ
た
文
書
と
「
旅
引
付
」
の
関
係
、
他
の
公
家
日
記

と
「
旅
引
付
」
の
関
係
を
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
り
戦
国
時
代
の
公
家
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和暦（西暦） 月日 出来事
明 応 ９ 年

（1500）
和泉両守護と根来寺が和泉国で戦い、両守護が自害する。両守護と室町幕府京兆細川家が根来
寺を破り、和泉国を制圧する。

文 亀 元 年
（1501）

2 月 5 日 3 月にかけて九条家が日根荘に使者を派遣するか検討する。
3 月 28 日 九条政基（57 歳）、和泉両守護のいる堺を経由して、日根荘に下向する。29 日に日根野村の無

辺光院に到着する。
4 月 1 日 政基、入山田村の大木村長福寺に移る。
4 月 14 日 政基の段銭納入命令に対して日根野村東方の番頭が逃亡する。
4 月 24 日 室町幕府、これよりしばしば、日根荘に対する両守護の違乱を停止する命令（幕府奉行人奉書）

を下す。
6 月 17 日 佐野市で、守護方が大木村の百姓三人を召し捕る。百姓の一人は堺に拘禁されるが脱出して帰

村する。
6 月 28 日 政基の子息九条尚経が関白に就任する。
7 月 11 日 15 日まで毎晩、入山田四か村（船淵・菖蒲・大木・土丸村）の百姓が風流念仏を催し、政基の

長福寺にも参上する。
7 月 20 日 入山田村の滝宮にて雨乞いが行われる（22 日に雨が降る）。
8 月 13 日 入山田村の衆が滝宮で恒例の雨喜の風流を催す。
8 月 15 日 和泉国五社宮放生会。入山田村で風流・猿楽が催される。
8 月 22 日 根来寺の閼伽井坊明尊が政基に借銭の返済を督促する。
8 月 24 日 25 日にかけて入山田村の滝宮の祭。田楽などが催される。
8 月 28 日 守護被官日根野光盛が日根野村に侵入するが、日根野・入山田村の百姓が撃退する。政基、光

盛の所領を没収する。
9 月 23 日 日根野光盛らが日根野村に侵入するが、百姓らが撃退する。
12 月 18 日 後柏原天皇の即位礼の延期の報が政基に届く。

文 亀 ２ 年
（1502）

1 月 2 日 政基、京都の尚経に帰洛する意思を伝える。
1 月 26 日 窃盗の罪で七宝滝寺の悪僧が政基に召し捕られる。入山田村の番頭は悪僧の助命を願い出て政

基と対立する。
1 月 27 日 政基、悪僧を処刑させたと日記に記すが、実は悪僧は助命される。
4 月 26 日 日根野村東方百姓が政基への公事銭納入を拒否し逃散する。
5 月 22 日 日根野村西方百姓が両守護方への半納を政基に訴える。
8 月 5 日 根来寺・佐藤久信・神於寺が和泉に侵攻し守護方との合戦がはじまる。日根野村西方や周辺の

村が放火に遭う。
8 月 21 日 政基、戦火を避けて犬鳴山七宝滝寺に避難する。
9 月 7 日 入山田村の番頭が根来寺と交渉して、在陣・乱妨狼藉停止の禁制を得る。
9 月 12 日 周辺の村が戦火を避けて入山田村に財物を隠す。
9 月 13 日 日根野村の百姓が虫害のため政基に作柄調査を求める。
11 月 3 日 政基、七宝滝寺縁起を借り出して筆写する。

文 亀 ３ 年
（1503）

1 月 15 日 長福寺の門前で三毬打（左義長）が行われる。
3 月 16 日 政基の娘が入山田村で誕生する。
5 月 2 日 政基の在荘経費のため船淵村の百姓が根来寺から借銭する。
6 月 26 日 和泉国の旱魃が深刻になり、滝宮で雨乞いが行われる。
7 月 12 日 入山田村の百姓が佐野市で日根野光盛に召し捕られる。
10 月 17 日 両守護方が日根野村の無辺光院の前住持の善興を召し捕る。

文 亀 ４ 年
（1504）

2 月 16 日 昨年の旱魃 ･ 不作で百姓の多くが餓死し、百姓は蕨粉を食べて存命を図る。蕨の盗人を菖蒲村
の百姓が検断（処刑）する。

永 正 元 年
（1504）

3 月 28 日 正円右馬の盗犯事件が発覚し、政基、翌日に正円右馬を処刑する。
5 月 1 日 政基、米麦の売買禁止や撰銭を定めた法を定める。
7 月 5 日 正円右馬の弟高野聖順良が兄の無実を政基に訴える。
7 月 10 日 順良が高野山に帰り、訴訟はうやむやのまま終結する。
7 月 19 日 根来寺と守護方の和平と日根郡の半済がなる。
9 月 9 日 根来寺・畠山氏・佐藤久信が泉南に侵攻し、両守護を破り和泉国を制圧し、これ以後、和泉一

国に半済を行う。
11 月 7 日 政基、根来寺閼伽井坊明尊を日根野・入山田村代官職に補任する。
12 月 21 日 政基の上洛経費の散用状が作られる。政基、この前後に日根荘を去って帰洛する。

「政基公旅引付」年表
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「政基公旅引付」の日記史料学

　

ま
ず
、
以
上
の
小
山
氏
の
主
張
を
再
検
討
す
る
。「
旅
引
付
」
に
は
確
か
に

紙
背
文
書
が
少
な
い
。
梶
木
氏
お
よ
び
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
四
・
第
五
巻

が
紹
介
し
た
甲
・
丁
冊
の
紙
背
文
書
、
そ
れ
に
丁
冊
原
表
紙
の
紙
背
文
書
（
仮

名
書
あ
る
い
は
習
書
と
思
わ
れ
る
が
袋
綴
装
の
た
め
未
翻
刻
）
だ
け
で
あ
る（

10
）。

し

か
し
、
列
帖
装
（
粘
葉
装
）
で
あ
る
丙
・
戊
冊
は
そ
も
そ
も
製
本
上
反
故
紙
の

再
利
用
が
で
き
な
い
。
甲
・
乙
・
丁
冊
も
袋
綴
装
で
あ
り
、
表
の
面
の
日
記
記

事
と
裏
の
面
の
紙
背
文
書
を
後
日
に
照
合
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（

11
）。

そ
の

た
め
反
故
紙
が
政
基
の
手
元
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
袋
綴
装
の
形
態
で
は
表
の

日
記
の
記
事
に
関
連
す
る
内
容
の
文
書
を
紙
背
に
再
利
用
す
る
に
は
適
さ
な
い
。

「
旅
引
付
」
は
形
態
的
に
紙
背
文
書
を
要
し
な
い
日
記
で
あ
る
。
紙
背
文
書
の

乏
し
さ
か
ら
直
ち
に
「
旅
引
付
」
を
後
の
浄
書
本
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

在
荘
中
の
政
基
の
手
元
に
は
、
直
務
支
配
の
文
書
（
発
給
文
書
案
文
・
帳
簿
）

や
根
来
寺
・
両
守
護
・
九
条
家
・
日
根
荘
の
村
（
日
根
野
・
入
山
田
村
）
か
ら

の
文
書
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
「
旅
引
付
」
に
筆
写
さ
れ
る
（
伝
存
し
な
い
文

書
は
お
そ
ら
く
廃
棄
）
か
、
直
務
の
文
書
と
し
て
利
用
さ
れ
た
後
に
京
都
に
持

ち
帰
ら
れ
「
九
条
家
文
書
」
と
し
て
後
世
に
伝
わ
っ
た
が
、「
旅
引
付
」
の
料

紙
に
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　

小
山
氏
が
指
摘
す
る
文
亀
二
年
八
月
十
五
日
〜
二
十
九
日
の
干
支
の
ず
れ
も
、

後
の
浄
書
に
よ
る
誤
記
の
結
果
と
は
断
言
で
き
な
い
。
ま
た
挿
入
記
事
が
ほ
と

ん
ど
筆
写
文
書
で
あ
る
こ
と
も
後
の
浄
書
と
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。
後
の
浄
書
で
あ
れ
ば
挿
入
の
形
跡
は
書
き
換
え
ら
れ
て
な
く
な
る
可
能

丙
冊　

 

文
亀
二
年
九
月
〜
十
二
月　

文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
正
月
〜

十
二
月

丁
冊　

文
亀
四
年
（
永
正
元
年
・
一
五
〇
四
）
正
月
〜
六
月

戊
冊　

永
正
元
年
七
月
〜
十
二
月

　
「
旅
引
付
」
は
紹
介
さ
れ
た
当
初
は
、「
慈
眼
院
殿
旅
引
付
」
の
名
称
も
用
い

ら
れ
て
い
た
が（

9
）、

や
が
て
「
政
基
公
旅
引
付
」
の
名
称
が
定
着
し
た
。
慈
眼
院

は
九
条
政
基
の
院
号
で
あ
る
。
政
基
の
玄
孫
で
あ
る
九
条
道
房
の
編
に
よ
る
近

世
前
期
の
「
九
条
家
記
録
文
書
目
録
」（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
に
は
、「
五
帖

〔
合
点
〕　

甲
乙
丙
丁
戊　

慈
眼
院
殿
御
引
付　

御
自
筆
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
図
書
寮
叢
刊
『
政
基
公
旅
引
付
』
の
解
題
は
近
世
の
後
補
表
紙
を
道
房

の
筆
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　
「
旅
引
付
」
丁
冊
末
に
は
政
基
の
曾
孫
の
九
条
兼
孝
に
よ
る
慶
長
六
年

（
一
六
〇
一
）
の
自
筆
奥
書
が
あ
り
、「
旅
引
付
」
を
「
慈
眼
院
禅
定
殿
下
之
自

筆
」
と
す
る
。「
九
条
家
記
録
文
書
目
録
」
も
「
旅
引
付
」
を
政
基
の
自
筆
と

す
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
誤
記
・
抹
消
・
後
か
ら
の
挿
入
記
事
が
多
い
「
旅
引

付
」
は
、
政
基
が
在
荘
時
に
書
い
た
自
筆
本
と
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
前
述
の
よ
う
に
小
山
氏
は
、「
旅
引
付
」
は
整
然
と
し
た
字
で
書
か
れ

紙
背
文
書
が
少
な
く
誤
記
に
も
規
則
性
が
あ
り
、
挿
入
記
事
の
ほ
と
ん
ど
は
日

記
の
地
の
文
で
な
く
筆
写
し
た
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
後
の
浄
書
本

と
み
る
。
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ろ
う（

12
）。

同
じ
冊
で
も
料
紙
が
同
一
寸
法
に
裁
断
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
統
一
で
あ

る
。
料
紙
の
不
均
質
や
綴
の
不
統
一
は
、
在
荘
中
に
そ
の
つ
ど
入
手
し
た
料
紙

で
政
基
が
「
旅
引
付
」
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
料
紙
や
綴
の
形
態
か
ら
見
て
も
、「
旅
引
付
」
を
後
の
浄
書
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
結
論
と
し
て
「
旅
引
付
」
は
や
は
り
政
基
の
在
荘
中
の
日
記
と

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

2　
「
旅
引
付
」
の
記
録
過
程

　

次
に
「
旅
引
付
」
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
た
か
、
政
基
の
記
録
の
仕
方
を
考

え
る
。
政
基
は
戦
国
の
日
根
荘
の
村
落
の
様
々
な
出
来
事
を
記
録
し
た
が
、
自

身
は
「
旅
所
」
の
長
福
寺
か
ら
ほ
と
ん
ど
動
い
て
い
な
い
。
長
福
寺
を
離
れ
た

の
は
、
犬
鳴
山
へ
の
避
難
（
文
亀
二
年
八
月
二
十
一
日
〜
二
十
三
日
）・
樫
井
川

で
の
河
水
遊
覧
（
文
亀
三
年
二
月
十
四
日
）、
永
正
元
年
九
月
十
六
日
の
坂
口
地

蔵
・
八
王
子
社
・
円
満
寺
・
大
日
堂
（
政
基
の
居
所
長
福
寺
に
近
い
大
木
村
円
満

寺
の
直
近
）
へ
の
参
詣
に
限
ら
れ
る
。「
旅
引
付
」
の
事
件
記
事
の
多
く
が
、

よ
く
知
ら
れ
る
、
次
の
入
山
田
村
の
滝
宮
や
犬
鳴
山
七
宝
滝
寺
で
の
雨
乞
い
の

習
俗
の
記
事
の
よ
う
に
、
末
尾
が
「
云
々
」
で
終
わ
る
間
接
的
な
伝
聞
情
報
で

あ
る
。二

十
日
丙
申
、
晴
、
近
日
依
炎
干
、
従
今
日
於
滝
宮
社
頭
有
請
雨
之
儀
、

地犬
鳴
山
七
宝
滝
寺
之
寺
僧
等

下
　

沙
汰
之
、
三
ヶ
日
之
中
ニ
必
有
甘
雨
也
、
若
不
降
者
於

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
挿
入
の
跡
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
逆

に
後
の
浄
書
で
は
な
い
証
拠
に
な
り
得
る
。
ま
た
小
山
氏
が
言
及
し
な
い
他
の

誤
記
・
脱
字
・
抹
消
・
挿
入
の
箇
所
も
後
の
浄
書
で
あ
れ
ば
、
書
き
換
え
ら
れ

て
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
誤
記
・
脱
字
・
抹
消
・
挿
入
の
跡
が
そ
の
ま
ま
多
く

残
る
こ
と
は
、
や
は
り
「
旅
引
付
」
が
在
荘
時
の
自
筆
本
で
あ
る
証
拠
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
旅
引
付
」
に
は
四
枚
の
入
紙
（
甲
冊
・
乙
冊
・
戊
冊
に
あ
り
、
う
ち
二
枚
は

書
状
、
一
枚
は
短
冊
）・
貼
紙
（
文
亀
二
年
五
月
十
九
日
条
）
が
あ
る
。
後
の
浄
書

で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
も
編
集
・
整
理
さ
れ
て
な
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
、「
旅
引
付
」
の
一
部
が
浄
書
・
再
編
集
さ
れ
た
（
途
中
で
浄
書
が
放
棄
さ
れ

た
）
可
能
性
も
想
定
さ
れ
よ
う
が
、
誤
記
・
脱
字
・
抹
消
・
挿
入
の
箇
所
は

「
旅
引
付
」
五
冊
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
一
部
の
み
が
浄
書
さ
れ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

田
沼
・
梶
木
両
氏
に
よ
る
「
旅
引
付
」
の
寸
法
の
計
測
値
を
見
て
も
、「
旅

引
付
」
は
各
冊
ご
と
の
料
紙
の
寸
法
が
大
き
く
異
な
る
。
冊
子
の
縦
横
お
よ
び

料
紙
の
寸
法
は
大
き
い
順
に
丙
・
戊
・
甲
・
乙
・
丁
冊
で
あ
る
。
以
前
、
宮
内

庁
書
陵
部
で
「
旅
引
付
」
原
本
を
観
察
調
査
し
た
が
、
梶
木
氏
も
指
摘
す
る
よ

う
に
各
冊
の
料
紙
寸
法
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
料
紙
の
質
を
見
る
と

甲
・
乙
冊
に
比
べ
て
丙
・
戊
冊
の
紙
の
漉
き
は
粗
悪
で
あ
る
。
時
期
が
下
る
に

つ
れ
て
料
紙
の
質
が
下
が
っ
て
お
り
、
在
荘
の
長
期
化
に
伴
い
政
基
は
料
紙
の

調
達
に
苦
労
し
た
に
違
い
な
い
。
料
紙
の
調
達
先
も
各
冊
ご
と
に
異
な
る
で
あ
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「政基公旅引付」の日記史料学

り
、
政
基
の
直
接
の
見
聞
に
等
し
い
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

日
根
野
・
入
山
田
村
の
番
頭
・
百
姓
も
政
基
に
、
村
の
動
き
や
、
日
根
荘
・

和
泉
国
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
た
和
泉
両
守
護
細
川
氏
と
紀
伊
の
根
来
寺
の
動

向
を
報
告
し
て
い
る
。
百
姓
た
ち
は
次
の
よ
う
に
、
政
基
の
在
荘
を
理
由
に
両

守
護
や
根
来
寺
の
圧
力
や
要
求
を
回
避
し
た
。

本
所
様
御
在
庄
也
、
年
貢
諸
公
事
諸
篇
任
御
本
所
之
仰
訖
、
然
上
者
於
地

下
此
配
符
不
及
留
置
ト
テ
、
則
令
返
之
云
々（

16
）

　

地
下
（
百
姓
）
は
本
所
（
政
基
）
の
在
荘
と
そ
の
「
仰
」
を
理
由
に
、
両
守

護
の
年
貢
公
事
納
入
命
令
を
拒
絶
し
配
符
を
突
き
返
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
番

頭
・
百
姓
は
年
貢
公
事
の
負
担
を
め
ぐ
っ
て
政
基
と
対
立
関
係
に
あ
り
、
両
守

護
や
根
来
寺
に
結
び
つ
く
百
姓
も
い
た
。
村
が
政
基
に
報
告
す
る
情
報
は
そ
の

対
立
関
係
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
村
が
政
基
に

報
告
し
た
両
守
護
や
根
来
寺
の
要
求
は
、
政
基
の
在
荘
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

村
の
行
動
か
ら
見
て
正
確
な
情
報
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
旅
引
付
」
に
は
「
後
聞
」
と
し
て
後
日
の
伝
聞
を
書
い
て
い
る
箇
所
が
い

く
つ
か
あ
る（

17
）。

二
十
八
日
甲
辰
、
朝
晴
、
申
剋
○犬

鳴
嶺
頭
黒
雲
聳
起
、
即
雨
下
、
次
第
ニ

谷
中
ニ
雨
甚
、
黄
昏
雷
鳴
、
後
聞
、
此
一
谷
四
ヶ
村
之
外
一
滴
も
不
沾

七
宝
滝
沙
汰
、
其
猶
不
叶
時
者
於
不
動
明
王
之
堂
沙
汰
之
、
其
後
猶
不

降
者
、
於
件
滝
壺
へ
入
不
浄
の
物

鹿
之
骨
或

頭
風
情
物
云
々

、
必
無
不
降
事
云
々
、

三
ヶ
日
以

後
ハ
四
ヶ

村
之
地
下
衆
令

沙
汰
也
云
々　（

13
）

　

伝
聞
情
報
と
い
っ
て
も
「
旅
引
付
」
の
信
憑
性
が
直
ち
に
損
な
わ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
政
基
は
日
根
荘
に
随
行
し
た
家
僕
・
中
間
た
ち
や
日
根
野
・
入
山

田
村
の
番
頭
・
百
姓
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
。
特
に
家
僕
た
ち
は
政
基
に
と
っ

て
の
耳
目
で
あ
り
、
黒
田
氏
も
言
う
よ
う
に
し
ば
し
ば
村
に
派
遣
さ
れ
て
政
基

の
命
令
を
日
根
野
・
入
山
田
村
に
伝
達
し
、
年
貢
収
納
や
村
で
の
問
題
処
理
に

あ
た
り
、
村
の
動
向
・
事
件
・
行
事
・
要
求
を
政
基
に
報
告
し
た
。

十
三
日
辛
卯
、
晴
、
在
利
自
日
根
野
申
送
云
、
東
方
番
頭
等
有
種
々
懇
望

事
、
先
去
年
冬
段
銭
分
可
致
沙
汰
由
申
之
云
々
（
略
）

十
四
日
壬
辰
、
晴
、
早
旦
在
利
申
云
、
東
方
番
頭
二
人
逐
電
了
（
略（

14
））

　

文
亀
元
年
四
月
十
三
日
、
日
根
野
村
に
あ
っ
た
家
僕
の
石
井
在
利
は
、
日
根

野
村
東
方
番
頭
の
段
銭
減
免
の
訴
え
を
政
基
に
報
じ
、
翌
十
四
日
に
は
東
方
の

番
頭
二
人
が
逐
電
（
逃
散
）
し
た
と
報
じ
た
。
同
年
の
「
地
下
小
屋
入
」（
逃

散
）
の
た
め
段
銭
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
、
同
年
十
二
月
の
段
銭
散
用
状
か
ら

わ
か
る（

15
）。「

旅
引
付
」
の
記
事
の
多
く
は
伝
聞
情
報
と
は
い
え
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
政
基
の
家
僕
た
ち
が
直
接
見
聞
し
て
政
基
に
報
告
し
た
正
確
な
情
報
で
あ
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永
正
元
年
七
月
六
日
、
政
基
は
日
根
荘
を
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
た
家
僕
（
信

濃
小
路
長
盛
）
に
「
旅
引
付
」
永
正
元
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
閏
三
月
二
十
四

日
ま
で
を
自
ら
読
み
聞
か
せ
た
。
こ
の
前
日
、
政
基
が
三
月
二
十
九
日
に
処
刑

し
た
窃
盗
犯
の
正
円
右
馬
（
入
山
田
四
か
村
の
菖
蒲
村
の
百
姓
）
の
弟
・
高
野
聖

の
順
良
が
、
兄
の
処
刑
の
根
拠
を
問
い
質
し
て
訴
え
出
た
。
兄
の
処
刑
に
異
を

唱
え
る
順
良
の
訴
え
を
「
甚
無
謂
」
と
し
た
政
基
は
、
順
良
の
訴
え
を
取
り
次

ぐ
家
僕
た
ち
が
事
情
に
疎
い
と
判
断
し
、
正
円
右
馬
窃
盗
・
処
刑
事
件
の
記
事

を
家
僕
に
周
知
し
た
の
で
あ
る（

18
）。

　

政
基
が
読
み
聞
か
せ
た
三
月
二
十
八
日
か
ら
閏
三
月
二
十
四
日
ま
で
の
記
事

は
、
正
円
右
馬
の
窃
盗
・
処
刑
の
記
事
で
あ
る
。
三
月
二
十
八
日
条
に
正
円
右

馬
の
窃
盗
に
関
す
る
詳
細
な
裁
判
の
記
事
が
あ
り
、
二
十
九
日
条
に
正
円
右
馬

の
処
刑
記
事
、
閏
三
月
二
日
条
に
は
そ
の
田
地
の
処
分
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。

政
基
に
と
っ
て
「
旅
引
付
」
は
極
め
て
実
用
的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、「
旅

所
」
に
て
常
に
引
用
さ
れ
る
べ
き
「
引
付
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
政
基
は
意

識
的
に
情
報
を
整
理
し
て
「
旅
引
付
」
を
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
根
荘
に
お
い
て
政
基
は
公
家
と
し
て
の
行
事
や
生
活
（
五
節
供
・
庚
申
待

ち
・
亥
子
・
彼
岸
持
斎
・
物
忌
み
・
酒
宴
・
双
六
・
歌
会
な
ど
）
を
で
き
る
だ
け

実
現
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
「
旅
引
付
」
に
は
公
家
的
な
生
活
の
側
面
は
ほ

と
ん
ど
詳
述
さ
れ
ず
、
簡
略
な
記
事
に
留
ま
る
。
日
根
荘
に
お
け
る
政
基
の
公

家
と
し
て
の
行
事
が
し
ば
し
ば
「
略
儀
」
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
が
原
因
で
は
な

い
。「
旅
引
付
」
に
は
京
都
の
九
条
家
や
朝
廷
の
動
向
も
、
子
息
の
九
条
尚
経

云
々
、
滝
宮
威
厳
殊
勝
々
々
、
北
ハ
熊
取
・
木
嶋
、
西
ハ
日
根
野
村
、

雖
双
峯
不
及
一
滴
云
々

　

入
山
田
村
の
雨
乞
い
の
後
に
降
雨
が
あ
っ
た
文
亀
元
年
七
月
二
十
八
日
の
記

事
で
あ
る
。
和
泉
書
院
刊
の
「
旅
引
付
」
影
印
編
に
よ
れ
ば
、「
後
聞
」
以
後

の
文
は
翌
日
の
二
十
九
日
の
行
に
小
さ
い
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
二
十
九
日
以

後
の
記
事
を
書
い
て
か
ら
後
に
聞
い
た
こ
と
を
挿
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
「
後
聞
」
の
箇
所
に
は
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
字
で

の
挿
入
が
な
く
、
行
間
も
前
後
の
文
に
比
べ
て
狭
く
な
い
こ
と
が
和
泉
書
院
刊

の
影
印
篇
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
政
基
は
「
後
聞
」
の
こ
と
も
含
め
て

情
報
を
整
理
し
て
何
日
分
か
を
ま
と
め
て
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
梶
木
氏
は

「
旅
引
付
」
の
筆
致
に
数
日
ご
と
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
根

拠
は
明
確
で
な
い
が
、「
旅
引
付
」
影
印
篇
か
ら
筆
者
も
同
様
の
印
象
を
受
け

る
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
政
基
が
何
日
分
か
を
ま
と
め
て
書
い
た
と
す
る
推

定
を
裏
付
け
る
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

政
基
が
後
日
の
情
報
も
加
え
て
「
旅
引
付
」
を
書
い
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ

は
や
は
り
「
旅
引
付
」
が
後
に
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
在
荘
直
務
の
記
録
で
あ
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

予
、
去
三
月
引
付
之
面
、
悉
令
読
聞
畢

去
三
月
廿
八
日
以
来
閏
三
月

廿
四
日
マ
テ
ノ
分
引
付
也
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政
基
が
助
命
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
服
部
氏
も

新
説
で
問
題
に
し
た
よ
う
に
、
悪
僧
助
命
後
の
入
山
田
村
百
姓
た
ち
に
よ
る
請

文
は
「
九
条
家
文
書
」
に
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

政
基
は
手
元
に
集
め
ら
れ
た
文
書
を
管
理
し
て
「
旅
引
付
」
に
筆
写
す
る
な
ど

し
て
い
る
。
政
基
が
こ
の
請
文
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
文
書
の

伝
来
か
ら
見
て
も
悪
僧
助
命
の
報
告
を
受
け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

政
基
が
悪
僧
の
処
刑
記
事
を
訂
正
し
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
助
命
し
た
こ

と
を
在
荘
直
務
支
配
の
記
録
で
あ
る
「
旅
引
付
」
に
書
き
残
し
た
く
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。「
旅
引
付
」
に
は
村
の
「
隠
密
」「
密
々
」「
密
談
」
と
い
う

行
為
が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
政
基
は
村
の
内
実
を
見
抜
け
な
か
っ

た
と
す
る
見
方
が
強
い
。
し
か
し
服
部
氏
は
新
説
で
、
政
基
は
村
の
「
隠
密
」

「
密
々
」「
密
談
」
を
知
っ
て
い
た
が
「
旅
引
付
」
に
詳
し
く
記
さ
ず
知
ら
な
い

こ
と
に
し
て
い
た
と
す
る
。「
隠
密
」「
密
々
」「
密
談
」
に
も
悪
僧
処
刑
記
事

と
同
じ
く
、
政
基
が
書
き
残
し
た
く
な
い
事
柄
が
あ
っ
た
た
め
、「
旅
引
付
」

に
詳
し
く
書
く
の
を
避
け
た
と
思
わ
れ
る
。「
旅
引
付
」
が
荘
園
経
営
の
た
め

に
先
例
と
し
て
将
来
引
用
・
参
照
さ
れ
得
る
記
録
で
あ
る
以
上
、
政
基
は
先
例

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
事
柄
の
記
述
を
意
図
的
に
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

一
方
で
、
悪
僧
助
命
の
証
拠
に
な
る
文
書
も
廃
棄
せ
ず
証
拠
と
し
て
保
管
し
た

の
で
あ
る
。

　

政
基
は
受
け
取
っ
た
文
書
を
「
旅
引
付
」
に
記
す
際
に
日
付
の
改
竄
を
行
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
酒
井
・
水
藤
両
氏
が
指
摘
す
る
文
亀
元
年
八
月
二
日
付
の
京

の
関
白
就
任
記
事
（
文
亀
元
年
閏
六
月
四
日
条
）
や
新
天
皇
の
即
位
儀
式
（
文
亀

元
年
十
一
月
二
十
四
日
〜
十
二
月
二
日
条
）
な
ど
を
除
く
と
詳
し
く
記
さ
れ
な
い
。

政
基
は
自
身
の
公
家
的
生
活
や
京
都
の
九
条
家
・
公
家
社
会
の
記
事
が
記
さ
れ

る
九
条
家
の
「
家
」
の
日
記
と
は
別
に
、
在
荘
直
務
支
配
の
た
め
に
特
化
し
た

記
録
と
し
て
「
旅
引
付
」
を
書
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

3　
「
旅
引
付
」
の
作
為
（
改
竄
）
と
政
基
の
意
図

　

服
部
氏
の
指
摘
ど
お
り
「
旅
引
付
」
に
は
虚
偽
の
記
述
が
あ
る
。
文
亀
二
年

正
月
二
十
六
日
、
窃
盗
犯
の
七
宝
滝
寺
悪
僧
の
阿
弥
陀
坊
が
捕
ら
え
ら
れ
た
。

服
部
氏
の
研
究
は
、
こ
の
悪
僧
が
処
刑
さ
れ
ず
助
命
さ
れ
た
こ
と
を
、
助
命
後

に
入
山
田
村
百
姓
た
ち
が
政
基
の
家
僕
に
宛
て
て
礼
を
述
べ
忠
節
を
誓
っ
た
請

文
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る（

19
）。

服
部
氏
は
そ
の
後
の
新
説
で
見
解
を
修
正
し
、

政
基
が
悪
僧
の
処
刑
命
令
を
出
し
た
後
に
家
僕
と
番
頭
・
百
姓
の
交
渉
で
悪
僧

が
助
命
と
な
り
、
政
基
も
助
命
を
黙
認
し
た
た
め
、
結
果
的
に
「
旅
引
付
」
の

悪
僧
処
刑
の
記
述
は
虚
偽
の
記
載
に
な
っ
た
が
、
政
基
の
処
刑
命
令
は
事
実
な

の
で
、「
旅
引
付
」
の
虚
偽
性
を
強
調
す
べ
き
で
な
い
と
改
め
た（

20
）。

　

服
部
氏
の
旧
説
以
来
、
悪
僧
の
助
命
を
政
基
は
知
ら
な
か
っ
た
か
、
家
僕
か

ら
虚
偽
の
報
告
を
受
け
た
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
。
確
か
に
家
僕
宛
の
入
山
田

村
百
姓
の
請
文
に
「
公
方
様
の
御
き
こ
ゑ
を
か
へ
り
見
す
、
御
し（

生

涯

）

や
う
か
い
ニ

か
へ
ら
れ
、
ひ
そ
か
に
た
す
け
下
さ
れ
候（

21
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
政
基
の
処
刑
命

令
に
反
し
て
番
頭
と
の
交
渉
で
助
命
を
決
め
た
の
は
家
僕
で
あ
ろ
う
。
し
か
し



20

書
状
の
月
を
改
竄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
（
原
因
は
京
都
の
京
兆
家
の
動
き

の
遅
延
）
を
記
録
し
、
京
都
の
俊
通
ひ
い
て
は
子
息
の
尚
経
に
周
知
し
て
お
く

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

政
基
が
現
実
と
違
っ
た
日
付
で
文
書
を
発
給
し
た
例
も
あ
る
。
文
亀
三
年
九

月
二
十
一
日
付
の
日
根
野
村
東
方
・
西
方
へ
の
段
銭
徴
収
の
配
符
は
、
実
際
に

は
九
月
二
十
九
日
に
発
給
さ
れ
た
の
だ
が
、

今
日
配
付
可
入
之
由
沙
汰
之
状
条
、
今
日
不
成
就
日
也
、
至
于
今
遅
退
言

語
道
断
之
儀
也
、
当
季
反
銭
ヲ
冬
ニ
成
テ
入
者
後
例
ニ
可
申
、
雖
然
今
日

ハ
可
入
之
、
去
廿
一
日
之
日
付
ニ
認
テ
、
明
旦
早
々
可
遣
也（

24
）

と
あ
る
よ
う
に
、
二
十
九
日
の
日
柄
が
悪
く
、
遅
れ
て
い
る
秋
段
銭
の
配
符
発

給
を
明
日
以
後
（
十
月
）
に
す
る
こ
と
を
「
後
例
」
に
し
た
く
な
い
た
め
、
本

来
の
秋
段
銭
配
符
発
給
の
日
付
で
あ
る
二
十
一
日
付
と
し
た
の
で
あ
る
。
政
基

は
「
後
例
」
を
意
識
し
、
発
給
文
書
の
日
付
を
書
き
換
え
た
作
為
の
事
情
を

「
旅
引
付
」
に
克
明
に
記
録
し
た
。
政
基
に
と
っ
て
「
旅
引
付
」
と
は
、
荘
園

経
営
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
記
録
で
あ
っ
た
。「
旅
引
付
」
に
は
虚
偽
・
改
竄

が
あ
り
公
家
の
主
観
的
で
独
善
的
な
記
述
も
あ
る
が
、
一
見
虚
偽
・
改
竄
に
見

え
る
記
事
も
す
べ
て
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
が
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
た
公
家
領
荘
園
の
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
作
為
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
酒
井
氏
の
評
価
の
と
お
り
、
全
体
と
し
て
政
基
は
後
世
に

兆
細
川
家
宿
老
薬
師
寺
元
長
の
書
状
で
あ
る（

22
）。

抑
去
月
二
日
薬
師
寺
備
後
守
書
状
、
自
京
都
依
有
子
細
、
其
儀
相
待
之
処
、

于
今
延
引
、
然
而
爰
元
之
儀
既
物
忩
也
、
仍
不
待
京
都
之
左
右
、
今
日
件

状
ヲ
堺
へ
遣
了
、
然
而
八
月
二
日
之
日
付
也
、
余
に
延
引
之
条
、
以
八
直

九
了
、
其
子
細
委
仰
上
俊
通
朝
臣
者
也（

23
）

　

政
基
は
両
守
護
細
川
氏
に
よ
る
日
根
荘
の
違
乱
を
停
止
さ
せ
る
よ
う
、
室
町

幕
府
と
幕
府
管
領
（
京
兆
家
）
細
川
政
元
（
和
泉
両
守
護
細
川
氏
の
惣
領
家
、
政

基
の
実
子
細
川
澄
之
の
養
父
）
に
働
き
か
け
て
い
た
。
日
根
荘
違
乱
停
止
を
命

じ
る
政
元
宿
老
薬
師
寺
の
書
状
を
も
ら
っ
た
が
、
一
カ
月
経
っ
て
も
京
都
の
京

兆
家
の
動
き
が
な
い
の
で
、
九
月
七
日
、
政
基
の
判
断
で
堺
の
両
守
護
に
薬
師

寺
の
書
状
を
送
付
し
、
そ
の
際
、
両
守
護
に
送
る
そ
の
書
状
の
月
を
八
月
か
ら

九
月
に
書
き
換
え
た
。
酒
井
氏
は
、
中
世
社
会
の
当
事
者
主
義
を
踏
ま
え
て
、

文
書
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
当
事
者
（
政
基
）
の
文
書
改
竄
は
当
然
あ
り
得
た

と
指
摘
す
る
。
水
藤
氏
は
、
書
状
発
給
か
ら
一
カ
月
経
つ
の
は
ま
ず
い
と
政
基

が
判
断
し
て
月
を
改
竄
し
た
と
す
る
。

　

こ
の
改
竄
の
理
由
は
両
氏
の
推
定
ど
お
り
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
政

基
が
改
竄
の
事
実
を
隠
蔽
せ
ず
、
そ
の
経
緯
を
克
明
に
記
録
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
政
基
は
書
状
の
月
の
改
竄
を
京
都
の
家
僕
富
小
路
俊
通
に
知
ら
せ

て
い
る
。
九
条
家
か
ら
幕
府
・
京
兆
家
へ
の
日
根
荘
保
護
の
交
渉
に
備
え
て
、
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は
文
亀
三
年
九
月
に
日
根
野
村
東
方
の
内
検
帳
を
作
ら
せ
、
日
根
野
村
西
方
に

つ
い
て
も
番
頭
ご
と
の
田
地
注
文（

27
）を

作
ら
せ
て
い
た
。
入
山
田
村
に
関
し
て
も

四
か
村
の
田
数
を
把
握
す
る
何
ら
か
の
台
帳
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

長
福
寺
の
政
基
の
元
に
は
多
く
の
文
書
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
政
基
が
受
け

取
っ
た
文
書
の
紙
背
を
「
旅
引
付
」
の
料
紙
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
先
述
の
よ

う
に
紙
背
の
再
利
用
が
難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、
政
基
が
受
け
取
っ
た

文
書
を
実
用
に
応
じ
て
意
識
的
に
筆
写
・
保
管
し
よ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。

　
「
九
条
家
文
書
」
に
は
、
政
基
在
荘
期
の
日
根
野
・
入
山
田
村
の
散
用
状
や

納
帳
が
多
数
残
さ
れ
る
。
年
貢
の
散
用
状
は
な
ぜ
か
ま
っ
た
く
残
っ
て
い
な
い

が
、
年
貢
に
次
い
で
重
要
な
段
銭
に
つ
い
て
は
、
日
根
野
村
東
方
・
入
山
田
村

の
政
基
在
荘
期
の
四
年
間
の
散
用
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
政
基
は
年
貢
・
段
銭

の
徴
収
も
「
旅
引
付
」
に
記
し
て
お
り
、
問
題
が
生
じ
た
時
に
は
散
用
状
を
調

べ
て
「
旅
引
付
」
を
書
い
て
い
る
。

廿
七
日
乙
丑
、（
略
）
抑
日
根
野
村
東
方
段
銭
ヲ
自
去
□（

々
）年

文
亀
元

三
ヶ
年
ニ

千
疋
分
ヲ
可
免
之
由
、
在
利
約
談
地
下
了
、
仍
去
々
年
三
百
疋
取
之
、

残
分
二
ヶ
年
ニ
七
千（

百
）疋

ヲ
可
給
ト
テ
、
旧
冬
秋
反
銭
之
内
三
百
五
十
疋

地
下
ニ
押
取
了
、
仍
相
尋
在
利
之
処
不
存
也
（
略（

28
））

　

文
亀
元
年
に
日
根
荘
奉
行
の
石
井
在
利
が
政
基
に
無
断
で
日
根
野
村
東
方
に

向
け
て
事
件
を
正
確
に
記
録
し
て
い
た
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二　
「
旅
引
付
」
と
文
書
・
日
記

1　
「
旅
引
付
」
と
在
荘
直
務
の
文
書

　
「
旅
引
付
」
の
特
徴
は
、
政
基
（
お
よ
び
在
荘
の
家
僕
）
の
発
給
文
書
お
よ
び

受
給
文
書
が
多
数
筆
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
九
条
家
文
書
」
や
九
条

尚
経
の
雑
記
集
「
後
慈
眼
院
殿
雑
筆
」
に
も
、
政
基
が
作
成
・
発
給
し
た
文
書

や
受
け
取
っ
た
文
書
が
多
く
残
さ
れ
る
。
日
根
荘
在
荘
期
の
政
基
は
精
力
的
に

文
書
を
作
成
・
発
給
し
、
入
手
・
保
管
・
記
録
し
て
い
た
。
前
章
で
そ
の
一
端

を
紹
介
し
た
が
、「
旅
引
付
」
を
考
え
る
際
、
日
記
と
文
書
と
の
関
係
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
政
基
の
文
書
の
授
受
・
保
管
と
「
旅
引
付
」
の
関
係

を
考
え
て
み
よ
う
。

　

政
基
は
年
貢
賦
課
の
た
め
の
台
帳
を
持
っ
て
い
た
。
文
亀
二
年
九
月
十
三
日
、

日
根
野
村
が
虫
害
の
た
め
作
柄
調
査
を
求
め
て
き
た
時
、
政
基
は
日
根
野
村
の

田
数
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

日
根
野
東
西
分
五
十
四参

町
五
段
五
十
歩
ヲ
、
除
諸
免
田
外
ニ
百
姓
名
廿
五

丁
二
反
六
十
歩
、
公
田
二
丁
五
反
十
歩
、
舎
人
田
一
丁
四
反
大
十
歩（

25
）

　

こ
の
田
数
は
室
町
期
と
思
わ
れ
る
日
根
野
村
惣
田
数
案（

26
）と

一
致
す
る
。
政
基
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然
で
あ
る
。
日
根
野
・
入
山
田
村
宛
の
文
書
は
先
に
述
べ
た
配
符
の
他
、
ほ
と

ん
ど
が
日
根
荘
支
配
の
た
め
の
命
令
伝
達
文
書
で
、
す
べ
て
政
基
家
僕
（
奉
行
）

奉
書
か
家
僕
書
状
で
あ
る（

34
）。

両
守
護
宛
の
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
日
根
荘
の
違
乱

や
押
妨
に
つ
い
て
抗
議
し
た
文
書
で
、
家
僕
書
状
が
多
く
家
僕
（
奉
行
）
奉
書

も
あ
る（

35
）。

根
来
寺
の
僧
へ
の
文
書
に
は
、
寺
僧
か
ら
九
条
家
へ
の
借
銭
の
返
済

要
求
や
日
根
荘
代
官
職
補
任
要
求
に
対
す
る
回
答
、
根
来
寺
衆
の
軍
事
行
動
や

日
根
荘
の
直
務
維
持
に
関
す
る
九
条
家
か
ら
の
要
求
の
文
書
が
多
い
。
家
僕
奉

書
・
家
僕
書
状
が
多
い
が
、
根
来
寺
に
対
し
て
は
太
閤
・
前
関
白
政
基
の
御
教

書
も
使
わ
れ
て
い
る（

36
）。

　

政
基
が
受
け
取
っ
た
文
書
も
当
然
な
が
ら
、
日
根
野
・
入
山
田
村
、
両
守
護
、

根
来
寺
か
ら
の
文
書
が
多
い
。
日
根
野
・
入
山
田
村
の
番
頭
・
百
姓
の
申
状（

37
）、

両
守
護
（
お
よ
び
守
護
被
官
）
の
書
状（

38
）、

根
来
寺
の
僧
か
ら
の
借
銭
返
済
・
代

官
職
要
求
の
文
書（

39
）で

あ
る
。
両
守
護
や
根
来
寺
が
日
根
野
・
入
山
田
村
に
宛
て

た
文
書
も
、
村
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
「
旅
引
付
」
に
記
録
し
て
い
る（

40
）。

他
に

日
根
荘
の
違
乱
停
止
を
命
じ
た
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
や
京
兆
細
川
家
か
ら
の

文
書
が
あ
る（

41
）。

丁
冊
の
紙
背
文
書
（
家
僕
書
状（

42
））

の
よ
う
に
、
京
都
の
九
条
家

や
公
家
と
の
間
で
授
受
さ
れ
た
文
書
も
政
基
の
元
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

「
旅
引
付
」
に
は
あ
ま
り
筆
写
さ
れ
て
い
な
い
。
政
基
は
受
け
取
っ
た
文
書
の

う
ち
、
日
根
荘
支
配
に
関
係
す
る
文
書
を
優
先
的
に
「
旅
引
付
」
に
筆
写
し
た

と
思
わ
れ
る
。

　

政
基
は
両
守
護
と
の
以
前
か
ら
の
訴
訟
文
書
や
室
町
期
の
守
護
請
の
文
書（

43
）

段
銭
千
疋
を
免
除
し
た
疑
惑
に
つ
き
、
政
基
は
去
々
年
（
文
亀
元
年
）
に
三
百

疋
を
東
方
に
免
除
し
、
旧
冬
（
文
亀
二
年
）
に
三
百
五
十
疋
を
免
除
し
た
と
記

し
た
。
政
基
は
文
亀
元
年
の
三
百
疋
（
三
貫
文
）
免
除
の
経
緯
を
「
旅
引
付
」

に
記
す
た
め
に
、
同
年
の
段
銭
散
用
状
の
「
三
貫
文　

同
地
下
小
屋
入
仕
迷
惑

候
間
、
可
有
御
扶
持
申
候
て
直
ニ
引
給
候
、
未
請
取
ハ
不
遣
候（

29
）」

の
記
事
と
、

文
亀
二
年
段
銭
散
用
状
の
「
三
貫
文　

東
方
地
下
へ
千
疋
御
扶
持
之
内
引
之（

30
）」

の
記
事
、
そ
し
て
政
基
の
尋
問
に
対
し
て
在
利
が
返
答
し
た
文
亀
二
年
正
月
の

書
状（

31
）を

調
べ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

段
銭
賦
課
に
関
し
て
、「
旅
引
付
」
と
散
用
状
で
は
記
述
の
食
い
違
い
も
あ

る
。
政
基
が
「
旅
引
付
」
に
筆
写
し
た
日
根
野
・
入
山
田
村
宛
の
段
銭
配
符
の

賦
課
率
は
、
夏
段
銭
が
段
別
百
文
、
秋
段
銭
は
段
別
百
二
十
文
で
あ
る（

32
）。

し
か

し
散
用
状
が
記
す
実
際
の
徴
収
額
は
段
別
五
十
文
で
あ
っ
た（

33
）。

し
か
し
政
基
は

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
段
別
五
十
文
に
減
額
す
る
前
の
本
来
の
段
銭
賦
課
率
だ
け

を
「
旅
引
付
」
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
に
、「
旅
引
付
」
を
単
な
る
先

例
の
典
拠
と
し
て
で
は
な
く
、
現
実
と
の
齟
齬
が
あ
っ
て
も
荘
園
経
営
の
規
範

と
な
る
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
政
基
の
意
志
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

政
基
が
「
旅
引
付
」
に
筆
写
し
た
発
給
文
書
は
、
様
式
的
に
は
政
基
書
状
、

政
基
御
教
書
、
政
基
家
僕
（
日
根
荘
奉
行
）
奉
書
、
政
基
や
家
僕
の
書
状
に
分

け
ら
れ
る
。
宛
所
ご
と
に
見
れ
ば
日
根
野
・
入
山
田
村
、
両
守
護
、
根
来
寺
宛

の
文
書
が
多
い
。
政
基
の
支
配
対
象
で
あ
る
村
、
政
基
の
敵
対
勢
力
で
あ
る
両

守
護
、
九
条
家
の
脅
威
で
あ
る
根
来
寺
、
こ
の
三
者
宛
の
文
書
が
多
い
の
は
当
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る
際
に
、
家
僕
を
村
に
派
遣
す
る
か
、
番
頭
を
呼
び
つ
け
て
家
僕
に
文
書
を
手

渡
さ
せ
る
か
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
を
と
っ
て
お
り
、
政
基
は
決
し
て
番
頭
た
ち

と
対
面
し
な
い
。
さ
ら
に
番
頭
は
次
の
よ
う
に
政
基
の
発
給
し
た
文
書
を
村
で

読
み
聞
か
せ
て
伝
達
し
て
い
た
。

各
申
云
、
文
忙（

盲
）之

者
共
候
、
罷
帰
香
積
院
ニ
読
せ
申
承
候
て
、
地
下
加
評

儀（
47
）

　

村
の
百
姓
へ
の
こ
の
よ
う
な
文
書
の
「
披
露
」
は
、
番
頭
・
在
地
の
寺
僧

（
船
淵
村
の
香
積
院
な
ど
）
や
文
書
を
村
に
伝
達
し
た
家
僕
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
と
よ
り
年
貢
段
銭
の
徴
収
実
務
に
あ
た
る
番
頭
た
ち
が
「
文
盲
」
で
あ
る

は
ず
は
な
い
。
番
頭
た
ち
は
村
の
田
地
の
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
何
ら
か
の

台
帳
を
持
っ
て
政
基
の
賦
課
に
相
対
し
た
と
思
わ
れ
る
。
永
正
元
年
三
月

二
十
九
日
に
窃
盗
の
罪
で
処
刑
さ
れ
た
正
円
右
馬
の
遺
産
（
田
地
作
職
）
に
つ

い
て
の
注
文
（「
田
之
分
日
記
」）
は
、「
日
暮
時
分
番
頭
参
、
作
職
以
下
田
地
等

一
紙
注
進
了
」
と
あ
る
よ
う
に
、
番
頭
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
閏
三
月
四
日
に
政

基
に
注
進
さ
れ
て
い
る（

48
）。

　

日
根
野
・
入
山
田
村
の
番
頭
・
百
姓
ら
は
、
年
貢
段
銭
減
免
や
両
守
護
・
根

来
寺
へ
の
対
処
を
求
め
る
申
状
を
し
ば
し
ば
政
基
に
提
出
し
て
い
る
。
な
か
に

は
政
基
の
文
書
発
給
を
要
請
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

も
、
日
根
荘
支
配
の
証
拠
文
書
と
し
て
「
旅
引
付
」
に
引
用
し
て
い
る
。
日
根

荘
が
両
守
護
か
ら
九
条
家
に
返
還
さ
れ
た
永
享
元
年
（
一
四
二
八
）
と
同
四
年

（
一
四
三
二
）
の
両
守
護
の
「
渡
状（

44
）」

を
、
両
守
護
に
対
す
る
反
論
・
批
判
の

た
め
に
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
両
守
護
の
「
渡
状
」
と
は
、「
九
条

家
文
書
」
に
伝
わ
り
政
基
の
父
満
家
の
「
九
条
満
家
公
引
付
」
に
筆
写
さ
れ
て

い
る
、
永
享
元
年
十
二
月
二
十
一
日
付
お
よ
び
同
四
年
十
月
二
十
一
日
付
の
両

守
護
・
両
守
護
代
遵
行
状
の
こ
と
で
あ
る（

45
）。

　
「
九
条
家
文
書
」
の
う
ち
政
基
が
在
荘
中
に
受
給
し
た
文
書
の
端
裏
書
に
は
、

政
基
の
自
筆
の
端
裏
書
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
永
正
元
年
十
一
月
五
日
付

の
根
来
寺
閼
伽
井
坊
明
尊
の
日
根
野
・
入
山
田
村
領
家
方
代
官
職
請
文
に
は
、

「
日
根
野
・
入
山
田
請
文　

閼
伽
井　

永
正
元
」
の
端
裏
書
が
あ
る
。
歴
史
館

い
ず
み
さ
の
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
図
版
で
端
裏
書
の
「
日
根
野
・
入

山
田
請
文
」
と
い
う
文
字
を
見
る
と
、「
旅
引
付
」
の
政
基
の
字
に
似
て
い
る（

46
）。

こ
の
請
文
は
「
旅
引
付
」
永
正
元
年
十
一
月
七
日
条
に
も
写
さ
れ
て
い
る
。
政

基
は
受
け
取
っ
た
文
書
の
端
裏
に
要
点
を
記
し
て
管
理
し
て
お
り
、「
旅
引
付
」

と
と
も
に
文
書
も
手
元
で
管
理
し
て
実
用
に
資
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

政
基
と
村
の
文
書
授
受
お
よ
び
村
の
文
書

　
「
旅
引
付
」
に
は
、
政
基
と
日
根
野
・
入
山
田
村
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
文
書

が
た
び
た
び
記
さ
れ
る
。
黒
田
氏
が
論
じ
る
よ
う
に
、
政
基
は
家
僕
（
奉
行
）

奉
書
や
家
僕
書
状
を
村
に
頻
繁
に
発
給
し
て
い
る
。
政
基
は
、
文
書
を
発
給
す
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寺
の
要
求
や
圧
力
の
多
く
は
政
基
に
直
接
に
で
な
く
、
村
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
村
が
政
基
の
命
令
を
受
け
て
返
事
を
出
し
、
政
基
家
僕
の
奉
書
や

家
僕
書
状
も
通
常
は
村
を
経
由
し
て
両
守
護
や
根
来
寺
に
送
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、

両
守
護
や
根
来
寺
よ
り
上
位
で
あ
る
と
い
う
政
基
の
意
識
が
う
か
が
え
、
そ
の

意
識
が
文
書
の
授
受
に
も
反
映
し
て
い
る
。

　

日
根
野
・
入
山
田
村
は
文
書
を
頻
繁
に
作
成
し
て
政
基
に
上
申
し
、
政
基
の

命
令
伝
達
文
書
を
受
給
し
た
。
ま
た
両
守
護
方
や
根
来
寺
か
ら
も
文
書
を
受
け

取
っ
て
い
る
。
政
基
と
村
の
間
で
授
受
し
た
文
書
は
残
念
な
が
ら
在
地
に
伝
来

し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
日
根
荘
研
究
史
に
お
い
て
、
日
根
野
・
入

山
田
村
が
政
基
・
両
守
護
・
根
来
寺
と
強
か
に
渡
り
合
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
村
の
主
体
的
な
動
き
は
「
旅
引
付
」
に
見
え
る
村
の
積
極

的
な
文
書
の
作
成
・
授
受
・
活
用
に
も
現
れ
て
い
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
旅
引
付
」
に
は
両
守
護
や
根
来
寺
か
ら
送
ら
れ
た

日
根
野
・
入
山
田
村
へ
の
様
々
な
要
求
・
命
令
の
文
書
も
多
数
写
さ
れ
て
い
る
。

両
守
護
方
や
根
来
寺
か
ら
村
に
発
給
さ
れ
た
文
書
を
、
村
の
番
頭
た
ち
が
政
基

の
も
と
に
届
け
て
報
告
し
た
た
め
で
あ
る
。
村
の
番
頭
た
ち
が
両
守
護
や
根
来

寺
の
要
求
に
対
処
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
政
基
に
報
告
す
る
こ
と
で
、

政
基
が
両
守
護
や
根
来
寺
に
対
処
（
要
求
の
拒
否
）
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

番
頭
・
百
姓
は
両
守
護
や
根
来
寺
の
要
求
を
か
わ
す
た
め
、
政
基
の
在
荘
を
利

用
す
る
以
外
、
他
に
手
は
な
か
っ
た
。
一
方
の
政
基
も
、
村
が
も
た
ら
す
情
報

（
両
守
護
・
根
来
寺
の
動
向
や
日
根
荘
へ
の
要
求
内
容
の
報
告
）
に
依
存
し
て
い

然
者
其
時
自
地
下
注
進
申
由
申
候
て
、
地
下
江
番
頭
衆
以
下
を
御
折
勘
候

御
一
行
を
可
被
下
候
、
干
用
ハ
不
可
用
地
下
之
評
議
候
ト
テ
、
折
紙
ヲ
持

来
了
、
可
然
之
由
返
答
了（

49
）

　

永
正
元
年
四
月
、
根
来
寺
の
僧
か
ら
入
山
田
村
に
対
し
て
代
官
職
を
求
め
る

圧
力
が
強
ま
っ
た
。
四
月
十
七
日
、
番
頭
た
ち
は
政
基
の
在
荘
を
理
由
に
根
来

寺
の
僧
の
要
求
を
拒
否
す
る
た
め
、
政
基
か
ら
番
頭
衆
た
ち
を
「
折
勘
」
し
村

の
「
評
儀
」
は
採
用
し
な
い
（
政
基
が
裁
決
を
行
う
）
と
す
る
「
御
一
行
」（
文

書
）
を
発
給
し
て
欲
し
い
と
願
い
出
、
そ
の
た
め
の
「
折
紙
」
を
持
参
し
た
。

村
田
修
三
氏
は
、
番
頭
た
ち
の
求
め
た
「
御
一
行
」
と
は
こ
の
直
後
の
文
亀
元

年
五
月
一
日
に
政
基
が
発
し
た
撰
銭
法
で
あ
っ
た
と
す
る（

50
）。

こ
の
よ
う
に
、
番

頭
た
ち
は
政
基
に
発
給
し
て
も
ら
う
文
書
の
内
容
（「
地
下
江
番
頭
衆
以
下
を
御

折
勘
候
御
一
行
」）
に
つ
い
て
の
要
望
も
述
べ
て
い
る
。

　

黒
田
氏
は
、
政
基
は
し
ば
し
ば
両
守
護
・
根
来
寺
の
要
求
に
対
す
る
返
事
の

内
容
を
村
に
指
示
し
、
村
か
ら
両
守
護
・
根
来
寺
に
出
す
返
書
の
文
案
も
作
成

し
て
い
た
と
す
る
。
村
は
政
基
の
作
成
し
た
返
書
が
村
に
と
っ
て
不
都
合
と
判

断
し
た
場
合
に
は
こ
れ
を
拒
み
政
基
に
返
却
す
る
こ
と
も
あ
り（

51
）、

政
基
が
村
を

通
じ
て
両
守
護
・
根
来
寺
に
返
書
を
出
す
際
に
は
、
返
書
の
文
案
に
つ
い
て
政

基
と
村
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
政
基
と
村
が
合
意
の
上
で
返

事
を
出
し
た
の
は
事
実
だ
が
、
こ
こ
で
は
政
基
が
両
守
護
や
根
来
寺
の
要
求
に

対
し
て
、
家
僕
や
村
に
返
答
さ
せ
て
い
た
点
に
注
目
し
た
い
。
両
守
護
や
根
来



25

「政基公旅引付」の日記史料学

近
・
若
末
左
近
が
署
名
し
て
お
り
、
現
在
、
日
根
野
・
入
山
田
村
に
隣
接
す
る

熊
取
の
土
豪
中
家
の
文
書
に
伝
来
し
て
い
る（

53
）。

こ
の
よ
う
な
一
件
は
「
旅
引

付
」
に
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
加
地
子
得
分
の
売
買
に
つ
い
て
は
当
事
者
や

番
頭
の
間
だ
け
で
売
券
が
作
成
さ
れ
、
政
基
に
は
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
正
円
右
馬
が
盗
ん
だ
米
（
菖
蒲
村
百
姓
の
亀
源
七
の
米
）
に
付
け

ら
れ
て
い
た
切
紙
の
よ
う
な
動
産
の
運
用
に
関
す
る
文
書
も（

54
）、

窃
盗
が
発
覚
し

な
け
れ
ば
政
基
の
知
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
旅
引
付
」

が
記
す
村
の
「
隠
密
」「
密
々
」
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
文
書
も
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

な
お
水
藤
氏
は
、
政
基
が
「
旅
引
付
」
甲
冊
末
に
田
地
の
面
積
単
位
を
書
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
田
の
面
積
に
無
知
で
、
勧
農
も
行
わ
ず
村
の
田
地
の
状
況

も
番
頭
の
注
進
な
し
に
は
知
り
得
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
面
積
単
位

の
記
述
は
覚
え
書
き
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
直
ち
に
面
積
単
位
の
無
知
を
意

味
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
戦
国
期
の
荘
園
領
主
が
勧
農
を
行
わ
な
い
の
も
不
自

然
で
は
な
い
。
政
基
は
確
か
に
村
落
の
内
実
に
は
疎
い
が
そ
れ
は
公
家
で
あ
れ

ば
当
然
で
、
む
し
ろ
文
書
を
注
進
さ
せ
て
で
き
る
限
り
田
地
状
況
の
把
握
に
努

め
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

3　
「
旅
引
付
」
と
九
条
家
の
日
記
・
文
書

　
「
旅
引
付
」
研
究
の
圧
倒
的
多
数
は
日
根
荘
や
村
落
の
研
究
で
あ
る
が
、
近

年
は
政
基
の
在
荘
直
務
と
京
都
の
九
条
家
の
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら

た
。

　

酒
井
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
、
政
基
は
「
…
…
と
仰
す
」
と
い
う
自
敬
表
現
を
、

自
身
の
命
令
だ
け
で
な
く
家
僕
や
村
の
百
姓
か
ら
両
守
護
や
根
来
寺
へ
の
伝
達

に
も
用
い
、
両
守
護
・
根
来
寺
か
ら
の
主
張
や
伝
達
に
は
「
…
…
と
申
す
」
と

記
し
、「
仰
す
」
と
「
申
す
」
を
峻
別
し
て
使
用
し
た
。
村
が
政
基
の
「
仰
」

を
受
け
て
上
位
の
相
手
（
両
守
護
・
根
来
寺
）
に
出
す
文
書
は
、
書
き
止
め
文

言
が
「
恐
々
謹
言
」「
謹
言
」
と
な
っ
て
い
る
書
状
で
あ
っ
た
が（

52
）、

こ
の
よ
う

な
村
の
文
書
も
政
基
に
と
っ
て
は
「
仰
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
政
基
に

は
、
両
守
護
や
根
来
寺
に
抗
し
て
日
根
荘
の
直
務
支
配
を
維
持
す
る
た
め
に

「
…
…
と
仰
す
」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と
で
村
を
自
分
の
論
理
に
取
り
込
も

う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
政
基
と
村
で
は
、
両
守
護
や
根
来
寺
に
対
す
る
姿
勢
に
差
異
が
あ
る
。

日
根
野
・
入
山
田
村
か
ら
両
守
護
や
根
来
寺
の
要
求
に
対
し
て
返
答
し
た
文
書

は
、
政
基
が
「
仰
」
と
「
旅
引
付
」
に
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
状

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
村
は
両
守
護
や
根
来
寺
に
「
仰
」
と
い
う
姿
勢

で
対
応
し
て
は
い
な
い
し
、
政
基
の
意
を
受
け
た
奉
者
的
な
立
場
で
い
る
と
は

限
ら
な
い
。
村
が
両
守
護
や
根
来
寺
に
宛
て
た
文
書
の
な
か
に
は
、
政
基
の

「
仰
」
の
論
理
に
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

　

政
基
が
把
握
し
な
い
在
地
の
文
書
に
売
券
や
預
状
が
あ
る
。
永
正
元
年
四
月

七
日
、
根
来
寺
の
修
法
院
重
宗
は
入
山
田
村
の
大
木
村
の
田
地
を
熊
取
の
土
豪

中
左
近
に
売
却
し
た
。
こ
の
売
券
に
は
大
木
村
番
頭
の
松
下
宮
内
と
田
中
左
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は
日
根
荘
に
使
者
を
派
遣
す
る
か
検
討
し
て
い
た
。
二
月
五
日
、
俊
通
は
家
僕

の
白
川
富
秀
に
「
泉
州
之
儀
先
日
注
進
、
使
者
ニ
令
持
書
状
委
細
言
上
候
き
」

と
日
根
荘
に
派
遣
す
る
使
者
に
持
た
せ
る
書
状
を
用
意
し
て
い
る（

57
）。

十
一
日
、

尚
経
は
俊
通
に
宛
て
て
「
泉
州
」
に
「
先
副
頼
政
只
今
降
候
つ
る
」
と
書
き
、

頼
政
な
る
者
を
日
根
荘
に
派
遣
し
た
と
返
事
し
た（

58
）。

し
か
し
尚
経
は
そ
の
後

「
泉
州
之
儀
、（
略
）
此
者
下
国
候
ハ
、
不
思
議
出
来
候
や
ら
ん
」
と
俊
通
に
述

べ
、
予
定
し
て
い
る
使
者
を
派
遣
す
れ
ば
百
姓
も
九
条
家
の
様
子
を
見
て
守
護

方
に
寝
返
る
か
も
し
れ
な
い
と
危
惧
し
て
い
る（

59
）。

三
月
十
日
、
尚
経
は
俊
通
に

「
泉
州
之
儀
干
用
者
、
彼
書
状
に
て
あ
る
へ
く
候
」
と
述
べ
、
用
意
し
た
書
状

を
持
た
せ
て
い
か
せ
な
け
れ
ば
使
者
を
派
遣
し
て
も
無
駄
だ
と
伝
え
た（

60
）。

　

尚
経
・
俊
通
が
派
遣
す
る
使
者
の
人
選
や
持
た
せ
る
書
状
の
作
成
に
腐
心
し

な
が
ら
、
な
お
使
者
派
遣
に
踏
み
切
れ
な
い
様
子
が
わ
か
る
。
尚
経
・
俊
通
は

老
齢
で
隠
居
の
政
基
を
下
向
さ
せ
る
こ
と
な
ど
検
討
し
て
い
な
い
。
政
基
の
日

根
荘
下
向
は
三
月
十
日
以
後
、
下
向
の
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
決
定
・
実
行
さ

れ
た
が
、
そ
れ
は
九
条
家
の
当
初
の
方
針
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

政
基
の
在
荘
は
三
年
八
か
月
に
及
ん
だ
が
、
当
初
か
ら
長
期
の
在
荘
を
計
画

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
政
基
は
文
亀
元
年
十
一
月
二
十
六
日
条
の
三

条
西
実
隆
（
尚
経
の
舅
）
宛
の
同
日
付
書
状
で
、
後
柏
原
天
皇
の
即
位
の
礼
に

関
す
る
婿
の
尚
経
へ
の
助
言
を
謝
し
、「
此
方
之
儀
相
調
候
者
、
来
春
以
参
洛

之
時
可
延
報
謝
候
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
村
の
自
力
で
両
守
護
方
を
撃
退
し
一

年
目
の
年
貢
収
納
を
実
現
し
た
政
基
は
、
日
根
荘
の
問
題
が
解
決
に
向
か
っ
た

れ
て
い
る
。
政
基
の
在
荘
直
務
は
九
条
家
や
京
都
の
公
家
・
武
家
社
会
と
無
関

係
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
「
旅
引
付
」
と
九
条
家
の
日
記
・

文
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

さ
て
、「
旅
引
付
」
と
同
時
代
の
九
条
家
の
日
記
に
は
、
九
条
尚
経
の
日
記

「
後
慈
眼
院
殿
御
記
」
と
雑
記
帳
「
後
慈
眼
院
殿
雑
筆
」（
以
下
、「
雑
筆
」）
が

残
さ
れ
て
い
る（

55
）。

ま
ず
は
「
旅
引
付
」
と
こ
れ
ら
を
照
合
し
検
討
す
る
。

　

政
基
は
「
旅
引
付
」
甲
冊
の
冒
頭
に
「
胸
の
秘
薬
」「
ヲ
コ
リ
（
瘧
）
の
落

薬
」
を
記
し
て
い
る
。
調
合
さ
れ
た
薬
で
な
い
、
生
き
物
や
香
・
履
き
物
の
革

の
服
用
法
と
効
用
で
あ
り
、
民
間
療
法
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
政

基
は
下
向
在
荘
の
前
年
の
明
応
九
年
六
月
に
大
病
を
患
っ
て
い
た
。

廿
日
、
晴
、
依
為
准
后
御
不
例
以
外
危
急
而
、
即
位
灌
頂
之
□
蜜
印
等
於

被
授
余
了
、
次
第
等
見
彼
秘
書（

56
）

　

准
后
（
政
基
）
の
不
例
は
「
危
急
」
で
、
政
基
は
摂
関
家
に
伝
わ
る
即
位
灌

頂
の
蜜
印
を
「
余
」
す
な
わ
ち
尚
経
に
授
け
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
甲
冊
の
民
間

療
法
の
記
述
は
、
大
病
回
復
の
九
カ
月
後
に
日
根
荘
に
下
向
し
た
老
齢
の
政
基

が
健
康
に
気
を
配
っ
て
い
た
現
れ
で
あ
ろ
う
。

　
「
旅
引
付
」
は
政
基
の
下
向
の
理
由
を
両
守
護
の
押
領
と
だ
け
記
す
が
、
下

向
に
至
る
経
緯
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
雑
筆
」
に
よ
れ
ば
、
文
亀
元

年
二
月
か
ら
三
月
十
日
に
か
け
て
九
条
家
当
主
の
尚
経
と
家
僕
の
富
小
路
俊
通
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「政基公旅引付」の日記史料学

れ
る
記
録
断
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
□
□
談
合
之
処
、
一
方
申
次
候
間
、
薬

備
よ
り
申
候
」（
三
日
条
）、「
此
間
ニ
以
斎
和
、
広
瀬
三
川
に
申
聞
候
」（
五
日

条
）、「
茨
木
返
事
到
来
、
薬
備
歓
楽
之
間
」（
六
日
条
）、「
以
状
両
雑
掌
ニ
可

被
申
届
之
由
、
与
一
方
よ
り
申
送
之
」（
七
日
条
）
と
あ
り
、
九
条
家
が
「
斎

和
」
こ
と
京
兆
家
宿
老
の
斎
藤
大
和
守
元
右
、「
薬
備
」
こ
と
同
家
宿
老
の
薬

師
寺
備
後
守
元
長
（
摂
津
守
護
代
、
和
泉
上
守
護
担
当
の
京
兆
家
申
次
・
摂
津
国

茨
木
に
滞
在
）、
薬
師
寺
与
一
（
元
長
の
子
元
一
）
と
交
渉
し
、
斎
藤
が
広
瀬
三

河
守
に
、
薬
師
寺
が
両
守
護
の
両
雑
掌
に
事
情
を
申
し
聞
か
せ
て
い
る
と
い
う

内
容
で
あ
る（

65
）。「

旅
引
付
」
文
亀
元
年
八
月
二
十
二
日
条
に
写
さ
れ
た
同
月

十
九
日
付
の
斎
藤
元
和
か
ら
富
小
路
俊
通
に
宛
て
た
書
状
に
は
、

御
家
領
事
、　

上
意
之
趣
、
又
御
支
証
筋
目
堅
申
含
両
雑
掌
候
、
殊
与
一

相
共
申
聞
候

と
あ
り
、
政
基
は
「
守
護
雑
掌
江
村
并
広
瀬
川
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

右
の
記
録
断
簡
に
見
え
る
広
瀬
三
河
守
と
両
雑
掌
の
江
村
が
両
守
護
の
在
京
雑

掌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
記
録
断
簡
に
見
え
る
九
条
家
と
京
兆
家
の
交

渉
、
京
兆
家
か
ら
両
守
護
へ
の
命
令
は
、
政
基
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
録
断
簡
は
九
条
家
側
の
日
記
で
あ
ろ
う
。
二
日
条
に
「
聡
明
殿
犬
追

物
被
遊
候
」
と
あ
り
、
政
基
の
実
子
で
細
川
政
元
の
養
子
聡
明
丸
（
の
ち
の
澄

之
）
に
「
殿
」
を
付
け
て
い
る
の
で
、
兄
尚
経
で
な
く
家
僕
の
日
記
で
あ
る
。

と
判
断
し
翌
年
春
の
帰
洛
を
予
定
し
て
い
た
。

　
「
雑
筆
」
に
も
、
帰
洛
が
近
い
こ
と
を
尚
経
に
伝
え
た
文
亀
二
年
正
月
二
日

付
の
政
基
に
よ
る
年
賀
の
書
状
が
あ
り
、
政
基
は
「
当
庄
之
儀
達
本
意
候
、
以

上
洛
可
申
承
候
也
」
と
日
根
荘
の
経
営
再
建
が
成
功
し
た
と
述
べ
て
い
る（

61
）。

尚

経
も
正
月
二
十
八
日
付
の
政
基
へ
の
書
状
で
「
早
々
当
庄
之
御
儀
、
被
達
本
意
、

以
御
帰
京
之
時
、
如
此
祝
詞
等
可
言
上
候
」
と
返
事
を
出
し（

62
）、

舅
の
実
隆
に
も

「
当
春
可
調
太
閤
帰
洛
之
儀
候
」
と
述
べ
て
い
る（

63
）。

し
か
し
政
基
の
早
期
の
帰

洛
は
実
現
せ
ず
在
荘
は
長
期
化
し
た
。

　

政
基
は
文
亀
二
年
十
月
十
八
日
条
で
、
日
根
荘
在
荘
を
「
田
舎
之
蟄
居
」
と

述
べ
て
い
る
。
政
基
の
在
荘
に
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
勅
勘
に
対
し
て
謹
慎
す

る
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
後
土
御
門
天
皇
が
亡
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
政
基
が
勅
勘
を
解
か
れ
た
か
ど
う
か
は
「
旅
引

付
」
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、「
雑
筆
」
の
文
亀
二
年
二
月

二
十
九
日
の
富
小
路
俊
通
宛
の
尚
経
書
状
に
、

太
閤
勅
免
之
御
儀
申
度
候
、（
略
）
此
状
を
侍
大
へ
可
被
持
向
候（

64
）

と
あ
り
、
舅
で
新
天
皇
側
近
の
「
侍
大
」
こ
と
侍
従
大
納
言
三
条
西
実
隆
に
政

基
の
勅
免
を
働
き
か
け
る
よ
う
俊
通
に
伝
え
て
い
る
。
政
基
は
文
亀
二
年
二
月

時
点
で
も
勅
免
を
解
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
九
条
家
文
書
」
に
は
、
文
亀
元
年
八
月
一
日
か
ら
十
日
の
日
記
と
推
定
さ
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卯
月
二
日 

重
久　

判

 

正
家　

判

　
　
　

日
根
野
入
山
田
西
方

　
　
　
　

両
村
名
主
御
番
頭
中（

68
）

　

富
小
路
俊
通
の
代
官
青
木
土
佐
入
道
が
病
気
の
た
め
、
信
濃
小
路
長
盛
（
宮

内
大
輔
）
に
俊
通
奉
行
分
の
支
配
を
任
せ
る
処
置
が
、
文
亀
二
年
四
月
二
日
付

の
家
僕
山
田
重
久
・
正
家
直
状
で
村
に
伝
達
さ
れ
た
。
山
田
重
久
は
政
基
に
仕

え
た
家
僕
で
あ
り
、
こ
の
直
状
案
は
「
雑
筆
」
の
な
か
に
残
さ
れ
て
い
る
。
政

基
と
尚
経
は
日
根
荘
の
支
配
体
制
を
変
更
す
る
際
に
も
互
い
に
連
絡
調
整
し

合
っ
て
い
た
。

　
「
雑
筆
」
の
紙
背
に
は
日
根
荘
に
関
す
る
文
書
が
あ
る
。
政
基
は
日
根
荘
の

状
況
報
告
の
た
め
文
亀
元
年
九
月
七
日
、
大
木
村
の
円
満
寺
の
僧
を
上
洛
さ
せ

た
。
円
満
寺
の
僧
が
九
条
家
に
滞
在
し
た
こ
と
は
「
雑
筆
」
の
紙
背
文
書
で
も

確
か
め
ら
れ
る
。
円
満
寺
の
僧
の
上
洛
に
は
、「
旅
引
付
」
が
記
す
理
由
の
ほ

か
に
「
去
春
番
頭
分
」
つ
ま
り
昨
年
春
の
番
頭
の
納
入
分
の
問
題
が
関
係
し
て

い
た（

69
）。

ま
た
別
の
紙
背
文
書
に
は
、
日
根
荘
奉
行
の
竹
原
定
雄
が
日
根
荘
の
ほ

か
に
九
条
家
領
の
備
中
国
駅
里
荘
・
尾
張
国
二
宮
の
収
益
か
ら
給
分
を
与
え
ら

れ
、
播
磨
国
田
原
荘
の
給
主
職
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る（

70
）。

政

基
に
仕
え
た
奉
行
の
経
済
基
盤
や
複
数
の
九
条
家
領
へ
の
関
与
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
旅
引
付
」
を
同
時
期
の
京
都
の
九
条
家
の
日
記
や
文
書

先
の
斎
藤
元
和
書
状
が
俊
通
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
洛
南
の
九
条
亭
に
あ

る
尚
経
の
意
を
受
け
て
幕
府
・
京
兆
家
・
朝
廷
と
様
々
な
交
渉
に
あ
た
っ
た
の

が
洛
中
に
宿
所
を
持
つ
家
僕
筆
頭
の
富
小
路
俊
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記

録
断
簡
は
俊
通
の
日
記
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
政
基
の
家
僕
た
ち
は
京
都
（
九
条
家
）
と
日
根
荘
・

家
領
荘
園
を
往
反
し
、
九
条
家
（
尚
経
）
の
家
政
と
政
基
の
在
荘
直
務
を
支
え

た（
66
）。

政
基
は
家
僕
や
九
条
家
を
通
じ
て
京
都
政
界
の
情
報
を
収
集
し
て
い
た
。

尚
経
も
家
僕
の
俊
通
を
通
じ
て
京
兆
細
川
政
元
に
両
守
護
違
乱
の
停
止
命
令
を

働
き
か
け
る
な
ど
、
家
僕
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
政
基
と
尚
経
は
日
根
荘
の
経

営
で
協
力
し
て
い
た
。

廿
一
日
癸
亥
、
晴
、
日
根
野
・
入
山
田
俊
通
奉
行
分
、
長
盛
ニ
一
種
ニ
申

合
了
、
今
日
入
山
田
方
相
触
之
云
々（

67
）

　

文
亀
二
年
四
月
二
十
一
日
、
政
基
は
日
根
野
・
入
山
田
村
の
富
小
路
俊
通
知

行
分
（
日
根
野
村
西
方
と
入
山
田
村
半
分
）
を
奉
行
の
信
濃
小
路
長
盛
に
管
轄
さ

せ
、
日
根
荘
の
支
配
を
自
身
の
下
に
一
本
化
し
た
と
記
し
た
。
し
か
し
政
基
と

尚
経
は
こ
れ
以
前
に
こ
の
件
に
つ
い
て
決
定
を
下
し
て
い
る
。

青
木
土
左
方
依
歓
楽
下
向
遅
々
候
之
間
、
其
間方

之
儀
宮
内
大
輔
殿
可
被
申

調
候
、
其
旨
可
被
存
知
之
由
候
也
、
仍
状
如
件
、
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「政基公旅引付」の日記史料学

見
聞
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る（

72
）。

　
「
旅
引
付
」
は
伝
存
す
る
公
家
日
記
と
し
て
は
、
在
京
を
原
則
と
し
て
い
た

公
家
が
在
地
の
世
界
を
記
し
た
と
い
う
点
で
特
異
で
珍
し
い
日
記
で
は
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
公
家
の
在
荘
日
記
は
戦
国
期
に
は
多
数
存
在
し
た
は
ず
で
あ
り
、

当
時
存
在
し
た
公
家
の
日
記
の
な
か
で
は
こ
の
よ
う
な
在
荘
日
記
は
珍
し
く
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

戦
国
期
は
公
家
が
在
地
社
会
と
深
く
関
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、「
旅
引
付
」
の
記
述
内
容
だ
け
で
な
く
「
旅
引
付
」
の
史
料
的

性
格
に
も
現
れ
て
い
る
。
在
荘
政
所
で
あ
る
長
福
寺
に
保
管
さ
れ
た
文
書
・
帳

簿
や
日
根
荘
領
有
の
古
い
証
文
を
引
用
し
て
「
旅
引
付
」
を
書
き
、
村
・
地
域

権
力
（
両
守
護
や
根
来
寺
）・
幕
府
・
京
兆
家
か
ら
の
文
書
も
書
き
写
し
た
。
客

観
的
に
は
、
村
と
の
対
立
矛
盾
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
政
基
は
両
守
護
や
根
来

寺
に
対
抗
す
る
た
め
に
村
を
自
分
の
側
に
取
り
込
も
う
と
努
め
て
い
た
。
在
荘

直
務
と
実
態
の
齟
齬
、
百
姓
と
の
対
立
に
つ
い
て
も
「
後
例
」
を
意
識
し
つ
つ

対
応
し
た
が
、「
旅
引
付
」
に
記
さ
な
い
実
態
を
語
る
文
書
も
廃
棄
せ
ず
保
管

し
、
直
務
支
配
の
建
前
と
実
態
を
「
旅
引
付
」
に
記
録
し
た
。

　

厳
密
に
は
日
記
で
は
な
い
が
京
都
の
公
家
社
会
の
な
か
で
書
か
れ
た
「
雑

筆
」
に
も
、
日
根
荘
領
有
の
証
文
、
幕
府
や
京
兆
家
か
ら
の
文
書
、
日
根
荘
直

務
に
関
わ
る
家
僕
の
文
書
が
写
さ
れ
て
い
る
。「
旅
引
付
」
と
「
雑
筆
」
に
は

史
料
的
性
格
と
い
う
面
で
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
儀
礼
・
故
実
・
先
例
を
重

ん
じ
る
公
家
日
記
の
あ
り
方
は
戦
国
期
に
は
大
き
く
変
化
し
て
い
き
、
荘
園
経

と
対
照
し
補
い
な
が
ら
読
み
解
く
こ
と
で
「
旅
引
付
」
や
日
根
荘
の
研
究
が
一

層
深
ま
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
「
旅
引
付
」
の
史
料
的
な
性
格
、
お
よ
び
他
の
同
時
代
の
史
料

（
文
書
・
日
記
・
伝
承
）
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
て
き
た
。「
旅
引
付
」
は
記
主

の
九
条
政
基
が
家
領
に
在
荘
し
て
書
い
た
日
記
で
あ
る
。
在
荘
直
務
の
た
め
の

日
記
で
あ
り
直
務
と
関
わ
っ
て
見
聞
し
た
村
落
の
世
界
を
記
述
し
て
い
る
。

「
旅
引
付
」
は
通
常
の
公
家
の
日
次
記
で
は
な
く
、
特
異
な
公
家
日
記
で
あ
る
。

し
か
し
当
時
、
公
家
の
在
荘
は
特
異
な
こ
と
で
は
な
い
。
政
基
も
「
旅
引
付
」

文
亀
元
年
三
月
二
十
八
日
条
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

老
後
家
領
ニ
在
庄
、
古
今
不
珍
題
目
也

　

政
基
自
身
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
に
家
領
の
尾
張
国
二
宮
に
下
向
滞
在

し
、
日
根
荘
か
ら
帰
洛
し
た
翌
年
の
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
に
も
家
領
の
山

城
国
小
塩
荘
に
下
向
し
て
「
小
塩
荘
下
向
引
付（

71
）」

を
記
し
た
。
戦
国
期
は
公
家

の
在
荘
・
在
国
が
常
態
化
し
た
時
代
で
あ
る
。
遡
っ
て
室
町
期
に
も
、
伏
見
宮

貞
成
親
王
の
日
記
「
看
聞
日
記
」（
応
永
二
十
三
年
〔
一
四
一
六
〕
〜
文
安
五
年

〔
一
四
四
八
〕）
の
よ
う
に
、
家
領
の
山
城
国
伏
見
荘
在
荘
中
、
在
地
の
世
界
を
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承
や
習
俗
を
個
人
的
な
興
味
だ
け
で
記
録
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら

を
九
条
家
の
支
配
に
と
っ
て
重
要
と
認
識
し
た
か
ら
こ
そ
、「
旅
引
付
」
に
書

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
1
）　

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊　

政
基
公
旅
引
付
』（
養
徳
社
、
一
九
六
一
年
）
の

田
沼
氏
に
よ
る
「
解
題
」。

（
2
）　

梶
木
良
夫
「
「政
基
公
旅
引
付
﹂
の
書
誌
学
的
検
討
」（『
泉
佐
野
市
史
研
究
』
第
八
号
、

二
〇
〇
二
年
）。

（
3
）　
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
五
巻
中
世
Ⅱ
（
二
〇
〇
一
年
）
の
「
解
説
」（
小
山
靖
憲
氏
）。

（
4
）　

酒
井
紀
美
「
「旅
引
付
﹂
の
情
報
世
界
」（『
日
本
中
世
の
在
地
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
）。

（
5
）　

黒
田
基
樹
「
九
条
政
基
に
み
る
荘
園
領
主
の
機
能
」（
遠
藤
ゆ
り
子
・
蔵
持
重
裕
・
田

村
憲
美
編
『
再
考　

中
世
荘
園
制
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
6
）　

葊
田
浩
治
「
中
世
後
期
の
九
条
家
家
僕
と
九
条
家
領
荘
園
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
報
告
第
一
〇
四
集　

室
町
期
荘
園
制
の
研
究
』
二
〇
〇
四
年
）、「
九
条
政
基
と

長
福
寺
」（『
泉
佐
野
の
歴
史
と
今
を
知
る
会
会
報
』
第
二
一
九
号
、二
〇
〇
六
年
）、「
『政

基
公
旅
引
付
』（
九
条
政
基
）
―
―
公
家
の
在
荘
直
務
と
戦
国
社
会
」（
元
木
泰
雄
・
松

薗
斉
編
『
日
記
で
読
む
日
本
中
世
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
年
）。

（
7
）　

服
部
英
雄
「
『政
基
公
旅
引
付
』
が
記
さ
な
か
っ
た
下
剋
上
の
中
世
村
落
」（『
遙
か
な

る
中
世
』
第
一
号
、
一
九
七
七
年
）。

（
8
）　

水
藤
真
『
戦
国
の
村
の
日
々
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）。

（
9
）　

田
沼
睦
「
公
家
領
荘
園
の
研
究
―
―
十
六
世
紀
初
頭
に
お
け
る
領
主
権
と
在
地
状
勢

―
九
条
家
領
日
根
荘
の
場
合
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
十
二
号
、
一
九
六
〇
年
、
の
ち
田

営
や
村
落
・
在
地
の
実
態
が
書
き
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味

で
、
九
条
政
基
の
「
旅
引
付
」
は
荘
園
支
配
日
記
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
国
時

代
の
在
地
の
世
界
の
記
録
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、「
旅
引
付
」
に
は
村
落
や
在
地
の
様
々
な
伝
承
や
習
俗
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
た
い
。
先
に
見
た
雨
乞
い
や
「
胸
の
秘
薬
」「
ヲ
コ
リ
の

落
薬
」
の
ほ
か
、「
旅
引
付
」
年
表
に
見
え
る
村
や
寺
社
の
祭
礼
（
猿
楽
・
田

楽
・
相
撲
・
風
流
念
仏
・
和
泉
五
社
放
生
会
・
雨
喜
の
風
流
・
三
毬
打
〔
左
義
長
〕）、

日
根
荘
鎮
守
の
大
井
関
社
で
の
連
歌
、
飢
饉
食
（
蕨
粉
食
）、
茶
染
（
衣
料
の
染

色
）
な
ど
で
あ
る
。「
胸
の
秘
薬
」「
ヲ
コ
リ
の
落
薬
」
以
外
は
す
べ
て
日
根
荘

に
伝
わ
る
伝
承
で
あ
る
。「
旅
引
付
」
が
記
し
た
伝
承
は
現
在
の
日
根
荘
故
地

に
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
伝
承
は
「
旅
引
付
」
の

な
か
に
し
か
存
在
し
な
い
。
伝
承
だ
け
で
な
く
、
地
元
で
は
九
条
家
の
日
根
荘

支
配
の
歴
史
も
政
基
の
在
荘
直
務
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。「
旅
引
付
」
は
滅

び
去
っ
た
伝
承
の
貴
重
な
証
言
で
も
あ
る
。

　

ま
た
先
に
見
た
犬
鳴
山
七
宝
滝
寺
に
つ
い
て
政
基
は
、
文
亀
二
年
十
一
月
に

門
外
不
出
の
犬
鳴
山
七
宝
滝
寺
の
縁
起
を
借
用
し
て
筆
写
し（

73
）、

帰
洛
の
際
に
筆

写
し
た
縁
起
を
京
都
に
持
ち
帰
っ
た
。
七
宝
滝
寺
の
修
験
の
あ
り
方
を
伝
え
る

最
も
古
い
縁
起
で
あ
り
、
山
号
の
由
来
・
犬
鳴
峰
・
境
内
の
滝
・
堂
舎
・
沿
革

に
つ
い
て
近
世
以
後
の
犬
鳴
山
の
縁
起
に
は
見
え
な
い
貴
重
な
記
述
を
含
ん
で

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
旅
引
付
」
の
記
録
の
仕
方
か
ら
見
て
、
政
基
は
こ
う
し
た
伝
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「政基公旅引付」の日記史料学

四
巻  

中
世
社
会
の
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
21
）　

註
（
18
）
文
書
。

（
22
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
八
月
十
八
日
条
。

（
23
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
九
月
七
日
条
。

（
24
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
三
年
九
月
二
十
九
日
条
。

（
25
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
二
年
九
月
十
三
日
条
。

（
26
）　
「
九
条
家
文
書
」。

（
27
）　
「
九
条
家
文
書
」
文
亀
三
年
日
根
野
村
田
地
注
文
。

（
28
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
三
年
二
月
二
十
七
日
条
。

（
29
）　
「
九
条
家
文
書
」
註
（
15
）
文
書
。

（
30
）　
「
九
条
家
文
書
」
文
亀
二
年
十
二
月
二
十
九
日
日
根
野
村
東
方
段
銭
散
用
状
。

（
31
）　
「
九
条
家
文
書
」
文
亀
二
年
正
月
二
十
五
日
石
井
在
利
書
状
。

（
32
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
五
月
十
三
日
条
・
九
月
十
四
日
条
。

（
33
）　

志
賀
節
子
「
中
世
後
期
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
庄
に
お
け
る
荘
園
領
主
段
銭
を
め

ぐ
っ
て
」（『
史
敏
』
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
34
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
閏
六
月
十
一
日
条
、
文
亀
二
年
二
月
三
日
条
な
ど
多
数
。
村
へ

の
命
令
伝
達
文
書
に
政
基
の
書
状
・
御
教
書
は
見
ら
れ
な
い
。

（
35
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
四
月
十
日
・
六
月
二
十
一
日
条
な
ど
多
数
。
守
護
に
は
政
基
が

直
々
に
書
状
を
出
し
て
い
る
（
文
亀
元
年
四
月
五
日
・
六
月
二
十
一
日
条
）。

（
36
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
閏
六
月
二
十
日
条
（
借
銭
関
係
の
返
書
）、
永
正
元
年
六
月
六

日
条
（
代
官
職
関
係
の
返
書
）、
文
亀
元
年
四
月
二
十
四
日
条
（
直
務
支
配
に
対
し
て
根

来
寺
の
配
慮
を
求
め
た
文
書
）、
文
亀
元
年
閏
六
月
二
十
日
条
（
政
基
御
教
書
）、
文
亀

二
年
七
月
二
十
一
日
条
（
軍
事
行
動
に
対
す
る
文
書
）
な
ど
多
数
。

（
37
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
九
月
十
九
日
条
な
ど
多
数
。

（
38
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
三
月
吉
曜
（
和
泉
下
守
護
書
状
）、文
亀
元
年
四
月
五
日
条
（
守

護
代
書
状
）、
文
亀
元
年
四
月
十
日
（
守
護
奉
行
人
連
署
書
状
）、
文
亀
元
年
八
月
五
日

条
（
守
護
被
官
書
状
）
な
ど
多
数
。

沼
陸
『
中
世
後
期
社
会
と
公
田
体
制
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
10
）　

在
荘
中
の
政
基
の
手
元
に
反
故
紙
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
九
条
家
文
書
」
文

亀
三
年
九
月
十
日
日
根
野
村
東
方
内
検
帳
（
宮
内
庁
書
陵
部
『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家

文
書　

一
』
お
よ
び
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
五
巻
参
考
史
料
）
に
は
、
紙
背
文
書
が

十
四
点
あ
る
。
京
都
か
ら
政
基
に
届
け
ら
れ
た
文
書
が
多
く
、
政
基
の
連
歌
懐
紙
も
あ

る
。
主
に
日
根
荘
経
営
に
関
係
の
薄
い
文
書
が
内
検
帳
の
料
紙
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
政
基
の
手
元
の
反
故
紙
が
「
旅
引
付
」
の
料
紙
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。

（
11
）　
「
旅
引
付
」
甲
・
乙
・
丁
冊
は
折
り
目
の
余
白
の
間
隔
が
原
文
の
行
間
よ
り
広
く
、
最

初
か
ら
余
白
を
空
け
て
袋
綴
じ
に
折
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
政
基
が
「
旅
引
付
」

に
記
録
し
た
時
に
は
紙
背
文
書
を
照
合
確
認
で
き
る
巻
子
装
で
あ
っ
た
（
の
ち
に
袋
綴

じ
に
改
め
た
）
可
能
性
は
な
い
。

（
12
）　
「
旅
引
付
」
の
料
紙
の
調
達
方
法
を
考
え
る
た
め
に
は
、
各
冊
の
料
紙
の
生
産
地
の
特

定
や
、「
旅
引
付
」
の
料
紙
と
九
条
家
の
文
書
・
日
記
の
料
紙
と
の
比
較
研
究
も
必
要
で

あ
ろ
う
。

（
13
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
年
七
月
二
十
日
条
。

（
14
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
四
月
十
三
・
十
四
日
条
。

（
15
）　
「
九
条
家
文
書
」
文
亀
元
年
十
二
月
日
日
根
野
・
入
山
田
村
段
銭
算
用
状
。

（
16
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
五
月
三
日
条
。

（
17
）　
「
後
聞
」
の
記
事
が
見
え
る
の
は
、「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
七
月
十
六
日
条
・
八
月

二
十
七
日
条
・
文
亀
二
年
八
月
二
十
三
日
条
・
九
月
十
二
日
条
・
永
正
元
年
四
月
十
七

日
条
・
五
月
二
十
二
日
条
。

（
18
）　
「
旅
引
付
」
永
正
元
年
七
月
五
・
六
日
条
。

（
19
）　
「
九
条
家
文
書
」文
亀
二
年
二
月
八
日
南
右
近
五
郎
等
連
署
請
文
。
日
根
荘
関
係
の「
九

条
家
文
書
」
は
、『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
文
書　

一
』
お
よ
び
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』

第
四
巻
史
料
編
中
世
Ⅰ
・
第
五
巻
中
世
Ⅱ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　

服
部
英
雄
「
中
世
史
料
論
」（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
史
講
座
第
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寺
）
行
人
沙
汰
所
へ
の
書
状
な
ど
。
文
亀
三
年
七
月
の
入
山
田
村
か
ら
守
護
被
官
日
根

野
光
盛
へ
の
書
状
送
付
に
つ
い
て
も
、政
基
は
「
如
此
仰
付
了
」
と
記
し
、自
己
の
「
仰
」

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

（
53
）　
『
熊
取
町
史
』
史
料
編
Ⅰ
「
中
家
文
書
」
永
正
元
年
四
月
七
日
根
来
寺
修
法
院
重
宗
田

地
売
券
。

（
54
）　
「
旅
引
付
」
永
正
元
年
三
月
二
十
八
日
条
。

（
55
）　
「
後
慈
眼
院
殿
御
記
」
は
『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
歴
世
記
録
』
二
に
、「
後
慈
眼
院

殿
雑
筆
」
は
『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
歴
世
記
録
』
二
・
三
に
収
録
さ
れ
る
。

（
56
）　
「
後
慈
眼
院
殿
御
記
」
明
応
九
年
六
月
二
十
日
条
。

（
57
）　
「
雑
筆
」（
明
応
十
年
正
月
〜
三
月
巻
）
明
応
十
年
二
月
五
日
富
小
路
俊
通
書
状
案
。

（
58
）　
「
雑
筆
」（
明
応
十
年
正
月
〜
三
月
巻
）
月
欠
十
一
日
九
条
尚
経
書
状
案
。

（
59
）　
「
雑
筆
」（
明
応
十
年
正
月
〜
三
月
巻
）
年
月
日
欠
九
条
尚
経
書
状
案
。

（
60
）　
「
雑
筆
」（
明
応
十
年
正
月
〜
三
月
巻
）
文
亀
元
年
三
月
十
日
九
条
尚
経
書
状
案
。

（
61
）　
「
雑
筆
」（
文
亀
二
年
正
月
〜
八
月
）
文
亀
二
年
正
月
二
日
九
条
政
基
書
状
。

（
62
）　
「
雑
筆
」（
文
亀
二
年
正
月
〜
八
月
）
文
亀
二
年
正
月
二
十
八
日
九
条
尚
経
書
状
案
。

（
63
）　
「
雑
筆
」（
文
亀
二
年
正
月
〜
八
月
）
年
月
日
欠
九
条
尚
経
書
状
案
。

（
64
）　
「
雑
筆
」（
文
亀
二
年
正
月
〜
八
月
）。

（
65
）　
『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
文
書
』
七
の
二
一
二
五
号
文
書
。

（
66
）　

註
（
6
）
葊
田
「
中
世
後
期
の
九
条
家
家
僕
と
九
条
家
領
荘
園
」。

（
67
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
二
年
四
月
二
十
一
日
条
。

（
68
）　
「
雑
筆
」（
文
亀
二
年
正
月
〜
八
月
）。

（
69
）　
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
四
巻
「
雑
筆
」
紙
背
文
書
の
文
亀
元
年
九
月
十
一
日
富
小
路

俊
通
書
状
。

（
70
）　
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
四
巻
「
雑
筆
」
紙
背
文
書
の
文
亀
三
年
四
月
二
十
四
日
西
坊

城
長
光
（
竹
原
定
雄
実
父
）
書
状
。

（
71
）　
『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
文
書
』
二
の
五
七
四
号
文
書
。

（
72
）　

横
井
清
『
室
町
時
代
の
一
皇
族
の
生
涯　

『看
聞
日
記
』
の
世
界
』（
講
談
社
、
初
版

（
39
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
八
月
二
十
二
日
条
（
借
銭
返
済
要
求
）、
永
正
元
年
四
月
十
三

日
条
（
代
官
職
要
求
）
な
ど
多
数
。

（
40
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
七
月
三
十
日
条
（
両
守
護
方
か
ら
村
宛
て
の
書
状
）、
文
亀
元

年
五
月
二
十
日
条
（
根
来
寺
の
僧
か
ら
村
宛
て
の
書
状
）、
文
亀
二
年
九
月
八
日
条
（
根

来
寺
か
ら
村
宛
て
の
禁
制
）
な
ど
多
数
。

（
41
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
元
年
五
月
八
日
条
（
幕
府
奉
行
人
奉
書
）、
註
（
22
）
京
兆
家
宿
老

薬
師
寺
元
長
書
状
な
ど
。

（
42
）　
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』第
五
巻「
参
考
史
料
」年
欠
六
月
十
二
日
条
石
井
顕
親
書
状
、『
新

修
泉
佐
野
市
史
』
第
四
巻
戦
国
時
代
前
期
三
〇
三
号
年
欠
三
月
十
一
日
白
川
富
秀
書
状
。

（
43
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
二
年
八
月
末
の
同
年
八
月
十
三
日
条
信
濃
小
路
長
盛
書
状
案
。
こ
こ

で
は
、政
基
は
守
護
請
文
・
年
貢
送
状
を
引
用
し
て
い
る
。
守
護
請
文
は
「
九
条
家
文
書
」

正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
八
月
二
十
五
日
日
根
荘
請
文
案
、
送
状
は
「
九
条
家
文
書
」

の
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）・
同
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）・
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）

の
日
根
荘
年
貢
送
文
案
の
こ
と
で
あ
る
。

（
44
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
三
年
七
月
十
九
日
条
な
ど
。

（
45
）　
「
九
条
満
家
公
引
付
」
は
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊　

九
条
家
歴
世
記
録
』
三
。

日
根
荘
関
係
箇
所
は
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
四
・
五
巻
に
補
訂
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）　
「
九
条
家
文
書
」。
写
真
図
版
は
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
特
別
展
図
録
『
「政
基
公
旅
引
付
﹂

と
そ
の
時
代
』（
二
〇
〇
一
年
、
葊
田
が
執
筆
編
集
）
に
掲
載
。

（
47
）　
「
旅
引
付
」
永
正
元
年
四
月
十
三
日
条
。

（
48
）　
「
旅
引
付
」
永
正
元
年
閏
三
月
四
日
条
。

（
49
）　
「
旅
引
付
」
永
正
元
年
四
月
十
七
日
条
。

（
50
）　

村
田
修
三
「
入
山
田
村
の
撰
銭
令
は
存
在
し
た
か
」（『
史
敏
』
第
二
号
、二
〇
〇
五
年
）。

（
51
）　
「
旅
引
付
」
永
正
元
年
七
月
二
十
六
日
条
（
政
基
の
文
案
作
成
）、
文
亀
三
年
七
月

二
十
六
〜
二
十
七
日
条
（
村
か
ら
政
基
へ
の
文
書
の
拒
否
・
返
却
）。

（
52
）　
「
旅
引
付
」
文
亀
三
年
七
月
二
十
七
日
条
の
入
山
田
村
か
ら
守
護
被
官
日
根
野
光
盛
へ

の
同
日
付
の
書
状
、
永
正
元
年
七
月
二
十
六
日
条
の
入
山
田
村
か
ら
大
伝
法
院
（
根
来
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「政基公旅引付」の日記史料学

一
九
七
九
年
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
73
）　
『
図
書
寮
叢
刊　

諸
山
縁
起
』『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
四
巻
。

付
記

　

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の

共
同
研
究
「
日
記
の
総
合
的
研
究
」
で
の
報
告
「﹁
政
基
公
旅
引
付
﹂
の
日
記
・
文
書
・
伝
承

の
史
料
学
―
―
戦
国
期
の
在
地
社
会
と
荘
園
領
主
」
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
成

稿
に
あ
た
り
倉
本
一
宏
氏
、
松
薗
斉
氏
、
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
氏
に
指
導
・
助
言

い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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序
説

　

本
稿
は
、
東
藤
次
郎
旧
蔵
本
『
吉
利
支
丹
抄
物
』
と
、
十
六
世
紀
の
ス
ペ
イ

ン
の
偉
大
な
思
想
家
・
説
教
師
た
る
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
が
著
し
た
、
サ

ラ
マ
ン
カ
版G

uía de pecadores

（『
罪
人
の
導
き
』）
と
の
関
係
に
つ
い
て
論

ず
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
対
照
比
較
を
通
じ
て
、
ま
た
当
時
の
史
料
を
手
掛

か
り
に
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
たG

uía de pecadores

の
抄
訳
が

存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
本
写
本
の
成
立
に
関
わ
る
新
た

な
事
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　

本
研
究
に
い
う
と
こ
ろ
の
『
吉
利
支
丹
抄
物
』
と
は
、
旧
高
槻
領
の
一
部
に

あ
た
る
大
阪
府
三
島
郡
清
渓
村
大
字
千
提
寺
（
現
在
は
茨
木
市
に
編
入
）
の
東

藤
次
郎
氏
宅
（
旧
キ
リ
シ
タ
ン
家
）
か
ら
、
一
九
二
〇
年
、
数
多
の
キ
リ
シ
タ

ン
遺
物
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
国
字
の
古
写
本
で
あ
る
。
発
見
直
後
、
大
正
九

（
一
九
二
〇
）
年
十
月
一
日
の
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
紙
上
「
全
く
珍
中
の
珍
」

と
報
ぜ
ら
れ
、
新
村
出
氏（

1
）

を
は
じ
め
、
諸
賢
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た（

2
）。

し
か
し
そ
の
後
、
他
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
群
の
中
に
埋
没
し
、
新
村
氏
の
研
究

成
果
が
ほ
と
ん
ど
深
化
を
見
せ
ず
に
、
長
い
年
月
が
経
過
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、

本
資
料
が
題
名
も
奥
書
の
類
も
一
切
持
た
ず
、
成
立
事
情
を
容
易
に
知
る
術
が

な
い
こ
と
に
大
い
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
の
筆
者
は
以
前
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
の
大
半
を
占
め
る
「
一
七
日
に

わ
く
る
最
初
の
め
ぢ
さ
ん（

3
）

の
七
ケ
条
」（
以
下
、「
七
ケ
条
」
と
略
称
）
は
、

T
ratado de la oración y m

editación

（『
祈
り
と
黙
想
論
』、
以
下

T
ratado...

と
略
称
）
の
邦
訳
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

4
）。

そ
の
際
に
詳

述
し
た
よ
う
に
、T

ratado...

は
、
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
大
著Libro 

東
藤
次
郎
旧
蔵
本
『
吉
利
支
丹
抄
物
』
とG

uía de pecadores

と
の
関
係
に
つ
い
て

ソ
ブ
チ
ェ
ッ
ク
・
マ
ウ
ゴ
ジ
ャ
ー
タ
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既
に
恐
れ
玉
ふ
御
心
深
く
、｜ 

並
み
居
玉
ふ
御
弟
子
た
ち ｜
御
気
色
を
見
及

び
申
［
す
］。
い
か
にpe （

5
） 

何
と
て
さ
ほ
ど
ま
で
恐
れ
玉
ふ
ぞ
、
と
云
ば
、

今
新
き
事
に
あ
ら
ず
。
存
命
の
間
持
ち
た
る
恐
れ
也
、
と
返
事
さ
せ
ら
れ

た
る
と
也（

6
） 

（「
七
ケ
条
」
50
丁
オ
〜
50
丁
ウ
）。

　

こ
れ
は
、
死
を
主
題
と
す
る
黙
想
に
引
用
さ
れ
た
、
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
（
あ
る

ぜ
に
よ（

7
））

の
臨
終
を
語
る
く
だ
り
で
あ
る
。「
七
ケ
条
」
は
、T

ratado...

の

日
本
語
訳
と
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
を
原
文
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
通

り
と
な
る
。

原
文
1　

D
e A

rsenio se escrive que estando yá para m
orir, 

com
enzó á tem

er. Y
 com

o sus discipulos le dijesen: Padre, y 

tú agora tem
es? respondió: H

ijos, no es nuevo a m
í este m

i este 

tem
or; porque siem

pre viví con él

（T
ratado... （

8
））. 

〈
邦
訳
〉
ア
ル
セ
ニ
ヨ
に
つ
い
て
、
彼
が
今
に
も
死
に
そ
う
に
な
っ
た
際
、

震
え
出
し
た
と
書
か
れ
て
あ
る
。
弟
子
た
ち
が
彼
に
「
父
よ
、
あ
な
た
は

今
恐
怖
を
お
持
ち
で
す
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
わ
が
子
ら
よ
。
こ
の

恐
怖
は
私
に
と
っ
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
私
は
常
に
そ
れ
を
持
っ
て

生
き
た
の
だ
」
と
答
え
た（

9
）。

de la oración y m
editación

（『
祈
り
と
黙
想
書
』）
を
ペ
ト
ロ
・
デ
・
ア
ル

カ
ン
タ
ラ
が
短
縮
し
て
出
版
し
た
書
で
あ
り
、
そ
の
著
者
に
つ
い
て
は
、
議
論

の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
手
に

な
っ
たLibro de la oración y m

editación

を
抜
き
に
し
て
そ
の
短
縮
版

は
生
ま
れ
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
異
説
は
あ
る
も
の
の
、
同
書
は
ル
イ
ス
の
考

案
に
よ
る
と
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
に
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
影
響
が
随

所
に
認
め
ら
れ
、
本
写
本
の
一
部
分
が
同
氏
のG

uía de pecadores

（
以
下
、

G
uía...

と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。

そ
の
中
で
も
ま
ず
、
前
稿
に
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
論
を
説
き
起
こ
し
て
い
く

こ
と
に
し
よ
う
。

1　
「
七
ケ
条
」
とG

uía de pecadores

　G
uía...

は
、
周
知
の
通
り
、
長
崎
の
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
共
同
作
業
に
よ
っ

て
邦
訳
さ
れ
、
上
下
二
巻
本
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』（
以
下
、『
ぎ
や
ど
』
と
略

称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
と
し
て
一
五
九
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
ル
イ
ス
・

デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
名
作
に
基
づ
い
た
『
ぎ
や
ど
』
に
共
通
す
る
部
分
が
、『
吉

利
支
丹
抄
物
』
に
書
写
さ
れ
た
「
七
ケ
条
」
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

訳
文
1　

発
心
者
あ
る
ぜ
に
よ
と
申
大
善
人
御
末
期
に
及
ば
せ
た
ま
ふ
時
、
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東藤次郎旧蔵本『吉利支丹抄物』と Guía de pecadores との関係について

para m
orir 

｜ cercado de sus discípulos ｜ , com
enzó á tem

er este 

trance de tal m
anera, que los discípulos entendiendo su tem

or, 

le dijeron: Padre, ¿ y tú agora tem
es ? Á

 los cuales respondió 

el sancto varón: H
ijos, no es nuevo en m

í este tem
or, porque 

siem
pre viví con él.

（G
uía..., Libro I, Capitulo V

II （
11
））

〈
邦
訳
〉
ア
ル
セ
ニ
ヨ
も
ま
た
聖
人
だ
っ
た
。［
彼
は
］｜ 

弟
子
た
ち
に
囲
ま

れ
て ｜、
今
に
も
死
に
そ
う
に
な
っ
た
際
、
震
え
出
し
た
。
そ
の
震
え
方

か
ら
、
弟
子
た
ち
が
そ
の
恐
怖
を
察
知
し
、
彼
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
。

「
父
よ
、
あ
な
た
は
今
恐
怖
を
お
持
ち
で
す
か
」
と
。
彼
は
彼
ら
に
答
え

て
い
わ
く
「
わ
が
子
ら
よ
。
こ
の
恐
怖
は
私
に
と
っ
て
新
し
い
も
の
で
は

な
い
。
私
は
常
に
そ
れ
を
持
っ
て
生
き
た
の
だ
」
と
。

　
「
七
ケ
条
」
と
『
ぎ
や
ど
』
と
は
、
紛
れ
も
な
く
同
一
の
内
容
を
持
つ
逸
話

で
あ
る
。
原
著
者
が
共
通
す
る
た
め
、
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と

も
、
そ
れ
ほ
ど
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
邦
訳
を
比
較
し

て
み
る
時
、
二
つ
の
留
意
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
目
は
、
両

者
の
細
か
い
言
葉
遣
い
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
ア
ル
セ
ニ
オ
ス

が
弟
子
た
ち
に
囲
ま
れ
た
と
い
う
情
報
が
『
ぎ
や
ど
』
に
存
し
な
い
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
ず
、
語
句
の
使
い
方
に
注
目
す
る
と
、
た
と
え
ば
、
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
が
臨

　
「
七
ケ
条
」・T

ratado...

と
も
に
、
大
聖
た
る
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
で
さ
え
も
、

い
ざ
死
に
際
と
な
る
と
、
恐
怖
に
駆
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝

え
る
逸
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
を
よ
く
読
み
比
べ
る
と
、
全
体
の
内
容
上

の
類
似
は
と
も
か
く
、
等
閑
視
し
が
た
い
相
違
点
も
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ

れ
は
す
な
わ
ち
、ア
ル
セ
ニ
オ
ス
が
弟
子
た
ち
に
囲
ま
れ
た
と
い
う
情
報
（「
七

ケ
条
」
の
「
並
み
居
玉
ふ
御
弟
子
た
ち
」
と
い
う
箇
所
）
がT

ratado...

に
見
当

た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
情
報
は
、
翻
訳
者
の
私
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
何
か
別
の
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を

ま
ず
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
解
明
す
る
上
で
、『
ぎ
や
ど
』
が
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
に
関
す
る
同

一
の
逸
話
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
以
下
、「
七
ケ
条
」
と

T
ratado...

を
、
同
じ
原
著
者
の
手
に
な
っ
た
『
ぎ
や
ど
』（
訳
文
2
）
と

G
uía...

（
原
文
2
）
と
の
対
応
箇
所
と
比
較
し
て
み
る
。

訳
文
2　

さ
れ
ば
＊
さ
ん
と
・
あ
る
せ
に
よ
最
期
に
臨
ん
で
深
く
恐
れ
を

懐
き
給
ふ
が
故
に
御
弟
子
達
是
を
あ
や
し
み
、
如
何
に
御
親
、
か
ゝ
る
時

節
と
な
り
て
何
事
を
恐
れ
給
ふ
ぞ
と
問
ひ
奉
ら
れ
け
る
に
、
さ
ん
と
答
て

宣
く
、
此
恐
れ
わ
れ
に
を
ひ
て
珎
か
ら
ず
、
生
る
間
も
恐
れ
ず
と
云
事
な

し
と
、（『
ぎ
や
ど（

10
）』）

原
文
2　

Y
 sancto era tam

bién A
rsenio, el cual estando ya 
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と
し
て
訳
さ
れ
て
い
る
。
大
雑
把
に
言
っ
て
、「
七
ケ
条
」
の
方
が
一
語
一
語

を
ほ
ぼ
忠
実
に
お
っ
て
い
る
、
原
文
直
訳
を
重
視
し
た
態
度
と
言
え
よ
う
。
一

方
、『
ぎ
や
ど
』
は
、
よ
り
自
由
で
そ
れ
な
り
に
彫
琢
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。
両
者
の
前
後
関
係
を
考
え
る
と
、
や
は
り
「
七
ケ
条
」
が
長
崎
版
『
ぎ

や
ど
』
よ
り
も
や
や
早
い
時
代
に
遡
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、T

ratado... 

に
対
応
箇
所
を
持
た
な
か
っ
た
「
七

ケ
条
」
の
「
並
み
居
玉
ふ
御
弟
子
た
ち
」
と
い
う
情
報
に
戻
ろ
う
。

G
uía...

を
見
直
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「cercado de sus discípulos

」

と
い
う
文
言
が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
は
、
こ
の
部
分
が
「
七
ケ
条
」

の
付
加
さ
れ
た
内
容
「
並
み
居
玉
ふ
御
弟
子
た
ち
」
の
出
所
で
あ
っ
た
と
考
え

た
い
。
前
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、「
七
ケ
条
」
は
全
体
と
し
て
は

T
ratado...

を
原
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
部
分
の
よ
う
に
、
同
一
の
逸

話
がT

ratado...

とG
uía...

で
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
本
書

の
翻
訳
に
携
わ
っ
た
人
物
は
、T

ratado...

に
見
当
た
ら
な
い
情
報
を

G
uía...

か
ら
補
う
方
法
を
と
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
当
然
そ
の
人
物
は
、

G
uía...

を
直
接
に
参
考
に
し
た
か
、
少
な
く
と
も
情
報
を
補
え
る
程
度
に
は

そ
の
知
識
を
備
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
長
崎
版
『
ぎ
や
ど
』
が
伝
播
し

た
範
囲
は
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
の
発
見
地
で
あ
る
千
提
寺
に
ま
で
及
ん
で
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
村
中
谷
仙
之
助
宅
に
現
伝
す
る
『
ぎ
や
ど
』
の
書

写
本
が
そ
れ
を
裏
付
け
る（

12
）。『

ぎ
や
ど
』
の
邦
訳
が
本
地
域
ま
で
流
布
す
る
よ

終
を
迎
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
七
ケ
条
」
で
「
御
末
期
に
及
ば
せ
た
ま
ふ
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
ぎ
や
ど
』
で
は
「
最
期
に
臨
ん
」
だ
と

表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
者
に
見
ら
れ
る
「
い
か
にpe

」
と
い
う
呼
び

か
け
が
、
後
者
に
お
い
て
「
如
何
に
御
親
」
と
な
っ
て
い
た
り
、「
七
ケ
条
」

の
「
存
命
の
間
」
に
対
し
て
、『
ぎ
や
ど
』
が
「
生
る
間
」
と
い
う
表
現
を

と
っ
て
い
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
両
書
は
同
一
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

伝
え
る
も
の
の
、
ま
っ
た
く
同
一
の
表
現
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
る
。

　

次
に
も
う
一
つ
の
留
意
点
は
、
言
葉
遣
い
に
加
え
て
、
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
が
弟

子
た
ち
に
囲
ま
れ
た
こ
と
が
「
七
ケ
条
」
に
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
稿
は
「
七
ケ
条
」
を
『
ぎ
や
ど
』
に
先
立
っ
て
成

立
し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
仮
に
『
ぎ
や
ど
』
が
「
七
ケ
条
」
よ
り
先
に
成
立

し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
「
七
ケ
条
」
に
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
に
く

い
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
一
応
無
関
係
に
出
来
上
が
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

両
邦
訳
の
作
成
年
代
に
開
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
翻
訳
態
度
か
ら
も
い
く
ら

か
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、T

ratado...

・G
uía...

の
「
父
」
と
い

う
表
現
が
『
ぎ
や
ど
』
で
「
御
親
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「
七
ケ
条
」
で
は
原
語
の
ま
ま
「pe

」
と
し
て
言
い
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

原
文
の
「
新
し
い
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ
『
ぎ
や
ど
』
に

お
い
て
「
珎
か
ら
ず
」
と
し
、「
七
ケ
条
」
に
お
い
て
「
新
き
事
に
あ
ら
ず
」



39

東藤次郎旧蔵本『吉利支丹抄物』と Guía de pecadores との関係について

例
1

原
文　

Entre estos beneficios el prim
ero es el de la creación;

（G
uía... （

13
））

〈
邦
訳
〉
そ
れ
ら
の
恩
恵
［
天
主
の
恩
恵
］
の
中
で
、
第
一
に
は
創
造
の
恩

恵
が
あ
る
。

訳
文
1　

此
御
恩
の
中
に
我
等
を
作
り
給
ふ
事
尤
第
一
の
御
恩
也
（「
く

わ
ん
念
の
条
々
」
114
丁
ウ
）

訳
文
2　

然
に
諸
の
御
恩
の
中
の
礎
と
い
ふ
ハ
我
等
を
御
作
な
さ
れ
し
事

也
、（『
ぎ
や
ど（

14
）』）

　

数
多
く
の
天
的
な
恩
恵
の
中
か
ら
、
創
造
を
最
も
大
切
な
恩
恵
と
し
て
挙
げ

て
い
る
点
で
、「
七
ケ
条
」
と
『
ぎ
や
ど
』
と
が
い
ず
れ
も
原
文
と
見
事
に
一

致
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
細
か
く
見
る
と
、
両
者
の
原
典

と
思
し
きG

uía...

は
創
造
を
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
恩
恵
の
元
と
し
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、
そ
れ
を
具
体
的
に
「
第
一
」
の
恩
恵
と
表
現
し
て
い
る
点
で
、「
く

わ
ん
念
の
条
々
」
の
「
尤
第
一
」
に
よ
り
近
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
短
い
く
だ
り
に
限
っ
て
言
え
ば
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
と
『
ぎ
や
ど
』

は
い
ず
れ
もG

uía...

と
同
様
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
表
現
の
面
で
は
「
く
わ

ん
念
の
条
々
」
の
方
がG

uía...

を
よ
り
忠
実
に
訳
出
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ

か
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
短
文
の
類
縁
関
係
を
元
に
、「
く
わ
ん
念
の

条
々
」
の
成
立
に
つ
い
て
断
言
す
る
の
は
早
計
に
失
す
る
と
の
批
判
を
免
れ
ま

う
に
な
っ
た
後
で
あ
れ
ば
、「
七
ケ
条
」
の
作
成
者
が
そ
れ
を
あ
え
て
利
用
し

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
写
本
の
翻
訳
は
、

そ
の
伝
来
よ
り
も
前
の
時
代
に
、
独
自
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

2　
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
とG

uía de pecadores

　

前
章
で
は
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
の
一
部
が
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の

G
uía...

か
ら
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
考
察
し
た

類
似
が
、
そ
の
一
カ
所
の
語
句
に
の
み
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
こ
こ
ま
で
の
推
論

は
不
確
実
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
しG

uía...

と
の
類
似
関
係

は
、
先
の
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
け
に
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
管
見
の
限
り
で

は
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
所
収
の
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
と
題
さ
れ
た
章
節
も
、

G
uía...

と
浅
か
ら
ざ
る
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
関
わ
り
は
内
容
の
面
で
も
、
語
句
の
レ
ベ
ル
で
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

取
り
上
げ
た
資
料
の
類
似
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、G

uía...

の
中

か
ら
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
と
照
応
す
る
い
く
つ
か
の
部
分
を
取
り
出
し
、
読

み
比
べ
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、
そ
の
翻
訳
が
、
異
訳
た
る
『
ぎ
や
ど
』
と
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
対
照
さ
せ
る
た
め
に
、
長
崎
版
の
本
文
も
併
せ
て
掲
げ

る
。
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訳
文
1　

さ
れ
ば
、
何
国
の
法
に
も
物
を
請
け
た
る
人
ハ
そ
れ
請
た
る
程

の
物
に
て
請
ケ
負
ふ（

16
）と

云
事
也
。
で
う
す
我
等
を
作
り
給
ふ
御
恩
を
以
テ

我
身
に
備
わ
る
程
の
事
、
色
身
六
根）

（（
（

を
は
じ
め
と
し
て
、
智
恵
・
命め

い

・
わ分

き）
（（
（

ま
で
も
御
作
者
御
主
ヨ
リ
与
へ
く
だ
さ
れ
た
る
も
の
を
以
テ
、
御
作
者

へ
御
奉
公
［
す
］
べ
き
事
本
意
の
中
の
本
意
也
。
御
奉
公
を
欠
く
者
ハ
盗

人
同
然
也
（「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
116
丁
オ
〜
116
丁
ウ
）。

訳
文
2　

い
づ
く
の
法
に
も
人
よ
り
預
か
る
物
ハ
返
さ
ず
し
て
叶
ざ
る
ご

と
く
、
我
等
を
御
作
な
さ
れ
し
よ
り
以
来
五
体
六
根
を
初
め
と
し
て
あ
に

ま
の
智
恵
に
至
ま
で
悉
くdeus

よ
り
預
り
奉
る
が
故
に
御
奉
公
の
忠
勤

を
抽
で
奉
ら
ず
し
て
叶
ハ
ざ
る
儀
也
、
さ
な
き
に
を
ひ
て
ハ
御
恩
を
知
ら

ぬ
盗
人
に
等
き
者
也
、（『
ぎ
や
ど（

19
）』）

　

例
2
に
お
い
て
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
と
『
ぎ
や
ど
』
は
冒
頭
か
ら
末
尾

に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
過
不
足
な
く
重
複
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
ろ

う
。
言
々
句
々
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
試
み
に
い
く
つ
か
の
表
現

を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
の
書
き
出
し
に

見
ら
れ
る
「
何
国
の
法
に
も
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
、『
ぎ
や
ど
』
は
「
い

づ
く
の
法
に
も
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
る
し
、
前
者
の
「
色
身
六
根
を
は

じ
め
と
し
て
、
智
恵
・
命
・
わ
き
ま
で
も
」
に
対
し
て
、
後
者
は
「
五
体
六
根

を
初
め
と
し
て
あ
に
ま
の
智
恵
に
至
ま
で
」
と
な
っ
て
お
り
、
順
序
の
配
列
・

い
。
も
う
少
し
本
文
の
他
の
部
分
で
も
比
較
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
例
1
以
外
の
箇
所
に
お
い
て
も
、G

uía...

と
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」

と
の
間
に
は
著
し
い
一
致
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

例
2

原
文　

porque según toda ley, es el hom
bre deudor de todo lo 

que ha recibido. Y
 pues por este beneficio recibió el ser que 

tiene

（que es el cuerpo con todos sus sentidos, y el ánim
a con 

todas sus potencias

）sigúese que todo esto está obligado á 

em
plear en su m

anera en el servicio del H
acedor, so pena de 

ser ladrón y desconocido á quien tanto bien le hizo

（G
uía... （

15
））.

〈
邦
訳
〉
な
ぜ
な
ら
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
法
律
の
も
と
で
、
人
間
は
受
け

た
す
べ
て
の
も
の
に
対
し
て
、
債
務
を
負
う
。
そ
し
て
、
か
の
恩
恵
［
創

造
の
恩
恵
］
に
よ
っ
て
、［
人
間
が
］
こ
の
存
在
を
受
け
た
の
で
、（
そ
れ
［
存

在
］
は
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
感
覚
器
官
を
備
え
た
身
体
と
す
べ
て
の
能
力
を

備
え
た
霊
魂
で
あ
る
が
）、
結
果
と
し
て
、［
人
間
は
］
で
き
る
限
り
、
す
べ

て
を
以
て
創
造
主
へ
の
奉
仕
に
努
め
る
義
務
が
あ
る
。［
そ
う
で
な
け
れ

ば
、］
泥
棒
で
か
つ
、
か
く
も
多
く
の
善
き
こ
と
を
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
か
に
つ
い
て
無
知
な
者
、
と
見
な
さ
れ
る
危
険
に
晒
さ
れ
て
し
ま
う
。
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ち
は
］
神
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
彼
に
ど

ん
な
に
沢
山
差
し
上
げ
て
も
、
彼
か
ら
受
け
た
も
の
以
外
に
、
差
し
上
げ

ら
れ
る
も
の
は
何
一
つ
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
受
け
た
も
の
以
上

何
も
差
し
上
げ
ら
れ
な
い
人
が
こ
の
法
を
守
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
受
け

た
も
の
さ
え
差
し
上
げ
よ
う
と
し
な
い
人
に
つ
い
て
何
と
言
っ
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
か
。

訳
文
1　

あ
る
学
匠
の
曰
く
、
物
を
う
け
た
□る

熟
地
に
種
を
落
と
し
た
る

が
ご
と
し
。
一
粒
を
万
倍
に
し
て
返
す
事
也
。
し
か
れ
ば
、
で
う
す
ヨ
リ

請
奉
る
も
の
を
も
て
せ
め
て
其
程
々
を
だ
に
さ
ゝ
げ
奉
つ
ら
ん
寛
大
は
言

語
道
断
也
。
事
さ
ら
、
此
御
奉
公
ハ
与
へ
く
だ
さ
れ
た
る
御
恩
を
奉
じ
奉

る
の
み
に
あ
ら
ず
（「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
118
丁
オ
〜
118
丁
ウ
）。

訳
文
2　

學
者
の
云
く
、
恩
を
受
け
た
る
者
ハ
よ
き
地
の
種
を
受
た
る
ご

と
く
一
粒
を
萬
倍
に
し
て
返
す
べ
き
事
也
と
、
去
バ
、
此
等
の
御
恩
に
對

し
て
其
を
報
じ
奉
ら
ぬ
我
等
ハ
何
と
成
べ
き
や
、
受
奉
る
御
恩
に
對
し
て

報
じ
奉
ら
ぬ
さ
へ
科
と
な
る
に
を
ひ
て
ハ
、
其
身
に
應
ず
る
御
報
謝
を
致

ざ
る
事
ハ
如
何
ゝ
あ
ら
ん
や
、（『
ぎ
や
ど（

21
）』）

　

例
3
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
と
『
ぎ
や
ど
』
が
、
全

体
の
内
容
に
加
え
て
、
表
現
上
ま
で
も
酷
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

意
味
と
も
に
見
事
に
一
致
し
て
い
る
。
末
尾
を
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
は

「
盗
人
同
然
」
と
し
て
い
る
が
『
ぎ
や
ど
』
に
お
い
て
は
「
盗
人
に
等
し
き
者
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
両
書
の
間
に
は
、
全
体
の
意
味

に
加
え
て
、
詳
細
な
言
葉
遣
い
に
お
い
て
も
、
単
な
る
偶
然
で
片
付
け
ら
れ
な

い
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
類
似
は
、
段
落
に
よ
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
同
文

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
甚
だ
し
く
接
近
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
一

例
と
し
て
、
次
の
例
3
を
挙
げ
て
お
く
。

例
3

原
文　

Y
 si, com

o dice Séneca, los que recibieron beneficios, 

son obligados á im
itar las tierras fértiles, las cuales dan m

ucho 

m
as de lo que recibieron, ¿ cóm

o responderem
os á D

ios con 

esta m
anera de agradecim

iento? pues no le podem
os dar m

as 

de lo que del recebim
os, por m

ucho que le dem
os. Y

 si no 

guarda esta ley el que no da m
as de lo que recibió, ¿qué 

direm
os del que aun no da lo que recibió?

（G
uía... （

20
））

〈
邦
訳
〉
そ
し
て
、
も
し
セ
ネ
カ
が
云
う
よ
う
に
、
恩
恵
を
受
け
る
人
々
は
、

受
け
た
分
よ
り
も
は
る
か
に
沢
山
の
も
の
を
返
す
肥
沃
な
地
に
倣
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
種
の
謝
意
を
以
て
［
恩
恵
を
受
け
る
私
た
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〈
邦
訳
〉
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
人
間
は
、

か
の
恩
恵
の
た
め
、
自
ら
を
作
り
給
う
た
［
天
］
主
へ
の
奉
仕
に
す
べ
て

を
捧
げ
る
義
務
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
う
に
と
ど
め
る
。

訳
文
1　

爰
に
て
我
身
の
出
で
来
ヨ
リ
後
を
案
け
よ
。
先
我
五
体
六
根
は

一
敵
の
露
の
滴
り
也
。
し
か
る
を
目
・
口
・
耳
・
鼻
ヨ
リ
智
恵
・
命
・
力

を
請
テ
出
る
事
、
父
の
仕
業
か
、
母
の
営
み
か
。
父
知
ら
ず
母
知
ら
ず
。

我
又
さ
ら
に
知
ら
ず
ん
ば
、
御
作
者
無
く
し
て
我
あ
ら
ぬ
や
。
是
を
喩
ふ

れ
ば
、
父
は
鍋
・
釜
の
下
地
に
成な

る

鉄
の
湯
□の

こ
ゝ
ろ
也
。
母
は
い
□か

た（
23
）の

こ
ゝ
ろ
也
。
熱
も
知
ら
ず
中
よ
り
し
て
ち
う
□
な
形
竹
な
ど
の
形
を
請
ケ

テ
生
ず
る
事
、
全
く
此
も
の
ゝ
仕
業
に
あ
ら
ず
。
只
い生

か
し（

24
）の

業
成
が
如

く
。
是
を
教
典
の
言
葉
に
は
か
う
ざ
・
ま
て
り
あ
る）

（（
（

と
か
う
ざ
・
ほ
う
る

ま
る）

（（
（

ゑ
ひ
し
ゑ
ん
て
・
か
う
ざ）

（（
（

是
な
り
。
云
ふ
。
で
う
す
父
母
を
以
テ
人

を
作
り
給
ふ
事
も
か
く
の
ご
と
し（「
く
わ
ん
念
の
条
々
」114
丁
ウ
〜
116
丁
オ
）。

訳
文
2　

是
萬
民
の
知
處
な
れ
ば
細
に
論
ず
る
に
及
バ
ず
、
只
此
御
恩
に

依
て
全
く
わ
が
身
を
捧
げ
奉
ら
ず
し
て
叶
ハ
ざ
る
道
理
を
顕
す
べ
し
、

（『
ぎ
や
ど（

28
）」）

　

こ
れ
は
例
1
の
後
続
部
分
に
あ
た
り
、
こ
の
部
分
の
前
後
は
一
致
す
る
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、『
ぎ
や
ど
』

両
者
は
原
文
に
見
ら
れ
る
「Séneca

」
と
い
う
人
名
を
省
略
し
、「
学
匠
」・

「
學
者
」
と
し
て
い
る
点
で
、
共
通
す
る
翻
訳
方
針
を
と
っ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
続
き
を
見
る
と
、
報
恩
に
つ
い
て
肥
沃
な
地
に
倣
っ
て
「
受
け
た
分
よ
り

も
は
る
か
に
沢
山
の
も
の
を
返
す
」
べ
き
と
い
う
原
文
が
、「
く
わ
ん
念
の

条
々
」
で
は
「
一
粒
を
万
倍
に
し
て
返
す
事
」、『
ぎ
や
ど
』
で
は
「
一
粒
を
萬

倍
に
し
て
返
す
べ
き
事
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
同
じ
慣
用
表
現
を
と
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
は
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
を
『
ぎ
や
ど
』

よ
り
先
行
し
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
た
い
が
、
例
3
に
お
い
て
、
両
者
の
訳

し
方
に
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
部
に
つ
い
て
は
前
者
の
訳

し
方
が
後
者
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
く
れ
ば
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
と
『
ぎ
や
ど
』
と
の
類

縁
関
係
が
い
よ
い
よ
確
か
な
も
の
と
な
り
、
両
者
が
共
通
す
る
原
典
に
基
づ
き
、

個
別
に
で
き
た
邦
訳
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

た
だ
し
、
部
分
に
よ
っ
て
は
、
両
資
料
の
本
文
に
対
応
が
見
出
し
に
く
い
部

分
も
あ
る
こ
と
は
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

例
4

原
文　

del cual por ser tan conocido, solam
ente diré que por 

este beneficio está el hom
bre obligado á em

plearse todo en el 

servicio del Señor que le crió,

（...

）（G
uía... （

22
））
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文
献
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
近
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
、

『
妙
貞
問
答
』
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
の
喩
え
と
い

く
ぶ
ん
か
類
似
す
る
文
献
と
し
て
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
著

『
日
本
ノ
カ
テ
キ
ズ
モ
』
の
次
の
記
事
が
指
摘
で
き
る
。

参
考
2　

喩
ハ
黄
金
の
盃
ヲ
作
［
ラ
］
ン
ト
ス
ル
時
、
其
マ
テ
リ
ア
ト
ナ

ル
黄
金
、
入
［
ル
］
事
ナ
リ
。
其
上
ニ
盃
ト
成
［
ル
］
処
ノ
形
ヲ
与
ル
事

肝
要
ナ
リ
。
其
形
チ
ハ
ホ
ル
マ
ナ
リ（

30
）。

　
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
に
見
ら
れ
る
形
相
（
ホ
ル
マ
）
の
「
鍋
」
と
質
料
（
マ

テ
リ
ア
）
の
「
鉄
」
を
『
日
本
ノ
カ
テ
キ
ズ
モ
』
に
見
ら
れ
る
形
相
の
「
盃
」

と
質
料
の
「
黄
金
」
と
同
一
の
も
の
と
見
な
す
の
は
、
確
か
に
無
理
で
あ
る
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
金
属
を
溶
か
し
て
形
を
与
え
る
と
い
う
説
明
の
仕
方
と

し
て
、
両
者
に
は
か
な
り
似
通
う
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
、
当
時
ご
く
普
通
に
行

わ
れ
た
喩
え
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
に
挿
入

さ
れ
た
段
落
の
出
典
を
特
定
す
る
の
は
、
現
在
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
は
困
難
で

あ
る
が
、
当
時
の
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
記
述
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
補
足

で
き
る
文
献
が
十
分
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
当
該
解
説
が
何
ら
か
の
典
拠
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
る
と
、
次
に
は
、

な
ぜG

uía...
に
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
解
説
を
、
別
の
資
料
に
よ
っ
て
補
う

必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
展
開
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
もG

uía...

と
も
ま
っ
た
く
異
質
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

こ
こ
で
の
『
ぎ
や
ど
』
はG

uía...

に
忠
実
な
形
を
と
り
、
創
造
論
を
周
知
に

属
す
る
事
柄
と
し
て
、
割
愛
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
く
わ
ん
念
の

条
々
」
は
、
創
造
に
つ
い
て
省
く
こ
と
な
く
、
詳
し
い
解
説
を
付
け
加
え
て
い

る
。
一
見
し
て
、
こ
の
箇
所
は
決
定
的
な
違
い
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
対
応
す
る
二
つ
の
箇
所
に
挟
み
込
ま
れ
た
こ
の
違
い
に
着
目
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
逆
に
、
本
書
の
性
格
の
一
端
が
自
ず
と
浮
か
び
上
が
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
今
問
題
に
し
て
い
る
こ
の
詳
密
な
解
説
が
、
日
本
人
向
け
に
独
自
に

補
っ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
、
何
ら
か
の
典
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
を
考
え

た
い
。

　

管
見
の
限
り
で
は
、
本
書
に
実
に
よ
く
似
た
解
説
が
、
ハ
ビ
ア
ン
不
干
斎
著

の
『
妙
貞
問
答
』（
一
六
〇
五
年
）
に
も
存
す
る
。
当
該
箇
所
を
見
て
お
こ
う
。

参
考
1　

尚
近
く
身
の
上
に
取
て
見
玉
へ
。
目
口
耳
鼻
を
先
き
と
し
、
五

躰
六
根
の
備
て
、
か
や
う
に
生
れ
出
る
事
は
、
父
も
其
故
を
知
ず
、
母
も

謂
れ
を
は
き
ま
へ
ず
、
本
よ
り
吾
力
に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
此
計
手
、
な
ど

か
な
く
て
侍
ら
ん（

29
）

　
『
妙
貞
問
答
』
の
こ
の
箇
所
が
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
に
か
な
り
通
ず
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
両
者
は
、
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
共
通
す
る
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島
で
作
成
さ
れ
た
教
理
説
明
書
に
は
「
天
地
創
造
に
つ
い
て
彼
ら
が
知
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
な
こ
と（

33
）」

が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ザ
ビ
エ
ル
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
こ
の
教
理
教
育
構
想
に
は
、
フ
ロ
イ
ス
曰
く
「
ま
ず
彼
ら

に
証
明
す
る
の
は
、
世
界
万
物
の
創
造
主
が
存
在
す
る
こ
と
、
世
界
に
は
初
め

が
あ
っ
て
、［
彼
ら
の
あ
る
人
々
が
信
じ
る
よ
う
に
］
永
遠
の
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
（
下
略（

34
））」

と
あ
る
。

　

か
く
見
る
と
、
創
造
の
業
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て
日
本
に
導
入
さ
れ
た

ま
っ
た
く
新
奇
な
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
が
早
く
も
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
え
の
説
明
順
序
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
例
4

に
お
い
て
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
とG

uía...

と
の
間
に
は
大
き
な
違
い
が

あ
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
日
本
人
を
意
識
し
た

補
足
的
な
説
明
を
付
加
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
両
資
料
の
関
係
を
否
定
す
る

根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
か
え
っ
て
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
と

い
う
資
料
が
ど
の
よ
う
に
編
ま
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
探
る
上
で
、
重
要
な

手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

3　

本
資
料
の
性
格

　

前
章
ま
で
は
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
がG

uía...

の
一
部
を
翻
訳
し
、
適

宜
他
の
資
料
を
駆
使
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
で
は
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。『
吉
利
支
丹
抄
物
』

　
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
の
内
容
は
、
物
事
の
存
在
原
因
に
つ
い
て
ス
コ
ラ
神

学
的
な
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
万
物
が
三
つ
の
原
理

（「
か
う
ざ
・
ま
て
り
あ
る
」〔
質
料
因
〕、「
か
う
ざ
・
ほ
う
る
ま
る
」〔
形
相
因
〕、

「
ゑ
ひ
し
ゑ
ん
て
・
か
う
ざ
」〔
始
動
因
〕）
か
ら
発
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
要
す
る
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
、
天
主
と
同
定
さ
れ
る
第
一
根

元
者
を
抜
き
に
し
て
は
、
生
ま
れ
得
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、G

uía...

あ
る
い
は
そ
の
読
者
た
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
改
め
て
す
る
ま
で
も
な
い
、
広
く
知
れ
渡
っ
た

事
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、G

uía...
に
お
い
て
は
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
初
歩
的
な
記
述
は
「
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
」

省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
当
時
の
日
本
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
創
造
論
は
、
決
し
て
一
般
常

識
と
見
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
宣
教
師
た
ち
は
、
開
教
当
初
か
ら
、
日
本
人
の
間

で
そ
の
よ
う
な
概
念
が
欠
乏
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

ザ
ビ
エ
ル
は
一
五
五
二
年
の
書
簡
で
「
こ
の
［
仏
教
の
］
九
つ
の
宗
派
の
う
ち

で
、
天
地
創
造
や
霊
魂
の
創
造
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
宗
派
は
一
つ
も
あ
り
ま

せ
ん（

31
）」

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
一
五
五
七
年
頃
の
『
誤
謬
の
要
録
』
に
は
、

「
彼
ら
［
日
本
人
］
は
世
界
の
創
造
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
ん
ら
な
い
し
、
彼

ら
の
知
識
は
現
代
か
ら
二
千
年
以
上
ま
え
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
い（

32
）」

と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
て
、
ザ
ビ
エ
ル
は
初
歩
的
な
教
理
教
育
の
中
に
第
一

根
元
者
に
よ
る
創
造
の
説
明
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
布
教
初
期
に
鹿
児
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（
イ
）
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、
談
義
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、

日
曜
日
や
祝
日
に
教
会
で
行
わ
れ
る
も
の
、
も
う
一
つ
は
田
舎
で
臨
時
的
に
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
一
つ
目
は
、
教
会
と
い
う
施
設
お
よ
び
キ
リ

ス
ト
教
的
な
安
息
日
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
が
あ
る

程
度
定
着
し
て
い
る
環
境
で
し
か
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

朗
読
さ
れ
る
年
間
の
福
音
の
内
容
に
沿
っ
て
談
義
す
べ
き
と
の
規
定
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
田
舎
の
説
教
の
場
合
、
福
音
に
沿
っ
て
説
教
を
説
く
必
要
が
な
い

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
い
か
な
る
内
容
を
取
り
上
げ

る
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、（
ア
）
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
日
本
人
に
最
も
好
適
な
説
教
素
材
と
し
て
「
天
的
な
恩
恵
」
が
挙

が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
本
稿
に
お
い
て
論
ず
る
「
く
わ
ん
念
の

条
々
」
の
主
題
と
見
事
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
も
は
や
縷
言
を
要
し
な
い（

37
）。

　

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
具
体
的
な
資
料
の
一
つ
が
、
他
な
ら
ぬ

『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』
だ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
。『
ぎ
や
ど

ぺ
か
ど
る
』
が
説
教
素
材
と
し
て
直
接
に
用
い
ら
れ
た
事
実
は
、
す
で
に
諸
先

学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

38
）。

当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
書
の
読
ま
れ
方
に
は
説

教
に
通
ず
る
側
面
も
備
わ
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
信
者
の
集
会
な
ど
で
、

『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』
が
実
際
に
読
み
聞
か
せ
の
対
象
と
さ
れ
た
例
が
多
数
あ

る
の
で
あ
る
。
説
教
マ
ニ
ュ
ア
ルA

visos

に
は
、
著
名
な
説
教
師
の
作
品
に

頼
る
こ
と
が
大
い
に
奨
励
さ
れ
て
い
る
が（

39
）、

前
稿
で
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た

よ
う
に
、
具
体
的
な
書
名
を
窺
わ
せ
る
資
料
に
は
『
服
務
規
程
補
遺
』
が
あ
る
。

の
内
容
お
よ
び
形
態
の
面
か
ら
こ
の
問
題
に
迫
り
た
い
。

　

こ
こ
ま
で
多
く
の
紙
幅
を
費
や
し
て
分
析
し
て
き
た
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」

は
、「
天
的
な
恩
恵
」
を
主
題
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
柄
は
、
か
つ
て
キ
リ
シ

タ
ン
の
信
仰
生
活
の
中
で
、
と
り
わ
け
説
教
の
場
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
解
明
す
る
上
で
好
適
な
資
料
と
し
て
、
十
六
世

紀
末
に
遡
る
説
教
マ
ニ
ュ
ア
ルA

visos que pueden ayudar a los que 

hacen el oficio de predicar en Japon
（1597

）『
日
本
に
お
い
て
説
教
師
の

役
を
務
め
る
人
々
に
役
立
つ
諸
助
言
』（
以
下A

visos

と
略
称
）
の
中
か
ら
、

次
の
よ
う
な
箇
所
が
指
摘
で
き
る
。

（
ア
）
ま
た
、
他
に
、
効
果
的
に
徳
操
［
に
励
む
こ
と
］
を
促
し
、
悪
徳
を

憎
む
よ
う
に
諭
す
、
最
も
強
い
動
機
の
ま
と
め
を
用
意
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
最
後
の
四
終
、
天
的
な
恩
恵
な
ど
の
材
料
の

要
約
で
あ
る（

35
）。

（
イ
）
一
般
的
に
行
わ
れ
る
談
義
に
は
、
あ
る
い
は
日
曜
日
や
祝
日
に
教

会
に
お
い
て
す
る
普
通
の
談
義
、
あ
る
い
は
田
舎
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト

教
を
布
教
さ
せ
る
た
め
に
す
る
、
臨
時
的
な
談
義
が
あ
る
。（
中
略
）
キ

リ
ス
ト
教
を
布
教
さ
せ
る
な
ど
の
、
臨
時
的
な
説
教
の
場
合
、
そ
れ
ほ
ど

福
音
に
縛
ら
れ
る
必
要
が
な
い）

（（
（

。



46

す
る
と
、
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
を
直
接
の
典
拠
と
す
る
本
『
吉
利
支
丹
抄

物
』
も
、
説
教
の
場
の
手
控
え
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で

は
な
い
。

　

そ
し
て
ま
た
そ
の
説
教
と
の
関
わ
り
は
、
本
書
の
体
裁
面
に
視
点
を
定
め
て

も
支
持
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。『
吉
利
支
丹
抄
物
』
の
体
裁
の
面
に
視
点
を
定

め
よ
う
。
新
村
出
氏
が
革
表
装
に
さ
れ
た
本
書
の
こ
と
を
「
袖
珍
ノ
ー
ト
ブ
ッ

ク（
42
）」

と
呼
ん
で
い
る
。
同
氏
の
見
解
に
従
い
つ
つ
、
具
体
的
に
『
吉
利
支
丹
抄

物
』
が
い
か
な
る
手
帳
（
ノ
ー
ト
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
）
で
あ
っ
た
の
か
、
考
え

て
み
た
い
。
そ
の
際
、
も
う
一
つ
の
説
教
マ
ニ
ュ
ア
ルR

egulae Provinciae 

Japoniae. R
eglas de los H

erm
anos predicadores

（1592

）『
日
本
管
区

の
規
則
。
イ
ル
マ
ン
説
教
師
の
た
め
の
諸
規
則
』（
以
下R

eglas

と
略
称
）
に

見
ら
れ
る
、
二
種
類
の
談
義
に
対
応
す
る
二
種
類
の
説
教
ノ
ー
ト
に
関
す
る
指

示
が
大
い
に
参
考
に
な
ろ
う
。

（
エ
）
年
間
の
福
音
書
の
最
初
の
部
分
を
書
き
、
彼
ら
が
聴
聞
ま
た
は
朗

読
す
る
福
音
書
の
関
連
事
項
を
書
き
込
ん
で
い
く
た
め
に
、
一
枚
な
い
し

数
枚
を
各
福
音
書
の
た
め
に
白
紙
の
ま
ま
に
し
て
お
く
、
一
冊
の
手
帳
を

各
自
が
所
持
す
る
の
が
説
教
師
に
と
っ
て
有
益
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
他
に

一
冊
の
手
帳
に
、
共
通
の
徳
操
と
悪
徳
に
つ
い
て
の
文
章
［
を
書
き
込
み
］、

年
間
に
読
ん
だ
事
柄
、
あ
る
い
は
聴
聞
し
た
事
柄
を
加
筆
し
て
い
く
た
め

（
ウ
）
十
一
、
原
始
の
教
会
に
お
い
て
も
常
の
習
わ
し
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

説
教
の
代
わ
り
に
、
日
曜
日
に
度
々
住
民
に
霊
的
な
書
籍
を
読
み
聞
か
せ

る
こ
と
。
こ
の
聖
な
る
習
慣
を
導
入
す
る
神
父
た
ち
に
、
説
教
に
と
っ
て

大
い
に
有
益
と
な
る
事
柄
［
の
選
択
］
を
任
せ
、
そ
の
た
め
にG

uía de 

pecadores, Gerson （
40
）、

あ
る
い
はM

isterios del R
osario

や
、Libro 

de Fides

［Sum
ario de la Introducción del Sim

bolo de la Fe

］
を
援

用
す
る
こ
と（

41
）。

　

上
記
の
記
事
は
、
宣
教
師
の
い
な
い
田
舎
の
教
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
説
教

の
一
形
態
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
姿
と
は
、
民
間
的
な
指
導

者
（
い
わ
ゆ
る
「
看
坊
」）
の
も
と
に
定
期
的
に
集
ま
る
信
者
に
対
し
て
、
説
教

の
代
わ
り
に
霊
的
な
書
籍
を
朗
読
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お

い
て
、
一
般
信
者
の
世
話
役
で
あ
っ
た
「
看
坊
」
を
れ
っ
き
と
し
た
説
教
師
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
「
看
坊
」
が
用
い
る
べ
き

具
体
的
な
説
教
素
材
が
挙
例
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
本
稿
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
るG

uía de pecadores

とLibro de 

Fides

（『
信
経
入
門
』）
は
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
代
表
作
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
が
優
勢
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は

G
uía de pecadores

に
つ
い
て
読
み
聞
か
せ
の
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
『
服
務
規
程
補
遺
』
に
照
ら
し
て
み
る
と
、

彼
の
著
作
群
全
体
が
説
教
と
強
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
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説
教
の
場
で
用
い
ら
れ
た
も
の
の
方
に
よ
り
近
い
と
認
め
ら
れ
る
。

4　

G
uía de pecadores

の
抄
訳
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
か

　

こ
れ
ま
で
は
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
がG

uía...

に
典
拠
を
持
つ
こ
と
を

説
明
し
、
そ
れ
を
含
め
て
本
書
『
吉
利
支
丹
抄
物
』
が
「
看
坊
」
に
利
用
さ
れ

た
一
種
の
説
教
ノ
ー
ト
と
し
て
の
性
格
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
た
だ
し
同
じG

uía...

の
翻
訳
で
あ
る
『
ぎ
や
ど
』
は
必
ず
し
も
本
書

と
は
一
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
、
今
や
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
る
段
階
に
差
し
掛
か
っ
た
の
で
あ
る
。

G
uía...

が
日
本
に
流
布
し
て
い
た
か
否
か
は
も
は
や
論
を
俟
た
な
い
が
、
本

稿
の
着
目
は
む
し
ろ
、『
ぎ
や
ど
』
以
外
にG

uía...

の
抄
訳
が
試
み
ら
れ
た

と
考
え
て
よ
い
か
否
か
、
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
け
る
原
著
の
受
容
を

め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
考
え
る
際
、
一
助
と
な
る
の
は
、
一
六
〇
〇
年
の
年
報
に
見
ら
れ
る
、

『
ぎ
や
ど
』
の
出
版
に
関
す
る
箇
所
で
あ
る
。「（...

）el livro llam
ado Guia 

de Peccadores de Frei Luis de Granada em
 dous tom

os traduhido 

em
 exselhente lingoajem

 e estillo de Iapon

）
（（
（

」（
見
事
な
日
本
の
言
葉
と
文

体
で
訳
さ
れ
た）

（（
（

『
き
や
ど
ぺ
か
ど
る
』
と
題
さ
れ
た
フ
ラ
イ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
ル
イ
ス

の
二
巻
本
）
と
あ
る
。

　

こ
の
記
事
で
特
徴
的
な
の
は
、
そ
れ
が
単
な
る
報
告
に
と
ど
ま
ら
ず
、
翻
訳

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
徳
か
悪
徳
ご
と
に
、
一
枚
な
い
し
数
枚
の
白
紙
を
残

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る（

43
）。

　
（
エ
）
か
ら
、
説
教
師
が
各
自
で
二
種
類
の
手
帳
を
用
意
す
べ
き
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
目
は
、
年
間
の
福
音
書
に
関
す
る
事
柄
、
二
つ
目

は
徳
操
と
悪
徳
に
関
す
る
事
柄
を
書
き
込
む
た
め
の
も
の
で
あ
る
。『
吉
利
支

丹
抄
物
』
は
そ
の
う
ち
の
二
つ
目
の
手
帳
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

い
が
、
そ
れ
は
内
容
の
面
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
形
態
の
面
、
と
り
わ
け
白
紙
を

残
す
こ
と
に
関
す
る
記
述
か
ら
も
わ
か
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
書
の
墨
付

き
丁
は
約
一
三
八
丁
を
数
え
る
が
、
墨
付
き
丁
の
間
々
に
は
白
紙
が
挟
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
白
紙
は
必
ず
一
丁
あ
る
い
は
半
丁
単
位
で
残
さ
れ
て
お
り
、

文
書
の
構
成
上
な
ど
の
理
由
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ

う
な
余
白
丁
は
意
図
的
に
残
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
う
見
る
な
ら

ば
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
指
示
さ
れ
た
作
り
方
と
見
事
に
一

致
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
に
お
い
て
『
吉
利
支
丹
抄

物
』
の
記
入
の
仕
方
は
例
外
的
で
は
な
く
、
他
に
類
例
と
し
て
『
バ
レ
ト
写

本
』
が
指
摘
で
き
る（

44
）。

白
紙
を
残
す
こ
と
は
お
そ
ら
く
こ
の
手
の
ノ
ー
ト
を
作

る
際
の
決
ま
り
事
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
記
の
引
用
か
ら
当
時
の
説
教
師
に
よ
っ
て
二
種
類
の

説
教
ノ
ー
ト
が
作
ら
れ
、
使
い
分
け
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、

『
吉
利
丹
支
抄
物
』
は
、
そ
の
中
の
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
田
舎
の
臨
時
的
な
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に
確
実
に
も
た
ら
さ
れ
た
ル
イ
ス
の
原
著
書
の
出
版
年
か
ら
判
断
す
る
と
、

G
uía...

が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。
し
か
し
た

と
え
そ
の
中
に
、G

uía...

の
翻
訳
書
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

一
五
九
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ぎ
や
ど
』
と
ま
っ
た
く
同
一
の
も
の
と
は
限
ら

な
い
。
む
し
ろ
、
刊
行
に
付
す
ま
で
に
か
な
り
の
期
間
が
あ
る
た
め
、
改
訳
さ

れ
た
り
、
よ
り
完
成
度
を
上
げ
た
も
の
が
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
本
書
に
含
ま
れ
る
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
な
どG

uía...

の
抄
訳
は
、

そ
の
長
崎
版
『
ぎ
や
ど
』
出
版
以
前
に
作
ら
れ
て
い
た
も
の
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
著
作
は
早
く
か
ら
、

か
つ
盛
ん
に
、
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま

た
、
同
時
代
に
数
種
類
の
訳
書
が
地
域
に
よ
っ
て
流
布
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
翻
訳
書
の

統
一
を
目
指
す
こ
と
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
日
本
に
お

い
て
最
も
早
く
か
ら
訳
さ
れ
、
版
を
重
ね
た
『
ど
ち
り
な
・
き
り
し
た
ん
』
の

一
定
の
翻
訳
書
の
利
用
に
つ
い
て
、
一
五
九
二
年
二
月
の
日
本
第
一
回
管
区
総

会
議
（Prim

era Congregación de Japón

）
の
議
事
録
「
キ
リ
ス
ト
教
教
理

に
つ
い
て
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
日
本
人
修
道
士
た
ち
が
わ
れ
ら
の
言
葉
を
知
ら
ぬ
こ
と
か
ら
、

書
の
完
成
度
の
高
さ
に
賛
詞
を
つ
ら
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
、

『
ぎ
や
ど
』
の
美
文
を
称
賛
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
記
述
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
出
来
栄
え
が
よ
く
な
い
、『
ぎ
や
ど
』

の
異
訳
が
別
に
流
布
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。

　

ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
著
作
が
い
つ
か
ら
日
本
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
、
そ
の
上
限
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
そ
の
日
本

語
翻
訳
事
業
の
嚆
矢
を
、
出
版
活
動
が
開
始
さ
れ
る
よ
り
早
い
時
代
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
五
八
九
年
九
月
二
十
日

付
け
の
次
の
よ
う
な
記
録
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
。「（
有
馬
）
は
毎
土
曜
日
に
は

聖
堂
は
信
者
で
一
杯
に
な
っ
た
。
彼
等
信
者
達
に
対
し
、
パ
シ
オ
ン
に
就
て
の

グ
ラ
ナ
ダ
の
フ
ラ
イ
・
ル
イ
ス
の
日
本
語
訳
の
黙
想
書
が
読
ま
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
信
者
達
を
大
い
に
満
足
せ
し
め
て
い
た（

47
）」。

現
在
に
伝
わ
ら
ぬ
、

ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
邦
訳
書
が
、
説
教
代
行
を
思
わ
せ
る
場
で
朗
読
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
彼
の
著
作
の
翻
訳
史
は
さ
ら
に
遡
る
べ
き
で
あ
る
。
前
稿
で
指
摘

し
て
お
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
一
五
八
四
年
八
月
に
ル
イ
ス
に
面
会
し
た
天
正

少
年
使
節
は
、
邦
訳
さ
れ
た
同
師
の
著
書
を
複
数
所
持
し
て
い
た
。
こ
の
事
実

は
『
九
州
三
侯
遣
歐
使
節
行
記
』（T

ratado dos em
baixadores japões que 

forão de Japão à Rom
a no ano de 1582

）
に
記
録
さ
れ
て
い
る（

48
）。

そ
こ
で
は

具
体
的
な
書
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
前
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
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お
そ
ら
くG

uía...

の
場
合
も
、
数
種
類
の
訳
書
が
並
行
的
に
用
い
ら
れ
た

と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
時
点
で
古
い
訳
か
ら
新
し
い
訳
に
切
り
替
え
た
と
考
え

る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
に
見
ら
れ
るG

uía...

の
翻

訳
は
、
統
一
後
の
新
訳
と
し
て
の
『
ぎ
や
ど
』
出
版
以
前
の
一
段
階
古
い
時
代

の
旧
訳
の
一
部
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

結
び

　

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
と
な
る
。

一
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
に
は
、
サ
ラ
マ
ン
カ
版G

uía de pecadores

の
影
響
が
あ
ま
ね
く
認
め
ら
れ
る
。

二
、
本
書
に
は
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
を
中
心
に
、G

uía de 

pecadores

と
酷
似
す
る
内
容
を
持
つ
部
分
が
あ
る
。

三
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
の
言
葉
遣
い
は
、長
崎
版
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』

と
異
な
る
。

四
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
の
内
容
・
体
裁
上
の
諸
特
徴
に
は
、
当
時
の
説

教
マ
ニ
ュ
ア
ル
（A

visos

、R
eglas

）
の
指
示
と
一
致
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
前
提
に
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
種
々
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
今
や
す
で
に
日
本

語
に
十
分
精
通
し
た
神
父
た
ち
と
日
本
人
修
道
士
た
ち
に
よ
っ
て
す
べ
て

を
熱
心
に
調
査
さ
れ
て
後
、（
中
略
）
巡
察
使
師
の
指
図
に
よ
っ
て
「
ど

ち
り
な
・
き
り
し
た
ん
」
と
い
う
本
が
日
本
語
版
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
し

て
巡
察
使
師
が
決
定
し
た
よ
う
に
、
最
近
出
版
さ
れ
た
ど
ち
り
な
・
き
り

し
た
ん
と
は
別
の
訳
の
ど
ち
り
な
・
き
り
し
た
ん
の
祈
祷
・
問
題
集
が
教

え
ら
れ
ぬ
よ
う
に
す
れ
ば
非
常
に
結
構
で
あ
ろ
う
、
と
総
会
議
は
考
え
て

い
る
。
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
全
体
に
統
一
が
現
れ
る
よ
う
に
す
る
の
で

あ
る
。
ま
た
わ
れ
ら
の
総
会
長
師
が
こ
の
こ
と
自
体
を
わ
れ
ら
の
布
教
長

た
ち
に
勧
め
て
下
さ
る
よ
う
、
総
会
議
は
わ
れ
ら
の
総
会
長
師
に
要
請
す

る（
49
）。

　

こ
の
記
録
で
注
目
す
べ
き
は
、
語
学
力
の
不
足
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

D
octrina Christiana

の
複
数
の
翻
訳
が
試
み
ら
れ
て
き
た
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
そ
し
て
、
新
訳
の
決
定
版
が
で
き
て
以
来
、
旧
訳
は
す
べ
て
廃
止
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
翻
訳
書
の
採
用
・
廃
止
の
方
針
は
、

祈
り
な
ど
を
集
め
たD
octrina Christiana

に
最
も
強
く
求
め
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
意
見
の
統
一
を
重
視
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
と
い
う
組
織
の
性
格

か
ら
考
え
る
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
書
物
に
つ
い
て
、
こ
の
原
則
を
貫
き
、
共

通
の
翻
訳
書
を
用
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
に
努
め
た
こ

と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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作
成
者
の
意
図
が
働
い
た
と
考
え
た
い
。

　

本
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
本
資
料
全
体
に
つ
い
て
も
う
一
つ
の
こ
と
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
と
は
、

言
わ
ば
「
天
的
な
恩
恵
」
を
主
題
と
す
る
章
節
で
あ
る
が
、
同
種
の
内
容
を
扱

う
文
書
は
実
は
『
吉
利
支
丹
抄
物
』
に
も
う
一
箇
所
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
一
七
日
に
わ
く
る
最
初
の
め
ぢ
さ
ん
（
黙
想
）
の
七
ケ
条
」
の
「
ど
み

ん
ご
」（
日
曜
日
）
に
あ
た
る
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。「
ど
み
ん
ご
」
の
主
題
は

「D
s （

50
）

の
御
恩
」
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
部
分
を
見
る
と
、「
さ
る
程
に
で
う
す

の
御
恩
と
申
奉
る
事
限
り
な
し
と
云
共
、
い
か
に
も
大
き
成
を
選
び
五
ケ
条
に

つ
も
つ
て
其
を
題
［も

く
ニ

　

］
思
案
す
べ
き
也
。
一
に
は
御
作
の
御
恩
。
二
に
は

納
め
給
ふ
事
」（
91
丁
オ
〜
91
丁
ウ
）
云
々
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
主
が
垂
れ

る
数
多
の
恩
恵
の
中
か
ら
五
つ
を
列
記
し
、
そ
の
第
一
を
「
御
作
の
御
恩
」
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、本
稿
で
言
及
し
て
き
た
「
く
わ
ん
念
の
条
々
」

と
内
容
的
に
重
複
す
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
し
て
重
複
す
る
こ
れ
ら
の
部
分
は
、

ま
さ
し
く
代
表
的
な
説
教
素
材
と
し
て
説
教
マ
ニ
ュ
ア
ルA

visos

に
明
記
さ

れ
た
事
柄
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
本
写
本
の
筆
者
が
記
録
す
べ
き
文
章
の
採

択
基
準
を
垣
間
見
せ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
本
書
の

筆
者
は
、
本
書
を
整
然
と
し
た
一
冊
の
書
物
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
よ

り
も
、
説
教
の
た
め
の
素
材
を
控
え
て
お
く
と
い
う
一
貫
し
た
目
的
に
適
っ
た

文
書
を
複
数
の
資
料
か
ら
摘
記
し
、
説
教
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
っ
た
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
新
村
出
氏
の
付
し
た
『
吉
利
支
丹
抄
物
』
と
い
う
仮

一
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
は
、G

uía de pecadores

に
典
拠
を
持
つ
翻

訳
物
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
部
分
的
に
は
他
の
資
料
が
参
考
に
さ
れ

た
こ
と
が
窺
え
る
。

二
、
長
崎
版
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』
に
先
行
す
るG

uía de pecadores

の
抜
粋
的
な
旧
訳
が
存
在
し
た
蓋
然
性
が
高
い
。
失
わ
れ
た
複
数
の

翻
訳
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
でD

octrina Christiana

に
つ

い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
本
稿
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
資
料

に
も
そ
れ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
実
例
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

三
、「
く
わ
ん
念
の
条
々
」
は
説
教
素
材
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

前
稿
で
は
、
本
書
最
大
の
章
節
で
あ
る
「
七
ケ
条
」
がT

ratado de la 

oración y m
editación

の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
原
拠
が
本
書
の

他
の
部
分
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
書
が

複
数
の
書
物
か
ら
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
寄

せ
集
め
ら
れ
た
資
料
を
具
体
的
に
挙
げ
る
こ
と
で
、
本
書
の
一
集
成
と
し
て
の

様
相
を
よ
り
明
確
に
示
し
得
た
と
思
う
。
あ
る
一
つ
の
欧
文
文
献
を
骨
子
に
し

て
、
そ
れ
に
た
と
え
ば
第
2
章
の
例
4
で
創
造
論
に
つ
い
て
の
解
説
の
有
無
に

注
目
し
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
日
本
に
欠
け
た
創
造
論
の
解
説
を
加
え
た
り
す

る
こ
と
に
は
、
日
本
人
に
よ
り
適
合
す
る
テ
キ
ス
ト
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
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（
8
）　Cuervo, Justo, O

bras de Fr. L
uis de G

ranada de la O
rden de Santo 

D
om

ingo, T
om

o X
, M

adrid: Im
prenta de la viuda é hija de G

óm
ez 

Fuentenebro, 1906, p. 453.

（
9
）　

邦
訳
は
筆
者
に
よ
る
。［　

］
以
内
は
筆
者
が
補
っ
た
語
句
で
あ
る
。
以
下
同
様
。

（
10
）　

引
用
は
、『
キ
リ
シ
タ
ン
版
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
―
―
本
文
・
索
引
』
第
一
冊
：
本
文
篇
・

漢
字
索
引
篇
（
豊
島
正
之
編
、
大
阪
：
清
文
堂
、
一
九
八
七
年
）、
一
〇
七
頁
に
よ
る
。

本
篇
は
、
落
丁
が
な
い
唯
一
の
伝
本
で
あ
るBiblioteca A

postolica V
aticana

蔵
本

を
底
本
と
し
て
い
る
。
な
お
、
同
書
に
は
漢
字
の
読
み
方
や
記
号
が
多
数
付
さ
れ
て
い

る
が
、
引
用
に
際
し
て
は
、
必
要
な
場
合
を
除
い
て
一
切
省
略
し
た
。

（
11
）　Cuervo, Justo, O

bras de Fr. L
uis de G

ranada de la O
rden de Santo 

D
om

ingo, T
om

o I, M
adrid: Im

prenta de la viuda é hija de G
óm

ez 

Fuentenebro, 1906, p. 71.

（
12
）　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
逸
話
は
、『
ぎ
や
ど
』
上
巻
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
中
谷
家
に
現

存
す
る
の
は
、
新
村
出
が
「
零
本
一
冊
下
巻
だ
け
の
不
完
本
」
と
し
て
い
る
通
り
、
下

巻
の
写
本
の
み
で
あ
る
（
新
村
出
「
摂
政
官
台
覧
の
吉
利
支
丹
遺
物
」『
新
村
出
全
集
』

第
八
巻
、
一
九
七
二
年
、
三
五
〇
頁
）。
そ
れ
は
、
長
崎
版
『
ぎ
や
ど
』
の
写
し
で
あ
る

こ
と
が
、
小
島
幸
枝
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
筆
写
本
の
国
語
学
的
研
究
』（
風
間
書
房
、

一
九
九
七
年
）
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
井
藤
暁
子
の
「
千
提
寺
・
下
音
羽
の
キ

リ
シ
タ
ン
信
仰
」（『
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
』
第
四
十
集
、

一
九
九
九
年
、
二
八
六
頁
）
で
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
「
ど
ち
り
い
な
き
り

し
た
ん
」（
旧
中
谷
家
本
）
の
収
納
箱
に
は
、
姉
崎
正
治
筆
と
さ
れ
て
い
る
一
枚
の
紙
片

の
記
録
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
正
体
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、

本
稿
の
筆
者
の
調
査
で
は
、そ
れ
は
ま
さ
に『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』上
巻
か
ら
の
抜
萃（
前

掲
注
（
10
）
書
、
七
三
頁
に
あ
た
る
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
完
本
は
現
存
し
な

い
も
の
の
、
上
巻
も
本
地
域
に
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

（
13
）　

前
掲
注
（
11
）
書
、p. 24.

（
14
）　

前
掲
注
（
10
）
書
、
三
一
頁
。

題
は
そ
の
意
味
で
優
れ
て
実
態
に
即
す
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
に
は
な
お
多
く
の
掘
り
下
げ
る
べ
き
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
ら
の
考
究
は
今
後
に
期
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、「
く
わ
ん

念
の
条
々
」
を
中
心
に
、G

uía de pecadores

・『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
』
と
の

関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
当
時
の
翻
訳

事
業
の
状
況
の
一
端
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
た
。
諸
賢
の
ご
批
正
を

請
う
次
第
で
あ
る
。

注（
1
）　

新
村
出
「
摂
津
高
槻
在
東
氏
所
蔵
の
吉
利
支
丹
抄
物
」『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古

学
研
究
報
告
』
第
七
冊
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
教
室
、
一
九
二
三
年
。

（
2
）　

橋
川
正
「
北
摂
よ
り
発
見
し
た
る
切
支
丹
遺
物
に
つ
い
て
」『
史
林
』
史
学
研
究
会
編
、

第
六
巻
第
一
号
、
一
九
二
一
年; 

浜
田
耕
作
「
西
教
史
上
の
新
史
料
の
発
見
」『
百
濟
觀

音
』
東
京
：
イ
デ
ア
書
院
、
一
九
二
六
年
。

（
3
）　
［
葡m

editação

］
黙
想
。

（
4
）　Sobczyk M

.

「
東
藤
次
郎
旧
蔵
本
『吉
利
支
丹
抄
物
』
の
成
立
に
つ
い
て
」『
国
語

国
文
』
第
八
十
一
巻
第
六
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
〜
二
四
頁
。

（
5
）　
［padre

］
の
合
字
。

（
6
）　

翻
刻
は
、
筆
者
が
私
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
適
宜
漢
字
を
あ
て
、
句

読
点
を
付
け
た
。

（
7
）　
［A

rsenios

］（
三
五
四
年
頃
〜
四
四
五
年
頃
）。
大
聖
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
と
尊
称
さ
れ
た

隠
修
士
。『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
I
（
上
智
学
院
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
編
纂
委
員

会
編
、
東
京
：
研
究
社
、
一
九
九
六
年
）、
二
〇
九
頁
に
よ
る
。
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（
28
）　

前
掲
注
（
10
）
書
、
三
一
頁
。

（
29
）　

鷲
尾
順
敬
編
『
日
本
思
想
闘
争
史
料
』
第
十
巻
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
六
九
年
、

四
一
頁
。
京
都
で
著
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
立
場
か
ら
日
本
在
来
の
宗
教
を
論
駁
す
る

書
で
あ
る
。
妙
秀
と
幽
貞
の
両
尼
の
問
答
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

（
30
）　

海
老
沢
有
道
・
松
田
毅
一
『
エ
ヴ
ォ
ラ
屏
風
文
書
の
研
究
』
東
京
：
ナ
ツ
メ
社
、

一
九
六
三
年
、
一
四
三
頁
。

（
31
）　
『
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ　

ザ
ビ
エ
ル
全
書
簡
』
河
野
純
徳
訳
、
東
京
：
平
凡
社
、

一
九
八
五
年
、
五
二
三
頁
。

（
32
）　

ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
『
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
見
た
日
本
の
神
々
』
安

田
一
郎
訳
、
青
土
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
三
三
〜
一
三
四
頁
。

（
33
）　

前
掲
注
（
31
）
書
、
五
二
六
頁
。

（
34
）　

フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
三
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
、

二
三
二
頁
。

（
35
）　A

lvarez-T
aladriz, José Luis, M

iscelánea Japónica I, A
visos y R

eglas de 

los Predicadores de la Com
pañia de Jesus en Japon, O

saka: 1978, pp. 131

（20

）–130

（21

）.

（
36
）　Item

, tenga otro sum
ario de los m

otivos m
ás graves que sean de m

ás 

eficacia para persuadir a las virtudes y exhortar a aborrecer los vicios, 

com
o es tener resum

ida la m
ateria de los N

ovísim
os, los beneficios divinos, 

etcétera. 

前
掲
注
（
35
）
書
、p. 128

（23

）.

（
37
）　

い
わ
ゆ
る
「
最
後
の
四
終
」
も
ま
た
、『
吉
利
支
丹
抄
物
』
の
最
大
の
章
節
「
一
七
日

に
わ
く
る
最
初
の
め
ぢ
さ
ん
の
七
ケ
条
」
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
前
稿
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
前
掲
注
（
4
）
論
文
。

（
38
）　

福
島
邦
道
編
『
ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』「
解
説
」、
東
京
：
勉
誠
社
、
一
九
八
一
年
、

三
〜
八
頁；

小
島
幸
枝
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
筆
写
本
の
国
語
学
的
研
究
』
東
京
：
風
間

書
房
、
一
九
九
七
年
、
一
五
〜
一
九
頁; 

折
井
善
果
『
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
に
お
け
る
日

欧
文
化
比
較
―
―
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
と
日
本
』
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
四
十
七
輯
、

（
15
）　

前
掲
注
（
11
）
書
、p. 24.

（
16
）　

他
か
ら
受
け
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
に
報
い
る
義
務
を
負
う
。（
中
略
）
キ
リ
シ
タ

ン
に
お
い
て
、
神
や
他
の
人
か
ら
恩
恵
を
受
け
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
に
報
い
る
だ
け

の
こ
と
を
す
る
義
務
を
負
う
意
に
用
い
ら
れ
る
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編

一
』
土
井
忠
生
（
編
修
代
表
）・
室
町
時
代
語
辞
典
編
修
委
員
会
編
、
三
省
堂
、

一
九
八
五
年
、
六
七
七
〜
六
七
八
頁
。

（
17
）　X

iqixin. 

シ
キ
シ
ン
（
色
身
）Iro, m

i.

（
色
、
身
）
肉
体
。『
日
葡
辞
書
―
―
邦
訳
』

土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
七
七
六
頁
。

Roccon. 

ロ
ッ
コ
ン
（
六
根
）
日
本
人
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
五
つ
の
外
面
的
感

官
と
、
総
合
的
感
官
と
の
、
六
つ
の
感
官
。
同
書
、
三
八
九
頁
。 

こ
こ
は
、
感
官
を
備

え
た
全
身
の
意
か
。

（
18
）　V

aqi, qu, ita. 

ワ
キ
、
ク
、
イ
タ
（
分
き
、
く
、
い
た
）
ま
た
、
詩
人
の
間
で
は
、

理
解
す
る
、
あ
る
い
は
了
解
す
る
と
い
う
意
。
例
、Vaqucatam

oni

（
分
く
方
も
な
い
）

わ
か
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
物
事
を
識
別
し
た
り
、
考
え
め
ぐ
ら
し
た
り
す
る
術

が
な
い
。
前
掲
注
（
17
）
書
、
六
七
八
頁
。
こ
こ
は
、
識
別
の
意
か
。

（
19
）　

前
掲
注
（
10
）
書
、
三
一
〜
三
二
頁
。

（
20
）　

前
掲
注
（
11
）
書
、pp. 24–25.

（
21
）　

前
掲
注
（
10
）
書
、
三
二
頁
。

（
22
）　

前
掲
注
（
11
）
書
、p. 24.

（
23
）　

鋳
型
の
意
か
。Icata. 

イ
カ
タ
（
鋳
型
）
弾
丸
や
像
な
ど
を
鋳
造
す
る
型
。
前
掲
注

（
17
）
書
、
三
二
三
頁
。

（
24
）　Icaxi, su, aita. 

イ
カ
シ
、
ス
、
イ
タ
（
生
か
し
、
す
、
い
た
）。
今
に
も
死
に
そ
う

に
な
っ
て
い
る
人
を
生
き
返
ら
せ
る
、
す
な
わ
ち
、
命
を
助
け
る
。
前
掲
注
（
16
）
書
、

三
二
三
頁
。

（
25
）　
［
西
・
葡 causa m

aterial

、
拉 causa m

aterialis

］
質
料
因
。

（
26
）　
［
西
・
葡 causa form

al

、
拉 causa form

alis

］
形
相
因
。

（
27
）　
［
西
・
葡 causa eficiente

、
拉 causa effi

ciens

］
始
動
因
。
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東藤次郎旧蔵本『吉利支丹抄物』と Guía de pecadores との関係について

（
46
）　

た
だ
し
、
下
線
の
部
分
に
関
し
て
は
、「
見
事
な
日
本
の
言
葉
と
〔
日
本
の
〕
様
式
で

訳
さ
れ
た
」
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。

（
47
）　A

lvarez-T
aladriz, J. L.

「
ラ
ウ
レ
ス
先
生
の
「こ
ん
べ
え
糖
」」『
ビ
ブ
リ
ア
』
天

理
図
書
館
報
、
第
十
一
号
、
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
の
復
刻
版
、
天
理
：
天
理

大
学
出
版
部
、
一
九
七
〇
年
、
一
〇
頁
。

（
48
）　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
原
著
、 

岡
本
良
知
譯
註
、
東
京
：
東
洋
堂
、
一
九
四
二
年
、

七
七
頁
。

（
49
）　
『
日
本
の
カ
テ
キ
ズ
モ
』
家
入
敏
光
訳
編
、
天
理
図
書
館
参
考
資
料 

第
七
、
天
理
図

書
館
、
一
九
六
九
年
、
三
一
四
頁
。

（
50
）　

デ
ウ
ス
［
拉 deus

］
天
主
、
神
を
意
味
す
る
ロ
ー
マ
字
表
記
に
よ
る
合
字
。

参
考
文
献

A
lvarez-T

aladriz, José Luis, M
iscelánea Japónica I, A

visos y R
eglas de los 

Predicadores de la Com
pañia de Jesus en Japon, O

saka, 1978

Cuervo, Justo, O
bras de Fr. Luis de G

ranada de la O
rden de Santo D

om
ingo, 

T
om

o I, T
om

o X
, M

adrid: Im
prenta de la viuda é hija de G

óm
ez 

Fuentenebro, 1906

折
井
善
果
『
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
に
お
け
る
日
欧
文
化
比
較　

ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
と
日
本
』

キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
四
十
七
輯
、
東
京
：
教
文
館
、
二
〇
一
〇
年

尾
原
悟
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
に
つ
い
て　

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
を
中
心
に
一
〜
三
」『
上
智
史

学
』
第
二
十
八
号
、
一
九
八
三
年
／
第
二
十
九
号
、
一
九
八
四
年
／
第
三
十
一
号
、

一
九
八
六
年

小
島
幸
枝
『
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
筆
写
本
の
国
語
学
的
研
究
』
東
京
：
風
間
書
房
、
一
九
九
七

年

新
村
出
「
摂
津
高
槻
在
東
氏
所
蔵
の
吉
利
支
支
丹
抄
物
」『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研

究
報
告
』
第
七
冊
、
一
九
二
三
年

東
京
：
教
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
七
九
〜
八
六
頁
。

（
39
）　
〈
邦
訳
〉
第
四
。
自
分
の
役
を
よ
く
務
め
る
た
め
に
、
堪
能
な
説
教
師
の
い
く
つ
か
の

説
教
を
持
っ
て
お
く
こ
と
も
、
大
い
に
助
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
か
ら
、「
説
か

れ
る
」
事
柄
だ
け
で
は
な
く
、
順
序
や
話
し
方
を
学
ぶ
た
め
で
あ
る
。T

am
bién 

ayudará para hacer bien su oficio tener algunas predicaciones de buenos 

predicadores, para aprender de ellos no solam
ente las cosas sino tam

bién 

el orden y m
odo de decirlas. 

前
掲
注
（
35
）
書
、p. 126

（25

）.

（
40
）　Contenptus m

undi

の
こ
と
。
た
と
え
ば
、Joanne, H

ayo, D
e R

ebvs Iaponicis, 

Indicis, E
t Pervanis E

pistolae R
ecentiores, A

ntverpiae, 1605, p. 469

に
は

「Contem
ptus m

undi, vel Gerson

」
と
見
え
、
当
時
の
認
識
が
窺
え
る
。

（
41
）　V

alignano, A
lejandro, Sum

ario de las cosas de Japón

（1583

）; A
diciones 

del Sum
ario de Japón

（1592

）, editados por José Luis A
lvarez-T

aladriz, 

M
onum

enta N
ipponica m

onographs 9, T
okyo: 1954, pp. 167–168.

（
42
）　
「
摂
政
宮
台
覧
の
吉
利
支
丹
遺
物
」『
新
村
出
全
集
』
第
八
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
七
二
年
、
三
四
九
頁
。

（
43
）　A

provechará a los predicadores tener cada uno un cartapacio en el cual 

tengan escritos los principios de los Evangelios de todo el año, dejando 

para cada Evangelio alguna hoja u hojas en blanco, donde irán escribiendo 

los puntos que oigan o lean pertinentes a tal Evangelio, y otro cartapacio 

de lugares com
unes de las virtudes y de los vicios, dejando para cada 

virtud o vicio alguna hoja y hojas en blanco para ir anotando entre año lo 

que lean u oigan pertinente a tal virtud o vicio. 

前
掲
注
（
35
）
書
、p. 126

（25

）.

（
44
）　
『
バ
レ
ト
写
本
』
の
構
成
と
白
紙
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
川
口
敦
子
「
朗
読
集 

（Lectionarium

） 

と
し
て
の
バ
レ
ト
写
本
所
収
文
書
」（『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
九
、

二
〇
〇
二
年
）、
三
八
〜
三
九
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
45
）　

尾
原
悟
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
に
つ
い
て　

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
を
中
心
に
（
三
）」『
上

智
史
学
』
第
三
十
一
号
、
一
九
八
六
年
、
二
頁
。
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V
alignano, A

lejandro, Sum
ario de las cosas de Japón

（1583

）; A
diciones del 

Sum
ario de Japón

（1592

）, A
lvarez-T

aladriz, José Luis, M
onum

enta 

N
ipponica m

onographs 9, T
okyo, 1954

謝
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前
稿
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す
。



55　『日本研究』No. 48（2013）

は
じ
め
に

　

江
戸
歌
舞
伎
に
お
い
て
は
、
舞
踊
の
場
面
に
多
彩
な
音
曲
が
展
開
し
た
。
河

東
節
・
長
唄
・
常
磐
津
節
・
富
本
節
・
清
元
節
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
の
異
な

る
音
曲
は
名
題
役
者
が
演
じ
る
所
作
に
色
を
添
え
、
華
や
か
な
見
せ
場
と
な
っ

て
観
客
を
魅
了
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

舞
踊
の
演
目
に
新
作
が
出
る
と
、
役
者
・
作
者
・
演
奏
者
な
ど
の
上
演
情
報

と
と
も
に
そ
の
音
曲
の
詞
章
は
三
〜
五
丁
程
度
の
半
紙
版
の
小
冊
子
に
載
せ
ら

れ
、
上
演
時
に
芝
居
茶
屋
や
絵
草
紙
屋
か
ら
頒
布
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
、
右
の
音
曲
の
う
ち
の
特
に
長
唄
に
つ
い
て
、
伝
本
の
調
査
を
広
く

行
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
版
行
上
の
特
徴
を
江
戸
の
三
座
別
に
東
海

大
学
の
紀
要
に
ま
と
め
て
き
た（

1
）。

そ
の
結
果
、
江
戸
版
の
長
唄
本
は
三
座
と
も

に
、
版
式
や
版
行
形
態
の
上
で
概
ね
足
並
み
を
揃
え
た
か
た
ち
で
版
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
伝
本
は
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）

中
村
座
の
上
演
作
品
を
上
限
と
し
て
、
明
治
期
に
わ
た
り
ほ
ぼ
継
続
し
て
残
っ

て
い
る
。

　

こ
の
長
唄
本
の
初
版
が
、
長
唄
を
用
い
た
所
作
場
の
元
の
か
た
ち
を
知
る
上

で
の
基
本
資
料
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
本

稿
で
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、
長
唄
本
を
江
戸
の
草
紙
（
地
本
）
の
一
品
目
と

捉
え
る
立
場
で
考
察
を
進
め
た
い
。

　

長
唄
本
の
特
徴
の
一
つ
は
、
異
版
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
異
版
の
存
在

に
よ
っ
て
当
時
の
偽
版
の
実
態
や
版
権
の
確
立
す
る
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

全
体
と
し
て
地
本
に
お
け
る
版
権
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
捉
え
う
る
好
資
料
群

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
中
村
座
の
伝
本
に
は
刊
年
と
「
蔵
板
」「
再

板
」「
改
板
」
な
ど
の
記
載
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
他
の
二
座
よ
り

江
戸
版
長
唄
正
本
に
お
け
る
株
板
化
の
動
き

―
―
中
村
座
を
事
例
と
し
て
―
―

漆
﨑
ま
り
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に
つ
い
て
は
『
義
太
夫
本
公
訴
一
件（

6
）』

の
「
あ
つ
ま
の
ふ
み
や
」（
江
戸
地
本

問
屋
〔
抜
本
版
行
者
〕
側
の
記
録
）
に
断
片
的
に
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
以
下
は

西
宮
新
六
が
、
三
河
屋
喜
兵
衛
方
の
抜
本
の
元
株
主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
奉

行
所
よ
り
江
戸
に
お
け
る
義
太
夫
本
の
始
末
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
天
保
三
年

十
一
月
十
九
日
付
け
で
こ
れ
に
返
答
し
た
書
面
の
一
部
分
で
あ
る
。
西
宮
新
六

は
江
戸
で
は
古
参
の
義
太
夫
本
版
元
で
、
伝
本
は
少
な
い
が
長
唄
本
を
も
版
行

し
て
い
る
。

尤
義
太
夫
本
ニ
不
限
、
長
唄
本
其
外
常
盤マ

マ

津
・
冨
本
・
清
元
・
新
内
節
等

ニ
至
る
ま
て
仲
間
行
事
之
改
は
仕
来
り
不
申
候
。
此
義
は
芝
居
ニ
而
狂
言

ニ
興
行
致
し
、
且
は
太
夫
共
門
弟
其
外
江
稽
古
本
ニ
相
用
ひ
候
事
故
、
前

〻
よ
り
新
規
ニ
出
来
之
分
ニ
而
も
其
時
〻
改
は
無
之
候
。
尤
何
節
ニ
不
寄

稽
古
本
抔
は
文
章
左
而
已
正
敷
品
ニ
而
も
無
之
事
故
、
少
〻
宛
は
尾
籠
之

文
句
抔
も
有
之
趣
ニ
而
、
改
之
義
は
前
〻
よ
り
地
本
問
屋
行
事
ニ
而
も
致

不
申
候
而
取
扱
来
候
。
此
義
は
、
地
本
問
屋
行
事
被　

召
出
御
尋
被
遊
候

得
は
、
相
訳
申
候
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸
で
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
十
月
に
地
本
問
屋
仲
間

の
行
事
改
め
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
も
、
長
唄
や
豊
後
系
浄
瑠
璃
の
音
曲
本
は
新

本
改
め
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

芝
居
に
使
わ
れ
た
音
曲
は
上
演
に
際
し
検
閲
を
経
て
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

も
顕
著
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る（

2
）。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
中
村
座
を
取
り

上
げ
て
、
そ
の
版
行
形
態
の
変
化
か
ら
読
み
取
れ
る
版
権
の
あ
り
様
を
検
討
し

て
い
く
。

　

な
お
、
長
唄
本
に
は
様
々
な
版
元
に
よ
る
異
版
が
伝
存
し
て
お
り
、
本
稿
で

は
、
上
演
時
に
座
と
専
属
関
係
に
あ
る
版
元
か
ら
版
行
さ
れ
た
も
の
を
「
長
唄

正
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。

一　

地
本
と
し
て
の
長
唄
正
本

　

近
世
に
お
け
る
版
権
を
表
す
言
葉
に
「
板
株
（
株
板
）」
が
あ
る
。
こ
の
「
板

株
（
株
板
）」
と
は
、
版
木
（
自
前
で
作
っ
た
場
合
、
譲
り
受
け
た
場
合
、
摩
滅
・

消
失
な
ど
に
よ
っ
て
現
存
し
な
い
場
合
が
あ
る
）
に
付
随
す
る
、
そ
の
板
木
を
用

い
て
独
占
的
に
出
版
・
販
売
を
行
う
権
利
と
捉
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

板
株
の
独
占
的
権
利
を
保
証
す
る
に
は
、
仲
間
の
結
成
と
そ
の
公
認
が
必
要
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

物
の
本
（
書
物（

3
））

の
場
合
、
江
戸
で
は
板
株
の
権
利
は
、
書
物
問
屋
仲
間
行

事
の
吟
味
を
経
た
上
で
、
奉
行
所
か
ら
改
板
許
可
が
下
付
さ
れ
、「
株
帳
」
に

登
録
さ
れ
て
初
め
て
発
生
す
る（

4
）。

　

一
方
、
地
本（

5
）の

場
合
は
、
板
株
の
吟
味
は
寛
政
二
年
十
月
に
地
本
問
屋
仲
間

行
事
に
よ
る
新
本
改
め
の
制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
と
な
る
よ
う
で
、
物
の
本

に
比
べ
て
簡
便
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
長
唄
正
本
に
対
す
る
扱
い
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（
う
す
も
の
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
案
内
と
し
て
芝
居
茶
屋
か

ら
配
ら
れ
、
ま
た
、
観
劇
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
芝
居
町
を
中
心
に
絵
草
紙

屋
か
ら
も
販
売
さ
れ
て
い
た
。
三
升
屋
二
三
治
の
『
作
者
年
中
行
事
』（
嘉
永

元
年
成
立
）
の
三
の
巻
、
豊
後
節
の
薄
物
に
関
す
る
部
分
で
は
、
次
の
よ
う
な

記
述
も
見
ら
れ
る
。

一
、 

薄
も
の
板
行
し
て
楽
や
へ
配
り
て
後
、
家
元
よ
り
け
い
こ
に
出
る
。

此
本
出
来
ざ
る
内
は
、
け
い
こ
に
出
し
事
な
し
。（
以
下
略
）

一
、 

流
儀
〳
〵
に
寄
る
と
は
い
へ
ど
、
作
法
は
旧
家
ゆ
へ
、
ひ
も
の
町
を

元
と
す
る（

8
）。

こ
の
よ
う
に
、
正
本
を
芝
居
内
部
で
の
稽
古
に
用
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

豊
後
節
と
は
宮
古
路
豊
後
か
ら
分
流
し
た
常
磐
津
節
・
富
本
節
・
清
元
節
浄
瑠

璃
で
あ
り
、
檜
物
町
と
は
代
々
常
磐
津
節
の
家
元
文
字
太
夫
の
住
居
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
文
字
太
夫
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
歌
舞
伎
の
音
曲
正
本
に
は
稽
古
本

と
し
て
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
外
部
者
の
稽
古
本
へ
と
展

開
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

正
本
と
偽
版

　

こ
こ
で
は
、
初
版
本
の
選
定
根
拠
を
示
し
、
初
版
と
多
数
伝
存
す
る
異
版
の

そ
の
詞
章
を
載
せ
た
本
は
用
途
や
使
う
人
も
限
ら
れ
、
内
容
も
芝
居
唄
の
文
句

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
先
を
読
み
進
め
る
と
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

近
来
追
〻
被　

仰
渡
有
之
、
両
仲
間
取
締
宜
敷
成
行
、
譬
仲
間
之
者
ニ
而

も
猥
ニ
板
行
彫
刻
は
不
為
致
候
。
前
〻
は
同
渡
世
も
少
く
猥
ニ
板
行
致
来
、

譬
は
百
人
一
首
・
実
語
教
・
庭
訓
往
来
之
類
抔
、
三
ヶ
津
は
不
及
申
、
其

外
ニ
而
も
多
分
類
板
有
之
、
且
江
戸
表
は
書
物
・
地
本
両
仲
間
之
内
ニ
も

沢
山
ニ
類
板
持
来
、
夫
〻
摺
立
渡
世
致
来
候
。
尤
只
今
は
仲
間
内
ニ
而
も
、

年
代
記
・
薼
劫
記
之
類
ニ
而
も
原
板
所
持
無
之
者
、
猥
ニ
彫
立
候
義
は
不

為
致
候
得
共
（
以
下
略（

7
））

す
な
わ
ち
、
以
前
は
類
版
を
た
や
す
く
版
行
で
き
た
が
、
次
第
に
書
物
問
屋
仲

間
・
地
本
問
屋
仲
間
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
り
、
長
年
版
を
重
ね
普
及
度

の
高
い
実
用
書
な
ど
も
近
来
は
原
板
を
所
持
し
て
い
な
い
と
み
だ
り
に
版
行
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

長
唄
正
本
も
地
本
に
入
る
以
上
、
改
め
は
行
わ
れ
な
く
と
も
こ
う
し
た
動
向

を
受
け
、
原
板
を
所
有
し
て
重
版
・
類
版
を
排
除
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

歌
舞
伎
の
音
曲
正
本
・
せ
り
ふ
正
本
は
同
じ
体
裁
を
と
り
、
共
表
紙
（
本
文

と
同
じ
料
紙
か
ら
な
る
表
紙
）
と
三
〜
五
丁
程
度
の
本
文
か
ら
な
り
、「
薄
物
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三
芝
居
番
付
板
元

中
村
勘
三
郎
芝
居 

役
者
附
番
付
や
く
ら
下

上
る
り
長
哥
せ
り
ふ
等 

高
砂
町
横
通
り 

村
山
源
兵
衛

市
村
羽
左
衛
門
芝
居 

役
者
附
番
付 

さ
か
い
町 

中
嶋
や
伊
左
衛
門

同 

や
く
ら
下
上
る

り
長
哥
せ
り
ふ 

た
ち
は
な
町 

い
つ
ミ
や
権
四
郎

森
田
勘
弥
芝
居 

役
者
附
番
付
や
く
ら
下

上
る
り
長
哥
せ
り
ふ
等 

木
挽
町
五
丁
め 

金
井
半
兵
衛（

9
）

と
あ
り
、
興
行
時
に
出
る
出
版
物
に
つ
い
て
座
と
版
元
の
間
に
専
属
関
係
の

あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
番
付
類
や
せ
り
ふ
正
本
・
音
曲
正
本
と
い
っ

た
劇
場
出
版
物
は
、
座
側
か
ら
上
演
ご
と
に
継
続
し
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
座
と
版
元
と
の
間
に
本
来
専
属
的
関
係
が
形
成
さ
れ
や
す
い
と

い
え
る
。
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
、
辻
番
付
、
浄
瑠
璃
正
本
、
長
唄
正
本
、
せ

り
ふ
正
本
と
い
っ
た
劇
場
出
版
物
は
、
村
山
源
兵
衛
が
版
元
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
各
所
蔵
機
関
に
伝
存
す
る
膨
大
な
長
唄
本
の
な
か
か
ら
村

山
版
を
集
め
、
大
名
題
に
よ
っ
て
上
演
順
に
整
理
し
、『
長
唄
原
本
集
成（

10
）』

の

成
果
を
も
取
り
込
み
、
上
演
時
の
正
本
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
表
1
の
三
列
目

に
表
し
た
。

　

中
村
座
の
長
唄
正
本
は
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
か
ら
伝
本
が
あ
り
、
江

戸
の
地
本
問
屋
大
手
の
鱗
形
屋
、
番
付
版
元
中
嶋
屋
、
そ
し
て
江
戸
浄
瑠
璃
正

本
や
役
者
絵
細
版
を
手
が
け
る
伊
賀
屋
が
初
期
の
版
元
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
表

1
で
版
元
1
・
版
元
2
の
欄
を
設
け
て
あ
る
の
は
、
上
演
時
の
も
の
と
見
ら
れ

る
版
が
二
種
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
座
に
出
入
り
す
る
版
元
は

関
係
を
、
本
論
の
最
後
に
添
え
た
表
と
、
59
〜
61
頁
に
掲
げ
る
［
相
生
獅
子
の

図
版
］
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
く
。
表
は
伝
存
本
を
上
演
順
に
並
べ
て
い
っ
た

も
の
で
あ
る
。
表
の
横
軸
は
、
一
列
目
が
上
演
年
（
表
紙
の
大
名
題
に
よ
る
）、

二
列
目
が
外
題
（
長
唄
曲
名
）、
三
列
目
以
後
は
版
元
別
に
伝
本
を
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。
表
は
ひ
と
続
き
の
も
の
で
あ
る
が
、
版
行
形
態
に
よ
っ
て
表
1

か
ら
表
4
に
分
け
、
表
5
は
都
座
へ
、
表
6
は
中
村
座
へ
興
行
権
が
移
動
し
た

の
で
分
け
て
い
る
。
な
お
、
本
論
で
取
り
上
げ
て
い
る
版
に
つ
い
て
は
、
そ
の

部
分
を
太
枠
で
囲
み
見
分
け
や
す
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
各
版
の
所
在
に
つ

い
て
は
、
最
後
の
「
所
蔵
一
覧
」
に
所
蔵
先
と
架
蔵
番
号
を
載
せ
て
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、［
相
生
獅
子
の
図
版
］
に
掲
げ
た
正
本
と
異
版
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
。
図
版
の
右
側
が
表
紙
、
左
側
は
本
文
の
最
初
の
半
丁
で
あ
る
。

　
「
相
生
獅
子
」
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
二
月
に
中
村
座
で
「
曽
我
模
𧚄
も
よ
う

愛
護
若
松
」
の
第
二
番
目
に
上
演
さ
れ
た
長
唄
曲
で
あ
る
。
す
べ
て
の
版
種
を

載
せ
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
で
き
な
か
っ
た
が
、
流
行
曲
で
あ
っ
た
た
め
異

版
が
非
常
に
多
く
出
て
い
る
。
表
紙
の
左
側
上
に
外
題
す
な
わ
ち
曲
名
が
「
相

生
獅
子
」
と
あ
り
、
右
上
の
演
奏
者
連
名
の
横
に
大
名
題
が
「
曽
我
𧚄
愛
護
若

松
」
と
各
版
に
共
通
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
絵
や
文
字
の
書
体
に
は

時
代
様
式
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
刊
年
の
記
載
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
ど

れ
が
初
版
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
問
題
と
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
演
劇
書
か
ら
長
唄
正
本
の
版
元
に
関
す
る
記
述
を
ひ
ろ
っ
て
み
る

と
、『
新
成
明
和
伎
鑑
』（
明
和
六
年
〔
一
七
六
九
〕
十
月
刊
）
に
、
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㋑　
無刊記版　松浦史料博物館

㋒　�
富士屋小十郎版　国立音楽大学
附属図書館竹内文庫 07-0005

㋐　
村山源兵衛版　上田図書館花月
文庫 335

［相生獅子の図版］
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㋔　�
森田屋金蔵版　国立音楽大学附
属図書館竹内文庫 07-0015

㋕　
�伊賀屋勘右衛門版　国立音楽大
学附属図書館竹内文庫 07-0011

㋓　�
沢村屋利兵衛版　国立音楽大学
附属図書館竹内文庫 07-0018
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限
定
さ
れ
て
は
い
た
が
複
数
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
と
十
一
年
（
一
七
六
一
）

に
は
市
村
座
の
専
属
版
元
泉
屋
権
四
郎
の
名
も
見

え
る
が
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
は
村
山

源
兵
衛
が
「
中
村
座
は
ん
も
と
」
と
奥
書
に
記
し

始
め
、
中
村
座
と
独
占
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
が

見
て
と
れ
る
。
さ
ら
に
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

頃
か
ら
村
山
源
兵
衛
版
の
奥
書
に
は
「
中
村
座
板

元
」「
正
銘
板
元
」
の
表
記
が
多
く
見
ら
れ
、
村

山
が
正
本
版
元
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。［
相
生
獅
子
の
図
版
］
で
は
㋐
が
村

山
源
兵
衛
版
で
、
上
演
時
に
出
さ
れ
た
正
本
と
な

る（
11
）。

長
唄
正
本
は
、
新
作
の
長
唄
曲
が
芝
居
で
上

演
さ
れ
る
と
き
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

表
紙
に
大
名
題
（
狂
言
名
題
）
が
あ
れ
ば
刊
年
は

必
要
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
次
頁

の
図
版
㋘
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
三
月
上

演
の
市
村
座
の
長
唄
正
本
で
あ
る
。
奥
書
に
「
市

村
座
新
き
や
う
げ
ん
は
ん
も
と
」
と
あ
り
、
市
村

座
で
は
中
村
座
よ
り
三
十
年
近
く
前
に
座
の
専
属

版
元
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

㋗　
蔦屋重三郎版　国立音楽大学附
属図書館竹内文庫 07-0013

㋖　
濱松屋幸助版　国立音楽大学附
属図書館竹内文庫 07-0014
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㋙-a　�
村山源兵衛版　早稲田大学演劇
博物館安田文庫特イ11-1212-
11J

㋙-b　�
本屋儀兵衛版　早稲田大学演劇
博物館安田文庫特イ11-1212-
93E

㋘　�
泉屋権四郎版　早稲田大学演劇
博物館特ト 13-417-1
（表紙と終丁裏）
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の
ま
ま
版
下
に
用
い
て
い
る
も
の
は
Ａ
1
、
村
山
版
を
版
下
と
し
な
が
ら
部
分

的
に
手
を
加
え
て
い
る
も
の
は
Ａ
2
、
村
山
版
の
意
匠
を
参
考
に
版
下
を
作
り

直
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
Ａ
3
と
識
別
し
て
、
表
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
識
別
方
法
を
具
体
的
に
説
明
す
る
と
、［
相
生
獅
子
の
図
版
］
に
お
い

て
は
、
㋑
の
無
刊
記
版
の
本
文
が
こ
の
Ａ
2
に
あ
た
る
。
本
文
の
第
四
行
の
六

文
字
目
、
同
行
の
下
か
ら
五
文
字
目
、
最
終
行
の
九
文
字
目
に
つ
い
て
、
村
山

版
と
用
字
が
異
な
っ
て
い
る
（
表
紙
に
つ
い
て
も
版
面
の
流
用
が
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
注
（
1
）
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
ま
た
、
本
屋
儀
兵
衛
版

の
例
と
し
て
、「
衣
か
づ
き
思
破
車
」（
表
紙
と
本
文
初
丁
表
）
の
図
版
を
㋙
に

掲
げ
た
。
㋙
―
ａ
村
山
版
に
対
し
て
㋙
―
ｂ
本
屋
儀
兵
衛
版
の
本
文
は
、
や
は

り
Ａ
2
の
関
係
に
あ
る
の
だ
が
、
音
曲
本
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
墨
譜

や
文
字
譜
も
そ
の
ま
ま
流
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
元
版
と
の
間
に
版
面
の
覆
刻
関
係
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
伊
賀

屋
や
村
山
源
兵
衛
と
相
版
を
組
ん
で
い
な
い
場
合
に
は
、
偽
版
（
無
断
出
版
物
）

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。「
中
村
座
板
元
」
と
村
山
版
の
奥
書
に
入
る
例
が

多
く
な
る
の
も
、
偽
版
に
対
す
る
対
抗
策
と
受
け
取
れ
る（

13
）。

　

重
版
・
類
版
の
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
『
上
組
済
帳

標
目
』
に
残
さ
れ
た
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
正
月
に
江
戸
十
軒
店
月
行

事
が
役
所
へ
差
し
上
げ
た
文
書
が
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
屋
仲
間

（
江
戸
で
は
書
物
問
屋
仲
間
）
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
述

の
『
義
太
夫
本
公
訴
一
件
』
か
ら
、
二
代
目
の
蔦
屋
重
三
郎
の
倅
祐
助
が
天
保

　

再
び
［
相
生
獅
子
の
図
版
］
に
戻
る
と
、
村
山
版
㋐
と
非
常
に
よ
く
似
た
版

面
が
、
下
の
㋑
に
あ
る
。
こ
れ
は
無
刊
記
版
で
あ
る
。
版
元
名
を
記
さ
な
い
こ

と
自
体
が
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
出
版
条
令
に
照
ら
し
て
疑
わ
し
い
存

在
と
見
な
さ
れ
よ
う（

12
）。

こ
の
無
刊
記
版
は
、
文
字
の
入
り
方
や
跳
ね
方
な
ど
の

細
部
に
違
い
が
見
つ
か
り
、
彫
り
も
全
体
的
に
堅
い
印
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

村
山
版
を
版
下
に
用
い
て
被
せ
彫
り
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
村
山
版
の
表

紙
の
版
元
名
部
分
を
削
除
し
て
、「
中
む
ら
」
と
入
れ
、「
座
」
の
文
字
は
除
か

れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
絵
の
部
分
に
つ
い
て
は
頭
部
の
扇
や
牡
丹
の

葉
に
手
を
加
え
、
着
物
の
柄
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
、
変
体

仮
名
を
数
箇
所
変
え
て
あ
り
、
意
図
的
に
版
下
に
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。

　
「
相
生
獅
子
」
に
は
本
屋
儀
兵
衛
版
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
本
屋
儀
兵
衛

版
に
も
村
山
版
を
版
下
に
用
い
て
被
せ
彫
り
し
た
と
見
ら
れ
る
版
が
多
く
見
つ

か
る
。
そ
こ
で
、
正
本
と
そ
の
異
版
に
つ
い
て
版
面
の
比
較
を
詳
細
に
行
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、
伊
賀
屋
版
や
村
山
版
を
版
下
に
流
用
し
て
い
る
の
は
本
屋
儀
兵

衛
版
と
無
刊
記
版
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
本
屋
儀

兵
衛
版
や
無
刊
記
版
は
市
村
座
や
森
田
座
の
正
本
に
対
し
て
も
、
同
じ
手
法
を

と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
表
1
の
正
本
の
欄
（
す
な
わ
ち
版
元
1
と
2
）
の
右
側
に
、
本
屋

儀
兵
衛
版
・
無
刊
記
版
の
欄
を
設
け
、
正
本
に
対
す
る
本
文
の
流
用
関
係
を
表

し
て
み
た
。
表
で
は
、
伊
賀
屋
版
村
山
版
を
元
版
に
し
て
、
版
元
名
以
外
を
そ
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義
太
夫
抜
本
の
伝
本
調
査
を
十
分
に
行
っ
て
お
ら
ず
、
丸
本
と
抜
本
の
脈
絡
か

ら
こ
の
引
用
部
分
を
読
み
解
く
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
た
だ
「
外
持

ち
主
の
摺
本
を
以
て
板
下
に
仕
り
彫
刻
致
す
」
と
い
う
記
述
は
、
断
片
的
で
は

あ
る
が
、
丸
本
と
抜
本
の
関
係
を
斟
酌
せ
ず
と
も
、
重
版
の
内
容
を
具
体
的
な

手
法
に
よ
っ
て
説
明
す
る
証
言
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
蔦
屋
は
地
本
問
屋
行
事
を
務
め
、
富
本
正
本
の
版
元
で
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
重
版
に
対
す
る
認
識
は
、
音
曲
正
本
の
版
行
に
携
わ
る
地
本
問
屋
の

間
で
、
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
引
用
部
分
を
、
本
屋
儀
兵
衛
版
・
無
刊
記
版
か
ら
読
み
取
れ
る
版
面
の

状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
Ａ
1
は
重
版
。
Ａ
2
・
Ａ
3
も
外
持

ち
主
の
版
の
流
用
で
あ
る
か
ら
重
版
と
な
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
重
版
に
対
す
る

抜
け
道
と
し
て
、
江
戸
で
通
用
し
て
い
た
手
法
で
あ
っ
た
可
能
性
も
窺
え
る
。

だ
が
、
い
ず
れ
も
伊
賀
屋
や
村
山
の
上
演
時
に
正
本
を
出
す
権
利
に
不
正
参
入

し
よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

表
1
で
見
る
と
、
宝
暦
期
〜
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
三
月
の
間
、
村
山
源

兵
衛
版
に
酷
似
す
る
版
が
正
本
と
並
行
し
て
出
て
お
り
、
村
山
は
事
実
上
の
重

版
に
よ
っ
て
、
初
版
を
出
す
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
た
だ
、
本
屋
儀
兵
衛
版
や
無
刊
記
版
に
お
い
て
は
、
座
名
か
ら
「
座
」

を
除
く
表
記
が
よ
く
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
許
の
興
行
権
者
で
あ
る
座
元

に
対
し
憚
り
が
あ
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
、
正
本
と
の
差
別
化
は
一
応
は
か
ら

れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
音
曲
の
詞
章
や
上
演
情
報
は
座
か
ら
提
供
さ
れ
る
も

四
年
（
一
八
三
三
）
正
月
二
十
六
日
付
で
寺
社
奉
行
へ
あ
て
た
返
答
書
の
一
部

を
、
地
本
（
江
戸
の
草
紙
類
）
に
お
け
る
重
版
の
参
考
資
料
と
し
て
引
用
す
る
。

大
坂
の
丸
本
株
所
持
者
で
あ
る
紙
屋
与
右
衛
門
と
糸
屋
七
五
郎
が
、
三
河
屋
喜

兵
衛
・
蔦
屋
重
三
郎
の
ほ
か
江
戸
の
抜
本
版
行
者
三
人
を
相
手
取
り
寺
社
奉
行

に
出
訴
し
た
た
め
、
江
戸
の
抜
本
版
行
者
や
地
本
問
屋
行
事
が
吟
味
を
受
け
、

抜
本
版
行
の
来
歴
や
慣
行
に
つ
い
て
文
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
体
重
板
与
申
儀
は
、
外
持
主
之
摺
本
を
以
板
下
ニ
仕
、
彫
刻
致
候
を
重

板
与
唱
申
候
。
重
三
郎
方
ニ
而
売
候
稽
古
本
之
儀
は
、
板
下
別
ニ
相
認
彫

刻
仕
候
得
は
、
全
重
板
与
申
義
は
更
ニ
無
之（

14
）

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
外
持
ち
主
の
摺
本
（
す
な
わ
ち
他
人
が

板
株
と
版
木
を
所
有
し
て
摺
っ
た
版
）
を
版
下
に
と
っ
て
彫
刻
す
る
と
重
版
に
な

る
。
一
方
、
蔦
屋
重
三
郎
の
版
行
す
る
稽
古
本
は
、
版
下
を
別
に
認
め
彫
刻
し

て
い
る
の
で
重
版
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、「
板
下
別
に
相

認
め
」
と
い
う
の
は
、
蔦
屋
重
三
郎
が
抜
本
株
と
版
木
を
地
本
問
屋
仲
間
の
濱

松
屋
幸
助
か
ら
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
中
に
譲
り
受
け
て
い
る
こ
と
や
、
版

下
は
江
戸
で
操
座
に
出
勤
す
る
太
夫
か
ら
直
に
受
け
取
る
下
書
か
ら
作
成
し
て

い
る
こ
と
が
引
用
部
分
の
前
後
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
丸
本
を
流
用
し
た
版

下
作
り
を
意
味
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
し
か
し
、
大
坂
の
丸
本

株
所
持
者
か
ら
抜
本
株
は
無
株
と
認
識
さ
れ
て
い
る
）。
筆
者
は
あ
い
に
く
江
戸
版
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目　

宇
多
閣　

本
屋
儀
兵
衛（

15
）」

と
出
て
く
る
た
め
、
本
屋
儀
兵
衛
は
文
化
期
頃

（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
七
）
に
は
芝
居
町
の
入
り
口
で
あ
る
江
戸
橋
四
日
市
か
ら

移
転
し
て
、
長
唄
本
の
版
行
か
ら
手
を
引
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　

正
本
版
元
の
村
山
源
兵
衛
は
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
を
明
治
期
に
わ
た
っ
て

版
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
村
座
の
専
属
版
元
で
あ
る
泉
屋
権
四
郎
は
紅
絵
の

一
枚
摺
り
を
始
め
た
版
元
で
あ
り
、
森
田
座
の
専
属
版
元
江
見
屋
も
錦
絵
の
見

当
の
考
案
者
と
し
て
知
ら
れ
る
版
元
で
あ
る
。
ゆ
え
に
表
1
〜
表
3
の
時
期
に

お
け
る
三
座
の
専
属
版
元
は
、
芝
居
絵
や
劇
場
出
版
物
を
専
門
に
扱
う
中
小
規

模
の
出
版
工
房
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
時
期
ま
で
の
版
行
上
の
特
徴
は
、
座
と
専
属
関
係
に
あ
る
版
元
が
形
成

さ
れ
、
長
唄
正
本
の
版
行
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

版
行
の
権
利
は
、
新
作
の
上
演
時
（
す
な
わ
ち
初
版
）
に
限
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
座
の
専
属
版
元
（
中
村
座
に
あ
っ
て
は
村
山
源
兵

衛
）
に
よ
る
再
版
本
が
伝
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る（

16
）。

先
に
引
用
し
た
『
明
和
伎

鑑
』
に
「
三
芝
居
番
付
版
元
」
と
括
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
基
本
的
に

は
一
興
行
で
板
木
を
使
い
切
る
一
過
性
の
出
版
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
、
座
の
専
属
版
元
が
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
の
利
権
に
不
正
参
入
し
よ

う
と
す
る
偽
版
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
表
1
〜
表
3
は
、
偽
版
の
版
行
状
況

を
示
す
た
め
に
、
正
本
の
版
元
で
あ
る
伊
賀
屋
版
や
村
山
版
と
、
本
屋
儀
兵
衛

版
・
無
刊
記
版
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
関
係
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
偽
版
が
横
行
す
る
背
景
に
は
座
側
の
容
認
姿
勢

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
宣
伝
の
益
を
と
っ
て
黙
認
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

三　

相
版
化

　

表
1
に
続
い
て
、
表
2
の
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
十
一
月
か
ら
、
村
山
源

兵
衛
は
本
屋
儀
兵
衛
と
相
版
を
組
む
よ
う
に
な
る
。
重
版
・
類
版
は
、
版
元
に

と
っ
て
版
の
作
製
に
か
か
る
経
費
の
回
収
を
妨
げ
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

版
元
を
相
版
元
に
す
る
こ
と
は
よ
く
と
ら
れ
る
方
法
で
あ
っ
た
。
表
1
の
状
態

か
ら
脱
し
、
一
応
弁
済
措
置
が
と
れ
る
よ
う
に
状
況
が
変
化
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
ま
た
、
村
山
源
兵
衛
が
本
屋
儀
兵
衛
を
相
版
元
に
す
る
と
、
無
刊
記

版
も
出
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
無
刊
記
版
は
本
屋
儀
兵
衛
が
出
し
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
。

　

だ
が
、
表
3
の
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
一
月
か
ら
、
村
山
源
兵
衛
は
松

本
屋
万
吉
を
相
版
元
と
す
る
。
本
屋
儀
兵
衛
は
相
版
元
か
ら
は
ず
れ
、
天
明
二

年
（
一
七
八
二
）
十
一
月
上
演
の
「
め
り
や
す
雪
月
花
」
を
単
独
で
版
行
し
て

い
る
が
、
こ
の
表
紙
で
は
座
名
が
「
中
村
」
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
「
座
」

の
文
字
が
入
っ
て
い
な
い
。

　
『（
画
入
読
本
）
外
題
作
者
画
工
書
肆
名
目
集
』
に
「
一
、
貸
本
屋
世
利
本
渡

世
の
者
に
て
手
広
に
い
た
し
候
者
名
前
」
と
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
南
鍋
町
一
丁
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鬢
付
油 

堺
町 

家
主 

沢
村
屋
利
兵
衛

絵
草
紙
商
仕
、
目
印
丸
に
い
の
字
紋
所
付
申
候
、
延
享
二
年
開
店
二
代

目
宗
十
郎
持
也
、

天
明
の
頃
今
の
利
兵
衛
引
受
け
た
り（

19
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
沢
村
庄
五
郎
と
沢
村
屋
利
兵
衛
は
同
じ
人
物
の
可
能
性
が

高
い
。
沢
村
屋
利
兵
衛
は
、
二
代
目
宗
十
郎
の
芝
居
町
に
よ
く
あ
る
役
者
グ
ッ

ズ
を
扱
う
油
店
（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
）
を
引
き
継
い
で
絵
草
紙
屋
を
兼
ね
た
店

を
経
営
し
て
お
り
、
堺
町
の
家
主
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

先
に
引
用
し
た
『
明
和
伎
鑑
』
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
刊
行
で
あ
っ

た
が
、
三
升
屋
二
三
治
の
『
賀
久
屋
寿
々
免
』（
弘
化
二
年
〔
一
八
四
五
〕
秋
脱

稿
）
第
三
巻
に
も
、
劇
場
出
版
物
と
専
属
版
元
の
関
係
を
示
す
記
述
が
あ
る
の

で
、
そ
の
部
分
を
掲
出
し
よ
う
。

　
　

三
芝
居
板
元

中
村
座 

役
者
附

番
附 

せ
と
も
の
町 

村
山
源
兵
衛

同 

絵
本
お
ふ
む
石
長

う
た
薄
も
の
本 

さ
か
い
町 

沢
村
利
兵
衛

市
村
座 

番
附
絵
付
お
ふ
む

石
長
う
た
薄
も
の 

 

山
本
重
五
郎

同 

役
者
附 

 

福
地
茂
兵
衛

森
田
座 

番
附
絵
本
役
者
附
う

す
も
の
お
ふ
む
石 

田
所
町 

小
川
半
助

 

河
原
崎
座
と
も 

の
で
あ
る
。
し
か
し
、［
相
生
獅
子
の
図
版
］
に
掲
げ
た
㋒
〜
㋗
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
非
常
に
流
行
っ
た
曲
は
本
屋
儀
兵
衛
版
や
無
刊
記
版
の
ほ
か
に
、
多

く
の
版
元
が
版
行
を
手
が
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
異
版
に
つ
い
て
は
、
表
の
本

屋
儀
兵
衛
版
と
無
刊
記
版
の
横
に
欄
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

［
後
版
］
と
し
て
別
表
に
ま
と
め
て
お
り
、
本
稿
の
「
五
」
で
触
れ
る
こ
と
と

す
る
。

四　

版
元
の
交
代

　

続
く
表
4
で
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
沢
村
庄
五
郎
の
名
が
版
元
に

あ
が
っ
て
く
る
。
沢
村
庄
五
郎
は
、
翌
年
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
三
月
に

『
名
に
響
／
日
出
扇
』
を
刊
行
し
て
い
る（

17
）。

江
戸
か
ら
上
っ
た
中
村
仲
蔵
が
大

坂
中
村
座
で
「
義
経
千
本
桜
」
に
出
た
折
の
芸
評
を
載
せ
た
評
判
記
で
あ
る
。

こ
の
役
者
評
判
記
に
関
す
る
記
述
が
、『
秀
鶴
随
筆
』
坤
の
巻
の
冒
頭
に
次
の

よ
う
に
出
て
く
る
。

江
戸
堺
町
沢
村
油
鄽
（
店
）
よ
り
、
大
坂
評
判
記
参
申
候
、
日
出
扇
、
大

慶
仕
申
候（

18
）

『
東
都
劇
場
沿
革
誌
料
』
上
巻
の
「
役
者
名
目
商
店
の
こ
と
」
に
も
、
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兵
衛
版
は
、
奥
書
に
初
演
時
の
刊
年
が
入
っ
て
い
る
が
、
役
者
絵
や
本
文
の
文

字
の
大
き
さ
・
書
体
か
ら
見
て
後
の
版
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
参
考
と
し
て
、

「
対
面
花
春
駒
」
の
二
カ
月
後
に
上
演
さ
れ
た
長
唄
曲
「
五
月
菊
名
大
津
絵
」

の
正
本
㋟
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
書
体
や
行
数
に
初
版
本
の
体
裁
が
備
わ
り
、
上

演
時
の
刊
年
と
蔵
板
表
記
も
入
っ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、
㋛
に
お
い
て
も
、
こ
の
㋟
と
同
様
に
、
巻
末
に
刊
年
お
よ
び

「
沢
村
蔵
板
」
と
入
る
版
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
が
、
あ
る

い
は
村
山
と
の
関
係
か
ら
蔵
版
の
表
記
を
入
れ
る
の
が
遅
れ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

　

次
に
㋝
の
版
を
見
る
と
、
版
面
が
擦
れ
て
や
や
読
み
取
り
に
く
い
が
奥
書
き

に
、

原
板　

寛
政
三
亥
年
正
月
吉
日

再
板　

文
政
九
戌
年
九
月
吉
〔
日
〕　

沢
村
蔵
板

と
あ
る
。
さ
ら
に
㋞
で
は
版
元
の
欄
に
丸
屋
鉄
次
郎
が
求
版
者
と
し
て
記
さ
れ

て
お
り
、
沢
村
に
は
板
賃
（
版
木
使
用
料
）
収
入
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
正
本
版
元
の
沢
村
屋
利
兵
衛
が
蔵
版
者
と
明
記
さ

れ
、
上
演
時
の
初
版
だ
け
で
は
な
く
、
再
版
を
も
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

再
び
表
に
戻
っ
て
、
都
座
に
興
行
権
が
移
る
表
5
を
見
る
と
、
沢
村
屋
は
初

河
原
崎
座 

役
者
附 

芝
神
明
前 

丸
屋
甚
八

　
　

 
福
地
茂
兵
衛
、
山
本
重
五
郎
ハ
、
名
前
株
持
ち
主
ゆ
ゑ
、
住
所
外
名

前
故
相
糺
さ
す
。
爰
に
し
る
す
の
み
。
両
家
と
も
猿
若
町
二
丁
目
、

茶
屋
也
。
近
年
三
座
と
も
版
下
、
今
の
清
水
正
七
認
る
。
中
頃
迄
、

山
本
重
五
郎
・
高
麗
屋
金
三
郎
、
番
附
を
書
し
事（

20
）。

『
明
和
伎
鑑
』
の
記
述
と
比
較
す
る
と
、
中
村
座
の
番
付
版
元
が
村
山
源
兵
衛

で
あ
る
ほ
か
は
版
元
が
入
れ
代
わ
っ
て
い
る
。
村
山
源
兵
衛
の
所
在
が
瀬
戸
物

町
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
表
4
の
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
以
降
と
対
応
す

る
。
だ
が
、
森
田
座
の
小
川
半
助
の
住
所
が
田
所
町
と
あ
る
の
で
、
こ
の
記
載

は
享
和
三
年
以
降
の
も
の
と
な
る
。
中
村
座
の
長
唄
薄
物
の
版
元
は
、
さ
か
い

町
沢
村
利
兵
衛
と
な
っ
て
お
り
、
伝
本
の
状
況
と
一
致
す
る
。

　

表
4
を
見
る
と
、
当
初
は
村
山
源
兵
衛
と
相
版
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
が
、

次
第
に
沢
村
屋
が
単
独
で
中
村
座
の
正
本
版
元
と
な
る
様
子
が
わ
か
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
に
伴
い
、
版
行
形
態
に
も
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
正
月
の
上
演
の
「
対
面
花
春
駒
」
を
例
に
と
り
説

明
し
よ
う
。
次
頁
と
次
々
頁
に
［
対
面
花
春
駒
の
図
版
］
を
掲
げ
る
。
右
側
が

表
紙
、
左
側
は
本
文
の
終
丁
裏
で
あ
る
。

　

初
版
は
、
沢
村
屋
利
兵
衛
が
村
山
と
相
版
で
出
し
て
い
る
㋚
の
版
で
あ
る
。

次
い
で
、
同
時
期
に
そ
の
下
の
㋛
の
、
版
元
名
か
ら
村
山
と
記
さ
れ
た
部
分
を

削
り
と
っ
た
同
版
本
が
出
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
㋜
の
沢
村
屋
利
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㋚　
村山源兵衛版・沢村屋利兵衛
相版　早稲田大学演劇博物館
安田文庫特イ11-1212-26C

㋛　
沢村屋利兵衛版　早稲田大学
演劇博物館特ト13-443-92

㋜　
沢村屋利兵衛版（寛政三年刊
記）　国立音楽大学附属図書
館竹内文庫 07-0803

［対面花春駒の図版］
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㋝　
沢村屋利兵衛再版（文政九年）��
国立音楽大学附属図書館竹内文
庫 07-0808

㋞　
沢村屋利兵衛原版・丸屋鉄次郎
求版　国立音楽大学附属図書館
竹内文庫 07-0811

㋟　
「五月菊名大津絵」沢村屋利兵
衛版　早稲田大学演劇博物館安
田文庫特イ 11-1212-26D
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正
本
は
、
三
座
と
も
に
版
行
形
態
の
変
化
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五 　
「
後
版
」
グ
ル
ー
プ

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
再
度
59
〜
61
頁

に
掲
げ
た
［
相
生
獅
子
の
図
版
］
を
見
て
み
た
い
。
相
生
獅
子
の
版
種
は
、
次

の
三
つ
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
上
演
時
正
本
と
し
て
の
村
山
版
㋐
。

② 

村
山
版
が
出
た
直
後
に
村
山
版
を
流
用
し
て
作
ら
れ
、
観
劇
時
の
需
要

に
便
乗
し
た
と
見
ら
れ
る
偽
版
㋑
。

③ 

㋒
か
ら
㋗
の
版
は
、
上
演
後
時
を
隔
て
て
、
流
行
っ
た
曲
を
需
要
に
応

じ
て
様
々
な
版
元
が
版
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
「
後
版

グ
ル
ー
プ
」
と
位
置
付
け
て
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
な
か
に
㋓
の
沢

村
版
が
入
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
③
は
別
表
「
後
版
」
に
し
て
、
表
6
の
後
に
掲
げ
て
い
る（

22
）。

◎
印
は
版
種

が
複
数
伝
存
す
る
こ
と
を
示
す
。「
後
版
」
表
を
見
る
と
、
冨
士
屋
小
十
郎
以

下
、
多
田
屋
利
兵
衛
ま
で
十
二
軒
の
版
元
が
版
行
を
手
が
け
て
い
る
。
人
気
曲

で
需
要
が
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
版
元
が
版
次
を
重
ね
て
後
々
ま
で
版
行
し
た

の
で
あ
ろ
う
。「
後
版
」
の
表
紙
に
は
「
稽
古
本
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
例
も

版
に
お
い
て
は
相
版
元
あ
る
い
は
賣
所
と
し
て
名
を
出
し
て
い
る
が
、
再
版
は

単
独
で
版
行
し
て
い
る
。
次
に
、
中
村
座
に
興
行
権
が
戻
る
表
6
に
な
る
と
、

沢
村
屋
は
版
元
に
戻
り
、
再
版
に
際
し
て
も
沢
村
屋
と
他
の
版
元
と
の
相
版
の

か
た
ち
が
と
ら
れ
て
い
て
、
沢
村
の
原
版
に
対
す
る
所
有
権
が
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
寛
政
期
以
降
に
中
村
座
で
上
演
さ
れ
た
長

唄
曲
で
、
沢
村
屋
以
外
の
版
元
が
沢
村
と
相
版
を
組
ま
ず
に
版
行
し
て
い
る
の

は
、
一
例
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
十
一
月
上
演
の

「
牛う

し
か
い
む
ろ
の
こ
の
は
な

飼
室
梅
花
」
山
本
平
吉
・
和
泉
屋
市
兵
衛
の
相
版
本
で
、
表
6
で
は
便
宜

上
「
沢
村
屋
版
Ⅱ
種
」
の
欄
に
入
れ
て
あ
る
。

　

な
お
、「
蔵
板
」
の
表
記
は
中
村
座
の
沢
村
利
兵
衛
版
に
の
み
見
ら
れ
、
市

村
座
・
森
田
座
の
正
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
確
認
で
き
た
の
み
で
あ
る（

21
）。

だ
が
、
市
村
座
・
河
原
崎
座
に
お
い
て
も
、
多
少
の
時
期
的
な
ず
れ
は
生
じ
て

い
て
も
、
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
座
の
専
属
版
元
が
交
代
し
、
こ
れ
に
伴
い

初
版
だ
け
で
は
な
く
再
版
を
も
出
す
か
た
ち
に
長
唄
正
本
の
版
行
形
態
が
変
化

す
る
。
市
村
座
で
は
天
明
四
年
に
控
櫓
の
桐
座
へ
興
行
権
が
移
り
、
長
唄
正
本

の
版
元
も
泉
屋
権
四
郎
か
ら
冨
士
屋
小
十
郎
へ
代
わ
る
。
そ
し
て
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
十
一
月
に
桐
座
か
ら
市
村
座
へ
興
行
権
が
戻
る
の
だ
が
、
そ
の

際
に
版
元
も
市
村
茂
兵
衛
・
山
本
重
五
郎
・
冨
士
屋
小
十
郎
の
相
版
へ
と
代

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
十
一
月
に
は
森
田
座
に
お
い

て
も
興
行
権
が
河
原
崎
座
に
移
行
し
、
長
唄
正
本
の
版
元
が
小
川
半
助
に
代
わ

る
（
詳
し
く
は
注
（
1
）
拙
稿
参
照
の
こ
と
）。
こ
の
よ
う
に
、
江
戸
版
の
長
唄
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い
た
時
代
の
作
品
に
つ
い
て
、
再
版
本
を
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
場
合
に
は
座
と
版
元
と
の
間
に
特
定
の
関
係
は
存
在
せ
ず
、
三
座
の
い
ず
れ

か
で
当
た
っ
て
流
行
っ
た
作
品
を
版
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
村
座
の
長
唄
正
本
に
お
い
て
株
板
化
は
、
寛
政
期
に

起
き
た
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
「
後
版
」
に
お
い
て
、
沢
村
屋
利
兵
衛
は
中
村
座
の
専
属
版

元
と
し
て
、
村
山
版
の
版
権
を
引
き
継
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
正
本
の
版
行

に
お
い
て
、
沢
村
屋
は
当
初
村
山
と
相
版
を
組
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
可
能
性

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
「
後
版
」
表
の
沢
村
屋
利
兵
衛
の
欄
を
下
に
見
て
い
く
と
、
三
段
目
の
「
京

鹿
子
娘
道
成
寺
」
の
複
数
あ
る
版
種
の
う
ち
の
一
種
に
「
沢
村
屋
利
兵
衛
正
」

と
見
つ
か
る
。
だ
が
そ
れ
以
外
は
、
村
山
源
兵
衛
と
の
相
版
は
見
当
た
ら
ず
、

十
二
の
版
元
の
な
か
で
沢
村
屋
が
正
本
版
元
で
あ
る
こ
と
を
示
す
徴
証
は
出
て

こ
な
い
。

　

た
だ
、
沢
村
屋
版
に
「
再
板
」
と
入
っ
て
い
る
の
が
目
に
付
く
。
こ
れ
は
お

そ
ら
く
、
村
山
版
の
再
版
と
い
う
よ
り
は
、
沢
村
自
身
の
作
っ
た
原
版
に
対
す

る
再
版
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
市
村

座
上
演
作
品
の
「
後
版
」
に
お
い
て
も
、
沢
村
版
に
は
「
再
板
」
と
入
れ
て
あ

る
例
が
多
く
見
つ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
元
来
、
沢
村
屋
利
兵
衛
版
に
は
他
の
版

元
に
は
見
ら
れ
な
い
蔵
版
者
や
版
次
（
刷
次
の
場
合
も
あ
り
）
に
つ
い
て
の
情

少
な
く
な
い
。

　

重
要
な
点
は
、「
後
版
」
の
長
唄
曲
は
、
い
ず
れ
も
初
演
が
表
1
〜
表
3
の

時
期
で
あ
る
こ
と
だ
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
後
版
」
表
は
、
沢
村
屋
利
兵
衛
が
中

村
座
の
版
元
と
な
る
前
の
時
期
の
、
座
と
の
間
に
独
占
的
な
版
行
の
権
利
は
成

立
し
て
い
て
も
、
蔵
版
と
い
う
意
識
が
ま
だ
な
か
っ
た
た
め
に
、
複
数
の
版
元

が
再
版
を
出
せ
る
状
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
に
も
例
外
が
一
つ
存
在
す
る
。「
一
奏
現
在
道
成
寺
」
は
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）
三
月
上
演
の
長
唄
曲
で
、
初
版
の
正
本
は
伊
賀
屋
か
ら
出
て
い
る
。

再
版
本
が
国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
の
竹
内
文
庫
に
あ
り
、
大
字
六
行
本
で
、

「
後
版
」
の
体
裁
を
と
る
。
こ
れ
に
は
版
元
名
が
「
元
は
ま
町
伊
賀
屋
勘
右
衛

門
原
板
／
ふ
き
や
町
冨
士
屋
小
十
郎
再
板
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
賀
屋
勘
右

衛
門
は
「
義
太
夫
本
公
訴
一
件
」
の
な
か
に
地
本
問
屋
仲
間
行
事
と
し
て
そ
の

名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
冨
士
屋
に
対
し
あ
る
い
は
原
版
の
権
利
を
主
張
で

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
表
4
の
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
以
降
と
表
6
、
す
な
わ
ち
沢
村

屋
利
兵
衛
が
中
村
座
の
長
唄
正
本
の
版
元
に
な
っ
て
か
ら
は
、
沢
村
の
原
版
所

有
者
と
し
て
の
権
利
は
再
版
時
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
守
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
専
属
以
外
の
版
元
が
沢
村
屋
と
相
版
を
組
む
こ

と
な
く
版
行
を
行
う
こ
と
は
起
き
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
た
「
牛
飼
室
梅
花
」

山
本
平
吉
・
和
泉
屋
市
兵
衛
相
版
本
が
例
外
的
に
見
つ
か
る
の
み
で
あ
る
。

　
「
後
版
」
グ
ル
ー
プ
の
版
元
は
、
出
版
の
権
利
が
ま
だ
上
演
時
に
限
ら
れ
て
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「
後
版
」
の
存
在
に
よ
っ
て
も
、
寛
政
期
に
株
板
化
の
起
き
て
い
る
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
た
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
変
化
が
な
ぜ
起
き
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

表
4
で
再
度
確
認
す
る
と
、
中
村
座
で
沢
村
庄
五
郎
の
名
が
版
元
に
挙
が
っ

て
く
る
の
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
沢
村
屋
利
兵

衛
に
よ
る
再
版
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月
上
演
作
品
の
「
八
朔
梅
月

の
霜
月
」
か
ら
と
な
る
。
そ
の
沢
村
屋
利
兵
衛
版
Ⅰ
種
の
再
版
本
の
奥
書
に
は

「
寛
政
元
酉
年
七
月
吉
日　

再
板　

沢
村
蔵
板
」
と
あ
る
の
だ
が
、
沢
村
の
蔵

版
は
初
演
時
と
見
て
一
応
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
伝
本
上
は
、
こ
の
作
品
か
ら
沢

村
屋
利
兵
衛
が
再
版
・
再
々
版
を
も
出
す
版
行
形
態
に
変
わ
っ
て
い
る
。
補
足

す
る
と
、
森
田
座
に
お
い
て
も
、
河
原
崎
座
に
興
行
権
が
移
る
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
）
十
一
月
に
長
唄
正
本
の
版
元
が
小
川
半
助
に
代
わ
り
、
翌
寛
政

四
年
十
一
月
上
演
作
品
の
「
花
車
岩
井
扇
」
か
ら
再
版
本
（
七
種
あ
り
）
が
伝

存
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
蔵
版
あ
る
い
は
版
行
形
態
の
変
わ
る
作
品
の
年
代
に
、
そ
の

変
化
の
理
由
を
求
め
る
な
ら
ば
、
出
版
取
締
令
と
の
関
係
が
想
起
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
江
戸
で
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
地
本
問
屋
仲
間
が
再
結
成
さ
れ
、

十
月
に
は
行
事
を
た
て
て
新
本
に
対
し
自
主
検
閲
を
行
う
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
後
版
」
は
正
本
に
比
べ
て
、
国
内
外
の
所
蔵
機
関
に
多
数
伝
存
し
て
い
る

の
だ
が
、
現
調
査
段
階
で
は
、
後
版
に
お
い
て
特
定
の
座
と
版
元
の
専
属
関
係

は
認
め
ら
れ
な
い
。「
後
版
」
表
で
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
十
一
月
上
演

の
「
我
背
子
恋
の
合
槌
（
別
称
蜘
蛛
拍
子
舞
）」
の
四
列
目
を
見
て
ほ
し
い
。
◎

印
の
横
に
記
載
し
た
福
地
茂
兵
衛
・
山
本
重
五
郎
・
冨
士
屋
小
十
郎
は
、
天
明

八
年
（
一
七
八
八
）
十
一
月
か
ら
市
村
座
の
専
属
と
な
る
版
元
で
あ
る
の
だ
が
、

伊
賀
屋
と
相
版
を
組
ん
で
、
中
村
座
上
演
作
品
を
版
行
し
て
い
る
。
原
本
は
国

立
音
楽
大
学
図
書
館
竹
内
文
庫
・
明
治
大
学
図
書
館
に
伝
わ
り
、
そ
の
表
紙
に

は
「
四
天
王
宿
直
着
綿　

第
一
番
目
三
立
目
」
と
中
村
座
の
初
演
時
の
大
名
題

が
入
り
、「
中
村
座
」
と
座
名
も
あ
る
。
福
地
茂
兵
衛
は
市
村
羽
左
衛
門
の
後

見
を
つ
と
め
、
座
元
に
近
い
親
族
の
一
人
で
あ
る
。
そ
う
し
た
版
元
が
中
村
座

上
演
作
品
の
「
後
版
」
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
沢
村
屋
利
兵
衛
も
ま
た
、
他
の
二
座
す
な
わ
ち
市
村
座
（
桐
座
）・

森
田
座
（
河
原
崎
座
）
で
当
た
っ
た
曲
の
後
版
を
版
行
し
て
お
り
、
特
に
市
村

座
上
演
の
作
品
に
つ
い
て
は
多
く
の
曲
を
版
次
を
重
ね
て
出
し
て
い
る
。

　

後
版
を
出
す
の
は
、「
後
版
」
表
に
掲
げ
た
版
元
に
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
後
版
」
に
は
本
屋
儀
兵
衛
版
や
無
刊
記
版
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
座

名
か
ら
「
座
」
の
文
字
が
除
か
れ
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
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前
述
し
た
と
お
り
、
中
村
座
の
正
本
版
元
と
な
る
沢
村
屋
利
兵
衛
は
堺
町
の

家
主
で
あ
り
、
沢
村
宗
十
郎（

24
）の

油
店
を
継
い
で
絵
草
紙
屋
株
を
取
得
し
て
い
る
。

一
方
、
市
村
座
で
も
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
十
一
月
か
ら
、
正
本
版
元
が
福

地
茂
兵
衛
・
山
本
重
五
郎
・
冨
士
屋
小
十
郎
の
相
版
と
な
る
。
そ
の
う
ち
の
福

地
（
市
村
）
茂
兵
衛
は
、
市
村
座
の
後
見
を
つ
と
め
る
座
元
の
有
力
な
親
族
と

見
ら
れ
、
芝
居
茶
屋
株
も
有
し
て
い
た
と
い
う
。
山
本
重
五
郎
も
葺
屋
町
の
芝

居
茶
屋
総
代
で
あ
り
、
こ
の
二
人
は
『
賀
久
屋
寿
々
免
』
の
「
三
芝
居
板
元
」

に
「
名
前
株
持
ち
主
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
接
出
版
業
を
営
ん
で

い
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ
し
て
も
う
一
人
の
相
版
元
で
あ
る
冨
士
屋
小

十
郎
に
つ
い
て
は
、『
式
亭
雑
記
』（
式
亭
三
馬
著
）
の
文
化
八
年
四
月
五
日
の

記
事
に
、

ふ
き
や
町
ふ
じ
屋
小
十
郎　

め
り
や
す
長
う
た
本
の
は
ん
も
と
な
り（

25
）

と
あ
り
、
伝
本
上
で
も
桐
座
（
市
村
座
の
控
櫓
）
の
正
本
や
多
く
の
後
版
を
単

独
で
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
お
そ
ら
く
冨
士
屋
が
出
版
実
務

を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
版
元
の
交
代
に
つ
い
て
は
座
あ

る
い
は
芝
居
町
の
内
部
者
が
版
元
に
お
さ
ま
っ
た
と
の
捉
え
方
が
で
き
る
。
天

明
四
年
十
一
月
か
ら
桐
座
の
版
元
が
冨
士
屋
小
十
郎
に
代
わ
る
が
、
桐
座
の
関

係
者
が
版
元
と
し
て
名
を
出
さ
な
い
の
は
控
櫓
の
格
で
あ
る
た
め
で
、
市
村
座

に
対
す
る
遠
慮
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

申
し
渡
し
が
な
さ
れ
る
。
長
唄
正
本
に
つ
い
て
は
、
改
め
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
株
板
化
は
、

地
本
に
も
版
権
を
明
ら
か
に
し
て
幕
府
の
禁
令
に
抵
触
す
る
内
容
か
ど
う
か
吟

味
し
つ
つ
、
重
版
・
類
版
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
態
勢
が
整
え
ら

れ
た
こ
と
に
連
動
し
た
動
き
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
市
村
座
で
は
、
も
っ
と
早
い
年
代
、
す
な
わ
ち
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
十
一
月
に
、
版
元
の
交
代
と
、
初
版
の
版
元
が
再
版
を
も
行
う

と
い
う
版
行
形
態
の
変
化
が
同
時
に
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
、

市
村
座
か
ら
桐
座
へ
の
興
行
権
の
移
譲
で
あ
る
。
そ
の
前
の
天
明
三
年
六
月
ま

で
は
、
市
村
座
の
専
属
版
元
は
泉
屋
権
四
郎
で
あ
る
こ
と
が
伝
本
で
確
認
で
き

る
。
し
か
し
、
天
明
四
年
十
一
月
に
は
桐
座
に
興
行
権
が
移
り
、
こ
の
と
き
上

演
の
長
唄
正
本
「
狂
乱
雲
井
袖
」
か
ら
、
桐
座
の
正
本
版
元
は
冨
士
屋
小
十
郎

に
代
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
冨
士
屋
は
初
版
だ
け
で
は
な
く
、
再
版
・
再
々

版
等
を
単
独
あ
る
い
は
伊
賀
屋
・
森
田
屋
と
相
版
を
組
む
か
た
ち
で
出
す
よ
う

に
な
る
。
次
い
で
、
五
年
間
の
約
定
に
よ
る
桐
座
の
仮
興
行
が
済
み
、
天
明
八

年
十
一
月
に
市
村
座
に
興
行
権
が
戻
る
と
、
長
唄
正
本
の
版
元
も
市
村
茂
兵

衛
・
山
本
重
五
郎
・
冨
士
屋
小
十
郎
の
相
版
と
な
り
、
再
版
等
に
際
し
て
は
こ

の
正
本
版
元
と
伊
賀
屋
・
森
田
屋
金
蔵
と
の
相
版
の
か
た
ち
が
と
ら
れ
て
い
る（

23
）。

つ
ま
り
、
市
村
座
で
は
出
版
取
締
令
よ
り
五
年
以
上
前
に
、
桐
座
へ
の
興
行
権

移
譲
を
機
に
版
元
の
交
代
と
事
実
上
の
株
板
化
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
座
側
の
意
志
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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両
座
類
焼（

26
）。

こ
の
間
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
と
四
年
（
一
七
八
四
）
に
市
村
座
で
は
地

代
訴
訟
が
起
き
て
お
り
、
天
明
二
年
に
は
か
ろ
う
じ
て
示
談
が
調
う
。
だ
が
、

天
明
四
年
の
場
合
に
は
、『
安
永
撰
要
類
集
』
に
よ
る
と
、
そ
の
額
は
「
是
迄

之
地
代
金
千
九
百
四
拾
両
余
滞
有
之
迷
惑
仕
候
」
と
あ
り
、
吟
味
の
上
、
市
村

座
は
休
座
を
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
葺
屋
町
茶
屋
共
拾
人
・

煮
売
茶
屋
廿
七
人
他
か
ら
、
左
記
の
通
り
芝
居
興
行
存
続
の
嘆
願
が
出
て
い
る
。

町
内
茶
屋
其
外
芝
居
懸
之
者
共
諸
商
人
裏
之
軽
キ
者
共
迠
家
業
無
御
座
今

日
を
送
リ
兼
難
儀
至
極
仕
候
〜
〔
桐
〕
長
桐
名
題
ニ
而
仮
芝
居
為
仕
一
同

渡
世
為
致
度
旨
當
六
月
中
願
出
候
ニ
付
追
々
吟
味
仕
候
處
大
借
之
羽
左
衛

門
儀
ニ
御
座
候
故
迚
も
芝
居
出
来
不
仕

そ
し
て
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
明
地
は
五
カ
年
の
約
定
で
桐
座
の

仮
興
行
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
注
目
し
た
い
の
は
そ
の
次
の
以
下
の

文
言
で
あ
る
。

是
迄
類
焼
之
度
〻
並
狂
言
相
休
候
節
共
ニ
追
〻
金
五
百
五
拾
両
余
町
内
よ

り
合
力
い
た
し
段
々
合
力
致
尽
候
上
之
儀
ニ
御
座
候
間
何
卒
長
桐
名
題
ニ

而
葺
屋
町
仮
芝
居
申
付
候
様
相
願
候
旨
申
之
候（

27
）

　

地
本
問
屋
仲
間
行
事
に
よ
る
自
主
検
閲
の
再
開
は
、
版
元
に
と
っ
て
は
む
し

ろ
出
版
環
境
の
整
備
を
意
味
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
芝
居
内
部
者
へ

の
版
元
の
交
代
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
株
板
化
の
起
き
る

寛
政
期
に
か
け
て
の
、
三
座
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
に
目
を
転
じ
て
み
た
い
。

木
挽
町
に
立
地
し
集
客
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
森
田
座
の
場
合
は
、
当
初
か
ら

座
の
経
営
が
安
定
せ
ず
、
地
代
訴
訟
を
度
々
経
験
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
堺
町
の
中
村
座
、
葺
屋
町
の
市
村
座
は
、
幾
度
か
の
類
焼
を
受
け
て
は
い

る
が
、
宝
暦
〜
明
和
期
に
所
作
事
が
一
つ
の
絶
頂
期
を
迎
え
、
安
永
期
に
入
っ

て
も
ま
だ
一
応
安
定
し
た
座
の
存
在
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
明
期
に
入
る

と
市
村
座
は
経
営
に
破
綻
を
来
し
は
じ
め
る
。
そ
の
原
因
と
も
な
る
両
座
の
火

災
の
記
録
を
天
明
〜
寛
政
期
に
た
ど
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

安
永
十
年
（
一
七
八
一
） 

 

正
月
九
日
、
新
材
木
町
よ
り
出
火
、
両
座
焼

失
（
十
年
目
）。

天
明
三
年
（
一
七
八
三
） 

 

十
月
二
十
七
日
、
小
伝
馬
町
二
丁
目
よ
り
出

火
。
両
座
類
焼
（
三
年
目
）。

天
明
六
年
（
一
七
八
六
） 

 

正
月
二
十
二
日
、
湯
島
天
神
前
よ
り
出
火
。

中
村
座
（
四
年
目
）
桐
座
類
焼
。
し
か
も
こ
の

年
は
長
雨
に
よ
り
秋
に
大
洪
水
が
お
き
て
い

る
。

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
） 

 

十
月
二
十
五
日
、
湯
島
雲
州
侯
奥
よ
り
出
火
。
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江戸版長唄正本における株板化の動き 

　

家
主
や
座
の
後
見
者
・
芝
居
茶
屋
総
代
が
長
唄
正
本
の
版
元
に
入
っ
て
い
る

の
は
、
お
そ
ら
く
債
権
の
代
表
者
と
い
う
立
場
に
拠
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
そ
の
背
景
に
は
、
長
唄
正
本
が
観
劇
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
稽
古
本
へ
と
、

再
版
性
の
高
い
出
版
商
品
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
出
版
益
を
座

や
芝
居
茶
屋
な
ど
芝
居
町
内
部
に
直
接
取
り
込
む
方
策
が
と
ら
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
夥
し
い
数
の
後
版
や
再
版
本
が
、
今
日
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
稽
古
本
の
当
時
の
需
要
の
多
さ
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
は
、
中
村
座
と
市
村
座
の
両
座
に
地
代
金
の
滞

り
に
よ
る
地
立
出
入
が
起
き
て
地
所
明
け
渡
し
と
決
ま
り
、
中
村
座
は
十
月
に

都
座
へ
、
市
村
座
は
十
一
月
に
再
び
桐
座
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
五
カ
年
の
約
定
で
興

行
権
が
移
る
。
こ
の
時
に
町
奉
行
へ
出
さ
れ
た
中
村
座
の
地
立
願
い
の
伺
書
に

は
、
当
時
中
村
座
に
は
地
代
金
の
滞
り
が
佐
兵
衛
方
に
三
千
百
六
十
余
両
、
吉

五
郎
方
に
六
百
四
十
六
両
余
、
ほ
か
に
大
借
金
を
抱
え
て
い
る
と
あ
り
、
中
村

座
も
同
様
の
逼
迫
し
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
そ
う
し
た
経
営
努
力
の
甲
斐
も
な
く
、
名
題
役
者
の
取
り
合
い
に
よ

る
給
金
の
つ
り
上
げ
、
数
度
の
類
焼
に
よ
る
普
請
代
、
資
金
不
足
か
ら
く
る
内

部
紛
争
は
不
当
た
り
続
き
へ
と
つ
な
が
っ
て
、
つ
い
に
自
力
で
の
立
て
直
し
は

叶
わ
ず
、 

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
十
月
に
は
「
三
芝
居
狂
言
座
取
締
方
議
定

証
文
」
に
よ
り
役
者
の
給
金
の
上
限
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
座
組
は
三
座
申
し
合

わ
せ
の
上
で
決
め
る
こ
と
と
な
り
、
互
い
に
役
者
を
高
給
金
で
囲
い
込
ま
な
い

よ
う
助
勤
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
再
建
策
が
取
り
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

市
村
座
が
類
焼
を
受
け
芝
居
興
行
を
休
む
事
態
に
な
る
と
、
芝
居
町
関
係
者
は

お
金
を
出
し
合
っ
て
援
助
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
高
が
五
百
五
十
両
以
上
に
な

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
芝
居
興
行
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
芝

居
町
ぐ
る
み
で
資
金
の
補
填
を
行
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
天
明

四
年
の
休
座
に
つ
い
て
は
、
津
村
淙
庵
の
見
分
随
録
で
あ
る
『
譚
海
』
巻
の
四

に
も
「
古
来
よ
り
羽
左
衛
門
借
金
十
六
萬
四
千
四
百
両
に
及
と
い
へ
り
」
と
あ

り
、
桐
座
仮
興
行
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

ふ
き
や
町
芝
居
休
み
困
窮
に
及
び
、
家
主
某
世
話
に
て
金
子
を
こ
し
ら
へ
、

桐
長
桐
座
を
は
じ
め
た
る
故
、
又
ふ
き
や
町
に
ぎ
は
へ
り
。
天
明
四
年
七

月
中
よ
り
普
請
は
じ
ま
り
、
廿
日
の
内
に
出
来
、
や
ぐ
ら
を
あ
げ
興
行
に

及
ぶ
。
毎
日
家
主
立
合
世
話
致
し
、
芝
居
失
墜
格
別
に
減
少
し
、
山
師
の

類
一
切
懸
り
合
に
致
さ
ゞ
る
ゆ
へ
繁
昌
す（

28
）（

傍
線
筆
者
）

す
な
わ
ち
、
芝
居
興
行
の
存
続
を
か
け
て
座
の
頭
取
・
役
者
ば
か
り
で
な
く
、

家
主
や
芝
居
茶
屋
な
ど
芝
居
掛
か
り
の
者
た
ち
が
金
策
や
座
の
運
営
に
深
く
関

わ
っ
て
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
こ
の
桐
座
仮
興
行
に
際
し
て
と
ら
れ
た
方
策
の
一
つ
が
、
芝
居

町
内
部
者
へ
の
版
元
の
交
代
と
株
板
化
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る（

29
）。

さ
ら
に
推
し
量
れ
ば
、
こ
う
し
た
動
き
に
隣
の
芝
居
町
で
あ
る
堺
町
も
無
関
心

で
い
ら
れ
る
は
ず
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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『
諸
問
屋
名
前
帳（

30
）』（

国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
は
、
そ
れ
以
降
の
本
組
と
仮
組

の
問
屋
名
と
住
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
地
本
双
紙
問
屋
」
仮

組
の
と
こ
ろ
に
は
、

中
村
座
の
版
元
と
し
て
、

　
　

沢
村
屋
利
兵
衛
（
猿
若
町
一
丁
目
家
主
）

　
　

村
山
源
兵
衛
（
安
政
二
年
八
月
加
入
、
室
町
二
丁
目
家
主
）

市
村
座
の
版
元
と
し
て
、

　
　

山
本
重
五
郎
（
文
久
元
年
六
月
加
入
、
猿
若
町
二
丁
目
惣
左
衛
門
地
借
）

森
田
座
・
河
原
崎
座
の
版
元
と
し
て
、

　
　

小
川
屋
半
助
（
嘉
永
六
年
十
二
月
加
入
、
御
所
町
茂
八
店
）

の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
嘉
永
四
年
問
屋
組
合
の
再
興
後
に
新
規
加
入
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
組
の
仲
間
規
定
に
加
わ
っ
た
と
見
ら
れ

る
。
な
お
、
本
組
に
は
「
後
版
」
表
の
版
元
の
う
ち
、
山
本
平
吉
、
伊
賀
屋
勘

右
衛
門
、
蔦
屋
重
三
郎
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

猿
若
町
に
移
転
し
て
か
ら
は
集
客
に
問
題
を
抱
え
、
三
座
は
幕
末
か
ら
経
営

不
振
に
陥
り
弱
体
化
し
て
い
く
。
長
唄
正
本
も
、
沢
村
屋
利
兵
衛
の
原
版
は
丸

屋
鉄
次
郎
に
求
版
さ
れ
て
出
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

　

し
か
し
そ
れ
と
同
時
期
に
、「
杵
屋
蔵
板
」・「
芳
村
蔵
板
」
と
い
っ
た
長
唄

演
奏
者
の
蔵
版
本
が
現
わ
れ
始
め
る
。
例
と
し
て
、
図
㋠
に
「
松
竹
梅
」
正
本

を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九
月
に
中
村
座
・
守
田
座
の

合
併
興
行
「
音
揃
両
勘
大
寄
」
の
第
一
番
目
四
立
目
に
上
演
さ
れ
た
作
品
で
、

七　

天
保
期
の
芝
居
町
移
転
後

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
年
）、
都
座
か
ら
中
村
座
に
興
行
権
が
戻
っ
て
か
ら
は
、

表
6
に
見
る
よ
う
に
、
長
唄
正
本
の
版
元
も
沢
村
屋
利
兵
衛
に
定
ま
っ
て
お
り
、

変
化
物
の
流
行
や
豊
後
系
浄
瑠
璃
と
の
掛
合
に
よ
っ
て
再
び
所
作
事
が
流
行
す

る
が
、
享
和
・
文
化
・
文
政
期
と
そ
れ
以
降
も
版
行
上
の
目
立
っ
た
変
化
は
起

き
て
い
な
い
（
紙
幅
の
都
合
上
、
表
6
へ
の
掲
載
は
文
化
年
間
ま
で
と
し
て
い
る
）。

た
だ
、
水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革
に
よ
る
引
き
締
め
政
策
に
関
連
し
た
、
次
の

二
つ
の
事
柄
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
月
七
日
に
中
村
座
よ
り
出
火
し
、
堺
町
・
葺

屋
町
の
芝
居
町
が
焼
失
し
、
十
二
月
に
は
市
中
風
俗
改
め
の
趣
に
よ
り
、
堺

町
・
葺
屋
町
両
座
と
操
芝
居
、
そ
の
ほ
か
こ
れ
に
携
わ
る
町
家
が
浅
草
聖
天
町

へ
（
後
猿
若
町
に
変
更
）
移
転
を
命
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
と
対
応
し
て
、
伝
本
の

上
で
も
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
十
月
上
演
の
「
花
童
露
草
刈
」
か
ら
、

沢
村
屋
利
兵
衛
の
住
所
が
「
さ
る
わ
か
町
壱
丁
目
」
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
九
月
上
演
の
「
め
り
や
す
尾
花
の
露
」
か
ら
は
住
所

が
再
び
「
さ
か
い
町
」
に
戻
る
。

　

ま
た
、
天
保
十
二
年
十
二
月
に
は
、
天
保
の
改
革
の
一
環
と
し
て
株
仲
間
解

散
令
が
発
せ
ら
れ
る
。
だ
が
、
株
仲
間
廃
止
の
結
果
が
好
ま
し
く
な
か
っ
た
た

め
、
幕
府
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
問
屋
組
合
の
再
興
を
図
っ
て
い
る
。
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外
題
に
は
唄
浄
瑠
璃
と
角
書
が
付
く
が
、
大
薩
摩
と
の
掛
合
に
よ
る
長
唄
曲
で

あ
る
。
表
紙
右
下
の
枠
外
に
「
通
二
丁
目　

丸
屋
鉄
次
郎
板
」
と
あ
る
が
、
左

側
の
外
題
下
に
「
杵
屋
治
郷　

蔵
板
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
内
題
下

に
「
十
二
代
目
杵
屋
六
左
衛
門
作
」
と
作
者
署
名
が
あ
る
た
め
、「
治
郷
」
は

十
二
代
目
六
左
衛
門
の
俳
名
と
推
測
さ
れ
、
作
者
が
蔵
版
し
、
丸
屋
鉄
次
郎
を

支
配
人
と
し
て
版
行
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
仲
間
外
素
人
が
板
木
を

所
有
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
十
二
月
に
は
版
権
条
例
に
伴
い
、
脚
本
楽
譜
条

例
も
制
定
さ
れ
、
脚
本
・
楽
譜
も
保
護
の
対
象
と
な
る
。
著
作
権
法
の
整
備
に

向
け
た
出
版
令
を
先
取
り
す
る
動
き
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
す
で
に
始
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
幕
末
〜
明
治
期
の
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

検
討
し
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　

中
村
座
上
演
の
長
唄
正
本
に
つ
い
て
、
そ
の
版
行
上
の
変
化
を
た
ど
り
、
寛

政
期
に
起
き
た
株
板
化
の
問
題
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。

　

江
戸
の
出
版
業
界
で
は
、
京
都
・
大
坂
の
出
店
に
始
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
も

あ
り
、
重
版
・
類
版
の
規
制
が
緩
い
特
有
の
商
慣
習
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
江
戸
歌
舞
伎
は
、
草
紙
（
地
本
）
の
世
界
に
江
戸
根
生
い
の

文
化
的
価
値
を
創
り
出
す
、
一
つ
の
源
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

㋠　
『（唄浄瑠璃）松竹梅』（表紙と本文初丁表）丸屋鉄次郎版・杵屋治郷蔵板　明治大学図書館
松和文庫旧蔵
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（
3
）　

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
儒
書
・
仏
書
・
神
書
・
医
書
・
漢
籍
・
古
典
・
歌
書
な
ど

の
堅
い
内
容
の
「
物
之
本
」
と
、
娯
楽
的
庶
民
的
内
容
の
「
草
紙
類
」
は
分
け
ら
れ
て

い
た
。
物
之
本
は
物
之
本
屋
（
江
戸
で
は
書
物
問
屋
）
が
扱
い
、
仲
間
を
結
成
し
た
。

こ
れ
に
対
し
草
紙
類
は
草
紙
問
屋
・
絵
草
紙
問
屋
が
扱
っ
た
。

（
4
）　

蒔
田
稲
城
『
京
阪
書
籍
商
史
』（
出
版
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
二
八
年
）、
稲
岡
勝
「
蔵
版
、

偽
版
、
版
―
―
著
作
権
前
史
の
研
究
」（『
東
京
都
立
中
央
図
書
館
研
究
紀
要
』
第

二
十
二
号
、
一
九
九
二
年
）、
朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸
解
説
（『
享
保
以
降
江
戸
出
版
書

目
（
新
訂
版
）』
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
藤
実
久
美
子
「
武
鑑
の
出
版
と
書
物
師

出
雲
寺
」（『
江
戸
文
学　

江
戸
の
出
版
Ⅱ
』
第
十
六
号
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
）、

『
日
本
古
典
書
誌
学
辞
典
』
本
屋
仲
間
の
項
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
を
参
考

と
し
た
。

（
5
）　

江
戸
出
来
の
草
紙
類
、
絵
本
・
草
双
紙
・
江
戸
浄
瑠
璃
本
・
芝
居
音
曲
本
・
浮
世
絵

な
ど
は
地
本
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
は
江
戸
の
地
本
問
屋
が
出
版
・
販
売
に
携
わ
っ
た
。

（
6
）　

江
戸
の
地
本
問
屋
が
版
行
す
る
義
太
夫
大
字
五
行
・
六
行
の
段
抜
床
本
（
抜
本
）
が
、

大
坂
方
の
所
持
す
る
義
太
夫
丸
本
株
の
重
版
・
類
版
に
あ
た
り
差
障
る
と
し
て
、
天
保

三
年
九
月
に
、
大
坂
の
書
物
問
屋
紙
屋
与
右
衛
門
と
糸
屋
七
五
郎
か
ら
大
坂
本
屋
仲
間

年
行
事
の
手
紙
を
添
え
て
、
江
戸
の
書
物
問
屋
行
事
須
原
屋
源
助
に
申
し
出
が
あ
っ
た
。

三
河
屋
喜
兵
衛
・
蔦
屋
重
三
郎
ら
江
戸
の
抜
本
に
携
わ
っ
て
き
た
地
本
問
屋
五
人
は
、

こ
の
申
し
出
を
不
服
と
し
示
談
に
応
じ
ず
、
先
手
を
打
っ
て
、
天
保
三
年
十
月
二
十
九

日
に
須
原
屋
源
助
を
相
手
取
り
町
奉
行
所
へ
出
訴
し
た
。
一
方
、
紙
屋
与
兵
衛
ら
大
坂

の
書
物
問
屋
と
こ
れ
に
与
す
る
江
戸
の
書
物
問
屋
三
組
行
事
側
も
、
十
二
月
に
三
河
屋

喜
兵
衛
・
蔦
屋
重
三
郎
ら
を
相
手
取
り
寺
社
奉
行
に
出
訴
し
た
た
め
、
天
保
四
年
二
月

九
日
に
町
奉
行
所
へ
引
き
渡
し
と
な
っ
て
争
わ
れ
た
。
江
戸
の
抜
本
版
元
側
・
江
戸
書

物
問
屋
行
事
側
・
大
坂
丸
本
株
所
持
者
（
大
坂
書
物
問
屋
）
側
の
各
訴
訟
記
録
か
ら
な
る
。

鈴
木
俊
幸
「
江
戸
板
義
太
夫
本
訴
訟
始
末
（
上
）」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
第

八
十
三
号
、
一
九
九
九
年
）
を
参
考
と
し
た
。

（
7
）　

山
根
為
雄
解
題
校
注
「
義
太
夫
本
公
訴
一
件
」（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
七
巻

歌
舞
伎
が
そ
の
時
代
の
空
気
を
先
取
り
し
観
衆
の
支
持
を
得
る
ほ
ど
に
、
そ
れ

は
江
戸
の
草
紙
（
地
本
）
の
充
実
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

長
唄
正
本
は
享
保
期
に
版
行
が
始
ま
り
、
そ
の
後
も
体
裁
を
変
え
る
こ
と
な

く
明
治
期
ま
で
版
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。
長
唄
正
本
は
、
そ
れ
自
体
が
舌
禍
事

件
や
奢
侈
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ

に
は
地
本
界
の
そ
の
時
々
の
趨
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
重

版
・
類
版
の
あ
り
様
、
出
版
者
の
版
権
確
立
の
過
程
等
々
は
検
討
し
て
き
た
と

お
り
で
あ
る
。

　

歌
舞
伎
は
役
者
至
上
主
義
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、

天
明
期
か
ら
深
刻
な
経
営
難
に
陥
る
。
そ
の
と
き
、
芝
居
町
内
部
で
の
経
営
に

対
す
る
合
理
化
の
動
き
と
、
地
本
問
屋
仲
間
の
再
興
と
い
う
地
本
界
の
趨
向
と

が
相
ま
っ
て
、
長
唄
正
本
の
株
板
化
は
起
き
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

注（
1
）　

拙
稿
「
江
戸
版
長
唄
正
本
に
み
る
版
行
形
態
の
変
化
―
―
享
保
〜
寛
政
三
年
に
い
た

る
中
村
座
の
場
合
」（『
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
九
年
）、「
江

戸
版
長
唄
正
本
に
み
る
版
行
形
態
の
変
化
―
―
享
保
〜
寛
政
期
に
い
た
る
市
村
座
の
場

合
」（『
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）、「
江
戸
版
長
唄
正

本
に
み
る
版
行
形
態
の
変
化
―
―
享
保
〜
享
和
期
に
い
た
る
森
田
座
・
河
原
崎
座
の
場

合
」（『
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
2
）　

長
唄
正
本
に
お
け
る
板
株
化
の
視
点
は
、
佐
藤
悟
「
地
本
論
」（『
読
本
研
究
新
集
』

第
一
集
、
翰
林
書
房
、
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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一
、
何
書
物
ニ
よ
ら
す
此
以
後
新
板
之
物
、
作
者
幷
板
元
之
実
名
、
奥
書
ニ
為
致
可
申

候
事

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
ま
だ
地
本
を
対
象
と
し
た
触
れ
で
は
な
い
。

（
13
）　

河
東
節
は
江
戸
浄
瑠
璃
で
あ
る
が
、
そ
の
祖
十
寸
見
河
東
は
長
唄
に
先
行
し
て
享
保

初
期
か
ら
歌
舞
伎
に
出
勤
し
て
い
る
。
小
松
屋
が
正
本
版
元
で
あ
る
。
し
か
し
、い
が
や
・

奥
村
屋
・
井
筒
屋
・
近
江
屋
な
ど
も
河
東
節
の
音
曲
本
を
手
が
け
て
お
り
、
そ
の
中
に

は
小
松
屋
の
本
文
を
版
下
に
流
用
し
た
版
が
す
で
に
存
在
す
る
。
小
松
屋
で
は
正
本
の

表
紙
に
、「
河
東
直
伝
之
正
本
ハ
／
小
松
や
よ
り
ほ
か
に
無
之
候
所
ニ
／
此
こ
ろ
る
い
は

ん
相
ミ
へ
申
候
／
河
東
／
正
め
い
の
／
本
に
ハ
此
如
の
判
形
ヲ
致
／
令
板
行
者
也
能
〻

御
吟
／
味
被
御
求
可
被
下
候
」
と
載
せ
て
偽
版
の
存
在
を
明
言
し
、
対
抗
措
置
と
し
て

太
夫
の
印
章
（
判
形
）
を
入
れ
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。
拙
稿
「
河
東
節
正
本
の
版
行

二
関
す
る
一
考
察
―
―
江
戸
歌
舞
伎
に
お
け
る
初
期
の
音
曲
正
本
と
位
置
付
け
て
」

（『
北
海
道
東
海
大
学
紀
要　

人
文
社
会
科
学
系
』
第
十
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

　

長
唄
正
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
偽
版
の
存
在
を
示
す
文
言
は
見
つ
か
ら
な
い
。

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
三
月
市
村
座
上
演
の
せ
り
ふ
正
本
の
奥
書
に
、「
浄
る
り
／
せ

り
ふ
／
長
う
た
／
市
村
座
は
ん
も
と
／
右
之
外
狂
言
な
だ
い
づ
け
。
や
ぐ
ら
下
。
一
ま

い
す
り
の
ゑ
外
ゟ
一
切
出
シ
不
申
候
」
と
あ
る
の
が
、唯
一
の
例
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、

浄
瑠
璃
太
夫
が
座
元
や
家
元
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
唄
の
演
奏
者
は
座
に
属
し
、
長
唄

正
本
は
芝
居
座
元
の
権
限
が
反
映
し
た
出
版
物
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

歌
舞
伎
の
座
元
側
で
は
宣
伝
の
益
を
と
っ
て
、
偽
版
の
存
在
に
は
こ
の
時
期
鷹
揚
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
14
）　

前
掲
注
（
7
）「
義
太
夫
本
公
訴
一
件
」
八
七
頁
。

（
15
）　

松
本
隆
信
「
画
入
読
本
外
題
作
者
画
工
書
肆
名
目
集
」（『
国
文
学
論
叢
第
一
輯　

西

鶴　

研
究
と
資
料
』
至
文
堂
、
一
九
五
七
年
）。

（
16
）　

長
唄
正
本
は
際
物
で
あ
っ
た
た
め
、
所
作
事
が
当
た
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
村
山

は
初
刷
り
を
板
下
に
と
り
、
同
じ
彫
師
の
手
に
な
る
板
木
を
別
に
作
っ
て
部
数
を
増
や

す
手
段
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
同
版
に
見
え
な
が
ら
、
墨
刷
り
部

　

人
形
浄
瑠
璃
』
三
一
書
房
、
一
九
八
三
年
）
八
三
頁
下
段
〜
八
四
頁
上
段
。

（
8
）　

三
升
屋
二
三
治
「
作
者
年
中
行
事
」
参
之
巻
（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
六
巻　

歌
舞
伎
』
三
一
書
房
、
一
九
七
九
年
）
六
九
七
頁
。

（
9
）　

芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
六
巻　

歌
舞
伎
』（
三
一
書
房
、

一
九
七
九
年
）
三
六
三
頁
上
段
。

（
10
）　

長
唄
原
本
集
成
刊
行
会
編
『
長
唄
原
本
集
成
』
巻
一
〜
十
四
（
長
唄
原
本
集
成
刊
行
会
、

一
九
三
六
年
〜
一
九
三
九
年
）。

（
11
）　
「
相
生
獅
子
」
を
本
論
文
の
図
版
に
選
ん
だ
理
由
は
、
座
の
専
属
版
元
の
形
成
と
、
そ

れ
に
伴
う
偽
版
の
出
現
、
多
数
の
後
版
の
存
在
な
ど
、
表
1
の
版
行
の
状
況
を
説
明
す

る
の
に
十
分
な
伝
本
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、「
相
生
獅
子
」
の
上
演
は
明

和
六
年
だ
け
で
は
な
い
。

中
村
座 

享
保
十
九
年
一
月 

十
八
公
今
様
曽
我　

第
三
番
目 

い
が
や
版

中
村
座 

明
和
六
年
二
月 

曽
我
模
様
愛
護
若
松　

第
二
番
目 

村
山
源
兵
衛
版

市
村
座 

安
永
八
年
四
月 

蝶
千
鳥
若わ

か
や
ぎ栄

曽
我　

第
二
番
目
大
詰 

泉
屋
権
四
郎
版

市
村
座 

寛
政
元
年
三
月 

恋こ
い
の
よ
す
が便

仮か
な
が
き

名
書
曽そ

が我　

第
二
番
目 

 
市
村
茂
兵
衛
・
山

本
重
五
郎
・
冨
士

屋
小
十
郎
相
版

と
、
四
種
の
「
相
生
獅
子
」
の
長
唄
正
本
が
伝
存
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
大
名
題
や
演
奏
者

は
異
な
る
が
、
本
文
は
寛
政
元
年
の
正
本
に
増
補
部
分
が
加
わ
る
も
の
の
、
ほ
か
は
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
代
々
の
瀬
川
菊
之
丞
が
、
家
の
芸
と
し
て
相
生
獅
子
を
披
露
す
る
際

に
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る　

明
和
六
年
以
降
の
三
種
の
正
本
が
再
版
の
扱
い
で
は
な

い
こ
と
に
、
長
唄
正
本
の
劇
場
出
版
物
と
し
て
の
特
殊
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

明
和
六
年
上
演
の
も
の
だ
け
に
、
異
版
が
多
く
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
明
和
六
年
上
演

の
村
山
版
と
、「
曽
我
模
様
愛
護
の
若
松
」
の
大
名
題
を
持
つ
異
版
の
関
係
を
取
り
上
げ

て
い
く
。

（
12
）　
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
三
十
五
（
二
〇
二
〇
）（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
の
享
保

七
寅
年
（
一
七
二
二
）
十
一
月
「
新
板
書
物
取
締
之
事
」
五
カ
条
の
第
四
に
、
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一
九
八
五
年
）。

（
29
）　

さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
、
森
田
座
に
お
い
て
は
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
か
ら
、
狂

言
方
も
し
く
は
勘
定
方
と
覚
し
き
人
物
金
井
半
兵
衛
が
長
唄
正
本
の
版
元
に
入
り
、
上

村
吉
衛
門
（
江
見
屋
）
と
相
版
を
組
む
か
た
ち
を
と
る
。
し
か
し
ま
だ
再
版
は
手
が
け

て
お
ら
ず
。
再
版
を
行
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
河
原
崎
座

へ
興
行
権
が
移
り
、
版
元
が
小
川
半
助
へ
交
代
し
て
か
ら
で
あ
る
。

（
30
）　

国
立
国
会
図
書
館
編
『
旧
幕
引
継
書
目
録　

諸
問
屋
名
前
帳
』（
湖
北
社
、
一
九
七
八

年
）。

付
記

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
御
高
配
を
賜
り
、
図
版
掲
載
を
許
可
下
さ
っ

た
諸
機
関
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

分
の
木
目
の
異
な
る
版
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
興
行
へ
ロ
ン
グ
ラ
ン
を

続
け
た
場
合
に
は
、
再
印
も
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
17
）　

原
本
が
大
阪
府
立
大
学
の
椿
亭
文
庫
に
あ
り
、
そ
の
奥
書
に
「
于
時
天
明
七
未
三
月

廿
三
日
／
正
名
板
元　

大
坂
道
頓
堀　

敦
賀
屋
吉
右
衛
門
／
同
江
都
堺
町　

沢
村
庄
五

郎
」
と
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

（
18
）　

森
銑
三
ほ
か
監
修
『
新
燕
石
十
種
』
第
五
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
19
）　

国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
『
歌
舞
伎
選
書
六　

東
都
劇
場
沿
革
誌
料
』
上
（
国
立
劇

場
芸
能
調
査
室
、
一
九
八
三
年
）。

（
20
）　
「
賀
久
屋
寿
々
免
」（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

第
六
巻
歌
舞
伎
』
三
一
書
房
、

一
九
七
九
年
、
六
四
八
頁
下
段
）。

（
21
）　

市
村
座
の
長
唄
正
本
『
所
作　

男
舞
楓
顔
色
』（「
白
旗
世
界
樹
仝
鏡　

第
一
番
目
三

立
目
」
天
保
九
年
六
月
上
演
）
の
奥
書
に
「
ふ
き
や
町　

山
本
重
五
郎
蔵
板
」
と
あ
る
。

　
　
　

森
田
座
の
長
唄
正
本
『
め
り
や
す　

時
雨
の
紅
葉
』
の
奥
書
に
「
安
政
三
丙
辰
年
顔

見
世
狂
言
／
は
ん
も
と
小
川
半
助
蔵
板
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
安
田
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
。

（
22
）　

後
版
表
に
記
載
し
た
版
に
つ
い
て
は
、
伝
本
の
数
が
非
常
に
多
い
た
め
、
所
蔵
場
所

と
架
蔵
番
号
を
本
論
文
に
載
せ
て
い
な
い
。

（
23
）　

前
掲
注
（
1
）
拙
稿
「
江
戸
版
長
唄
正
本
に
み
る
版
行
形
態
の
変
化
―
―
享
保
〜
寛

政
期
に
い
た
る
市
村
座
の
場
合
」
の
表
1
に
よ
る
。

（
24
）　

沢
村
宗
十
郎
は
、
天
明
〜
寛
政
期
に
中
村
座
に
属
し
て
お
り
、
寛
政
六
年
十
月
の
都

座
仮
興
行
で
は
座
頭
を
務
め
て
い
る
。

（
25
）　
『
続
燕
石
十
種
』
一
（
廣
谷
国
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
）。

（
26
）　
「
江
戸
三
座
焼
失
一
覧
表
」（
西
山
松
之
助
編
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
五
巻
、
第
三

章
「
江
戸
三
座
と
遊
郭
の
炎
上
」
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）。『
東
都
劇
場

沿
革
誌
料
』（
注
（
17
）
前
掲
書
）
寛
政
五
年
の
項
に
よ
る
。

（
27
）　
『
安
永
撰
要
類
集
』
二
十
八
、三
芝
居
之
部
（
国
立
国
会
図
書
館
）。

（
28
）　

津
村
淙
庵
「
譚
海
」（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
八
巻
、
三
一
書
房
、
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江戸版長唄正本における株板化の動き 

〈
初
版
と
異
版
の
関
係
表
〉（
表
1–6

に
分
割
し
て
表
示
）　

＊
こ
の
表
は
『
東
海
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
創
刊
号
（
2008

年
）
に
掲
載
し
た
も
の
を
、
加
筆
訂
正
し
て
作
成
し
た
。

表
1　〈

中
村
座
〉

上
演

年
月

曲
名

（
外

題
）

版
元

1（
元

版
） 

内
題

下
述

者
／

筆
耕

／
胡

･
譜

版
元

2
本

屋
儀

兵
衛

版
無

刊
記

版
Ⅰ

種
無

刊
記

版
Ⅱ

種
無

刊
記

版
Ⅲ

種
無

刊
記

版
Ⅳ

種
享

保
16・

2
傾

城
無

間
鐘

鱗
形

屋
商

標
・

透
写

　
奥

書
「

～
菊

之
丞

相
勤

申
候

」 
胡

・
譜

有
元

濱
丁

い
が

や
、

同
版

か
A

1　
内

題
と

奥
書

無
、

胡
・

譜
有

享
保

16・
2

無
間

鐘
新

道
成

寺
堺

町
中

嶋
屋

 
譜

有
元

濱
丁

い
が

や
 

譜
有

享
保

17・
1

う
し

ろ
め

ん
堺

丁
中

嶌
屋

（
本

文
無

）
享

保
19・

1
相

生
獅

子
い

が
や

 
沾

翁
書

　
胡

･
譜

有
明

和
6・

2
の

村
山

版
A

3
元

文
4・

4
鳥

羽
の

恋
塚

元
濱

丁
い

が
や

、
奥

書
｢右

ハ
坂

田
兵

四
郎

直
傳

を
以

令
板

行
候

」 
「

鼓
う

た
」

有
元

文
6・

2
高

野
道

行
歌

祭
文

橘
丁

四
丁

目
泉

屋
権

四
郎

　
胡

譜
有

元
文

6・
2

一
奏

勢
熊

坂
元

濱
丁

い
が

や
・

透
写

　
奥

書
｢大

薩
摩

主
膳

太
夫

直
傳

之
以

正
本

令
板

行
也

」
＊

1 
譜

有
寛

保
1・

8
兵

四
阿

屋
造

元
濱

丁
い

が
や

・
透

写
 

譜
有

寛
保

4・
2

百
千

鳥
娘

道
成

寺
元

濱
丁

い
が

や
・

透
写

 
胡

･
譜

有
延

享
3・

11
初

見
雪

氷
衣

元
濱

丁
い

が
や

 
譜

有
延

享
4・

11
山

中
対

面
の

道
行

元
濱

丁
い

が
や

 
｢上

る
り

｣
有

延
享

5・
1

掛
合

こ
と

哥
〔

綴
目

〕
い

が
や

 
胡

・
譜

有
延

享
5・

1
小

妻
重

山
吹

海
道

元
濱

丁
い

が
や

 
胡

・
譜

有
寛

延
1・

11
（

室
咲

）
京

人
形

元
濱

丁
い

が
や

 
下

冊
に

胡
・

譜
有

寛
延

2・
1

無
間

鐘
〔

綴
目

〕
い

が
や

 
胡

・
譜

有
寛

延
2・

3
一

奏
現

在
道

成
寺

元
濱

丁
い

が
や

 
胡

・
譜

有
宝

歴
3・

1
今

様
熊

坂
の

段
い

が
や

 
譜

有
宝

暦
3・

2
京

鹿
子

娘
道

成
寺

元
濱

丁
い

が
や

元
濱

丁
い

が
や

本
文

無
正

銘
版

元
、

別
版

Ⅱ
種

と
同

版
別

版
同

版
本

儀
版

宝
暦

3・
2

花
の

縁
元

濱
丁

い
が

や
・

後
修

本
有

後
修

本
と

A
2

別
版

別
版

宝
暦

3・
7

一
奏

乙
女

姿
羽

衣
所

元
濱

丁
い

が
や

宝
暦

4・
2

分
身

鉄
五

郎
元

濱
丁

い
が

や
 

｢上
る

り
｣

有
宝

暦
4・

2
夜

鶴
花

巣
籠

〔
綴

目
〕

い
が

や
 

譜
有

宝
暦

4・
2

江
戸

鹿
子

男
道

成
寺

元
濱

丁
い

が
や

 
｢鼓

唄
・

二
上

り
｣

有
別

版
す

べ
て

と
別

版
宝

暦
4・

2
英

執
着

獅
子

（
上

冊
）

　
　

　
　

　
（

下
冊

）
元

濱
丁

い
が

や
元

濱
丁

い
が

や
A

1
＊

2
A

1
別

版
別

版
Ⅰ

種
と

覆
刻

関
係

　
A

1
別

版
（

上
下

二
冊

）
A

1（
上

一
冊

）

宝
暦

4・
11

冬
牡

丹
揚

羽
面

影
元

濱
丁

い
が

や
 

｢上
る

り
｣

有
宝

暦
5・

1
万

歳
貝

尽
掛

合
せ

り
ふ

元
濱

丁
い

が
や

 
胡

有
宝

暦
6・

2
や

り
お

ど
り

長
哥

元
濱

丁
い

が
や

 
｢合

｣
有
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上
演

年
月

外
題

版
元

（
元

版
）　

述
／

筆
／

胡
譜

版
元

2
本

屋
儀

兵
衛

版
無

刊
記

版
Ⅰ

種
無

刊
記

版
Ⅱ

種
無

刊
記

版
Ⅲ

種
無

刊
記

版
Ⅳ

種

宝
暦

6・
11

早
咲

枕
丹

前
元

濱
丁

い
が

や
宝

暦
8・

11
寿

相
生

羽
衣

橘
町

二
丁

目
泉

屋
権

四
郎

上
一

冊
の

み
　

版
元

2
と

A
2

上
下

冊
版

元
2

と
A

2
Ⅰ

種
の

上
冊

と
別

版
下

一
冊

の
み

　
版

元
2

の
A

1
上

下
一

冊
別

版

宝
暦

9・
1

舞
扇

子
姥

桜
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
宝

暦
10・

5
舞

鶴
初

丹
前

元
大

坂
町

村
山

源
兵

衛
宝

暦
11・

3
勝

色
桜

丹
前

い
づ

み
町

村
山

源
兵

衛
宝

暦
11・

3
髪

梳
名

と
り

草
橘

町
二

丁
目

泉
屋

権
四

郎
宝

暦
12・

3
芳

野
草

い
づ

み
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

（
奥

）
｢中

村
座

は
ん

も
と

村
山

源
兵

衛
｣

別
版

本
儀

版
の

覆
刻

宝
暦

12・
3

道
行

旅
初

桜
村

山
源

兵
衛

（
図

版
表

紙
掲

載
）

関
係

不
明

Ⅰ
の

A
3

Ⅰ
と

別
版

宝
暦

12・
7

男
郎

花
村

山
源

兵
衛

宝
暦

12・
11

紅
葉

賣
関

係
不

明
宝

暦
12・

11
一

奏
夕

告
鳥

村
山

源
兵

衛
・

透
写

宝
暦

12・
11

勝
舞

台
名

寄
行

列
村

山
源

兵
衛

・
透

写
宝

暦
13・

2
姥

桜
江

島
面

村
山

源
兵

衛
・

透
写

宝
暦

13・
5

旅
寝

の
小

蝶
村

山
源

兵
衛

・
透

写
宝

暦
13・

5
峰

雲
皐

墨
染

村
山

源
兵

衛
 

作
者

金
井

三
笑

／
胡

・
譜

有
宝

暦
13・

5
夏

柳
烏

玉
川

村
山

源
兵

衛
 

作
者

金
井

三
笑

／
胡

・
譜

有
宝

暦
13・

11
末

広
冬

牡
丹

関
係

不
明

宝
暦

14・
2

艸
摺

引
関

係
不

明
本

儀
版

と
別

版
宝

暦
14・

2
爪

音
幸

紋
尽

村
山

源
兵

衛
A

2
別

版
す

べ
て

と
別

版
宝

暦
14・

4
ね

こ
の

つ
ま

村
山

源
兵

衛
（

奥
）｢中

村
座

は
ん

元
　

高
砂

町
村

山
源

兵
衛

｣ 
胡

無
明

和
1・

8
め

り
や

す
　

袖
の

露
村

山
源

兵
衛

 
胡

無
明

和
1・

11
御

所
風

俗
輦

丹
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
 

カ
ン

有
明

和
1・

11
縁

結
祝

葛
葉

村
山

源
兵

衛
A

2
明

和
2・

1
め

り
や

す
　

親
子

草
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
 

譜
有

別
版

明
和

2・
11

姿
の

鏡
関

寺
小

町
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
A

1
／

胡
・

譜
有

A
3

／
胡

・
譜

有
明

和
2・

11
冬

至
梅

た
が

袖
丹

前
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
2・

11
花

寄
系

図
咄

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

2・
11

ふ
た

つ
文

字
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
A

2
／

胡
・

譜
有

別
版

／
胡

・
譜

有
す

べ
て

と
別

版
　

胡
・

譜
有

す
べ

て
と

別
版

　
胡

・
譜

有
明

和
3・

7
馴

染
相

の
山

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

A
1

／
胡

・
譜

有
明

和
3・

11
松

吹
袖

汐
路

村
山

源
兵

衛
・

透
写

 
譜

有
明

和
3・

11
梅

紅
葉

二
人

物
狂

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有



83

江戸版長唄正本における株板化の動き 

上
演

年
月

曲
名

版
元

1（
元

版
）　

述
者

／
筆

耕
／

胡
・

譜
本

屋
儀

兵
衛

版
無

刊
記

版
Ⅰ

種
無

刊
記

版
Ⅱ

種
無

刊
記

版
Ⅲ

種
無

刊
記

版
Ⅳ

種
無

刊
記

版
Ⅴ

種
無

刊
記

版
Ⅵ

種

明
和

4・
1

琴
の

段
　

朧
月

村
山

源
兵

衛
 

鈍
通

与
三

兵
衛

述
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
胡

・
譜

有
別

版
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

Ⅱ
種

の
覆

刻
／

譜
有

明
和

4・
1

春
調

娘
七

種
村

山
源

兵
衛

　（
奥

）
｢中

む
ら

座
は

ん
も

と
　

高
砂

町
村

山
源

兵
衛

｣ 
胡

・
譜

有
A

1
／

奥
書

無
／

胡
・

譜
有

別
版

／
胡

・
譜

有
す

べ
て

と
別

版
／

胡
・

譜
有

明
和

4・
1

春
雨

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

A
1

／
胡

・
譜

有
明

和
4・

1
袖

柳
名

所
塚

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

4・
8

秋
巣

籠
村

山
源

兵
衛

 
楓

江
述

／
胡

・
譜

有
A

2
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

明
和

4・
8

衣
か

つ
ぎ

思
破

車
村

山
源

兵
衛

 
楓

江
述

／
胡

・
譜

有
A

2
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

同
版

後
印

／
述

者
有

／
版

元
欄

削
去

／
胡

・
譜

有

本
儀

版
の

被
彫

／
胡

・
譜

有

明
和

4・
11

早
咲

賎
女

乱
拍

子
村

山
源

兵
衛

 
鈍

通
与

三
兵

衛
・

冨
士

田
楓

江
述

／
胡

・
譜

有
A

1
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

別
版

／
述

者
無

／
胡

・
譜

有
す

べ
て

と
別

版
／

譜
有

明
和

4・
11

楓
袖

相
生

曲
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
4・

11
お

ど
り

念
仏

関
係

不
明

／
胡

・
譜

有
明

和
4・

11
鉢

扣
色

入
船

村
山

源
兵

衛
＊

3 
胡

・
譜

有
明

和
5・

1
ち

ご
さ

く
ら

村
山

源
兵

衛
 

楓
江

述
／

胡
・

譜
有

A
1

／
述

者
有

／
胡

・
譜

有
明

和
5・

4
葉

桜
閨

の
團

村
山

源
兵

衛
・

透
写

 
胡

・
譜

有
明

和
5・

9
渡

初
鵲

丹
前

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

5・
9

お
と

ぎ
紅

葉
早

物
語

村
山

源
兵

衛
 

譜
有

明
和

5・
9

畳
算

村
山

源
兵

衛
 

楓
江

述
／

胡
・

譜
有

A
1

／
述

者
有

／
胡

・
譜

有
A

2
／

述
者

有
／

胡
・

譜
有

別
版

／
述

者
有

／
胡

・
譜

有
す

べ
て

と
別

版
／

述
者

有
／

胡
・

譜
有

Ⅳ
の

被
彫

／
述

者
無

／
譜

有
す

べ
て

と
別

版
／

述
者

無
／

胡
・

譜
有

明
和

5・
11

梅
楓

娘
丹

前
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
5・

11
深

見
草

咲
分

丹
前

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

5・
11

初
時

雨
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
＊

4
A

1
／

胡
・

譜
有

明
和

5・
11

相
生

菊
相

撲
村

山
源

兵
衛

 
作

者
増

山
金

八
／

譜
有

明
和

6・
1

心
駒

勢
草

摺
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

少
有

明
和

6・
2

一
奏

廓
羽

衣
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
6・

2
道

行
女

夫
傘

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

A
1

／
胡

・
譜

有
明

和
6・

2
相

生
獅

子
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

＊
5 

胡
・

譜
有

A
2

／
胡

・
譜

有
別

版
／

胡
・

譜
有

Ⅱ
の

A
1

／
譜

｢上
｣

の
み

す
べ

て
と

別
／

胡
・

譜
省

略
有

明
和

6・
5

追
善

江
戸

桜
其

俤
村

山
源

兵
衛

 
増

山
金

八
述

／
胡

・
譜

有
明

和
6・

5
弾

的
准

系
図

村
山

源
兵

衛
 

増
山

金
八

述
／

胡
・

譜
有

上
冊

の
本

文
に

改
刻

の
あ

る
同

修
本

有
同

修
本

と
同

版
／

胡
・

譜
有

明
和

6・
7

雲
の

峰
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
｢入

｣
有

（
奥

）
中

む
ら

座
板

元
村

山
源

兵
衛

別
版

／
胡

・
｢入

｣
有
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上
演

年
月

曲
名

版
元

1（
元

版
）　

述
者

／
筆

耕
／

胡
麻

・
文

字
譜

版
元

2
本

屋
儀

兵
衛

版
無

刊
記

版
Ⅰ

種
無

刊
記

版
Ⅱ

種
無

刊
記

版
Ⅲ

種

明
和

6・
7

め
り

や
す

　
萩

の
風

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

6・
7

め
り

や
す

　
待

夜
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
6・

11
め

り
や

す
　

か
み

心
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
A

1
／

胡
・

譜
有

明
和

6・
11

楓
葉

恋
狩

衣
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
（

奥
）

中
村

座
板

元
村

山
源

兵
衛

明
和

7・
1

釣
狐

春
乱

菊
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
 

鼎
峨

印
　

　
　

　
　

　
　

　
　

A
1

／
胡

・
譜

有
／

鼎
峨

印
無

別
版

／
胡

無
･

譜
有

す
べ

て
と

別
版

／
胡

・
譜

有
明

和
7・

1
春

宝
東

人
形

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
3

こ
こ

ろ
の

五
文

字
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
瓢

箪
形

内
に

｢文
｣

／
A

1
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
3

山
桜

姿
鐘

入
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
明

和
7・

8
め

り
や

す
　

星
明

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

譜
有

明
和

7・
11

狂
乱

　
須

磨
友

千
鳥

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
1

／
述

者
有

／
印

無
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
11

粧
古

郷
帰

花
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

正
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
11

水
仙

対
丹

前
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

正
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

明
和

7・
11

め
り

や
す

　
う

き
枕

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
板

 
天

滴
述

／
鼎

峨
印

／
胡

・
譜

有
A

2
／

述
者

無
／

印
無

／
胡

・
譜

有
明

和
8・

1
花

姿
放

下
僧

高
砂

町
横

通
り

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

胡
・

譜
有

（
奥

）
｢中

村
座

板
元

　
む

ら
山

正
｣

明
和

8・
3

髪
梳

十
寸

鏡
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

胡
・

譜
有

明
和

8・
3

め
り

や
す

　
仇

ざ
く

ら
高

砂
町

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

鼎
峨

印
／

胡
・

譜
有

A
2

／
述

者
無

／
印

無
／

胡
・

譜
有

明
和

8・
7

妹
背

星
紅

葉
丹

前
高

砂
町

横
通

り
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

有
（

奥
）

｢中
む

ら
座

板
元

　
村

山
源

兵
衛

正
｣

明
和

8・
11

花
角

力
里

盃
新

い
つ

み
丁

中
ほ

ど
村

山
源

兵
衛

 
天

滴
述

／
胡

・
譜

有
明

和
8・

11
冬

牡
丹

園
生

獅
子

い
つ

み
丁

中
ほ

ど
村

山
源

兵
衛

 
喜

立
述

／
鼎

峨
印

／
胡

・
譜

有
明

和
8・

11
紅

白
勢

丹
前

〔
　

〕
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
・（

奥
）

｢中
む

ら
座

板
元

　
新

い
つ

み
町

村
山

源
兵

衛
｣ 

天
滴

述
／

胡
・

譜
有

A
1

／
述

者
無

／
胡

・
譜

有
／

奥
書

無
図

版
表

紙
掲

載
／

関
係

不
明

明
和

8・
11

雪
花

喩
系

図
い

つ
み

丁
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
・

透
写

 
譜

有
（

奥
）

｢中
村

座
正

銘
板

元
む

ら
山

正
｣

明
和

8・
11

め
り

や
す

　
鳥

の
音

い
つ

み
丁

中
ほ

ど
村

山
源

兵
衛

 
天

滴
述

／
胡

・
譜

有
（

奥
）

｢む
ら

山
正

｣
明

和
9・

1
曙

鎌
倉

名
所

新
い

つ
み

丁
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

胡
・

譜
有
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明
和

9・
1

梅
笑

粧
く

さ
ず

り
し

ん
い

つ
み

丁
村

山
源

兵
衛

正
 

胡
・

譜
有

（
奥

）
｢中

村
座

板
元

正
銘

　
村

山
｣

A
1

／
胡

・
譜

有
／

奥
書

無
／

内
題

角
書

無
明

和
9・

1
春

遊
駅

路
駒

新
い

つ
み

丁
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

明
和

9・
1

（
狂

乱
初

霞
）

雲
井

の
里

言
葉

新
い

つ
み

町
村

山
源

兵
衛

 
天

滴
述

／
胡

・
譜

有
（

奥
）「

中
村

座
板

元
正

銘
新

い
つ

み
町

む
ら

山
｣

A
1

／
述

者
無

／
胡

・
譜

有
／

奥
書

無
別

版
／

胡
・

譜
省

略
有

明
和

9・
1

め
り

や
す

　
若

く
さ

新
い

つ
み

丁
中

ほ
ど

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

｢上
ケ

｣
有

A
1

／
述

者
無

／
｢上

ケ
」

有
明

和
9・

1
め

り
や

す
　

わ
が

涙
新

い
つ

み
丁

中
ほ

ど
村

山
源

兵
衛

 
胡

・
譜

少
有

明
和

9・
8

初
歌

舞
妓

女
花

槍
関

係
不

明
／

胡
・

譜
少

有
明

和
9・

8
め

り
や

す
　

笹
引

関
係

不
明

／
胡

有
明

和
9・

11
雪

の
一

夜
室

乱
梅

関
係

不
明

／
胡

・
譜

有
明

和
9・

11
め

り
や

す
　

白
た

え
関

係
不

明
／

胡
・

譜
有

Ⅰ
と

別
版

／
胡

・
譜

有
安

永
2・

1
め

り
や

す
　

か
き

つ
ば

た
関

係
不

明
／

胡
・

譜
有

安
永

2・
8

三
扇

雲
井

月
南

側
村

山
源

兵
衛

下
冊

（
奥

）
｢中

村
座

正
銘

版
元

村
山

源
兵

衛
｣

安
永

2・
11

陸
花

栬
高

砂
町

南
側

村
山

源
兵

衛
 

胡
・

譜
有

安
永

2・
11

め
り

や
す

　
錦

木
高

砂
町

南
側

村
山

源
兵

衛
 

天
滴

述
／

胡
有

｢カ
ン

｣
有

安
永

3・
1

（
風

流
万

歳
）

五
衣

の
品

高
砂

町
南

側
村

山
源

兵
衛

 
｢三

絃
大

小
入

･
哥

｣
有

（
奥

）
｢中

村
座

正
銘

版
元

村
山

源
兵

衛
｣

安
永

3・
8

め
り

や
す

　
神

頼
高

砂
町

南
側

村
山

源
兵

衛
正

 
機

流
述

安
永

3・
9

め
り

や
す

　
思

ひ
寝

高
砂

町
南

側
村

山
源

兵
衛

 
胡

有
（

奥
）

｢中
村

座
正

銘
版

元
村

山
源

兵
衛

板
｣

A
1

／
胡

有

安
永

3・
11

め
り

や
す

　
庭

の
落

葉
高

砂
町
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新

道
村

山
源

兵
衛
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透

写
 

胡
有

（
奥

）
｢中

村
座

板
元

　
村

山
｣

安
永

4・
2

御
所

望
釣

狐
高

砂
町

南
新

道
村

山
源

兵
衛

正
・

透
写

本
安

永
4・

2
め

り
や

す
　

花
散

鐘
透

写
本

（
表

紙
に

版
元

名
無

し
）

（
奥

）
｢中

村
座

正
銘

版
元

村
山

源
兵

衛
｣

安
永

4・
2

め
り

や
す

　
葉

桜
高

砂
町

南
新

道
村

山
源

兵
衛

 
喜

立
述

安
永

4・
11

翁
草

恋
種

蒔
関

係
不

明
Ⅰ

と
別

版
安

永
5・

4
置

霜
恋

乱
菊

高
砂

町
南

新
道

村
山

源
兵

衛
 

鼎
峨

印
安

永
5・

11
め

り
や

す
　

ね
ぬ

よ
本

文
欠

安
永

6・
1

め
り

や
す

　
す

く
な

文
字

関
係

不
明

安
永

6・
3

鐘
掛

花
振

袖
関

係
不

明
／「

手
ヲ

ド
リ

」
有

Ⅰ
と

別
版

／
譜

無
Ⅱ

と
同

版
／

2
～

3
丁

は
覆

刻
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表 2　〈中村座〉

上演年月 曲名 版元 1　述者／筆耕／胡麻点・文字譜 版元 2

安永 6・11 めりやす　時雨月 板元　高砂町南新道村山源兵衛／
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 6・11 めりやす　雪見酒 板元　高砂町南新道村山源兵衛／ 胡・譜有
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 7・2 めりやす　朧月 板元　高砂町村山源兵衛／
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛　明和 4 年上演版の同版後
印・述者無／胡・譜有

板元　高砂町南新道村山源
兵衛／江戸橋四日市本屋儀
兵衛・同版後印

安永 7・2 咲分梅笑顔 板元　〔綴じ目〕村山源兵衛／
賣所　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 7・2 めりやす　男文字 板元　高砂町村山源兵衛／ 胡有
賣所　四日市本屋儀兵衛

安永 7・7 其紅葉懺悔物語 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛　透写本 譜有

安永 7・11 信夫石恋御所染 高砂町南新道村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀
兵衛 「ヲトリ」有

安永 7・11 めりやす　花夕部 板　高砂町南新道村山源兵衛　正元　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 7・11 琴歌　雪の夜 高砂町南新道村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋
儀兵衛 左交述　　　　　　　　

安永 8・1 風流女萬歳 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛 鼎峨丸印／「ヲトリ」有

安永 8・1 初夢姿富士 高砂町村山源兵衛／板元／江戸橋四日市本屋儀兵衛
（奥）｢中村座板元｣ 「上るり ･ 哥」有

安永 8・5 花菖蒲對の手綱 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 8・8 秋の花角力 板　高砂町村山源兵衛
元　江戸橋四日市本屋儀兵衛 譜有

安永 8・8 華筵千種の丹前 高砂町村山源兵衛／正本板元／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 8・9 二ツ紋ときに　相の
山

板　高砂町村山源兵衛　　　　正元　江戸橋四日市本屋儀兵衛 胡 ･ 譜有

安永 8・11 氷面鏡梅俤 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 8・11 恋の乱れ苧 高砂町南新道村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀
兵衛

安永 9・1 潔江戸絵蘼 〔綴目〕村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
 「ヲトリ」有

安永 9・3 曳各鐘贔屓 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 9・7 三拍子秋野色々 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
 「ヲトリ ･ チラシ」有

安永 9・7 映紅葉奴僕 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛
 譜有

安永 9・8 髪梳き　秋の暮 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 9・11 引連樹春駒 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 9・11 めりやす　磯千鳥 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

安永 9・11 めりやす　関の戸 高砂町村山源兵衛／はんもと／江戸橋四日市本屋儀兵衛

天明 1・3 道行花の雪吹 板〔裁断〕村山源兵衛　　　　正元　江戸橋四日市本屋儀兵衛
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天明 1・4 めりやす　仇枕 高砂町村山源兵衛／板元／四日市本屋儀兵衛

天明 1・9 色見草四の染分 板　たかさご町村山源兵衛
元　四日市本屋儀兵衛

天明 1・11 紅白姿色鏡 高砂丁村山源兵衛／はんもと／四日市本屋儀兵衛

天明 1・11 我背子恋の合槌 高砂丁村山源兵衛／はんもと／四日市本屋儀兵衛
 左交述／譜有

天明 1・11 丹前　花姿視 高砂丁村山源兵衛／はんもと／四日市本屋儀兵衛

天明 1・11 屏風の関 板　高砂丁村山源兵衛 左交述　　　　　　
元　本屋儀兵衛

天明 2・11 めりやす　雨の柳 板　たかさご丁村山源兵衛
元　江戸はし四日市本屋儀兵衛　透写本

天明 2・1 花遊小鳥囀 高さこ町村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋儀兵
衛 「ヲトリ」有

天明 2・1 琴哥　かり寝 板　たかさご町村山源兵衛　三朝述
元　江戸ばし四日市本屋儀兵衛

天明 2・3 釣狐花設罠 高さこ町村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋儀兵
衛 譜有

天明 2・7 今様月汐汲 高さご町村山源兵衛／はんもと／江戸ばし四日市本屋儀兵
衛

天明 2・7 道行昔のうつし絵 板　たかさご丁村山源兵衛
元　江戸ばし四日市本屋儀兵衛

表 3　〈中村座〉

上演年月 曲名 版元（元版）　述者／筆耕／胡・譜 本屋儀兵衛版 無刊記版Ⅰ種

天明 2・11 琴柱のかり 板　高砂町村山源兵衛
元　長谷〔川〕町松本や万吉 「こと哥」有

天明 2・11 めりやす　なみ枕 板　高砂町村山源兵衛　
元　長谷川町松本や万吉

天明 2・11 めりやす　雪月花 板　高砂町村山源兵衛　
元　長谷川町松本や万吉

別版

天明 2・11 花楓粧丹前 はんもと／高砂町村山源兵衛／長谷川町松本や万吉
 「ヲトシ」有

天明 3・1 花緑千歳寿 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉

天明 3・1 初花色の染手綱 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉

天明 3・2 恋の枷糸 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉
 左交述 　　　　　　

天明 3・2 乱咲扇子蝶 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉

天明 3・4 再咲花娘道成寺 板元／高砂丁村山源兵衛／長谷川丁松本屋万吉　譜有

天明 3・8 めりやす　秋の夜 板　高砂丁村山源兵衛　
元　長谷川丁松本屋万吉

天明 4・1 道行　児桜恋淵瀬 はんもと／高砂町村山源兵衛／松本屋万吉 譜有

天明 4・1 咲競梅丹前 はんもと／高砂町村山源兵衛／松本屋万吉 透写本

天明 4・3 めりやす　色増袖 板　和泉丁村山源兵衛　
元　長谷川丁松本屋万吉

天明 4・3 馴初船の内 「哥」有

天明 4・3 朝日の舞鶴 透写本
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表
4　〈

中
村
座
〉

上
演

年
月

曲
名

版
元

（
元

版
）　

述
者

／
筆

耕
／

胡
･

譜
本

屋
儀

兵
衛

版
無

刊
記

版
沢

村
屋

利
兵

衛
版

Ⅰ
種

沢
村

屋
利

兵
衛

版
Ⅱ

種
沢
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屋
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兵

衛
版

Ⅲ
種

沢
村

屋
利
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衛

版
Ⅳ
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天
明
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11

狂
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岸
姫

松
板

　
よ

し
町

村
山

源
兵

衛
　

元
　

さ
か

い
町

沢
村

庄
五

郎
 

透
写

本
天

明
7・

2
重

荷
の

塩
柴

板
　

高
さ

ご
丁

村
山

源
兵

衛
　

正
銘

　
元

　
さ

か
い

町
澤

村
庄

五
郎

天
明

7・
11

色
見

草
古

巣
玉

籬
さ

か
い

丁
沢

村
庄

五
郎

　
寛

政
1・

4
め

り
や

す
　

雨
の

後
板

元
　

沢
村

庄
五

郎
 

左
交

述
寛

政
1・

7
八

朔
梅

月
の

霜
月

板
　

せ
と

も
の

町
村

山
源

兵
衛

　
元

　
さ

か
い

町
沢

村
庄

五
郎

版
元

欄
内
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同

版
後

印
別

版
／

奥
｢寛

政
元

酉
年

七
月

吉
日

　
再

板
　

沢
村

蔵
板

｣

Ⅰ
の

同
版

後
印

／
Ⅰ

と
同

奥
書

＊
6

寛
政

1・
11

松
鶴

嫩
丹

前
は

ん
も

と
　

さ
か

い
町

沢
村

庄
寛

政
1・

11
め

り
や

す
　

東
歌

板
　

せ
と

も
の

丁
村

山
源

兵
衛

元
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い
丁

沢
村
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書
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村
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庄
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寛
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磐
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沢
村
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丁
寛

政
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め
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す
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板
　

せ
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衛
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か
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沢

村
庄
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政
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放
下

僧
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弓

取
板

元
　

さ
か

い
町

沢
村

庄
五

郎
寛

政
2・

11
釣

狐
菊

寒
咲

板
　

沢
村

庄
五

郎
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村
山

源
兵

衛
寛

政
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春

駒
勇

笑
顔

板
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村
庄
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寛
政
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め
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す
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板
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沢
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兵
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村
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兵
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版
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沢

村
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板
す

べ
て

と
別

版
／

奥
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板
寛

政
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日
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板
文

政
九
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年
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月
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日

澤
村

蔵
板

」
＊

7

原
板

沢
村

屋
利

兵
衛

／
求

板
丸

屋
鉄

次
郎

寛
政

3・
5

五
月

菊
名

大
津

絵
板

　〔
空

欄
〕

元
　

さ
か

い
丁

沢
村

利
兵
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（
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書

）
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年
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日

沢
村
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8

版
元
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利

兵
衛

｣
中

央
書

／
同

版



89

江戸版長唄正本における株板化の動き 

表
5　〈

都
座
〉

上
演

年
月

曲
名

版
元

（
元

版
）　

述
者

／
筆

耕
／

胡
･

譜
沢

村
屋

利
兵

衛
版

Ⅰ
種

沢
村

屋
版

Ⅱ
種

沢
村

屋
版

Ⅲ
種
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政
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（
め

り
や

す
）

月
の
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か
い
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嶋
屋

伊
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衛
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作

者
松

井
由
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）

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

 
譜

無
寛

政
6・

5
（

め
り

や
す

）
や

ど
り

車
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

　
狂

言
作

者
松

井
由

輔
述

（
表

紙
）

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

 
「

合
」

寛
政

6・
7

（
琴

唄
）

雲
井

の
鴈

さ
か

い
町

中
嶋

屋
伊

左
衛

門
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
 

「
合

」
寛

政
6・

7
（

め
り

や
す

）
下

紐
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

 
「

合
」

寛
政

6・
7

（
床

さ
か

づ
き

）
相

の
山

さ
か

い
町

中
嶋

屋
伊

左
衛

門
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
 

譜
無

寛
政

6・
11（

め
り

や
す

）
糸

車
板

元
　

き
り

屋
／

沢
村

屋
／

中
嶋

屋
 

五
瓶

述
「

三
下

り
、

合
」

寛
政

7・
1

（
新

う
た

）
五

大
力

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
／

中
嶋

屋
伊

左
衛

門
／

沢
村

屋
利

兵
衛

 
並

木
五

瓶
述

／
譜

無
別

版
／

大
字

／
述

者
有

「
三

下
り

、
合

」
別

版
／

大
字

／
述

者
有

／
譜

無
Ⅱ

種
の

覆
刻

／
述

者
無

／
譜

無
寛

政
7・

2
三

瀬
川

吾
妻

人
形

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

 
「

合
」

寛
政

7・
11

色
手

綱
誓

の
駒

引
板

元
　

と
み

さ
わ

町
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

 
「

合
」

寛
政

7・
11

折
箙

竹
梅

幸
板

元
　

と
み

さ
わ

町
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

 
「

ツ
ツ

ミ
哥

、
合

」
寛

政
7・

11（
め

り
や

す
）

心
の

蝶
板

元
　

と
み

さ
わ

町
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
中

嶋
屋

伊
左

衛
門

 
譜

無
寛

政
8・

1
（

め
り

や
す

）
心

の
木

枕
（

表
紙

欠
）

神
田

平
永

町
森

田
屋

金
蔵

「
三

下
り

、
合

」
寛

政
9・

3
（

め
り

や
す

）
爪

紅
粉

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
沢

村
屋

利
兵

衛
 

ゑ
ん

ふ
述

「
二

上
り

、
合

」
寛

政
9・

8
姿

花
穐

七
種

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
　

杵
屋

正
次

郎
増

補
／

賣
所

　
さ

か
い

町
沢

村
屋

利
兵

衛
 

「
二

上
り

、
三

下
り

、
ツ

ヽ
ミ

」
沢

村
屋

利
兵

衛
　

さ
か

い
丁

手
習

子
　

抜
摺

り
本

寛
政

9・
9

（
め

り
や

す
）

あ
だ

し
髪

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
 

杵
屋

和
吉

述
 　

　
　

　
　

　
／

賣
所

　
さ

か
い

町
沢

村
屋

利
兵

衛
 

「
二

上
り

、
合

」
寛

政
9・

9
忍

夫
摺

形
見

狩
衣

板
元

　
桐

屋
傳

左
衛

門
／

賣
所

　
さ

か
い

町
沢

村
屋

利
兵

衛
 

「
ウ

タ
イ

、
三

下
り

、
合

」
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表
6　
注
⑧

〈
中
村
座
〉

上
演

年
月

曲
　

名
版

元
（

元
版

）　
述

者
／

胡
･

譜
沢

村
屋

版
Ⅰ

種
沢

村
屋

版
Ⅱ

種
沢

村
屋

版
Ⅲ

種
沢

村
屋

版
Ⅳ

種

寛
政

9・
11

（
仙

臺
ぶ

し
）

吾
妻

唄
板

元
／

さ
か

い
町

沢
村

利
兵

衛
／

せ
と

も
の

丁
村

山
源

兵
衛

表
紙

「
再

板
」

／
別

版
／

大
字

／
「

二
上

り
、

合
」

寛
政

9・
11

（
め

り
や

す
）

心
の

雪
板

元
／

沢
村

利
兵

衛
／

村
山

源
兵

衛
　

左
交

述

寛
政

10・
3

（
め

り
や

す
）

墨
の

梅
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

丁

寛
政

10・
3

（
唄

浄
瑠

璃
）

邯
鄲

四
季

の
花

道

板
元

／
さ

か
い

丁
沢

村
屋

利
兵

衛
／

村
山

源
兵

衛
　

亀
玉

述
同

版
／

述
者

有
／

表
紙

「
村

山
源

兵
衛

」
削

去
Ⅰ

種
の

覆
刻

／
「

再
板

」
／

述
者

有

寛
政

10・
11

花
車

紅
葉

錦
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

丁
寛

政
11・

2
（

め
り

や
す

）
花

の
関

の
戸

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
丁

寛
政

11・
11（

め
り

や
す

）
室

の
ゑ

が
ほ

板
　

沢
村

屋
利

兵
衛

「
三

下
り

」
元

　
森

田
屋

金
蔵

　
大

名
題

無
寛

政
11・

11
牛

飼
室

梅
花

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

　
　

　
　

　
　

　
　

杵
屋

正
次

郎
作

板
　

さ
か

い
丁

沢
村

屋
利

兵
衛

元
　

平
永

町
　

森
田

屋
金

蔵
別

版
　

内
題

下
作

者
名

無

板
　

よ
し

町
角

山
本

平
吉

元
　

芝
神

明
前

和
泉

や
市

兵
衛

Ⅰ
と

同
版

／
版

元
名

部
分

入
木

寛
政

12・
1

帯
拽

花
農

小
林

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

同
版

後
印

、
表

紙
別

版
板

元
／

さ
か

い
丁

沢
村

利
兵

衛
／

平
永

町
森

田
屋

金
蔵

別
版

寛
政

12・
3

（
め

り
や

す
）

心
の

筆
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

町

寛
政

12・
5

江
戸

花
五

枚
錦

絵
板

元
／

さ
か

い
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
板

元
／

さ
か

い
丁

沢
村

利
兵

衛
／

平
永

丁
森

田
屋

金
蔵

「
花

娘
」

抜
刷

本
寛

政
12・

11（
め

り
や

す
）

蔦
紅

葉
は

ん
元

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

　
五

瓶
述

享
和

1・
11

花
袂

碁
立

梅
は

ん
元

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

享
和

3・
5

三
重

霞
嬉

敷
顔

鳥
板

元
／

さ
か

い
町

沢
村

屋
利

兵
衛

表
紙

「
再

板
」

／
左

交
述

（
奥

）
｢享

和
三

亥
正

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

｣

覆
刻

　
（

奥
）

｢享
和

三
亥

五
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
｣
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享
和

3・
2

ぬ
れ

翅
神

田
平

永
町

森
田

屋
金

蔵
　

写
本

享
和

3・
4

（
琴

唄
）

秋
空

板
元

／
さ

か
い

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
蔵

板
享

和
3・

8
新

八
重

梅
正

銘
／

は
ん

元
／

沢
村

屋
利

兵
衛

蔵
板

／
さ

か
い

町
文

化
1・

2
う

て
な

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

文
化

2・
3

法
花

四
季

臺
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

丁
（

下
冊

奥
）

｢文
化

二
乙

丑
年

三
月

三
日

蔵
版

｣
上

下
二

冊
本

本
文

覆
刻

（
含

刊
記

）　
表

紙
別

版
　

上
下

二
冊

本
　

表
紙

別
版

　
本

文
Ⅰ

の
後

印
一

冊
本

表
紙

別
版

「
再

板
」　

本
文

Ⅰ
の

覆
刻

◎

原
版

沢
村

利
兵

衛
　

求
版

丸
屋

鉄
次

郎
本

文
別

版
　「

慶
應

三
年

丁
卯

九
月

再
板

」
文

化
2・

4
（

め
り

や
す

）
妻

戸
の

風
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

町
（

奥
）「

文
化

二
丑

四
月

十
日

蔵
版

」　
◎

文
化

3・
2

七
字

の
花

在
姿

繪
板

元
／

さ
か

い
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

北
が

わ
（

下
冊

奥
）「

文
化

三
寅

二
月

吉
日

　
沢

村
蔵

版
」

本
文

覆
刻

（
含

刊
記

）
表

紙
別

版
Ⅰ

の
覆

刻
（

含
刊

記
）

別
版

◎
（

奥
）「

原
版

　
文

化
三

寅
二

月
吉

日
　

再
版

　
文

政
四

巳
年

五
月

吉
日

　
沢

村
蔵

版
」

板
元

丸
屋

鉄
次

郎
別

版

文
化

3・
4

（
め

り
や

す
）

袖
の

海
板

元
／

さ
か

い
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

北
が

わ
（

奥
）「

文
化

三
寅

の
四

月
十

四
日

　
沢

村
蔵

版
」

文
化

4・
5

（
子

日
）

男
舞

曲
相

生
さ

か
い

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

板
 「

ウ
タ

イ
、

三
下

り
」

（
奥

）「
文

化
四

丁
卯

年
五

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

」
別

版
（

奥
）「

原
板

文
化

四
丁

卯
年

五
月

吉
日

／
再

板
文

政
十

三
庚

寅
年

三
月

良
辰

　
澤

村
蔵

板
｣

文
化

4・
5

（
重

陽
）

色
砧

籬
花

娵
さ

か
い

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

板
（

奥
）「

文
化

四
丁

卯
年

五
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
｣

文
化

5・
1

寶
君

壽
万

歳
さ

か
い

丁
／

澤
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
元

 
「

二
上

り
」

（
奥

）「
文

化
五

辰
正

月
二

日
　

堺
町

沢
村

蔵
板

｣
文

化
5・

2
梅

庭
意

贔
屓

板
元

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

（
奥

）「
文

化
五

辰
年

二
月

吉
日

　
澤

村
蔵

板
」

文
化

5・
4

道
行

鳥
邊

山
板

元
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

北
か

ハ
文

化
5・

7
（

め
り

や
す

）
月

雪
花

操
車

　
板

元
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
（

奥
）「

文
化

五
年

辰
七

月
十

七
日

　
澤

村
蔵

板
」

文
化

5・
8

濱
松

風
戀

歌
板

元
／

さ
か

い
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

北
が

わ
（

奥
）「

文
化

五
辰

八
月

十
日

　
沢

村
蔵

板
｣

別
版

◎
　

刊
記

｢文
政

九
戌

年
九

月
吉

日
再

刻
　

澤
村

蔵
板

｣
Ⅱ

の
覆

刻
別

版
　

原
板

沢
村

利
兵

衛
／

求
板

丸
屋

鉄
次

郎
文

化
5・

11
天

津
矢

声
恋

神
業

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

（
奥

）「
文

化
五

戊
辰

年
霜

月
朔

日
　

沢
村

蔵
板

」
文

化
6・

4
邯

鄲
園

菊
蝶

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

町
（

奥
）

｢文
化

六
巳

年
四

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

｣
別

版
　

通
二

丁
目

／
丸

屋
鉄

次
郎

／
は

ん
も

と
文

化
6・

9
（

め
り

や
す

）
ゆ

か
り

の
月

板
元

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

本
文

後
印

　
表

紙
別

版
覆

刻
　

通
二

丁
目

丸
屋

鉄
次

郎
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文
化

7・
3

八
重

や
ま

ぶ
き

は
ん

も
と

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

さ
か

い
町

（
奥

）
｢文

化
七

午
年

三
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
｣

文
化

7・
5

（
め

り
や

す
）

木
の

下
や

み
は

ん
も

と
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
さ

か
い

丁
（

奥
）

｢文
化

七
午

年
五

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

｣
文

化
7・

7
伊

勢
音

頭
恋

目
の

双
六

　
板

元
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
（

奥
）「

文
化

七
午

年
七

月
十

五
日

　
澤

村
蔵

板
」

文
化

7・
8

小
原

女

廓
の

禿

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）「

文
化

七
午

年
八

月
十

七
日

澤
村

蔵
板

」
上

冊
正

銘
／

板
元

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
北

が
わ（
奥

）
｢文

化
七

午
年

八
月

十
七

日
　

澤
村

蔵
板

｣
下

冊

別
版

上
一

冊
別

版
　

表
紙

Ⅰ
の

覆
刻

「
文

久
二

戌
七

月
再

板
　

澤
村

蔵
板

」
上

下
一

冊
本

Ⅱ
の

覆
刻

　
原

板
沢

村
屋

利
兵

衛求
板

丸
屋

鉄
次

郎
　

上
下

一
冊

本

文
化

7・
11

追
払

梅
明

春
正

銘
／

堺
町

／
澤

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

　
（

奥
）「

文
化

七
庚

午
十

一
月

朔
日

　
沢

村
屋

蔵
板

」
文

化
7・

11
（

琴
唄

）
花

色
香

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）

｢文
化

七
庚

午
霜

朔
日

　
沢

村
蔵

版
｣

文
化

8・
3

遅
桜

手
尓

葉
七

字
正

銘
／

さ
か

い
丁

／
澤

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

（
奥

）「
文

化
八

未
年

三
月

吉
日

　
澤

村
蔵

板
」

上
下

二
冊

別
版

　
一

冊
本

（
奥

）「
原

板
文

化
八

未
年

三
月

吉
日

／
再

板
文

政
四

年
巳

四
月

吉
日

  
澤

村
蔵

板
」

字
表

紙
本

　
本

文
Ⅰ

の
覆

刻
沢

村
屋

利
兵

衛
／

大
黒

屋
金

之
介

相
版

　
別

版
〔

上
下

〕
二

冊
「

大
黒

屋
金

之
助

」
を

削
去

し
た

版
あ

り

沢
村

屋
利

兵
衛

／
丸

屋
鉄

次
郎

相
版

　
Ⅲ

の
覆

刻
ほ

か
に

丸
屋

求
版

本
あ

り

文
化

9・
9

（
め

り
や

す
）

青
葉

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元

文
化

8・
11

岩
井

月
緑

の
松

本
正

銘
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

　
（

奥
）「

文
化

八
未

年
霜

月
朔

日
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
8・

11
（

め
り

や
す

）
浪

枕
正

銘
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

（
奥

）「
文

化
八

年
霜

月
朔

日
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
9・

1
千

代
の

春
緑

末
広

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

九
申

年
正

月
吉

日
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
9・

7
万

歳
君

堺
町

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
　

（
奥

）「
文

化
九

年
申

七
月

十
五

日
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
9・

9
再

春
菘

種
蒔

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

九
申

年
九

月
九

日
　

沢
村

蔵
板

｣
＊

9
本

文
覆

刻
　

字
表

紙
本

文
別

版
　

字
表

紙
版

元
部

分
墨

丁
　

Ⅱ
の

覆
刻

「
丸

鉄
板

」
と

入
る

同
版

有
通

三
丁

目
丸

屋
鉄

次
郎

板
「

明
治

十
七

年
再

版
」

文
化

9・
9

紅
葉

袖
名

錦
絵

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

九
申

年
九

月
九

日
　

沢
村

蔵
板

」
同

版
の

字
表

紙
本

あ
り

文
化

10・
2

（
め

り
や

す
）

命
毛

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

十
酉

年
二

月
十

二
日

　
沢

村
蔵

板
｣
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文
化

10・
3

四
季

詠
寄

三
大

字
正

銘
／

堺
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

（
奥

）「
文

化
十

酉
年

三
月

七
日

　
沢

村
蔵

板
」

上
下

二
冊

別
版

（
A

3）
上

下
一

冊
　

（
奥

）「
文

化
十

酉
年

三
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
」

本
文

Ⅰ
の

覆
刻

　
（

奥
）「

文
化

十
酉

年
三

月
吉

日
   

發
板

／
文

政
十

三
寅

歳
四

月
吉

日
　

再
板

　
澤

村
蔵

板
」

◎

本
紋

別
版

　
大

字
沢

村
屋

利
兵

衛
／

丸
屋

鉄
次

郎
相

版
本

文
同

版
Ⅲ

文
化

10・
9

御
名

残
尾

花
留

袖
正

銘
／

堺
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

（
奥

）「
文

化
十

癸
酉

年
秋

九
月

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

11・
3

寄
三

津
再

十
二

支
正

銘
／

堺
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

（
奥

）「
文

化
十

一
戌

年
三

月
　

澤
村

蔵
板

」
文

化
12・

1
梅

籬
霞

帯
曳

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）「

文
化

十
二

亥
年

一
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

12・
3

其
九

繪
彩

四
季

桜
正

銘
／

さ
か

い
丁

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

は
ん

も
と

（
奥

）「
文

化
十

二
戌

年
三

月
吉

日
　

沢
村

蔵
板

」
文

化
12・

11
今

様
嫩

花
道

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）「

文
化

十
二

亥
年

霜
月

朔
日

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

13・
5

（
琴

唄
）

朝
顔

正
銘

／
さ

か
い

丁
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
は

ん
も

と
（

奥
）「

文
化

十
三

子
年

五
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

13・
9

御
名

残
七

小
町

容
彩

四
季

正
銘

／
堺

町
／

沢
村

屋
利

兵
衛

／
板

元
（

奥
）「

文
化

十
三

子
年

九
月

吉
日

　
沢

村
蔵

板
」

文
化

15・
1

道
中

丸
色

廓
正

銘
／

堺
町

／
沢

村
屋

利
兵

衛
／

板
元

　
終

丁
欠

注
：

 本
表

は
版

元
1

を
元

版
と

し
、

本
屋

儀
兵

衛
版

・
無

刊
記

版
と

の
本

文
の

関
係

を
表

し
た

も
の

で
あ

る
。

各
曲

の
本

屋
儀

兵
衛

版
と

無
刊

記
版

Ⅰ
～

Ⅵ
の

欄
に

｢A
1（

A
2・

A
3・

別
版

）｣
と

記
載

し
て

い
る

。
本

屋
儀

兵
衛

版
と

無
刊

記
版

間
の

本
文

の
関

係
に

つ
い

て
記

す
場

合
は

、「
本

儀
版

と
同

版
」

や
「

Ⅰ
種

（
無

刊
記

Ⅰ
種

）
と

同
版

」
の

よ
う

に
、

関
係

す
る

版
種

を
表

し
た

。
こ

の
表

は
、

中
村

座
の

囃
子

方
に

よ
る

正
本

を
も

と
に

作
成

し
た

。
述

者
は

本
文

の
内

題
下

署
名

か
ら

と
り

、
表

紙
の

記
載

か
ら

は
と

っ
て

い
な

い
。

詞
章

の
右

側
に

胡
麻

点
が

あ
る

場
合

は
、

全
体

的
・

部
分

的
を

問
わ

ず
｢胡

有
｣

と
表

に
載

せ
て

い
る

。
文

字
譜

（
節

付
け

名
）

に
つ

い
て

は
、

文
字

譜
と

み
な

し
に

く
い

「
オ

ト
リ

」・「
哥

」・「
ツ

ツ
ミ

哥
」

な
ど

も
一

応
「

譜
有

」
と

し
て

表
中

に
記

載
し

て
い

る
が

、
本

文
の

冒
頭

の
「

二
上

り
」「

三
下

り
」

と
中

間
の

「
合

」
の

み
の

場
合

は
文

字
譜

無
し

と
見

な
し

て
表

に
は

載
せ

な
か

っ
た

。
相

版
元

の
関

係
を

特
に

示
す

必
要

が
あ

る
場

合
は

、
原

本
の

表
記

を
写

す
よ

う
に

心
掛

け
た

。
＊

1　『
高

野
道

行
哥

祭
文

』『
一

奏
勢

熊
坂

』
は

「
菜

花
曙

曽
我

　
第

三
番

目
」・「

中
村

座
」

と
表

紙
に

あ
る

が
、

版
元

が
異

な
る

。
＊

2　
上

下
二

冊
本

で
あ

る
。

他
に

、
下

冊
の

表
紙

を
除

い
て

上
下

一
冊

に
し

た
覆

刻
版

が
あ

り
（

竹
7-1163・

明
1023）、

そ
の

表
紙

に
「

上
下

」
と

入
る

版
（

黒
木

）
が

あ
る

。
＊

3　
下

冊
の

表
紙

を
除

き
、

上
下

冊
の

本
文

を
合

わ
せ

て
一

冊
に

し
た

同
版

本
あ

り
。

上
冊

の
表

紙
か

ら
「

上
」

を
削

去
し

て
表

紙
に

し
た

造
本

。
＊

4　
 版

元
2

と
し

て
「

瓢
箪

形
内

に
文

」
の

商
標

の
版

有
、

本
文

は
「

別
版

　
胡

･
譜

有
」。

＊
5　

享
保

19
年

1
月

上
演

時
の

い
が

や
版

の
本

文
を

参
考

に
し

て
版

下
を

作
っ

て
い

る
（

い
が

や
版

の
A

3）
と

み
ら

れ
る

。
＊

6　
こ

の
ほ

か
、

沢
村

屋
利

兵
衛

版
の

異
版

が
3

種
と

、
沢

村
屋

利
兵

衛
と

森
田

屋
金

蔵
相

版
の

版
が

4
種

存
在

す
る

が
、

刊
年

・
蔵

版
に

関
す

る
奥

書
は

な
い

。
＊

7　
こ

の
ほ

か
に

、
沢

村
屋

利
兵

衛
版

で
奥

書
の

な
い

異
版

が
あ

る
。

＊
8　

◎
は

版
種

が
複

数
あ

る
こ

と
を

示
す

。
そ

の
際

に
は

本
文

を
基

準
と

し
た

。
＊

9　
天

保
4・

9
再

演
時

の
正

本
（

沢
村

屋
版

）
あ

り
。
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後
版
（
未
定
稿
）

上
演

年
曲

　
名

冨
士

屋
小

十
郎

ふ
き

や
町

か
し

通
り

／
南

側

伊
賀

屋
勘

右
衛

門
住

所
変

動
和

泉
屋

市
兵

衛
芝

神
明

前

山
本

平
吉

よ
し

町
川

岸
角

森
田

屋
金

蔵
神

田
平

永
町

沢
村

屋
利

兵
衛

さ
か

い
町

丸
屋

鉄
次

郎
蔦

屋
重

三
郎

小
伝

馬
町

三
丁

目

大
黒

屋
金

之
介

清
水

治
平

衛
本

芝
三

丁
目

濱
松

屋
幸

助
通

油
町

北
側

多
田

屋
利

兵
衛

堀
江

町
四

丁
目

日
本

橋
通

三
丁

目
寛

延
2・

3
一

奏
現

在
道

成
寺

○
元

浜
町

伊
賀

屋
勘

右
衛

門
原

板
／

ふ
き

や
町

冨
士

屋
小

十
郎

再
板

宝
暦

3・
2

京
鹿

子
娘

道
成

寺
◎

◎
○

山
本

相
版

○
森

田
屋

　
と

相
版

◎
◎

 「
再

板
　

沢
村

屋
兵

衛
正

」
　

 「文
政

十
三

年
改

板
澤

村
蔵

板
」

　
 「天

保
十

一
年

澤
村

蔵
板

」

◎
沢

村
相

版
　

｢文
久

四
年

　
再

々
刻

｣

○

宝
暦

4・
2

英
執

着
獅

子
◎

◎
○

森
田

屋
　

と
相

版
○

◎○
大

黒
屋

金
之

介
相

版

○
沢

村
相

版
○

沢
村

  
相

版
○

○

宝
暦

6・
11

早
咲

枕
丹

前
◎

南
側

一
種

大
名

題
有

○
○

森
田

屋
　

と
相

版
○○

岩
戸

屋
相

版
○

岩
戸

屋
久

兵
衛

相
版

○

宝
暦

12・
3

道
行

旅
初

桜
○

宝
暦

14・
2

爪
音

幸
紋

尽
○

｢再
板

｣
　

大
名

題
無

宝
暦

14・
4

ね
こ

の
つ

ま
○

○
○

明
和

2・
11

姿
の

鏡
関

寺
小

町
○

○
　

○
冨

士
屋

相
版

◎○
岩

戸
屋

相
版

◎
○

○

明
和

4・
1

琴
の

段
　

朧
月

○
字

稽
古

本
○

｢申
年

八
月

再
板

｣
○

 字
表

紙
稽

古
本

明
和

4・
1

春
調

娘
七

種
◎

◎
○

森
田

屋
　

と
相

版
◎

◎
｢文

久
三

年
八

月
改

板
｣

○
原

板
沢

村
　

求
板

丸
屋

明
和

4・
8

秋
巣

籠
○

○
○

山
本

相
版

◎
｢再

板
｣

明
和

4・
8

衣
か

づ
き

思
破

車
○

○
○

○
○

原
板

沢
村

　
求

板
丸

屋
○

明
和

6・
2

相
生

獅
子

◎
◎

富
士
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［略語］

（元 1）：元版 1
（元 2）：元版 2
（儀）：本屋儀兵衛版
（Ⅰ～Ⅵ）：無刊記版Ⅰ～Ⅵ種
（沢村Ⅰ～Ⅳ）：沢村利兵衛再版Ⅰ～Ⅳ種
（丸鉄）：丸屋鉄次郎版

上：上野学園日本音楽史研究所
演：早稲田大学演劇博物館
辻：早稲田大学演劇博物館辻町文庫
加：都立中央図書館加賀文庫
霞：東京大学霞亭文庫
抱：抱谷文庫
黒：東京大学教養学部黒木文庫
芸：東京芸術大学附属図書館
東国：東京大学国語国文研究室
竹：国立音大附属図書館寄託竹内文庫
パ：パリ国立図書館
博：東京国立博物館
花：上田花月文庫
松：松浦史料博物館
明：明治大学附属図書館松和文庫

書籍に図版掲載
原：『長唄原本集成』
図：『歌舞伎図説』
近：『日本近世日本舞踊史』石井国之著
川：『江戸長唄』川上邦基著

（『東海大学国際文化学部紀要』創刊号（2008 年）に掲
載した『所蔵一覧』に加筆して作成した）

7-1745･2568･2569･ 演特イ 11-1212-116A、他有り
めりやす青葉　　元：黒
岩井月緑の松本　　元：演特イ 11-1212-37E と 116G
めりやす浪枕　　元：特イ 11-1212-37F（表紙破）
千代の春緑末廣　　元：演特イ 11-1212-37I
万歳君堺町　　元：明
再春菘種蒔　　元：演特イ 11-1212-38C と 117AB･ 竹

7-1387･1389･3149･3150、沢村Ⅰ：（字表紙）明・
竹 7-1393･1394･3151、沢村Ⅱ：（字表紙）芸 N27・
演特イ 11-1212-117C・演特イ 13-312-97・竹 7-1390-
1392･1838･3152･3153、沢村Ⅲ：（版元部分墨丁）
竹 7-3156・演特イ 13-312-98、丸鉄：竹 7-1396

紅葉袖名残錦絵　　元：芸 N1 と 4・演特イ 11-1212-
38D と 117DE・明・竹 7-1517-1520･3205-3207、元′：

（字表紙）明・竹 7-1521･1522･3208（他に天保四
年再演版有り）

めりやす命毛　　元：演特イ 11-1212-38G・明
四 季 眺 寄 三 大 字　　 元（ 上 下 2 冊 ）： 竹 07-604-

607･2779･2780・演特イ 11-1212-38H･117G･118A、
沢 村 Ⅰ（ 上 下 1 冊 ）： 演 特 イ 11-1212-118BC・
竹 7-608-611･2781･2782、 沢 村 Ⅱ： 明 2091・
竹 7-2783、 沢 村 Ⅱ′： 明 2092・ 演 特 イ 11-1212-
118D・ 竹 7-613･2784･22785、 沢 村 Ⅱ′：（ 本
文 Ⅱ 同 版 表 紙 別 版 ） 演 特 イ 13-312-102・ 竹
7-614･615･2786･2787、沢村Ⅲ：竹 7-2789、沢村
Ⅲ′：演特イ 11-1212-119A・竹 7-2788・芸 N25・
明 2100、沢村Ⅳ：芸 N25・竹 7-616・演特イ 13-
312-101

御名残尾花留袖　　元：竹 7-2580
寄三津再十二支　　元：明・竹 7-1638-1640･3260・演

特イ 11-1212-40A
梅籬霞帯曳　　元：明・演特イ 11-1212-40D・芸 N11
其九繪彩四季櫻　　元：竹 785-790・演特イ 11-1212-

40E と 119EF、元′：（上冊表紙覆刻）明・演和ト
13-44 と 45 カ

今嫩花道　　元：演特イ 11-1212-41E・明
琴唄朝顔　　元：演特イ 11-1212-41G
御名残七小町容彩四季　　元竹 7-977
道中丸色廓　　元：特イ 11-1212-42A（欠本）
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三瀬川吾妻人形　　元：演特イ 11-1212-27F
色手綱誓の駒引　　元：演特イ 11-1212-27G
折箙竹梅幸　　元：明
めりやす心の蝶　　元：竹 7-507･2433
めりやす心の木枕　　元：芸 N3、後版：竹 7-2726（森

田屋版）
めりやす爪紅粉　　元：竹 7-2437
姿花秋七種　　元：明・演和ト 13-285、沢村Ⅰ：竹

7-2848･2849･ 芸 N22･ 演特イ 11-1212-28A と 109H
（抜き本）

めりやすあだし髪　　元：竹 7-2438
忍夫摺形見狩衣　　元：明
仙台ぶし吾妻唄　　元：竹 7-50、沢村Ⅰ：竹 7-51･ 演

特イ 11-1212-28C･ 演和ト 13-194･ 演和ト 13-444-
3E･ 明

めりやす心の雪　　元：竹 7-2439
めりやす墨の梅　　元：竹 7-2441･ 演特イ 11-1212-28E

（唄浄瑠璃）邯鄲四季の花道　　元：明、沢村Ⅰ：芸
N3、沢村Ⅱ：竹 7-331

花車紅葉錦　　元：近（表紙のみ掲載）
めりやす花の関の戸　　元：竹 7-2442
めりやす室のゑがお　　沢村Ⅰ（森田屋相版）：演特

イ 11-1212-29F
牛飼室梅花　　元：演特イ 11-1212-110B、沢村Ⅰ（森

田屋相版）：竹 7-92･ 演特イ 11-1212-29E、後版：
竹 7-93

帯曳花農小林　　元：演特イ 11-1212-29K・明・竹
7-249･250･2063･2573、沢村Ⅰ：竹 7-248･2574、沢
村Ⅱ（森田屋相版）：演特イ 11-1212-110DE

めりやす心の筆　　元：演特イ 11-1212-30B と 110F
江戸花五枚錦絵　　元：演特ト 13-429-18・明、沢村Ⅰ

（森田屋相版）：演特イ 11-1212-30F（抜き本）
めりやす蔦紅葉　　元：演特イ 11-1212-30I
花袂碁立梅　　元：演特イ 11-1212-31H
三重霞嬉敷顔鳥　　沢村Ⅰ：明・竹 7-1422･1423･3175・

演特イ 11-1212-110J･ 演特ト 13-443-96･ 演特ト 13-
429-20、沢村Ⅱ：竹 7-1424･3174・演特イ 11-1212-
32F、沢村Ⅱ′（字表紙）：竹 7-3176

ぬれ翅　　後版：演特イ 11-1212-142（森田屋版透写本）
琴唄秋空　　元：演特イ 11-1212-32H
新八重梅　　元：演特イ 11-1212-32I
めりやすうてな　　元：演特イ 11-1212-33C
法 花 四 季 台　　 元： 竹 17-1043･1044、 沢 村 Ⅰ： 竹

7-1045-1048･2998･2999・芸 N3・明、沢村Ⅱ：竹
7-3000･3001、沢村Ⅱ′（字表紙）：竹 7-3002、沢村Ⅲ：
明・竹 7-1049、沢村Ⅲ′：竹 7-1050（表紙覆刻）、
沢村Ⅳ（丸鉄求版）：竹 7-1051

めりやす妻戸の風　　元：明
若緑姿相生　　元：明

七字の花在姿繪　　元：明 2056・竹 7-622･624･626･ 
1774･1776・ 演 特 イ 11-1212-34A と 111G、 沢 村
Ⅰ： 明 2055・ 演 特 イ 11-1212-112A、 沢 村 Ⅱ：
演 特 イ 11-1212-112AB・ 竹 7-620、 沢 村 Ⅲ： 竹
7-628･629･1779・演特イ 11-1212-112CD、沢村Ⅲ′：
竹 7-631･1778（字表紙）、沢村Ⅳ：竹 7-632

めりやす袖の海　　元：明・竹 7-758
（子日）男舞曲相生　　元：演特イ 11-1212-34C･ 演和

ト 13-178・明、沢村Ⅰ：竹 7-246
（重陽）色碪籬花娵　　元：演特イ 11-1212-34DE と

113E
寶君寿万歳　　元：演特イ 11-1212-34G・明
梅庭意贔屓　　元：黒・演特イ 11-1212-34I（透写本）
道行鳥邊山　　元：竹 7-3180･3181・演特イ 11-1212-

35A･ 演和ト 13-286 カ
めりやす月雪花操車　　元：竹 7-3469
濱松風恋歌　　元：明・芸 N22・竹 7-1185･1186･3072･ 

3073・演特イ 11-1212-113I、沢村Ⅰ：演特イ 11- 
1212-113J114A・ 竹 7-1187･1188･3074、 沢 村 Ⅱ：
竹 7-1190･3076、沢村Ⅱ′：芸 N17（表紙覆刻）、
沢村Ⅲ：竹 7-1191、沢村Ⅳ：竹 7-1192･1193･3077

天津矢声恋神業　　元：明
邯鄲薗菊蝶　　元：演特イ 11-1212-36A･ 演和ト 13-

419-21・竹 7-332･334･3339、丸鉄：竹 7-335
めりやすゆかりの月　　元：竹 7-1630･2446・明 2069・

芸 N1、沢村Ⅰ：明 2070・演特イ 11-1212-36C、丸
鉄：竹 7-3258

めりやす八重やまぶき　　元：黒・竹 7-1562
めりやす木の下やみ　　元：黒

（伊勢音頭）恋目双六　　元：演和ト 13-296
小原女（上冊）廓の禿（下冊）　　元（上下 2 冊）：演

特イ 11-1212-36G･114K・115CD（下冊）・竹 7-288- 
296・明、元′：（下冊字表紙）芸 N19・演特イ 11-
1212-115E･ 竹 7-301･1763・1764･2138･2595（ 下
冊字表紙）･2597、沢村Ⅰ：芸 N17 と 19・明・
演 特 イ 11-1212-115A･ 特 イ 13-312-89・ 竹 7-297-
299･2595･2596、沢村Ⅰ′：竹 7-3332（上冊字表紙）、
沢村Ⅱ：竹 7-3333、沢村Ⅲ：芸 N27・演特イ 11-
1212-115B

追払梅明春　　元：演特イ 11-1212-36H
琴唄花色香　　元：竹 7-1156･1825（表紙欠）
遅桜手尓葉七字　　元：（上冊）竹 7-231･229･1746･ 

2562・明、（下冊）竹 7-230･2563・明、沢村Ⅰ：
（ 上 下 1 冊 ） 芸 N4・ 竹 7-233･234･1747･1748･20
99･2564･2565・ 明 2110・ 演 特 イ 11-1212-37A と
115G、 沢 村 Ⅰ′： 芸 N17 と 25・ 明 2109（ 改 刻
箇所有）、沢村Ⅱ：（字表紙本文Ⅰの覆刻）竹
7-235･2566･2577　 沢 村 Ⅲ：（ 大 黒 屋 相 版 ） 竹
7-236･238･3323、沢村Ⅳ：（上 1 冊丸鉄相版）竹
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道行昔のうつし絵　　元 1：演特イ 11-1212-22H・明カ
琴柱のかり　　元 1：松
めりやすなみ枕　　元 1：松
めりやす雪月花　　元 1：松、儀：演特イ 11-1212-22I
花楓粧丹前　　元 1：演特イ 11-1212-22J・松・明
花緑千歳寿　　元 1：明
初花色の染手綱　　元 1：明
恋の枷糸　　元 1：演特イ 11-12112-22L・竹 7-2428
乱咲扇子蝶　　元 1：明
再咲花娘道成寺　　元 1：演特イ 11-1212-22M
めりやす秋の夜　　元 1：演特イ 11-1212-22Q・演和ト

-13-418-6
道行児桜恋淵瀬　　元 1：芸 E（透写）
咲競梅丹前　　元 1：芸 E（透写）
めりやす色増袖　　元 1：松
馴初船の内　　Ⅰ：演特イ 11-1212-23B・竹 7-2979
朝日の舞鶴　　Ⅰ：芸 E
狂乱岸姫松　　元 1：芸 E
重荷の塩柴　　元 1：芸 E
色見草古巣玉籬　　元 1：演和ト 13-281
めりやす雨の後　　元 1：演特イ 11-1212-25A
八朔梅月の霜月　　元 1：演特イ 11-1212-25C・演特イ

11-1212-107A・演和ト 13-423-4・明 2001、無刊記版：
竹 7-3021、沢村Ⅰ：明 2002、沢村Ⅱ：演特イ 11-
1212-107BCD・芸 N28

松鶴嫩丹前　　元Ⅰ：演特イ 11-1212-25D
めりやす東歌　　元 1：演特イ 11-1212-25E
初約束手管草摺　　元 1：演特イ 11-1212-25F
太夫株常磐万歳　　元 1：演特イ 11-1212-25G
めりやす雛草　　元 1：演特イ 11-1212-25H
放下僧月の弓取　　元 1：演特イ 11-1212-25J
釣狐菊寒咲　　元 1：演特イ 11-1212-25K
春駒勇笑顔　　元 1：演特イ 11-1212-26A
めりやすうわ帯　　元 1：演特イ 11-1212-26B
對面花春駒　　元 1：演特イ 11-1212-26C・竹 7-2882、

沢村Ⅰ：演特ト 13-443-92、沢村Ⅱ：竹 7-2884、
沢村Ⅲ：芸 N26、沢村Ⅳ：竹 7-2883（奥書無）

五月菊名大津絵　　元 1：演特イ 11-1212-26D・演特イ
11-1212-108A（奥書無）、沢村Ⅰ：演特ト 13-429-
17･ 明 ･ 竹 7-564

めりやす月の鏡　　元：竹 7-902
めりやすやどり車　　元：明・竹 7-2430
琴唄雲井の雁　　元：松
めりやす下紐　　元：松
床さかづき相の山　　元：松
めりやす糸車　　元：竹 7-2431
新 う た 五 大 力　　 元： 松・ 竹 7-2432、 沢 村 Ⅰ： 竹

7-521･2732・演特イ 11-1212-27E･109EF、沢村Ⅱ：
竹 7-522･ 芸 16、沢村Ⅲ：竹 7-523･524･ 明

めりやす花散鐘　　元 1：演特ト 13-448-90（透写）
めりやす葉桜　　元 1：演特イ 11-1212-19F
翁草恋種蒔　　Ⅰ：演和ト 13-444-2F・演特ト 13-443-

84、Ⅱ：竹 7-169 と 170
置霜恋乱菊　　元 1：花
壽萬歳　　Ⅰ：演特イ 11-1212-20L
めりやすねぬよ　　Ⅰ：演特ト 13-413（本文欠）
めりやすすくな文字　　Ⅰ：竹 7-2413
鐘 掛 花 振 袖　　 Ⅰ： 芸 N9、 Ⅱ： 竹 7-2607、 Ⅲ： 竹

7-314
めりやす時雨月　　元 1：演特ト 13-413・竹 7-2414
めりやす雪見酒　　元 1：竹 7-2415
めりやす朧月　　元 1：松・黒、元 2：芸 N9・演特ト

13-443-87
咲分梅笑顔　　元 1：松
めりやす男文字　　元 1：芸 N24/1
其紅葉懺悔物語　　元 1：芸 E
信夫石恋御所染　　元 1：明・松
めりやす花夕部　　元 1：明・松
琴歌雪の夜　　元 1：松 835-S11-10･12
風流女萬歳　　元 1：竹 7-2417
初夢姿富士　　元 1：松
花菖蒲對の手綱　　元 1：竹 7-2418
秋の花角力　　元 1：松
華筵千種の丹前　　元 1：竹 7-2419
二ツ紋ときに相の山　　元 1：7-2420
氷面鏡梅俤　　元 1：竹 7-2421
恋の乱れ苧　　元 1：松・竹 7-2422・演和ト 13-413B（表

紙のみ存）
潔江戸絵　　元 1：松
曳各鐘贔屓　　元 1：霞
三拍子秋野色々　　元 1：竹 7-2424
映紅葉奴僕　　元 1：竹 7-2423
髪梳き秋の暮　　元 1：竹 7-2425・7-29
引連樹春駒　　元Ⅰ：芸 E（透写）
めりやす磯千鳥　　元 1：竹 7-2426
めりやす関の戸　　元 1：竹 7-2427
道行花の雪吹　　元 1：明
めりやす仇枕　　元 1：竹 7-48
色見草四の染分　　元 1：明
紅白姿色鏡　　元 1：松
我背子恋の合槌　　元 1：松
丹前花姿視　　元 1：明・演特イ 11-1212-22B
屏風の関　　元 1：松
めりやす雨の柳　　元 1：演特イ 11-1212-22E
花遊小鳥囀　　元 1：明
琴哥かり寝　　元 1：明・霞
釣狐花設罠　　元 1：明・芸 N9
今様月汐汲　　元 1：明 1194
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袖柳名所塚　　元 1：演特イ 11-1212-11B・明
秋巣籠　　元 1：芸 N24/2・演特イ 11-1212-11I、Ⅰ：花・

演和ト 13-107
衣かつぎ思破車　　元 1：演特イ 11-1212-11J と 93C、儀：

演特イ 11-1212-93E、Ⅰ：演特イ 11-1212-93D、Ⅱ：
上　　

早咲賎女乱拍子　　元 1：抱、Ⅰ：明・演特ト 13-443-
65・演和ト 13-423-30、Ⅱ：演特イ 11-1212-11M と
93K、Ⅲ：演特イ 11-12112-93L

楓袖相生曲　　元 1：花
おどり念仏　　Ⅰ：明・演特ト 13-417-7
鉢扣色入船　　元 1：演特イ 11-1212-11K と 93I（上下

二冊）・93H（上下一冊本）
ちごさくら　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2405・明・演特

イ 11-1212-12D と特ト 13-417-11、Ⅰ：演特イ 11-
1212-94H と I

葉桜閨の團　　元 1：芸 E（透写）
渡初鵲丹前　　元 1：演特イ 11-1212-12F･98DE
おとぎ紅葉早物語　　元 1：演特イ 11-1212-12G
畳算　　元 1：芸 24/2、Ⅰ：松・竹 7-2407、Ⅱ：明、Ⅲ：

演特イ 11-1212-12H と 98F、Ⅳ：演和ト 13-421-7、
Ⅴ：竹 7-2901・抱、Ⅵ：芸 N9･N11

梅楓娘丹前　　元 1：演特イ 11-1212-12K･95K
深見草咲分丹前　　元 1：明
初時雨　　元 1：芸 N24/2、Ⅰ：松
相生菊相撲　　元 1：パ
心駒勢草摺　　元 1：演特イ 11-1212-13C
一奏廓羽衣　　元 1：演特イ 11-1212-13E
道行女夫傘　　元 1：芸 N24/2・演特イ 11-1212-13D、儀：

演特イ 11-1212-96G
相生獅子　　元 1：花・演特ト 13-429-10・竹 7-2135・

東国、Ⅰ：松・明・竹 7-2460・演特ト 13-443-3･4、Ⅱ：
演特イ 11-1212-97E・霞・芸 N9・竹 7-2461・演和
ト 13-434-7D、Ⅲ：上・明、Ⅳ：演特イ 11-1212-
13F

追善江戸桜其俤　　元 1：演特イ 11-1212-13H・花
弾的准系図　　元 1：花・演特ト 13-417-9（同修本）、Ⅰ：

演特イ 11-1212-13G ト 97A・演特ト 13-429-6 他
雲の峰　　元 1：花・芸 N24/2・明、Ⅰ：芸 N3
めりやす萩の風　　元 1：芸 N24/2・花・演特イ 11-

1212-14B と 98B
めりやす待夜　　元 1：芸 N24/2
めりやすかみ心　　元 1：演特イ 11-1212-14F と 98H、

Ⅰ：演和ト 13-387
楓葉恋狩衣　　元 1：演特イ 11-1212-14G
釣狐春乱菊　　元 1：演特イ 11-1212-14L と 99F･99G、

儀：花・演特ト 13-443-75、Ⅰ：明、Ⅱ：演特ト
13-443-74

春宝東人形　　元 1：演特イ 11-1212-15A と 99E

こころの五文字　　元 1：演特イ 11-1212-15B と 99J、
元 2：竹 7-2046

山桜姿鐘入　　元 1：演特イ 11-1212-15C
めりやす星明　　元 1：演特イ 11-1212-16A、儀：演特

イ 11-1212-100D、Ⅰ：芸 N24/1
狂乱須磨友千鳥　　元 1：演特イ 11-1212-16C・演特ト

13-417-10、Ⅰ：演特イ 11-1212-100H
粧古郷帰花　　元 1：演特イ 11-1212-16E、儀：明
水仙対丹前　　元 1：演特イ 11-1212-16D
めりやすうき枕　　元 1：演特イ 11-1212-16F、Ⅰ：松
花姿放下僧　　元 1：花・博
髪梳十寸鏡　　元 1：演特イ 11-1212-17C と 100J・演

特 ト 13-319・ 花・ 博・ 芸 E24、 Ⅰ： 竹 7-319 と
7-2409

めりやす仇ざくら　　元 1：演特イ 1-1212-17B・花・博、
Ⅰ：芸 E24

妹背星紅葉丹前　　元 1：博
花角力里盃　　元 1：博・演特イ 11-1212-17I
雪花喩系図　　元 1：芸 E（透写）
冬 牡 丹 園 生 獅 子　　 元 1： 演 特 イ 11-1212-17H と

101A・博
紅白勢丹前　　元 1：博、Ⅰ：演特イ 11-1212-17G・芸

N11、Ⅱ：近
めりやす鳥の音　　元 1：演特イ 11-1212-17J・博
七襄秋羽衣　　Ⅰ：竹 7-2978（表になし）
曙鎌倉名所　　元 1：博
梅笑粧くさずり　　元 1：博、Ⅰ：演特ト 13-443-77･

芸 E24・芸 N11
春遊駅路駒　　元 1：博

（狂乱初霞）　雲井の里言葉　　元 1：博、Ⅰ：芸 E24・
演和ト 13-427、Ⅱ：演特イ 11-1212-18A

めりやす若くさ　　元 1：博、Ⅰ：芸 E24・明
めりやすわが涙　　元版 1：博
初歌舞妓女花槍　　Ⅰ：芸 E24
笹引　　Ⅰ：芸 E24
雪の一夜室乱梅　　Ⅰ：演和ト 13-425-14
めりやす白たえ　　Ⅰ：芸 E24・花・明、Ⅱ：演和ト

13-124
めりやすかきつばた　　Ⅰ：演和ト 13-106
道行初の鶯　　Ⅰ：竹 7-1436（表紙のみ存、表になし）
三扇雲井月　　元 1：辻
陸花　　元 1：芸 N11・抱・演特ト 13-443-83
めりやす錦木　　元 1：芸 N11・明・抱・花・松・演

特イ 11-1212-18J・辻
（風流万歳）五衣の品　　元 1：芸 N11
めりやす神頼　　元 1：明
めりやす思ひ寝　　元 1：抱、Ⅰ：明
めりやす庭の落葉　　元 1：芸 E（透写）
御所望釣狐　　元 1：芸 E（透写）
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芳野草　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2392、儀：演特イ 11-
1212-6C と 86F、Ⅰ：演和ト 13-67

道行旅初桜　　元 1：川（表紙のみ掲載）、Ⅰ：竹
7-1432 と 1433・明 1052・演特ト 13-443-37 他、Ⅱ：
竹 7-3178 と 2027、Ⅲ：演特ト 13-443-38

男郎花　　元 1：芸 N24/2
紅葉賣　　Ⅰ：演和ト 13-105・芸 N9・演特イ 11-1212-

7C
一奏夕告鳥　　元 1：演和ト 13-448-30
勝舞台名寄行列　　元 1：演和ト 13-448-31（透写）
姥桜江島面　　元 1：演和特ト 13-448-33（透写）
旅寝の小蝶　　元 1：演和ト 13-448-34（透写）
峰雲皐墨染　　元 1：パ
夏柳烏玉川　　元 1：パ
末広冬牡丹　　儀：演特イ 11-12112-7G
艸摺引　　儀：演特イ 11-1212-8A と 88A、Ⅰ：演特ト

13-443-49
爪音幸紋尽　　元 1：明 1069・演和ト 13-421-25、Ⅰ：

芸 N9 と E24・演特イ 11-1212-8B・松・演特ト 13-
443-48 他、Ⅱ：霞、Ⅲ：辻

ねこのつま　　元 1：竹 7-2394・芸 N24/2
めりやす　袖の露　　元 1：芸 N24/2
御所風俗輦丹　　元 1：演特イ 11-1212-8G
縁結祝葛葉　　元 1：芸 N24/2・松、儀：演和ト 13-84
めりやす親子草　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2397、儀：

演特イ 11-1212-8K・演特ト 13-443-51 他
姿の鏡関寺小町　　元 1：明、儀：芸 N12・演特イ 11-

12112-9H と 90G・演和ト 13-88、Ⅰ：芸 N9・明・
演特イ 11-1212-90H・竹 7-2837

冬至梅たが袖丹前　　元 1：演特イ 11-1212-9J
花寄系図咄　　元 1：花・明
ふたつ文字　　元 1：芸 N24/2・竹 7-2399・演和ト 13-

423-52、Ⅰ：演特イ 11-1212-9I・演和ト 13-53・明、
Ⅱ：演和ト 13-423-54・竹 7-1323、Ⅲ：竹 7-1319・
演和ト 13-85・松・芸 N9、Ⅳ：竹 7-2040

馴染相の山　　元 1：演特イ 11-1212-9N・東国・竹
7-2400・芸 N24/2・演特ト 13-448-5、Ⅰ：松

松吹袖汐路　　元 1：芸 E（透写）
梅紅葉二人物狂　　元 1：演特イ 11-1212-10C
琴の段朧月　　元 1：芸 N24/2・明・竹 7-2402・演和

ト 13-418-49、 Ⅰ： 竹 7-251 と 2403・ 演 和 ト 13-
418-50、Ⅱ：演特イ11-1212-10Jと特ト13-443-61、Ⅲ：
竹 7-2576

春調娘七種　　元 1：上・明・演特イ 11-1212-10I と
91I、Ⅰ：演特イ 11-1212-91J と特ト 13-443-58 と
和 ト 13-94、 Ⅱ： 芸 N9・ 演 特 ト 13-443-60・ 竹
7-2136、Ⅲ：竹 7-3079

春雨　　元 1：演特イ 11-1212-11A・芸 N24/2、Ⅰ：演
特イ 11-1212-92C

［所蔵一覧］（表 1 - 6 に対応する）

傾城無間鐘　　元 1：特イ 11-1212-1B、元 2：竹 07-
2387（再演）

無間鐘新道成寺　　元 1：江、元 2：演特イ 11-1212-1C
うしろめん　　元 1：原本集成 1
相生獅子　　元 1：演特イ 11-1212-1D
鳥羽の恋塚　　元 1：原 1
高野道行歌祭文　　元 2：パ
一奏勢熊坂　　元 1：演特ト 13-308
兵四阿屋造　　元 1：演特ト 13-310
百千鳥娘道成寺　　元 1：特イ 11-1212-1G
初見雪氷衣　　元 1：パ
山中対面の道行　　元 1：パ
掛合こと哥　　元 1：パ
小妻重山吹海道　　元 1：パ

（室咲）京人形　　　　元 1：パ
無間鐘　　元 1：パ
一奏現在道成寺　　元 1：パ
今様熊坂の段　　元 1：加
京鹿子娘道成寺　　元 1：加・パ、元 2：図 360、儀：

竹 7-400、Ⅰ：演特イ 11-1212-2C と 78A・演和ト
13-127 他、Ⅱ：松・竹 7-401・芸 N11・演和ト 13-
419-24・演特イ 11-1212-78B・辻他

花の縁　　元 1：加、元 2：芸 N24/2、Ⅰ：松、Ⅱ：
竹 2388、Ⅲ：芸 N9

一奏乙女姿羽衣所作　　元 1：パ
分身鉄五郎　　元 1：パ
夜鶴花巣籠　　元 1：パ
江戸鹿子男道成寺　　元 1：パ、儀：演特イ 11-1212-

79B、Ⅰ：演特イ 11-1212-79C
英執着獅子　　元 1（上下 2 冊）：演特イ 11-1212-3A・加・

パ、儀（上下 2 冊）：松・竹 7-1161 と 1162・演特
イ 11-1212-79D・演和ト 13-423-24 他・（上下 1 冊）
明 1023・竹 7-1163（破）・黒、Ⅰ：上（上冊）・花（下
冊）、Ⅱ：演和ト 13-98（上冊）・上（下冊）、Ⅲ：
明 1022・演特ト 13-443-9（上下一冊）、Ⅳ：抱（上冊）

冬牡丹揚羽面影　　元 1：パ
万歳貝尽掛合せりふ　　元 1：加
やりおどり長哥　　元 1：パ
早咲枕丹前　　元 1：演特イ 11-1212-4B
寿相生羽衣　　元 2：演特イ 11-12125B・辻・花上、Ⅰ：

芸 N9 上 冊・ 演 和 ト 13-419-58、 Ⅱ： 演 特 イ 11-
1212-85D と E・演和ト 13-70・演特ト 13-443-29 と
30 他、Ⅲ：演和ト 13-419-59 下、Ⅳ：竹 7-534

舞扇子姥桜　　元 1：演特ト 13-448-19（透写）
舞鶴初丹前　　元 1：演特イ 11-1212-5G 他（透写）
勝色桜丹前　　元 1：明 1051
髪梳名とり草　　元 2：竹 7-2611



101　『日本研究』No. 48（2013）

一
、
は
じ
め
に

　

徳
川
政
権
に
お
い
て
、
将
軍
の
居
所
に
し
て
政
治
の
中
枢
で
あ
る
江
戸
城
に
、

幕
臣
や
大
名
ら
を
迎
え
入
れ
、
と
り
わ
け
将
軍
そ
の
人
が
彼
ら
に
謁
を
与
え
る

こ
と
は
、
最
高
権
力
者
の
地
位
と
主
従
関
係
の
継
続
を
確
認
す
る
き
わ
め
て
重

要
な
形
式
と
し
て
機
能
し
た
。
正
月
の
年
始
御
礼
に
始
ま
る
年
中
行
事
を
軸
に
、

各
家
の
家
督
相
続
や
、
高
位
の
幕
臣
ら
の
役
替
え
（
人
事
異
動
）、
と
く
に
「
御

暇
」
と
言
わ
れ
る
遠
方
へ
の
転
勤
な
ど
に
際
し
、
時
々
に
「
将
軍
に
御
目
見
す

る
」
と
い
う
特
別
な
行
為
が
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
時
空
間
の
設
定
と
相
俟
っ
て

政
権
を
支
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
同
時
に
そ
う
し
た
殿
中
儀

礼
の
秩
序
は
、
武
家
政
権
内
部
の
み
な
ら
ず
、
都
か
ら
下
向
し
た
勅
使
、
ま
た
、

日
光
東
照
宮
や
東
西
本
願
寺
な
ど
を
典
型
と
す
る
賓
客
の
迎
接
と
い
っ
た
、
政

権
の
対
外
接
触
の
場
面
に
適
用
さ
れ
、
武
家
社
会
の
内
外
が
乗
り
入
れ
る
な
か

で
将
軍
の
権
威
を
高
め
つ
つ
、
よ
り
広
範
な
国
家
の
形
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た（

1
）。

　

さ
ら
に
そ
の
外
延
を
な
す
の
が
、
将
軍
の
居
城
に
お
け
る
類
似
の
儀
式
が
、

こ
の
政
権
と
他
国
の
政
権
と
の
関
係
を
司
る
た
め
に
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
ま
ず
、
徳
川
幕
府
と
の
間
で
「
通
信
」
の
関
係
が
維
持

さ
れ
た
、
朝
鮮
お
よ
び
琉
球
よ
り
の
使
節
を
迎
接
す
る
行
為
が
、
そ
れ
に
該
当

す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

周
知
の
と
お
り
、
朝
鮮
通
信
使
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
十
二
回
来
聘
し
た
。

第
二
回
（
元
和
三
〔
一
六
一
七
〕
年
）
は
伏
見
城
、
第
十
二
回
（
文
化
八

〔
一
八
一
一
〕
年
）
は
対
馬
の
宗
氏
藩
邸
に
お
け
る
聘
礼
で
あ
っ
た
か
ら
、
実
際

に
江
戸
城
で
儀
礼
が
行
わ
れ
た
の
は
十
回
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
伏
見
、
対
馬

で
の
聘
礼
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
事
情
に
よ
り
江
戸
城
で
の
儀
式
に
代
わ
る

持
続
可
能
な
外
交
を
め
ざ
し
て

―
―
幕
末
期
、
欧
米
外
交
官
の
将
軍
拝
謁
儀
礼
を
め
ぐ
る
検
討
か
ら
―
―

佐
野
真
由
子
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
儀
礼
の
場
と
し
て
の
江
戸
城
に
、
西
洋
諸
国
か
ら
の
使

節
と
し
て
初
め
て
登
り
、
徳
川
第
十
三
代
将
軍
家
定
に
謁
見
し
た
の
が
、
安
政

元
（
一
八
五
四
）
年
の
日
米
和
親
条
約
に
基
づ
い
て
そ
の
二
年
後
か
ら
下
田
に

駐
在
し
て
い
た
、
初
代
ア
メ
リ
カ
総
領
事
タ
ウ
ン
セ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
で
あ
っ
た
。

安
政
四
年
十
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
赴
任
に
あ
た
っ
て
ハ
リ
ス
は

ピ
ア
ー
ス
大
統
領
か
ら
将
軍
宛
の
親
書
を
託
さ
れ
て
お
り
、
来
日
後
ま
も
な
く

よ
り
、
そ
れ
を
将
軍
そ
の
人
に
奉
呈
し
た
い
と
い
う
強
い
希
望
を
表
明
し
て
い

た
。
こ
の
と
き
の
儀
式
は
そ
れ
に
押
さ
れ
て
実
現
し
た
も
の
だ
が
、
西
洋
諸
国

か
ら
の
使
節
を
初
め
て
江
戸
城
に
迎
え
、
ま
た
、
と
り
わ
け
将
軍
そ
の
人
と
の

「
御
逢
」
を
受
諾
す
る
こ
と
を
決
め
る
ま
で
に
は
、
幕
府
内
に
お
い
て
一
年
近

い
議
論
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
論
争
の
内
実
は
す
で
に
、
拙
論
「
幕
臣
筒
井
政
憲
に
お
け
る
徳
川
の
外

交
―
―
米
国
総
領
事
出
府
問
題
へ
の
対
応
を
中
心
に
」（『
日
本
研
究
』
第

三
十
九
集
〔
二
〇
〇
九
年
〕、
二
九
〜
六
四
頁
）
で
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
か
ら

浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
の
ハ
リ
ス
迎
接
儀
礼
が
徳
川
幕
府
に
と
っ

て
、
駐
在
代
表
に
よ
る
本
国
元
首
の
親
書
奉
呈
か
ら
開
始
さ
れ
る
、
西
洋
の
慣

例
に
則
っ
た
外
交
関
係
の
幕
開
け
を
示
す
と
同
時
に
、
け
っ
し
て
経
験
値
ゼ
ロ

か
ら
始
ま
る
未
曽
有
の
事
態
で
は
な
く
、
先
に
触
れ
た
、
政
権
内
外
に
広
が
り

を
持
つ
儀
礼
伝
統
に
則
っ
て
構
想
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
、
ハ
リ
ス
に
対
す
る
具
体
的
な
式
次
第
が
、
長
年
の
蓄
積
を
持
つ

朝
鮮
通
信
使
迎
接
儀
礼
を
基
礎
に
整
え
ら
れ
た
経
緯
は
、
単
に
手
近
な
前
例
と

も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
む
ろ
ん
一
連
の
儀
礼
伝
統
か
ら
排
除
す

べ
き
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
琉
球
の
使
節
は
、
徳
川
将
軍
の
代
替
わ
り
を
祝

う
慶
賀
使
、
琉
球
王
の
襲
職
御
礼
に
あ
た
る
謝
恩
使
を
合
わ
せ
、
寛
永
二
十
一

（
一
六
四
四
）
年
か
ら
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
に
至
る
ま
で
計
十
七
回
、
江
戸

城
に
登
っ
て
い
る（

2
）。

こ
こ
で
詳
述
は
で
き
な
い
が
、
勅
使
に
準
ず
る
最
高
の
礼

式
で
朝
鮮
通
信
使
を
迎
え
た
の
に
対
し
、
琉
球
使
節
に
関
し
て
は
、
二
種
の
う

ち
よ
り
高
位
と
さ
れ
る
慶
賀
使
の
場
合
に
お
い
て
も
、
相
当
に
格
を
落
と
し
た

迎
接
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
「
通
信
」
関
係
に
あ
っ
た
国
々
と
は
別
に
、
正
式
な
国
交
で
は
な
く
、

民
間
人
ど
う
し
の
「
通
商
」
関
係
で
あ
る
と
い
う
建
前
が
貫
か
れ
て
い
た
の
が

オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
際
だ
が
、
長
崎
の
出
島
に
駐
在
す
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
一
行

が
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
毎
年
、
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
か
ら
は
隔
年
、
寛

政
二
（
一
七
九
〇
）
年
か
ら
は
四
年
に
一
度（

3
）、

幕
府
か
ら
通
商
を
許
さ
れ
て
い

る
こ
と
へ
の
御
礼
と
い
う
名
目
で
江
戸
に
赴
き
、
城
中
で
将
軍
に
見
え
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
公
的
な
儀
式
で
は
将
軍
が
相
手
国
使
節
に
「
御
逢
」

に
な
る
と
の
表
現
が
使
わ
れ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
、
奥
向
き
の
女
性
た
ち
を

含
む
城
中
の
人
々
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
「
御
覧
」
に
な
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
り（

4
）、

内
容
も
そ
れ
に
応
じ
て
異
な
り
、
右
の
一
連
の
国
家
儀
礼
と
混

同
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
幕
末
期
の
外
交
相
手
国

に
は
オ
ラ
ン
ダ
が
含
ま
れ
る
た
め
、
前
提
の
一
端
と
し
て
触
れ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
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四
度
目
の
来
日
で
日
露
修
好
通
商
条
約
を
締
結
し
た
ロ
シ
ア
使
節
エ
フ
ィ

ミ
ィ
・
ヴ
ァ
シ
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
登
城
・
将
軍
（
世
子
慶
福
代

理
）
拝
謁
を
果
た
し
た
（
以
上
、
第
二
節
）。

　

一
八
五
九
年
に
入
る
と
（
安
政
五
年
十
二
月
）、
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
は

正
式
に
外
交
代
表
た
る
公
使
に
昇
格
す
る
こ
と
が
本
国
で
決
定
し
、
そ
の
旨
の

信
任
状
を
将
軍
に
奉
呈
す
る
要
が
あ
ら
た
め
て
生
じ
る
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
、

幕
府
内
で
も
は
や
儀
礼
様
式
の
詳
細
を
検
討
し
直
す
必
要
は
な
く
、
安
政
六

（
一
八
五
九
）
年
十
月
十
一
日
、
江
戸
城
で
の
将
軍
（
第
十
四
代
家
茂
）
拝
謁
は

す
ん
な
り
と
実
施
さ
れ
た
。
幕
府
の
認
識
に
お
い
て
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
迎

接
ま
で
に
ま
と
ま
っ
た
式
次
第
を
、
す
で
に
定
式
化
し
た
も
の
と
し
て
こ
こ
に

用
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
設
え
が
、
安
政
四
年
十
月
二
十
一
日
の

ケ
ー
ス
に
比
べ
て
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
リ
ス
と
の
間

で
再
び
論
争
と
な
り
（
以
上
、
第
三
節
）、
最
終
的
に
は
、
式
次
第
を
修
正
の
う

え
、
翌
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
七
月
四
日
に
拝
謁
式
を
再
挙
行
す
る
こ
と
で

よ
う
や
く
決
着
を
見
た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
整
理
さ
れ
た
形
に
則
っ
て
引
き
続

き
行
わ
れ
た
の
が
、
同
月
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
オ
ー
ル

コ
ッ
ク
、
同
二
十
一
日
、
フ
ラ
ン
ス
代
理
公
使
キ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
デ
ュ
シ
ェ

ヌ
・
ド
＝
ベ
ル
ク
ー
ル
の
、
そ
れ
ぞ
れ
初
め
て
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
で
あ
る

（
以
上
、
第
四
節
）。

　

本
稿
が
具
体
的
な
分
析
を
行
う
範
囲
は
こ
こ
ま
で
と
な
ろ
う
。
登
城
・
将
軍

拝
謁
と
い
う
儀
礼
の
場
面
に
焦
点
を
絞
り
込
み
、
そ
の
様
式
が
前
例
を
連
鎖
的

し
て
形
式
を
借
用
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
策
立
案
者
と
し
て
の
幕
臣
ら
が
、

新
た
な
対
米
外
交
の
始
ま
り
を
、
徳
川
幕
府
の
「
通
信
」
の
伝
統
の
延
長
線
上

に
納
得
し
て
い
っ
た
思
考
の
過
程
と
し
て
、
十
分
な
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
詳

細
は
、
拙
論
「
引
き
継
が
れ
た
外
交
儀
礼
―
―
朝
鮮
通
信
使
か
ら
米
国
総
領
事

へ
」（
笠
谷
和
比
古
編
『
一
八
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
一
年
、
五
三
五
〜
五
六
四
頁
）
に
ま
と
め
た
。

　

相
互
の
関
係
を
一
定
の
型
に
託
し
、
象
徴
的
に
表
現
す
る
儀
礼
は
、
外
交
に

お
い
て
け
っ
し
て
「
内
容
以
外
」
の
飾
り
の
部
分
で
は
な
い
。
条
約
締
結
を
は

じ
め
と
す
る
政
治
・
経
済
上
の
交
渉
や
調
整
に
も
増
し
て
、
そ
こ
で
は
、
互
い

の
相
手
に
対
す
る
認
識
が
、
双
方
の
文
化
的
伝
統
に
基
づ
い
て
具
体
的
か
つ
総

合
的
に
表
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

5
）。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
も
と
に
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）

年
十
月
二
十
一
日
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
以

降
、
こ
れ
を
起
点
と
し
て
展
開
す
る
、
以
降
数
年
の
動
き
を
追
跡
し
て
み
た
い
。

朝
鮮
通
信
使
迎
接
儀
礼
を
主
要
な
土
台
と
し
て
ハ
リ
ス
を
迎
え
た
の
ち
、
幕
府

は
、
最
後
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
で
あ
る
と
同
時
に
新
た
に
領
事
官
の
身
分
を

持
っ
て
来
日
し
て
い
た
ヤ
ン
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス

か
ら
も
登
城
・
将
軍
拝
謁
の
要
請
を
受
け
、
右
に
言
及
し
た
長
年
の
商
館
長
江

戸
参
府
に
ま
つ
わ
る
慣
習
を
一
方
で
参
照
し
な
が
ら
、
直
前
の
ハ
リ
ス
の
例
に

基
づ
き
、
式
次
第
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
な
る（

6
）。

安
政
五
年
四
月
に
ド
ン
ケ
ル

＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
迎
接
が
完
了
す
る
と
、
同
年
七
月
、
そ
の
様
式
に
準
じ
、
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て
の
日
蘭
双
方
の
認
識
が
形
と
な
っ
て
表
れ
る
の
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
ド

ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
を
め
ぐ
る
経
緯
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
江
戸
行
き
が
、
歴
代
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に

よ
る
参
府
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
先
代
の
レ
フ
ィ
ス
ゾ
ー
ン
が
登
城
し
た

嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
四
年
後
に
実
現
し
て
い
れ
ば
、
当
面
は
従
来
の
慣

習
が
維
持
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
年
を
追
っ
て
繁
多
と
な
る

対
外
関
係
に
幕
府
が
忙
殺
さ
れ
る
な
か
、
商
館
長
の
参
府
が
先
延
ば
し
に
な
っ

て
い
る
う
ち
に
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
八
月
に
至
っ
て
具
体
的
な
準
備
に

入
っ
た
と
き
に
は（

7
）、

オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
は
右
で
述
べ
た
よ
う
に
変
質
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

幕
府
が
あ
え
て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
登
城
・

将
軍
拝
謁
を
検
討
課
題
に
載
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
は
、
後
か
ら
来

日
し
た
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
が
、
当
人
の
強
い
要
請

に
端
を
発
す
る
長
い
論
争
の
の
ち
、
い
よ
い
よ
こ
の
時
期
に
実
質
的
な
決
定
を

見
た
こ
と
と（

8
）、

密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ

き
は
、
こ
の
時
点
で
幕
府
老
中
が
、「
當
時
加
比
丹
儀
は
、
領
事
官
ニ
相
成
居

候
間
、
出
府
拝
禮
之
節
御
取
扱
、
是
迄
之
通
に
も
相
成
間
敷
候
」
と
、「
加
比

丹
（
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
）」
か
ら
「
領
事
官
」
へ
と
い
う
相
手
方
の
身
分
の
変
化

を
明
確
に
認
識
し
、
長
崎
奉
行
に
対
し
て
、
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
自
身

と
も
相
談
の
う
え
「
相
當
之
御
取
扱
振
」
を
考
究
す
る
よ
う
、
積
極
的
に
命
じ

に
踏
襲
し
な
が
ら
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
の
検
証
を
通
じ
て
、
こ
の
時
期
の
徳

川
幕
府
に
お
け
る
、
実
践
的
な
対
外
認
識
の
定
着
過
程
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
過
程
の
幕
末
外
交
史
に
お
け
る
意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的

で
あ
る
。
別
の
角
度
か
ら
述
べ
れ
ば
、
日
本
の
外
交
史
の
連
続
と
断
絶
を
語
る

う
え
で
、
幕
末
、
と
り
わ
け
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
数
年
間
の
位
置
を
考
え
る
た

め
の
糸
口
と
し
た
い
。

二
、
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
（
安
政
四
年
）

を
起
点
と
す
る
展
開

（
一
）
オ
ラ
ン
ダ
領
事
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
（
安
政
五
年
）

　

ヤ
ン
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
は
、
嘉
永
五

（
一
八
五
二
）
年
、
往
年
の
、
そ
し
て
最
後
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
で
あ
る
と
同

時
に
、
結
果
と
し
て
は
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
調
印
さ
れ
、
二
年
後
に
批

准
書
の
交
換
に
至
る
、
日
蘭
和
親
条
約
交
渉
の
全
権
と
い
う
外
交
上
の
使
命
を

帯
び
て
来
日
し
た
。
同
条
約
に
よ
っ
て
日
蘭
関
係
は
民
間
の
通
商
か
ら
正
式
な

国
交
へ
、
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
自
身
の
身
分
も
領
事
官
へ
と
転
換
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
オ
ラ
ン
ダ
の
位
置
は
、
物
理
的
に
は
従
来
ど
お
り

長
崎
の
出
島
に
駐
在
を
続
け
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
に
到
来
し
た
ア
メ
リ
カ
を

は
じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国
に
比
し
て
十
分
に
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
表
面
的
な
変
化
に
乏
し
い
背
後
で
、
そ
の
二
国
間
関
係
は
右
の
よ
う
に
他

に
類
例
を
見
な
い
興
味
深
い
変
質
を
経
験
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
変
質
に
つ
い
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こ
れ
に
対
応
す
る
に
あ
た
り
、
先
の
ア
メ
リ
カ
総
領
事
を
「
國
書
持
參
之
者
」

に
し
て
「
別
段
之
使
節
」、
今
回
の
オ
ラ
ン
ダ
領
事
を
「
普
通
在
留
之
官
吏
」

と
位
置
付
け
、
そ
の
「
差
別
」
を
確
認
し
な
が
ら（

13
）、

む
し
ろ
「
今
度
之
御
扱

振
」
を
契
機
に
「
向
後
外
國
官
吏
等
參
府
之
規
則
」
を
確
立
し
よ
う
と
の
意
思

を
明
確
に
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

14
）。

　

そ
の
検
討
は
実
際
に
、
従
来
か
ら
現
場
の
対
オ
ラ
ン
ダ
窓
口
を
務
め
て
き
た

長
崎
奉
行
を
含
め
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
二
月
に
任
命
さ
れ
た
和
蘭
人
參

府
掛
（
土
岐
賴
旨
、
土
岐
朝
昌
、
永
井
尚
志
、
鵜
殿
長
鋭
、
岡
部
長
常
、
塚
越

藤
助（

15
））

と
、
前
年
か
ら
ハ
リ
ス
迎
接
の
準
備
に
あ
た
っ
て
き
た
米
国
総
領
事
出

府
取
調
掛
（
土
岐
賴
旨
、
林
復
齋
、
筒
井
政
憲
、
川
路
聖
謨
、
鵜
殿
長
鋭
、
永
井
尚

志
、
塚
越
藤
助（

16
））

と
が
合
同
で
進
め
た
こ
と
が
諸
記
録
か
ら
読
み
取
れ
る（

17
）。

こ

の
観
点
か
ら
も
、
オ
ラ
ン
ダ
領
事
に
対
す
る
「
今
度
之
御
扱
振
」
は
必
然
的
に
、

直
前
の
ア
メ
リ
カ
の
例
と
の
具
体
的
な
比
較
衡
量
の
な
か
で
定
め
ら
れ
て
い
っ

た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
な
か
で
も
、
在
府
長
崎
奉
行
岡
部
長
常
の
病
気
も

相
俟
っ
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
米
蘭
双
方
の
掛
を
掛
け
持
ち
す
る

立
場
に
あ
り
、
元
長
崎
在
勤
目
付
な
ら
び
に
長
崎
海
軍
伝
習
所
総
督
と
し
て
以

前
か
ら
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
自
身
と
も
昵
懇
の
現
勘
定
奉
行
、
永
井
尚

志
で
あ
っ
た（

18
）。

　

彼
ら
が
行
っ
た
長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
の
往
復
行
程
全
般
に
わ
た
る
検
討
の
う

ち
、
こ
こ
で
は
江
戸
城
で
の
拝
謁
式
を
め
ぐ
る
部
分
の
み
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹

介
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
幕
府
が
当
初
か
ら
持
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る（

9
）。

　
「
相
當
之
御
取
扱
振
」
を
考
究
す
る
と
は
第
一
義
的
に
、
こ
れ
ま
で
幕
府
の

役
人
に
よ
る
厳
し
い
監
視
の
も
と
、
江
戸
ま
で
の
道
中
も
江
戸
在
府
中
も
、
指

定
の
宿
か
ら
一
歩
も
外
に
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る

し
き
た
り
を
改
め
、
役
人
ら
の
あ
り
方
は
「
警
固
」
か
ら
「
案
内
」
に
、
宿
泊

は
「
市
中
旅
宿
」
か
ら
幕
府
が
提
供
す
る
「
宿
寺
」
に
、
ま
た
各
地
で
宿
泊
中
、

「
供
立
等
省
略
」
し
て
の
外
出
も
可
と
す
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
「
殊
ニ
是
迄

と
違
ひ
、
緩
優
之
御
取
扱
相
成
」
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
を
意
味
し
た（

10
）。

さ
ら

に
そ
う
し
た
方
針
が
、
下
田
か
ら
江
戸
に
出
府
し
た
ハ
リ
ス
の
場
合
と
違
い
、

長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
の
長
い
道
中
に
か
か
わ
る
各
地
―
―
大
坂
、
京
都
を
含
む

―
―
の
役
人
に
も
触
れ
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
ひ
い
て
は
そ
の
新
し
い
「
御

取
扱
振
」
を
各
地
の
民
衆
も
じ
か
に
見
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
こ
の

ケ
ー
ス
は
、
日
本
の
対
外
関
係
の
変
化
を
事
実
上
広
範
に
告
知
す
る
画
期
的
な

意
義
を
担
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る（

11
）。

諸
準
備
が
整
い
、
実
際
に
ド
ン
ケ
ル

＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
が
江
戸
に
向
け
て
長
崎
を
出
立
し
た
の
は
、
江
戸
で
ハ
リ
ス

の
登
城
・
拝
謁
が
完
了
し
た
の
ち
の
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
正
月
末
、
江
戸

着
は
三
月
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た（

12
）。

　

一
方
、
幕
府
は
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
「
領
事
官
」
江
戸
初
参
府
の
焦
点
で
あ
る
登

城
・
将
軍
拝
謁
の
儀
式
に
関
し
て
、
直
前
に
構
築
し
た
ア
メ
リ
カ
総
領
事
迎
接

の
式
次
第
を
単
純
に
流
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス

側
は
当
然
な
が
ら
「
亞
米
利
加
官
吏
同
様
」
の
扱
い
を
求
め
た
が
、
幕
府
側
は
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認
し
て
お
き
た
い
。
多
少
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
加
え
れ
ば
、
単
に
オ
ラ
ン
ダ
商

館
長
時
代
の
例
を
引
く
と
い
う
よ
り
も
、
今
後
繰
り
返
し
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
「
普
通
在
留
之
官
吏
」
の
登
城
・
拝
謁
を
、
で
き
る
だ
け
特
別
の
手
間
を

か
け
ず
、
日
本
国
内
で
行
わ
れ
て
き
た
通
例
の
儀
式
の
枠
内
に
収
め
、
簡
易
に

遂
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
方
策
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
て
、
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
は
む
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
と
の
格
差
を
嫌
い
、

交
渉
は
江
戸
到
着
後
、
主
に
永
井
尚
志
と
の
間
で
延
々
と
続
い
た
が
、
そ
の
内

実
は
交
渉
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
永
井
が
か
ね
て
よ
り
の
知
己
で
あ
る
ド
ン

ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
、
欧
州
諸
国
に
お
け
る
外
交
儀
礼
一
般
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
に
聞
き
出
し
、
学
び
取
る
機
会
と
し
て
活
用
し
た
も
の
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
る（

23
）。

し
か
も
そ
の
う
え
で
、
結
果
的
に
は
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ

ス
自
身
を
し
て
、「
若
し
其
使
節
國
書
を
持
參
候
ハ
ゝ
、
今
般
之
亞
米
利
加
コ

ン
シ
ユ
ル
之
例
を
御
取
用
ひ
、
書
翰
無
之
候
ハ
ゝ
、
私
拜
禮
相
願
候
儀
式
を
以
、

御
沙
汰
ニ
相
成
候
ハ
ゝ
、
異
論
有
之
間
敷
候（

24
）」

と
い
う
、
幕
府
が
当
初
よ
り
予

定
し
た
「
國
書
持
參
之
者
」
と
「
普
通
在
留
之
官
吏
」
の
仕
分
け
に
そ
の
ま
ま

該
当
す
る
一
般
見
解
に
至
ら
し
め
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
オ
ラ
ン
ダ
領
事
が
納
得

し
た
方
式
で
あ
る
と
し
て
、
他
国
の
官
吏
に
前
例
と
し
て
示
し
て
よ
い
か
と
の

永
井
の
問
い
に
、「
聊
差
支
無
御
座
候（

25
）」

と
ま
で
の
回
答
を
引
き
出
し
た
交
渉

手
腕
は
、
あ
っ
ぱ
れ
と
評
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

最
終
的
に
、
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
は
、
前
年
の
ハ
リ
ス
の
拝
礼
に
お

い
て
「
自
分
御
禮
」
の
た
め
に
設
定
さ
れ
、
前
述
の
と
お
り
ハ
リ
ス
自
身
は
拒

て
い
た
考
え
は
、
ハ
リ
ス
の
た
め
に
準
備
し
た
儀
式
の
な
か
で（

19
）、

彼
が
大
統
領

の
名
代
と
し
て
国
書
を
読
み
上
げ
た
場
面
で
は
な
く
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、
あ

ら
た
め
て
ハ
リ
ス
自
身
と
し
て
謁
見
す
る
「
自
分
御
禮
」
の
次
第
を
採
用
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

20
）。「

自
分
御
禮
」
は
、
ハ
リ
ス
迎
接
儀
式
の
範
と
な
っ

た
朝
鮮
通
信
使
の
聘
礼
に
お
い
て
も
つ
ね
に
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
江
戸

城
大
広
間
に
入
っ
た
使
節
が
、
朝
鮮
国
王
の
名
代
と
し
て
将
軍
に
相
対
し
た
位

置
よ
り
も
畳
数
畳
分
下
座
寄
り
で
、
あ
ら
た
め
て
使
節
自
身
の
礼
を
行
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ス
は
、
そ
も
そ
も
使
節
の
身
分
は
大
統
領
の
名
代
と
し

て
の
一
意
的
な
も
の
で
あ
り
、
二
様
の
拝
礼
な
ど
あ
り
え
な
い
と
し
て
「
自
分

御
禮
」
を
拒
ん
だ
た
め
、
当
日
の
儀
式
に
お
い
て
こ
の
部
分
は
省
か
れ
た
の
だ

が（
21
）、

幕
府
で
は
、「
國
書
持
參
之
者
」
で
は
な
い
「
普
通
在
留
之
官
吏
」
が
将

軍
に
拝
謁
す
る
今
回
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
む
し
ろ
こ
の
場
面
を
取
り
出
し
て

適
用
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
登
城
・
拝
礼
が
従
来
、
特
別
に
設
定
さ
れ
た

日
取
り
で
は
な
く
、「
月
次
御
禮
」
―
―
江
戸
在
府
中
の
大
名
お
よ
び
旗
本
が

定
期
的
に
総
登
城
し
（
原
則
と
し
て
毎
月
朔
日
、
十
五
日
、
二
十
八
日
）、
将
軍
に

御
目
見
す
る
最
も
基
本
的
な
殿
中
儀
礼（

22
）―

―
の
「
御
序
」
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
慣
例
を
あ
え
て
踏
襲
し
、
こ
の
た
び
の
オ
ラ
ン
ダ
領
事
登
城
・
拝
礼

も
そ
の
形
で
実
施
す
る
と
い
う
の
が
、
幕
府
が
計
画
し
た
大
枠
の
設
定
で
あ
る
。

江
戸
城
年
中
行
事
の
な
か
で
も
最
高
格
式
に
あ
た
る
「
年
始
御
礼
」
に
準
拠
し

た
ハ
リ
ス
迎
接
儀
礼
と
比
較
し
て
、
大
き
な
差
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
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（
二
）
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
（
安
政
五
年
）

　

ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
次
に
登
城
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
安
政

五
（
一
八
五
八
）
年
六
月
、
前
年
に
締
約
済
み
の
日
露
追
加
条
約
批
准
書
交
換

を
主
な
目
的
と
し
て
来
日
し
た
、
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
で
あ
る
。
周
知

の
と
お
り
、
長
崎
に
お
け
る
最
初
の
日
露
交
渉
の
際
と
、
下
田
で
の
日
露
和
親

条
約
締
約
の
際
、
再
び
長
崎
で
の
日
露
追
加
条
約
締
約
の
際
と
、
日
本
へ
は
す

で
に
三
度
訪
れ
て
お
り
、
今
回
は
四
た
び
の
来
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
批
准

書
交
換
の
要
は
日
本
側
も
む
ろ
ん
承
知
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な

時
期
は
と
も
あ
れ
こ
の
四
度
目
の
来
日
は
十
分
に
予
測
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
到
着
す
る
こ
と
に
な
る
前
月
に
は
、
入
港
地
と
想
定
さ
れ
て

い
た
下
田
の
奉
行
よ
り
幕
府
老
中
に
対
し
、
い
ざ
来
日
の
折
の
心
得
を
問
い
合

わ
せ
る
な
ど
し
て
い
る（

32
）。

　

そ
の
問
い
合
わ
せ
内
容
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
来
日
し
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
、

日
米
間
で
新
た
な
条
約
―
―
結
果
と
し
て
は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
到
着
と
ほ
ぼ
同

時
に
調
印
さ
れ
た
日
米
修
好
通
商
条
約
―
―
の
交
渉
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
知

れ
ば
、
既
存
の
日
露
追
加
条
約
の
批
准
書
交
換
で
は
済
ま
ず
、
必
ず
や
ア
メ
リ

カ
と
同
様
の
新
条
約
締
結
を
要
望
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
下
田
奉
行
の
レ
ベ

ル
に
お
い
て
明
確
に
予
期
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
新
条
約
交
渉
の

た
め
に
は
江
戸
出
府
を
希
望
す
る
に
違
い
な
い
こ
と
、
そ
の
節
は
米
・
蘭
の
最

近
の
例
に
よ
っ
て
登
城
・
将
軍
拝
謁
を
願
い
出
る
の
は
必
至
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
そ
う
な
っ
た
場
合
に
は
現
に
前
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
ん
な
り
と
承
諾

ん
だ
と
こ
ろ
の
立
ち
位
置
―
―
具
体
的
に
は
江
戸
城
大
広
間
内
、「
御
下
段
下

よ
り
二
疊
目
」
―
―
に
て
将
軍
に
拝
謁
し
た（

26
）。

ま
た
、
登
城
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
本
人
は
と
く
に
背
景
の
説
明
を
受
け
な
い
ま

ま
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
四
月
朔
日
と
の
幕
府
提
案
を
承
諾
し（

27
）、

当
日
の

儀
式
は
実
際
に
、
通
常
の
月
次
御
礼
と
併
せ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る（

28
）。

　

そ
の
際
、
日
本
側
列
席
者
の
服
装
も
ま
た
、
将
軍
自
ら
を
含
め
、
月
次
御
礼

と
同
様
の
「
熨
斗
目
袷
半
袴
」
で
あ
っ
た（

29
）。

い
ち
お
う
礼
服
で
は
あ
る
が
、
ご

く
軽
微
な
服
装
で
全
員
が
出
席
し
た
こ
と
に
な
る（

30
）。

既
出
の
拙
論
で
明
ら
か
に

し
た
と
お
り
、
ハ
リ
ス
迎
接
の
折
の
幕
府
内
の
議
論
で
は
、
装
束
の
問
題
が
き

わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、
一
連
の
検
討
の
結
果
、
半
袴
よ
り
上
位
の
長
袴

案
を
も
排
し
て
、
年
始
御
礼
に
準
ず
る
「
直
垂
狩
衣
大
紋
布
衣
素
袍
」
の
着
用

が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
外
国
に
対
し
て
日
本
社
会
の
文
明
度
を
強
調
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
身
分
の
上
下
に
応
じ
た
き
ら
び
や
か
な
服
制
を
見
せ
つ
け

る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
る（

31
）。

　

そ
れ
に
引
き
比
べ
、
今
回
、
幕
府
が
一
回
限
り
の
盛
典
の
成
功
よ
り
も
、
こ

の
種
の
儀
式
を
で
き
る
か
ぎ
り
類
型
化
、
平
準
化
し
、
自
ら
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

の
な
か
に
取
り
込
む
こ
と
を
優
先
し
た
様
子
が
明
白
に
見
て
取
れ
よ
う
。
西
洋

諸
国
か
ら
の
登
城
二
人
目
に
し
て
、
幕
府
が
早
く
も
「
向
後
外
國
官
吏
等
參
府

之
規
則
」
を
確
立
し
よ
う
と
の
意
思
を
持
っ
た
こ
と
の
背
後
に
は
、
同
様
の

ケ
ー
ス
が
今
後
加
速
度
的
に
増
加
す
る
と
い
う
予
測
、
ま
た
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
て
い
く
と
い
う
認
識
が
こ
の
時
点
で
存
在
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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先
蹤
」
に
従
っ
て
出
府
・
拝
謁
も
許
容
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
、
き
わ
め
て

柔
軟
と
言
う
べ
き
態
度
が
部
分
的
に
顔
を
出
す
。
し
か
し
全
体
と
し
て
は
、
こ

の
時
期
の
幕
府
を
す
で
に
困
難
に
陥
れ
て
い
た
、
対
米
条
約
交
渉
を
め
ぐ
る
朝

廷
の
否
定
的
反
応
な
ど
を
曖
昧
に
引
き
合
い
に
出
し
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
対
し

て
は
当
面
、
締
約
済
み
の
条
約
を
議
題
に
載
せ
て
様
子
を
探
る
べ
し
と
の
、
明

確
な
結
論
を
回
避
し
た
官
僚
的
答
弁
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（

34
）。

　

こ
う
し
た
議
論
が
始
ま
っ
て
ほ
ど
な
く
、
当
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
い
っ
た
ん

長
崎
、
つ
い
で
下
田
に
入
る
も
す
ぐ
に
神
奈
川
に
回
航
、
幕
府
は
即
座
の
対
応

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
六
月
十
八
日

の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
幕
府
が
朝
廷
の
反
応
如
何
に
よ
ら
ず
日
米
修
好

通
商
条
約
の
締
結
に
踏
み
切
っ
た
の
は
六
月
十
九
日
で
あ
り
、
こ
の
翌
日
に
あ

た
る
。
ロ
シ
ア
使
節
に
は
、
永
井
尚
志
、
井
上
清
直
、
堀
利
煕
、
岩
瀬
忠
震
、

津
田
半
三
郎
の
五
名
が
応
対
を
命
じ
ら
れ
た（

35
）。

以
降
の
諸
記
録
か
ら
、
こ
の
際

の
対
露
交
渉
を
実
質
的
に
担
っ
た
の
は
彼
ら
の
う
ち
、
再
び
永
井
を
中
心
に
、

堀
と
津
田
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
井
上
と
岩
瀬
は
周
知
の
と
お
り
対
米
交
渉

の
全
権
で
あ
り
、
そ
の
業
務
に
多
忙
を
極
め
て
い
た
と
想
像
で
き
よ
う
。

　

右
の
三
名
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
の
本
格
的
な
会
談
は
六
月
二
十
一
日
に
行
わ

れ
た
が（

36
）、

そ
こ
で
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
自
身
が
す
で
に
長
崎
立
ち
寄
り
の
際
な

ど
に
得
た
情
報
か
ら
、
対
米
条
約
交
渉
の
進
展
を
含
め
て
、
直
近
の
日
本
に
お

け
る
対
外
関
係
の
動
向
を
よ
く
承
知
し
て
い
る
こ
と
、
他
方
、
先
に
触
れ
た
と

お
り
日
本
側
で
重
要
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
た
、
新
た
な
委
任
状

す
る
と
い
う
段
取
り
で
よ
ろ
し
い
か
、
と
の
伺
い
を
立
て
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
江
戸
で
は
、
二
年
前
、
下
田
に
駐
在
を
開
始
し
て
い
た
ハ
リ

ス
が
初
め
て
江
戸
出
府
を
希
望
し
た
折
の
大
論
争
で
、
当
初
よ
り
そ
の
早
期
実

現
を
是
と
し
、
開
明
的
な
論
陣
を
張
っ
た
元
大
目
付
筒
井
政
憲
―
―
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
の
第
一
回
、
第
二
回
の
来
日
の
際
、
全
権
と
し
て
応
接
に
あ
た
っ
た
一
人

で
も
あ
る
―
―
と
、
そ
の
系
列
に
属
す
る
海
防
掛
の
大
目
付
・
目
付
衆
、
こ
れ

に
ペ
リ
ー
以
来
の
対
外
交
渉
に
関
与
し
て
き
た
林
大
学
頭
復
斎
を
加
え
た
メ
ン

バ
ー
が
対
応
を
協
議
し
た
。
こ
の
と
き
彼
ら
が
提
示
し
た
の
は
、
拝
謁
云
々
以

前
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
新
条
約
締
結
に
関
す
る
本
国
政
府
の
委
任
状
を
所
持
し

て
い
る
か
否
か
を
基
準
に
、
出
府
の
可
否
を
判
断
し
、
所
持
な
く
ば
下
田
限
り

に
て
、
あ
く
ま
で
先
の
条
約
の
批
准
書
交
換
の
み
を
行
う
と
い
う
考
え
方
だ
っ

た
の
で
あ
る（

33
）。

―
―
明
治
後
、
ア
メ
リ
カ
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
着
し
た
岩
倉

使
節
団
が
全
権
委
任
状
不
所
持
の
た
め
先
方
政
府
と
不
平
等
条
約
改
正
交
渉
を

開
始
で
き
ず
、
大
久
保
利
通
、
伊
藤
博
文
を
い
っ
た
ん
日
本
に
送
り
返
し
た
有

名
な
逸
話
が
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
十
五
年
を
遡
る
こ
の
時
点
で
、
徳
川
幕
府
は

外
交
交
渉
の
場
に
お
け
る
委
任
状
の
意
義
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
右
の
面
々
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
幕
府
内
で
は
評
定
所
一
座
と
し
て
別
に

同
件
に
関
す
る
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
新
条
約
交
渉
に
関
し
、

ア
メ
リ
カ
に
門
戸
を
開
い
た
以
上
ロ
シ
ア
に
も
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
最
恵
国
待
遇
に
近
い
考
え
方
、
ま
た
、「
和
蘭
亞
墨
利
加
之
御
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チ
ャ
ー
チ
ン
と
の
こ
こ
ま
で
の
関
係
が
む
し
ろ
良
好
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
に
、

実
際
に
本
人
と
相
対
し
た
応
接
掛
の
実
感
と
し
て
、「
是
迄
度
々
使
節
と
し
て

渡
來
致
候
布
恬
廷
」
と
い
う
彼
個
人
へ
の
一
定
の
信
頼
に
基
づ
き
、「
國
書
等

持
參
不
仕
候
得
と
も
」
そ
の
顔
を
立
て
よ
う
と
す
る
考
え
が
先
行
し
た
も
の
と

理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
の
ち
幕
府
内
部
に
お
い
て
は
特
段
の
議
論
も
な
い
ま
ま
、
安
政
五

（
一
八
五
八
）
年
七
月
朔
日
の
段
階
で
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
出
府
、
な
ら
び
に

登
城
・
将
軍
拝
謁
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る（

38
）。

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
自

身
が
神
奈
川
か
ら
陸
路
で
江
戸
入
り
し
た
の
は
七
月
四
日（

39
）、

登
城
は
七
月
十
二

日
に
実
現
し
た（

40
）。

と
く
に
議
論
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
、
そ
の
跡
を
残
し

て
い
な
い
史
料
か
ら
実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
右
に
紹
介
し
た
応
接
掛
の

見
解
、
ま
た
、
現
に
米
・
蘭
の
経
験
が
あ
り
、
幕
府
が
同
種
の
迎
接
に
躊
躇
す

る
理
由
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
加
え
、
こ
の
時
期
、
長
く
最
大
の
懸
案

で
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
将
軍
継
嗣
問
題
」
に
決
着
が
つ
き
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
着

後
間
も
な
い
六
月
二
十
五
日
を
皮
切
り
に
、
第
十
三
代
将
軍
家
定
の
養
子
と
し

て
紀
州
藩
主
徳
川
慶
福
（
家
茂
）
を
披
露
す
る
諸
儀
式
や
祝
賀
行
事
に
幕
府
が

忙
殺
さ
れ
て
い
た
こ
と
も（

41
）、

か
え
っ
て
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
問
題
を
二
義
的
な
も
の

と
し
、
受
け
入
れ
決
定
を
容
易
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
自
身
が
六
月
二
十
一
日
の
会
談
で
予
告
し
た
よ
う

に
、
清
国
か
ら
同
じ
く
天
津
条
約
締
結
を
果
た
し
た
イ
ギ
リ
ス
使
節
、
エ
ル
ギ

ン
伯
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ル
ー
ス
）
が
品
川
に
来
着
し
た
の
が
、
プ
チ
ャ
ー
チ

は
所
持
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
点
を
問
わ
れ
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

は
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
の
さ
な
か
に
あ
る
清
国
で
天
津
条
約
の
締

結
に
漕
ぎ
着
け
た
の
ち
、
そ
の
足
で
来
日
し
た
経
緯
を
述
べ
、
同
条
約
に
関
す

る
委
任
状
は
携
行
し
て
い
る
の
で
要
す
れ
ば
見
せ
て
も
よ
い
と
い
っ
た
詭
弁
を

展
開
し
て
い
る
。

　

幕
府
が
十
分
に
予
想
し
て
い
た
と
お
り
、
米
・
蘭
の
例
を
も
っ
て
江
戸
に
赴

き
、
将
軍
に
拝
謁
し
た
い
と
の
希
望
も
、
こ
の
会
談
で
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
側
か
ら

言
及
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
先
の
来
日
の
折
に
「
戸
田
ニ
て
格
別
之
御
恩
」
を

蒙
っ
た
こ
と
に
関
し
、
将
軍
へ
じ
か
に
御
礼
を
申
し
述
べ
た
い
旨
を
言
い
添
え

て
い
る
。
こ
れ
が
、
有
名
な
「
ヘ
タ
号
」
の
逸
話
―
―
安
政
の
大
地
震
に
遭
遇

し
、
大
破
し
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
乗
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
に
代
え
、
現
地
住
民
の
手

で
新
船
ヘ
タ
号
を
建
造
す
る
と
と
も
に
、
足
止
め
さ
れ
た
ロ
シ
ア
士
官
ら
を
厚

遇
し
た
―
―
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　

応
接
掛
は
こ
れ
に
対
し
、「
江
府
拜
禮
之
儀
は
、
精
々
力
を
盡
し
取
計
可
申
」

と
意
外
に
も
何
ら
の
留
保
も
な
く
前
向
き
の
回
答
を
与
え
る
と
と
も
に
、
老
中

へ
は
、「
國
書
等
持
參
不
仕
候
得
と
も
、
是
迄
度
々
使
節
と
し
て
渡
來
致
候
布

恬
廷
之
儀
、
出
府
拜
禮
等
強
て
差
拒
候
ハ
ゝ
、
又
々
何
樣
之
害
を
生
し
可
申
哉

難
計
候
間
、
御
許
容
相
成
候
方
、
御
都
合
も
宜
可
然
哉
と
奉
存
候（

37
）」

と
、
事
実

上
、
受
け
入
れ
を
強
く
勧
め
る
上
申
を
行
っ
て
い
る
。
文
書
の
う
え
で
は
、
右

の
よ
う
に
強
い
て
申
し
入
れ
を
拒
ん
だ
場
合
の
弊
害
を
想
定
、
こ
れ
を
避
け
る

た
め
と
い
っ
た
論
法
を
用
い
て
は
い
る
も
の
の
、
戸
田
の
件
を
含
め
て
プ
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で
準
備
さ
れ
た
。
一
時
的
に
来
日
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は

「
普
通
在
留
之
官
吏
」
と
は
言
え
ま
い
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
「
國
書
持
參

之
者
」
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
淡
々
と
直
近
の
例
を
用
い
る
の
が
至
極

適
当
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

毎
月
朔
日
、
十
五
日
、
二
十
八
日
に
行
わ
れ
る
月
次
御
礼
の
「
御
序
」
と
い

う
形
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
理
由
を
証
す
る
史
料

は
な
い
も
の
の
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
来
日
後
す
ぐ
の
定
期
登
城
日
に
あ
た
る
六

月
二
十
八
日
、
あ
る
い
は
七
月
朔
日
前
後
、
養
君
の
祝
賀
行
事
で
城
中
の
日
程

が
詰
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
、
か
つ
、
七
月
十
五
日
は
い
わ
ゆ
る
お
盆
で

あ
っ
て
、
も
と
よ
り
通
例
の
十
五
日
と
は
違
い
、
何
よ
り
こ
の
と
き
、
七
月
六

日
の
第
十
三
代
将
軍
家
定
逝
去
を
幕
府
が
ひ
た
隠
し
に
し
て
い
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
こ
の
新
ル
ー
ル
が
一
回
限
り
で
放
棄
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
特
別
の
説

明
は
要
す
ま
い
。
ま
た
、
列
席
者
の
内
衣
が
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
際

の
「
熨
斗
目
袷
」
か
ら
「
染
帷
子
」
に
変
わ
っ
て
い
る
の
は（

45
）、

式
の
性
格
と
い

う
よ
り
は
季
節
の
変
化
に
応
じ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
登
城
の
折
、
将
軍
は
「
御
疝
積
氣
ニ
付
」
出
御
し
な
か
っ
た

旨
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
養
子
披
露
が
済
ん
だ
ば
か
り
の
慶
福
（
家
茂
）
が
名

代
に
立
っ
た（

46
）。

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
続
い
て
拝
謁
式
に
臨
む
の
が
む
し
ろ
自
然
で

あ
っ
た
は
ず
の
イ
ギ
リ
ス
使
節
エ
ル
ギ
ン
は
、
一
方
で
将
軍
の
病
気
へ
の
配
慮

か
ら
、
他
方
で
年
若
い
将
軍
名
代
に
引
見
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
登
城
を
要
望

せ
ず（

47
）、

条
約
交
渉
の
み
行
っ
て
去
る
。
こ
れ
を
追
っ
て
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ス
使

ン
の
江
戸
入
り
と
同
じ
七
月
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た（

42
）。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い

て
、
幕
府
は
も
は
や
迷
う
暇
な
く
、
先
に
「
向
後
外
國
官
吏
等
參
府
之
規
則
」

を
細
か
く
検
討
し
お
い
た
こ
と
を
幸
い
と
し
て
、
各
使
節
に
対
応
す
る
ほ
か
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
は
い
っ
た
ん
、
い
ず
れ
も
既
出
の
永
井
尚
志
、
岩
瀬
忠

震
、
津
田
半
三
郎
の
三
名
が
応
接
掛
に
任
じ
ら
れ
る（

43
）。

が
、
エ
ル
ギ
ン
の
到
着

四
日
後
に
あ
た
る
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
七
月
八
日
、
幕
府
で
は
「
外
国
奉

行
」
の
発
令
が
決
定
さ
れ
た
。
弘
化
年
間
以
来
、
目
付
系
、
勘
定
奉
行
系
を
軸

に
幕
府
内
の
既
存
の
組
織
を
ま
た
が
る
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
的
な
形
で
常
置
さ

れ
、
年
々
繁
多
と
な
る
国
際
問
題
に
対
処
し
て
き
た
「
海
防
掛
」
を
廃
止
し
、

既
存
業
務
か
ら
独
立
し
た
対
外
関
係
専
門
の
職
掌
を
発
足
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
初
代
の
顔
ぶ
れ
は
、
水
野
忠
徳
、
永
井
尚
志
、
岩
瀬
忠
震
、
堀
利
煕
、
井

上
清
直
の
五
名
で
あ
っ
た（

44
）。

い
ず
れ
も
、
す
で
に
こ
こ
何
年
も
幕
府
の
外
交
を

実
質
的
に
支
え
て
き
た
、
腕
に
覚
え
の
あ
る
面
々
で
あ
る
。
以
降
、
こ
れ
ま
で

各
国
使
節
の
到
来
ご
と
に
、
海
防
掛
を
中
心
に
臨
時
の
応
接
掛
が
組
ま
れ
て
い

た
形
も
改
め
ら
れ
、
一
貫
し
て
外
国
奉
行
が
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
登

城
・
将
軍
拝
謁
儀
礼
の
準
備
も
む
ろ
ん
そ
の
業
務
の
重
要
な
一
部
で
あ
り
、
七

月
十
二
日
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
迎
接
が
、「
外
国
奉
行
」
が
取
り
し
き
る
最
初
の

殿
中
儀
礼
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
以
外
、
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
拝
謁
は
、
基
本
的
に
す
べ

て
オ
ラ
ン
ダ
領
事
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
拝
謁
式
次
第
を
踏
襲
す
る
形
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外
交
代
表
を
置
く
こ
と
は
、
ほ
か
で
も
な
い
ハ
リ
ス
自
身
が
交
渉
し
た
日
米
修

好
通
商
条
約
に
規
定
さ
れ
た
も
の
だ
が
（
第
一
条
）、
ハ
リ
ス
は
条
約
締
結
直

後
か
ら
、
自
ら
を
そ
の
職
に
任
命
し
て
ほ
し
い
旨
、
本
国
政
府
に
願
い
出
て
い

た
の
だ
っ
た（

50
）。

　

通
知
を
受
け
取
っ
た
と
き
、
ハ
リ
ス
は
上
海
に
い
た
。
条
約
の
締
結
と
、
そ

の
新
し
い
枠
組
み
を
動
か
す
た
め
の
諸
業
務
が
一
段
落
し
た
の
ち
、
条
約
に
定

め
ら
れ
た
神
奈
川
お
よ
び
長
崎
開
港
（
一
八
五
九
年
七
月
四
日
／
安
政
六
年
六
月

五
日
）
ま
で
の
時
間
を
活
用
し
、
赴
任
以
来
初
め
て
、
静
養
を
兼
ね
て
日
本
を

離
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

51
）。

安
政
六
年
五
月
二
十
七
日
に
下
田
に
帰
着
し
た
ハ
リ

ス
が
、
他
の
す
べ
て
に
優
先
し
て
そ
の
当
日
に
着
手
し
た
仕
事
が
、
自
ら
の
公

使
任
命
を
幕
府
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
大
統
領
の
名
に
よ
る
そ
の
旨
の
信
任

状
を
奉
呈
す
る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
将
軍
に
拝
謁
し
た
い
と
の
希
望
を
伝
え
、

日
取
り
の
設
定
を
依
頼
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
新
条
約
中
に
外

交
代
表
の
駐
在
地
は
江
戸
と
の
定
め
が
あ
る
の
に
基
づ
き
、
近
々
に
下
田
か
ら

江
戸
に
移
転
す
る
意
向
に
も
言
及
し
て
い
る（

52
）。

　

ち
な
み
に
こ
の
江
戸
移
転
は
、
本
国
か
ら
は
と
く
に
指
示
さ
れ
て
い
な
い
事

柄
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ス
は
公
使
任
命
の
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
の
ち
、
独
断
で

江
戸
行
き
を
決
め
、
本
国
政
府
の
意
思
が
「
そ
の
点
に
お
い
て
私
が
条
約
の
規

定
に
従
う
こ
と
に
あ
ろ
う
と
仮
定
し
、
荷
物
を
ま
と
め
て
こ
の
地
を
離
れ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
す
」
と
の
文
書
を
下
田
か
ら
送
付
し
て
い
る（

53
）。

　

以
下
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
件
は
ハ
リ
ス
が
単
に
一
人
で
考
え
つ

節
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
ル
イ
・
グ
ロ
も
同
様
で
あ
る
。
家
定
の
薨
去
は
八

月
八
日
に
公
表
さ
れ
、
の
ち
、
十
二
月
朔
日
に
将
軍
宣
下
の
大
礼
が
行
わ
れ
て
、

徳
川
家
茂
が
正
式
に
第
十
四
代
将
軍
に
就
い
た（

48
）。

　

な
お
、
本
稿
で
は
各
国
使
節
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
儀
礼
を
め
ぐ
る
動
き
を
追

う
こ
と
が
主
眼
で
あ
る
た
め
、
条
約
交
渉
を
含
む
関
連
の
諸
事
項
に
は
必
要
に

応
じ
て
触
れ
る
の
み
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
以
上
に
登
場
し
た
使
節
ら
と
幕

府
の
間
で
こ
の
時
点
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
安
政
の
五
カ
国
条

約
」
の
調
印
日
（
す
べ
て
安
政
五
年
）
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
お
く
と
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。
米
・
六
月
十
九
日
（
登
城
は
前
年
十
月
二
十
一
日
）、
蘭
・

七
月
十
日
（
登
城
は
同
年
四
月
朔
日
）、
露
・
七
月
十
一
日
（
登
城
は
翌
七
月
十
二

日
）、
英
・
七
月
十
八
日
（
登
城
な
し
）、
仏
・
九
月
三
日
（
登
城
な
し
）。

三
、
ア
メ
リ
カ
公
使
ハ
リ
ス
の
再
登
城
・
将
軍
拝
謁
（
安
政
六
年
）

を
め
ぐ
る
問
題

（
一
）
背
景

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
登
城
・
拝
謁
問
題
は
鎮
静
化
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
安

政
三
年
（
一
八
五
六
）
か
ら
ア
メ
リ
カ
総
領
事
と
し
て
下
田
に
駐
在
し
て
い
た

タ
ウ
ン
セ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
が
、
正
式
な
外
交
職
で
あ
る
公
使
に
昇
格
（
本
国
に

お
け
る
決
定
は
一
八
五
九
年
一
月
十
九
日
／
安
政
五
年
十
二
月
十
六
日
）、
安
政
六

年
四
月
に
至
っ
て
そ
の
通
知
を
ハ
リ
ス
本
人
が
受
領
し
た
こ
と
か
ら（

49
）、

彼
の
再

び
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
が
重
要
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
。
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
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国
政
府
が
女
王
の
名
で
発
給
し
た
公
使
信
任
状
を
将
軍
に
奉
呈
す
る
必
要
が
生

じ
た
こ
と
が
、
こ
の
の
ち
第
四
節
で
言
及
す
る
場
面
の
背
景
を
な
す
の
で
あ
る
。

他
方
、
当
初
に
お
い
て
は
同
じ
く
総
領
事
と
し
て
赴
任
し
な
が
ら
も
、
爾
後
に

日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
交
渉
を
控
え
、
大
統
領
の
将
軍
宛
親
書
を
携
え
て
い

た
ハ
リ
ス
の
ケ
ー
ス
と
は
異
な
り
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
は
着
任
時
、
す
で
に
エ

ル
ギ
ン
が
締
結
し
、
自
ら
の
赴
任
を
規
定
し
た
日
英
修
好
通
商
条
約
の
批
准
書

を
実
務
レ
ベ
ル
で
交
換
す
る
以
上
の
儀
礼
的
な
役
割
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
当
面
の
間
、
彼
が
幕
府
に
対
し
て
登
城
・
将
軍
拝
謁
を
要
望
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　

さ
て
、
公
使
昇
格
を
知
ら
せ
て
き
た
ハ
リ
ス
に
対
し
幕
府
は
、
折
り
返
し
安

政
六
（
一
八
五
九
）
年
六
月
六
日
付
を
も
っ
て
、
老
中
の
名
で
「
大
慶
之
事
」

と
祝
賀
の
言
葉
を
贈
る
と
同
時
に
、
拝
謁
の
日
取
り
は
追
っ
て
知
ら
せ
る
旨
を

回
答
し
て
い
る（

58
）。

結
果
と
し
て
こ
れ
が
実
現
す
る
の
は
同
年
十
月
十
一
日
の
こ

と
で（

59
）、

ハ
リ
ス
は
そ
の
二
日
前
に
至
る
ま
で
日
程
の
決
定
を
催
促
し
て
お
り（

60
）、

相
当
に
引
き
延
ば
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
が
、
幕
府
側
が
と
く
に
こ
の
件
で

揉
め
て
い
た
形
跡
も
な
い
。
お
そ
ら
く
は
開
港
後
の
業
務
繁
多
に
よ
り
、
一
日

延
ば
し
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
、
幕
府
と
ハ
リ

ス
の
間
で
、
他
の
も
ろ
も
ろ
の
業
務
は
滞
り
な
く
遂
行
さ
れ
て
い
る
。

　

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
十
月
十
一
日
の
儀
式
は
、
ひ
と
ま
ず
何
の
問
題
も

な
く
実
施
さ
れ
た
か
に
見
え
た
。
幕
府
に
お
い
て
も
、
も
は
や
式
次
第
を
あ
ら

た
め
て
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
、
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
、
プ
チ
ャ
ー
チ

い
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
、
エ
ル
ギ
ン
の
締
結
し
た
日
英

修
好
通
商
条
約
に
則
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
初
の
駐
日
代
表
を
派
遣
し
よ
う
と
し
て

い
た
が
、
そ
の
当
人
で
あ
り
、
直
前
ま
で
広
東
領
事
を
務
め
て
い
た
ラ
ザ

フ
ォ
ー
ド
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
す
で
に
出
発
の
準
備
を
終
え
、
日
本
へ
向
か
う

途
上
の
上
海
で
、
ハ
リ
ス
と
初
の
邂
逅
を
果
た
し
て
い
る（

54
）。

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は

イ
ギ
リ
ス
本
国
政
府
よ
り
、
当
初
か
ら
江
戸
に
乗
り
込
ん
で
同
地
に
駐
在
拠
点

を
築
く
こ
と
を
明
確
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り（

55
）、

こ
れ
を
知
っ
た
ハ
リ
ス

は
、
下
田
に
と
ど
ま
る
わ
け
に
い
か
な
い
と
の
発
想
を
持
っ
た
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
帰
還
に
あ
た
っ
て
い
っ
た
ん
下
田
に

立
ち
寄
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ハ
リ
ス
の
江
戸
上
陸
は
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
一

週
間
以
上
の
遅
れ
を
と
り（

56
）、

過
去
三
年
に
わ
た
る
日
本
と
の
付
き
合
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
江
戸
に
お
け
る
「
初
の
駐
在
官
」
の
地
位
を
彼
に
譲
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
日
本
赴
任
時
の
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
肩
書
き
は
総
領
事
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
外
交
」
職
と
は
区
別
さ
れ
る
身
分
で
あ
り
、
日
英

修
好
通
商
条
約
に
外
交
官
吏
の
江
戸
駐
在
を
定
め
な
が
ら
、
あ
え
て
格
下
の
肩

書
き
で
駐
在
代
表
を
派
遣
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
当
時
、
こ
の
こ
と
を
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
自
身
が
大
い
に

問
題
視
し
、
本
国
政
府
と
の
応
酬
の
末
、
一
八
五
九
年
十
二
月
八
日
（
安
政
六

年
十
一
月
十
五
日
）
に
至
っ
て
公
使
へ
の
昇
格
を
果
た
す
こ
と
に
な
る（

57
）。

そ
の

経
緯
を
説
明
す
る
こ
と
は
本
稿
の
趣
旨
を
外
れ
る
が
、
こ
の
昇
格
に
よ
り
、
本
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た
―
―
加
え
て
そ
の
節
は
、「
年
始
御
礼
」
ど
お
り
の
服
制
に
従
え
ば
将
軍
自

身
も
直
垂
を
着
す
べ
き
と
こ
ろ
、
臣
下
一
同
と
は
明
確
に
異
な
っ
た
外
見
を
確

保
す
る
た
め
、
林
復
齋
の
提
案
に
よ
り
あ
え
て
服
制
を
犯
し
、
将
軍
に
は
小
直

衣
を
着
用
せ
し
め
た（

62
）―

―
と
比
べ
、
同
じ
城
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ハ
リ
ス
の
目

に
、
明
ら
か
に
違
う
光
景
と
し
て
映
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）「
謁
見
仕
直
し
」
論
争

　

翌
々
日
か
ら
、ハ
リ
ス
の
猛
烈
な
抗
議
が
開
始
さ
れ
た
。
安
政
六（
一
八
五
九
）

年
十
月
十
三
日
に
ハ
リ
ス
が
老
中
に
宛
て
て
差
し
出
し
た
書
簡
で
は
、
安
政
四

年
の
初
め
て
の
拝
謁
の
際
と
明
白
に
異
な
る
扱
い
を
受
け
た
こ
と
を
、
自
ら
、

ひ
い
て
は
自
ら
を
名
代
と
す
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領
を
軽
視
し
た
も
の
と
見
な
し
、

原
文
で
は
“uncourteous and im

proper acts

”と
い
う
言
葉
で
強
く
批
判

し
て
い
る
。
幕
府
で
作
成
し
た
翻
訳
文
で
は
、
こ
れ
を
「
無
禮
及
び
不
當
の
所

置
」
と
し
て
受
け
取
っ
た（

63
）。

　

ハ
リ
ス
が
こ
こ
で
具
体
的
に
問
題
に
し
た
の
は
次
の
六
点
で
あ
る
。

　

① 

先
の
拝
謁
で
は
宿
舎
か
ら
城
ま
で
、「
守
」
の
呼
称
を
有
す
る
身
分
の
人

物
（
下
田
奉
行
井
上
清
直
）
の
案
内
を
受
け
た
の
に
対
し
、
今
回
の
案
内

役
は
身
分
が
低
か
っ
た
こ
と
。

　

② 

居
所
か
ら
城
ま
で
の
道
中
、
先
の
拝
謁
の
折
は
往
来
を
制
し
て
通
行
さ
せ

た
の
に
対
し
、
今
回
は
街
路
の
往
来
は
ま
っ
た
く
自
由
で
、
自
ら
に
駆
け

ン
の
例
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
従
い
、
―
―
前
二
件
で
は
、
城
中
大

広
間
下
段
、
下
か
ら
二
畳
目
の
位
置
よ
り
将
軍
に
拝
謁
し
た
の
に
対
し
、
こ
の

た
び
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
計
五
畳
分
前
進
し
、
大
統
領
の
口
上
を
伝
え
る
形
が

と
ら
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
「
普
通
在
留
之
官
吏
」
と
「
國
書
持
參
之
者
」
と
を

区
別
す
る
「
向
後
外
國
官
吏
等
參
府
之
規
則
」
の
実
践
に
ほ
か
な
る
ま
い
―
―

駐
日
ア
メ
リ
カ
公
使
タ
ウ
ン
セ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
の
登
城
・
将
軍
拝
謁
は
挙
行
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
日
は
若
き
新
将
軍
、
十
四
代
家
茂
が
大
広
間

に
出
御
し
た
。

　

な
お
、
右
の
ハ
リ
ス
の
立
ち
位
置
は
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
彼
の
初

登
城
の
際
、
や
は
り
大
統
領
の
名
代
と
し
て
拝
謁
し
た
場
所
と
同
じ
で
あ
る
。

他
方
、
列
席
者
一
同
の
服
装
は
、
熨
斗
目
に
長
袴
で
あ
っ
た（

61
）。

熨
斗
目
ま
た
は

染
帷
子
に
半
袴
が
採
用
さ
れ
た
、
前
二
件
の
「
普
通
在
留
之
官
吏
」
の
ケ
ー
ス

よ
り
格
上
と
は
い
え
、
こ
れ
も
通
常
礼
服
の
範
囲
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う
に

「
年
始
御
礼
」
に
準
じ
た
ハ
リ
ス
初
登
城
時
の
式
と
比
べ
、
は
る
か
に
抑
制
的

な
迎
接
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
と
き
か
ら
明

確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
外
交
儀
礼
を
、
特
例
的
な
盛
典
か

ら
、
今
後
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
常
の
殿
中
儀
礼
の
な
か
に

取
り
込
ん
で
い
こ
う
と
す
る
流
れ
の
一
環
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
将
軍
以
下
下
位
の
列
席
者
ま
で
が
熨
斗
目
長
袴
で
勢
揃
い
し
た

様
相
は
、
前
回
登
城
し
た
折
の
「
直
垂
狩
衣
大
紋
布
衣
素
袍
」
の
装
束
揃
え
―
―

幕
府
側
が
、
見
た
目
の
多
様
さ
、
き
ら
び
や
か
さ
を
と
く
に
意
識
し
て
選
択
し
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さ
せ
た
が
、
現
在
ま
で
に
担
当
の
役
職
も
定
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
筋
の
者

を
遣
わ
し
た
の
で
あ
る
。

　

② 

前
回
は
初
め
て
の
例
で
あ
る
た
め
不
慮
の
騒
擾
を
防
ぐ
べ
く
市
街
に
護
衛

の
士
卒
を
配
し
た
が
、
互
い
の
交
際
が
日
常
化
し
た
い
ま
、
衛
兵
を
退
け

て
隔
意
の
な
い
と
こ
ろ
を
示
そ
う
と
し
た
。
下
々
の
者
が
立
ち
騒
い
だ
こ

と
に
つ
い
て
は
不
行
届
き
を
認
め
る
。

　

③ 

将
軍
の
会
釈
の
有
無
に
つ
い
て
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
た
は
ず
で
あ
る（

66
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
将
軍
自
ら
「
百
僚
を
率
ひ
、
其
席
に
臨
ま
れ
た
」
の
は
、

貴
国
へ
の
「
恭
敬
の
顯
る
ゝ
所
」
で
あ
る
の
に（

67
）、

礼
を
失
し
た
と
捉
え
ら

れ
る
の
は
不
本
意
で
あ
る
。

　

④ 

（
今
般
の
服
装
が
長
袴
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
伝
達
済

み
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
っ
た
ん
ハ
リ
ス
側
に
も
認
め
さ
せ
た
う
え
で
）
日
本
の

礼
式
は
専
ら
衣
服
の
格
を
基
準
と
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の
諸
点
の
簡
易
化

も
あ
え
て
略
礼
を
重
ね
た
わ
け
で
は
な
く
、
被
り
物
の
有
無
を
含
め
て
こ

れ
に
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
虚
飾
を
排
し
、
懇
親
の
意
を

示
そ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
。

　

⑤ 

外
国
事
務
を
担
当
す
る
役
職
者
が
定
ま
っ
た
う
え
は
他
の
者
が
出
な
い
の

は
当
然
で
あ
る
。

　

⑥ 
大
礼
は
静
謐
を
旨
と
す
る
こ
と
か
ら
間
部
が
発
言
し
な
か
っ
た
こ
と
も
不

敬
に
は
当
た
る
ま
い
が
、
加
え
て
通
訳
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
わ
れ
、
指
摘
を
受
け
て
間
部
本
人
も
驚
い
て
い
る
。

寄
っ
て
立
ち
騒
ぐ
集
団
ま
で
あ
っ
た
こ
と
。

　

③ 
先
の
拝
謁
の
折
は
、
儀
式
の
終
わ
り
に
将
軍
が
一
揖
し
た
が
、
今
回
は
そ

れ
が
な
か
っ
た
こ
と
。

　

④ 

前
回
と
異
な
り
、
こ
の
た
び
は
城
中
の
参
列
者
が
適
切
な
礼
服
を
身
に
付

け
ず
、
と
り
わ
け
、
頭
上
に
被
り
物
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

　

⑤ 

拝
謁
後
、
先
の
登
城
で
は
筆
頭
老
中
堀
田
正
睦
以
下
の
幕
閣
一
同
が
あ
ら

た
め
て
別
室
に
居
並
び
、
挨
拶
を
交
わ
し
た
の
に
対
し
、
今
回
は
同
様
の

場
面
に
お
い
て
二
名
の
老
中
が
出
席
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
。

　

⑥ 

そ
の
際
、
老
中
間
部
詮
勝
が
ひ
と
こ
と
口
を
き
い
た
の
み
で
、
そ
の
後
は

ハ
リ
ス
側
か
ら
の
機
嫌
伺
い
に
も
答
え
ず
、
甚
だ
し
く
不
遜
な
態
度
で

あ
っ
た
こ
と
。

　

こ
の
抗
議
に
対
し
て
幕
府
は
、
折
し
も
十
月
十
七
日
に
発
生
し
た
江
戸
城
本

丸
炎
上
と
い
う
事
態
を
挟
み
、
同
月
二
十
七
日
に
至
っ
て
ま
ず
老
中
か
ら
返
簡

を
差
し
出
し（

64
）、

さ
ら
に
ひ
と
月
後
の
十
一
月
二
十
七
日
、
江
戸
の
ア
メ
リ
カ
公

使
館
と
な
っ
て
い
る
善
福
寺
に
外
国
奉
行
が
ハ
リ
ス
を
訪
ね
、
会
談
を
持
つ
と

い
う
形
で（

65
）、

第
一
段
階
の
処
置
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
お
け
る
対
応
ぶ

り
を
右
の
六
点
に
合
わ
せ
て
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

① 

先
の
拝
礼
の
折
は
、
い
ま
だ
外
交
事
務
取
扱
の
職
掌
が
設
定
さ
れ
る
以
前

の
段
階
で
俄
か
に
礼
式
を
講
じ
た
た
め
、
と
り
あ
え
ず
下
田
奉
行
に
先
導
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な
い
と
い
っ
た
仕
方
が
適
切
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
う
し
た
外
交
官
ら
の

迎
接
が
ま
さ
に
「
特
礼
」
で
あ
っ
た
段
階
を
脱
し
、
両
国
間
の
交
際
が
す
で
に

常
態
で
あ
る
と
の
認
識
を
前
提
に
、
よ
り
日
常
的
な
レ
ベ
ル
で
処
理
し
て
い
く

と
の
方
針
が
、
き
わ
め
て
明
確
に
存
在
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
老
中
が
同
じ
書
簡
の
な
か
で
、「
惣
て
此
度
所
用

の
礼
典
は
、
去
午
年
、
魯
西
亞
使
節
、
新
條
約
爲
取
替
の
後
、
登
營
謁
見
せ
し

先
蹤
を
用
ひ
し
に
て
、
其
許
先
年
登
營
の
礼
節
と
ハ
聊
異
同
あ
る
と
い
へ
と
も
、

…
…
我
邦
礼
典
の
常
と
す
る
所（

73
）」

と
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
直
近
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
登
城
に
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
さ
ら
に
三

カ
月
前
の
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
例
に
準
じ
て
成
立
し
た
こ
と
は
再
度

説
明
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
そ
の
節
の
「
向
後
外
國
官
吏
等
參
府
之
規
則
」

を
確
立
す
る
と
の
意
識
は
、
今
回
ハ
リ
ス
の
登
城
に
あ
た
り
確
実
に
生
き
て
実

践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
主
張
に
加
え
、
と
く
に
実
務
レ
ベ
ル
の
外
国
奉
行
ら
は
、
ハ
リ

ス
が
強
い
て
反
論
を
続
け
れ
ば
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
に
あ
た
っ
た
自
分
た
ち
に

累
が
及
ぶ
こ
と
を
述
べ
て
説
得
に
あ
た
り
、
今
回
不
満
の
点
は
引
き
続
き
話
し

合
い
の
う
え
、
今
後
の
拝
謁
機
会
に
調
整
す
る
こ
と
を
も
っ
て
決
着
を
図
ろ
う

と
す
る
。
が
、
ハ
リ
ス
は
納
得
せ
ず
、
先
年
の
方
式
に
則
っ
て
拝
謁
式
を
や
り

直
す
こ
と
を
要
求
、
け
っ
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
幕
府
側
は
そ
の
強
硬
な
主
張

に
折
れ
、
結
局
、
式
の
再
挙
行
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
時
期
は
炎
上
し
た
本
丸
の
再
建
成
っ
た
の
ち
と
し
、
当
面
の
引
き
延

　

こ
れ
ら
の
う
ち
⑤
に
つ
い
て
は
、
先
年
の
拝
謁
の
段
階
で
老
中
と
し
て
は
す

で
に
堀
田
正
睦
が
外
国
掛
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
右
の
説
明
は
通
じ

な
い
こ
と
、
ま
た
⑥
に
つ
い
て
は
、
間
部
の
不
遜
な
態
度
は
目
に
明
ら
か
で

あ
っ
て
言
い
訳
の
余
地
は
な
い
旨
、
即
刻
ハ
リ
ス
か
ら
反
論
を
受
け
て
い
る（

68
）。

⑤
の
場
面
に
関
し
て
は
、
記
録
に
残
さ
れ
た
当
日
の
式
次
第
に
は
よ
り
多
く
の

列
席
者
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

69
）、

実
際
、
そ
の
場
に
お
い
て
何
ら
か

の
理
由
に
よ
り
、
予
定
外
の
略
式
の
対
応
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

ハ
リ
ス
が
謁
見
の
二
日
後
に
本
国
に
書
き
送
っ
た
報
告
か
ら
は
、
彼
の
不
満
が

突
き
詰
め
る
と
こ
ろ
、
間
部
か
ら
受
け
た
侮
辱
一
点
に
帰
す
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
こ
と
が
読
み
取
ら
れ（

70
）、

仮
に
双
方
の
間
に
多
少
の
意
図
の
す
れ
違

い
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
間
部
が
一
定
以
上
の
不
遜
な
態
度
を
と
っ
た
の
は
事
実

で
あ
ろ
う
と
の
想
像
が
成
り
立
つ
。
な
お
、
間
部
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る

ハ
リ
ス
・
外
国
奉
行
会
談
の
翌
日
、
病
気
を
理
由
に
外
国
掛
老
中
を
罷
免
さ
れ

て
い
る（

71
）。

　

さ
て
、
い
ま
こ
の
二
点
を
別
と
し
て
も
、
全
体
と
し
て
日
本
側
の
主
張
の
基

調
を
な
し
て
い
る
の
は
、
十
月
二
十
七
日
の
老
中
書
簡
に
見
え
る
、「
先
年
拜

礼
の
節
は
、
新
條
約
爲
取
替
以
前
に
て
、
…
…
初
て
來
る
外
賓
を
待
遇
す
る
特

礼
を
以
て
」
迎
え
た
が
、「
今
ハ
條
約
一
定
し
て
、
寛
優
の
貿
易
を
開
き
、
已

に
一
部
内
に
居
留
あ
り
て
、
互
の
交
情
日
々
に
厚
け
れ
ハ
、
徒
に
繁
褥
の
礼
文

を
用
て
、
虚
飾
を
施
す
を
要
せ
す
、
…
…
則
懇
篤
和
親
の
礼
典
に
據
り
し
な

り
」
と
の
考
え
方
で
あ
る（

72
）。

そ
れ
ゆ
え
登
城
道
中
の
人
混
み
を
十
分
に
制
御
し
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く（
77
）、

ハ
リ
ス
は
同
月
十
三
日
、
幕
府
側
と
の
別
件
に
関
す
る
会
談
の
席
で
そ
の

こ
と
に
言
及
し
、
今
後
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
拝
謁
を
申
し
入
れ
た
場
合
、
そ
れ
を

自
身
の
再
拝
謁
に
先
行
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
幕
府
は
こ

れ
を
受
け
入
れ
、
少
な
く
と
も
他
国
外
交
官
の
登
城
に
優
先
し
て
ハ
リ
ス
の
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
を
約
し
た（

78
）。

　

そ
の
後
も
ハ
リ
ス
の
催
促
は
続
き
、
押
さ
れ
た
幕
府
が
つ
い
に
仮
城
で
の
迎

接
を
許
容
す
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
二
月
五
日
の
こ

と
で
あ
る
。
老
中
よ
り
の
書
簡
で
、
こ
の
場
合
に
は
か
え
っ
て
略
礼
と
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
を
ハ
リ
ス
に
確
認
し
つ
つ
も
、
同
時
に
、「
今
般
之
式
は
、

以
後
の
通
例
た
る
へ
き
」
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い（

79
）。

ド
ン
ケ
ル

＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
な
ら
び
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
、
そ
し
て
ハ
リ
ス
の
第
二
回
迎
接

機
会
を
活
用
し
て
確
立
し
た
は
ず
の
「
向
後
外
國
官
吏
等
參
府
之
規
則
」
が
、

先
に
「
特
礼
」
レ
ベ
ル
の
儀
式
を
経
験
し
て
い
た
ハ
リ
ス
の
抗
議
に
遭
っ
て
再

考
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
ち
、
こ
れ
を
機
に
再
調
整
を
図
り
、
い
よ
い
よ
「
通

例
」
を
定
め
た
い
と
の
幕
府
の
意
思
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
ハ
リ
ス
か
ら
直
接
事
情
を
聞
い
た
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
、
そ
れ
を
追
い

越
し
て
拝
謁
を
急
ぐ
意
図
を
持
た
ず
、
ハ
リ
ス
が
順
当
に
再
拝
謁
を
済
ま
せ
る

の
を
待
つ
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
た
め（

80
）、

表
向
き
は
ハ
リ
ス
の
心
配
は
杞
憂
に
終

わ
っ
た
。
た
だ
し
、
ひ
と
え
に
ハ
リ
ス
へ
の
配
慮
か
ら
そ
の
問
題
解
決
を
待
つ

態
度
を
と
っ
て
い
た
か
に
見
え
る
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
の
ち
に
本
国
外
務
省
へ

送
っ
た
報
告
文
に
は
、
互
い
に
協
力
者
で
あ
る
と
と
も
に
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る

ば
し
を
図
ろ
う
と
し
た（

74
）。

　

本
丸
炎
上
後
の
江
戸
城
で
は
、
将
軍
一
家
が
西
丸
で
の
仮
寓
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
の
は
言
わ
ず
も
が
な
、
恒
例
の
行
事
も
ほ
と
ん
ど
が
略
さ
れ
た
の
で
あ
っ

て（
75
）、

再
拝
謁
の
実
施
時
期
を
俄
か
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
の
は
、

単
に
ハ
リ
ス
の
み
に
対
す
る
方
便
で
は
な
か
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
が
、
ハ
リ

ス
は
こ
れ
を
も
許
容
し
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
式
の
簡
略
化
を
問
題
に
し
な
が

ら
、
本
格
的
な
設
え
を
待
っ
て
の
挙
行
よ
り
、
仮
城
で
の
早
期
実
施
を
求
め
た

背
景
に
は
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
不
名
誉
を
一
刻
も
早
く
払
拭
す
る
と
い
う
目

的
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
新
た
に
続
々
と
外
交
使
節
の
到
来
が

予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
彼
ら
の
拝
謁
が
遠
か
ら
ず
日
程
に
上
る
の
は
確
実
で
あ

る
と
い
う
ハ
リ
ス
の
意
識
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分
の
身
に
起

こ
っ
た
問
題
が
解
決
す
る
以
前
に
、
他
の
使
節
が
拝
謁
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
よ

う
な
事
態
が
発
生
す
る
の
を
懸
念
し
、
そ
れ
を
避
け
る
よ
う
幕
府
に
対
し
明
示

的
に
釘
を
刺
し
て
も
い
る（

76
）。

　

と
り
わ
け
、
既
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
一
八
五
九

年
十
二
月
八
日
（
安
政
六
年
十
一
月
十
五
日
）
を
も
っ
て
本
国
で
公
使
に
任
命

さ
れ
、
明
け
て
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
入
る
と
す
ぐ
に
そ
の
知
ら
せ
が
日

本
に
到
達
、
彼
が
、
登
城
の
う
え
そ
の
旨
の
信
任
状
を
将
軍
に
奉
呈
す
る
こ
と

を
幕
府
に
要
望
す
る
の
が
確
実
と
な
っ
た
た
め
、
ハ
リ
ス
は
い
っ
そ
う
の
焦
燥

感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
昇
格
の
こ
と
を
オ
ー
ル

コ
ッ
ク
自
身
が
幕
府
老
中
に
宛
て
て
通
知
し
た
万
延
元
年
正
月
三
十
日
よ
り
早
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年
の
ハ
リ
ス
の
初
め
て
の
拝
謁
の
際
に
採
用
し
た
「
直
垂
狩
衣
大
紋
布
衣
素

袍
」
と
い
う
武
家
の
式
服
を
指
す
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
ハ
リ
ス
初
登
城
の
際
の
格
式
と
、
そ
の
後
、
外
交
儀
礼

の
日
常
化
を
図
ろ
う
と
す
る
過
程
の
な
か
で
二
度
目
の
ハ
リ
ス
登
城
に
適
用
さ

れ
た
、
長
裃
の
着
用
を
基
調
と
す
る
格
式
と
の
、
二
つ
の
水
準
に
区
分
し
て
、

最
終
的
な
整
理
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
例
と
し
て
は
い
ず
れ
も
が

「
國
書
持
參
之
者
」
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
国
書
奉
呈
を
目
的
と
し
な
か
っ
た
ド

ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
と
き
の
半
袴
と
い
う
選
択
肢
は

消
え
て
い
る
。
実
際
、
右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
も
は
や
国
書
の
有
無
は
議
論

し
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
登
城
が
「
初
て
」
か
否
か
の
み
に
着
目
し
よ
う
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

　

民
間
人
と
見
な
さ
れ
て
い
た
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
公
的
立
場
の
領
事

官
に
転
換
し
た
り
、
別
の
目
的
で
来
日
し
た
ロ
シ
ア
使
節
が
状
況
に
応
じ
て
新

た
な
条
約
を
取
り
結
ん
で
帰
っ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
は
、
欧
米
と
の
関
係
の
最

初
期
に
お
け
る
特
殊
な
事
態
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
い
っ
た
ん
各
国
と
の
外
交

関
係
が
日
常
化
し
て
し
ま
え
ば
、「
普
通
在
留
之
官
吏
」
が
お
い
そ
れ
と
将
軍

へ
の
拝
謁
を
求
め
る
も
の
で
も
な
い
―
―
駐
在
官
が
拝
謁
を
求
め
る
の
は
、
そ

も
そ
も
何
ら
か
の
趣
旨
に
よ
り
国
書
の
受
け
渡
し
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で

あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
儀
式
を
こ
そ
、「
特
礼
」
で
な
く
「
通
例
」
と
し
て
挙

行
で
き
る
よ
う
制
度
を
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
―
と
い
う
こ
と
が
、

幕
府
に
も
了
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ハ
リ
ス
を
向
こ
う
に
回
し
た
周
到
な
計
算
が
表
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
多
少
の
時

間
の
ロ
ス
を
厭
わ
な
け
れ
ば
、
日
本
側
に
も
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
い
る
は
ず
の

や
や
こ
し
い
交
渉
を
ハ
リ
ス
に
任
せ
、
自
ら
は
そ
の
果
実
を
得
る
だ
け
―
―
彼

が
受
け
た
と
い
う
不
敬
も
自
ず
と
回
避
で
き
る
う
え
に
、
自
ら
は
十
分
に
意
を

尽
く
し
た
設
定
で
初
登
城
に
臨
め
る
―
―
と
い
う
の
で
あ
る（

81
）。

ハ
リ
ス
の
「
謁

見
仕
直
し
」
に
向
け
た
幕
府
の
検
討
は
、
い
ま
や
、
ア
メ
リ
カ
、
ま
た
そ
の
他

の
各
国
へ
の
個
別
の
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
第
に
こ
う
し
た
複
数
国
間
の
せ

め
ぎ
合
い
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、「
以
後
の
通
例
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
進
ん

で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

四
、
ア
メ
リ
カ
公
使
ハ
リ
ス
の
三
た
び
登
城
・
将
軍
拝
謁

（
万
延
元
年
）
と
そ
の
後

（
一
）
ハ
リ
ス
か
ら
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
、
ベ
ル
ク
ー
ル
へ

　

来
た
る
べ
き
ハ
リ
ス
の
「
拝
謁
仕
直
し
」
に
向
け
、
ま
ず
は
当
日
の
着
服
に

つ
い
て
、
外
国
奉
行
が
検
討
結
果
を
老
中
に
上
申
し
た
の
が
、
万
延
元

（
一
八
六
〇
）
年
二
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る（

82
）。

文
脈
か
ら
は
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
ハ
リ
ス
と
話
し
合
う
こ
と
を
前
提
に
、
事
前
に
老
中
の
意
見
を
確
認
す

る
た
め
の
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
実
務
レ
ベ
ル
か
ら
の
提
案
で

は
、
ま
ず
、「
各
國
ミ
ニ
ス
ト
ル
拜
礼
之
節
、
初
て
之
節
は
官
服
、
二
度
目
よ

り
は
長
上
下
之
積
」
と
し
、「
年
始
并
國
書
持
參
等
之
儀
は
不
申
談
、
官
服
は

初
て
之
節
ニ
限
り
候
」と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
官
服
と
は
、安
政
四
（
一
八
五
七
）
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た
部
分
か
ら
は
、
後
任
者
来
着
の
折
は
長
上
下
に
て
「
和
親
之
御
取
扱
」
を
す

る
よ
う
、
老
中
か
ら
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
老
中
意
見
は
、
翌
年
以
降
、
実
際
に
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

外
交
儀
礼
に
際
し
て
必
ず
し
も
適
用
し
き
れ
ず
、
将
軍
拝
謁
儀
礼
の
格
式
は
そ

れ
よ
り
も
や
や
高
め
の
設
定
で
安
定
を
見
た
こ
と
が
記
録
か
ら
判
明
し
て
い
る（

83
）。

そ
の
詳
細
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
、

い
ま
だ
各
国
の
駐
在
官
が
「
初
代
」、
も
し
く
は
初
代
以
前
の
一
時
的
な
使
節

を
わ
ず
か
数
カ
国
か
ら
迎
え
た
に
す
ぎ
な
い
段
階
に
お
い
て
、
こ
の
の
ち
公
使

が
交
代
を
重
ね
て
外
国
と
の
関
係
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
と
い
う
感
覚
を
、
当

時
の
幕
閣
、
幕
臣
ら
が
当
然
の
よ
う
に
持
っ
て
い
た
こ
と
を
重
視
し
て
お
き
た

い
。

　

幕
府
内
で
右
の
検
討
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
ハ
リ
ス
と
の
本
件
に
関
す
る
話
し

合
い
は
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
閏
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
実
質
的
な
進

展
を
見
た（

84
）。

そ
の
過
程
で
、ハ
リ
ス
が
あ
ら
た
め
て
、先
の
安
政
四
（
一
八
五
七
）

年
拝
謁
時
の
様
式
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
た
の
に
対
し
、
幕
府
側
は
、
そ
の
例
は

「
永
世
の
法
度
に
ハ
確
定
し
か
た
」
い
と
言
い
、「
猶
我
國
の
格
例
に
よ
り
て
參

考
講
定
し
…
…
永
世
不
易
の
禮
典
を
講
定
い
た
し
度
」
と
明
確
な
言
葉
で
返
答

し
て
い
る（

85
）。

前
節
で
見
た
六
つ
の
問
題
の
う
ち
、
若
干
言
い
が
か
り
的
な
応
酬

と
も
受
け
取
れ
る
最
後
の
二
つ
を
除
き
、
①
〜
④
の
各
項
に
沿
っ
て
整
理
す
れ

ば
、
こ
の
と
き
の
幕
府
と
し
て
の
対
応
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

と
す
れ
ば
、「
普
通
在
留
之
官
吏
」
の
拝
謁
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
格
を
下
げ

た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
て
お
く
こ
と
に
は
、
も
は
や
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
。

基
本
的
に
は
国
書
を
持
参
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
使
節
を
、
初
の
拝
謁

の
場
合
は
な
お
「
特
礼
」
に
近
い
形
で
盛
大
に
、
二
度
目
以
降
は
「
徒
に
繁
褥

の
礼
文
を
用
て
、
虚
飾
を
施
す
」
こ
と
を
せ
ず
、「
懇
篤
和
親
の
礼
典
に
據
」
っ

て
迎
接
す
る
。
こ
の
区
別
の
み
想
定
し
て
お
け
ば
、
相
手
方
に
も
礼
を
失
す
る

こ
と
な
く
、
か
つ
、
幕
府
と
し
て
も
持
続
可
能
な
態
勢
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
こ
の
た
び
の
外
国
奉
行
の
提
案
に
は
、
こ
の
よ
う
な
思
考
回
路
が
表

れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
「
初
て
」
と
す
る
の
が
国
単
位
で
の
初
め
て
か
、
人
単
位

で
の
初
め
て
か
、
と
い
う
点
が
、
こ
の
際
の
議
論
に
お
い
て
若
干
の
問
題
と

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
国
の
公
使
が
交
代
し
、
新
し
い
人
物
が
到
来
し
て
将
軍

に
謁
見
す
る
場
合
を
、「
初
て
」
と
見
な
す
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

上
申
を
行
っ
て
い
る
外
国
奉
行
は
、
こ
れ
を
「
初
て
」
と
し
て
官
服
を
用
い
る

の
が
適
当
と
す
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
一
連
の
国
々
と
国
交
開
始
の
の
ち
は
、

も
は
や
「
初
て
」
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
は
消
滅
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も

こ
の
問
題
は
い
わ
ゆ
る
「
開
国
」
期
に
特
有
の
論
点
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
公

使
交
代
ご
と
に
「
初
て
」
の
迎
接
式
を
行
う
と
い
う
選
択
肢
を
と
っ
た
外
国
奉

行
の
見
解
は
至
極
ま
っ
と
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
老
中
の
考
え
は
国
単
位

の
「
初
て
」、
ひ
い
て
は
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
儀
式
を
で
き
る
だ
け
簡
略
化

す
る
ほ
う
で
あ
っ
た
。
外
国
奉
行
の
上
申
書
に
あ
と
か
ら
書
き
込
み
が
な
さ
れ
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あ
ろ
う
。
ハ
リ
ス
は
な
お
、
城
ま
で
の
道
中
警
衛
を
よ
り
手
厚
く
す
る
こ
と
な

ど
を
求
め
、
応
酬
が
続
く
が
、
最
終
的
に
は
双
方
が
意
思
を
通
じ
、
か
つ
、
具

体
的
な
諸
側
面
に
つ
い
て
は
す
べ
て
幕
府
の
意
向
ど
お
り
と
言
え
る
形
で
、
つ

い
に
式
次
第
の
決
定
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
ハ
リ
ス
の
修
正
拝

謁
は
、
い
よ
い
よ
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
七
月
四
日
に
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た（

88
）。

　

さ
て
、
こ
の
際
に
特
筆
す
べ
き
は
、
ハ
リ
ス
と
の
交
渉
決
着
を
見
る
や
、
幕

府
よ
り
た
だ
ち
に
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
、
ま
た
、
少
し
遅
れ
て
安

政
六
（
一
八
五
九
）
年
八
月
に
来
日
後
、
こ
ち
ら
も
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
に
準
じ
て

拝
謁
を
待
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
代
理
公
使
ド
＝
ベ
ル
ク
ー
ル
に
対
し
、「
大
君

に
謁
見
之
儀
、
兼
て
よ
り
被
申
聞
趣
あ
れ
と
も
、
一
體
之
式
法
未
タ
講
究
せ
さ

る
を
も
つ
て
、
心
な
ら
す
も
延
引
お
よ
ひ
し
に
、
近
々
亞
國
ミ
ニ
ス
ト
ル
謁
見

之
積
ニ
付
、
引
續
き
其
許
ニ
も
謁
見
之
禮
を
擧
ん
と
す
」
と
、
式
目
の
詳
細
を

付
し
て
積
極
的
に
登
城
を
促
し
た
こ
と
で
あ
る（

89
）。

両
人
は
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
の
留

保
な
く
こ
の
式
目
を
受
け
入
れ（

90
）、

実
際
に
、
ハ
リ
ス
に
続
き
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク

は
同
年
七
月
九
日
に
、
ド
＝
ベ
ル
ク
ー
ル
は
七
月
二
十
一
日
に
、「
初
て
」
の

登
城
・
将
軍
拝
謁
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た（

91
）。

　

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
、
徳
川
幕
府
の
外
交
に
お
け
る
「
永
世
不
易
の
禮
典
」
が

成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

① 
居
所
か
ら
城
ま
で
、
使
節
に
は
外
国
奉
行
に
次
ぐ
位
階
の
役
人
が
同
伴
す

る
。

　

② 

通
行
の
道
々
で
は
、
登
城
の
行
列
を
横
切
る
等
の
行
為
を
禁
止
す
る
。

　

③ 

（
将
軍
の
会
釈
に
つ
い
て
は
言
及
な
し
。）

　

④ 

服
装
に
つ
い
て
は
右
に
解
説
し
た
と
お
り
（「
初
て
」
と
二
回
目
以
降
と
で

区
分
す
る
方
式
）。
な
お
、
ハ
リ
ス
自
身
は
す
で
に
二
度
の
登
城
経
験
が
あ

る
が
、「
今
度
は
禮
典
確
定
後
、
初
て
登
城
ニ
付（

86
）」、

列
席
者
は
官
服
を
用

い
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
今
回
限
り
の
扱
い
と
し
、
以
降
の

登
城
機
会
に
は
熨
斗
目
長
袴
を
着
用
す
る
。

　

④
の
服
装
に
つ
い
て
は
、
右
の
「
な
お
」
以
下
の
よ
う
に
、
半
ば
こ
じ
つ
け

と
も
と
れ
る
論
理
を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
て
、
こ
の
た
び
の
ハ
リ
ス
の
「
謁
見
仕
直

し
」
に
あ
た
っ
て
も
う
一
度
限
り
官
服
で
迎
え
る
配
慮
を
し
た
あ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

こ
れ
ら
諸
点
に
加
え
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
時
の
ハ
リ
ス
、
翌
年
の
ド

ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
拝
謁
を
通
し
て
確
立
さ
れ
た
、

大
広
間
畳
上
で
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
は
変
更
が
な
い
こ
と
が
再
度
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
、
安
政
四
年
の
式
次
第
設
定
の
際
、
最
も
大
き
な
論
点
の
一

つ
と
な
っ
た
も
の
の
、
以
降
は
と
く
に
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
登

城
の
際
の
使
節
の
下
乗
場
所
が
あ
ら
た
め
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は（

87
）、

今
回
の

拝
謁
が
本
丸
で
な
く
西
丸
で
行
わ
れ
る
た
め
、
確
認
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で



120

し
て
安
定
さ
せ
、
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
思
が
、
こ
こ
に

表
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る（

92
）。

　

ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
拝
謁
準
備
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
る
こ
の
方

向
性
は
、
む
ろ
ん
、
そ
こ
か
ら
突
如
と
し
て
始
ま
る
と
い
う
よ
り
も
、
初
発
の

事
例
と
し
て
朝
鮮
通
信
使
迎
接
儀
礼
に
基
本
的
な
範
を
と
っ
た
安
政
四

（
一
八
五
七
）
年
の
ハ
リ
ス
登
城
、
そ
こ
に
至
る
前
年
か
ら
の
長
い
議
論
を
ベ
ー

ス
に
生
ま
れ
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
安
政
三
年
か
ら
万
延
元

（
一
八
六
〇
）
年
に
至
る
五
年
間
、
い
わ
ば
「
幕
末
前
期
」
と
呼
び
う
る
時
期
に
、

こ
こ
で
見
て
き
た
七
つ
の
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
通
じ
、
ひ
と
え
に
現
実
に
対
処

す
る
な
か
で
当
時
の
幕
府
が
獲
得
し
た
ス
タ
ン
ス
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
む
ろ
ん
一
面
に
お
い
て
必
死
の
努
力
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
た
と
え

ば
二
度
目
の
ハ
リ
ス
登
城
か
ら
そ
の
や
り
直
し
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
典
型
的

に
表
れ
る
よ
う
に
、
押
さ
れ
て
も
押
さ
れ
て
も
、「
猶
我
國
の
格
例
に
よ
り
て

參
考
講
定
し
…
…
永
世
不
易
の
禮
典
を
講
定
い
た
し
度
」
と
言
い
切
る
自
信
と
、

為
政
者
と
し
て
の
覚
悟
に
裏
打
ち
さ
れ
た
行
動
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

他
方
、
こ
れ
を
別
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
頑
な
に
「
我
國
の
格
例
に
よ
り

て
」
殿
中
儀
礼
秩
序
の
一
部
に
取
り
込
ん
だ
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
新
た

な
儀
礼
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
対
外
関
係
の
水
際
に
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
構
築
す
る
に

は
相
手
側
と
の
最
低
限
の
合
意
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
は
、
た
と
え
ば
ハ
リ
ス
が
列
席
者
の
服
装
を
批
判
し
た
場
合
の
よ
う
に
、

幕
府
が
と
ろ
う
と
す
る
方
式
に
対
し
て
相
手
側
か
ら
の
注
文
が
発
生
す
る
と
い

（
二
）
幕
末
外
交
儀
礼
の
完
成
と
、
今
後
の
課
題
―
―
結
び
に
か
え
て

　

右
に
見
て
き
た
の
は
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
十
月
二
十
一
日
に
挙
行
さ

れ
た
初
代
駐
日
ア
メ
リ
カ
総
領
事
タ
ウ
ン
セ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
の
登
城
に
端
を
発

す
る
、
欧
米
諸
国
か
ら
日
本
に
到
来
し
た
最
初
期
の
外
交
官
に
よ
る
一
連
の
将

軍
拝
謁
儀
礼
の
経
過
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
徳
川
幕
府
が
要
求
さ
れ
た
準
備
、

検
討
の
実
態
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
展
開
の
な
か
で
二
つ
目
の
事
例
に
あ

た
る
オ
ラ
ン
ダ
領
事
官
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
以
降
の
ケ
ー
ス
を
、
こ
う

し
て
連
続
的
に
紐
解
い
て
み
る
と
、「
向
後
外
國
官
吏
等
參
府
之
規
則
」「
我
邦

礼
典
の
常
と
す
る
所
」「
以
後
の
通
例
」「
永
世
不
易
の
禮
典
」
と
、
そ
の
と
き

ど
き
に
使
わ
れ
た
表
現
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
も
、
当
時
の
幕
府
が
あ
る
一
定

の
方
向
に
向
か
っ
て
努
力
を
重
ね
た
こ
と
が
手
に
取
る
よ
う
に
浮
か
び
上
が
る
。

　

あ
ら
た
め
て
の
説
明
も
要
す
ま
い
が
、
こ
こ
で
幕
府
が
め
ざ
し
た
の
は
、
従

来
国
交
の
な
か
っ
た
欧
米
諸
国
か
ら
次
々
と
外
交
官
が
到
着
す
る
事
態
に
あ
っ

て
、
将
軍
が
そ
の
居
城
に
お
い
て
彼
ら
を
引
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
交
関
係

の
開
始
を
認
証
す
る
と
い
う
象
徴
的
行
為
を
、
幕
府
の
側
で
で
き
る
か
ぎ
り
特

別
視
せ
ず
、
そ
も
そ
も
数
々
の
殿
中
儀
礼
を
軸
に
成
立
し
て
き
た
と
言
え
る
政

権
の
枠
組
み
の
な
か
に
取
り
込
み
、
平
常
の
準
備
の
範
囲
で
彼
ら
に
対
し
う
る

態
勢
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
儀
礼
を
窓
口
に
、
よ
り
広

義
の
解
釈
を
す
れ
ば
、「
外
国
奉
行
」
を
設
置
す
る
と
い
う
発
想
が
同
時
期
に

生
ま
れ
、
実
現
し
た
こ
と
と
も
相
俟
っ
て
、
対
外
関
係
業
務
そ
の
も
の
を
、
も

は
や
特
例
的
な
対
応
を
要
求
さ
れ
る
業
務
で
は
な
く
、
幕
府
の
一
所
掌
領
域
と
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と
こ
ろ
、
そ
の
積
み
重
ね
で
し
か
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
外

交
態
勢
を
打
ち
立
て
る
と
い
う
、
政
策
現
場
に
お
け
る
不
可
避
の
要
請
を
背

負
っ
た
幕
臣
た
ち
は
、
そ
れ
を
理
論
と
し
て
構
成
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
に

形
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
蓄
積
さ
れ
る
、
い
わ
ば
現
場
的

教
養
の
な
か
に
こ
そ
、
外
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
「
近
代
化
」
の
芽

が
胚
胎
す
る
と
は
言
え
ま
い
か（

95
）。

　

さ
て
、
本
節
前
項
ま
で
に
取
り
上
げ
た
時
期
の
の
ち
、
徳
川
政
権
が
終
焉
に

至
る
ま
で
の
間
に
、
欧
米
諸
国
の
外
交
官
が
登
城
し
、
将
軍
に
拝
謁
し
た
ケ
ー

ス
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る（

96
）。

　

・ 

文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
二
月
二
十
三
日
、
ア
メ
リ
カ
公
使
ハ
リ
ス
（
遣

米
使
節
関
連
大
統
領
書
簡
の
奉
呈
）。

　

・ 

同
年
十
一
月
五
日
、
ア
メ
リ
カ
公
使
ハ
リ
ス
（
開
港
開
市
関
連
大
統
領
書

簡
の
奉
呈
）。

　
（
・ 

文
久
二
年
二
月
二
十
日
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
休
暇
帰
国
に

つ
き
、
代
理
公
使
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
伴
っ
て
の
登
城
が
決
定
し
て

い
た
が
中
止
。）

　

・
文
久
二
年
三
月
二
十
八
日
、
ア
メ
リ
カ
公
使
ハ
リ
ス
（
帰
国
挨
拶
）。

　

・
同
年
四
月
十
九
日
、
ア
メ
リ
カ
公
使
プ
リ
ュ
イ
ン
（
着
任
挨
拶
）。

　

・
同
年
五
月
二
十
七
日
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
ド
＝
ベ
ル
ク
ー
ル
（
公
使
昇
任
）。

　

・ 

同
年
閏
八
月
九
日
、
ロ
シ
ア
領
事
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ
（
江
戸
参
府
、
ロ
シ
ア

う
意
味
合
い
だ
け
で
な
く
、
幕
府
の
実
務
担
当
者
ら
は
、
本
稿
に
登
場
し
た
永

井
尚
志
の
ケ
ー
ス
で
も
見
た
と
お
り
、
こ
の
機
に
西
洋
式
の
儀
礼
に
つ
い
て
で

き
る
だ
け
学
び
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
か
な
り
柔
軟
に
そ
れ
を
取
り
入
れ
も

し
た
の
で
あ
る（

93
）。

こ
こ
で
考
案
さ
れ
た
儀
礼
様
式
は
、
徳
川
幕
府
殿
中
儀
礼
の

伝
統
に
則
り
、
そ
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
多

分
に
異
文
化
的
要
素
を
含
み
、
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
は
自
ず
と
、
幕
府
と
し

て
の
文
化
的
経
験
の
枠
を
広
げ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
連
の
経
緯
に
は
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
に
始
ま
り
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
、

国
制
も
国
情
も
異
な
る
国
々
を
、
何
ら
の
区
別
を
設
け
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ

一
国
と
し
て
扱
い
、
相
対
し
て
い
く
と
い
う
、
近
代
的
と
い
う
言
葉
で
評
し
て

も
よ
い
幕
府
の
態
度
が
表
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
徳
川
時
代
の
主

要
な
知
的
傾
向
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
華
夷
思
想
に
基
づ
い
た
東
ア

ジ
ア
的
国
際
秩
序
観
と
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り（

94
）、

政
権
の
実

際
の
外
交
業
務
が
そ
こ
か
ら
飛
躍
し
て
い
る
こ
と
を
い
か
に
解
釈
す
べ
き
か
、

思
想
史
の
流
れ
を
踏
ま
え
た
、
い
ま
一
歩
の
考
察
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

た
だ
し
筆
者
は
、
外
交
実
務
の
最
前
線
に
置
か
れ
た
幕
臣
た
ち
の
一
挙
手
一

投
足
を
、
い
っ
さ
い
の
先
入
観
を
持
た
ず
に
史
料
か
ら
蘇
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
問
の
場
に
お
け
る
思
想
史
的
枠
組
み
の
な
か
で
む
し
ろ
見
落
と
さ
れ
て

き
た
、
現
場
の
担
当
者
た
ち
の
認
識
と
具
体
的
な
行
動
を
た
ど
り
直
し
て
い
く

こ
と
も
ま
た
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
国
の
外
交
行
動
と
は
行
き
つ
く
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く
分
け
て
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
閏
八
月
九
日
の
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ
登
城
・

拝
謁
ま
で
の
六
件
は
、
幕
府
の
外
交
儀
礼
運
営
が
文
字
ど
お
り
安
定
飛
行
に

入
っ
た
時
期
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
服
装
は
、
本
稿
で
見
た
最
後
の

段
階
に
お
け
る
幕
府
側
の
希
望
―
―
「
二
回
目
以
降
は
長
袴
」
と
の
設
定
よ
り

高
め
に
収
ま
り
、
結
局
は
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
の
ハ
リ
ス
、
オ
ー
ル

コ
ッ
ク
、
ド
＝
ベ
ル
ク
ー
ル
の
拝
謁
式
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
官
服
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
証
し
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
万
延
元
年
以
降
、
外
交
儀
礼
の
様
式
が
い
っ
た
ん
、

た
し
か
に
固
定
さ
れ
、
あ
る
い
は
完
成
し
、
も
は
や
個
々
の
式
に
あ
た
っ
て
議

論
を
要
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
外
交
代
表
を
江

戸
城
に
迎
え
て
行
う
儀
礼
は
、
五
年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
を
経
て
、
こ
の
時
期
、

徳
川
幕
府
が
挙
行
す
る
各
種
殿
中
儀
礼
の
一
つ
と
し
て
定
着
を
見
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
短
期
間
で
途
絶
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）

年
か
ら
、
将
軍
家
茂
の
上
洛
が
繰
り
返
さ
れ
、
つ
ま
り
は
主
人
が
江
戸
城
を
留

守
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
、
外
交
官
の
み
な
ら
ず
、
従
来
か
ら
の
大
名
、

幕
臣
の
御
目
見
を
含
め
、
登
城
・
拝
謁
儀
礼
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
空
白
を
挟
ん
だ
の
ち
、
最
幕
末
期
、

慶
応
三
（
一
八
六
七
、一
八
六
八
）
年
の
二
つ
の
事
例
に
お
い
て
は
、
様
相
は
一

変
、
こ
れ
ら
は
第
十
五
代
将
軍
慶
喜
が
滞
留
中
の
大
坂
城
で
各
国
公
使
を
西
洋

式
に
引
見
し
た
場
面
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
一
方
、
こ
れ
ら
徳
川
将
軍
に
よ
る
最
後
の
外
交
儀
礼
の
内
実
は
、
実

軍
艦
対
馬
退
去（

97
））。

　

・ 
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
三
月
二
十
八
日
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
フ
ァ
ン
＝
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
ロ
ッ

シ
ュ
（
新
将
軍
慶
喜
が
大
坂
城
に
て
公
式
に
引
見
）。

　

・ 

慶
応
三
（
一
八
六
八
）
年
十
二
月
十
六
日
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
フ
ァ
ン
＝
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
ロ
ッ

シ
ュ
、
イ
タ
リ
ア
公
使
ラ
＝
ト
ゥ
ー
ル
、
プ
ロ
シ
ア
代
理
公
使
フ
ォ
ン
＝

ブ
ラ
ン
ト
、
ア
メ
リ
カ
公
使
ヴ
ァ
ン
＝
ヴ
ァ
ル
ケ
ン
バ
ー
グ
（
慶
喜
が
大

坂
城
に
て
公
式
に
引
見
）。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
筆
者
の
研
究
は
ま
だ
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
対
象
と

し
て
き
た
諸
儀
礼
、
ま
た
、
繰
り
返
し
言
及
し
た
よ
う
に
、
そ
の
起
点
と
し
て

過
去
に
集
中
的
な
分
析
を
行
っ
た
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
ハ
リ
ス
初
登

城
に
関
す
る
よ
う
な
、
詳
細
な
レ
ベ
ル
に
は
遠
く
及
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
で
も

本
稿
の
末
尾
に
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
を
掲
げ
て
お
こ
う
と
す
る
の
は
、
自
ら
に
次

の
課
題
を
突
き
付
け
る
意
味
も
む
ろ
ん
あ
る
が
、
こ
れ
ら
、
あ
と
に
引
き
続
く

事
例
の
存
在
に
よ
っ
て
こ
そ
、
こ
こ
で
見
て
き
た
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
ま

で
の
幕
府
に
お
け
る
外
交
儀
礼
の
検
討
に
、
生
き
た
意
味
の
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
後
続
儀
礼
の
内
容
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
今
後
の
研
究
課
題
と
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
中
途
半
端
な
描
写
を
試
み
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
大
き
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閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
五
三
五
〜
五
六
四
頁
）
で
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返

さ
な
い
。

（
2
）　

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
編
『
琉
球
使
節
、
江
戸
へ
行
く
！

―
琉
球
慶
賀
使
・

謝
恩
使
一
行
二
、〇
〇
〇
キ
ロ
の
旅
絵
巻
』
同
館
、
二
〇
〇
九
年
、
四
五
頁
。

（
3
）　

国
書
刊
行
会
編
『
通
航
一
覧 

第
六
』
同
会
、
一
九
一
三
年
、
一
九
八
〜
一
九
九
頁
。

（
4
）　

た
と
え
ば
、
箭
内
健
次
編
『
通
航
一
覽 

續
輯 

第
二
卷
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
八
年
、

二
八
九
〜
二
九
一
頁
参
照
。
比
較
の
対
象
と
し
て
、
東
京
帝
國
大
學
編
『
大
日
本
古
文

書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
十
六
』
同
大
文
學
部
史
料
編
纂
掛
、
一
九
二
三
年
、
五
二
九

〜
五
三
二
頁
な
ど
。

（
5
）　
「
外
交
」
と
は
何
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
論
じ
る
こ
と
は
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る

が
、
筆
者
の
基
本
的
理
解
は
、
い
ま
な
お
当
該
問
題
に
つ
い
て
の
基
本
的
文
献
と
言
う

べ
き
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
『
外
交
』（
斎
藤
真
・
深
谷
満
雄
訳
、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
六
八
年
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。「
外
交
と
は
、
交
渉
に
よ
る
国
際
関
係
の
処
理

で
あ
り
、
大
公
使
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
関
係
が
調
整
さ
れ
処
理
さ
れ
る
方
法
で
あ
り
、

外
交
官
の
職
務
あ
る
い
は
技
術
で
あ
る
」
と
す
る
同
書
の
見
解
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝

統
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
が
、
そ
の
伝
統
と
の
接
触
を
開
始

し
、
自
ら
の
伝
統
を
そ
れ
と
接
続
し
て
い
こ
う
と
し
た
幕
府
の
政
策
行
動
を
見
る
う
え

で
、
こ
の
定
義
を
参
照
軸
と
す
る
こ
と
に
矛
盾
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
う
え
で
、
人

間
と
し
て
の
個
々
の
外
交
官
や
彼
ら
が
執
行
す
る
儀
礼
の
場
面
を
重
視
し
、
文
化
の
面

か
ら
外
交
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
筆
者
の
立
場
と
共
通
す
る
点
を
持
っ
た
近
年
の
研
究

成
果
と
し
て
、
以
下
の
二
冊
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。M

össlang, M
arkus, and Riotte, 

T
orsten, Eds., T

he D
iplom

ats ’ W
orld: A

 C
ultural H

istory of D
iplom

acy, 

1815-1914, O
xford: O

xford U
niversity Press, 2008; A

uslin, M
ichael R., 

N
egotiating w

ith Im
perialism

: T
he U

nequal T
reaties and the C

ulture of 

Japanese D
iplom

acy, Cam
bridge

（M
assachusetts

）and London: H
arvard 

U
niversity Press, 2004.

（
6
）　

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
概
要
を
既
出
の
拙
論
「
幕
末
の
対
欧
米
外
交
を
準
備
し
た

の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
の
拝
謁
が
「
全
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
流
儀
に
よ
っ
て（

98
）」

行
わ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
、
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

側
の
関
係
者
に
そ
う
理
解
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
日
本
側
の
列

席
者
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
礼
服
を
着
用
し
て
い
た
は
ず
も
な
い
こ
れ
ら
の
儀
式

を
、
い
ず
れ
の
基
準
に
よ
っ
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
流
儀
」
に
よ
る
も
の
と
判
定

し
え
た
の
か
と
い
っ
た
論
点
も
、
今
後
、
熟
考
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

明
治
新
政
府
が
成
立
し
、
ほ
ど
な
く
機
能
と
し
て
は
こ
れ
を
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
に
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
カ
ド
の
外
交
儀
礼
」
へ
の
道
程
で（

99
）、

何
が
連
続

し
、
何
が
断
絶
し
た
の
か
、
―
―
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
徳
川
幕
府
が
具

体
的
に
着
手
し
た
、
外
交
儀
礼
を
め
ぐ
る
検
討
の
跡
は
、
最
終
的
に
は
こ
こ
ま

で
の
十
三
年
間
を
見
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

注（
1
）　

将
軍
拝
謁
を
含
め
、
近
世
の
武
家
儀
礼
一
般
に
つ
い
て
は
、
深
井
雅
海
、
平
井
聖
、

二
木
謙
一
、
大
友
一
雄
、
ま
た
、
渡
辺
浩
な
ど
に
よ
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
が
、
こ

れ
ま
で
、
日
本
の
儀
礼
研
究
に
お
い
て
、
国
際
関
係
と
の
つ
な
が
り
は
実
質
的
に
は
ほ

と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
隣
接
諸
領
域
に
お
け
る
先

行
研
究
と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
筆
者
の
問
題
意
識
の
異
同
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
は
、

本
稿
の
前
提
を
な
す
既
出
の
拙
論
「
引
き
継
が
れ
た
外
交
儀
礼
―
―
朝
鮮
通
信
使
か
ら

米
国
総
領
事
へ
」（
笠
谷
和
比
古
編
『
一
八
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』
思
文
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二
〇
〇
九
年
、
九
四
一
頁
、
お
よ
び
、
武
内
誠
編
『
徳
川
幕
府
事
典
』
東
京
堂
出
版
、

八
六
〜
八
七
頁
が
参
考
に
な
る
。

（
23
）　

前
掲
（
13
）、
五
八
〇
〜
五
九
二
頁
、
五
九
九
〜
六
〇
四
頁
、
六
二
〇
〜
六
二
五
頁
、

六
四
一
〜
六
四
六
頁
、
六
五
七
〜
六
六
八
頁
、
六
八
〇
〜
六
八
六
頁
参
照
。

（
24
）　

前
掲
（
13
）、
六
八
五
頁
。

（
25
）　

同
右
。

（
26
）　

前
掲
（
13
）、
七
八
七
頁
。
な
お
、
先
の
ハ
リ
ス
の
登
城
時
に
は
こ
こ
を
通
過
点
と
し

て
さ
ら
に
計
五
畳
分
将
軍
に
近
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
名
代
と
し
て
拝
謁
、
口
上
を

述
べ
た
（
詳
し
く
は
前
掲
（
1
）、
五
四
三
頁
）。

（
27
）　

前
掲
（
13
）、
六
八
四
頁
。

（
28
）　

黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
編
『
第
五
十
巻 

続
徳
川
実
紀 

第
三
篇
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
六
年
、
四
八
四
頁
。

（
29
）　

前
掲
（
13
）、
七
八
五
頁
。

（
30
）　

市
岡
正
一
『
徳
川
盛
世
録
』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
、
二
六
八
〜
二
七
一
頁
参
照
。

ま
た
、
尾
張
德
川
黎
明
會
編
『
德
川
禮
典
録 

上
巻
』（
同
會
、
一
九
四
二
年
）
に
よ
っ
て
、

毎
回
の
「
月
次
御
禮
」
の
際
に
城
中
の
服
装
が
半
袴
（
麻
上
下
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
。

（
31
）　

ハ
リ
ス
迎
接
の
際
の
装
束
を
め
ぐ
る
検
討
の
経
緯
な
ら
び
に
当
日
の
実
際
に
つ
い
て

は
、
前
掲
（
1
）、
五
四
九
〜
五
五
三
頁
。

（
32
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
』
東
京
帝
國
大
學
文
學
部
史
料
編
纂

所
、
一
九
三
〇
年
、
三
四
六
〜
三
四
七
頁
。

（
33
）　

前
掲
（
32
）、
三
四
七
〜
三
四
九
頁
。

（
34
）　

前
掲
（
32
）、
三
五
〇
〜
三
五
一
頁
。

（
35
）　

前
掲
（
32
）、
四
六
六
〜
四
六
八
頁
。

（
36
）　

前
掲
（
32
）、
四
九
七
〜
五
〇
五
頁
。

（
37
）　

前
掲
（
32
）、
五
〇
七
頁
。

（
38
）　

前
掲
（
28
）、
五
一
〇
〜
五
一
一
頁
。

朝
鮮
通
信
使
―
―
各
国
外
交
官
に
よ
る
江
戸
行
の
問
題
を
中
心
に
」（
劉
建
輝
編
『
前
近

代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
三
国
の
文
化
交
流
と
表
象
―
―
朝
鮮
通
信
使
と
燕
行
使
を
中
心

に
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年
、
一
九
〇
〜
二
一
〇
頁
）
で
述
べ

た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
そ
の
前
後
の
時
期
に
わ
た
る
幕
末
の
外
交
儀
礼
成

立
過
程
の
な
か
に
置
き
、
あ
ら
た
め
て
分
析
を
加
え
て
み
た
い
。

（
7
）　
『
大
日
本
古
文
書 
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
十
七
』
一
九
二
四
年
、四
六
四
〜
四
六
六
頁
。

（
8
）　

拙
論
「
幕
臣
筒
井
政
憲
に
お
け
る
徳
川
の
外
交
―
―
米
国
総
領
事
出
府
問
題
へ
の
対

応
を
中
心
に
」『
日
本
研
究
』
第
三
十
九
集
、
二
〇
〇
九
年
、
四
五
頁
参
照
。

（
9
）　

前
掲
（
6
）、
二
〇
〇
頁
参
照
。

（
10
）　

維
新
史
学
会
編
『
幕
末
維
新
外
交
史
料
集
成 

第
一
巻
』
財
政
経
済
学
会
、
一
九
四
二

年
、
二
五
〜
二
八
頁
。『
大
日
本
古
文
書 
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
十
九
』
一
九
二
八
年
、

四
五
三
頁
。

（
11
）　

前
掲
（
6
）、
二
〇
二
〜
二
〇
三
頁
参
照
。

（
12
）　

前
掲
（
6
）、
二
〇
〇
頁
。

（
13
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
十
九
』
二
二
〜
四
八
頁
。

（
14
）　

前
掲
（
13
）、
七
八
五
頁
。

（
15
）　

前
掲
（
13
）、
四
五
一
〜
四
六
〇
頁
、
五
三
二
〜
五
三
三
頁
。

（
16
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
十
六
』
六
六
三
〜
六
六
四
頁
。

（
17
）　

前
掲
（
13
）、
三
九
〇
頁
、
四
五
一
〜
四
五
八
頁
。

（
18
）　

前
掲
（
13
）、
五
九
三
〜
五
九
四
頁
な
ど
。

（
19
）　

前
提
と
な
る
ハ
リ
ス
の
式
次
第
を
描
写
す
る
に
は
相
当
の
紙
数
を
要
し
、
ま
た
す
で

に
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
省
略
し
、
ハ
リ
ス
の
迎
接
式
を
ベ
ー

ス
と
し
た
そ
れ
以
降
の
展
開
に
お
け
る
主
要
な
論
点
の
み
を
取
り
上
げ
る
。
ハ
リ
ス
の

式
次
第
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
1
）
記
載
の
拙
論
を
参
照
あ
り
た
い
。

（
20
）　

前
掲
（
13
）、
四
五
七
頁
。

（
21
）　

そ
の
経
緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
1
）、
五
五
五
〜
五
五
六
頁
参
照
。

（
22
）　

月
次
御
礼
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
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な
っ
た
長
崎
で
も
二
人
の
滞
在
期
間
が
重
な
っ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

（
55
）　

前
掲
（
54
）、T

o Consul General A
lcock

（FO
 46/2

）, 1 M
ar. 1859.

（
56
）　

前
掲
（
52
）、
三
八
三
〜
三
八
七
頁
、
ま
た
、
四
二
七
〜
四
二
九
頁
参
照
。

（
57
）　

前
掲
（
54
）、T

o Consul General A
lcock

（FO
 46/2

）, 8 D
ec. 1859.

（
58
）　

前
掲
（
52
）、
四
二
九
頁
。

（
59
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
八
』
一
九
五
八
年
、九
九
〜
一
三
六
頁
。

（
60
）　

前
掲
（
59
）、
七
九
頁
。

（
61
）　

前
掲
（
59
）、
八
二
〜
八
三
頁
。

（
62
）　

前
掲
（
7
）、
二
六
五
〜
二
六
六
頁
。
こ
の
際
の
将
軍
御
召
服
を
め
ぐ
る
検
討
過
程
は
、

当
時
の
幕
府
に
お
け
る
対
外
認
識
と
、
文
化
史
の
角
度
か
ら
見
た
徳
川
期
の
よ
り
広
範

な
儀
礼
の
問
題
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
論
点
を
多
く
含
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
詳
細
を
考
究
の
う
え
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
63
）　Private Letter Book of T

ow
nsend H

arris

（
横
浜
開
港
資
料
館Ca4/04.2

）, 

V
ol. 4, N

o. 256. 

前
掲
（
59
）、
一
八
四
頁
。

（
64
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
九
』
一
九
五
九
年
、
一
八
〜
二
二
頁
。

（
65
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
十
』
一
九
六
〇
年
、三
二
二
〜
三
三
六
頁
。

（
66
）　

こ
の
際
の
打
ち
合
わ
せ
の
記
録
は
未
見
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
事
後
の
言
及
に
よ
り
、

登
城
日
の
直
前
に
ハ
リ
ス
と
外
国
奉
行
と
の
間
で
あ
る
程
度
、
式
次
第
の
確
認
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
67
）　

前
掲
（
64
）、
二
〇
頁
。

（
68
）　

前
掲
（
65
）、
三
二
七
〜
三
二
八
頁
。

（
69
）　

前
掲
（
59
）、
一
三
二
〜
一
三
三
頁
。

（
70
）　

前
掲
（
49
）、7 N

ov. 1859, H
arris.

（
71
）　

前
掲
（
65
）、
三
八
七
頁
。

（
72
）　

前
掲
（
64
）、
二
〇
頁
。

（
73
）　

前
掲
（
64
）、
二
一
頁
。

（
74
）　
『
大
日
本
古
文
書 
幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
十
一
』
東
京
大
學
、
一
九
六
一
年
、

（
39
）　

前
掲
（
32
）、
六
七
六
頁
。

（
40
）　

前
掲
（
32
）、
七
六
九
〜
七
七
五
頁
。

（
41
）　

前
掲
（
28
）、
五
〇
七
〜
五
六
六
頁
参
照
。

（
42
）　

前
掲
（
32
）、
六
七
八
〜
六
七
九
頁
。

（
43
）　

前
掲
（
32
）、
六
九
九
〜
七
〇
〇
頁
。

（
44
）　

前
掲
（
32
）、
七
〇
九
〜
七
一
一
頁
。

（
45
）　

前
掲
（
32
）、
七
七
一
〜
七
七
五
頁
参
照
。

（
46
）　

前
掲
（
32
）、
七
七
四
頁
。

（
47
）　G

eneral R
ecords of the D

epartm
ent of State

（U
.S.

）, D
iplom

atic 

D
espatches: Japan

（R
.G

.59, N
.A

.133
）, D

espatches from
 U

.S. M
inisters to 

Japan, 1 Sep. 1858, H
arris. 

ま
た
、Correspondence R

elative to the E
arl of 

E
lgin ’s Special M

issions to China and Japan, 1857-1859: Presented to the 

H
ouse of Com

m
ons by Com

m
and of H

er M
ajesty, in Pursuance of T

heir 

A
ddress D

ated July 15, 1859, R
eprinted by, San F

rancisco: C
hinese 

M
aterials Center, 1975, p. 373.

（
48
）　

前
掲
（
28
）、
五
二
五
〜
五
二
六
頁
、
五
五
八
〜
五
六
六
頁
。

（
49
）　G

eneral R
ecords of the D

epartm
ent of State

（U
.S.

）, D
iplom

atic 

D
espatches: Japan

（R
.G

.59, N
.A

.133

）, D
espatches from

 U
.S. M

inisters to 

Japan, 31 M
ay 1859, H

arris.

（
50
）　

前
掲
（
49
）、31 Jul. 1858, H

arris.

（
51
）　

前
掲
（
49
）、26 A

pr. 1859, H
arris.

（
52
）　

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
三
』
東
京

大
學
出
版
會
、
一
九
五
二
年
、
三
二
二
〜
三
二
五
頁
。

（
53
）　

前
掲
（
49
）、29 Jun. 1859, H

arris.

（
英
文
文
書
の
日
本
語
訳
は
筆
者
の
責
に
よ
る
。）

（
54
）　Foreign O

ffice

（U
.K

.

）: P
olitical and O

ther D
epartm

ents: G
eneral 

C
orrespondence before 1906, Japan, From

 Consul General A
lcock

（FO
 

46/3

）, 29 M
ay 1859. 

な
お
、
そ
の
後
の
航
程
を
追
う
と
、
日
本
で
最
初
の
寄
港
地
と
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（
92
）　

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
も
用
い
た
「
持
続
可
能
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
二
十
世
紀

後
半
に
お
け
る
環
境
問
題
、
資
源
問
題
に
関
連
し
て
登
場
し
、
今
日
、
開
発
を
め
ぐ
る

議
論
の
な
か
で
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
概
念
を
比
喩
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。（
と

く
に
発
展
途
上
国
に
お
け
る
）
人
間
生
活
の
発
展
を
考
え
る
う
え
で
、
無
理
な
変
化
を

強
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
社
会
が
保
有
す
る
資
源
、
環
境
を
生
か
し
、
保
全
し
な
が
ら
、

そ
の
場
限
り
の
成
功
に
よ
っ
て
む
し
ろ
社
会
そ
の
も
の
を
崩
壊
さ
せ
る
弊
を
回
避
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
長
く
継
続
し
う
る
開
発
を
め
ざ
す
こ
と
が
そ
の
含
意
で
あ
る
。

（
93
）　

そ
う
し
た
側
面
は
と
く
に
、本
稿
で
は
詳
細
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
安
政
四（
一
八
五
七
）

年
の
ハ
リ
ス
初
登
城
・
拝
謁
の
準
備
過
程
に
濃
厚
に
見
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
前
掲
（
1
）、
五
四
三
〜
五
四
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
94
）　

と
く
に
こ
の
時
期
の
対
外
思
想
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
前
田
勉
「
幕
末
海
防
論
に

お
け
る
華
夷
観
念
」
研
究
代
表
者
・
吉
田
忠
『
一
九
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
秩

序
観
の
比
較
研
究
』
国
際
高
等
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
、
八
五
〜
一
一
〇
頁
が
参
考
に

な
る
。

（
95
）　

筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
史
的
な
観
点
か
ら
の
批
判
を
踏
ま
え
た
議
論
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
会
「
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代

化
―
―
一
七
〜
一
九
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
」（
研
究
代
表
者
・

笠
谷
和
比
古
教
授
）
で
の
議
論
を
通
し
て
教
え
ら
れ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

（
96
）　
『
第
五
十
一
巻 

続
徳
川
実
紀 

第
四
篇
』（
一
九
六
七
年
）、
前
掲
（
49
）
収
録
の

“Register, 1855-1906

”, 

萩
原
延
壽
『
遠
い
崖 

四
〜
六 

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
日
記
抄
』

（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維

新
（
上
・
下
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
に
収
載
さ
れ
た
関
連
情
報
を
横
断
的
に

参
照
し
た
。
な
お
、
第
十
五
代
将
軍
慶
喜
の
時
期
に
至
る
と
、
こ
れ
ら
公
式
の
拝
謁
式

以
外
に
い
わ
ゆ
る
「
内
談
」
と
い
う
形
で
、
政
策
の
進
言
な
ど
を
目
的
に
外
交
官
が
将

軍
と
会
う
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
。
外
交
実
務
の
あ
り
方
の
重
大
な
変
化
で
あ
り
、
広
い

意
味
で
筆
者
が
考
究
し
よ
う
と
す
る
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
が
、
殿
中
儀
礼
を
対
象
と
す

る
本
稿
の
枠
内
に
は
含
め
が
た
い
た
め
、
こ
こ
に
は
掲
げ
な
い
こ
と
に
し
た
。

三
七
九
頁
。

（
75
）　

前
掲
（
28
）、
六
三
四
〜
八
二
二
頁
参
照
。

（
76
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
十
二
』
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
六
二

年
、
二
〇
六
頁
。

（
77
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
十
四
』
東
京
大
學
、
一
九
六
九
年
、

三
八
六
〜
三
八
八
頁
。

（
78
）　

前
掲
（
77
）、
一
四
八
頁
。

（
79
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
十
五
』
一
九
七
〇
年
、
八
八
頁
。

（
80
）　

前
掲
（
79
）、
一
〇
〇
頁
参
照
。
ま
た
、A

lcock, Rutherford, T
he Capital of 

the T
ycoon: A

 N
arrative of a T

hree Y
ears ’ R

esidence in Japan, V
ol. I, 

London: Longm
an, Green, Longm

an, Roberts, &
 Green, 1863, pp. 379-381.

（
81
）　

前
掲
（
54
）、From

 Consul A
lcock

（FO
 46/8

）, 28 A
ug. 1860.

（
82
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
十
六
』
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
六

年
、
一
五
〜
一
六
頁
。

（
83
）　
『
第
五
十
一
巻 

続
徳
川
実
紀 

第
四
篇
』
一
九
六
七
年
。

（
84
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
十
九
』
東
京
大
學
、
一
九
八
三
年
、

五
九
〜
六
一
頁
、
二
四
四
〜
二
四
八
頁
、
二
七
七
〜
二
七
九
頁
。
ま
た
、『
大
日
本
古
文

書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
四
十
』
一
九
八
四
年
、
六
二
〜
六
七
頁
、
一
二
八
〜
一
二
九

頁
参
照
。

（
85
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
三
十
九
』
二
四
四
〜
二
四
八
頁
。

（
86
）　
『
大
日
本
古
文
書 

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
四
十
』
六
三
頁
。

（
87
）　

安
政
四
年
時
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
1
）、
五
三
九
〜
五
四
〇
頁
を
参

照
の
こ
と
。

（
88
）　

前
掲
（
86
）、
二
七
六
〜
二
七
七
頁
。

（
89
）　

前
掲
（
86
）、
一
七
五
〜
一
八
〇
頁
。

（
90
）　

前
掲
（
86
）、
一
八
五
〜
一
八
八
頁
、
二
五
二
〜
二
五
四
頁
。

（
91
）　

前
掲
（
28
）、
七
八
五
〜
七
八
八
頁
。
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（
97
）　

ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ
の
登
城
・
拝
謁
の
場
面
に
関
し
て
は
、
伊
藤
一
哉
『
ロ
シ
ア
人
の
見

た
幕
末
日
本
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
の
な
か
で
、
わ
ず
か
な
紙
数
で
は
あ
る

が
ロ
シ
ア
語
資
料
に
基
づ
い
た
情
報
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
。

（
98
）　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
（
上
）』
岩
波
書
店
、

一
九
六
〇
年
、
二
五
二
頁
。

（
99
）　

明
治
期
の
外
交
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
中
山
和
芳
『
ミ
カ
ド
の
外
交
儀
礼
―
―
明
治
天

皇
の
時
代
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
『
儀

礼
と
権
力 

天
皇
の
明
治
維
新
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）
も
参
照
の
こ
と
。
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は
じ
め
に

　

近
代
中
国
の
教
育
制
度
は
、
明
治
日
本
の
教
育
近
代
化
の
先
行
経
験
を
参
照

し
た
う
え
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る（

1
）。

先
行
研
究
で
は
、
草
創
期
の
中
国
の
女

子
教
育
が
日
本
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な

影
響
に
つ
い
て
の
論
述
は
管
見
の
限
り
な
い
。
本
論
考
で
は
、
清
末
と
民
国
初

期
の
女
学
校
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
手
芸
科
目
が
、
明
治
高
等
女
学
校

の
随
意
科
目
「
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
を
検

証
し
た
う
え
で
、
日
本
の
女
子
教
育
に
お
け
る
手
芸
科
目
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、

中
国
に
導
入
さ
れ
た
女
子
手
芸
科
目
の
発
展
不
全
の
要
因
を
考
察
す
る
。

一
、
清
末
民
初
の
女
子
学
校
教
育
と
手
芸
科
目

　

中
国
の
近
代
女
子
教
育
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
敗
戦
後
に
結
ん
だ
不
平
等
条
約
が

欧
米
諸
国
に
学
校
創
設
の
特
権
を
与
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。

一
八
四
四
年
に
中
国
初
の
女
学
校
寧
波
女
塾（

2
）が

成
立
し
て
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教

会
や
中
国
人
資
本
家
、
教
育
家
た
ち
に
よ
っ
て
数
多
く
の
女
学
校
が
設
立
さ
れ

た
。
し
か
し
、
清
朝
政
府
が
正
式
に
女
子
教
育
を
認
め
て
制
度
化
し
た
の
は
、

一
九
〇
四
年
の
「
奏
定
学
堂
章
程
」
の
制
定
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
明
治
日
本

の
学
制
シ
ス
テ
ム
を
モ
デ
ル
と
す
る
近
代
学
校
制
度
の
導
入
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。

　

一
八
九
五
年
の
日
清
戦
争
で
敗
北
し
た
清
朝
政
府
は
、
近
代
学
校
教
育
の
発

展
こ
そ
が
日
本
の
急
速
な
成
長
の
基
礎
と
見
な
し
て
い
た
が
、
日
露
戦
争
に
お

近
代
中
国
女
子
教
育
に
お
け
る
手
芸
科
目
と
日
本
の
影
響

韓　

韡
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近
代
中
国
に
お
い
て
初
め
て
女
子
教
育
を
制
度
化
し
た
清
末
の
こ
れ
ら
二
つ
の

法
令
と
そ
の
制
度
を
充
実
さ
せ
た
民
国
初
期
の
一
連
の
法
令
、
さ
ら
に
同
時
期

日
本
の
女
学
校
の
女
子
科
目
を
取
り
上
げ
て
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
論

考
で
は
、
女
子
手
芸
科
目
に
焦
点
を
当
て
て
比
較
研
究
を
行
う
た
め
、
次
頁
に

女
子
科
目
だ
け
を
表
に
ま
と
め
た（

9
）。

　

こ
の
表
か
ら
ま
ず
、
裁
縫
・
家
事
と
手
芸
が
近
代
女
学
校
の
女
子
科
目
と
し

て
両
国
の
女
性
に
課
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
裁
縫
と
家
事
は
い
う
ま
で
も
な

く
婦
徳
涵
養
と
い
う
儒
教
的
な
伝
統
に
通
底
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
近
代
化
を

目
指
す
当
時
の
中
国
と
日
本
に
お
い
て
、
女
性
役
割
と
結
び
つ
い
た
科
目
と
し

て
女
学
校
教
育
に
組
み
込
ま
れ
、
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
の
手
芸
科
目
に
つ
い
て
見
る
と
、
明
治

三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
文
部
省
公
布
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
と
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
の
手
芸
科
目
の

目
的
と
手
芸
の
教
授
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

其
要
旨
在
使
学
習
適
切
於
女
子
之
手
芸
並
使
其
手
指
習
於
巧
緻
性
情
習
於

勤
勉
得
補
助
家
庭
生
計
（
下
線
引
用
者
）

其
教
課
程
度
、
可
就
編
織
組
糸
囊
盒
刺
繍
造
花
等
項
酌
擇
其
一
項
或
数
項

授
之（

10
）

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
の
十
五
条
は
、
手
芸
に
つ

け
る
日
本
の
勝
利
を
き
っ
か
け
に
日
本
を
モ
デ
ル
と
す
る
教
育
近
代
化
を
本
格

的
に
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
教
育
視
察
者
を
日
本
に
派
遣

し
て
学
校
教
育
全
般
を
調
査
さ
せ
、
日
本
に
送
り
出
し
た
数
多
く
の
留
学
生
に

よ
る
教
科
書
の
翻
訳
、
日
本
人
教
習
の
招
聘
と
い
っ
た
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、「
奏
定
学
堂
章
程
」
の
発
布
以
降
、
中
国

の
学
校
教
育
は
十
年
に
わ
た
り
、
近
代
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
や
教
育
事

業
の
展
開
に
お
い
て
、
明
治
維
新
以
降
の
日
本
の
教
育
を
モ
デ
ル
と
し
、
制
度

の
み
な
ら
ず
、
目
的
・
内
容
・
方
法
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
の
面
で
模
倣
し
た（

3
）。

　

阿
部
洋
の
研
究（

4
）

に
よ
れ
ば
、
特
に
近
代
学
校
制
度
の
導
入
と
見
な
さ
れ
る

「
奏
定
学
堂
章
程
」
は
、
全
面
的
に
当
時
の
日
本
の
制
度
（
一
九
〇
〇
年
の
学
制
）

を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
際
、
女
学
堂
の
設
立
に
つ
い
て

は
「
弊
害
ば
か
り
で
、
断
じ
て
宜
し
く
な
い（

5
）」

と
し
て
、
女
子
教
育
に
関
す
る

部
分
だ
け
は
採
用
し
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
が
よ
う
や
く
変
化
を
見
せ
た
の
は
、

一
九
〇
七
年
に
清
朝
政
府
の
学
部
に
よ
る
「
女
子
小
学
堂
章
程
」
と
「
女
子
師

範
学
堂
章
程
」
の
発
布
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
〇
五
年
末
か
ら
翌
年
の
八
月

ま
で
海
外
を
視
察（

6
）し

て
帰
国
し
た
官
僚
の
端
方（

7
）が

西
太
后
に
女
子
教
育
の
必
要

性
を
説
い
て
女
学
堂
開
設
の
勅
許
を
得
た
こ
と
に
よ
る（

8
）。

　

前
述
し
た
よ
う
に
「
奏
定
学
堂
章
程
」
は
「
日
本
型
」
学
校
制
度
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
に
発
布
さ
れ
た
「
女
子
小
学
堂
章
程
」「
女
子
師
範
学
堂
章

程
」
が
日
本
の
女
子
教
育
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

先
行
研
究
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
を
究
明
す
る
た
め
に
、
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い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

手
藝
ハ
女
子
ニ
適
切
ナ
ル
手
藝
ヲ
習
ハ
シ
メ
指
手
ノ
動
作
ヲ
巧
緻
ナ
ラ
シ

メ
兼
テ
勤
勉
ヲ
好
ム
習
慣
ヲ
養
フ
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

手
藝
ハ
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
等
土
地
ノ
状
況
ニ
適
切
ナ
ル
モ

ノ
ヲ
授
ク
ヘ
シ（

12
）

こ
の
よ
う
に
、
両
規
定
は
、
手
芸
科
の
設
置
目
的
か
ら
授
業
内
容
に
至
る
ま
で
、

引
用
の
下
線
部
を
除
け
ば
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　

清
末
の
「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
は
、「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
の
六

年
後
、
一
九
〇
七
年
に
公
布
さ
れ
た
。
日
本
の
随
意
手
芸
科
目
の
内
容
で
あ
る

「
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
の
う
ち
、「
刺
繍
」
を
除
い
て
、
章
程
で

は
、「
編
物
」
を
「
編
織
」
に
、「
組
糸
嚢
物
」
を
「
組
糸
」「
囊
盒
」
と
い
う

二
語
の
中
国
語
に
訳
し
分
け
て
必
修
科
目
と
し
て
い
る（

13
）。

こ
れ
ら
の
手
芸
科
目

の
内
容
が
日
本
で
初
め
て
規
定
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
四
年
の
「
高
等
女
学

校
令
施
行
規
則
」
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
学
校
教

育
で
手
芸（

14
）

が
教
え
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に

設
立
さ
れ
た
共
立
女
子
職
業
学
校
の
教
授
科
目
に
は
、
編
物
・
刺
繍
・
造
花
・

組
糸
の
項
目
が
あ
る（

15
）。

ま
た
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
出
版
さ
れ
た

女
学
全
書
の
第
十
編
『
婦
女
手
芸
法（

16
）』

に
は
、
す
で
に
編
物
・
造
花
の
項
目
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
一
九
〇
七
年
以
前
に
設
立
さ
れ
た
中
国
の
民
間
女

日本 中国

学制以前 
1879 年以前

・（官）東京女学校 
　下等本科：雑工・手芸 
　上等本科：手芸

清（1907 年）
「女子小学堂章程」
「女子師範学堂章程」

・女子小学堂：女紅
　初等小学堂：裁縫
　高等小学堂：裁縫・手芸 
※ 手芸内容：編織・組糸・囊盒・刺繍・
造花等

・女子師範学堂：家事・裁縫・手芸 
※ 手芸内容：編織・組糸・囊盒・刺繍・
造花等

学制期 
1879–1886 年

・女児小学校 
・跡見女学校：裁縫 
・女子手芸学校：手芸

教育令 
1879–1886 年

・小学校：裁縫

教育改正令 
1880 年

・小学校：裁縫 
※最終学年：家事経済 
・高等女学校： 
　下等：裁縫
　上等：裁縫・家政・育児

民国（1912 年）
「小学校令」
「中学校令」
「師範教育令」

・小学校：手芸・裁縫 
・女子中学校：手芸・家事園芸・裁縫 
※手芸内容：編物・刺繍・摘棉・造花等
・女子師範学校：手芸・家事園芸・裁縫 
※手芸内容：編物・刺繍・摘棉・造花等

学校令 
1886–1894 年

・高等小学校：裁縫 
・高等女学校：育児法 
　　　　　　　家事整理法 

学校令以後 ・小学校：裁縫 
・「高等女学校規程」（1895 年） 
　家事・裁縫・手芸（随意） 
・「高等女学校令施行規則」（1901 年） 
　家事・裁縫・手芸（随時）
　※ 手芸内容：編物・組糸囊物・刺繍・

造花等

表 1
（11）
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教
育
に
意
図
的
に
組
み
込
ん
だ
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
清
朝
廷
が
近

代
女
子
教
育
を
開
始
し
た
際
に
、
小
学
校
と
師
範
学
校
し
か
設
立
し
な
か
っ
た

た
め
、
日
本
の
女
子
職
業
学
校
で
実
業
と
し
て
大
き
く
発
展
し
た
手
芸
を
、
高

等
女
学
校
の
随
意
科
目
で
あ
っ
た
手
芸
規
定
の
「
制
度
」
と
組
み
合
わ
せ
て
無

理
や
り
女
子
師
範
学
校
の
規
定
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
か
ら
の
影
響
を
示
す
一
つ
の
確
実
な
根
拠
は
、
中
国
最
初
の
教
育
専
門

誌
で
あ
る
『
教
育
世
界
』
の
一
九
〇
二
年
一
月
の
第
十
八
号
に
、
明
治
三
十
四

年
発
布
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

21
）。

『
教
育
世
界
』
は
、
一
九
〇
一
年
五
月
、
羅
振
玉（

22
）（

一
八
六
六
〜
一
九
四
〇
年
）

が
上
海
で
創
刊
し
た
中
国
最
初
の
教
育
専
門
誌
で
、
一
九
〇
八
年
ま
で
七
年
に

わ
た
り
毎
月
二
回
、
第
一
六
六
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
刊
行
目
的
は
、
清

末
当
時
に
お
け
る
近
代
教
育
の
普
及
・
発
展
に
必
要
な
情
報
を
系
統
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
同
誌
創
刊
号
に
掲
げ
ら
れ
た
編
集
方
針
に
よ
れ
ば
、
各

号
と
も
、
論
説
、
教
育
規
則
と
翻
訳
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
教
育
法
規
は
主

と
し
て
明
治
期
日
本
の
教
育
法
規
・
条
例
類
を
収
録
す
る
。
そ
の
方
針
に
沿
っ

て
、
創
刊
号
（
一
九
〇
一
年
五
月
）
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、
日
本
の
現
行
教
育

法
規
・
条
例
な
ど
合
計
八
十
四
種
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
清
朝
政
府
は
、

た
び
た
び
教
育
視
察
団
を
日
本
に
派
遣
し
て
教
育
情
報
収
集
に
力
を
入
れ
た
。

そ
の
情
報
を
よ
り
組
織
的
・
系
統
的
に
中
国
の
教
育
界
に
提
供
し
た
の
が
『
教

育
世
界
』
だ
っ
た
の
で
あ
る（

23
）。

日
本
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
が
『
教

育
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
清
朝
学
部
が
「
女
子
師
範
学
堂
」

学
校
、
た
と
え
ば
、
中
国
女
学
堂
（
務
本
女
学
）、
愛
国
女
学
、
経
正
女
学
な

ど
の
学
校
で
は
、
裁
縫
の
科
目
設
置
は
あ
る
が
、
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
造
花
の

科
目
が
な
か
っ
た（

17
）。

　

次
に
、
清
末
「
女
子
小
学
堂
章
程
」「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
の
制
定
方
針

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
学
部
は
こ
の
両
章
程
の
上
奏
文
「
奏
定
女
学
堂
章

程
」（
一
九
〇
七
年
三
月
八
日
）
に
お
い
て
、「
今
朝
庭
得
鋭
意
興
学
並
采
日
本

欧
米
規
則
（
中
略
）
凡
東
西
各
国
成
法
有
合
乎
中
国
礼
俗
裨
於
教
育
実
際
者
則

仿
之
其
於
礼
俗
実
不
相
宜
者
則
罷
之
不
能
遂
行
者
則
姑
緩
之（

18
）」

と
記
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
積
極
的
に
日
本
と
欧
米
の
先
進
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
よ

う
と
す
る
当
時
の
清
朝
政
府
の
姿
勢
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
は
礼

儀
風
俗
に
合
致
し
、
教
育
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
が
あ
れ
ば
模
倣
す
べ
き
だ
と

い
う
具
体
的
な
方
針
を
と
っ
た
が
、
こ
の
方
針
に
合
致
し
た
の
が
同
じ
儒
教
的

婦
徳
観
を
持
つ
明
治
日
本
の
女
子
教
育
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
女
子
師
範

学
堂
章
程
」
に
よ
る
と
、
女
子
師
範
教
育
の
主
旨
は
「
以
養
成
女
子
小
学
堂
教

習
並
講
習
保
育
幼
児
方
法
、
期
於
補
助
家
計）

（（
（

有
益
家
庭
教
育
為
宗
旨（

20
）」（

下
線

は
引
用
者
）
と
さ
れ
て
お
り
、
師
範
教
育
を
受
け
る
女
子
に
は
、
小
学
校
の
教

員
と
な
る
目
的
以
外
に
「
良
妻
」
と
「
賢
母
」
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
た
。

さ
ら
に
「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
は
、「
良
妻
」
に
求
め
る
「
補
助
家
計
」
を
、

前
述
し
た
「
得
補
助
家
庭
生
計
」
の
手
芸
科
目
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
清
朝
廷
が
派
遣
し
た
視
察
官
が
、
明
治
日
本
の
手
芸
産
業

の
発
達
を
実
地
に
見
聞
し
て
、
そ
の
有
用
性
に
気
づ
き
、
手
芸
を
中
国
の
女
子
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『
婦
女
雑
誌
』
に
は
、
日
本
伝
来
の
手
芸
科
目
に
関
し
て
も
っ
ぱ
ら
批
判
的

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
第
一
巻
第
九
号
「
女
学
商
榷
」
欄
に
掲

載
さ
れ
た
「
女
学
校
宜
廃
去
結
線
手
工
注
重
裁
縫
刺
繍
之
商
榷（

27
）」

は
、
女
学
校

の
科
目
「
編
物
」
と
「
造
花
」
は
利
よ
り
害
が
大
き
い
か
ら
削
除
す
る
べ
き
だ

と
提
案
し
て
い
る（

28
）。

反
対
理
由
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

一
、
使
用
さ
れ
る
糸
は
す
べ
て
舶
来
品
で
あ
る
た
め
利
益
が
外
部
へ
流
出

す
る

二
、
実
習
時
間
が
長
く
、
時
間
の
無
駄
と
な
る

三
、
製
作
品
は
陳
列
す
る
だ
け
で
家
政
上
で
は
無
用
で
あ
る

四
、
そ
れ
ゆ
え
、
女
子
高
等
小
学
校
の
卒
業
生
が
手
芸
科
目
を
数
年
習
得

し
て
も
、
衣
服
の
縫
い
繕
い
が
で
き
な
い
例
が
あ
る（

29
）。

こ
の
記
述
か
ら
、
日
本
か
ら
導
入
さ
れ
た
編
物
と
造
花
は
、
原
材
料
を
日
本
か

ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
輸
入
は
国
に
と
っ
て
不

経
済
で
あ
る
。
し
か
も
実
習
時
間
を
使
っ
て
作
製
し
た
も
の
が
家
政
に
と
っ
て

無
用
で
あ
る
。
女
性
に
よ
っ
て
は
実
用
性
の
な
い
手
芸
科
目
よ
り
家
政
科
目
を

し
っ
か
り
習
得
す
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
論
者
は
自
分
が
勤
め
て
い
る
正
本

女
学
校
で
は
す
で
に
「
編
物
」
科
を
や
め
た
と
い
う
。

　

手
芸
科
目
に
使
用
さ
れ
る
原
材
料
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
第
十
号
の

「
女
学
商
榷
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
説
女
学
之
改
良（

30
）」

で
も
指
摘
さ
れ
た
。
女

を
制
定
し
た
際
に
、
こ
の
規
則
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る（

24
）。

日
本

か
ら
導
入
さ
れ
た
こ
の
手
芸
科
目
は
、
民
国
初
期
の
教
育
制
度
に
お
い
て
も
女

子
科
目
と
し
て
採
用
さ
れ
続
け
た（

25
）。

二
、
近
代
日
中
女
子
教
育
に
お
け
る
手
芸
科
目（

26
）

の
比
較

　

第
一
節
に
お
い
て
は
、
清
末
の
中
国
が
近
代
女
子
教
育
制
度
の
制
定
に
当
た

り
、
明
治
日
本
の
女
子
手
芸
科
目
「
編
物
・
組
糸
・
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
を

普
通
学
校
教
育
の
女
子
科
目
と
し
て
導
入
し
、
民
国
初
期
ま
で
教
え
続
け
た
こ

と
を
論
証
し
た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
女
子
科
目
と
当
時
の
中
国
の
社
会
状

況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
1
）
中
国
に
導
入
さ
れ
た
手
芸
科
目
の
問
題
点

　

日
本
か
ら
導
入
さ
れ
た
手
芸
科
目
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
主
に
『
婦
女
雑

誌
』
の
関
連
記
事
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。『
婦
女
雑
誌
』
は
、
上
海
商
務

印
書
館
に
よ
っ
て
一
九
一
五
年
一
月
か
ら
一
九
三
一
年
十
二
月
ま
で
刊
行
さ
れ

た
女
性
向
け
雑
誌
で
あ
る
。
辛
亥
革
命
以
降
の
中
国
新
聞
界
で
は
多
く
の
女
性

雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
が
、『
婦
女
雑
誌
』
は
、
そ
の
中
で
刊
行
年
数
や
発
行
部

数
、
流
通
範
囲
に
お
い
て
最
も
影
響
力
を
持
っ
た
雑
誌
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
手

芸
科
目
の
実
態
を
考
察
す
る
に
は
『
婦
女
雑
誌
』
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。
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の
考
え
に
完
全
に
背
い
て
い
る（

32
）。

前
の
指
摘
と
同
じ
よ
う
に
、「
編
物
」
と
「
造
花
」
は
外
国
か
ら
原
材
料
を
購

入
す
る
点
で
不
経
済
で
あ
り
、
実
用
主
義
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い

る
。

　

ま
た
、『
婦
女
雑
誌
』
第
四
巻
第
一
号
に
寄
せ
ら
れ
た
社
説
「
敬
告
実
施
女

子
職
業
教
育
者（

33
）」

に
も
、「
編
物
造
花
絨
結
線
結
等
僅
装
飾
之
美
観
是
不
合
於

実
用
者
也（

34
）」

と
、
編
物
・
造
花
・
結
び
な
ど
が
装
飾
の
機
能
し
か
持
た
な
い
の

で
実
用
性
が
な
い
と
、
同
じ
理
由
で
手
芸
科
目
を
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
伝
来
の
手
芸
科
目
は
「
利
益
」
と
「
実
用
」
に
反
す
る

た
め
、『
婦
女
雑
誌
』
で
は
教
育
者
か
ら
の
批
判
の
声
が
殺
到
し
た
。
手
芸
科

目
に
対
す
る
批
判
は
、
一
九
一
二
年
か
ら
『
婦
女
雑
誌
』
に
頻
繁
に
現
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、『
教
育
雑
誌（

35
）』

に
は
、
一
九
一
八
年
に
な
っ
て
も
明
治

の
実
業
教
育
の
代
表
的
人
物
手
島
精
一
と
女
子
職
業
学
校
の
紹
介（

36
）や

、
日
本
の

手
芸
科
目
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
記
事
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

「
参
観
日
本
東
京
学
校
筆
記（

37
）」「

調
査
日
本
職
業
教
育
報
告（

38
）」「

北
京
女
子
師
範

学
校　

派
赴
日
本
考
察
校
務
報
告（

39
）」

と
い
う
三
つ
の
記
事
に
は
、
と
も
に
共
立

女
子
職
業
学
校
の
見
学
報
告
が
あ
り
、
な
か
で
も
特
に
手
芸
科
目
の
先
行
経
験

を
紹
介
し
て
い
る
。
三
つ
目
に
挙
げ
た
報
告
に
は
、
造
花
原
材
料
の
購
入
と
い

う
記
載
も
あ
る
。

子
師
範
学
校
の
校
長
で
あ
る
論
者
は
、
中
国
教
育
界
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
実

用
性
に
沿
っ
た
、
女
学
校
の
実
用
教
科
改
良
を
提
唱
し
て
い
る
。
手
芸
科
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

師
範
本
科
の
三
、四
年
に
造
花
摘
棉
刺
繍
な
ど
が
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
創

始
は
す
べ
て
日
本
の
真
似
で
あ
る
。
外
国
の
科
目
が
我
が
国
に
適
切
で
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
そ
の
中
で
刺
繍
だ
け
が

本
来
我
が
国
の
長
ず
る
手
芸
で
あ
る
。
昔
か
ら
女
子
の
嗜
み
と
さ
れ
る
が
、

あ
く
ま
で
も
奢
侈
品
と
装
飾
品
と
し
て
裕
福
な
家
に
お
い
て
し
か
使
わ
れ

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
熟
練
し
た
と
し
て
も
将
来
の
日
常
生
活
で
は
そ
れ
を

役
立
て
る
暇
が
な
い
た
め
、
削
除
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う（

31
）。

こ
こ
か
ら
、
当
時
の
中
国
社
会
に
お
い
て
は
、
中
国
の
伝
統
工
芸
「
刺
繍
」
も

含
め
た
「
造
花
・
摘
棉
・
刺
繍
」
全
体
が
、「
奢
侈
品
、
装
飾
品
」
と
い
う
位

置
づ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
伝
来
の
手
芸
科
目
は
中

流
以
下
の
一
般
女
性
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
実
用
性
が
な
い
と
否
定
さ
れ
、
家

政
科
目
か
ら
削
除
す
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
造
花
と
摘
棉
の
問
題
点
を
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

造
花
と
摘
棉
の
材
料
は
銅
線
、
絹
糸
と
薄
絹
の
以
外
、
す
べ
て
日
本
か
ら

購
入
す
る
。
日
本
の
材
料
で
我
が
国
の
手
芸
品
を
作
る
の
は
、
実
用
主
義
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も
女
子
教
育
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
編
物
・
組
糸
嚢
物
・

刺
繍
・
造
花
」
な
ど
の
手
芸
科
目
は
、
も
と
も
と
、
私
立
女
子
職
業
学
校
や
実

科
高
等
女
学
校
の
よ
う
な
手
芸
を
主
と
す
る
職
業
教
育
機
関
に
お
い
て
教
授
さ

れ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
は
、
主
に
共
立
女
子
職
業
学
校
と
女
子
工
芸
学
校
の
例
を
挙
げ
て
、

私
立
女
子
職
業
学
校
の
手
芸
科
目
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
明
治
十
九
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
日
本
最
初
の
女
子
職
業
学
校
で
あ

る
共
立
女
子
職
業
学
校
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
設
立
趣
意
書
に
お
い
て
、

設
立
者
は
「
近
頃
、
女
子
学
校
の
設
置
に
乏
し
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の
授
く
る

学
科
は
、
或
は
閑
雅
優
美
に
流
れ
、
或
は
高
尚
深
遠
に
趨
り
、
概
文
字
章
句
の

末
に
拘
り
、
実
用
に
疎
く
し
て
日
用
に
適
せ
ず（

40
）」

と
当
時
の
女
学
校
科
目
編
成

の
問
題
を
指
摘
し
た
う
え
で
「
吾
ら
窃
に
之
を
憂
い
、
同
志
の
者
相
謀
り
て
、

女
子
の
職
業
学
校
を
設
け
、
専
女
子
に
適
す
る
諸
の
職
業
を
授
け
、
併
せ
て
修

身
和
漢
文
、
英
語
、
習
字
、
算
術
の
如
き
日
用
必
需
の
学
科
を
教
授
せ
ん
と
す

る
な
り（

41
）」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
学
校
で
教
授
し
た
日
用
ま
た
実
用
に
適
し
た

科
目
と
は
、
裁
縫
・
編
物
・
刺
繍
・
造
花
・
押
絵
・
組
糸
・
図
画
で
あ
る
。
そ

し
て
、
東
京
府
に
提
出
し
た
設
置
願
に
は
、「
女
子
に
適
応
す
る
諸
職
業
を
授

け
広
く
世
の
婦
女
子
に
実
業
を
得
し
め
ん
と
す
る
に
在
り（

42
）」

と
あ
り
、
そ
の
設

置
目
的
は
、
職
業
に
必
要
な
能
力
の
習
得
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
下
田
歌
子
の
教
育
理
念
と
彼
女
が
創
立
し
た
女
子
工
芸
学
校
に
つ
い

て
見
る
。
下
田
歌
子
は
、
中
流
以
下
の
婦
人
の
教
育
こ
そ
、
国
家
の
隆
昌
の
た

　

こ
の
よ
う
に
、『
婦
女
雑
誌
』
と
『
教
育
雑
誌
』
に
見
ら
れ
る
女
子
手
芸
に

対
す
る
扱
い
の
違
い
か
ら
、
手
芸
が
教
育
者
に
批
判
さ
れ
つ
つ
も
清
末
民
初
の

女
子
教
育
科
目
と
し
て
一
九
一
八
年
と
い
う
時
点
で
も
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
両
誌
が
示
す
手
芸
科
目
へ
の
相
反
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
初
期
の
『
教
育
雑
誌
』
は
、
中
国
の
教
育
近
代
化
を

目
指
し
て
、
主
に
西
欧
諸
国
と
日
本
の
教
育
理
論
お
よ
び
教
育
制
度
を
翻
訳
・

紹
介
す
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、『
婦
女
雑
誌
』
は
、
良
妻
賢
母

主
義
の
提
唱
を
主
旨
と
し
て
、
女
性
問
題
や
女
子
教
育
に
関
す
る
言
論
の
場
を

提
供
す
る
雑
誌
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
手
芸
科
目
に
対
す
る
立
場
の
矛
盾
は
、

民
国
初
期
の
女
子
教
育
の
未
熟
さ
を
暴
露
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

中
国
に
導
入
さ
れ
た
女
子
手
芸
科
目
が
順
調
に
発
展
し
な
か
っ
た
要
因
を
分

析
す
る
に
は
、
ま
ず
、
日
本
の
女
子
教
育
に
お
け
る
右
の
手
芸
科
目
の
位
置
づ

け
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）
明
治
女
子
教
育
に
お
け
る
手
芸
科
目
の
位
置
づ
け

　

前
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
女
子
手
芸
の
「
編
物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造

花
」
は
、
明
治
三
十
四
年
文
部
省
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
に
よ
っ
て

高
等
女
学
校
の
授
業
科
目
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
手
芸
科
目
は
、
家

事
と
裁
縫
の
よ
う
に
女
子
の
必
修
科
目
で
は
な
く
、
随
意
科
目
と
し
て
導
入
さ

れ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
女
性
の
必
須
の
技
術
で
あ
り
嗜
み
で
あ
っ
た
裁
縫
は
、

読
み
書
き
な
ど
の
学
問
が
重
視
さ
れ
た
明
治
日
本
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
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適
当
な
る
工
芸
を
授
け
併
せ
て
修
身
斉
家
に
必
要
な
る
実
業
を
修
め
し
め
能
く

自
営
の
道
を
立
つ
る
に
足
る
べ
き
教
育
を
施
す
所
と
す
」（
下
線
引
用
者（

45
））

と
記

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
工
芸
技
術
の
習
得
に
よ
っ
て
、
女
性
は
身
を
修
め
家

を
斉
え
「
自
営
の
道
を
立
て
る
」
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

前
述
の
学
則
は
、
女
子
工
芸
学
校
が
職
業
技
能
教
育
と
い
う
近
代
的
な
産
業
教

育
を
施
す
目
的
を
持
つ
こ
と
を
も
謳
っ
て
い
る
。「
工
芸（

46
）」

科
目
と
し
て
は
、

裁
縫
・
刺
繍
・
造
花
・
挿
絵
・
図
画
・
押
絵
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
同
校
の
運

営
経
費
に
は
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
工
芸
品
の
売
り
上
げ
利
益
も
見
込
ま
れ
て
い

た
と
い
う（

47
）。

こ
の
よ
う
に
、
手
芸
に
関
す
る
下
田
の
教
育
活
動
は
、
彼
女
が
帝

国
婦
人
協
会
で
唱
え
る
実
利
実
益
主
義
と
い
う
教
育
思
想
を
反
映
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る（

48
）。

　

最
後
に
、
明
治
期
実
科
高
等
女
学
校
に
お
け
る
手
芸
科
目
の
実
態
を
考
察
す

る
。
実
科
高
等
女
学
校
は
、
明
治
四
十
三
年
十
月
の
高
等
女
学
校
令
改
正
に

よ
っ
て
そ
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。
実
科
科
目
の
一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
る

「
実
業
」
に
関
し
て
は
、「
刺
繍
・
造
花
・
編
物
等
女
子
ニ
適
切
ナ
ル
手
芸
ハ
便

宜
之
ヲ
裁
縫
若
ハ
実
業
ノ
中
ニ
加
説
シ
教
授
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
、
そ
の
目

的
を
「
実
業
ハ
実
業
ニ
関
シ
生
活
上
必
要
ナ
ル
知
識
技
能
ヲ
得
シ
メ
兼
テ
勤
労

ヲ
尚
フ
ノ
念
ヲ
養
フ
」（
下
線
引
用
者（

49
））

と
し
て
い
る
。
当
時
の
状
況
を
把
握
す

る
た
め
に
、
女
子
職
業
施
設
と
学
科
名
称
を
次
頁
の
表
に
ま
と
め
た
。

　

表
の
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
女
子
手
芸
科
目
は
ま
ず
、
私
立
の
女
子

職
業
学
校
と
実
科
高
等
女
学
校
に
お
い
て
注
目
さ
れ
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
女
性
の
地
位
向
上
を
図
る
目
的
で
明
治
三
十
一

年
に
帝
国
婦
人
協
会
を
結
成
し
た
。
彼
女
の
こ
の
意
識
は
、「
帝
国
婦
人
協
会

創
設
趣
旨
」
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
や
既
に
各
種
の
職
工
、
電
話
電
信
の
技
手
、
或
商
店
の
売
子
掛
取
、
及

び
看
護
人
等
に
至
る
迄
、
非
常
に
女
子
を
使
役
す
る
の
必
要
を
感
じ
、
而

し
て
為
に
奮
ひ
て
其
供
給
に
応
ず
る
の
準
備
な
く
、
且
つ
其
精
神
を
鍛
練

し
て
よ
く
不
抜
の
主
義
と
目
的
と
を
確
定
す
る
こ
と
克
は
ず
、
其
正
業
に

務
め
し
む
べ
き
の
女
子
を
し
て
、
長
へ
に
不
正
の
業
に
甘
ん
ぜ
し
む
る
は
、

ま
こ
と
に
わ
が
国
の
体
面
を
荘
厳
に
し
、
我
が
国
利
民
福
を
増
進
す
る
の

上
に
於
て
一
大
欠
点
な
り
と
い
は
ざ
る
を
得
ず
。
是
れ
乃
ち
、
一
つ
は
女

子
が
耳
目
と
し
て
、
機
関
と
し
て
其
資
格
を
持
ち
、
其
品
格
を
高
め
、
尚

進
み
て
是
の
同
胞
姉
妹
の
間
に
謀
ら
ん
と
す
る
は
、
那
の
点
よ
り
し
て
着

手
す
べ
き
か
と
云
へ
る
事
に
向
ひ
て
、
目
下
女
子
が
尽
す
べ
き
急
務
を
考

究
す
る
の
道
な
き
に
よ
れ
る
な
る
べ
し（

43
）。

下
田
は
、
多
く
の
中
流
以
下
の
女
性
が
労
働
力
と
な
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
現

状
を
踏
ま
え
て
、
女
性
の
職
業
教
育
が
日
本
社
会
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
、
日

本
の
「
国
利
民
福
」
に
寄
与
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
自
身

が
主
宰
し
た
帝
国
婦
人
協
会
の
中
心
事
業
と
し
て
、
明
治
三
十
二
年
に
女
子
工

芸
学
校
を
設
立
し
た
の
で
あ
る（

44
）。

こ
の
学
校
の
学
則
に
は
、「
本
校
は
女
子
に
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つ
つ
工
業
に
接
近
す
る
方
策
と
し
て
、「
日
本
の
女
子
は
手
芸
に
は
最
も
適
当

し
て
居
る
」
と
認
め
、
手
芸
を
勧
め
た
。
そ
し
て
、
女
性
の
特
性
を
生
か
し
た

職
業
と
は
「
第
一
に
裁
縫
、
次
に
造
花
、
刺
繍
、
編
物
、
意
匠
図
案
と
い
ふ
所

で
、
こ
れ
に
依
つ
て
一
家
を
立
て
る
と
い
ふ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
辛
う
じ

て
一
身
を
立
て
る
こ
と
は
出
来
る（

52
）」

と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、「
女
子
の
従
事

す
べ
き
工
業
の
種
類
と
い
ふ
も
の
は
、
成
る
べ
く
家
庭
を
離
れ
ず
し
て
出
来
る

工
業
、
即
ち
内
職
的
な
工
業
が
一
番
適
当
で
あ
ら
う（

53
）」

と
も
主
張
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
良
妻
賢
母
の
役
割
を
妨
げ
な
い
職
業
と
し
て
、
手
島
は
内
職
と
し
て

の
手
芸
を
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
明
治
の
手
芸
科
目
は
、
普
通
の
女
学
校
で
は
な
く

女
子
職
業
学
校
に
お
い
て
本
格
的
に
発
展
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
中

国
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
頃
の
日
本
の
女
子
教
育
に
お
い
て
は
、
手
芸
「
編

物
・
組
糸
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
の
位
置
づ
け
は
家
政
科
目
で
は
な
く
、
実
業

技
能
で
あ
っ
た
。
手
芸
が
女
子
の
嗜
み
か
ら
実
業
技
能
に
変
わ
っ
た
背
景
と
し

て
、
当
時
の
日
本
の
産
業
発
展
に
伴
っ
て
、
女
子
に
も
実
業
教
育
が
重
視
さ
れ

始
め
た
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
日
本
に
お
け
る
造
花
の
発
展
実
態

　

紙
幅
の
都
合
上
、
本
節
で
は
中
国
で
特
に
批
判
さ
れ
た
造
花
の
例
を
挙
げ
、

明
治
日
本
に
お
け
る
手
芸
の
発
展
実
態
を
考
察
す
る
。

　

造
花
は
古
く
か
ら
仏
前
の
手
向
け
の
も
の
や
簪
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
が
、

と
い
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
教

育
家
の
女
子
職
業
教
育
に
対
す
る
認
識
の

深
化
が
あ
る
。

　

女
子
職
業
論
を
提
唱
し
た
明
治
の
教
育

家
は
少
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か

の
女
子
職
業
学
校
の
創
設
に
携
わ
っ
た
手

島
精
一
（
一
八
五
〇
〜
一
九
一
八
）
の
例

を
見
よ
う
。
手
島
は
、
論
説
「
女
子
と
工

業
と
の
関
係（

51
）」

で
、「
理
想
上
よ
り
観
察

す
る
と
、
女
子
の
工
業
に
従
事
す
る
こ
と

は
、
吾
輩
は
敢
て
之
を
奨
励
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
」
と
自
身
の
立
場
を
表
明
し
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
以
下
の
二
点
を
挙
げ

た
。
ま
ず
、「
女
子
は
家
庭
を
離
れ
て
労

働
に
従
事
す
る
と
い
ふ
様
な
体
格
に
出
来

て
居
な
い
」
と
い
う
女
性
の
肉
体
上
の
問

題
と
、「
女
子
は
妊
娠
し
て
児
を
産
み
、

之
を
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
任
務
を
有

す
る
」、
つ
ま
り
女
性
の
「
母
」
役
割
の

問
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
彼

は
、
女
性
が
良
妻
賢
母
の
任
務
を
果
た
し

表 2　学校名称
（50）

学校名 技芸 職業 実業 徒弟 工芸 興業 その他

校　数 21 13 11 4 3 2 1

表 3　学科名称

学科名 裁縫 手芸 刺繍 編物 造花 嚢物 その他

校　数 34 23 10 7 6 1 46
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師
を
聘
し
て
其
の
教
授
を
開
始
し
た
り
造
花
を
学
校
の
教
科
に
加
へ
た
る

は
実
に
本
校
を
以
て
嚆
矢
と
す
爾
後
技
芸
教
育
漸
く
勃
興
し
て
女
学
校
に

造
花
科
の
設
置
せ
ら
る
る
や
そ
の
教
員
専
ら
本
校
の
供
給
を
待
て
り
是
本

校
が
率
先
斯
業
の
教
授
に
力
め
た
る
結
果
た
る
に
外
な
ら
ず（

56
）

明
治
二
十
年
頃
か
ら
の
造
花
の
需
要
量
の
増
加
、
欧
化
主
義
や
そ
の
後
に
続
く

戦
争
後
の
好
景
気
に
よ
っ
て
、
女
性
た
ち
の
目
が
細
工
物
の
美
し
さ
に
向
け
ら

れ
、
人
々
の
関
心
も
〈
装
飾
〉
に
集
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
造
花

は
す
で
に
一
つ
の
産
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
共
立
女
子
職
業

学
校
は
、
こ
れ
ま
で
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
造
花
の
国
産
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、

造
花
作
り
を
女
子
に
ふ
さ
わ
し
い
技
と
認
識
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
造
花
と
い

う
技
芸
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
い
ち
早
く
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

明
治
二
十
年
に
共
立
女
子
職
業
学
校
が
造
花
科
を
設
置
し
た
後
、
明
治
三
十

年
代
に
入
る
と
、『
婦
人
職
業
案
内
』（
明
治
三
十
年（

57
））、『

女
子
の
新
職
業
』（
明

治
三
十
八
年（

58
））、『

新
撰 

女
子
就
業
案
内
』（
明
治
三
十
九
年（

59
））

な
ど
に
、
造
花

業
が
一
つ
の
項
目
と
し
て
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、『
婦
人

職
業
案
内
』
は
、
ま
だ
婦
人
の
職
業
に
つ
い
て
明
確
な
概
念
区
分
を
持
た
ず
、

「
養
鶏
や
毛
筆
製
造
の
手
伝
い
」
と
「
学
校
教
員
」
を
分
類
す
る
こ
と
な
く
並

置
し
て
い
る
。
造
花
業
に
つ
い
て
は
、
た
だ
「
奇
麗
な
る
仕
事
な
り
さ
れ
ば
貴

嬢
達
の
慰
み
半
分
の
内
職
に
す
る
も
宜
し
か
る
べ
し（

60
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、明
治
三
十
八
年
以
降
の
『
新
撰 

女
子
就
業
案
内
』
と
『
女

欧
化
主
義
期
に
女
性
の
洋
装
や
帽
子
、
室
内
を
装
飾
す
る
の
に
多
く
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
女
学
生
や
中
・
上
流
階
級
の
婦
人
を
中
心
に
、
和
装
の
女
性

に
も
広
く
流
行
し
た
束
髪
を
飾
っ
た
。
明
治
日
本
で
は
、
数
多
く
の
手
芸
専
門

書
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
明
治
二
十
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
婦
女
手
芸

法（
54
）』

に
記
述
さ
れ
た
造
花
の
項
目
を
見
よ
う
。

造
花
の
細
工
も
亦
女
子
手
芸
の
一
に
関
し
高
尚
に
し
て
而
も
利
益
あ
る
職

業
と
し
て
学
ぶ
可
き
の
価
値
あ
る
も
の
な
り
而
し
て
此
造
花
の
目
的
と
す

る
所
は
全
く
装
飾
の
一
点
に
あ
り
て
女
子
の
頭
飾
に
用
ふ
る
花
簪
乃
至
床

の
花
籠
等
に
用
ひ
て
頗
る
美
麗
な
る
も
の
な
り（

55
）

右
の
よ
う
に
、
開
化
の
趣
味
に
合
っ
た
造
花
は
〈
装
飾
〉
を
目
的
と
し
、〈
高

尚
〉
で
〈
利
益
〉
を
も
た
ら
す
職
業
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
節
で
考

察
し
た
よ
う
に
、
手
芸
科
目
は
日
本
の
普
通
女
学
校
で
は
な
く
女
子
職
業
学
校

の
主
要
科
目
で
あ
っ
た
。
造
花
技
術
の
教
授
は
、
明
治
二
十
年
九
月
、
共
立
女

子
職
業
学
校
に
お
い
て
初
め
て
一
つ
の
学
科
と
な
っ
た
。
そ
の
設
立
の
背
景
は

次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

当
時
婦
人
の
帽
飾
及
び
室
内
装
飾
等
造
花
の
需
要
量
、
多
き
を
加
へ
舶
来

品
を
仰
ぐ
こ
と
夥
し
き
を
以
て
一
は
輸
入
を
防
が
ん
が
為
め
又
一
は
此
の

技
の
女
子
に
適
応
せ
る
業
務
な
る
を
認
め
た
る
が
為
め
特
に
大
阪
よ
り
教
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近代中国女子教育における手芸科目と日本の影響

で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
に
導
入
さ
れ
た
造
花
は
、
生
活
水
準
を

大
き
く
上
回
っ
た
〈
装
飾
品
〉・〈
奢
侈
品
〉
で
あ
っ
た
た
め
、
女
子
を
浪
費
家

に
し
堕
落
さ
せ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ま
で
付
き
纏
っ
て
い
た
。

三
、
手
芸
の
発
展
と
近
代
産
業

　

前
節
で
挙
げ
た
造
花
の
例
か
ら
、
職
業
と
結
び
つ
い
た
実
業
と
し
て
の
手
芸

の
発
展
は
、
当
時
の
社
会
状
況
と
近
代
産
業
の
発
達
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
節
で
は
、
手
芸
の
発
展
と
近
代
産
業
の
関

係
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
手
芸
の
発
達
要
因
を
検
討
し
た
う
え
で
、

近
代
中
国
に
導
入
さ
れ
た
手
芸
科
目
が
大
き
な
発
展
を
見
せ
な
か
っ
た
理
由
を

示
し
た
い
。

（
1
）
日
本
に
お
け
る
手
芸
の
発
達
要
因

　

明
治
日
本
の
手
芸
は
、
女
学
校
の
随
意
科
目
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
女
性
の
職
業
教
育
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
に
導
入
さ
れ

た
手
芸
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
明
治
日
本
で

手
芸
が
女
性
に
と
っ
て
最
も
実
現
し
や
す
い
職
業
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
手
芸
を
女
性
の
職
業
と
し
た
と
し
て
も
、
伝
統
社
会
が
女
性
に
課
す

規
範
と
衝
突
し
な
い
。
伝
統
的
な
日
本
社
会
で
は
、
女
性
の
「
性
」
に
対
す
る

管
理
が
厳
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
に
な
る
と
就
学
や
就
職
に
伴
っ
て
女
学

子
の
新
職
業
』
で
は
、
職
業
が
そ
の
性
質
と
特
徴
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
造
花

は
そ
れ
ぞ
れ
副
業
的
職
業
と
技
芸
的
職
業
の
項
目
と
し
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
造
花
業
の
繁
盛
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
両
誌
と
も
に
日
露
戦
争
の
凱
旋

軍
人
の
歓
迎
花
馬
車
を
飾
っ
た
例
を
記
し
、
造
花
の
流
行
を
促
し
た
要
因
と
し

て
は
、
女
学
生
の
髪
飾
り
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

造
花
工
業
の
発
展
を
支
え
た
の
は
、
東
京
だ
け
で
も
共
立
女
子
職
業
学
校
の
ほ

か
、
神
田
の
女
子
職
業
学
校
、
日
本
女
子
美
術
学
校
、
本
郷
弓
町
の
女
子
美
術

学
校
、
女
子
工
芸
学
校
の
よ
う
な
職
業
学
校
の
卒
業
生
、
そ
し
て
各
地
に
散
在

す
る
造
花
店
で
そ
の
技
術
を
習
得
し
た
女
工
た
ち
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
新
撰 

女
子
就
業
案
内
』
は
、
造
花
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
を
、
一
日
普
通
花
二
十
五
輪

作
れ
ば
二
十
五
銭
か
ら
三
十
七
、八
銭
の
収
入
が
あ
る
、
と
し
て
い
る（

61
）。

こ
の

数
字
を
認
め
て
よ
い
な
ら
ば
、
造
花
は
、
手
先
が
器
用
な
女
性
た
ち
に
と
っ
て

恰
好
の
職
業
で
あ
り
、
国
内
の
産
業
に
留
ま
ら
ず
「
今
後
此
の
造
花
が
海
外
に

輸
出
せ
ら
れ
て
、
彼
の
地
の
紳
士
淑
女
の
嗜
好
に
入
り
、
彼
の
地
に
於
て
、
我

が
婦
人
の
嗜
味
の
花
の
開
き
栄
え
ん
こ
と（

62
）」

ま
で
も
期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
後
期
に
な
る
と
、
造
花
は
、
娘
た
ち
が
女
学
と
と
も
に
嗜

み
と
し
て
修
め
る
も
の
と
い
う
明
治
初
期
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
し
、〈
高
尚
な

る
〉
技
芸
と
し
て
女
性
が
自
立
す
る
手
段
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
女
子
の
手

芸
は
日
本
の
産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
近
代
化
と
と
も
に
西
洋
か
ら
受
容
し
た
造
花
は
近
代
化
の
象
徴
の
一
つ
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最
後
に
、
当
時
の
社
会
状
況
と
結
び
つ
け
て
手
芸
の
発
達
要
因
を
考
え
る
。

当
時
の
高
等
女
学
校
の
数
と
そ
の
生
徒
数
の
増
加
を
見
る
と
、
明
治
三
十
一
年

に
三
十
四
校
・
八
五
八
九
名
で
あ
っ
た
の
が
、
明
治
四
十
一
年
に
は
一
五
九

校
・
四
万
六
五
八
二
名
と
、
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る（

66
）。

こ
の
増
加
を
も
た
ら

し
た
の
は
、
従
来
の
旧
士
族
を
中
心
と
す
る
上
流
・
中
流
の
エ
リ
ー
ト
層
出
身

者
で
は
な
く
、
日
露
戦
争
後
の
経
済
発
展
で
新
し
く
誕
生
し
た
、
俸
給
生
活
者

や
自
由
業
者
と
い
っ
た
新
中
間
層
出
身
の
子
女
で
あ
っ
た（

67
）。『

新
女
界（

68
）』

の
記

事
か
ら
、
当
時
の
高
等
女
学
校
の
生
徒
数
が
増
加
し
た
理
由
の
一
端
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

到
る
処
生
活
難
、
職
業
難
が
お
こ
り
（
中
略
）
女
学
校
の
卒
業
生
な
ど
卒

業
後
直
ち
に
結
婚
と
い
う
の
が
（
中
略
）
近
来
は
先
ず
如
何
に
し
て
独
立

の
資
を
得
可
き
乎
の
痛
ま
し
き
事
に
当
人
も
父
兄
も
心
配
し
て
手
芸
な
り

何
な
り
一
つ
独
立
し
て
生
活
出
来
る
様
に
と
い
う
処
か
ら
職
業
学
校
又
は

技
芸
学
校
が
頗
る
繁
昌
す
る
と
い
う
現
象
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

69
）。

日
露
戦
争
で
勝
利
を
収
め
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
の
増
税
や
物
価
騰
貴
の
た
め

新
中
間
層
の
生
活
は
そ
れ
ほ
ど
裕
福
で
は
な
か
っ
た
。
女
子
職
業
学
校
が
繁
昌

し
た
の
は
、
女
学
生
本
人
も
両
親
も
手
芸
の
習
得
に
よ
る
収
入
と
最
低
限
の
自

立
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
手
芸
教
育
の
希
望
者
が
増
加
し
た
理
由
と
し
て
は
、
日
露
戦
争
が
生

生
の
行
動
範
囲
と
交
際
機
会
が
広
が
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
女
性
の
性
に
対
す

る
管
理
の
問
題
が
浮
上
し
た
。
そ
こ
で
、
伝
統
的
な
婦
徳
の
涵
養
と
内
職
的
な

家
庭
内
労
働
と
い
う
特
徴
を
持
つ
手
芸
で
あ
れ
ば
、
女
性
の
経
済
的
な
自
立
と

「
性
」
に
対
す
る
管
理
の
両
立
を
可
能
に
す
る
、
と
し
て
社
会
的
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
明
治
の
産
業
の
発
達
と
女
性
の
内
職
の
関
係
に
つ
い
て
見
よ
う
。
内

職
は
、
旧
幕
時
代
か
ら
存
在
す
る
が
、
明
治
時
代
の
産
業
の
発
達
と
細
分
化
に

伴
っ
て
大
き
な
発
展
期
を
迎
え
、
家
制
度
下
の
妻
や
娘
、
つ
ま
り
も
っ
ぱ
ら
女

性
た
ち
の
労
働
と
な
っ
た
。
明
治
時
代
の
女
性
内
職
者
が
経
済
の
発
展
に
ど
れ

だ
け
寄
与
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
調
査
資
料
は
な
い
が
、
前
節
で
挙
げ
た

『
女
子
の
新
職
業
』
に
よ
る
と
、
造
花
に
携
わ
る
人
は
大
阪
が
も
っ
と
も
多
く
、

内
職
を
入
れ
る
と
四
千
人
に
達
し
、
生
産
高
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
東
京
は
一
カ

月
三
万
円
ほ
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
阪
は
お
よ
そ
五
万
円
に
達
し
た
と
い
う（

63
）。

当
時
の
造
花
の
従
事
者
と
生
産
高
だ
け
か
ら
見
て
も
、
女
性
の
内
職
が
明
治
の

産
業
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
村
上
信
彦
は
、
明
治
の
女
性
史

に
関
す
る
研
究（

64
）で

、
明
治
の
産
業
立
国
を
実
現
さ
せ
た
原
動
力
は
安
い
労
働
力

に
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
そ
の
「
安
い
労
働
力
の
根
源
は
独
立
し
て
い
な
い
・
す

る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
女
の
働
き
で
あ
っ
た（

65
）」

と
し
て
、
女
性
の
内
職
と
明
治

の
産
業
発
展
と
の
関
係
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
女
性
た
ち
は
、

内
職
に
よ
っ
て
「
辛
う
じ
て
身
を
立
て
る
」
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
完
全
に

自
立
で
き
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
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か
ら
離
脱
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
用0

性
の
追
求
と
学
問
の
追
求

と
は
、
助
け
合
い
な
が
ら
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す（

75
）（

傍
点
は

筆
者
）。

こ
の
実
用
性
を
重
ん
じ
る
蔡
元
培
の
女
子
教
育
思
想
は
、『
婦
女
雑
誌
』
の
女

子
教
育
に
関
す
る
言
論
に
も
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
女
子
手
芸
科
目
に
対
し

て
も
実
用
性
と
い
う
点
か
ら
の
み
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
一
九
一
二
年
に
蔡
元
培
の
指
導
の
も
と
で
制
定
さ
れ
た

民
国
最
初
の
「
教
育
総
旨
令
」
は
、
民
国
の
教
育
主
旨
を
、
軍
国
民
教
育
、
実

利
教
育
、
公
民
道
徳
教
育
、
美
観
教
育
お
よ
び
世
界
観
教
育
と
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
彼
は
、
民
国
の
教
育
方
針
の
一
つ
と
し
て
実
利
教
育
を
規
定
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
女
子
に
対
し
て
は
、
男
子
教
育
と
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

を
認
め
、
女
子
教
育
に
実
利
性
は
求
め
ず
実
用
性
の
み
を
要
求
し
た
。
彼
の
主

張
す
る
女
子
教
育
の
実
用
性
は
、
女
性
の
天
職
に
帰
着
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
婦
女
雑
誌
』
で
は
、
女
子
に
実
利
教
育
を
求
め
る
論
説
も
見
ら
れ
る

が
、
手
芸
に
関
し
て
は
実
用
性
す
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
た
た
め
、
当
然
な
が
ら

手
芸
が
利
益
を
生
む
こ
と
は
理
解
も
期
待
も
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

次
に
、
民
国
成
立
後（

76
）の

女
子
職
業
教
育
の
発
展
史
を
辿
り
な
が
ら
、
中
国
で

手
芸
科
目
が
職
業
と
し
て
成
立
し
な
か
っ
た
原
因
を
分
析
す
る
。
新
し
く
成
立

し
た
民
国
政
府
は
、
富
国
強
民
の
た
め
に
実
業
の
新
興
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
教
育
部
は
民
国
二
年
（
一
九
一
三
）
八
月
に

み
出
し
た
社
会
問
題
の
一
つ
、
戦
争
未
亡
人
の
生
活
難
が
女
性
に
自
立
で
き
る

だ
け
の
技
能
と
職
業
の
必
要
性
を
自
覚
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
戦
争
に
よ
っ

て
中
流
階
級
出
身
の
若
い
女
性
た
ち
も
手
に
職
を
つ
け
、
自
活
の
手
段
を
考
え

る
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る（

70
）。

他
方
で
、
明
治
後
期
に
な
る
と
、
女
性
自
身

の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
熱
や
家
か
ら
の
解
放
と
自
立
へ
の
願
望
な
ど
も
、

女
性
の
就
業
を
促
し
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る（

71
）。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
と
日
露
戦
争
の
影

響
に
よ
っ
て
、
そ
も
そ
も
女
性
の
嗜
み
だ
っ
た
手
芸
は
、
女
性
が
収
入
を
得
る

高
尚
な
手
段
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
女
性
の
職
業
の
一
つ
と
し
て

成
立
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
2
）
中
国
に
お
け
る
手
芸
発
展
不
調
の
要
因

　

前
述
し
た
よ
う
に
、『
婦
女
雑
誌
』
に
お
い
て
、
日
本
伝
来
の
手
芸
科
目
は
、

「
今
日
の
教
育
は
実
用
性
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
り
、
初
等
、
高
等
小
学
校
及

び
中
学
校
、
師
範
学
校
す
べ
て
実
用
主
義
を
目
的
と
し
て
い
る（

72
）」

と
い
う
観
点

か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
点
に
は
、
民
国
教
育
部
の
初
代
教
育
総
長（

73
）

蔡
元
培
の
女
子
教
育
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
女
子
教
育
思
想
に
つ
い

て
は
、
一
九
一
六
年
に
愛
国
女
学（

74
）で

行
っ
た
演
説
か
ら
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

女
子
が
入
学
し
て
学
問
を
追
求
す
る
の
は
、
家
庭
に
お
け
る
固
有
の
天
職
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て
も
詳
し
く
規
定
し
た
。
そ
の
規
定
実
施
の
一
例
と
し
て
、
北
京
女
子
高
等
師

範
附
属
中
学
校
の
職
業
科
に
造
花
・
摘
棉
・
編
物
・
刺
繍
紙
竹
木
な
ど
の
細
工

と
簡
単
な
針
金
細
工
な
ど
の
科
目
を
増
や
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

80
）。

し
か
し
、

こ
の
訓
令
が
発
布
さ
れ
た
翌
日
、
教
育
部
は
女
子
中
学
校
に
対
し
て
家
事
実
習

を
重
視
す
る
訓
令
を
出
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
教
育
部
の
女
子
に
対

す
る
期
待
が
、
職
業
に
活
か
せ
る
能
力
よ
り
も
家
事
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
の
第
一
次
全
国
教
育
会
議
は
、「
女
性

は
職
業
を
持
つ
と
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
性
の
負
担
を
軽
減
し
た

り
、
国
家
に
富
を
も
た
ら
す
こ
と
も
で
き
る（

81
）」

と
い
っ
た
六
条
の
理
由
を
挙
げ

て
平
民
女
子
職
業
教
育
案
を
議
決
し
た
。
こ
の
女
子
職
業
教
育
を
重
視
し
始
め

た
民
国
教
育
部
の
姿
勢
は
、
民
国
十
八
年
（
一
九
二
九
）
の
南
京
市
婦
女
代
表

大
会
で
議
決
さ
れ
た
、
婦
女
職
業
学
校
と
夜
間
婦
女
職
業
学
校
の
増
設
要
求
を

受
け
入
れ
、
そ
れ
を
速
や
か
に
各
省
に
通
達
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
国
の
教
育
部
は
、
女
子
職
業
教
育
の
発
展
を
目
指
し
て
一

連
の
法
令
や
規
定
を
公
布
し
た
。
し
か
し
、
教
育
部
第
五
次
の
統
計
に
よ
る
と
、

民
国
五
年
八
月
か
ら
六
年
七
月
（
一
九
一
六
〜
一
九
一
七
）
ま
で
の
、
全
国
の

女
子
職
業
学
校
の
学
生
数
は
わ
ず
か
一
八
六
六
名
で
、
全
国
実
業
学
校
の
全
学

生
数
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
手
芸
科
目
を
専

門
的
に
取
り
扱
う
学
校
は
一
カ
所
も
な
か
っ
た
。
次
の
民
国
十
九
年

（
一
九
三
〇
）
の
統
計
で
は
、
全
国
の
女
子
職
業
学
校
は
計
六
十
九
カ
所
に
増

え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
蚕
桑
・
技
芸
・
医
学
と
い
う
三
種
類

「
実
業
学
校
令
」
を
公
布
し
た
。
こ
れ
は
、
男
子
を
中
心
と
し
た
教
育
令
で
あ

り
、
女
子
職
業
学
校
に
つ
い
て
は
、
た
だ
「
地
方
の
情
況
に
合
わ
せ
な
が
ら
、

各
項
の
実
業
学
校
の
規
定
（
男
子
実
業
学
校
の
規
定
を
指
す
）
に
基
づ
い
て
設
置

す
る（

77
）」

と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
「
実
業
学
校
令
」
は
、
女
子
実
業
学

校
の
設
置
に
触
れ
た
最
初
の
法
令
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
一
九
一
七
年
の
第
三
回
全
国
教
育
連
合
会
の
「
職
業
教
育
進
行
計
画

案
」
に
は
、「
教
育
部
が
女
子
職
業
学
校
の
設
置
を
決
定
し
た
が
、
調
査
に
よ

る
と
各
省
は
ほ
と
ん
ど
設
立
し
て
い
な
い
。
速
や
か
に
女
子
実
業
学
校
を
つ
く

る
べ
し（

78
）」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
計
画
案
か
ら
は
、「
実
業
学
校
令
」
の
発

布
か
ら
五
年
経
っ
て
も
ま
だ
女
子
職
業
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
厳
し
い
実
態
が
わ
か
る
。

　

そ
の
後
、
民
国
の
教
育
部
は
、
女
子
職
業
教
育
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
い
く

つ
か
の
訓
令
や
規
定
を
公
布
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
八
年
に
全
国
中
学
校

校
長
会
議
で
議
決
さ
れ
た
「
女
子
中
学
校
は
簡
易
職
業
科
を
附
設
す
べ
し
、
女

子
職
業
案
を
拡
充
す
べ
し
」と
い
う
提
案
に
基
づ
い
た
、民
国
八
年
（
一
九
一
九
）

五
月
二
十
二
日
の
教
育
部
訓
令
は
、
各
省
の
女
子
中
学
校
に
対
し
て
、
実
用
性

を
強
調
し
、
女
子
中
学
校
に
お
け
る
簡
易
職
業
科
の
設
置
を
要
請
し
た
。
そ
の

設
置
方
法
に
お
い
て
、
日
本
の
高
等
女
学
校
附
属
実
業
科
を
模
倣
し
て
い
る
と

い
う（

79
）。

そ
し
て
、
同
年
第
五
次
全
国
教
育
連
合
会
で
は
、
一
般
教
育
に
お
け
る

職
業
科
お
よ
び
そ
の
実
施
方
法
を
議
決
し
、
女
子
学
生
に
関
し
て
は
、
家
事
・

園
芸
・
手
工
・
裁
縫
科
の
設
備
を
は
じ
め
、
教
授
法
お
よ
び
実
習
方
法
に
つ
い
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雑
誌
の
記
載
だ
け
で
な
く
、
民
国
初
期
の
産
業
と
海
外
貿
易
を
記
録
し
た

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
当
時
、
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
工
業
と
し
て
紡
績
業
・
製
糸

業
・
製
粉
・
煙
草
・
製
糖
・
セ
メ
ン
ト
・
マ
ッ
チ
・
搾
油
・
紙
・
皮
革
・
化
粧

品
・
製
材
・
製
鉄
・
造
船
・
製
塩
・
ガ
ラ
ス
・
石
鹸
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、

手
芸
科
目
と
な
っ
て
い
る
手
芸
品
の
項
目
は
な
い（

84
）。

そ
し
て
、『
中
国
海
関
華

洋
貿
易
総
冊
―
―
民
国
十
九
年（

85
）』

に
収
録
さ
れ
た
民
国
十
八
年
お
よ
び
十
九
年

の
輸
出
品
リ
ス
ト
で
も
、「
動
物
お
よ
び
そ
の
製
品
」「
植
物
お
よ
び
そ
の
製

品
」「
棉
製
品
」「
糸
製
品
」
な
ど
に
つ
い
て
は
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

手
芸
品
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
の
輸

出
統
計
に
あ
ら
わ
れ
る
手
芸
輸
出
品
の
ほ
と
ん
ど
は
「
絹
織
物
」「
棉
製
品
」

「
棉
織
糸
」
で
あ
る（

86
）。

　

こ
れ
ま
で
に
調
べ
た
限
り
の
資
料
で
確
認
で
き
る
の
は
、『
婦
女
雑
誌
』
に

掲
載
さ
れ
た
「
晋
江
婦
女
職
業
談
」
に
お
い
て
、「
造
花
」
が
晋
江
と
い
う
福

建
省
南
部
の
町
の
女
性
の
職
業
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、「
裁
縫
」「
紡
織
」「
刺
繍
」
と
並
ん
で
「
造
花
」
も
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、「
造
花
」
の
日
給
は
「
帽
子
、
靴
作
り
」
と
ほ
ぼ
同
じ
ぐ
ら
い
で
あ
る

と
記
さ
れ
て
い
る（

87
）。

こ
の
よ
う
に
、「
造
花
」
の
よ
う
な
日
本
伝
来
の
手
芸
科

目
が
、
当
時
の
女
性
に
一
定
の
収
入
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、

以
上
の
考
察
か
ら
、
中
国
に
導
入
さ
れ
た
手
芸
科
目
は
、
明
治
日
本
の
よ
う
に

女
子
職
業
教
育
と
し
て
も
、
ま
た
産
業
お
よ
び
貿
易
分
野
に
お
い
て
も
、
発
展

を
遂
げ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

の
学
堂
で
あ
っ
た
と
い
う
。
技
芸
学
校
と
し
て
、
上
海
速
成
女
工
師
範
伝
習
所
、

揚
州
女
工
伝
習
所
な
ど
の
学
校
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
学
校
に
お
い
て

は
ミ
シ
ン
や
機
械
に
よ
る
刺
繍
・
裁
縫
の
技
術
が
伝
授
さ
れ
、
日
本
か
ら
導
入

さ
れ
た
「
編
物
・
組
糸
・
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
と
い
う
〈
手
芸
〉
科
目
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た（

82
）。

日
本
伝
来
の
「
編
物
・
組
糸
・
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
で

は
な
く
、
中
国
の
伝
統
手
芸
で
あ
る
裁
縫
・
刺
繍
が
女
子
職
業
学
校
の
教
育
科

目
と
な
っ
た
こ
と
は
『
婦
女
雑
誌
』
の
論
説
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

女
子
職
業
教
育
を
提
唱
す
る
『
婦
女
雑
誌
』
の
論
説
は
、
各
地
の
事
情
に
適

し
た
職
業
教
育
を
実
施
す
べ
き
だ
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
国
に
導
入
さ
れ
た
日

本
の
手
芸
科
目
を
批
判
す
る
一
方
で
、
中
国
の
伝
統
的
な
蚕
桑
と
裁
縫
・
刺
繍

を
重
視
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
女
学
校
宜
廃
去
結
線
手
工

注
重
裁
縫
刺
繍
之
商
榷
」（
夢
梅
、
第
一
巻
第
九
号
）、「
敬
告
実
施
女
子
職
業
教

育
者
」（
胡
宗
瑗
、
第
四
巻
第
一
号
）、「
普
及
女
子
蚕
業
教
育
之
意
見
」（
村
士
、

第
五
巻
第
一
号
）
な
ど
の
論
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
論
説
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
手
芸
で
あ
る
刺
繍
は
欧
米
各
国
で
は

人
気
が
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
改
良
す
れ
ば
輸
出
品
と
し
て
成
り
立
つ
と
主
張
す

る
。
ま
た
、『
教
育
雑
誌
』
第
十
巻
第
十
号
「
大
事
記
」
欄
に
「
一
九
一
八
年

九
月
十
三
日　

教
育
部
通
咨
各
省
区
女
校
手
工
科
附
授
花
辺
抽
糸
二
項（

83
）」

と
あ

る
よ
う
に
、
女
子
手
芸
の
レ
ー
ス
・
糸
紡
ぎ
・
か
つ
ら
・
刺
繍
の
欧
州
で
の
売

れ
行
き
が
非
常
に
よ
い
た
め
、
各
省
の
女
子
学
校
の
手
工
科
に
レ
ー
ス
と
糸
紡

ぎ
二
科
を
加
え
て
い
る
。
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ま
と
め

　

本
論
は
、
従
来
の
研
究
で
目
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
清
末
民
初
の

「
日
本
型
教
育
体
制
」
に
お
け
る
女
子
教
育
と
日
本
モ
デ
ル
の
問
題
を
、
女
子

手
芸
科
目
の
点
か
ら
考
察
し
た
。
近
代
中
国
の
女
子
教
育
に
導
入
さ
れ
た
手
芸

は
、
当
時
の
社
会
状
況
と
産
業
経
済
の
未
熟
さ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
よ
う
な
職

業
と
結
び
つ
い
た
実
業
と
し
て
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

注（
1
）　

阿
部
洋
『
中
国
の
近
代
教
育
と
明
治
日
本
』
龍
渓
書
舎
、
二
〇
〇
二
年
。

（
2
）　

一
八
三
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
結
成
さ
れ
た
東
方
女
子
教
育
協
進
社
か
ら
最
初
に
中
国

に
派
遣
さ
れ
た
ア
ル
ダ
ー
シ
ー
女
史
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
女
学
校
で
あ
る
。

（
3
）　

汪
婉
『
清
末
中
国
対
日
教
育
視
察
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
。

（
4
）　

阿
部
洋
、
前
掲
書
、
三
三
〜
三
五
頁
。

（
5
）　

熊
賢
君
『
中
国
女
子
教
育
史
』
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
一
〇
頁
。
原

文
は
「
流
弊
甚
多
、
断
不
相
宜
」
で
あ
る
。

（
6
）　

具
体
的
に
は
、
日
本
・
米
・
英
・
仏
・
独
・
そ
の
他
の
十
カ
国
を
視
察
し
た
。

（
7
）　

一
九
〇
〇
年
、
北
京
が
八
カ
国
連
合
軍
に
占
領
さ
れ
、
西
太
后
と
光
緒
帝
は
陝
西
省

に
逃
れ
た
が
、
当
時
の
巡
撫
で
あ
っ
た
端
方
は
そ
の
応
対
に
よ
っ
て
、
西
太
后
の
厚
い

信
頼
を
得
た
と
い
う
。

（
8
）　

阿
部
洋
、
前
掲
書
、
一
九
〇
頁
。

（
9
）　

一
般
科
目
に
お
け
る
日
本
の
影
響
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
。

　

近
代
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
民
国
の
経
済
と
教
育
の
発
展
状
況
は
、
明
治

日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
遅
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
で
は
女
子

の
職
業
と
結
び
つ
い
て
大
き
な
発
展
を
見
せ
た
手
芸
で
あ
っ
た
が
、
中
国
で
は

職
業
と
は
無
縁
の
ま
ま
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
に
移
植
さ
れ
た
女
子
手
芸
が
失
敗
し
た
要
因
は
、
社
会
状
況
と
経
済
状

況
が
手
芸
に
発
展
の
土
壌
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
当
時

の
教
育
政
策
の
立
案
・
実
施
者
に
も
一
定
の
責
任
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

清
末
の
「
女
子
師
範
学
堂
章
程
」
の
女
子
科
目
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
編

物
・
組
糸
・
嚢
物
・
刺
繍
・
造
花
」
は
、
そ
も
そ
も
明
治
期
の
高
等
女
学
校
に

お
い
て
は
、
家
政
科
目
で
は
な
く
単
な
る
随
意
科
目
で
あ
っ
た
。
手
芸
は
、
実

際
に
は
女
子
職
業
学
校
の
科
目
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
清
末
の

女
子
師
範
学
堂
お
よ
び
そ
の
後
の
民
国
女
学
校
は
手
芸
科
目
を
家
政
科
目
と
し

て
導
入
し
た
。
当
時
の
経
済
・
社
会
状
況
は
、
女
子
教
育
に
装
飾
用
の
手
芸
で

は
な
く
、
家
事
や
裁
縫
の
よ
う
な
基
本
的
で
実
用
的
な
家
政
技
能
を
要
求
し
て

い
た
。
し
か
も
、
明
治
日
本
と
異
な
り
、
手
芸
が
家
計
を
助
け
る
〈
実
利
〉
と

な
る
よ
う
な
環
境
も
な
か
っ
た
。
手
芸
が
家
政
に
と
っ
て
〈
実
用
〉
的
で
は
な

い
と
批
判
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
女
子
手
芸
科
目
が
中
国
の
社
会
的
土
壌
に
お
い
て
う
ま
く
成
長
で
き

な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
は
、
近
代
中
国
の
女
子
教
育
制
度
の
未
熟
さ
と
産
業
の

未
発
達
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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近代中国女子教育における手芸科目と日本の影響

報
告
書
と
し
て
『
扶
桑
両
月
記
』
を
一
九
〇
二
年
に
刊
行
し
た
。

（
23
）　

阿
部
洋
、
前
掲
書
、
四
五
〜
四
六
頁
。

（
24
）　

清
朝
学
部
が
明
治
の
手
芸
内
容
を
採
用
し
た
の
は
、
当
時
多
く
の
教
育
視
察
団
を
日

本
に
送
っ
た
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
。

（
25
）　

民
国
初
期
で
は
、
手
芸
科
目
の
う
ち
「
組
糸
」
と
「
嚢
物
」
を
削
除
し
た
。
そ
の
か

わ
り
に
「
摘
棉
」
を
入
れ
た
。

（
26
）　

こ
れ
以
降
使
用
さ
れ
る
「
手
芸
」
は
、
特
別
な
説
明
が
な
い
限
り
「
編
物
・
刺
繍
・

摘
棉
・
造
花
」
を
指
す
。

（
27
）　

夢
梅
『
婦
女
雑
誌
』
第
一
巻
第
九
号
、
一
九
一
二
年
一
月
、
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
。

（
28
）　

原
文
は
「
余
対
於
我
国
女
学
校
結
線
一
科
以
為
利
不
敵
害
不
如
速
去
之
為
益
也
（
女

学
校
中
造
花
一
科
亦
無
甚
実
用
且
所
用
各
物
均
係
舶
来
品
余
意
以
廃
去
為
是
）」
で
あ
る
。

（
29
）　

原
文
は
「
一
用
各
線
均
係
舶
来
品
利
源
外
溢
二
実
習
各
物
多
用
自
習
時
間
虚
費
光
陰

三
制
成
物
品
徒
供
陳
列
於
家
政
上
豪
無
裨
益
四
職
是
之
故
有
卒
業
於
女
子
高
等
小
学
曾

習
手
工
科
数
年
而
衣
服
偶
然
破
砕
竟
至
不
能
縫
補
者
」
で
あ
る
。
夢
梅
、
前
掲
書
、

一
〇
八
頁
。

（
30
）　

山
東
省
立
第
一
女
子
師
範
学
校
校
長
周
幹
庭
講
演
、
学
生
荘
維
明
、
呉
琬
記
録
、
第

一
巻
第
十
号
、
九
〇
〜
九
一
頁
。

（
31
）　

原
文
は
、「
師
範
本
科
至
三
四
年
時
本
有
造
花
摘
棉
刺
繍
等
然
試
問
造
花
摘
棉
従
何
処

創
始
則
均
効
法
日
本
者
也
以
外
国
之
科
行
於
我
国
合
宜
輿
否
尚
須
研
究
即
刺
繍
一
門
本

為
我
国
特
長
従
前
学
校
未
興
女
子
未
有
不
従
事
於
此
者
然
推
其
究
竟
不
過
為
奢
侈
品
装

飾
品
必
富
貴
人
家
高
堂
大
厦
方
能
用
之
若
中
流
社
会
以
下
即
不
常
用
諸
生
即
学
至
優
美

地
歩
将
来
日
用
生
活
日
繁
亦
必
無
暇
及
此
鄙
見
学
校
中
不
妨
裁
去
」
で
あ
る
。
九
一
頁
。

（
32
）　

原
文
は
、「
至
造
花
摘
棉
之
材
料
除
銅
線
絨
線
白
紗
可
在
本
国
購
買
外
其
余
花
蕊
託
花

葉
及
象
皮
生
熟
五
色
棉
等
等
無
不
来
自
東
洋
、
以
日
本
之
材
料
為
我
国
之
手
工
（
中
略
）

按
之
実
用
主
義
未
免
背
道
而
馳
故
鄙
見
以
為
不
如
以
各
省
之
土
産
為
手
工
之
材
料
利
権

既
不
外
溢
乏
可
無
慮
」
で
あ
る
。
九
一
頁
。

（
33
）　

胡
宗
瑗
、
一
九
一
五
年
一
月
、
一
二
〜
一
四
頁
。

（
10
）　
「
中
国
現
代
女
子
教
育
史
目
録
」（
程
謫
平
、
一
九
三
六
年
、
中
華
書
局
）『
中
国
近
現

代
女
性
学
術
叢
刊
』
十
四
、
孫
暁
梅
主
編
、
線
装
書
局
、
二
〇
一
〇
年
、
六
七
頁
。

（
11
）　

中
国
側
の
表
は
『
学
部
官
報
』（
第
一
冊
、
国
立
故
宮
博
物
院
印
行
、
一
九
八
〇
年
、

三
二
一
頁
）、『
中
国
女
子
教
育
史
』（
熊
賢
君
、
前
掲
書
）、『
中
国
女
子
教
育
通
史
』（
杜

学
元
、
貴
州
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
と
『
中
国
近
代
学
制
史
料
』（
朱
有
瓛
編
、

第
三
冊
、上
、華
東
師
範
大
学
出
版
社
、一
九
八
九
年
）
を
参
照
し
、日
本
側
の
表
は
、『
学

制
百
年
史
』（〔
記
述
編
、
資
料
編
〕
文
部
省
、
一
九
七
二
年
）
と
『
女
子
教
育
史
』（
桜

井
役
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
）
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

（
12
）　

桜
井
役
、
前
掲
書
、
一
三
二
頁
。

（
13
）　
「
組
糸
」
と
「
嚢
物
」
は
別
物
で
あ
る
が
、「
嚢
物
」
は
必
ず
材
料
と
し
て
「
組
糸
」

を
使
用
す
る
た
め
、「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
は
「
組
糸
嚢
物
」
の
習
得
を
定
め
、

清
の
学
部
は
、
そ
れ
を
別
々
の
技
術
と
し
て
導
入
し
た
。

（
14
）　

学
校
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
手
芸
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
文
部
省
が
学
校
教

育
に
お
け
る
女
子
手
芸
の
内
容
に
つ
い
て
初
め
て
明
確
に
規
定
し
た
の
は
、
明
治

三
十
四
年
発
布
の
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
で
あ
る
。

（
15
）　
『
東
京
の
女
子
教
育
』
東
京
都
、
一
九
六
〇
年
、
一
八
四
〜
一
八
五
頁
。

（
16
）　

須
永
金
三
郎
、
博
文
館
、
一
八
九
三
年
。

（
17
）　

熊
賢
君
、
前
掲
書
。

（
18
）　

程
謫
平
、
前
掲
書
、
五
九
頁
。

（
19
）　

清
の
学
部
が
「
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
」
の
手
芸
規
定
に
は
な
い
「
特
補
助
家
庭

生
計
」
と
い
う
一
文
を
入
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
20
）　

程
謫
平
、
前
掲
書
、
六
三
頁
。

（
21
）　
『
学
制
演
変
』（
璩
鑫
圭
・
唐
良
炎
编
『
中
国
近
代
教
育
史
资
料
汇
编
』
陈
元
晖
主
编
、

上
海
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
三
九
頁
）
が
収
録
す
る
、『
教
育
世
界
』
の
第
一

巻
か
ら
第
六
十
八
巻
ま
で
掲
載
さ
れ
た
日
本
教
育
法
規
の
リ
ス
ト
に
よ
る
。

（
22
）　

羅
振
玉
は
、
発
刊
直
後
の
一
九
〇
一
年
冬
に
、『
教
育
世
界
』
雑
誌
の
発
行
を
支
え
た

湖
広
総
督
張
之
洞
と
両
江
総
督
劉
坤
一
の
依
頼
で
日
本
の
教
育
事
情
を
視
察
し
、
そ
の
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を
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
47
）　

前
掲
書
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』、
八
二
頁
。

（
48
）　

山
崎
明
子
、
前
掲
書
、
一
〇
四
頁
。

（
49
）　

桜
井
役
、
前
掲
書
。

（
50
）　

表
2
、
表
3
の
作
成
に
は
、『
日
本
の
女
性
と
産
業
教
育
』（
三
好
信
浩
、
東
信
堂
、

二
〇
〇
〇
年
、
一
六
一
〜
一
六
二
頁
）
お
よ
び
明
治
末
年
の
『
文
部
省
第
三
九
年
報
』

の
「
公
私
立
実
業
学
校
別
一
覧
」
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
表
2
〔
そ
の
他
〕
の
内
容
は
、

染
織
・
機
織
・
染
色
・
養
蚕
・
技
芸
・
製
糸
と
な
る
。

（
51
）　
『
な
で
し
こ
』
大
日
本
女
学
会
、
第
六
巻
第
五
号
、
一
九
〇
六
年
三
月
。

（
52
）　
『
女
鑑
』
国
光
社
、
第
五
巻
第
十
二
号
、
一
九
〇
五
年
二
月
（『
婦
人
雑
誌
』、
明
治

二
十
四
年
八
月
八
日
創
刊
。
家
庭
に
お
け
る
女
子
の
知
育
と
徳
育
を
啓
蒙
す
る
「
女
大

学
」
主
義
を
標
榜
す
る
）。

（
53
）　

同
前
。

（
54
）　

須
永
金
三
郎
著
、
博
文
館
、
一
八
九
三
年
。

（
55
）　

同
前
、
一
三
七
頁
。

（
56
）　

前
掲
書
『
共
立
女
子
職
業
学
校
二
十
五
年
史
』、
一
六
頁
。

（
57
）　

林
恕
哉
、
文
学
同
志
会
、
明
治
三
十
年
。

（
58
）　

木
下
祥
真
編
、
内
外
出
版
協
会
、
明
治
三
十
八
年
。

（
59
）　

菅
原
臥
竜
（
晨
亭
）
編
、
便
利
店
、
一
九
〇
六
年
。

（
60
）　

林
恕
哉
『
婦
人
職
業
案
内
』
文
学
同
志
会
、
明
治
三
十
年
、
五
三
頁
。

（
61
）　

同
前
、
七
八
頁
。

（
62
）　

木
下
祥
真
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。

（
63
）　

同
前
、
三
一
頁
。

（
64
）　

村
上
信
彦
『
明
治
女
性
史　

中
巻
後
篇　

女
の
職
業
』
理
論
社
、
一
九
七
一
年
。

（
65
）　

同
前
、
二
三
頁
。

（
66
）　

前
掲
書
『
学
制
百
年
史
』（
資
料
編
）、
四
四
七
頁
。

（
67
）　

大
橋
隆
憲
『
日
本
の
階
級
構
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
二
三
頁
。

（
34
）　

同
前
、
一
三
頁
。

（
35
）　
『
教
育
雑
誌
』
は
『
婦
女
雑
誌
』
と
同
じ
商
務
印
書
館
よ
り
一
九
〇
九
年
か
ら

一
九
四
八
年
ま
で
刊
行
さ
れ
る
。
近
代
教
育
へ
の
転
換
を
図
り
、
当
時
の
教
育
事
情
を

記
録
し
て
国
内
の
教
育
の
問
題
点
を
論
じ
た
。
初
期
は
主
に
西
欧
諸
国
と
日
本
の
教
育

理
論
お
よ
び
教
育
制
度
を
翻
訳
し
、
中
国
の
教
育
の
近
代
化
を
先
導
し
た
。

（
36
）　

賈
豊
臻
「
日
本
工
業
教
育
家
手
島
精
一
之
歴
史
」『
教
育
雑
誌
』
第
十
巻
第
五
号
、

一
九
一
八
年
五
月
、
一
三
〜
一
八
頁
。

（
37
）　

賈
豊
臻
、『
教
育
雑
誌
』
第
九
巻
第
八
号
、
五
七
〜
六
五
頁
。

（
38
）　

江
蘇
省
第
二
師
範
付
属
小
学
職
業
科
主
任
、
李
廷
燮
、『
教
育
雑
誌
』
第
十
巻
第
五
号
、

一
九
一
八
年
五
月
、
一
七
〜
二
三
頁
。

（
39
）　

無
錫
女
士
、
胡
周
輝
、『
教
育
雑
誌
』
第
五
巻
第
十
二
巻
、
九
五
〜
一
一
〇
頁
。

（
40
）　
『
共
立
女
子
学
園
百
年
史
』
共
立
女
子
学
園
百
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
年
、
三

頁
。

（
41
）　

同
前
。

（
42
）　

同
前
、
七
頁
。

（
43
）　

下
田
歌
子
『
帝
国
婦
人
協
会
趣
旨
』
一
八
九
八
年
。

（
44
）　

女
子
工
芸
学
校
は
以
下
の
理
由
に
よ
っ
て
帝
国
婦
人
協
会
の
事
業
の
中
心
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
明
治
三
十
六
年
、
実
践
女
学
校
と
合
弁
し
て
実
践
女
学
校
中
等
部
と
改
称

し
た
。
帝
国
婦
人
協
会
の
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
教
育
部
門
に
お
け
る
各
種
学
校
の
開
設

の
み
に
終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
実
践
女
学
校
と
女
子
工
芸
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
附
属
学
校

（
慈
善
女
学
校
と
下
婢
養
成
所
）
は
短
期
間
で
閉
校
し
た
か
ら
で
あ
る
。『
近
代
日
本
の

「手
芸
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』（
山
崎
明
子
、
世
織
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。

（
45
）　
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』
実
践
女
子
学
園
発
行
、
一
九
八
一
年
、
八
二
頁
。

（
46
）　

女
子
工
芸
学
校
は
そ
の
名
称
に
「
工
芸
」
を
冠
し
て
い
る
が
、
実
際
の
教
科
は
手
芸

科
目
で
あ
る
。
下
田
の
著
書
『
女
子
手
芸
要
訣
』（
家
庭
文
庫
第
八
編
、
博
文
館
、
明
治

三
十
二
年
）
と
『
女
子
の
技
芸
』（
女
子
自
修
文
庫
第
三
編
、
冨
山
房
、
明
治
三
十
八
年
）

を
考
察
す
る
と
、
彼
女
が
「
技
芸
」「
工
芸
」「
手
芸
」
に
つ
い
て
明
確
な
内
容
の
区
別
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（
82
）　

熊
賢
君
『
女
子
教
育
史
』
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
二
六
頁
。

（
83
）　
『
教
育
雑
誌
』
第
十
巻
第
十
号
、
一
四
三
〇
三
〜
一
四
三
〇
四
頁
。

（
84
）　

大
西
斉
『
支
那
の
現
状
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
八
年
、
二
三
六
頁
。

（
85
）　

上
巻
、
総
税
務
司
署
統
計
科
出
版
、
民
国
二
十
年
、
一
五
八
〜
一
六
七
頁
。

（
86
）　
『
日
華
貿
易
ノ
概
況
』
商
工
省
貿
易
局
出
版
、
昭
和
六
年
、
一
一
頁
。

（
87
）　

尚
實
、
第
一
巻
第
十
一
号
、
一
九
二
〜
一
九
五
頁
。

参
考
文
献

阿
部
洋
『
中
国
の
近
代
教
育
と
明
治
日
本
』
龍
渓
書
舎
、
二
〇
〇
二
年

飯
塚
信
雄
『
手
芸
の
文
化
史
』
文
化
出
版
局
、
一
九
八
七
年

汪
婉
『
清
末
中
国
対
日
教
育
視
察
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年

小
野
和
子
『
中
国
女
性
史
』
平
凡
社
、
一
九
七
八
年

崔
淑
芬
『
中
国
女
子
教
育
史
』
中
国
書
店
、
二
〇
〇
七
年

女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
・
近
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年

『
東
京
の
女
子
教
育
』
東
京
都
、
一
九
六
一
年

日
本
女
子
大
学
教
育
研
究
所
編
『
明
治
の
女
子
教
育
』
国
土
社
、
一
九
六
七
年

三
好
信
浩
『
日
本
の
女
性
と
産
業
教
育
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
〇
年

三
好
信
浩
『
日
本
女
子
産
業
教
育
史
の
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
一
二
年

村
上
信
彦
『
明
治
女
性
史　

中
巻
後
篇　

女
の
職
業
』
理
論
社
、
一
九
七
一
年

山
崎
明
子
『
近
代
日
本
の
「手
芸
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
世
織
書
房
、
二
〇
〇
五
年

（
68
）　

新
人
社
よ
り
、
一
九
〇
九
年
〜
一
九
一
九
年
に
か
け
て
発
行
。

（
69
）　

大
塚
楠
男
「
婦
人
職
業
問
題
」『
新
女
界
』
新
人
社
、
第
二
巻
第
八
号
、
一
九
四
三
年

八
月
。

（
70
）　

脇
田
晴
子
・
林
玲
子
・
永
原
和
子
編
『
日
本
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、

二
三
二
頁
。

（
71
）　
「
女
子
職
業
熱
の
勃
興
」『
東
洋
時
論
』
一
九
一
〇
年
六
月
号
。

（
72
）　

原
文
は
、「
今
之
言
教
育
者
莫
不
趨
重
於
実
用
無
論
初
高
小
学
及
中
学
師
範
均
以
実
用

主
義
為
目
的
」
で
あ
る
。「
説
女
学
之
改
良
」『
婦
女
雑
誌
』
山
東
省
立
第
一
女
子
師
範

学
校
校
長
周
幹
庭
講
演
、
学
生
荘
維
明
、
呉
琬
記
録
、
第
一
巻
第
十
号
、
九
〇
頁
。

（
73
）　

日
本
の
文
部
大
臣
に
当
た
る
。

（
74
）　

愛
国
女
学
は
、
一
九
〇
二
年
に
蔡
元
培
ら
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
創
設
当
初
は
革

命
の
役
に
立
つ
女
性
の
人
材
を
養
成
す
る
機
関
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
七
年
一
般
の
女

学
校
へ
と
改
編
さ
れ
た
。

（
75
）　

和
訳
は
『
中
国
の
近
代
化
と
教
育
』（
石
川
啓
二
・
大
塚
豊
編
、
明
治
図
書
出
版
、

一
九
八
四
年
、
九
〇
頁
）
に
よ
る
。

（
76
）　

清
末
に
は
、
民
間
教
育
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
女
子
職
業
学
校
が
あ
っ
た
が
、
女

子
職
業
学
校
の
設
立
が
制
度
化
さ
れ
た
の
は
民
国
の
教
育
成
立
以
降
の
こ
と
で
あ
る
の

で
、
本
稿
で
は
民
国
成
立
後
の
女
子
職
業
学
校
だ
け
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。

（
77
）　
「
中
国
現
代
女
子
教
育
史
」（
程
謫
凡
、
中
華
書
局
、
一
九
三
六
年
）『
中
国
近
現
代
女

性
学
術
叢
刊
』
十
四
、
孫
暁
梅
主
編
、
線
装
書
局
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
六
頁
。
原
文
：

「
女
子
職
業
学
校
得
就
地
方
情
形
與
其
性
質
所
宜
参
照
各
項
実
業
学
校
規
程
辦
理
」。

（
78
）　

崔
淑
芬
『
中
国
女
子
教
育
史
』
中
国
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
二
三
五
頁
。

（
79
）　

中
央
教
育
科
学
研
究
所
編
『
中
国
現
代
教
育
大
事
記
』
教
育
科
学
出
版
社
、

一
九
八
八
年
、
三
頁
。

（
80
）　

熊
賢
君
『
女
子
教
育
史
』
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
八
二
頁
。

（
81
）　

前
掲
書
「
中
国
現
代
女
子
教
育
史
」、
二
一
一
頁
。
原
文
：「
女
子
有
相
当
之
職
業
即

可
以
自
謀
生
活
一
方
面
可
以
減
軽
男
子
負
担
一
方
面
可
以
増
加
国
家
富
力
」。
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は
じ
め
に
―
―
教
養
の
成
立
に
つ
い
て
、
筒
井
清
忠
説
へ
の
疑
問

　

教
養
お
よ
び
修
養（

1
）に

つ
い
て
は
、
唐
木
順
三
の
『
現
代
史
へ
の
試
み
』
を
は

じ
め
、
多
く
の
研
究
業
績
が
あ
る
。
筒
井
清
忠
は
『
日
本
型
「
教
養
」
の
行

方
』
の
冒
頭
で
、
教
養
の
成
立
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
し
て
明
治
末
期
の
修
養

ブ
ー
ム
に
触
れ
、
明
治
末
期
に
ア
ノ
ミ
ー
状
況
か
ら
脱
す
る
べ
く
「
共
通
0

0

の
解

決
の
方
向
性
」（
傍
点
、
引
用
者
）
を
持
つ
修
養
が
青
年
た
ち
の
個
人
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
の
間
で
生
ま
れ
た（

2
）と

分
析
し
、
大
正
期
の
学
歴
エ
リ
ー
ト
を
中
心
と
し

た
「
教
養
主
義
」
と
大
衆
文
化
と
し
て
の
「
修
養
主
義
」
は
「
明
治
後
期
に

「修
養
主
義
」
と
し
て
同
時
に
同
一
物

0

0

0

と
し
て
成
立
し
た
」（
傍
点
、
引
用
者（

3
））

と
説
い
て
い
る
。
後
来
の
多
く
の
研
究
は
、
特
に
教
養
の
成
立
や
教
養
と
明
治

期
の
修
養
ブ
ー
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
筒
井
の
説
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　

し
か
し
、
筒
井
の
説
に
は
い
く
つ
か
さ
ら
な
る
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
筒
井
が
修
養
の
学
校
教
育
に
お
け
る
側
面
を
見
逃
し

た
こ
と
で
あ
る
。
修
養
は
少
な
く
と
も
、
修
養
書
籍
、
学
校
教
育
と
宗
教
関
係

者
が
主
導
す
る
思
想
運
動
と
い
う
三
つ
の
側
面
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
側
面
に
対
す
る
研
究
は
、
修
養
の
性
質
、
す
な
わ
ち
個
人
に
よ
る
〈
自

律
〉
と
国
家
に
よ
る
〈
他
律
〉
の
拮
抗
関
係
に
つ
い
て
異
な
る
結
論
を
導
く
の

で
あ
る（

4
）。

も
う
一
つ
は
、「
大
正
教
養
主
義
は
明
治
後
期
の
修
養
主
義
か
ら
出

立
し
た（

5
）」

と
い
う
教
養
の
成
立
の
説
明
で
あ
る
。
筒
井
は
、
阿
部
次
郎
や
安
倍

能
成
ら
と
先
輩
の
魚
住
折
蘆
と
の
影
響
関
係
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
折
蘆
の
思
想

の
ル
ー
ツ
を
修
養
の
思
想
運
動
家
の
西
田
天
香
、
綱
島
梁
川
に
ま
で
遡
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
前
に
引
用
し
た
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
。
し
か
し
、
魚
住
折
蘆
は

か
つ
て
「
僕
の
受
け
た
個
人
の
感
化
は
内
村
先
生
を
第
一
に
置
き
、
次
は
柴
崎

嬢
で
あ
る
、
第
三
は
綱
島
先
生
で
あ
る
。
第
四
は
安
倍
、
阿
部
、
小
山
、
宮
本

教
養
の
成
立
を
再
考
す
る

―
―
谷
川
徹
三
の
内
面
的
成
長
史
を
中
心
に
―
―

張　

鈴



150

期
に
「
人
格
の
修
養
（
以
下
で
論
証
す
る
が
、
こ
れ
は
当
時
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
教
養
で
あ
る
。
以
下
は
〈
教
養
〉
で
記
す
）」
と
い
う
自
我
形
成
の
手
段
が
生

成
し
つ
つ
あ
り
、
修
養
・〈
教
養
〉・
煩
悶
青
年
は
時
間
的
に
、
十
年
程
度
の
重

な
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

小
論
で
は
、
哲
学
者
・
教
養
主
義
者
の
谷
川
徹
三
（
一
八
九
五
〜
一
九
八
九
）

を
取
り
上
げ
る
。
谷
川
徹
三
は
明
治
末
期
に
中
等
教
育
を
受
け
、
一
九
一
三
年

三
月
に
旧
制
愛
知
県
立
第
五
中
学
（
現
愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
）
を
卒
業
し
、

旧
制
第
一
高
等
学
校
に
入
学
し
た
。
一
九
一
八
年
ま
で
の
五
年
に
わ
た
っ
て
一

高
に
籍
を
置
き
、
そ
の
後
、
京
都
大
学
で
西
田
幾
多
郎
に
学
ん
だ
。
卒
業
後
は

同
志
社
大
学
、
後
に
法
政
大
学
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
、
文
学
・
時
勢
・
美

術
・
思
想
な
ど
多
く
の
領
域
で
評
論
を
執
筆
し
て
い
た
。
戦
後
は
世
界
政
府
の

支
持
者
と
し
て
、
ま
た
茶
道
や
美
学
の
評
論
で
も
注
目
さ
れ
た
。
彼
は
「
親

鸞
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
・
ゲ
ー
テ
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
ま
た
阿
部
次
郎
・
安
倍

能
成
・
小
宮
豊
隆
・
寺
田
寅
彦
・
野
上
豊
一
郎
・
和
辻
哲
郎
ら
の
漱
石
山
脈
に

近
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
阿
部
・
和
辻
ら
漱
石
門
下
と
同
じ
く
教
養
主
義
に

立
」
ち
、「
哲
学
的
教
養
者
」
で
、「
啓
蒙
家
」
と
い
わ
れ
る（

9
）。

彼
は
一
九
三
〇

年
代
、
教
養
に
つ
い
て
議
論
し
始
め
、
和
辻
哲
郎
、
阿
部
次
郎
、
安
倍
能
成
と

同
様
に
教
養
主
義
の
提
唱
者
と
な
り
、
修
養
・〈
教
養
〉
に
培
わ
れ
た
教
養
主

義
者
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　

谷
川
徹
三
は
一
九
一
〇
年
代
初
頭
に
煩
悶
し
、
修
養
運
動
に
よ
っ
て
は
煩
悶

か
ら
解
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、〈
教
養
〉
に
よ
っ
て
立
ち
直
っ
た
。
五
年
に

の
諸
君
―
―
一
高
出
身
の
サ
ー
ク
ル
―
―
で
あ
る
（
こ
れ
は
皆
年
代
順
に
な
ら

べ
て
一
二
と
云
ふ
の
で
あ
る（

6
））」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
回
想
か
ら
す
れ
ば
、
折

蘆
と
、
後
に
教
養
主
義
者
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
安
倍
ら
と
の
間
の
思
想

的
影
響
関
係
は
、
一
方
的
な
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
筒

井
は
、
ア
ノ
ミ
ー
的
情
況
が
煩
悶
青
年
や
堕
落
青
年
な
ど
の
現
象
を
生
み
出
し
、

こ
の
よ
う
な
「
ア
ノ
ミ
ー
的
な
状
況
打
開
の
た
め（

7
）」

に
修
養
運
動
が
起
こ
っ
た

と
見
て
い
る
。
だ
が
、
は
た
し
て
煩
悶
青
年
と
修
養
は
単
純
な
乗
り
越
え
る
／

乗
り
越
え
ら
れ
る
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

小
論
は
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
筒
井
の
論
を
破
棄

し
、
教
養
の
成
立
を
修
養
と
煩
悶
青
年
と
の
関
わ
り
を
考
え
た
上
で
見
つ
め
直

そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
看
過
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、
明
治
末
期
の
個
人

主
義
の
台
頭
で
あ
る
。
煩
悶
青
年
や
堕
落
青
年
が
明
治
末
期
の
個
人
主
義
の
受

容
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
、
川
口
さ
つ
き
ら
の
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て

い
る（

8
）。

加
え
て
、
修
養
は
、
自
己
形
成
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
教
養

と
一
致
し
、
自
我
に
対
す
る
意
識
の
芽
生
え
は
個
人
主
義
の
影
響
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
個
人
主
義
の
受
容
と
い
う
視
座
か
ら
、
煩
悶
青
年
、
修
養
と
教
養
の
形

成
お
よ
び
相
互
関
係
を
洗
い
直
す
必
要
が
あ
る
が
、
い
ま
ま
で
の
研
究
で
は
、

修
養
を
め
ぐ
る
研
究
に
お
い
て
も
、
教
養
を
め
ぐ
る
研
究
に
お
い
て
も
、
煩
悶

青
年
は
周
辺
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
大
正
期
に
浮
上
す
る
教
養
は
、
日
露
戦
争

前
後
に
話
題
に
な
っ
た
煩
悶
青
年
と
は
無
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
青

年
の
煩
悶
と
い
う
現
象
は
大
正
期
に
も
引
き
続
き
見
ら
れ
、
加
え
て
、
明
治
末
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教養の成立を再考する

一
、
修
養
の
時
代

　

谷
川
徹
三
が
中
学
三
年
生
（
一
九
一
〇
年
）
の
時
に
書
い
た
作
文
集
「
夏
期

休
暇
宿
題 

五
十
の
日
子（

11
）」（

未
刊
行
、
以
下
「
五
十
の
日
子
」
と
い
う
）
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
作
文
集
は
、
谷
川
の
中
学
生
の
夏
休
み
の
生
活
を
記
録
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
、
修
養
と
い
う
言
葉
が
合
わ
せ
て
四
カ
所
に
現
れ
、
そ
の
な

か
の
一
カ
所
は
、
一
篇
の
作
文
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

作
文
集
を
見
れ
ば
、
若
き
谷
川
徹
三
が
読
書
に
努
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。「
作
文
自
修
宝
鑑
は
作
文
自
修
の
好
書
籍
。
格
言
処
生
訓
は
品
性
修

養
に
資
す
べ
く
、
西
国
立
志
編
を
読
ん
で
、
発
憤
せ
ざ
る
は
人
に
あ
ら
じ
と
感

じ
ぬ
、
維
新
百
傑
・
橋
本
左
内
共
に
英
雄
の
言
行
を
知
つ
て
、
修
養
の
た
す
け

た
ら
ん
と
思
ひ
た
り
」（「
読
書
」）。
そ
こ
に
は
、
積
極
的
な
読
書
に
よ
っ
て
人

格
の
向
上
に
努
め
よ
う
と
す
る
若
き
谷
川
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
西
国

立
志
編
』『
格
言
処
生
訓
』
は
、
当
時
広
く
読
ま
れ
た
修
養
書
だ
っ
た
。

　

谷
川
の
作
文
に
は
規
範
が
多
く
存
在
す
る
。「
健
全
な
る
精
神
は
、
健
康
な

る
身
体
に
宿
る
も
の
を
。
身
体
髪
膚
敢
え
て
毀
傷
せ
ざ
る
が
孝
の
始
め
な
る
」

（「
病
気
」）。
東
西
の
名
言
を
並
べ
た
、
体
を
大
事
に
す
べ
き
だ
と
い
う
規
範
で

あ
る
。「
学
問
の
目
的
は
徳
性
修
養
に
あ
り
、
学
は
末
な
り
。
品
性
は
本
な
り
。

（
中
略
）
成
績
下
り
し
を
憂
ふ
べ
か
ら
ず
。
己
の
品
性
下
劣
な
る
を
憂
ふ
べ
し
、

然
り
」（「
い
ろ
い
ろ 
二
」）。
学
問
よ
り
品
性
を
重
視
す
べ
き
だ
と
い
う
儒
教
的

わ
た
っ
て
一
高
に
籍
を
置
い
た
谷
川
徹
三
が
経
験
し
た
苦
悶
は
、
学
校
教
育
と

密
着
し
た
修
養
、
一
高
と
い
う
場
で
覚
醒
し
た
〈
個
〉
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、

煩
悶
青
年
の
代
表
者
と
も
い
え
る
藤
村
操
の
そ
れ
と
通
底
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
藤
村
操
は
「
人
生
不
可
解
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
投
身
自

殺
し
た
が
、〈
教
養
〉
を
通
し
て
自
己
を
成
長
さ
せ
た
谷
川
徹
三
は
煩
悶
と
自

殺
の
危
機
か
ら
逃
れ
た
。
谷
川
徹
三
は
修
養
・〈
教
養
〉・
煩
悶
と
い
う
三
つ
の

要
素
に
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
学
校
教
育
・
思
想
運
動
・
修
養
書
籍
と
い
う
修

養
の
三
つ
の
面
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
表
題
の
テ
ー
マ
を
考

察
す
る
の
に
よ
い
素
材
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
考
察
は
、
文
化
、
文
学
諸
分

野
で
評
論
活
動
を
展
開
し
て
い
た
谷
川
徹
三
を
研
究
す
る
基
盤
に
も
な
る
。

　

小
論
は
具
体
的
に
は
、
谷
川
の
内
面
的
成
長
史
を
、
修
養
に
勉
め
た
中
学
校

時
代
、
自
殺
危
機
と
煩
悶
の
時
期
に
あ
た
る
旧
制
第
一
高
等
学
校
入
学
前
後
、

転
機
と
な
っ
た
一
高
在
学
中
と
い
う
、
三
つ
に
区
分
し
て
、
修
養
や
〈
教
養
〉

の
性
質
を
検
証
す
る
。
さ
ら
に
谷
川
の
一
高
の
先
輩
で
あ
り
、
煩
悶
青
年
・
修

養
・〈
教
養
〉
に
関
わ
っ
て
い
る
藤
村
操
、
阿
部
次
郎
、
安
倍
能
成
、
折
蘆
魚

住
影
雄
、
藤
原
正
ら
の
言
説
を
補
助
資
料
と
し
て
用
い
、
煩
悶
青
年
と
修
養
に

努
め
た
人
々
や
、
後
に
教
養
主
義
者
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
思
想
的
近
縁
性
を
検

討
す
る
。〈
教
養
〉
に
よ
っ
て
内
面
的
な
成
長
を
遂
げ
た
谷
川
の
過
程
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
正
初
期
の
旧
制
高
校
に
お
け
る
「
読
書
に
よ
る
自
己
形

成（
10
）」、

す
な
わ
ち
教
養
の
成
立
を
再
考
し
て
み
る
。
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作
文
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
反
省
文
の
よ
う
に
見
え
る
上
記
の
引
用
は
、
若
き

谷
川
の
思
考
回
路
を
示
す
。
ま
ず
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
生
活
す
べ
き
だ

と
い
う
規
範
が
あ
る
。
彼
は
規
範
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
規
範
に
合
致
し
な
い
部

分
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
己
を
責
め
て
非
常
に
悔
し
が
っ
た
。
こ
の
悔
し
さ
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
修
養
に
努
め
る
決
意
を
固
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

当
時
の
彼
は
慰
め
ら
れ
た
と
感
じ
た
。
若
き
谷
川
は
主
に
自
己
反
省
と
い
う
手

段
を
用
い
て
自
我
形
成
に
努
め
た
。
彼
の
一
日
は
、
下
の
引
用
の
よ
う
に
始
ま

り
、
そ
し
て
終
わ
る
。

朝
起
き
し
時
、
夜
寝
に
就
く
時
、
在
舎
の
頃
は
皇
居
と
、
父
母
の
坐
ま
せ

る
方
を
伏
し
拝
み
て
、
今
日
の
事
を
追
憶
せ
し
が
、
こ
の
五
十
日
間
は
佛

壇
の
先
祖
を
拝
し
、
宮
城
と
己
の
学
ぶ
学
校
を
遙
拝
し
て
、
一
日
を
追
憶

し
、
以
て
反
省
に
供
し
ぬ
。

日
誌
は
記
し
て
文
を
錬
り
、
又
反
省
に
供
す
る
も
の
（「
修
養
」）。

　

日
記
を
つ
け
て
一
日
を
振
り
返
り
反
省
す
る
こ
と
は
、
曾
子
の
「
わ
れ
日
に

み
た
び
わ
が
身
を
か
え
り
み
る
」（
論
語
・
学
而
篇
）
を
想
起
さ
せ
る
。
偉
人
曾

子
の
行
動
ま
で
も
、
学
ぶ
べ
き
内
容
、
す
な
わ
ち
規
範
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
、
日
記
を
付
け
る
こ
と
は
、
谷
川
の
一
生
の
習
慣
に
な
る
。

　

唐
木
順
三
は
『
現
代
史
へ
の
試
み
』
で
、
修
養
を
前
近
代
的
な
修
行
と
同
じ

も
の
と
し
、
両
者
に
は
、「
典
型
の
存
す
る
こ
と
、
生
活
と
行
為
に
関
す
る
こ

な
規
範
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
規
律
正
し
く
生
活
を
送
る
べ
き
だ
、
日
記
を
付
け

る
べ
き
だ
と
い
っ
た
規
範
が
見
ら
れ
る
。
以
上
は
、
当
時
の
人
間
形
成
に
と
っ

て
基
本
的
な
規
範
で
あ
り
、
若
い
学
生
に
と
っ
て
は
普
遍
的
な
価
値
だ
っ
た
と

も
い
え
る
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
若
き
谷
川
は
、
規
範
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
彼

は
こ
れ
ら
の
規
範
に
抵
抗
せ
ず
、
逆
に
、
そ
れ
ら
の
規
範
を
彼
の
自
己
反
省
の

モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
反
省
の
習
慣
を
身
に
付
け
た
。
次
の
引
用

は
彼
の
自
己
反
省
の
思
考
回
路
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

愉
快
に
暮
さ
ん
こ
の
夏
季
の
、
予
が
希
望
は
自
分
乍
ら
多
少
難
し
と
思
ひ

き
。
然
れ
ど
も
か
く
迄
と
は
思
は
ざ
り
き
。
宿
題
に
追
は
れ
ん
と
は
、
思

は
ざ
り
き
。
之
も
諸
先
生
の
教
を
守
ら
ず
、
規
則
正
し
き
生
活
を
せ
ざ
り

し
為
な
ら
ん
と
、
考
ふ
れ
ば
今
更
乍
ら
そ
の
非
を
は
ぢ
ぬ
。

何
故
、
余
は
時
間
表
を
作
り
て
之
を
践
ま
ざ
り
し
な
ら
ん
か
。
規
則
正
し

く
暮
さ
ざ
り
し
な
ら
ん
か
。
も
し
規
律
正
し
く
暮
せ
し
な
ら
ん
に
も
、
臍

を
か
む
事
も
な
か
り
け
ん
に
。
我
心
怠
惰
心
に
駆
ら
れ
て
、
良
と
信
じ
乍

ら
之
を
行
ふ
事
能
ず
、
余
は
己
の
意
志
薄
弱
な
る
を
痛
切
に
感
じ
ぬ
。
感

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ず
る
と
共
に
、
一
層
の
修
養
を
要
す
る
を
自
覺
し
ぬ
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

自
覺
す
る
と
共
に
、

万
難
を
排
し
て
奮
励
一
番
せ
ん
と
決
心
し
ぬ
。
か
く
決
心
す
れ
ば
心
の
中

何
と
な
く
爽
に
、
慿
は
去
っ
て
元
気
は
入
り
ぬ
。
腕
は
鳴
り
ぬ
（「
勉
強
」、

傍
点
は
引
用
者
）。
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教養の成立を再考する

二
、
谷
川
の
煩
悶

　

谷
川
徹
三
の
人
生
の
危
機
は
、
中
学
五
年
生
（
一
九
一
二
年
）
の
性
の
覚
醒

に
よ
っ
て
幕
を
開
け
る
。『
自
伝
抄
』
に
よ
れ
ば
、
中
学
四
年
生
に
な
る
と
、

背
が
急
速
に
伸
び
、
そ
し
て
五
年
生
に
な
る
と
急
に
性
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
つ
い
に
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
習
慣
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
高
に
入

る
と
好
き
な
人
が
で
き
る
が
、
告
白
で
き
ず
谷
川
は
恋
煩
い
す
る
。
当
時
に
つ

い
て
、
谷
川
は
「
そ
れ
で
ま
た
自
慰
を
し
て
自
己
嫌
悪
に
お
ち
い
る（

15
）」

と
回
想

し
て
い
る
。
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
し
た
の
は
、「
罪
の
意
識
と
言
っ

て
も
、
き
た
な
い
と
い
う
思
い
と
結
び
つ
い
た
や
ま
し
さ
の
感
情（

16
）」

で
あ
っ
た
。

こ
の
自
責
の
念
と
自
己
嫌
悪
は
次
第
に
、
自
ら
の
生
に
対
す
る
疑
問
と
い
う
大

き
な
哲
学
の
問
題
に
変
り
つ
つ
あ
っ
た
。
谷
川
は
『
第
一
高
等
学
校 

校
友
会

雑
誌
』（
以
下
、『
校
友
会
雑
誌
』
と
略
す
）
に
、
自
ら
の
煩
悶
を
投
影
し
た
短
歌

を
寄
稿
し
た
。「
わ
が
は
た
ち
ま
は
だ
か
に
し
て
ふ
き
狂
ふ
嵐
の
な
か
を
走
れ

る
ご
と
し
／
か
く
て
わ
が
は
た
ち
の
年
も
す
ぎ
な
ん
と
ふ
る
さ
と
の
海
に
も
の

を
お
も
へ
り
／
と
こ
し
へ
に
覚
め
ざ
る
わ
れ
と
お
も
へ
ど
も
あ
か
つ
き
こ
そ
は

祈
り
も
す
な
る（

17
）」。「

ま
は
だ
か
に
し
て
ふ
き
狂
ふ
嵐
の
な
か
を
走
れ
る
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
、
冷
た
い
、
絶
望
感
が
じ
わ
じ
わ
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

青
年
谷
川
の
人
生
の
危
機
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
汚
い

と
思
い
つ
つ
、
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
や
め
ら
れ
ず
、
自
ら
の
意
識
の
弱
さ
を

と
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
修
養
は
「
四
書
五

経
が
則
る
べ
き
経
典
で
あ
り
、
君
子
、
大
丈
夫
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
あ
つ

た（
12
）」

と
主
張
し
、
体
系
を
持
つ
「
礼
」
を
「
型
」
の
例
と
し
て
、「
思
惟
体
系
」

「
生
活
体
系
」
を
規
制
す
る
型
の
喪
失
を
嘆
い
て
い
る（

13
）。「

近
代
の
〈
修
養
〉
は

「型
」
を
持
つ
前
近
代
の
〈
修
養
〉
と
同
じ
だ
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た
」

た
め
、
唐
木
の
論
は
後
年
の
研
究
者
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た（

14
）。

近
代
に
入
っ
て
、

東
西
の
知
恵
を
広
く
受
け
入
れ
た
日
本
に
は
、
確
か
に
体
系
を
持
っ
た
思
想
が

見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
断
片
的
な
知
恵
は
、
大
衆
の
行
為
を
自
律

さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
集
ま
り
が
よ
う
や
く
、
ひ
と
揃
い
の
規
範
・

「
型
」
と
な
っ
た
。「
型
」
が
再
建
さ
れ
た
な
ら
ば
、
唐
木
の
「
典
型
の
存
す
る

こ
と
、
生
活
と
行
為
に
関
す
る
こ
と
」
と
い
う
指
摘
は
、
ま
だ
有
効
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
修
養
と
い
う
も
の
は
、
自
己
形
成
の
意
志
と
結
び
つ
き
、
他
律
的
な

規
範
を
自
律
的
な
も
の
に
転
化
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
自
体
は
、
疑
い
を
差
し
挟
む
余
地
の
な
い
大
き
な
規
範
と
し
て
存
在

し
て
い
る
。
谷
川
が
中
学
校
時
期
に
取
り
込
ん
だ
修
養
は
、
規
範
の
な
か
の
規

範
と
し
て
、
谷
川
の
思
考
回
路
を
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
規
範
自
体
を
批
判

せ
ず
、
規
範
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
自
己
改
善
を
求
め
る
と
い
う
回
路
で
あ
る
。

若
き
谷
川
の
激
し
い
自
己
否
定
の
精
神
と
、
修
養
と
い
う
大
き
な
規
範
を
疑
う

こ
と
な
く
内
面
化
す
る
傾
向
が
こ
れ
ら
の
作
文
に
散
見
さ
れ
る
。
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染
み
深
い
、
つ
ま
り
既
知
に
属
す
る
知
識（

20
）」

と
な
っ
た
。
初
期
「
有
害
論
」
は
、

マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
禁
止
す
る
理
由
を
道
徳
や
理
性
と
結
び
付
け
た
、
個
人

の
レ
ベ
ル
の
規
範
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
末
期
に
至
る
と
、「
有
害
論
」
は
、

｢

マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と
立
身
出
世
が
で
き
ず
、
国
家
に
貢
献
で
き
な

い
。
故
に
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
は
い
け
な
い｣

と
い
う
論
理
で
、
国
家

と
結
び
つ
い
た
議
論
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
外
部
の
規
範
を
参
照
し
て
個

人
を
自
律
し
よ
う
と
す
る
欲
望
は
、
国
家
が
個
人
の
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ

う
と
す
る
欲
望
に
接
続
さ
れ
た
。
宮
川
透
や
木
本
至
、
赤
川
学（

21
）が

す
で
に
指
摘

し
た
よ
う
に
、「
修
養
思
想
は
（
中
略
）
国
家
権
力
が
上
か
ら
他
律
的
に
課
し

た
禁
欲
倫
理
を
、
内
面
的
自
律
的
な
も
の
に
転
換
す
る
と
い
う
形
で
、
客
観
的

に
は
忠
良
な
る
臣
民
の
形
成
と
い
う
役
割
を
演
じ
た（

22
）」。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の

立
身
出
世
論
と
結
び
つ
い
た
「
有
害
論
」
に
も
あ
て
は
ま
る
。
立
身
出
世
論
は

国
家
権
力
と
個
人
に
よ
る
自
律
の
要
求
を
繋
い
だ（

23
）。

一
方
、
谷
川
は
、
一
高
生

に
な
っ
た
時
点
で
明
る
い
未
来
が
見
え
、
出
世
が
ほ
ぼ
保
証
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
国
家
に
貢
献
で
き
な
い
か
ら
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
は
い
け
な
い
、

と
い
う
個
人
と
国
家
の
つ
な
が
り
が
切
断
さ
れ
、
言
い
換
え
れ
ば
、
立
身
出
世

論
と
結
び
つ
い
た
「
有
害
論
」
の
有
効
性
は
谷
川
に
と
っ
て
意
味
を
持
た
な

か
っ
た
。
谷
川
徹
三
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
レ
ベ
ル
の
初
期
「
有
害
論
」
に
留

ま
っ
て
お
り
、
彼
の
性
は
国
家
の
管
理
か
ら
逸
脱
し
た
。
性
を
め
ぐ
る
悩
み
が
、

谷
川
の
〈
自
我
〉
す
な
わ
ち
己
の
内
心
へ
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で

あ
る
。

感
じ
、
自
己
嫌
悪
に
陥
る
。
そ
こ
か
ら
〈
自
己
〉
に
対
す
る
意
識
が
自
己
嫌
悪

の
念
と
同
時
に
生
ま
れ
、
自
己
嫌
悪
が
次
第
に
自
己
否
定
ひ
い
て
は
内
面
的
な

煩
悩
に
転
じ
た
。

　

修
養
は
規
範
と
し
て
、
人
々
に
そ
れ
ら
に
適
応
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
修

養
に
努
め
れ
ば
努
め
る
ほ
ど
、
規
範
が
多
く
な
り
、
自
己
に
対
し
て
不
満
を
抱

く
可
能
性
も
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
若
き
谷
川
は
意
識
せ
ず
、
マ
ス
タ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
規
範
（
以
下
は
略
し
て
「
有
害
論
」
と

い
う
）
を
疑
い
も
な
く
受
け
入
れ
た
。
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
行
為
は
ほ

か
の
「
悪
習
」
と
比
べ
て
、
特
異
性
が
あ
る
。
作
文
「
勉
強
」
に
述
べ
ら
れ
た

よ
う
に
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
ら
な
か
っ
た
場
合
、
谷
川
は
自
ら
の
怠
惰
と

意
志
の
弱
さ
を
責
め
、
今
度
こ
そ
は
と
決
心
を
つ
け
る
こ
と
で
、
自
己
否
定
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
め

る
こ
と
は
、
同
時
代
の
作
家
武
者
小
路
実
篤
が
自
伝
的
な
長
編
小
説
で
告
白
し

た
よ
う
に
、「
く
り
か
へ
さ
れ
て
や
む
こ
と
の
な
い
、
又
絶
望
し
切
ら
な
い
戦

い
の
連
続（

18
）」

だ
っ
た
。
や
む
こ
と
の
な
い
性
欲
と
の
戦
い
の
結
果
と
し
て
、
若

き
谷
川
が
自
ら
の
意
志
の
弱
さ
ば
か
り
を
感
じ
、
自
己
嫌
悪
・
自
己
否
定
に

陥
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
「
有
害
論
」
そ
の
も
の
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
て
み
る
。
近
代
以
前
の

漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
、
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
特
に
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た（

19
）

が
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
そ
れ
を
禁
物
と
見
な
す
西
洋
の
規
範
を
受
け
入
れ
た

日
本
で
は
、「
有
害
論
」
が
「
日
本
の
民
衆
に
と
っ
て
も
、
あ
る
程
度
ま
で
馴
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教養の成立を再考する

三
、
個
人
主
義
の
受
容
と
煩
悶
青
年

　

恋
煩
い
を
し
、「
自
慰
を
し
て
自
己
嫌
悪
に
お
ち
い
る（

27
）」

若
き
谷
川
は
、
急

に
自
己
意
識
が
強
く
な
り
、「
煩
悶
青
年
で
意
気
消
沈
し（

28
）」

て
い
た
。
苦
悩
に

満
ち
た
生
活
を
ど
の
よ
う
に
し
て
積
極
的
に
肯
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
谷

川
に
と
っ
て
哲
学
的
問
題
に
な
る
。〈
自
我
〉
を
追
究
す
る
と
い
う
点
に
お
い

て
、
谷
川
は
九
年
先
輩
の
藤
村
操
と
、
通
底
す
る
苦
悩
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
内
面
的
な
悩
み
を
抱
え
、
人
生
の
問
題
を
考
え
た
結
果
、
自
ら
の
命
を

絶
っ
た
藤
村
操
は
煩
悶
青
年
の
代
表
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
徳
富
蘇
峰

に
よ
っ
て
「
失
恋
し
た
る
か
為
め
に
、
滝
壺
に
陥
り
て
自
殺
し
た
る
徒
の
如
き

は
、
煩
悶
病
の
初
期
に
属
す
る
者
に
過
き
さ
る
也（

29
）」

と
決
め
つ
け
ら
れ
た
が
、

操
は
個
人
主
義
の
時
代
へ
の
転
換
を
い
ち
早
く
意
識
し
た
、
煩
悶
青
年
の
先
覚

者
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
煩
悶
青
年
の
内
面
的
な
悩
み
、
人
生
の
問
題
の

生
起
は
、
個
人
主
義
の
受
容
が
も
た
ら
し
た
個
の
覚
醒
と
分
け
て
考
え
に
く
い

の
で
あ
る
。
次
に
、
操
の
遺
書
に
関
わ
っ
た
個
人
主
義
論
争
の
言
説
を
整
理
す

る
。

　

藤
村
操
の
自
殺
の
前
後
に
、
個
人
主
義
を
受
け
入
れ
る
べ
き
か
否
か
を
め

ぐ
っ
て
、
青
年
た
ち
は
『
校
友
会
雑
誌
』
の
紙
面
に
お
い
て
論
議
し
た
。
特
に

操
が
自
殺
し
た
後
の
一
九
〇
四
、一
九
〇
五
年
、
魚
住
折
蘆
、
安
倍
能
成
、
阿

部
次
郎
ら
が
個
人
主
義
の
旗
を
掲
げ
、
そ
れ
ま
で
の
第
一
高
等
学
校
の
校
風
で

　

谷
川
の
性
欲
と
自
律
と
い
う
葛
藤
か
ら
生
ま
れ
た
煩
悩
は
、
第
一
高
等
学
校

と
い
う
場
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
自
己
反
省
に
よ
っ
て
の
み
自
己
の
改
善
を
図

る
と
い
う
修
養
が
彼
の
思
考
回
路
を
規
定
し
た
と
す
れ
ば
、
一
高
と
い
う
場
が
、

彼
の
悩
み
の
行
方
（
膨
ら
ま
せ
方
）
を
規
定
し
た
と
も
い
え
る
。
マ
ス
タ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
ら
立
身
出
世
が
で
き
な
い
と
い
う
規
範
か
ら
解
放
さ
れ
、
一
高

生
と
し
て
出
世
が
ほ
ぼ
保
証
さ
れ
て
は
い
た
が
、
彼
は
初
期
「
有
害
論
」
を
絶

え
ず
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
嫌
悪
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
つ
い
に
自
殺
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
書
か
れ
た
あ
る
一
高
生

活
を
主
題
と
し
た
修
養
書
は
、
一
高
生
を
「
深
く
人
生
観
的
思
索
を
辿
っ
た
」

と
高
く
評
価
す
る
一
方
で
、
他
の
青
年
に
つ
い
て
は
「
「出
世
す
る
」
こ
と
よ

り
外
に
何
も
考
へ
な
か
っ
た
」
と
批
判
し
た（

24
）が

、
そ
の
論
理
が
転
倒
し
た
の
で

あ
る
。
一
高
生
（
あ
る
い
は
ほ
か
の
旧
制
高
校
の
学
生
）
に
な
り
、
出
世
が
ほ
ぼ

保
証
さ
れ
た
と
感
じ
る
が
ゆ
え
に
、
青
年
は
人
生
を
考
え
る
自
由
と
ゆ
と
り
を

手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
個
人
主
義
受
容
の
最
先
端
で
あ
る
第
一
高
等
学
校
と

い
う
場
は
、
立
身
出
世
論
と
国
家
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
そ
の
も
の
を
提
供
し

な
が
ら
、
自
由
の
も
た
ら
し
た
苦
悩
を
煩
悶
に
ま
で
発
酵
さ
せ
る
ゆ
と
り
を
提

供
す
る
。
谷
川
が
通
常
よ
り
二
年
長
く
一
高
に
在
学
し
、「
ほ
と
ん
ど
学
校
へ

出
な
い
で
」、「
東
京
へ
帰
る
と
し
ば
ら
く
は
毎
日
、
図
書
館
へ
閉
じ
こ
も
っ
た

り（
25
）」

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
学
校
の
寛
容（

26
）で

あ
り
、
逆
に
言
え
ば
、
学
生

に
与
え
ら
れ
た
〈
ゆ
と
り
〉
を
裏
付
け
る
。
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個
人
主
義
の
起
点
は
、
竟
に
我
が
存
在
の
自
覚
に
基
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
我

が
存
在
の
自
覚
な
く
ば
、
我
れ
無
し
と
い
ふ
も
可
な
り
。
己
に
我
れ
無
し
。

個
人
主
義
は
何
に
よ
り
て
立
た
ん
や（

37
）。

自
芽マ

マ

の
萌
芽
は
、
更
に
進
ん
で
自
己
存
在
の
自
覚
と
な
る（

38
）。

個
人
主
義
は
個
人
の
権
能
を
主
張
す
。
然
ら
ば
個
人
と
は
何
ぞ
や
。
我
れ

は
果
し
て
こ
の
権
能
の
主
張
に
堪
へ
得
る
や
。
嗚
呼
「
我
れ
（
個
人
）
と

は
何
ぞ
や
」、
こ
れ
最
も
陳
く
し
て
而
か
も
常
に
最
も
新
し
き
問
題
な
り
。

世
に
之
よ
り
大
な
る
問
題
な
く
、
之
よ
り
困
難
な
る
問
題
な
し
。
さ
れ
ど

是
れ
実
に
我
等
が
焦
眉
の
問
題
に
し
て
、
又
永
続
の
問
題
な
り
。「
我
れ

と
は
何
ぞ
や
」、
是
れ
あ
ら
ゆ
る
疑
問
の
中
心
な
り
、
根
本
な
り（

39
）。

　

藤
村
操
の
自
死
は
、
ま
さ
に
自
ら
の
存
在
に
対
す
る
自
覚
の
結
果
と
し
て
の

絶
望
で
あ
る
。
操
の
遺
言
の
全
文
を
次
に
引
用
す
る
。

悠
々
た
る
哉
天
壌
、
遼
々
た
る
哉
古
今
、
五
尺
の
小
躯
を
以
て
此
大
を
は

か
ら
む
と
す
。
ホ
レ
ー
シ
ョ
の
哲
学
竟
に
何
等
の
オ
ー
ソ
リ
チ
ー
を
価
す

る
も
の
ぞ
。
万
有
の
真
相
は
唯
一
言
に
し
て
悉
す
、
日
く
「
不
可
解
。」

我
こ
の
恨
を
懐
い
て
煩
悶
終
に
死
を
決
す
。
既
に
巌
頭
に
立
つ
に
及
ん
で
、

胸
中
何
等
の
不
安
あ
る
な
し
。
始
め
て
知
る
大
い
な
る
悲
観
は
大
い
な
る

あ
る
籠
城
主
義
と
対
峙
す
る
姿
勢
を
示
す（

30
）。

籠
城
主
義
と
は
、「
謹
倹
尚
武
」

の
価
値
を
高
揚
し
、
学
校
以
外
の
社
会
を
濁
世
と
し
て
け
な
す
考
え
方（

31
）で

あ
る
。

一
方
、
個
人
主
義
は
、「
自
我
の
発
展
、
自
己
理
性
の
満
足（

32
）」

を
目
的
と
す
る

見
地
で
あ
る
。
折
蘆
は
、「
真
正
の
意
義
に
於
け
る
向
上
主
義
と
博
愛
主
義
と

は
、
亦
此
の
個
人
主
義
よ
り
出
で
し
者
な
り
と
す
」、「
自
己
理
性
の
発
展
、
之

を
度
外
視
し
て
人
世
の
要
義
何
処
に
か
存
せ
む（

33
）」

と
説
い
た
。
後
に
人
格
主
義

を
唱
え
て
青
年
を
リ
ー
ド
す
る
阿
部
次
郎
は
、「
父
母
は
仏
陀
の
実
在
と
来
世

の
賞
罰
と
を
教
へ
た
れ
ど
も
我
等
は
抑
も
何
の
処
に
仏
陀
の
実
在
を
見
、
何
の

故
を
以
て
来
世
の
賞
罰
を
信
ず
べ
き
か
。
教
師
は
忠
孝
が
唯
一
絶
対
の
徳
な
る

を
教
へ
た
け
ど
も
、
我
は
子
を
し
て
其
父
に
反
か
し
め
妻
を
し
て
其
夫
に
逆
か

し
め
ん
が
た
め
に
来
れ
り
と
い
ふ
峻
烈
な
宣
言
を
な
す
人
の
子
あ
る
を
如
何
す

べ
き
や
、
是
等
の
両
説
は
孰
れ
か
是
孰
れ
か
非
な
る
、
此
等
の
是
非
を
判
別
す

る
に
吾
人
は
何
等
の
標
準
に
よ
る
べ
き
ぞ
や（

34
）」

と
叫
び
、
宗
教
、
国
家
の
価
値

観
を
疑
い
、
新
た
に
〈
個
人
〉
を
中
心
と
す
る
価
値
観
を
示
し
た
。
当
時
在
学

し
て
い
た
安
倍
能
成
は
阿
部
次
郎
の
論
説
に
賛
成
の
意
を
示
し
、
阿
部
次
郎
の

態
度
を
「
個
人
的
修
養
の
上
に
自
己
安
住
の
地
を
求
め
ん
と
す
る（

35
）」

も
の
と
ま

と
め
た
。
ま
た
、
安
倍
能
成
は
「
個
人
主
義
を
論
ず
」
を
発
表
し
、「
個
人
の

存
在
を
自
覚
し
、
個
人
の
判
断
に
従
ひ
、
個
人
の
真
相
を
闡
明
し
、
個
人
の
価

値
と
威
厳
と
を
認
識
し
て
之
を
主
張
し
、
以
て
個
人
の
発
展
を
勉
む
」
と
い
う

意
味
の
〈
個
人
中
心
主
義（

36
）〉

を
唱
え
て
い
る
。
彼
は
、
個
人
主
義
が
〈
個
〉
の

覚
醒
に
基
づ
く
こ
と
を
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
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自
殺
を
真
剣
に
人
生
を
考
え
た
上
の
主
体
的
な
選
択
と
し
て
受
け
止
め
た（

44
）。

そ

の
理
由
は
、
同
時
期
の
彼
ら
が
操
と
同
様
に
煩
悶
し
、
自
己
形
成
へ
の
道
を
積

極
的
に
探
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
個
人
主
義
の
受

容
で
自
我
に
対
す
る
意
識
が
生
じ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
後
の
教
養
主
義
者
も

含
め
た
青
年
が
み
な
煩
悶
し
、
そ
れ
ぞ
れ
脱
出
の
方
法
を
考
え
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

谷
川
徹
三
の
煩
悶
の
引
き
金
は
恋
煩
い
と
「
有
害
論
」
で
、
藤
村
の
そ
れ
と

は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い（

45
）が

、
国
家
管
理
か
ら
逸
脱
し
た
〈
性
〉
を
き
っ
か
け

に
し
て
〈
個
〉
が
覚
醒
し
、
結
局
煩
悶
と
人
生
に
対
す
る
哲
学
的
な
思
考
に
導

か
れ
た
こ
と
は
、
藤
村
操
と
同
様
で
あ
る
。
操
は
「
不
可
解
」
と
死
で
納
得
し

た
が
、
谷
川
は
生
へ
の
強
い
意
志
を
持
ち
、
絶
え
ず
〈
死
〉
以
外
の
答
え
を
探

し
て
い
た
。
煩
悶
青
年
谷
川
徹
三
は
立
ち
直
る
た
め
に
、
漂
泊
の
旅
に
出
た
り
、

北
海
道
の
鉱
山
町
ま
で
行
っ
た
り
、
百
姓
に
な
ろ
う
と
し
た
り
し
て
い
た
。
百

姓
に
な
り
農
業
労
働
に
取
り
組
む
の
は
、
当
時
の
修
養
団
に
よ
く
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
彼
は
生
活
を
一
新
す
る
た
め
に
、
一
時
仏
教
修
養
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
近
角
常
観
の
求
道
学
舎
に
入
っ
て
い
た
。
求
道
学
舎
に
い
る
日
々
を
振
り

返
り
、
谷
川
は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
求
道
学
舎
の
生
活
は
朝
夕
仏
前
で
正
信

偈
と
阿
弥
陀
経
を
誦
す
る
勤
行
以
外
に
は
別
に
ほ
か
と
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

（
中
略
、
引
用
者
注
）
私
の
信
仰
は
い
っ
こ
う
進
ま
な
か
っ
た（

46
）」。「

そ
の
頃
、
絶

え
ず
私
の
念
頭
を
去
来
し
た
の
は
、
「正
信
偈
」
の
中
の
一
句
、
能
発
一
念
喜

愛
心　

不
断
煩
悩
得
涅
槃
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
喜
愛
心
を
発
す
る
こ
と
が
私

楽
観
に
一
致
す
る
を（

40
）。

　

藤
村
操
は
、
時
間
・
空
間
の
広
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
自
己
の
存
在
を
「
五
尺

の
小
躯
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
操
は
自
己
に
対
す
る
自

覚
、
世
界
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
る
。「
万
有
の
真
相
」
を
求
め
よ
う
と

し
た
が
、
そ
の
結
論
は
「
不
可
解
」
だ
っ
た
。「
不
可
解
」
し
か
、
操
を
納
得

さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
操
は
死
を
選
ん
だ
。
不

可
解
や
死
は
悲
観
論
だ
と
よ
く
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
こ
そ
が
真
理
で
あ
る
以
上
、

真
理
を
手
に
入
れ
た
と
操
は
楽
観
的
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。
藤
村
操
が
死
を
通

し
て
求
め
た
の
は
、
安
倍
能
成
が
「
我
れ
と
は
何
ぞ
や
」
と
問
い
か
け
、
個
人

主
義
を
論
じ
て
求
め
た
も
の
と
、
同
様
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

藤
村
操
の
死
は
、
社
会
か
ら
国
に
必
要
な
人
材
が
失
わ
れ
た
と
い
っ
た
批
判

を
浴
び
た（

41
）

が
、
一
高
の
同
窓
は
彼
に
理
解
を
示
し
て
い
る
。
魚
住
折
蘆
は
、

「
僕
の
曩
日
の
苦
痛
は
藤
村
君
の
外
に
知
り
う
る
も
の
な
く
、
藤
村
君
の
死
ん

だ
心
は
僕
の
外
に
察
し
う
る
も
の
は
な
い
と
い
ふ
様
な
感
が
し
た
。
又
藤
村
君

は
至
誠
真
摯
で
あ
つ
た
か
ら
死
に
、
僕
は
真
面
目
が
足
り
な
か
つ
た
か
ら
自
殺

し
得
な
ん
だ
の
だ
と
思
つ
た（

42
）」

と
、
彼
の
死
を
肯
定
的
に
取
り
上
げ
た
。
そ
し

て
、
安
倍
能
成
は
、
操
が
「
『宇
宙
の
大
本
、
人
生
の
根
本
義
』
の
解
釈
に
煩

悶
し
、
懊
悩
遂
に
死
に
至
る
」、「
こ
の
真
境
地
を
知
ら
ん
も
の
は
唯
君
な
ら
ん

の
み（

43
）」

と
、「
我
れ
と
は
何
ぞ
や
」
の
答
え
を
追
求
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
親

友
の
死
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
当
時
の
一
高
の
学
生
は
、
操
の
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情
に
溢
れ
た
そ
の
表
現
に
よ
つ
て
、
大
波
の
う
ね
り
を
も
つ
た
そ
の
力
強
い
リ

ズ
ム
に
よ
っ
て
、
私
の
中
に
生
命
の
息
吹
き
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
た（

49
）」。「

私
は

特
に
意
気
消
沈
し
た
折
な
ど
に
は
、
そ
の
詩
の
一
節
を
、
さ
う
い
ふ
場
合
に
は

『大
道
の
歌
』
な
ど
が
最
も
よ
か
つ
た
が
、
声
を
あ
げ
て
読
ん
だ（

50
）」。

　

リ
ン
カ
ー
ン
に
捧
げ
た
「
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
の
追
憶
」
は
、
谷
川
の
好
き

な
詩
で
あ
る
。
高
校
生
向
け
の
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
紹
介
（
一
九
五
六
年
）
に
お
い

て
、
谷
川
は
自
ら
の
理
解
を
若
い
読
者
に
説
明
す
る
。
こ
の
詩
は
リ
ン
カ
ー
ン

の
死
を
追
悼
し
、
や
が
て
そ
の
「
死
か
ら
離
れ
て
、
多
く
の
人
達
の
死
を
、
そ

し
て
死
そ
の
も
の
を
歌
い
始
め
る
」。「
彼
に
と
っ
て
死
も
生
も
一
つ
の
も
の
な

の
だ（

51
）」。「

死
も
生
も
一
つ
の
も
の
」
と
い
う
考
え
は
、
藤
村
操
の
「
大
い
な
る

悲
観
は
大
い
な
る
楽
観
に
一
致
す
る
」
と
い
う
悟
り
、
後
に
谷
川
自
身
が
書
く
、

「
虚
無
思
想
と
名
づ
く
べ
き
も
の
は
皆
相
対
的
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は

あ
る
一
つ
の
肯
定
の
強
調
で
あ
る（

52
）」

と
い
う
考
え
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

谷
川
の
好
き
な
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
と
し
て
は
、
ほ
か
に
「
ぼ
く
自
身
の

歌
」（
ま
た
は
「
自
我
の
歌
」
と
訳
さ
れ
る
）
が
あ
る
。
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
「
自

己
の
中
に
は
世
界
が
あ
り
、
世
界
は
す
べ
て
自
己
の
表
現（

53
）」

と
い
う
世
界
観
が

こ
の
詩
に
頻
繁
に
現
れ
る
。
藤
村
は
「
五
尺
の
小
躯
」
を
も
っ
て
「
万
有
の
真

相
」
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
最
終
的
に
「
不
可
解
」
に
帰
結
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
は
個
人
と
世
界
の
関
係
に
つ
い
て
、
自
己
す
な
わ
ち

世
界
と
い
う
独
特
の
解
答
を
谷
川
に
提
供
し
た
。
そ
れ
に
、
こ
の
『
草
の
葉
』

に
収
め
ら
れ
た
代
表
的
な
詩
に
は
「
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
や
は
り
強
烈
に
、

に
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
で
き
な
か
っ
た
。
信
仰
の
き
び
し
い
デ
ィ
ア
レ
ク

テ
ィ
ー
ク
に
私
の
心
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

47
）」。

求
道
に
よ
っ
て
新

し
い
出
発
を
求
め
た
が
、
結
局
失
敗
し
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
近
角
常
観

は
〈
修
養
〉
の
流
れ
を
汲
む
仏
教
思
想
家
で
、「
「仏
」
が
ひ
と
つ
の
「人
格
」

と
し
て
自
己
に
迫
っ
て
く
る
こ
と
で
、
人
間
は
知
的
で
道
徳
な
生
き
方
を
選
び

取
れ
る
よ
う
に
な
る（

48
）」

と
い
う
の
が
彼
の
修
養
思
想
の
中
核
と
い
わ
れ
る
。
近

角
常
観
は
規
範
を
与
え
ず
、
念
仏
勤
行
に
よ
る
人
間
の
自
己
形
成
を
待
望
す
る

が
、
若
き
谷
川
に
と
っ
て
は
、
自
己
形
成
に
必
要
な
知
恵
が
得
ら
れ
ず
、
ゆ
え

に
救
い
に
な
ら
な
か
っ
た
。
信
仰
が
進
ま
な
い
、
す
な
わ
ち
、
ま
さ
に
修
養
に

努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
い
を
求
め
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
煩
悶
青

年
谷
川
徹
三
は
他
に
救
い
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
規
範
を
与

え
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
近
角
常
観
の
修
養
概
念
は
、
当
時
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
教
養
と
近
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
転
機

　

谷
川
徹
三
は
求
道
学
舎
に
い
る
間
も
読
書
を
続
け
、
本
屋
で
偶
然
ホ
イ
ッ
ト

マ
ン
の
英
語
版
『
草
の
葉
』
を
入
手
し
た
。『
草
の
葉
』
と
の
出
会
い
は
、
谷

川
の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
谷
川
徹
三
は
多
く
の
回
想
文
に

お
い
て
、『
草
の
葉
』
が
肯
定
の
風
を
吹
き
込
ん
だ
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
ホ

イ
ッ
ト
マ
ン
は
「
一
切
の
存
在
を
肯
定
し
抱
擁
す
る
博
大
な
心
に
よ
つ
て
、
熱
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も
深
淵
の
前
に
立
た
せ
て
い
た
否
定
の
精
神
か
ら
や
っ
と
脱
し
て
い
た
と
は
い

え
、
私
の
中
に
は
ま
だ
積
極
的
に
大
き
く
人
生
を
肯
定
す
る
気
持
ち
は
育
っ
て

い
な
か
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
に
ニ
ー
チ
ェ
を
読
ん
で
そ
う
い
う
気
持
ち
へ
の
鼓
舞

は
受
け
て
い
た
け
れ
ど
、
ま
だ
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
が
心
の
奥
に
あ
っ
た

の
だ
。
そ
れ
が
ゲ
ー
テ
を
知
っ
て
気
持
ち
が
大
き
く
動
い
て
き
た
の
で
あ
る（

59
）」。

文
学
書
や
哲
学
書
の
読
破
と
著
名
な
師
に
親
炙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
谷
川
の

自
己
否
定
の
衝
動
が
緩
和
さ
れ
た
。
恋
煩
い
と
マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
招
い
た

自
己
嫌
悪
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
読
書
は
、
人
生
に
関
す
る
思
考
、
よ
り
正
確

に
言
え
ば
〈
死
〉
に
関
す
る
思
考
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
の
思
考
は
、

一
九
一
七
年
の
「
否
定
・
肯
定（

60
）」

と
い
う
論
文
に
凝
縮
さ
れ
る
。
一
高
の
英
法

科
に
入
学
し
た
谷
川
が
父
親
の
望
む
法
学
に
進
学
せ
ず
、
哲
学
を
選
ん
だ
の
も
、

彼
が
哲
学
の
思
考
に
相
当
進
ん
で
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
否
定
か
ら
肯
定
へ

　
「
否
定
・
肯
定
」
は
、
谷
川
が
一
高
を
卒
業
す
る
前
の
年
の
一
九
一
七
年
に

本
名（

61
）で

『
校
友
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
、
同
雑
誌
に
お
け
る
一
高
生

谷
川
の
最
後
の
寄
稿
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、「
『校
友
会
雑
誌
』
の
数

多
い
評
論
の
中
で
も
最
も
高
い
水
準
に
達
し
て
い
る（

62
）」

と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

本
名
を
使
っ
た
の
は
、
過
去
と
切
り
離
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
再
出
発
す
る
意

図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
、
後
に
谷
川
自
身
が
語
っ
て
い
る
。

も
っ
と
個
人
的
な
形
で
暗
示
さ
れ
て
い
る
」
と
、
デ
ビ
ッ
ド
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

が
指
摘
し
て
い
る（

54
）。

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
に
溢
れ
る
肉
体
と
性
（
特
に
マ
ス
タ

ベ
ー
シ
ョ
ン
）
そ
し
て
生
の
肯
定
は
、
恋
煩
い
と
「
有
害
論
」
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
青
年
谷
川
に
と
っ
て
、
一
種
の
救
い
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

谷
川
は
、
最
初
一
人
で
『
草
の
葉
』
を
読
ん
で
い
た
が
、
一
九
一
七
年
に
八

木
澤
善
次
と
市
河
彦
太
郎
に
つ
れ
ら
れ
て
有
島
武
郎
が
主
宰
し
た
「
草
の
葉

会
」
に
行
き
、
以
来
、
熱
心
な
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
。「
草
の
葉
会
」
は
、
八

木
澤
と
市
河
ら
一
高
や
東
京
帝
大
の
学
生
が
有
島
武
郎
を
囲
ん
で
『
草
の
葉
』

を
読
む
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
色
の
強
い
会
合
で
、「
初
め
一
時
間
か
一
時
間
半
、
『草

の
葉
』
を
先
生
に
読
ん
で
訳
し
て
も
ら
っ
て
、
あ
と
は
自
由
な
放
談
を
す
る（

55
）」。

後
半
に
な
る
と
、「
文
学
の
話
、
美
術
の
話
、
政
治
の
話
、
歴
史
の
話
、
哲
学

の
話
、
相
当
話
題
は
広
か
っ
た（

56
）」。『

草
の
葉
』
を
き
っ
か
け
に
、
谷
川
は
有
島

武
郎
に
親
炙
し
た
。

　
「
草
の
葉
会
」
で
、
有
島
は
自
ら
の
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
論
を
敷
衍
し
た
。
谷
川

の
心
に
残
さ
れ
た
有
島
の
言
葉
に
、「
人
間
は
頭
だ
け
先
へ
ど
ん
な
に
進
ん
で

も
精
神
の
諸
能
力
が
そ
れ
に
伴
は
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
が
、
社
会
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
へ
る（

57
）」

と
い
う
一
句
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
有
島
武
郎
の
「
草

の
葉
―
―
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
に
関
す
る
考
察
」
に
お
け
る
、「
何
故
魂
だ
け
を
後

ろ
に
残
し
て
、
物
皆
な
は
噪
い
だ
走
り
競
べ
を
し
よ
う
と
す
る
の
か（

58
）」

と
い
う

嘆
き
と
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

谷
川
の
回
想
に
よ
る
と
、「
親
鸞
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
に
よ
っ
て
、
私
を
い
つ
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た
と
え
ば
、
谷
川
は
「
我
々
は
人
生
の
意
義
と
価
値
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
現
世
を
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
一
頁
）
と
述
べ
る
。

押
し
付
け
ら
れ
た
人
生
の
意
義
や
価
値
を
肯
定
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
表
現
は
、
ゲ
ー
テ
が
好
ん
で
使
っ
た
ド
イ
ツ
語m

üssen

（
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
の
翻
訳
調
の
模
倣
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
否
定
・
肯
定
」
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。「
こ
れ
は
私
が
今
迄
の
懐

疑
か
ら
の
が
れ
出
た
状
態
で
あ
り
思
惟
過
程
で
あ
る
ゆ
え
に
私
の
体
験
で
あ
り

思
索
で
あ
る
。
そ
し
て
信
仰
で
あ
る
。
こ
の
私
の
信
仰
が
何
処
に
矛
盾
が
あ
る

に
し
て
も
私
の
体
験
で
あ
る
ゆ
え
に
私
は
た
う
と
い
。
そ
し
て
そ
の
時
私
は
中

世
期
の
神
学
者
に
な
ら
つ
て
斯
う
い
つ
て
も
い
い
「矛
盾
せ
る
ゆ
え
に
私
は
信

ず
る
の
だ
」」（
一
九
頁
）。
そ
の
時
谷
川
は
厭
世
観
を
持
つ
彼
自
身
だ
け
に
で

は
な
く
、
谷
川
と
似
た
よ
う
な
虚
無
感
を
抱
く
青
年
に
対
し
て
も
、
こ
の
よ
う

に
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

青
年
谷
川
徹
三
が
一
高
在
学
中
に
体
験
し
た
、
読
書
に
よ
る
思
考
遍
歴
は
、

規
範
が
ア
プ
リ
オ
リ
的
に
存
在
し
、
そ
の
規
範
と
の
照
合
に
よ
っ
て
自
己
改
造

に
努
め
る
と
い
う
学
校
教
育
と
、
修
養
書
の
閲
覧
を
主
な
内
容
と
す
る
修
養
の

過
程
と
の
明
ら
か
な
相
違
を
示
す
。
目
標
・
模
範
が
存
在
す
る
修
養
と
異
な
っ

て
、
特
定
し
た
自
我
の
像
を
持
た
ず
に
、
主
体
的
に
諸
国
の
文
化
的
栄
養
を
吸

収
し
て
人
格
を
形
作
る
過
程
は
、
読
書
に
よ
る
自
己
形
成
を
図
る
教
養
の
過
程

で
あ
り
、
安
倍
能
成
や
阿
部
次
郎
が
一
高
で
論
じ
た
「
人
格
の
修
養
」
で
も
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
安
倍
、
阿
部
の
い
わ
ゆ
る
「
人
格
の
修
養
」
す
な
わ
ち
〈
教

　

こ
の
論
文
で
谷
川
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
創
造
的
進
化
』
に
あ
る
肯
定
と
否

定
に
関
す
る
論
述
か
ら
、
否
定
を
経
て
い
な
い
肯
定
は
本
当
の
肯
定
で
は
な
い

と
い
う
論
文
の
基
本
的
な
観
点
を
引
き
出
し
、
ゲ
ー
テ
の
一
切
を
肯
定
す
る
気

概
を
以
て
、
あ
え
て
厭
世
観
・
虚
無
観
を
肯
定
し
、
厭
世
観
・
虚
無
観
か
ら
意

義
と
価
値
を
発
見
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
厭
世
論
を

ひ
っ
く
り
返
し
て
読
み
、「
不
満
と
缺
乏
と
が
な
い
な
ら
ば
世
に
活
動
と
進
展

は
な
い
」（
八
頁
）
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
パ
ウ
ル
ゼ
ン

の
厭
世
観
を
四
つ
の
部
分
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
反
論
し
、「
厭
世
は
要
す
る
に

各
個
人
の
感
情
に
す
ぎ
な
い
」
と
判
断
す
る
。
ま
た
、
ゲ
ー
テ
の
名
言
を
ド
イ

ツ
語
で
引
用
し
、「
物
自
体
は
不
可
知
で
あ
る
」
こ
と
を
肯
定
す
る
と
同
時
に
、

「
か
か
る
事
実
は
決
し
て
我
々
を
し
て
現
世
を
厭
離
せ
し
む
る
原
因
で
は
な
い
」

（
一
一
頁
）
と
宣
言
す
る
。
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
フ
ロ
ベ
ー
ル
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
芸
術
家
の
虚
無
思
想
に
も
少
し
触
れ
て
か
ら
、
最
後
の
結
論

に
到
達
す
る
。「
虚
無
思
想
と
名
づ
く
べ
き
も
の
は
皆
相
対
的
の
も
の
に
す
ぎ

な
い
。
そ
れ
は
あ
る
一
つ
の
肯
定
の
強
調
で
あ
る
」（
一
六
頁
）。
谷
川
は
「
否

定
・
肯
定
」
で
、
彼
が
一
高
在
学
中
に
生
と
死
に
関
す
る
思
想
家
の
論
説
を
読

み
漁
っ
た
成
果
を
示
し
、
彼
自
身
に
あ
る
「
懐
疑
的
思
想
並
び
に
虚
無
的
享
楽

思
想
」
を
克
服
す
る
た
め
に
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
、
カ
ン
ト
、
ゲ
ー
テ
な
ど
の
生
命

肯
定
論
者
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
パ
ウ
ル
ゼ
ン
な
ど
の

厭
世
家
を
対
峙
さ
せ
、
生
命
肯
定
論
で
厭
世
論
を
是
認
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の

論
文
に
は
、「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
の
多
用
が
目
立
つ
。
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教養の成立を再考する

去
つ
た（

66
）」

と
述
べ
、
煩
悶
か
ら
解
脱
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
も
宗
教
を
通
し

て
個
人
形
成
を
遂
げ
た
の
だ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
修
養
は
「
人
格
の
修
養
」

（
後
の
教
養
）
と
と
も
に
、
個
人
主
義
の
受
容
の
副
産
物
で
あ
る
煩
悶
か
ら
解

脱
す
る
道
と
し
て
、
一
九
一
〇
年
前
後
に
有
効
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

右
の
一
高
生
の
言
説
の
分
析
に
よ
っ
て
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
ま
で
、

個
人
主
義
の
影
響
下
で
自
己
形
成
を
目
指
す
エ
リ
ー
ト
青
年
が
煩
悶
・〈
教

養
〉・
修
養
の
入
り
混
じ
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
、〈
教

養
〉
と
い
う
言
葉
が
旧
制
高
校
の
学
生
の
間
で
大
正
期
に
浮
上
す
る
こ
と
は
、

欧
米
文
芸
の
受
容
と
関
係
が
あ
り
、
そ
の
直
接
的
な
原
因
は
一
九
〇
六
年
か
ら

一
九
一
三
年
ま
で
一
高
の
校
長
を
務
め
て
い
た
新
渡
戸
稲
造
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。「
彼
は
学
生
に
多
く
の
思
想
家
・
文
学
者
・
著
名
人
の
著
作
、
な
か
ん

ず
く
欧
米
人
の
そ
れ
を
次
々
と
紹
介
し
て
読
書
す
る
こ
と
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
カ
ー
ラ
イ
ル
『衣
服
哲
学
』
を
は
じ
め
ゲ
ー
テ
『フ
ァ
ウ
ス
ト
』、
ミ
ル

ト
ン
『失
楽
園
』、
ダ
ン
テ
『神
曲
』
等
を
講
じ
た（

67
）」

こ
と
に
よ
り
、
多
く
の

一
高
生
を
魅
了
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
生
の
な
か
に
は
、
和
辻
哲
郎
や
野
上
豊
一

郎
な
ど
の
よ
う
な
、
西
洋
の
文
芸
と
文
化
に
精
通
し
た
、
後
に
教
養
主
義
者
と

呼
ば
れ
た
学
者
が
い
る
。
谷
川
徹
三
は
新
渡
戸
が
一
高
を
離
れ
る
一
九
一
三
年

に
入
学
し
、
新
渡
戸
の
教
え
に
直
に
接
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
新
渡
戸
以
来
の

読
書
習
慣
や
一
高
の
気
風
は
谷
川
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

養
〉
が
、
筒
井
な
ど
の
学
者
に
よ
っ
て
修
養
と
「
同
質
的
な
も
の
と
し
て
成
立

し
た（

63
）」

と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
修
養
と
〈
教
養
〉
と
、
自
己
形
成
と
い
う
目
標

が
一
致
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

明
治
末
期
の
和
辻
哲
郎
と
安
倍
能
成
、
大
正
初
期
の
谷
川
徹
三
ら
は
、〈
教

養
〉
を
通
し
て
煩
悶
か
ら
解
脱
し
た
。
し
か
し
、〈
教
養
〉
は
煩
悶
解
脱
の
唯

一
の
方
法
で
は
な
い
。
藤
村
操
の
親
友
で
個
人
主
義
の
支
持
者
で
あ
る
藤
原
正（

64
）

は
、
仏
教
へ
の
求
道
お
よ
び
仏
教
的
修
養
を
通
し
て
煩
悶
か
ら
解
脱
し
た
。
藤

原
正
は
操
の
自
死
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
日
々
さ
ま
よ
っ
て
い
た
。

『
校
友
会
雑
誌
』
で
、
藤
原
は
近
角
常
観
宛
の
書
簡
の
形
を
借
り
て
操
の
自
死

の
後
の
精
神
状
況
を
告
白
し
、「
一
度
は
天
地
を
呪
咀
し
て
、
魔
軍
に
投
ぜ
む

と
欲
せ
し
ま
で
に
堕
落
致
せ
し
、
煩
悩
の
塊
、
罪
悪
の
首
が
、
有
難
や
、
摂
取

の
光
明
に
照
さ
れ
て
、
大
光
の
摂
護
に
與
か
る
こ
と
、
誠
に
誠
に
、
神
変
不
思

議
の
奇
跡
に
候
は
ず
や
。
濁
悪
不
善
、
罪
業
深
重
の
我
身
、
一
朝
に
し
て
地
獄

を
脱
し
、
如
来
の
愛
児
と
、
相
成
り
申
候
こ
と
、
遍
に
遍
に
無
限
矜
哀
大
慈
大

悲
の
引
接
と
深
く
深
く
感
激
致
し
申
候（

65
）」

と
、
念
仏
か
ら
啓
示
を
受
け
た
こ
と

を
告
げ
た
。
藤
原
は
修
養
と
い
う
自
己
形
成
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
、
新
仏
教

に
従
っ
て
立
ち
直
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
主
義
受
容
史
に
お
け
る
重
要

な
主
張
者
で
あ
る
魚
住
折
蘆
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
仏
教
思
想
と
を
融
合
し

て
新
し
い
形
の
宗
教
を
作
ろ
う
と
し
た
。
藤
村
操
の
自
死
に
対
し
て
理
解
を
示

す
折
蘆
は
、
藤
村
操
が
自
殺
し
た
三
カ
月
後
、「
懐
疑
も
不
安
も
僕
の
全
人
は

こ
の
滔
々
と
し
て
有
無
を
洗
ひ
去
る
博
愛
の
感
情
の
大
い
な
る
流
の
中
に
没
し
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人
〉
の
形
成
を
目
指
し
た
が
、
念
仏
や
祈
祷
の
よ
う
な
宗
教
的
な
儀
式
を
通
し

て
自
己
形
成
を
終
え
た
彼
ら
は
、
修
養
の
系
列
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
修
養
と
〈
教
養
〉
の
差
異
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
一

高
生
の
経
験
に
鑑
み
れ
ば
、
修
養
と
〈
教
養
〉
は
、
い
か
な
る
主
体
を
形
成
す

べ
き
か
、
い
か
に
主
体
形
成
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
個
人
主
義
の
受
容
に
お
い

て
、
同
様
な
問
題
に
応
え
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な
る
の
で

あ
る
。
多
く
の
修
養
運
動
に
見
ら
れ
る
「
偉
人
崇
拝
」
の
よ
う
に
、
修
養
に
は

理
想
的
な
人
格
像
が
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
て
い
る
が
、〈
教
養
〉
に
は
決
ま
っ

た
目
標
が
な
く
、
人
々
は
〈
自
己
〉
を
価
値
判
断
の
基
準
に
し
、〈
自
己
〉
ら

し
い
人
格
を
追
求
す
る
。
修
養
は
労
働
や
冷
水
浴
の
よ
う
な
肉
体
鍛
錬
と
、
瞑

想
や
念
仏
の
よ
う
な
精
神
鍛
錬
で
理
想
的
な
人
格
へ
近
づ
こ
う
と
す
る
が
、

〈
教
養
〉
は
幅
広
い
読
書
に
よ
っ
て
人
格
形
成
を
目
指
す
。

　

明
治
末
期
・
大
正
初
期
で
は
、〈
教
養
〉
と
宗
教
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ

と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る（

69
）

が
、
そ
れ
は
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、〈
教
養
〉
と
修
養

が
同
じ
目
標
、
す
な
わ
ち
、
個
人
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
際
、
青
年
た
ち
は
藤
原
正
、
魚
住
折
蘆
ら
の
よ
う
に
〈
自
己
〉
を

宗
教
に
投
げ
込
み
、
宗
教
か
ら
救
い
を
得
る
の
で
は
な
く
、〈
自
己
〉
を
も
っ

て
宗
教
か
ら
自
己
形
成
の
知
恵
を
汲
む
の
で
あ
る
。
谷
川
徹
三
は
回
想
の
な
か

で
、「
否
定
の
精
神
か
ら
や
っ
と
脱
し
て
い
」
く
力
を
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
だ
け

で
は
な
く
、
親
鸞
か
ら
も
得
ら
れ
た
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
親
鸞
か
ら
力
を

得
ら
れ
た
こ
と
は
、
仏
教
、
さ
ら
に
修
養
運
動
と
連
想
さ
れ
や
す
い
が
、
こ
の

お
わ
り
に
―
― 

修
養
、〈
教
養
〉、
煩
悶
青
年
と
個
人
主
義
と
の
関

係
の
再
考

　

筒
井
清
忠
は
修
養
と
煩
悶
青
年
を
対
置
さ
せ
、
そ
し
て
明
治
末
期
に
〈
教

養
〉
が
修
養
に
内
包
さ
れ
て
い
た
と
見
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
個
人
主
義
の
高

揚
が
主
体
的
な
思
考
を
も
た
ら
し
、
そ
の
思
考
過
程
に
お
い
て
煩
悶
が
生
じ
、

修
養
も
〈
教
養
〉
も
異
な
っ
た
煩
悶
脱
出
・
主
体
形
成
の
方
法
で
あ
る
と
い
う

見
地
か
ら
す
れ
ば
、
明
治
末
期
に
一
高
に
在
学
し
て
い
た
藤
村
操
、
藤
原
正
、

魚
住
折
蘆
、
安
倍
能
成
、
阿
部
次
郎
と
大
正
期
在
学
の
谷
川
徹
三
と
を
、
個
人

主
義
の
受
容
と
い
う
一
つ
の
〈
系
譜
〉
の
な
か
に
あ
る
二
つ
の
〈
系
列
〉
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
主
義
と
い
う
風
潮
の
下
、
青
年
は
主
体
的

〈
個
人
〉
の
形
成
を
目
指
し
、
内
観
し
て
い
た
。
藤
村
操
は
「
信
仰
は
ほ
し
い

が
得
ら
れ
ぬ（

68
）」

と
言
い
、
宗
教
に
救
わ
れ
る
可
能
性
を
拒
否
し
、「
人
生
不
可

解
」
の
言
葉
を
残
し
て
死
を
選
ん
だ
が
、
同
時
代
の
一
高
生
で
あ
る
藤
原
正
、

魚
住
折
蘆
や
阿
部
次
郎
、
安
倍
能
成
も
操
と
同
様
な
煩
悶
を
抱
き
、
そ
れ
ぞ
れ

宗
教
の
修
養
運
動
と
読
書
・〈
教
養
〉
に
よ
っ
て
解
脱
を
得
た
。
煩
悶
青
年
と

い
う
現
象
は
大
正
初
期
ま
で
続
い
て
い
た
。
操
の
九
歳
下
の
後
輩
で
あ
る
谷
川

徹
三
は
、
人
生
煩
悶
の
た
め
自
殺
を
考
え
、
放
浪
し
た
。
結
果
的
・
思
想
史
的

に
見
れ
ば
、
谷
川
を
含
め
、
阿
部
次
郎
や
安
倍
能
成
な
ど
の
青
年
が
読
書
を
通

し
て
主
体
的
〈
個
人
〉
の
形
成
を
遂
げ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
〈
教
養
〉
の

系
譜
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
一
方
、
藤
原
正
、
魚
住
折
蘆
ら
も
主
体
的
〈
個
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教養の成立を再考する

蓮
沼
門
三
の
「修
養
団
」
活
動
」『
社
会
科
学
討
究
』
第
十
九
号
、
一
九
七
三
年
、
二
三

〜
二
四
頁
、
王
成
「
修
養
書
に
お
け
る
大
衆
啓
蒙
を
め
く
っ
て
」『
文
学
』
第
七
巻
第
二

号
、
二
〇
〇
六
年
三
・
四
月
、
六
八
頁
。

（
5
）　

筒
井
清
忠
『
日
本
型
「教
養
」
の
運
命
』、
二
七
頁
。

（
6
）　

魚
住
影
雄
『
折
蘆
書
簡
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
、
五
五
三
頁
。

（
7
）　

筒
井
清
忠
『
日
本
型
「教
養
」
の
運
命
』、
五
頁
。

（
8
）　

川
口
さ
つ
き
「
明
治
後
期
に
お
け
る
青
少
年
の
自
我
主
義
―
―
平
塚
ら
い
て
う
と
藤

村
操
」『
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
』
第
二
十
五
号
、
二
〇
〇
九
年
、
六
二
〜
七
六
頁
。
岡
義

武
「
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
新
し
い
世
代
の
成
長　

上
・
下
」『
思
想
』
第
五
一
二
号
、

一
九
六
七
年
、
一
〜
一
三
頁
、
第
五
一
三
号
、
一
九
六
七
年
、
八
九
〜
一
〇
四
頁
。

（
9
）　

高
橋
新
太
郎
「
谷
川
徹
三
」
木
俣
修
ほ
か
編
『
現
代
文
学
講
座
〈
第
八
集
〉
昭
和
編

I
―
―
人
と
作
品
』
明
治
書
院
、
一
九
六
一
年
、
六
八
頁
。

（
10
）　

唐
木
順
三
は
〈
教
養
〉
を
「
自
己
の
内
面
的
な
中
心
の
確
立
、
自
己
究
明
を
古
人
の

書
物
を
媒
介
と
し
て
果
た
そ
う
」
と
定
義
し
、
筒
井
清
忠
は
「
文
化
の
享
受
を
通
し
て

の
人
格
の
形
成
」
と
定
義
し
た
。
唐
木
順
三
『
新
版 

現
代
史
へ
の
試
み
』
筑
摩
書
房
、

一
九
六
三
年
、四
四
頁
、筒
井
清
忠
『
日
本
型
「教
養
」
の
運
命
』、三
頁
。
し
か
し
、「
享

受
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
個
人
と
し
て
の
主
体
性
が
見
え
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
読

書
に
よ
る
自
己
形
成
」
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

（
11
）　
「
夏
期
休
暇
宿
題 

五
十
の
日
子
」
は
谷
川
徹
三
が
旧
制
愛
知
県
立
第
五
中
学
校
の
三

年
生
の
夏
に
書
い
た
作
文
集
で
、
十
二
篇
の
作
文
か
ら
な
り
、
合
わ
せ
て
八
〇
〇
〇
字

弱
で
あ
る
。
作
文
の
タ
イ
ト
ル
は
順
番
に
「
帰
省
」「
病
気
」「
海
」「
交
友
」「
勉
強
」「
読

書
」「
修
養
」「
い
ろ
い
ろ 

一
」「
い
ろ
い
ろ 

二
」「
以
ろ
以
ろ 

三
」「
以
呂
以
呂 

四
」「
い

ろ
い
ろ 

五
」
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
作
文
集
か
ら
の
引
用
は
引
用
文
の
最
後
に
、
作
文

の
タ
イ
ト
ル
を
記
す
。「
夏
期
休
暇
宿
題 

五
十
の
日
子
」
は
、
谷
川
徹
三
の
郷
里
・
常

滑
市
の
在
住
者
を
主
た
る
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
谷
川
徹
三
を
勉
強
す
る
会
」
に
、
谷
川

俊
太
郎
氏
が
寄
託
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
た
び
、
こ
の
資
料
を
使
用
す
る
に
あ

た
り
、「
谷
川
徹
三
を
勉
強
す
る
会
」、
と
り
わ
け
会
員
の
森
下
肇
氏
に
は
大
変
お
世
話

場
合
は
〈
自
己
〉
を
も
っ
て
宗
教
か
ら
自
己
形
成
の
知
恵
を
汲
む
〈
教
養
〉
の

経
験
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

注（
1
）　

修
養
と
教
養
の
概
念
に
は
、
通
時
的
な
意
味
変
化
が
見
ら
れ
る
。
小
論
が
扱
う
修
養

と
教
養
は
、
い
わ
ゆ
る
「
修
養
主
義
」「
教
養
主
義
」
と
同
じ
意
味
で
、
人
間
形
成
・
人

間
教
育
の
一
つ
の
様
式
・
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
は
修
養
主
義
、
教
養
主
義
と

い
う
言
辞
が
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
小
論
で
は
修
養
と
教
養
を
使
う
。

（
2
）　

筒
井
清
忠
『
日
本
型
「教
養
」
の
運
命
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
一
五
頁
。

（
3
）　

同
前
、
三
三
頁
。

（
4
）　

す
な
わ
ち
、（
一
）、
学
校
教
育
。
学
校
教
育
は
修
身
教
育
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
教

育
勅
語
を
は
じ
め
と
す
る
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
大
衆
に
浸
透
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
渡
辺
典
子
が
指
摘
し
て
い
る
。（
二
）、
思
想
運
動
。
清
沢
満
之
を
取
り
上

げ
た
宮
川
透
は
、〈
修
養
〉
を
、〈
自
己
支
配
〉
の
自
律
的
願
望
か
ら
他
律
（
国
家
権
力

に
よ
る
強
制
を
も
含
む
）
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
見
て
い
る
が
、
松

村
憲
一
は
蓮
沼
門
三
の
修
養
団
を
め
ぐ
る
研
究
を
通
し
て
、〈
修
養
〉
は
「
天
皇
制
国
家

主
義
の
枠
内
に
か
か
え
込
ん
で
、
む
し
ろ
内
側
か
ら
こ
れ
を
積
極
的
に
支
え
」
た
も
の

だ
と
い
う
結
論
を
下
し
た
。（
三
）、
修
養
書
。
修
養
書
は
大
衆
を
主
な
読
者
と
し
て
想

定
し
て
い
る
た
め
、
啓
蒙
の
性
質
が
強
い
と
王
成
は
指
摘
し
て
い
る
。
渡
辺
典
子
「
地

域
社
会
に
お
け
る
青
年
・
成
人
の
〈
教
養
〉
と
学
習
―
―
埼
玉
県
入
間
郡
豊
岡
大
学
を

中
心
に
」
千
葉
昌
弘
・
梅
村
佳
代
編
『
地
域
の
教
育
の
歴
史
』
川
島
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、

宮
川
透
「
日
本
思
想
史
に
お
け
る
〈
修
養
〉
思
想
―
―
清
沢
満
之
の
「精
神
主
義
」
を

中
心
に
」
古
田
光
・
作
田
啓
一
・
生
松
敬
三
編
『
近
代
日
本
社
会
思
想
史　

Ⅱ
』
有
斐
閣
、

一
九
七
一
年
、
八
六
頁
、
松
村
憲
一
「
近
代
日
本
の
教
化
政
策
と
「修
養
」
概
念
―
―
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は
異
な
る
学
年
で
そ
れ
ぞ
れ
二
度
繰
り
返
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
27
）　

岩
崎
峰
子
『
祇
園
の
課
外
授
業
』、
二
六
頁
。

（
28
）　

真
野
毅
・
谷
川
徹
三
・
高
橋
正
雄
「
座
談
会　

わ
れ
ら
が
旅
路
に
果
て
は
な
し
」『
朝

日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
一
二
〇
二
号
、
一
九
八
二
年
二
月
、
一
八
頁
。

（
29
）　

徳
富
蘇
峰
『
大
正
の
青
年
と
帝
国
の
前
途
』
民
友
社
、
一
九
一
七
年
、
二
〇
頁
。

（
30
）　

こ
の
論
議
は
「
校
風
論
議
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
31
）　

宮
坂
広
作
『
旧
制
高
校
史
の
研
究
―
―
一
高
自
治
の
成
立
と
展
開
』
信
山
社
、

二
〇
〇
一
年
、
九
四
頁
。

（
32
）　

蘆
風
生
こ
と
折
蘆
魚
住
影
雄
「
前
号
批
評
」『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
二
九
号
、

一
九
〇
三
年
十
月
、
四
六
頁
。
折
蘆
は
一
九
〇
四
年
十
二
月
の
第
一
四
二
号
に
掲
載
さ

れ
た
「
個
人
主
義
に
就
て
」
で
、「
個
人
に
意
義
な
く
ん
ば
人
生
意
義
な
し
と
は
吾
人
の

中
心
的
確
信
な
り
」（
七
頁
）
と
宣
言
し
た
。

（
33
）　

蘆
風
生
こ
と
折
蘆
魚
住
影
雄
「
前
号
批
評
」『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
二
九
号
、

一
九
〇
三
年
十
月
、
四
六
頁
。

（
34
）　

阿
部
次
郎
「
理
想
冥
捜
の
態
度
」『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
三
八
号
、
一
九
〇
四
年
六
月
、

一
頁
。

（
35
）　

安
倍
能
成
「
前
号
批
評
」『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
三
九
号
、
一
九
〇
四
年
十
月
、
二
九

頁
。

（
36
）　

安
倍
能
成
「
個
人
主
義
を
論
ず
」『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
四
五
号
、
一
九
〇
五
年
三
月
、

二
頁
。

（
37
）　

同
前
、
二
頁
。

（
38
）　

同
前
、
三
頁
。

（
39
）　

同
前
、
四
頁
。

（
40
）　

平
岩
昭
三
『
検
証
藤
村
操
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
七
頁
。

（
41
）　

和
崎
光
太
郎
「
近
代
日
本
に
お
け
る
〈
煩
悶
青
年
〉
の
再
検
討
―
―
一
九
〇
〇
年
代

に
お
け
る
〈
青
年
〉
の
変
容
過
程
」『
日
本
の
教
育
史
学
』
第
五
五
巻
、
二
〇
一
二
年
、

一
九
〜
三
一
頁
。

に
な
っ
た
。
心
か
ら
感
謝
す
る
。
な
お
、「
谷
川
徹
三
を
勉
強
す
る
会
」
は
「
夏
期
休
暇

宿
題　

五
十
の
日
子
」
の
清
書
作
業
を
進
め
、
同
名
の
小
冊
子
を
作
っ
た
。
筆
者
は
同

冊
子
に
「〈
修
養
〉
と
は
な
に
か
」
に
つ
い
て
執
筆
し
た
。

（
12
）　

唐
木
順
三
『
新
版　

現
代
史
へ
の
試
み
』、
二
三
四
頁
。

（
13
）　

同
前
、
一
二
頁
。

（
14
）　

王
成
「
近
代
日
本
に
お
け
る
〈
修
養
〉
概
念
の
成
立
」『
日
本
研
究
』
第
二
十
九
号
、

二
〇
〇
四
年
、
一
一
九
頁
。

（
15
）　

岩
崎
峰
子
『
祇
園
の
課
外
授
業
』
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
六
頁
。

（
16
）　

谷
川
徹
三
『
自
伝
抄
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
、
三
一
頁
。

（
17
）　

谷
川
徹
三
「
秋
よ
り
冬
に
」『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
四
三
号
、
一
九
一
五
年
、
二
六
頁
。

（
18
）　

武
者
小
路
実
篤
『
或
る
男
』
新
潮
社
、
一
九
二
三
年
、
復
刻
、
日
本
近
代
文
学
館
、

一
九
七
二
年
、
一
一
八
頁
。

（
19
）　

マ
ス
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
前
近
代
の
中
国
に
お
い
て
、「
陽
精
」
を
漏
す
と
見
な
さ
れ
た

が
、
禁
断
行
為
で
は
な
か
っ
た
。
前
近
代
の
日
本
に
お
い
て
も
、
日
本
人
の
「
性
道
徳
」

は
外
国
人
が
驚
く
ほ
ど
希
薄
だ
っ
た
。
李
銀
河
『
李
銀
河
自
選
集

―
性
、
愛
情
、
婚

姻
及
其
他
』
内
蒙
古
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
中
村
茂
樹
『
近
代
帝
国
日
本
の
セ

ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。

（
20
）　

赤
川
学
『
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
歴
史
社
会
学
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
九
年
、

一
二
三
頁
。

（
21
）　

木
本
至
『
オ
ナ
ニ
ー
と
日
本
人
』
イ
ン
タ
ナ
ル
出
版
、
一
九
七
六
年
、
赤
川
学
『
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
歴
史
社
会
学
』。

（
22
）　

宮
川
透
「
日
本
思
想
史
に
お
け
る
〈
修
養
〉
思
想

―
清
沢
満
之
の
「精
神
主
義
」

を
中
心
に
」、
七
一
頁
。

（
23
）　

広
田
照
幸
『
陸
軍
将
校
の
教
育
社
会
史
』（
世
織
書
房
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
24
）　

藻
岩
豊
平
こ
と
本
莊
可
宗
『
一
高
魂
物
語
』
澤
藤
出
版
部
、
一
九
二
三
年
、
一
四
四
頁
。

（
25
）　

谷
川
徹
三
『
自
伝
抄
』、
三
〇
頁
。

（
26
）　

一
高
の
校
則
に
よ
れ
ば
、
二
年
連
続
落
第
の
場
合
は
、
退
学
処
分
に
な
る
が
、
谷
川
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教養の成立を再考する

（
59
）　

谷
川
徹
三
『
自
伝
抄
』、
四
八
頁
。

（
60
）　

谷
川
徹
三
「
否
定
・
肯
定
」、
八
頁
。
以
下
の
「
否
定
・
肯
定
」
の
引
用
は
、
頁
数
を

引
用
の
最
後
に
記
す
。
稲
垣
真
美
『
旧
制
一
高
の
文
学
』（
国
書
刊
行
会
、二
〇
〇
六
年
）

も
谷
川
の
『
校
友
会
雑
誌
』
に
お
け
る
文
学
・
哲
学
の
試
作
を
取
り
上
げ
た
が
、
谷
川

の
煩
悶
期
を
無
視
し
た
た
め
、
内
面
的
な
成
長
史
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
読
む
チ
ャ
ン

ス
を
逸
し
た
。

（
61
）　

谷
川
は
最
初
の
詩
や
歌
を
除
く
、「
否
定
・
肯
定
」
ま
で
の
文
学
の
試
作
で
す
べ
て
、

草
野
牛
郎
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
い
た
。

（
62
）　

稲
垣
真
美
「
一
高
『校
友
会
雑
誌
』
通
史
（
論
説
・
創
作
等
）」『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
近
代
文

学
館
8
「校
友
会
雑
誌
」
別
冊
』
日
本
近
代
文
学
館
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
頁
。

（
63
）　

筒
井
清
忠
『
日
本
型
「教
養
」
の
運
命
』、
三
三
頁
。

（
64
）　

藤
原
正
に
つ
い
て
は
詳
し
い
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
一
九
年
、
安
倍
能
成

と
カ
ン
ト
の
『
道
徳
哲
学
原
論
』
を
訳
し
、
岩
波
講
座
哲
学
や
世
界
思
潮
の
執
筆
に
も

参
与
、
一
九
二
四
年
の
時
点
で
旧
制
忠
海
中
学
校
（
現
広
島
県
立
忠
海
高
等
学
校
）
の

校
長
を
務
め
て
い
た
。

（
65
）　

藤
原
正
「
呈
近
角
先
生
書
」『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
四
四
号
、
一
九
〇
五
年
二
月
、

三
〇
頁
。

（
66
）　

魚
住
影
雄
『
折
蘆
書
簡
集
』、
五
五
九
〜
五
六
〇
頁
。

（
67
）　

菅
井
凰
展
「
明
治
後
期
に
お
け
る
第
一
高
等
学
校
学
生
の
思
潮
」
坂
野
潤
治
ほ
か
『
資

本
主
義
と
「自
由
主
義
」』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
七
二
頁
。

（
68
）　

魚
住
影
雄
『
折
蘆
書
簡
集
』、
五
五
九
頁
。

（
69
）　

手
戸
聖
伸
「
旧
制
第
一
高
等
学
校
に
お
け
る
〈
教
養
〉
と
宗
教
―
―
明
治
後
期
か
ら

大
正
期
を
中
心
に
」『
東
京
大
学
宗
教
学
年
報
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
三
〜

一
〇
六
頁
。

（
42
）　

魚
住
影
雄
『
折
蘆
書
簡
集
』、
五
五
九
頁
。

（
43
）　

安
倍
能
成
「
藤
村
操
君
を
憶
ふ
」『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
二
八
号
、
一
九
〇
三
年
六
月
、

七
一
頁
。

（
44
）　

稲
垣
真
美
『
旧
制
一
高
の
文
学
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
六
年
）
も
当
時
の
一
高
生

が
藤
村
操
の
死
に
つ
い
て
、
肯
定
的
に
論
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
45
）　

藤
村
操
の
自
殺
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
失
恋
説
や
借
金
説
な
ど
、
多
く
あ
る
が
、
定

説
は
い
ま
だ
に
な
い
。
た
だ
し
、
人
々
が
追
究
し
て
き
た
の
は
す
べ
て
、
自
殺
の
直
接

的
な
原
因
で
、
そ
れ
ら
の
直
接
的
な
原
因
の
根
底
に
は
、
煩
悶
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
伏
線
が
あ
る
。

（
46
）　

谷
川
徹
三
『
自
伝
抄
』、
三
三
頁
。

（
47
）　

谷
川
徹
三
『
人
間
で
あ
る
こ
と
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
、
五
五
頁
。

（
48
）　

碧
海
寿
広
「
仏
の
語
り
方
の
近
代
―
―
近
角
常
観
を
中
心
と
し
て
」『
宗
教
研
究
』
第

八
五
巻
四
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
五
頁
。

（
49
）　

谷
川
徹
三
『
展
望
』
三
笠
書
房
、
一
九
三
五
年
、
三
七
六
頁
。

（
50
）　

谷
川
徹
三
「
有
島
武
郎
氏
と
そ
の
周
囲
」
武
者
小
路
實
篤
ほ
か
『
わ
が
師
わ
が
友
』

筑
摩
書
房
、
一
九
四
二
年
、
二
六
三
頁
。

（
51
）　

谷
川
徹
三
「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
草
の
葉
」『
高
校
時
代
』
一
九
五
六
年
三
月
号
、
六
五

頁
。

（
52
）　

谷
川
徹
三
「
否
定
・
肯
定
」『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
六
八
号
、
一
九
一
七
年
、
一
六
頁
。

（
53
）　

谷
川
徹
三
「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
草
の
葉
」『
高
校
時
代
』
一
九
五
六
年
三
月
号
、
六
四

頁
。

（
54
）　

デ
ビ
ッ
ド
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
著
、
井
上
廣
美
訳
『
ペ
ニ
ス
の
歴
史

―
男
の
神
話
の

物
語
』
原
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
八
〜
一
四
三
頁
。

（
55
）　

谷
川
徹
三
『
自
伝
抄
』、
三
六
頁
。

（
56
）　

谷
川
徹
三
「
有
島
武
郎
氏
と
そ
の
周
囲
」、
二
六
七
頁
。

（
57
）　

同
前
、
二
六
七
頁
。

（
58
）　

有
島
武
郎
『
有
島
武
郎
全
集　

第
七
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
五
八
頁
。
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一　

は
じ
め
に

　

閨
怨
詩
と
は
帰
ら
ぬ
夫
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
妻
の
情
を
述
べ
る
詩
で
あ

る
。
平
安
初
頭
以
来
こ
の
題
材
は
非
常
に
好
ま
れ
、
嵯
峨
朝
に
編
纂
さ
れ
た

勅
撰
漢
詩
集
『
文
華
秀
麗
集
』（
八
一
八
年
）
で
は
「
艶
情
」
と
い
う
部
が

設
け
ら
れ
、
十
一
首
の
閨
怨
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る（

1
）。

こ
れ
ら
の
閨
怨
詩
は
、

嵯
峨
天
皇
を
核
と
し
た
君
臣
和
楽
の
詩
宴
に
お
け
る
奉
和
詩
で
あ
り
、
久
し

く
君
王
の
寵
愛
を
得
ず
し
て
悲
し
み
怨
む
班
婕
妤
や
、
戦
地
に
あ
る
良
人
の

た
め
の
衣
を
搗
つ
妻
な
ど
が
詠
ま
れ
る
な
ど
、
異
国
的
な
文
学
空
間
が
作
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
典
型
的
な
一
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

怨
婦
含
レ

情
不
レ

能
レ

寐
、
早
朝
褰
レ

幌
出
二

欄
楯
一

。
自
言
楚
国
名
倡
族
、

家
是
宮
東
宋
玉
隣
。
独
頼
二

耶
嬢
偏
愛
重
一

、
何
図
見
者
以
為
二

神
一

。
庭

前
見
レ

舞
鸞
常
顧
、
楼
上
吹
レ

蕭
鳳
未
レ

臻
。
四
五
芳
期
当
レ

順
レ

礼
、
出

従
二

君
子
一

正
為
レ

嬪
。
男
児
好
レ

事
方
有
レ

□
、
□
□
従
□
□
□
年
。
蕩

子
別
来
多
二

歳
月
一

、
那
堪
夜
夜
掩
二

空
扉
一

。
要
身
屡
験
眞
知
レ

痩
、
眼

瞼
常
啼
謾
似
レ

肥
。
合
歓
寂
院
寧
蠲
レ

忿
、
萓
草
閑
堂
反
召
レ

悲
。
可
レ

妬

桃
花
徒
映
レ

靨
、
生
憎
柳
葉
尚
舒
レ

眉
。
心
如
レ

煎
、
眼
不
レ

眠
。
良
人

不
レ

意
思
帰
引
、
賤
妾
常
吟
薄
命
篇
。
胸
上
積
愁
応
レ

満
レ

百
、
眼
中
行

涙
且
レ

成
レ

千
。
君
不
レ

見
閨
□
怨
□
□
顔
華
、
直
為
レ

思
二

君
塞
路
遐
一

。

奈
何
征
人
大
無
レ

意
、
一
別
十
年
音
信
賖
。
桑
下
受
レ

金
君
豈
咎
、
機
中

織
レ

錦
詎
能
嘉
。
羅
帳
空
、
角
枕
凍
。
角
枕
羅
帳
恨
無
レ

窮
。
春
苑
看
レ

花
泣
二

長
安
一

、
宵
閨
理
レ

線
憶
二

桑
乾
一

。
頽
思
嬾
レ

聴
門
前
鵲
、
衰
面

慙
レ

当
鏡
裡
鸞
。
願
君
莫
レ

学
班
定
遠
、
慊
々
徒
老
白
雲
端
。

（『
文
華
秀
麗
集
』
艶
情
・
五
一
・
菅
原
清
公
・
奉
レ
和
二
春
閨
怨
一
）

【
研
究
ノ
ー
ト
】

閨
怨
詩
の
和
様
化

―
―
『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
を
中
心
に
―
―

梁　

青
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れ
た
漢
詩
の
多
く
は
閨
怨
詩
で
、
六
朝
閨
怨
詩
（
特
に
『
玉
台
新
詠
』）
の
表

現
に
依
拠
し
て
い
る（

6
）。

そ
の
他
、『
遊
仙
窟
』
や
白
居
易
の
漢
詩
表
現
の
受

容
な
ど
も
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た（

7
）。

と
こ
ろ
が
、『
新
撰
万
葉
集
』
の

漢
詩
に
は
、
中
国
詩
の
規
範
を
脱
し
て
日
本
の
恋
愛
の
様
態
を
表
現
し
よ
う

と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
漢
詩
は
恋
歌
を
も
と
に
し
て

作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
和
歌
の
内
容
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
自
ず
と
恋
歌

的
趣
向
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な

日
本
的
漢
詩
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
逃
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
「
和

習
」
と
認
識
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
本
格
的
な
考
察
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た（

8
）。

　

本
稿
は
、『
新
撰
万
葉
集
』
の
恋
歌
に
付
さ
れ
た
漢
詩
を
取
り
上
げ
、
そ

こ
に
見
ら
れ
る
日
本
的
要
素
を
探
り
、
先
行
し
た
恋
歌
と
の
関
連
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
中
国
お
よ
び
勅
撰
三
集
の
閨
怨
詩
と
の
相
違
を

明
ら
か
に
し
、
九
世
紀
末
に
お
け
る
王
朝
漢
詩
の
展
開
の
一
端
を
浮
き
彫
り

に
し
て
み
た
い（

9
）。

二　

日
本
的
恋
愛
表
現

　
『
新
撰
万
葉
集
』
の
恋
歌
に
付
さ
れ
た
漢
詩
に
は
、
伝
統
的
な
閨
怨
詩
か

ら
逸
脱
し
た
、
平
安
朝
の
恋
愛
の
様
態
を
反
映
す
る
表
現
が
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
。

　

当
詩
は
菅
原
清
公
が
嵯
峨
天
皇
の
「
春
閨
怨
」
に
唱
和
し
た
詩
で
、
六
朝

以
来
の
詩
題
「
春
閨
怨
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
主
人
公
は
楚
の
国
の

有
名
な
芸
人
の
一
族
出
身
の
、
出
征
し
た
夫
の
帰
り
を
待
ち
続
け
て
い
る
女

で
あ
る
。
春
の
わ
び
し
い
風
景
を
描
写
し
て
閨
の
中
の
女
の
悲
し
み
を
引
き

立
て
な
が
ら
、「
宋
玉
の
隣
」「
弄
玉
を
娶
っ
た
蕭
史
」「
秋
胡
婦
」「
竇
滔
妻

の
廻
文
詩
」「
班
超
」
な
ど
多
様
な
典
拠
を
駆
使
し
て
、
一
つ
の
美
し
い
空

想
の
表
現
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
る（

2
）。

こ
の
例
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

勅
撰
三
集
所
収
の
閨
怨
詩
は
ほ
ぼ
中
国
詩
を
ま
ね
た
も
の
で
、
そ
の
表
現
に

は
作
者
の
個
性
を
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

時
代
は
下
る
が
、
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
日
本
漢
詩
は
依
然
と
し
て
中

国
詩
に
大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
在
来
の
漢
詩
表
現
を
日
本
の
風
土

的
・
社
会
的
条
件
に
融
合
さ
せ
て
、
独
自
の
創
作
を
始
め
た
の
で
あ
る（

3
）。

そ

の
中
で
、
寛
平
五
年
（
八
九
三
年
）
に
成
立
し
た
『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩

（
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
「
本
集
」
と
略
記
す
る
）
は
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る（

4
）。

本
集
は
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
歌
を
主
な
資
料
と
し
て
、
そ
の
左
歌
を
上
巻
、

右
歌
を
下
巻
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
巻
は
四
季
と
恋
と
い
う
五
つ
の
部

に
わ
け
ら
れ
、
和
歌
ご
と
に
七
言
絶
句
の
漢
詩
が
配
さ
れ
て
い
る（

5
）。

恋
部
に

は
恋
歌
が
二
十
首
あ
り
、
四
季
の
部
に
も
、
後
に
『
古
今
和
歌
集
』（
以
下

『
古
今
集
』
と
略
記
す
る
）
な
ど
で
は
恋
に
分
類
さ
れ
る
歌
が
七
首
含
ま
れ
て

い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
恋
歌
に
付
さ
れ
た
漢
詩
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の

で
あ
る
。
泉
紀
子
氏
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、『
新
撰
万
葉
集
』
の
恋
歌
に
付
さ
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お
け
る
「
蕩
子
」
の
用
い
方
は
そ
れ
ら
と
異
な
る（

10
）。

上
夏
四
一　

 

た
が
里
に
夜
離
れ
を
し
て
か
郭
公
鳥
た
だ
こ
こ
に
し
も
寝

た
る
声
す
る

郭
公
本
自
意
浮
華
、
郭

ほ
と
と
ぎ
す公

本も
と
よ
り自

意こ
こ
ろ

浮ふ
く
わ華

な
り

四
遠
無
棲
汝
最
奢
。
四し

ゑ
ん遠

棲す
み
か

無
く
し
て
汝

な
ん
ぢ

最
も
奢お

ご

れ
り

性
似
簫
郎
令
女
怨
、
性
は
簫せ

う
ら
う郎

に
似
て
女
を
し
て
怨
ま
し
め

操
如
蕩
子
0

0

尚
迷
他
。
操み

さ
をは

蕩た
う
し子

の
如
く
尚
他
に
迷ま

ど

ふ

　

上
夏
四
一
の
和
歌
は
、〈
い
っ
た
い
、
だ
れ
の
住
む
里
に
「
夜
離
れ
」
を

し
て
や
っ
て
来
た
の
か
、
ほ
と
と
ぎ
す
よ
、
こ
こ
で
だ
け
寝
て
い
る
か
の
よ

う
に
鳴
く
声
が
す
る
〉
の
意
で
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
寄
せ
て
た
ま
に
訪
れ
た
男

を
皮
肉
っ
て
い
る（

11
）。

こ
の
歌
は
、
男
が
多
数
の
恋
人
を
持
ち
、
男
女
は
別
々

に
住
み
、
男
が
夜
毎
女
性
の
元
を
訪
ね
て
い
く
と
い
う
、
平
安
朝
の
恋
愛
の

習
俗
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
対
す
る
漢
詩
は
、〈
ほ
と
と
ぎ

す
は
、
元
々
浮
気
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
ど
こ
に
も
住
所
を
定
め
ず
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
鳴
き
声
を
響
か
せ
て
い
る
お
ま
え
は
、
い
つ
も
自
分
勝
手
な

振
る
舞
い
を
す
る
。
天
性
は
簫
郎
に
似
て
、
女
に
怨
み
の
情
を
抱
か
せ
、
貞

操
は
蕩
子
の
よ
う
で
、
あ
ち
こ
ち
の
女
に
心
を
迷
わ
せ
て
い
る
〉
と
詠
ん
で

い
る（

12
）。

つ
ま
り
、
歌
の
〈
ほ
と
と
ぎ
す
―
浮
か
れ
男
〉
の
見
立
て
表
現
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
飛
び
回
る
姿
を
、
好
色
の
男
が
一
カ

（
1
）「
蕩
子
」

　

閨
怨
詩
に
お
い
て
は
、「
蕩
子
」
と
い
う
語
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

蕩
子
0

0

行
不
帰
、
蕩
子
行
き
て
帰
ら
ず

空
牀
難
独
守
。
空く

う
し
ょ
う牀

ひ
と
り
守
る
こ
と
難か

た

し

（『
文
選
』
巻
二
九
・
古
詩
十
九
首
之
青
青
河
畔
草
）

蕩
子
0

0

従
征
久
、
蕩
子
従じ

ゅ
う
せ
い

征
し
て
久ひ

さ

し
く

鳳
楼
簫
管
閑
。
鳳ほ

う
ろ
う楼

の
簫

し
ょ
う
か
ん管

閑し
ず

か
な
り

 

（『
玉
台
新
詠
』
巻
五
・
江
淹
・
征
怨
）　

蕩
子
0

0

従
遊
宦
、
蕩
子
遊ゆ

う
か
ん宦

に
従
ひ

思
妾
守
房
櫳
。
思
妾
房ぼ

う
ろ
う櫳

を
守
る

（『
玉
台
新
詠
』
巻
七
・
邵
陵
王
綸
・
代
二
秋
胡
婦
一
閨
怨
）

な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。「
蕩
子
0

0

行
不
帰
」
に
つ
い
て
、
李
善
注
に
「
『列

子
』
曰
、
有
レ

人
去
二

郷
土
一

、
遊
レ

於
二

四
方
一

而
不
レ

帰
者
、
世
謂
レ

之
為
二

狂

蕩
之
人
一

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
蕩
子
」
は
普
通
他
郷
に
遊
学
し
て
女
を
顧

み
な
い
者
、
あ
る
い
は
辺
地
に
赴
き
帰
ら
ぬ
夫
を
指
す
。
前
掲
『
文
華
秀
麗

集
』「
奉
和
春
閨
怨
」
に
も
「
蕩
子
」
が
見
え
る
。「
男
児
好
事
・
塞
路
・
征

人
」
な
ど
の
語
句
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
そ
こ
に
詠
ま
れ
た
「
蕩
子
」
は

出
征
に
出
か
け
た
夫
を
指
し
、「
蕩
子
従
レ

征
久
」
の
パ
タ
ー
ン
を
そ
の
ま
ま

受
け
継
い
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、『
新
撰
万
葉
集
』
漢
詩
に
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淫
逸
放
縦
と
い
う
一
側
面
だ
け
に
注
目
し
、「
蕩
子
」
の
本
来
の
使
い
方
を

塗
り
替
え
て
「
た
は
れ
を
」
の
意
と
し
て
用
い
て
い
る
。

（
2
）「
怨
言
」

上
恋
一
〇
二　

 

鹿
島
な
る
筑
波
の
山
の
つ
く
づ
く
と
わ
が
身
一
つ
に
恋

を
積
み
つ
る

馬
蹄
久
絶
不
如
何
、
馬ば

て
い蹄

久ひ
さ

し
く
絶た

え
如い

か
ん何

と
も
せ
ず

恋
慕
此
山
涙
此
河
。
恋れ

ん
ぼ慕

は
此こ

の
山
の
ご
と
く 

涙
は
此こ

の
河か

は

の
ご
と
し

蕩
客
怨
言
0

0

常
詐
我
、
蕩た

う
か
く客

の
怨ゑ

ん
げ
ん言

常
に
我
を
詐あ

ざ
むく

蕭
君
永
去
莫
還
家
。
蕭せ

う
く
ん君

永な
が

く
去
り
て
家
に
還か

へ

る
こ
と
莫な

し

　

当
詩
は
〈
男
の
訪
れ
は
久
し
く
途
絶
え
て
し
ま
い
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う

し
よ
う
も
な
い
。
私
の
恋
し
い
思
い
は
山
の
よ
う
に
募
り
、
涙
は
河
の
よ
う

に
流
れ
る
。
男
の
怨
み
ご
と
は
常
に
私
を
欺
い
て
、
も
う
家
に
帰
っ
て
く
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
〉
と
い
う
内
容
と
な
る（

13
）。「

蕩
客
怨
言
」
と
は
男
の
怨

み
ご
と
を
い
う
。
し
か
し
、
前
掲
し
た
『
文
華
秀
麗
集
』「
奉
和
春
閨
怨
」

に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
閨
怨
詩
で
は
、
怨
ん
で
い
る
の
は
不
在
の
夫

を
待
ち
続
け
て
い
る
女
で
、
け
っ
し
て
男
で
は
な
い
。
一
方
、
男
の
怨
み
ご

と
は
恋
愛
初
期
の
歌
に
よ
く
見
ら
れ
る（

14
）。

所
に
住
み
着
か
ず
、
あ
ち
こ
ち
の
女
の
元
に
通
う
様
子
に
重
ね
て
い
る
。

　

上
夏
四
一
の
漢
詩
の
結
句
に
お
け
る
「
蕩
子
」
は
、
と
こ
ろ
定
め
ず
あ
ち

こ
ち
出
歩
い
て
帰
ら
ぬ
夫
で
あ
る
と
い
う
点
で
、「
蕩
子
」
の
原
義
「
遊
於

四
方
而
不
帰
」
と
共
通
す
る
が
、
複
数
の
女
性
と
付
き
合
う
「
た
は
れ
を
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
中
国
詩
や
勅
撰
三
集
に
お
け
る
「
蕩
子
」
と
異
な
る

側
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
詩
の
「
蕩
子
」
は
ほ
か
の
恋

人
の
元
に
通
っ
て
家
に
帰
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
普
通
出
征
や
遊
学
の
た

め
出
か
け
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
も
と
よ
り
「
蕩
」
と
い
う
字
は
「
た

は
れ
を
」
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

古
之
狂
也
肆
、
今
之
狂
也
蕩0

。

　
　

古
い
に
し
への

狂
や
肆し

、
今
の
狂
や
蕩と

う

な
り

（『
論
語
』
陽
貨
）

「
宛
丘
」、
刺
幽
公
也
。
淫
荒
昏
乱
、
遊
蕩
0

0

無
度
焉
。

　
　
「
宛
丘
」
は
幽
公
を
刺そ

し

る
な
り
。
淫
荒
昏
乱
、
遊
蕩
度
な
し

（『
毛
詩
正
義
』）

「
蕩
」
に
は
、
自
分
の
思
う
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
と
い
う
意
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
女
遊
び
に
耽
っ
て
品
行
の
修
ま
ら
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
る
。

『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
作
者
は
先
行
し
た
和
歌
の
〈
ほ
と
と
ぎ
す
―
浮
か

れ
男
〉
と
い
う
見
立
て
を
漢
詩
の
上
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
際
、「
蕩
」
の
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し
て
、
漢
詩
は
棄
婦
の
立
場
に
立
っ
て
、〈
秋
が
来
て
風
景
が
変
わ
る
と
と

も
に
、
人
に
依
存
す
る
状
況
も
変
わ
る
。
春
が
来
る
と
草
木
が
咲
き
、
秋
が

来
る
と
一
斉
に
枯
れ
る
よ
う
に
、
人
の
場
合
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

昨
日
の
あ
の
人
の
怨
み
ご
と
は
、
今
日
は
違
っ
て
い
る
。
世
の
中
が
自
分
に

背
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
深
く
恥
じ
て
い
る
〉、
と
男
の
心
変
わ
り
を
恨

ん
で
い
る
。
転
句
「
昨
日
怨
言
今
日
否
」
に
詠
ま
れ
た
、
離
別
後
、
女
は
男

の
昔
の
甘
い
さ
さ
や
き
を
思
い
出
し
て
棄
て
ら
れ
た
今
の
境
遇
を
嘆
き
悲
し

む
と
い
う
発
想
は
、
中
国
閨
怨
詩
に
由
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。

昔
我
与
君
始
相
値
、
昔
我
れ
君
と
始
め
て
相あ

ひ
あ値

ふ

爾
時
自
謂
可
君
意
。
そ
の
時
自
ら
謂お

も

ふ
君
が
意い

に
可か

な
り
と

結
帯
与
我
言0

、
帯
を
結
び
て
我
と
言
ふ

死
生
好
悪
不
相
置
。
死
生
好こ

う
お悪

相あ
ひ
お置

か
ず
と

 

（『
玉
台
新
詠
』
巻
九
・
鮑
照
・
行
路
難
）　

托
身
言0

同
穴
、
身
を
托
し
同ど

う
け
つ穴

と
言
ふ
と
い
え
ど
も

今
日
事
乖
違
。
今
日
事
乖か

い
い違

す

（『
全
唐
詩
』
張
籍
・
離
婦
）

「
結
帯
与
我
言
」「
托
身
言
同
穴
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
婚
時
男
は
永
遠
の
愛

を
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
国
詩
で
は
、
昔
の
男
の
甘
い
言
葉
は

「
怨
言
」
と
記
さ
れ
な
い
し
、『
論
語
』（
憲
問
）
の
「
奪
伯
氏
駢
邑
三
百
。

あ
ふ
こ
と
の
な
ぎ
さ
に
し
よ
る
浪
な
れ
ば
う
ら
み
て
の
み
ぞ
立
ち
返
り
け
る

（
古
今
集
・
巻
十
三
・
恋
三
・
六
二
六
・
在
原
元
方
）

　
　

返
事
も
侍
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
又
か
さ
ね
て
つ
か
は
し
け
る

み
る
も
な
く
め
も
な
き
海
の
磯
に
出
で
て
か
へ
る
が
へ
る
も
う
ら
み
つ

る
か
な

（
後
撰
集
・
恋
一
・
巻
九
・
七
九
九
・
紀
友
則
）

恋
心
を
訴
え
て
も
相
手
が
応
じ
て
く
れ
な
い
場
合
に
、
男
が
相
手
の
つ
れ
な

さ
を
怨
ん
だ
の
で
あ
る
。「
蕩
客
怨
言
」
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
場
合
を
指

す
。
次
に
、『
新
撰
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
怨
言
」
を
も
う
一
例
取
り
上
げ

て
、
女
が
男
の
怨
み
ご
と
に
騙
さ
れ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
説
明

す
る
。上

秋
七
八　

 

言
の
葉
を
た
の
む
べ
し
や
は
秋
来
れ
ば
い
づ
れ
か
色
の
変

は
ら
ざ
り
け
る

秋
来
変
改
併
依
人
、
秋
来
り
て
変
改
す
る
は
人
に
依
る
を
併
せ
た
り

草
木
栄
枯
此
尚
均
。
草
木
の
栄
枯
此
尚
均ひ

と

し

昨
日
怨
言
0

0

今
日
否
、
昨
日
の
怨ゑ

ん
げ
ん言

今
日
は
否ひ

な
り

愧
来
世
上
背
吾
身
。
愧は

ぢ
来き

た

る
世せ

じ
ょ
う上

の
吾
が
身
に
背
け
る
こ
と
を

　

秋
に
な
る
と
恋
人
の
言
葉
が
木
の
葉
の
よ
う
に
変
わ
る
と
い
う
和
歌
に
対
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三　

恋
歌
表
現
の
受
容

　
『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
は
和
歌
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
、
そ
の

漢
詩
表
現
に
は
多
く
の
和
歌
の
趣
向
が
見
ら
れ
る
。
次
に
『
新
撰
万
葉
集
』

漢
詩
に
お
け
る
恋
歌
表
現
の
受
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

（
1
）
忍
恋
の
表
現

上
恋
一
〇
〇　

 

紅
の
色
に
は
い
で
じ
か
く
れ
ぬ
の
下
に
通
ひ
て
恋
は
死

ぬ
と
も

閨
房
怨
緒
惣
無
端
、
閨
房
の
怨え

ん
し
ょ緒

惣す
べ

て
端は

し

な
し

万
事
呑
心
不
表
肝
。
万
事
心
に
呑
み
て
肝き

も

を
表
さ
ず

胸
火
燃
来
誰
敢
滅
、
胸

き
ょ
う
く
わ火

燃
え
来
た
り
て
誰
か
敢
へ
て
滅
せ
ん

紅
深
袖
涙
不
応
干
。
紅

く
れ
な
ゐ

深
く
し
て
袖し

ゅ
る
い涙

応
に
干か

わ

く
べ
か
ら
ず

　
〈
紅
花
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
人
に
わ
か
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
、
隠

れ
沼
の
よ
う
に
心
の
中
で
密
か
に
思
っ
て
、
そ
の
た
め
に
恋
い
こ
が
れ
て
死

ん
で
し
ま
う
と
し
て
も
〉
と
い
う
歌
に
対
し
て
、
漢
詩
は
〈
閨
で
あ
の
人
を

怨
み
続
け
て
い
る
。
思
い
を
す
っ
か
り
心
の
奥
に
し
ま
っ
て
外
に
は
出
さ
な

い
。
心
の
炎
が
燃
え
上
が
る
と
、
誰
に
も
け
っ
し
て
消
せ
な
い
。
涙
に
濡
れ

飯
疏
食
、
没
歯
、
無
怨
言
0

0

（
伯
氏
の
駢へ

ん
ゆ
う邑

三
百
を
奪
ふ
。
疏そ

し食
を
飯く

ら

ひ
、
歯よ

わ
い

を

没ぼ
つ

す
る
ま
で
、
怨
言
な
し
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
怨
言
」
は
本
来
甘
言
の
意

を
持
た
な
い（

15
）。

一
方
、
恋
歌
で
は
、「
う
ら
む
」
は
逢
っ
て
く
れ
な
い
こ
と

に
不
満
の
意
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
逢
瀬
の
実
現
を
図
ろ
う
と
い
う
意
味
合

い
で
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
　

女
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

わ
た
つ
う
み
に
深
き
心
の
な
か
り
せ
ば
何
か
は
君
を
う
ら
み
し
も
せ
ん

（
後
撰
集
・
巻
九
・
恋
一
・
五
八
四
・
読
人
不
知
）

と
あ
る
よ
う
に
、
恨
む
の
は
相
手
を
深
く
愛
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
男
の
「
怨
言
」
は
恋
の
激
し
さ
の
証
と
な
り
、
一
種
の
甘
い
言
葉
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、「
昨
日
怨
言
今
日
否
」

は
、〈
昔
、
男
が
女
に
求
婚
し
た
と
き
、
逢
っ
て
く
れ
な
い
女
の
冷
淡
を
怨

み
、
自
分
が
い
か
に
女
を
愛
し
て
い
る
か
を
訴
え
た
。
女
は
男
の
そ
の
甘
い

言
葉
に
惑
わ
さ
れ
て
心
を
許
し
た
。
し
か
し
、
秋
に
な
り
心
変
わ
り
し
た
男

か
ら
は
、
そ
う
い
う
言
葉
は
も
は
や
聞
け
な
い
〉
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
逢

瀬
以
前
の
男
女
の
や
り
と
り
、
恋
の
成
就
と
終
焉
が
こ
の
一
句
の
中
に
詠
み

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
怨
言
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安

朝
の
男
女
の
交
際
の
様
子
が
漢
詩
に
生
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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則
ち
其
の
原も

と

は
救
ふ
こ
と
が
で
き
ず
、
后こ

う
ら
い徠

態
は
異
な
る

（『
漢
書
』
杜
周
伝
）

蕩
蕩
乎
八
川
分
流
、
相
背
而
異
態
0

0

。

　
　

蕩と
う
と
う蕩

乎こ

た
る
八は

っ
せ
ん川

わ
か
れ
流
れ
て
、
相
背
い
て
態
を
異
に
す 

（『
文
選
』
巻
八
・
司
馬
相
如
・
上
林
賦
）

殊
姿
異
態
0

0

不
可
状
、
殊し

ゅ
し姿

異い
た
い態

状じ
ょ
うす

べ
か
ら
ず

忽
忽
転
動
如
有
光
。
忽こ

つ
こ
つ忽

と
し
て
転
動
し
光
あ
る
が
如
し

（『
白
氏
文
集
』
〇
六
〇
四
・
簡
簡
吟
）

な
ど
と
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
上
恋
一
一
四
漢
詩
の
場
合
と
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
、「
無
異
態
」
は
先
行
し
た
上
恋
一
一
四
の
恋
歌
の
「
人
知
れ
ず
下

に
流
る
る
涙
河
」
を
下
敷
き
に
し
て
作
ら
れ
た
表
現
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る（

16
）。「

下
に
流
る
る
涙
川
」
は
人
目
を
は
ば
か
っ
て
心
の
奥
に
秘
め
た
感

情
を
表
に
出
さ
な
い
こ
と
を
、
表
面
に
現
れ
な
い
地
下
を
流
れ
る
水
に
託
し

て
表
し
て
い
る
。
和
歌
と
の
対
応
を
考
え
た
上
で
、「
無
異
態
」
を
人
目
を

忍
ん
で
憂
い
嘆
く
様
子
と
解
し
て
み
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
上
恋
一
〇
〇
の
漢
詩
と
上
恋
一
一
四
の
漢
詩
は
先

行
し
た
和
歌
を
受
け
継
い
で
、
中
国
に
は
な
い
日
本
特
有
の
忍
恋
を
詠
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
忍
恋
の
歌
は
恋
歌
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
、
男

女
の
恋
愛
関
係
が
ま
だ
公
に
さ
れ
て
い
な
い
状
態
の
も
と
に
詠
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。
一
方
、
中
国
詩
に
は
、
未
婚
の
男
女
の
恋
愛
詩
が
き
わ
め
て
少
な

た
袖
が
深
い
紅
色
に
染
ま
り
、
き
っ
と
乾
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
〉
と
い
う

意
に
な
る
。
承
句
「
万
事
呑
心
不
表
肝
」
で
は
、
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に

恋
焦
が
れ
る
気
持
ち
を
抑
え
よ
う
と
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
類
似
の
例
は

中
国
詩
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ゆ
え
に
、「
万
事
呑
心
不
表
肝
」
は

中
国
閨
怨
詩
で
は
な
く
、
先
行
し
た
和
歌
の
「
紅
の
色
に
は
い
で
じ
か
く
れ

ぬ
の
下
に
通
ひ
て
」
の
忍
恋
の
表
現
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
わ

れ
る
。上

恋
一
一
四　

 

人
知
れ
ず
下
に
流
る
る
涙
河
せ
き
と
ど
め
て
む
景
や
見

ゆ
る
と

毎
宵
流
涙
自
然
河
、
宵よ

ひ

ご
と
に
流
る
る
涙
自
然
に
河か

は

た
り 

早
旦
臨
如
作
鏡
何
。
早さ

う
た
ん旦

に
臨
み
て
鏡
と
作な

さ
む
こ
と
如い

か
ん何

撫
瑟
沈
吟
無
異
態

0

0

0

、
瑟し

つ

を
撫な

で
沈ち

ん
ぎ
ん吟

し
て
異
な
る
態わ

ざ

無
し

試
追
蕩
客
贈
詞
華
。
試
み
に
蕩た

う
か
く客

を
追
ひ
て
詞し

い
か華

を
贈
ら
む

　

当
詩
の
後
二
句
「
撫
瑟
沈
吟
無
異
態
、
試
追
蕩
客
贈
詞
華
」
は
、〈
い
つ

も
通
り
楽
器
を
弾
い
た
り
物
思
い
に
沈
ん
だ
り
し
て
、
あ
の
人
に
恋
文
を

送
っ
て
み
よ
う
〉
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
異
態
」
と
は
い
つ
も
と
は
異
な

る
様
子
の
意
で
あ
る
。
中
国
詩
に
お
け
る
「
異
態
」
の
例
は
、

則
其
原
不
可
救
而
后
徠
異
態
0

0

。
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れ
な
い
の
で
、
そ
れ
に
相
応
す
る
恋
情
表
現
も
少
な
い
。
待
つ
女
や
棄
婦
を

詠
ん
だ
漢
詩
こ
そ
が
閨
怨
詩
の
主
流
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
で
も
、
待
つ

女
・
捨
て
ら
れ
た
女
の
恋
歌
は
万
葉
集
以
来
数
多
く
詠
ま
れ
て
お
り
、
閨
怨

詩
と
類
似
し
た
発
想
様
式
を
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
抒
情
様
式
の
類
同
性

に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、『
新
撰
万
葉
集
』
の
恋
歌
か
ら
閨
怨
詩
へ
の

翻
案
は
比
較
的
に
容
易
に
実
現
で
き
た
の
で
あ
る
。

上
恋
一
〇
九　

 

厭
は
れ
て
今
は
限
り
と
な
り
に
し
を
更
に
昔
の
恋
ひ
ら

る
る
か
な

被
厭
蕭
郎
永
守
貞
、
蕭せ

う
ら
う郎

に
厭い

と

は
れ
て
永
く
貞て

い

を
守
る

独
居
独
寝
涙
零
零
。
独ど

っ
き
ょ
ど
く
し
ん

居
独
寝
涙
零れ

い
れ
い零

た
り

心
中
昔
事
雖
忘
却
、
心

し
ん
ち
ゅ
う中

昔せ
き
じ事

忘ば
う
き
ゃ
く

却
す
と
雖い

へ
ども

願
念
閨
房
恩
愛
情
。
願こ

ね
ん念

す
閨け

い
ば
う房

恩お
ん
あ
い愛

の
情

　
〈
あ
の
人
に
嫌
わ
れ
て
、
二
人
の
仲
は
今
も
う
終
わ
っ
た
、
い
ま
さ
ら
な

が
ら
昔
を
懐
か
し
く
思
う
よ
〉
と
い
う
歌
に
対
し
て
、
漢
詩
は
〈
あ
の
人
に

厭
わ
れ
た
と
し
て
も
、
ず
っ
と
貞
節
を
守
っ
て
い
る
。
独
り
寂
し
く
過
ご
し

て
、
一
人
で
寂
し
く
寝
て
い
る
と
、
涙
が
流
れ
て
く
る
。
昔
の
こ
と
は
忘
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
か
つ
て
の
二
人
の
恩
愛
を
今
ま
た
思
い
出
し
た
〉
と
な
っ

て
い
る
。
当
詩
は
、
破
局
を
迎
え
た
現
在
を
仲
睦
ま
じ
く
過
ご
し
た
昔
と
対

照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
と
と
も
に
移
ろ
う
恋
情
の
は
か
な
さ
や
、
恋

い
。

不
待
父
母
之
命
、
媒
妁
之
言
、
鑽
穴
隙
相
窺
、
逾
墻
相
従
、
則
父
母
、

国
人
皆
賤
之
。

　
　

 

父
母
の
命め

い

、
媒
妁
の
言げ

ん

を
待
た
ず
し
て
、
穴け

つ
げ
き隙

を
鉆き

っ
て
相あ

ひ
う
か
が窺

ひ
、

墻か
き

を
逾こ

え
て
相あ

ひ
し
た
が従

は
ば
、
則
ち
父
母
、
国こ

く
じ
ん人

皆
こ
れ
を
賤い

や

し
ま
ん

（『
孟
子
』
滕
文
公
章
句
下
）

と
あ
る
よ
う
に
、
媒
酌
人
の
仲
介
や
家
父
長
の
決
定
に
従
っ
て
男
女
が
結
婚

す
る
の
で
あ
っ
て
、
未
婚
男
女
の
自
由
な
付
き
合
い
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
社
会
的
規
範
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
中
国
で
は
結
婚
前
の
恋
愛
を
扱
っ

た
文
学
が
な
か
な
か
生
ま
れ
て
こ
な
い（

17
）。

前
掲
し
た
菅
原
清
公
「
奉
和
春
閨

怨
」
の
「
四
五
芳
期
当
順
礼
、
出
従
君
子
正
為
嬪
」
で
は
、
女
が
礼
に
則
っ

て
男
の
家
に
嫁
い
だ
場
面
が
描
か
れ
る
。
結
婚
前
の
男
女
の
交
際
で
な
く
結

婚
後
の
夫
と
の
別
離
の
悲
し
み
の
み
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
中
国
詩
の
伝
統

用
法
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、『
新
撰
万
葉
集
』

以
外
の
王
朝
漢
詩
に
は
、
忍
恋
に
関
す
る
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

そ
こ
に
和
歌
を
前
提
に
し
て
作
ら
れ
た
本
集
漢
詩
の
特
殊
性
が
あ
る
。

（
2
）
恋
の
終
焉
に
お
け
る
女
の
心
情
表
現

　

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
代
中
国
で
は
、
未
婚
男
女
の
自
由
恋
愛
は
許
さ
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照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
が
盛
り
を
過
ぎ
て
捨
て
ら
れ
た
悲
劇
性
が
よ

り
い
っ
そ
う
切
実
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
右
の
二
例
で
一
番
強
調
さ
れ
る
点

は
や
は
り
今
の
不
幸
な
境
遇
に
あ
る
。
あ
る
い
は
「
托
レ

身
言0

二

同
穴
一

、
今0

日0

事
乖
違
。
…
…
昔
日
0

0

初
為
レ

婦
、
當
二

君
貧
賤
時
一

。
晝
夜
常
紡
績
、
不
レ

得

三
事
二

蛾
眉
一

。
辛
勤
積
二

黄
金
一

、
済
二

君
寒
与
饑
一

」（『
全
唐
詩
』
張
籍
・
離

婦
）
の
よ
う
に
、
昔
、
嫁
と
し
て
勤
勉
に
働
い
て
貧
乏
な
家
を
少
し
ず
つ
豊

か
に
し
た
が
、
結
局
捨
て
ら
れ
、
悲
惨
な
結
末
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

述
べ
る
こ
と
で
、
今
と
昔
と
を
鮮
明
に
対
比
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
棄

婦
詩
に
お
い
て
は
、
女
が
激
し
い
怒
り
を
抱
い
て
男
の
背
信
を
非
難
す
る
表

現
が
か
な
り
多
い
。

悅
二

新
昏
一

而
忘
レ

妾
、
哀0

二

愛
惠
之
中
零
一

。
遂
摧
頽
而
失
望

0

0

0

0

0

0

、
退
二

幽

屏
一

於
二

下
庭
一

。
痛0

一
旦
而
見
棄
、心
忉
怛
以
悲
驚

0

0

0

0

0

0

。
衣
二

入
門
之
初
服
一

、

背
二

床
室
一

而
出
征
。
攀
二

僕
禦
一

而
登
レ

車
、
左
右
悲
而
失
レ

聲
。
嗟0

二

冤0

結0

一

而0

無0

レ

訴0

、乃
愁
苦
0

0

以
長
窮
。恨0

二

無
愆
而
見
棄
一

、悼0

二

君
施
之
不
レ

終
一

。

（『
芸
文
類
聚
』
卷
三
十
・
人
部
十
四
・
別
下
・
魏
・
曹
植
・
出
婦
賦
）

上
恋
一
〇
九
の
漢
詩
と
比
べ
て
、「
出
婦
賦
」
の
「
哀
・
摧
頽
而
失
望
・
痛
・

心
忉
怛
以
悲
驚
・
嗟
冤
結
而
無
訴
・
愁
苦
・
恨
・
悼
」
と
い
う
語
句
か
ら
読

み
取
れ
る
棄
婦
の
怒
り
や
悲
痛
の
度
合
い
は
は
る
か
に
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、

女
性
は
夫
に
捨
て
ら
れ
た
ら
、
社
会
や
家
族
か
ら
白
眼
視
さ
れ
、
再
婚
も
困

を
失
っ
た
我
が
身
の
孤
独
を
表
す
。
こ
こ
に
詠
ま
れ
た
〈（
昔
）
閨
房
恩
愛

情
―
（
今
）
被
厭
蕭
郎
・
独
居
独
寝
〉
と
い
う
対
照
表
現
は
、

玉
顔
隨
年
変
、
玉

ぎ
ょ
く
が
ん顔

年
に
し
た
が
っ
て
変へ

ん

ず

丈
夫
多
好
新
。
丈じ

ょ
う
ふ夫

多
く
新
を
好
む

昔0

為
形
与
影
、
昔
は
形け

い

と
影え

い

と
な
る

今0

為
胡
与
秦
。
今
は
胡
と
秦
と
な
る

胡
秦
時
相
見
、
胡
秦
は
時
に
相あ

ひ
み見

る

一
絶
踰
参
辰
。
一
絶
参し

ん
し
ん辰

に
踰こ

ゆ

（『
玉
台
新
詠
』
巻
二
・
傅
玄
・
苦
相
篇
豫
章
行
）

与
君
初
婚
時
、
君
と
初
め
て
婚こ

ん

せ
し
時

結
髪
恩
義
深
。
結け

っ
ぱ
つ髪

恩
義
深
し
…
…

行
年
将
晩
暮
、
行こ

う
ね
ん年

将ま
さ

に
晩ば

ん
ぼ暮

な
ら
ん
と
し

佳
人
懐
異
心
。
佳
人
異
心
を
懐い

だ

く

恩
絶
曠
不
接
、
恩
絶
え
て
曠む

な

し
く
接せ

っ

せ
ず

我
情
遂
抑
沈
。
我
が
情
遂つ

い

に
抑よ

く
ち
ん沈

す

（『
玉
台
新
詠
』
巻
二
・
曹
植
・
種
葛
篇
）

と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
の
棄
婦
詩
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。
仲
睦
ま
じ
く
過
ご

し
た
昔
と
忘
れ
去
ら
れ
た
今
と
が
対
照
を
な
す
点
に
お
い
て
、
上
恋
一
〇
九

の
漢
詩
に
通
じ
る
。
し
か
し
、
中
国
閨
怨
詩
で
は
、
現
在
の
状
況
を
昔
と
対
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集
』
に
か
け
て
の
恋
歌
に
広
く
見
ら
れ
る
。

よ
し
ゑ
や
し
恋
ひ
じ
と
す
れ
ど
秋
風
の
寒
く
吹
く
夜
は
君
を
し
そ
思
ふ

（
万
葉
集
・
巻
十
・
二
三
〇
一
・
寄
夜
・
作
者
未
詳
）

つ
れ
な
き
を
今
は
恋
ひ
じ
と
思
へ
ど
も
心
よ
は
く
も
落
つ
る
涙
か

（
新
撰
万
葉
集
・
上
恋
・
一
一
三
・
菅
野
忠
臣
）

忘
れ
な
む
と
思
ふ
心
の
つ
く
か
ら
に
あ
り
し
よ
り
け
に
ま
づ
ぞ
恋
し
き

（
古
今
集
・
巻
十
四
・
恋
四
・
七
一
八
・
読
人
不
知
）

右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
上
恋
一
〇
九
の
恋
歌
は
万
葉
歌
と
の
連
続
性
を
有

す
る
。
も
は
や
恋
し
い
な
ど
と
は
思
わ
な
い
が
心
弱
く
て
涙
を
流
し
た
、
忘

れ
た
い
の
に
い
っ
そ
う
恋
し
さ
を
募
ら
せ
る
、
と
い
う
屈
折
し
た
恋
情
表
現

は
上
恋
一
〇
九
の
漢
詩
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
な
お
、
前
掲
『
文
華
秀
麗

集
』「
奉
和
春
閨
怨
」
に
お
け
る
思
婦
の
心
情
表
現
は
た
だ
「
恨
・
怨
・
心

焦
・
愁
」
な
ど
の
語
に
と
ど
ま
る
が
、
上
恋
一
〇
九
の
漢
詩
は
恋
歌
の
表
現

を
受
容
し
た
こ
と
で
、
よ
り
複
雑
で
繊
細
な
心
情
表
現
「
心
中
昔
事
雖
忘
却
、

願
念
閨
房
恩
愛
情
」
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。

四　

お
わ
り
に

　

平
安
初
頭
の
勅
撰
三
集
の
漢
詩
は
、
ほ
と
ん
ど
中
国
詩
の
用
法
に
準
じ
て

難
な
の
で
、「
今
日
妾
辞
レ

君
、
辞
レ

君
欲
二

何
去
一

。
本
家
零
落
尽
、
慟
哭
来

時
路
」（
唐
・
李
白
・
去
婦
詞
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
行
き
場
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
棄
婦
は
夫
の
変
心
を
厳

し
く
詰
問
し
、
強
く
憤
懣
を
ぶ
つ
け
る
の
で
あ
る（

18
）。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
上
恋
一
〇
九
で
は
、
恋
の
終
末
期
に
、
仲
睦
ま
じ
く
過

ご
し
た
昔
の
時
間
は
二
度
と
戻
ら
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
が
、
今
と
昔
と

の
境
遇
の
差
を
際
立
た
せ
て
相
手
の
変
心
を
激
し
く
非
難
す
る
こ
と
は
な
く
、

た
だ
「
願
念
閨
房
恩
愛
情
」
に
は
断
ち
が
た
い
未
練
の
み
が
読
み
取
れ
る
。

本
集
上
恋
一
一
一
の
漢
詩
の
「
恨
来
相
別
抛
二

恩
情
一

…
…
時
時
引
レ

領
望
二

荒

庭
一

」
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
は
も
う
二
度
と
訪
ね
て
こ
な
い
の
に
、

女
は
依
然
と
し
て
男
を
恋
慕
い
つ
つ
逢
瀬
を
期
待
し
て
い
る
。
平
安
朝
で
は
、

男
の
訪
問
が
一
度
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
経
っ
て
ほ
か
の
女
と

の
仲
が
冷
め
る
と
、
ま
た
も
と
の
恋
人
の
と
こ
ろ
に
戻
る
場
合
は
珍
し
く
な

い
し
、
男
が
訪
ね
て
来
な
け
れ
ば
、
女
は
新
し
い
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
女
の
生
活
の
拠
点
は
生
家
に
あ
り
、
夫
が
離
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
活
の
拠
点
が
奪
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
行
く
あ
て
の
な
い
悲

惨
な
境
遇
ま
で
に
は
至
ら
な
い（

19
）。

そ
の
た
め
、
女
は
男
か
ら
疎
ま
れ
た
と
し

て
も
昔
の
愛
情
を
振
り
返
っ
て
恋
し
く
思
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
心
中
昔
事
雖
忘
却
、
願
念
閨
房
恩
愛
情
」
は
先
行
し
た
上
恋
一
〇
九
の

恋
歌
「
厭
は
れ
て
今
は
限
り
と
な
り
に
し
を
更
に
昔
の
恋
ひ
ら
る
る
か
な
」

か
ら
直
接
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
発
想
は
『
万
葉
集
』
か
ら
『
古
今
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閨怨詩の和様化

撰
万
葉
集
注
釈
』
と
「
『新
撰
万
葉
集
』
注
釈
稿
」（
注
（
14
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
ま
た
、『
玉
台
新
詠
』『
孟
子
』『
論
語
』『
文
選
』『
白
氏
文
集
』
の
本
文
と

訓
読
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）、『
文
華
秀
麗
集
』『
万
葉
集
』『
古
今
集
』

の
引
用
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
他
の
引
用
和
歌
は
『
新

編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
従
っ
た
。
な
お
、
一
部
表
記
な
ど
を
改
め
た
部
分

が
あ
る
。

（
5
）　

本
集
は
上
下
二
巻
が
あ
る
が
、
下
巻
に
漢
詩
を
載
せ
て
い
な
い
伝
本
（
原
撰
本
）

が
あ
る
の
で
、
本
稿
は
上
巻
の
み
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

（
6
）　

泉
紀
子
「
新
撰
万
葉
集
に
お
け
る
漢
詩
と
和
歌
」『
大
阪
女
子
大
文
学
国
文
』

三
二
、一
九
八
一
年
、六
三
、六
六
頁
。
ほ
か
に
は
、山
口
博
『
閨
怨
の
詩
人
小
野
小
町
』

（
三
省
堂
選
書
、
一
九
七
九
年
、
一
六
九
、一
八
七
頁
）
で
、
本
集
漢
詩
に
詠
ま
れ
た

「
夢
」「
蜘
蛛
」
の
六
朝
閨
怨
詩
の
受
容
を
論
じ
た
。
ま
た
、
中
野
方
子
氏
は
『
平
安

前
期
歌
語
の
和
漢
比
較
文
学
的
研
究
』「
第
二
節　

秋
閨
怨
の
受
容
―
―
「新
撰
万

葉
集
」
か
ら
「古
今
集
」
へ
」（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
六
九
頁
）
で
、
本
集

漢
詩
に
詠
ま
れ
た
「
虫
」「
涙
」「
華
顔
衰
残
」
は
閨
怨
詩
の
型
を
踏
ま
え
て
い
る
と

い
う
。

（
7
）　

新
間
一
美
氏
は
「
『新
撰
万
葉
集
』
の
成
立
と
意
義
」（『
国
文
学
―
―
解
釈
と
鑑
賞
』

七
六
（
八
）、
二
〇
一
一
年
、
四
三
頁
）
で
本
集
漢
詩
の
『
遊
仙
窟
』
の
受
容
に
つ

い
て
言
及
し
た
。
ま
た
、
本
集
恋
部
漢
詩
が
白
居
易
の
漢
詩
に
影
響
を
受
け
た
こ
と

は
、
小
島
憲
之
「
恋
歌
と
恋
詩
―
―
万
葉
・
古
今
を
中
心
と
し
て
」（『
文
学
』
四
四

（
三
）、
一
九
七
六
年
、
三
〇
四
〜
三
〇
五
頁
）
を
は
じ
め
、
津
田
潔
「
『新
撰
万
葉
集
』

上
巻
・
恋
歌
に
お
け
る
白
詩
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』、
二
〇
〇
〇

年
）
な
ど
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
8
）　

小
島
憲
之
氏
は
「
九
世
紀
の
歌
と
詩
―
―
『新
撰
万
葉
集
』
を
中
心
と
し
て
」（『
関

西
大
学
国
文
学
会
・
国
文
学
』
五
二
、一
九
七
五
年
、
四
二
頁
）
で
、『
新
撰
万
葉
集
』

の
漢
詩
を
歌
意
に
接
近
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
詩
は
和
習
味
を
帯
び
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
。
ま
た
、
大
戸
温
子
氏
は
「
新
撰
万
葉
集
―
―
「恋
」
を
テ
ー
マ
に
し

作
詩
さ
れ
て
い
る
。
九
世
紀
末
、
国
風
意
識
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、
王
朝
漢

詩
は
中
国
詩
の
模
倣
と
追
随
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
的
生
活
や
感
情
を
表
現

し
て
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
。『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
に
多
く
描
か
れ
た

の
は
、
見
た
こ
と
も
な
い
長
安
の
美
女
の
閨
怨
で
は
な
く
、
平
安
朝
を
舞
台

に
し
た
男
女
の
恋
で
あ
る
。
ま
た
、
心
の
中
で
恋
焦
が
れ
て
も
人
に
知
ら
れ

な
い
よ
う
に
恋
心
を
抑
え
た
り
、
相
手
を
忘
れ
よ
う
と
し
て
か
え
っ
て
恋
し

さ
を
募
ら
せ
た
り
と
い
う
緻
密
な
心
理
描
写
は
、
中
国
詩
や
前
代
の
日
本
閨

怨
詩
に
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
恋
歌
の
世
界
を
強
く
志
向
し
た
結
果
で
あ
る
。

生
硬
な
模
倣
的
習
作
が
多
い
前
代
の
日
本
漢
詩
と
比
べ
て
、『
新
撰
万
葉
集
』

の
漢
詩
の
日
本
的
展
開
は
王
朝
漢
詩
の
成
熟
を
物
語
り
、
国
風
文
化
成
立
の

前
兆
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

注（
1
）　
『
文
華
秀
麗
集
』
艶
情
部
の
次
の
楽
府
部
に
お
け
る
漢
詩
も
ほ
と
ん
ど
閨
怨
詩
で

あ
る
。
な
お
、
先
行
し
た
中
国
の
総
集
や
類
書
な
ど
に
は
「
艶
情
」
と
い
う
部
類
は

見
え
な
い
。

（
2
）　

小
島
憲
之
「
漢
風
讃
美
時
代
」『
古
今
集
以
前
』（
塙
選
書
、
一
九
七
六
年
、

一
二
七
頁
）
参
照
。

（
3
）　

高
兵
兵
「
菅
原
道
真
の
〈
贈
物
詩
〉
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
古
文
学
』

七
八
、二
〇
〇
六
年
）
な
ど
参
照
。

（
4
）　
『
新
撰
万
葉
集
』
の
本
文
と
番
号
は
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
』（
新
撰
万
葉
集
研
究
会
編
、

和
泉
書
院
、二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。
本
集
漢
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、本
稿
は
『
新
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を
弾
き
静
か
に
歌
を
歌
う
ば
か
り
で
、他
に
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
解
し
て
お
り
、「
異

態
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

（
17
）　

中
国
に
真
の
意
味
で
の
恋
愛
詩
が
ほ
と
ん
ど
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
天
野
紀
希
子

氏
は
「
閨
怨
詩
に
代
る
「禁
忌
の
恋
」
の
発
見
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
五
四
、 

一
九
九
六
年
、
三
頁
）
で
「
男
女
が
歌
い
交
す
文
芸
の
形
式
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
関
わ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
日
本
文
学
の
恋
愛
重
視
の
文
学
観
と
違
っ
て
、

中
国
文
学
は
恋
愛
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
政
治
を
批
判
し
志
を
述
べ
る
詩
こ
そ

が
正
統
な
文
学
で
あ
り
、
ま
た
恋
歌
は
日
常
生
活
の
中
で
男
女
の
愛
情
交
流
の
手
段

と
し
て
働
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
国
閨
怨
詩
は
男
性
詩
人
が
閨
の
中
の
女
の
立

場
に
立
っ
て
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）　

孫
久
富
『
日
本
上
代
の
恋
愛
と
中
国
古
典
』
第
二
部
第
四
章
「
『詩
経
』
の
相
怨

詩
と
『万
葉
集
』
の
怨
恨
歌
―
―
文
学
主
題
の
比
較
」（
新
典
社
、
一
九
九
六
年
）

参
照
。

（
19
）　

胡
潔
「
婚
姻
習
俗
と
文
学
―
―
「恋
」
の
諸
相
の
底
流
に
あ
る
も
の
」（『
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「異
文
化
と
し
て
の
日
本
」
記
念
論
文
集
』、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国

際
言
語
文
化
研
究
、
二
〇
〇
九
年
、
一
四
七
頁
）
参
照
。

付
記

　

本
稿
は
、
第
一
二
三
回
表
現
学
会
東
京
例
会
（
於
共
立
女
子
大
学
、
二
〇
一
二
年
十
一

月
十
日
）で
の
研
究
発
表
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
ご
質
問
ご
助
言
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
記
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
日
本
漢
詩
」（『
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「日
本
文
化
研
究
の
国
際
的

情
報
伝
達
ス
キ
ル
の
育
成
」
活
動
報
告
書
』
平
成
二
十
一
年
度
海
外
教
育
派
遣
事
業

編
、
一
九
九
〜
二
〇
一
頁
）
で
、
本
集
恋
部
の
漢
詩
に
お
け
る
中
国
詩
に
な
い
表
現

を
羅
列
し
て
そ
れ
を
和
習
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
本
集
漢
詩
の
和
化
表
現
の
生
成

過
程
や
和
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）　

本
集
漢
詩
の
成
立
時
期
を
考
え
た
上
、
本
稿
で
は
唐
代
ま
で
の
漢
詩
文
を
対
象
と

す
る
。

（
10
）　
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
』（
四
二
頁
）
で
「
「蕩
子
賦
」
の
「蕩
子
」
が
出
征
し
た
兵

士
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
詩
［
筆
者
注
、
上
秋
四
七
の
漢
詩
］
の
「蕩
子
」
が
、
浮

か
れ
男
で
あ
る
点
は
相
違
す
る
」
と
指
摘
し
た
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
触
れ
て

い
な
い
。
な
お
、本
集
上
秋
四
七
の
漢
詩
の
「
蕩
子
0

0

従
来
無
定
意
、未
嘗
苦
有
得
羅
敷
」

に
お
け
る
「
蕩
子
」
の
使
い
方
は
漢
詩
八
二
に
近
い
。

（
11
）　

当
歌
は
夏
の
部
の
歌
で
あ
る
が
、『
古
今
集
』
の
恋
部
（
巻
十
四
・
恋
四
・

七
一
〇
・
読
人
不
知
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

小
島
憲
之
氏
は
『
古
今
集
以
前
』（
塙
書
房
、一
九
七
六
年
、二
九
二
〜
二
九
四
頁
）

に
お
い
て
、
伝
説
の
「
簫
史
」
か
ら
や
や
く
だ
け
た
俗
語
的
な
「
簫
郎
」
が
生
ま
れ
、

こ
れ
が
男
子
の
通
称
と
し
て
通
用
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
本
集
の
漢
詩
で
は

「
蕩う

か
れ
お子

」
を
指
す
も
の
と
見
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

（
13
）　

当
詩
に
お
け
る
「
簫
君
」
と
「
蕩
子
」
は
、
同
一
人
物
を
指
す
。

（
14
）　

半
沢
幹
一
・
津
田
潔
氏
は
「
『新
撰
万
葉
集
』
注
釈
稿
（
上
巻
秋
部
七
五
〜

七
八
）」（
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要
五
三
、二
〇
〇
七
年
、
五
二
頁
）
で
、
漢

詩
文
に
お
け
る
「
怨
言
」
は
男
女
間
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ま
な
い
が
、
和
語
「
う
ら

み
ご
と
」
は
特
に
男
女
間
の
こ
と
を
言
う
場
合
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

（
15
）　
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
』（
二
六
二
頁
）
で
は
、「
怨
言
」
を
「
私
が
こ
ん
な
に
愛
し

て
い
る
の
に
あ
な
た
は
つ
れ
な
い
」
と
解
し
た
。
本
稿
で
は
、こ
の
理
解
に
従
い
た
い
。

（
16
）　
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
』（
五
一
四
頁
）
の
語
釈
で
は
、上
恋
一
一
四
の
「
異
態
」
を
「
い

つ
も
と
は
異
な
っ
た
態
度
や
様
子
の
意
」
と
し
て
い
る
が
、
通
釈
で
は
一
句
を
「
瑟



179　『日本研究』No. 48（2013）

は
じ
め
に

　

北
村
謙
次
郎
（
一
九
〇
四
〜
一
九
八
二
年
）
は
、
東
京
に
生
ま
れ
、
幼
少

期
は
関
東
州
の
大
連
で
過
ご
し
た
。
一
九
二
三
年
、
進
学
の
た
め
日
本
に
戻

り
、
十
数
年
ほ
ど
東
京
で
近
代
文
化
の
諸
相
を
受
容
し
つ
つ
、
昭
和
初
頭
、

日
本
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。『
作
品
』、『
青
い
花
』、『
日
本
浪
曼
派
』
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
に
寄
稿
し
、
赤
松
月
船
、
木
山
捷
平
、
太
宰
治
な
ど
の

詩
人
や
作
家
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、
自
ら
の
文
学
の
方
向
を
模
索
し
続

け
た
。
一
九
三
七
年
、
北
村
は
満
洲
国
の
首
都
新
京
に
移
住
し
、
満
映
（
満

洲
映
画
協
会
）
に
勤
め
た
が
、
の
ち
に
同
社
を
辞
し
、
文
学
活
動
に
専
念
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。『
満
洲
行
政
』、『
新
天
地
』、『
満
蒙
』、『
協
和
』、『
観

光
東
亜
』
な
ど
、
多
方
面
の
雑
誌
に
旺
盛
に
執
筆
す
る
一
方
、
木
崎
龍
、
吉

野
治
夫
、
緑
川
貢
、
長
谷
川
濬
な
ど
満
洲
に
住
む
日
本
人
作
家
を
糾
合
し
て
、

文
芸
綜
合
雑
誌
『
満
洲
浪
曼
』
を
創
刊
し
、
ま
た
「
鶴
」、「
砧
」、「
或
る
環

境
」、「
春
聯
」
な
ど
、
数
多
く
の
文
学
作
品
を
残
し
た
。
戦
後
、
北
村
謙
次

郎
は
回
想
録
『
北
辺
慕
情
記（

1
）』

を
著
わ
し
た
。
同
書
は
、
満
洲
国
に
お
け
る

日
本
人
文
学
・
文
化
運
動
の
実
態
を
知
る
上
で
の
、
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て

い
る
。

　

本
稿
で
は
、
北
村
謙
次
郎
が
満
洲
で
創
作
し
た
唯
一
の
長
篇
小
説
「
春

聯
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
小
説
は
、
北
村
に
と
っ
て
初
め
て
の
長
篇
で
あ

り
な
が
ら
、
川
端
康
成
に
よ
っ
て
「
建
国
十
年
間
の
満
洲
文
学
の
お
そ
ら
く

最
高
の
収
穫
だ（

2
）」

と
認
め
ら
れ
、『
作
文
』
同
人
の
吉
野
治
夫
か
ら
は
「
ど

こ
と
な
く
満
洲
ら
し
い
色
と
香
を
に
じ
ま
せ
て
ゐ
る（

3
）」

と
評
さ
れ
た
。
北
村

の
作
家
歴
に
お
い
て
も
、
こ
の
小
説
は
、
も
っ
と
も
読
者
に
読
ま
れ
て
い
る

作
品
だ
と
見
て
よ
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
成
立
の
経
緯
を
辿
り
な
が
ら
、
北

【
研
究
ノ
ー
ト
】

満
洲
国
に
お
け
る
北
村
謙
次
郎
の
創
作

―
―
「
春
聯
」
を
中
心
に
―
―

韓 

玲
玲
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で
全
九
十
五
回
に
わ
た
っ
て
『
満
洲
日
日
新
聞
』
夕
刊
の
第
一
面
に
掲
載
さ

れ
た
。
同
紙
夕
刊
第
一
面
に
小
説
が
連
載
さ
れ
た
の
は
、
長
谷
川
濬
の
翻
訳

し
た
満
洲
在
住
の
白
系
ロ
シ
ア
人
作
家
バ
イ
コ
フ
の
「
虎（

6
）」

が
最
初
で
あ
り
、

次
い
で
楳
本
捨
三
の
「
成
吉
思
汗（

7
）」、「

春
聯
」
は
三
番
目
と
な
る
。
バ
イ
コ

フ
の
「
虎
」
は
、
の
ち
に
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
で
も
「
偉
大

な
る
王
」
と
改
題
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
が
、
両
者
と
も
読
書
界
の
好
評
を
呼

び
、
相
当
の
売
れ
行
き
を
見
せ
た
。
こ
の
前
例
も
あ
っ
て
、
北
村
謙
次
郎
の

「
春
聯
」
も
、
連
載
開
始
時
よ
り
読
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

連
載
一
回
分
は
約
一
二
〇
〇
字
。
満
洲
の
荒
々
し
い
自
然
と
登
場
人
物
を
ス

ケ
ッ
チ
し
た
挿
絵
と
合
わ
せ
て
、
同
紙
一
面
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品

だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

連
載
に
あ
た
っ
て
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

北
村
謙
次
郎
君
は
一
人
敢
然
文
筆
一
途
に
進
ん
で
ゐ
る
人
、
そ
の
流
麗

な
筆
と
落
ち
着
い
た
作
家
態
度
は
既
に
知
ら
る
ゝ
処
、名
作
「
鶴
」、「
或

る
環
境
」
に
次
い
で
、「
春
聯
」
に
於
い
て
揺
が
ぬ
北
村
文
学
を
打
ち

た
て
よ
う
と
言
ふ
。
挿
絵
の
白
崎
海
紀
君
は
第
二
回
国
展（

8
）の

民
生
部
大

臣
賞
を
獲
得
、
古
典
美
の
中
に
新
感
覚
と
ロ
マ
ン
精
神
を
打
ち
樹
て
よ

う
と
す
る
気
鋭
の
青
年
画
家
、
そ
の
繊
細
な
筆
と
新
鮮
な
構
図
と
は
北

村
文
学
を
最
も
よ
く
生
か
す
も
の
、
作
品
と
離
れ
て
見
て
も
新
聞
挿
絵

の
新
生
面
を
開
拓
す
る
も
の
と
い
へ
よ
う（

9
）。

村
謙
次
郎
の
在
満
期
の
創
作
上
の
特
質
と
、
彼
の
満
洲
国
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一　
「
春
聯
」
の
誕
生

1　

出
版
の
経
緯

　

春
聯
と
は
、
中
国
の
旧
正
月
に
、
新
た
な
一
年
を
迎
え
る
た
め
、
家
の
正

門
の
両
側
に
貼
る
縁
起
の
よ
い
対
句
の
こ
と
で
あ
る
。
通
常
は
赤
い
紙
に
黒

字
で
書
か
れ
て
い
る
。
十
世
紀
頃
、
中
国
宋
朝
初
期
の
蜀
王
孟
昶（

4
）に

よ
っ
て

書
か
れ
た
「
新
年
納
余
慶
、
嘉
節
号
長
春
」
と
い
う
詩
句
ま
で
遡
れ
ば
、
春

聯
は
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
対
句
も
、
当
初
の
魔
よ
け
か

ら
、
祭
礼
を
祝
っ
た
り
、
よ
り
よ
い
生
活
の
到
来
を
祈
っ
た
り
す
る
も
の
に

ま
で
、
意
味
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
春
聯
」
と
い
う
言
葉
を
小
説
の
タ
イ
ト
ル
と
し
た
事
情
に
つ
い
て
、

北
村
は
新
聞
に
小
説
を
連
載
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
春
聯
の
名
を
小
説
の
題

に
借
り
た
の
は
別
に
他
意
な
い
。
要
す
る
に
僕
は
春
ら
し
い
ゆ
つ
た
り
し
た

小
説
を
書
き
た
い
と
、
い
つ
も
考
へ
て
ゐ
る
と
ほ
り
の
こ
と
を
、
春
聯
の
名

に
託
し
た
ま
で
で
あ
る（

5
）」

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
間
近
に
迎
え
た

「
満
洲
建
国
十
周
年
」（
一
九
四
二
年
三
月
）
に
対
す
る
祝
意
も
い
く
ら
か
は

込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

小
説
「
春
聯
」
は
、
一
九
四
一
年
一
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
二
十
四
日
ま
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満洲国における北村謙次郎の創作

る
か
期
し
て
愛
読
を
乞
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る（

12
）。

　

お
そ
ら
く
、
こ
の
紹
介
文
は
、『
満
洲
日
日
新
聞
』
の
編
集
担
当
者
が
作

者
北
村
謙
次
郎
と
相
談
し
た
上
で
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
こ

こ
で
「
春
聯
」
の
主
要
テ
ー
マ
が
白
系
ロ
シ
ア
人
問
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
は
興
味
深
い
。「
春
聯
」
と
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」、
一
見
関
係
の
な

い
両
者
を
、
北
村
謙
次
郎
は
い
か
に
関
連
付
け
た
の
か
、
白
系
ロ
シ
ア
人
問

題
を
テ
ー
マ
に
し
た
目
的
は
何
な
の
か
、
そ
う
い
っ
た
問
題
も
、
以
下
の
論

述
で
解
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
一
九
〇
五
年
に
大
連
で
創
刊
さ
れ
た
新
聞
で
あ
る
。

「
東
亜
大
陸
に
於
け
る
最
大
有
力
紙
と
し
て（

13
）」、

一
九
三
八
年
以
降
、
こ
の
新

聞
の
本
社
は
大
連
か
ら
奉
天
に
進
出
し
、
そ
の
販
売
地
域
も
全
満
な
ら
び
に

華
北
・
華
中
方
面
ま
で
伸
び
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
陸
の
代
表
的
新
聞

か
ら
長
篇
の
連
載
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
は
、
筆
一
本
の
作
家
生
活
を
志
す
北

村
に
と
っ
て
は
都
合
の
い
い
話
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
金
銭
的
な
面
に
お
い
て

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
多
数
の
読
者
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も

作
家
と
し
て
の
意
欲
を
十
分
に
そ
そ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

こ
と
自
体
、
満
洲
国
支
配
の
一
端
を
担
う
メ
デ
ィ
ア
の
装
置
に
自
身
が
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
を
も
意
味
し
た
。
北
村
が
一
九
三
七
年
、
満
洲
国
に
渡
っ
た

時
点
か
ら
、
彼
の
数
々
の
文
学
作
品
と
一
連
の
文
学
活
動
は
す
で
に
、
彼
の

自
由
を
求
め
る
精
神
の
、
国
策
に
対
す
る
抗
い
と
妥
協
と
を
物
語
っ
て
い
た

　

一
九
四
一
年
、
北
村
謙
次
郎
は
、
す
で
に
満
映
の
仕
事
を
辞
め
、
文
筆
活

動
に
専
念
し
て
い
た
。
そ
の
作
品
も
一
九
三
八
年
の
「
鶴
」、「
群
盲
」、

一
九
三
九
年
の
「
或
る
環
境
」
な
ど
が
『
満
洲
浪
曼
』
や
『
満
洲
行
政
』
に

発
表
さ
れ
、
満
洲
唯
一
の
専
業
作
家
と
し
て
在
満
日
本
人
の
読
書
界
に
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
文
名
は
、
挿
絵
担
当
の
白
崎
も
十
分
に
承
知
し
て

い
た
よ
う
で
、「
貧
少
な
技
を
悲
し
み
つ
ゝ
、
そ
の
く
せ
日
本
の
古
典
に
あ

る
絵
巻
物
、
物
語
扇
面
図
絵
、
フ
ア
ウ
ス
ト
へ
の
ド
ラ
ク
ロ
ア
の
挿
絵
等
を

う
つ
ろ
な
眼
で
憧
れ
お
の
ゝ
い
て
居
り
ま
す
。
思
ひ
を
転
じ
て
み
て
も
北
村

謙
次
郎
氏
の
魂
の
静
座
を
考
へ
る
と
き
避
け
難
い
不
安
に
襲
は
れ
ま
す（

10
）」

と
、

北
村
文
学
へ
の
信
頼
を
込
め
つ
つ
、
自
身
の
仕
事
に
対
す
る
覚
悟
と
抱
負
を

述
べ
て
い
る
。

　

な
お
、
小
説
の
内
容
に
つ
い
て
、『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

「
春
聯
」
は
旧
正
中
国
人
家
屋
に
飾
ら
れ
る
吉
祥
の
糺
紙
で
あ
る
が
、

こ
の
小
説
に
扱
は
れ
る
問
題
は
白
系
露
人
は
ど
う
な
る
か
の
問
題
で
あ

る
、
満
洲
国
建
国
当
初
の
蘇
炳
文
事
件
、
美
し
い
エ
ミ
グ
ラ
ン
ト
の
唖

娘
ソ
フ
イ
ア（

11
）、

う
ら
ぶ
れ
た
寛
城
子
部
落
の
露
人
生
活
、
そ
し
て
建
国

の
逞
ま
し
い
槌
の
音
に
伴
つ
て
彼
ら
が
進
む
楽
土
の
序
章
…
…
今
日
世

界
に
嘗
て
見
ざ
る
民
族
協
和
の
楽
土
建
設
に
参
加
す
る
我
々
の
等
し
く

考
ふ
べ
き
露
人
問
題
が
い
か
に
提
出
さ
れ
、
如
何
に
方
向
を
与
へ
ら
れ
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き
に
は
、
白
楊
が
並
ぶ
街
路
と
か
、
白
系
ロ
シ
ア
人
の
姿
と
い
っ
た
満
洲
情

緒
の
溢
れ
る
白
崎
海
紀
の
挿
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
た
が
、
単
行
本
で
は
、
小

説
の
内
容
と
は
無
関
係
の
絵
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
読
者
に
相
当
の
違
和

感
を
も
た
ら
す
。
水
谷
清
が
作
品
を
読
ま
な
い
で
装
丁
を
し
た
と
も
判
断
さ

れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
版
元
の
新
潮
社
の
、
読
者
多
数
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム

（
中
国
一
般
に
対
す
る
通
俗
的
イ
メ
ー
ジ
）
を
当
て
に
し
て
の
企
み
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

作
品
内
容
の
面
で
は
、
初
出
（
新
聞
）
と
単
行
本
と
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
の

差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
新
聞
小
説
の
特
徴（

17
）と

見
な
さ
れ
る
も
の
は
、
単
行
本

で
は
（
挿
絵
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
）
稀
薄
に
な
っ
て
い
る
が
、
語
句

の
推
敲（

18
）

や
改
行
の
増
減
な
ど
の
工
夫
も
あ
っ
て
、
文
章
全
体
は
洗
練
さ
れ
、

読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
初
出
に
し
て
も
単
行
本
に
し
て
も
、「
春
聯
」
は
静
か
に
流
れ

る
川
の
よ
う
に
落
ち
着
い
た
文
体
で
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
叙
情
的
な
基
調

と
い
っ
た
北
村
謙
次
郎
の
本
来
の
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
逆
に
言
う
と
、

そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
は
プ
ロ
ッ
ト
の
転
換
・
起
伏
と
い
っ
た
波
乱
に
乏

し
く
、
読
者
一
般
の
興
味
を
、
ど
れ
ほ
ど
惹
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
は

疑
わ
し
い
。
し
か
し
、
作
者
は
「
ゆ
つ
た
り
し
た（

19
）」

構
え
を
全
篇
に
つ
ら
ぬ

き
通
し
、
そ
こ
に
彼
の
「
自
信
」
と
「
わ
が
ま
ま
」
を
見
る
こ
と
も
で
き
そ

う
だ
。

　

一
九
四
二
年
五
月
二
日
か
ら
五
月
二
十
六
日
に
か
け
て
、「
春
聯
」
は
、

の
だ
が
、
今
こ
こ
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
詳
し
く
触
れ
な
い
こ
と
に
す

る
。

　

一
九
四
二
年
三
月
十
二
日
、「
春
聯
」
は
川
端
康
成
の
斡
旋
で
日
本
の
新

潮
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
四
一
年
四

月
、
川
端
康
成
の
初
め
て
の
満
洲
旅
行
が
あ
っ
た
。
当
時
、『
満
洲
日
日
新

聞
』
と
満
洲
棋
院
が
「
全
満
素
人
囲
碁
選
手
権
大
会
」
を
催
し
た
。
呉
清
源（

14
）

を
は
じ
め
、
川
端
康
成
や
村
松
梢
風
な
ど
が
『
満
洲
日
日
新
聞
』
に
よ
っ
て
、

こ
の
催
し
に
招
待
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
川
端
は
、
二
十
日
か
け
て
満
洲
の
日

本
文
化
人
と
座
談
会
を
行
っ
た
り
、
囲
碁
を
観
戦
し
た
り
し
て
、
満
洲
各
地

を
旅
し
た（

15
）。

そ
の
折
、
川
端
が
旧
知
の
北
村
謙
次
郎
を
寛
城
子
（
新
京
の
郊

外
）
に
訪
ね
た
が
、
彼
の
生
活
ぶ
り
に
興
味
を
覚
え
、
ま
た
、『
満
洲
日
日

新
聞
』
に
連
載
中
の
「
春
聯
」
に
注
目
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

一
九
四
二
年
の
こ
ろ
ま
で
、
日
本
国
内
で
書
か
れ
た
「
満
洲
も
の
」
は
、
旅

行
者
な
ど
い
わ
ば
第
三
者
の
視
点
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
在
満
日
本
人
の
手

に
な
る
、
満
洲
と
い
う
土
地
に
根
付
い
た
文
学
作
品
は
、
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ

れ
て
い
な
か
っ
た（

16
）。

　

単
行
本
『
春
聯
』
は
Ｂ
6
版
の
、
一
見
、
清
楚
な
感
じ
の
本
で
あ
る
。
装

丁
の
水
谷
清
は
、
ピ
ン
ク
の
「
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
」
を
着
た
中
国
人
の
少
女

を
表
紙
に
描
き
、
扉
に
は
、
中
国
人
婦
人
が
子
供
を
乗
せ
た
台
車
を
引
く
様

子
を
描
い
て
み
せ
た
。
し
か
し
、
北
村
の
こ
の
小
説
に
は
、
中
国
人
女
性
な

ど
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
初
出
の
『
満
洲
日
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
と
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満洲国における北村謙次郎の創作

ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
比
べ
、
北
村
の
場
合
、「
春
聯
」
が

『
昭
和
戦
争
文
学
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
だ
け
に
留
ま
る
。
し
か
も
、
そ
こ

で
の
「
春
聯
」
は
、
作
品
構
成
上
、
き
わ
め
て
重
要
な
第
一
章
と
第
二
章
を

は
じ
め
、
第
七
、八
章
な
ど
の
数
章
が
削
除
さ
れ
た
り
要
約
さ
れ
た
り
し
て
、

元
の
作
品
の
数
分
の
一
の
量
に
縮
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
篇
と
し
て
の
全

体
像
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
戦
後
の
北
村

は
不
遇
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、「
春
聯
」
は
『
満
洲
日
日
新
聞
』
の
要
請
に
応
じ
て

創
作
さ
れ
、
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
川
端
康
成
の
紹
介
に
よ
っ
て
日
本

で
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
東
宝
で
劇
化
さ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
華
々
し
い
動
き

は
、
満
洲
文
学
の
作
品
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
北
村
は

作
家
と
し
て
き
わ
め
て
恵
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
幸
運
は
、
日
本
の

中
国
東
北
支
配
と
い
う
時
代
状
況
に
包
ま
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
北
村
が
、

そ
の
時
代
の
動
き
に
半
ば
迎
合
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品
を
書
い
た
こ
と
は
疑

い
よ
う
も
な
い
。

2　

内
容
の
紹
介

　
「
春
聯
」
は
一
九
四
〇
年
代
の
満
洲
国
を
舞
台
に
描
か
れ
た
物
語
で
あ
る
。

新
京
の
北
郊
・
寛
城
子
に
暮
ら
す
鋠
作
兄
弟
の
先
行
き
の
見
え
な
い
世
界
に
、

満
洲
国
建
国
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
小
野
浩
太
郎
が
突
然
現
れ
、
彼
の
語
る
建
国

回
想
談
に
よ
っ
て
新
し
い
息
吹
が
二
人
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
筋
書
で
、

「
ハ
イ
ラ
ル
の
曙
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
東
京
宝
塚
劇
場
（
東
宝
）
で
劇
化
・

公
演
さ
れ
た
。「
満
洲
国
建
国
十
周
年
慶
祝
」
と
表
紙
に
刷
ら
れ
た
「
第
三

回
東
宝
国
民
劇
公
演
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
脚
本
は
水
木
久
美
雄

の
手
に
な
る
も
の
で
、
原
作
「
春
聯
」
の
第
一
、二
、九
章
を
省
く
、
四
場
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
新
京
に
お
け
る
副
主
人
公
の
物
語
は
取
り
除

か
れ
、
ハ
イ
ラ
ル
を
舞
台
に
し
た
「
蘇
炳
文
事
件
」
だ
け
が
ド
ラ
マ
化
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
演
出
は
出
島
耕
二
。
配
役
は
小
野
浩
太
郎
役
に
中
田
弘
二

（
大
映
）、
ナ
タ
ー
シ
ャ
役
に
芝
恵
津
子
（
東
映
）
な
ど
で
あ
る
。
同
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
同
時
に
公
演
さ
れ
た
日
本
民
族
舞
踊
「
薩
摩
組
曲
」（
全
一

場
）
と
歌
劇
「
蘭
花
扇
」（
二
十
場
）
の
紹
介
記
事
も
出
て
い
る
。
特
に
「
蘭

花
扇
」（
白
井
鐡
造
作
・
演
出
）
は
、
満
映
ス
タ
ー
の
李
香
蘭
が
主
役
の
孟
姜

女
を
演
じ
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。

　

戦
後
、「
満
洲
文
学
」
に
対
す
る
再
評
価
が
し
ば
し
ば
試
み
ら
れ
、
そ
の

動
き
は
今
日
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
関
連
作

品
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
も
何
度
か
編
ま
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
牛
島
春
子
の

「
祝
と
い
ふ
男
」
や
日
向
伸
夫
「
第
八
号
転
轍
器
」
は
、
一
九
六
四
年
に

『
昭
和
戦
争
文
学
全
集（

20
）』

に
、
一
九
九
六
年
に
『〈
外
地
〉
の
日
本
語
文

学
選（

21
）』

に
収
録
さ
れ
、
前
者
は
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
に
復
刻
さ
れ
た
『
日
満

露
在
満
作
家
短
篇
選
集（

22
）』

で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
、

集
英
社
か
ら
出
た
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

戦
争
と
文
学
』
の
第
十
六
巻
「
満
洲

の
光
と
影
」
に
は
、
竹
内
正
一
の
「
流
離
」、
牛
島
春
子
の
「
福
寿
草
」
な
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の
よ
う
な
「
行
動
」
に
変
え
た
ら
い
い
の
か
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
半
年
間
、

兄
鋠
作
に
頼
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
兄
の
の
ん
び
り
し
た
調
子
に
つ
い
て

い
け
ず
、
仕
事
探
し
に
も
苛
立
ち
を
覚
え
て
い
る
。
二
人
は
、
貞
造
の
働
き

口
を
め
ぐ
っ
て
、
周
囲
を
冷
眼
視
す
る
兄
と
気
が
焦
る
弟
と
い
う
両
端
に
お

い
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
異
民
族
の
雑
居
す
る
寛
城
子
に
住
む
二
人
は
、

日
本
人
の
頻
繁
な
引
っ
越
し
風
景
、
中
国
人
の
た
く
ま
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
、

ロ
シ
ア
人
の
不
安
定
な
生
活
ぶ
り
な
ど
を
見
聞
き
し
な
が
ら
、
日
々
を
送
っ

て
い
る
。

　

そ
ん
な
折
、
兄
弟
の
隣
家
に
小
野
浩
太
郎
と
い
う
男
が
引
っ
越
し
て
き
た
。

小
野
は
満
洲
国
が
成
立
し
た
頃
か
ら
ず
っ
と
建
国
運
動
に
関
わ
っ
て
き
て
い

る
。
ロ
シ
ア
人
の
手
伝
い
を
使
っ
た
り
、
三
河
地
方
に
出
張
し
た
り
し
て
い

る
こ
の
男
の
謎
め
い
た
行
動
と
風
貌
は
、
兄
弟
の
興
味
を
引
き
つ
け
た
。
あ

る
夜
、
兄
弟
は
建
国
当
初
の
小
野
の
体
験
秘
話
を
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　

一
九
三
二
年
五
月
、
小
野
浩
太
郎
は
「
蘇
炳
文
反
乱
」
を
抑
止
す
る
た
め
、

国
境
警
察
隊
の
分
遣
隊
長
と
し
て
ハ
イ
ラ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
。
赴
任
直
後
、

彼
は
す
ぐ
密
偵
に
会
っ
て
情
報
を
収
集
し
た
り
、
事
件
発
生
に
備
え
て
の
対

策
を
立
て
た
り
し
て
、
敏
腕
を
振
る
っ
た
。
そ
の
後
、
分
遣
隊
舎
の
貸
借
を

め
ぐ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
ユ
ン
ケ
ル
マ
ン
が
登
場
す
る
。
彼
は
毛
皮
商
売
に
従

事
し
て
贅
沢
な
暮
ら
し
を
送
る
、
物
欲
旺
盛
な
人
物
で
あ
る
。
日
本
の
国
境

警
察
隊
に
隊
舎
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
中
国
護
路
軍
か
ら
警
告
を
受
け
、

全
九
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
冒
頭
の
第
一
章
「
秋
深
し
」、
第
二
章
「
知
ら

れ
ざ
る
風
貌
」
と
第
九
章
「
霧
氷
」
で
は
、「
現
在
」
の
時
点
、
す
な
わ
ち

こ
の
小
説
が
書
か
れ
た
一
九
四
一
年
当
時
の
新
京
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
間
の
六
章
分
、
第
三
章
「
白
虹
」
か
ら
以
下
、「
若
い
翼
」、「
な
が
れ
」、

「
風
蕭
々
」「
地
下
暦
日
」
と
第
八
章
「
大
火
西
へ
」
ま
で
は
、
満
洲
国
が
作

ら
れ
た
一
九
三
二
年
当
時
の
呼
倫
貝
爾
（
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
）、
そ
の
中
心
地
の

海
拉
爾
（
ハ
イ
ラ
ル
）
を
舞
台
と
す
る
「
蘇
炳
文
事
件
」
を
中
心
に
展
開
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
篇
は
、「
現
在
」
と
い
う
時
間
枠
に
挟
ま
れ
た
形

で
、「
過
去
」
の
建
国
初
期
の
物
語
が
回
想
さ
れ
る
と
い
う
構
造
を
と
っ
て

い
る
。

　

第
一
章
「
秋
深
し
」
で
は
、
満
洲
の
白
楊
が
枯
葉
を
散
ら
す
よ
う
に
な
っ

た
季
節
の
も
と
、
鋠
作
兄
弟
の
日
常
が
描
か
れ
る
。
兄
鋠
作
は
三
年
前
、
妻

を
日
本
に
置
い
た
ま
ま
満
洲
に
や
っ
て
き
て
、
今
は
Ｍ
撮
影
所
（「
満
映
」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
に
勤
務
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
無
為
の
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
。
彼
は
周
り
の
中
国
人
、
白
系
ロ
シ
ア
人
の
生
活
ぶ
り
を
観
察
し

な
が
ら
、
在
満
日
本
人
の
消
極
的
な
生
活
態
度
を
冷
眼
視
し
て
不
満
を
持
っ

て
い
る
が
、
自
分
の
生
活
を
変
え
よ
う
と
す
る
意
欲
は
な
く
、
な
ん
に
で
も

「
ゆ
つ
く
り
し
た
」
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
一
方
、
弟
貞
造
は
半
年
前
、
東

京
の
役
所
仕
事
を
辞
め
、
満
洲
に
職
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
ば
か
り
だ
。
彼

は
満
洲
国
に
夢
と
情
熱
を
抱
い
て
い
る
が
、
一
体
ど
の
よ
う
な
「
夢
」
で
あ

る
の
か
、
自
分
に
も
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
な
い
し
、
そ
の
「
情
熱
」
を
ど
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…
…
小
野
と
中
沢
警
士
は
、
か
ろ
う
じ
て
蘇
軍
の
追
及
を
か
わ
す
こ
と
が
で

き
た
。
死
と
向
か
い
あ
っ
た
困
苦
の
さ
な
か
、
小
野
は
満
洲
の
「
土
」
を
掌

に
載
せ
て
、
幸
せ
そ
う
に
満
洲
国
の
「
夢
」
を
語
り
、「
僕
ら
は
決
し
て
、

無
駄
に
死
ぬ
わ
け
ぢ
や
な
い
ん
だ
よ
」
と
中
沢
と
誓
い
あ
う
。
転
々
と
し
た

不
安
な
日
々
の
あ
る
夜
、
二
人
は
、
夢
遊
症
の
ナ
タ
ー
シ
ャ
が
う
た
う
歌
に

導
か
れ
て
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
邸
に
辿
り
着
き
、
そ
こ
に
身
を
隠
す
こ
と
に
な
っ

た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
夫
妻
は
、
親
日
的
な
白
系
ロ
シ
ア
人
で
、
心
を
尽
く
し
て

小
野
た
ち
の
面
倒
を
見
る
。
小
野
は
初
め
て
異
民
族
の
白
系
ロ
シ
ア
人
を
信

頼
し
、
彼
ら
の
生
活
を
観
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
夫
妻
の
穏

や
か
な
夫
妻
関
係
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
と
、
そ
の
夫
グ
レ
ゴ
リ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
、
日
本
人
の
支
配
す
る
満
洲
国
へ
の
信
頼
と
、
日
々
の
勤
勉
、
す
べ
て

が
小
野
の
目
に
好
ま
し
く
映
っ
た
。
彼
は
白
系
ロ
シ
ア
人
の
「
簡
素
」
な
生

活
態
度
に
心
打
た
れ
、
そ
れ
こ
そ
満
洲
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
文
明
だ
と
賛
美

し
、
在
満
日
本
人
も
白
系
ロ
シ
ア
人
の
よ
う
に
満
洲
の
風
土
に
従
っ
て
定
住

す
べ
き
だ
と
結
論
付
け
る
。

　

蘇
炳
文
事
件
後
、
小
野
は
ナ
タ
ー
シ
ャ
の
希
望
を
受
け
入
れ
、
彼
ら
夫
妻

を
連
れ
て
新
京
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
二
人
が
都
市
生
活
に
慣
れ
な
い

た
め
、
夫
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
の
病
死
後
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
一
人
、
ハ
イ
ラ
ル
の

ピ
ョ
ー
ト
ル
牧
場
に
戻
す
こ
と
に
し
た
。
彼
女
を
見
送
っ
た
小
野
は
、
白
系

ロ
シ
ア
人
は
北
満
で
農
業
に
従
事
す
る
の
が
一
番
幸
福
だ
と
い
う
確
信
を
抱

き
、
三
河
地
方
の
白
系
ロ
シ
ア
人
の
移
民
事
業
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

彼
は
隊
舎
移
転
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
小
野
に
相
談
し
た
が
、
き
っ
ぱ
り
断

ら
れ
た
あ
げ
く
、
彼
の
金
銭
を
狙
っ
た
蘇
炳
文
の
副
官
趙
局
長
に
よ
っ
て
暗

殺
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
は
、
蘇
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
が
、
事
態
の
緊
張

は
こ
こ
に
端
を
発
す
る
。
ユ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
死
後
、
彼
の
も
と
で
生
活
し
て

い
た
ロ
シ
ア
人
少
女
ナ
タ
ー
シ
ャ
が
家
を
出
て
、
ハ
イ
ラ
ル
河
畔
で
小
野
に

発
見
さ
れ
、
牧
場
経
営
者
ピ
ョ
ー
ト
ル
宅
に
送
ら
れ
る
。
満
洲
国
の
建
国
工

作
が
進
め
ら
れ
て
い
く
な
か
、
ハ
イ
ラ
ル
で
は
北
満
最
初
の
飛
行
機
が
到
来

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
飛
行
場
の
設
営
に
よ
っ
て
、
緊
迫
し
た
空
気
が
一
層

み
な
ぎ
っ
て
く
る
。
飛
行
場
建
設
は
蘇
炳
文
軍
の
妨
害
を
招
い
た
が
、
ど
う

に
か
無
事
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
蘇
の
抗
日
的
挑
発
も

徐
々
に
激
し
く
な
っ
て
い
く
。
満
洲
国
の
民
生
部
警
務
司
洪
科
長
の
暗
殺
事

件
、
日
本
外
務
省
留
学
生
が
北
満
の
列
車
で
銃
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
な
ど

が
、
次
々
と
起
き
る
。
そ
れ
ら
の
事
件
に
対
し
て
、
小
野
は
蘇
炳
文
の
司
令

部
を
訪
れ
た
が
、
彼
と
面
会
で
き
ず
、
事
件
は
う
や
む
や
の
ま
ま
に
終
わ
る
。

だ
が
、
小
野
の
分
遣
隊
と
蘇
軍
と
の
衝
突
は
真
近
に
迫
っ
て
い
た
。
九
月

二
十
七
日
、
満
洲
国
の
商
業
航
空
に
よ
る
初
め
て
の
北
満
訪
問
の
日
、
つ
い

に
大
き
な
衝
突
が
生
じ
た
。
ハ
イ
ラ
ル
在
住
の
日
本
人
二
五
三
名
は
蘇
軍
に

よ
っ
て
監
禁
さ
れ
、
飛
行
機
を
迎
え
る
小
野
た
ち
も
攻
撃
を
受
け
、
部
下
の

多
数
を
失
っ
た
。
小
野
は
負
傷
し
て
中
沢
警
士
と
二
人
で
脱
出
し
、
長
い
逃

亡
生
活
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　

ハ
イ
ラ
ル
河
の
孤
島
で
の
潜
伏
、
中
国
人
漁
夫
と
の
交
渉
、
砂
穴
の
一
夜



186

か
ら
、
バ
イ
コ
フ
の
「
虎
」
を
は
じ
め
、
白
系
ロ
シ
ア
人
の
文
学
作
品
が

徐
々
に
紹
介
さ
れ
、
白
系
ロ
シ
ア
人
の
生
活
像
も
次
第
に
日
本
人
の
関
心
を

惹
き
起
こ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
北
村
謙
次
郎
も
白
系
ロ
シ
ア

人
問
題
を
「
春
聯
」
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け

当
時
の
北
村
は
、
ロ
シ
ア
的
雰
囲
気
の
濃
厚
に
漂
う
寛
城
子
に
住
み
、
日
頃

触
れ
あ
う
白
系
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
作
者
の
満
洲
生
活
の
一
部
分
と
も
な
っ
て

い
た
の
で
、
彼
ら
に
対
す
る
関
心
も
並
々
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

こ
で
は
ま
ず
、
史
実
と
し
て
の
「
蘇
炳
文
事
件
」
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

1　
「
蘇
炳
文
事
件
」

　
「
蘇
炳
文
事
件
」
は
「
春
聯
」
の
背
景
と
し
て
扱
わ
れ
た
歴
史
的
事
件
で

あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
北
村
謙
次
郎
は
、「
建
国
後
間
も
な
い
こ
ろ

惹
起
さ
れ
た
蘇
炳
文
事
件
と
い
ふ
、
や
ゝ
史
実
的
な
固
い
事
件
を
中
心
に
扱

ふ
手
筈
に
な
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
必
ず
し
も
表
面
か
ら
描
か
ず
軟
ら
か
な
手

法
の
中
に
ど
れ
だ
け
ぼ
ん
や
り
し
た
雰
囲
気
が
出
る
か
を
楽
し
み
な
が
ら
書

い
て
い
き
た
い
と
い
ふ
の
が
実
は
僕
の
下
心
な
の
で
あ
る（

24
）」

と
述
べ
て
い
る
。

北
村
の
言
う
「
軟
ら
か
な
手
法
」
で
、
ど
れ
ほ
ど
「
ぼ
ん
や
り
し
た
雰
囲

気
」
が
描
け
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
事
件
の
内
容
を
読

み
直
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
蘇
炳
文
事
件
」
は
一
九
三
二
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
三
日
に
か

こ
の
小
野
の
話
を
聞
い
て
、
鋠
作
兄
弟
は
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
、
建
国
運
動

に
関
わ
っ
た
人
達
の
労
苦
が
し
の
ば
れ
、
大
い
に
感
銘
し
た
。
や
が
て
、
弟

は
小
野
の
紹
介
で
白
系
ロ
シ
ア
人
の
移
民
事
業
の
仕
事
に
就
き
、
辺
境
へ
と

旅
立
ち
、
建
国
運
動
の
一
端
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
兄
は
寛
城
子
で

相
変
わ
ら
ず
「
妻
を
満
洲
に
迎
え
る
か
ど
う
か
」
を
悩
み
続
け
る
。

二　
「
春
聯
」
に
お
け
る
白
系
ロ
シ
ア
人
問
題

　

一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
、
日
本
の
「
百
万
戸
移
民
計
画
」
が
徐
々
に
本

格
化
し
、
満
洲
に
移
民
し
て
く
る
日
本
人
の
数
が
増
加
し
た
が
、
そ
れ
に
伴

い
、
満
洲
に
適
応
で
き
な
い
彼
ら
の
実
態
も
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
寒
冷
地

に
慣
れ
な
い
日
本
人
移
民
に
現
地
に
適
応
し
た
生
活
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
た

め
、
日
本
・
満
洲
国
の
両
政
府
は
、「
満
蒙
開
拓
」
政
策
を
推
進
す
る
研
究

所
や
調
査
機
関
を
通
し
て
、
中
国
東
北
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
農
業
経
営
や

生
活
状
況
を
調
査
す
べ
く
動
き
出
し
た
。
白
系
ロ
シ
ア
人
村
も
こ
の
と
き
、

満
洲
国
政
府
の
視
野
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た（

23
）。

た
と
え
ば
、
一
九
四
一
年
の

『
ロ
マ
ノ
フ
カ
村
の
話
』（
山
添
三
郎
、
満
洲
事
情
案
内
所
）、『
ロ
マ
ノ
フ
カ

村
』（
藤
山
一
雄
、
満
洲
移
住
協
会
）、
一
九
四
二
年
の
『
北
満
の
ロ
シ
ヤ
人

部
落
』（
福
田
新
生
、
多
摩
書
房
）、『
白
系
露
人
の
営
農
と
生
活
』（
暉
峻
義
等
、

大
阪
屋
号
書
店
）
な
ど
も
、
そ
う
し
た
調
査
報
告
の
一
端
と
見
な
し
て
い
い

だ
ろ
う
。
一
方
、
満
洲
の
文
化
界
に
お
い
て
も
、
一
九
三
〇
年
代
の
末
ご
ろ
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国
際
連
盟
が
中
国
東
北
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
総
会
を
開
催
し
た
。

そ
れ
に
応
じ
て
、
中
国
東
北
の
侵
略
さ
れ
た
実
情
、
お
よ
び
関
東
軍
の
非
人

道
的
行
為
を
全
世
界
に
暴
露
す
る
た
め
、
蘇
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
抗
日
活
動

が
つ
い
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

　

一
九
三
二
年
九
月
二
十
三
日
、
蘇
炳
文
は
ハ
イ
ラ
ル
で
軍
事
会
議
を
開
き
、

「
東
北
民
衆
救
国
軍
」
を
結
成
し
た
。
九
月
二
十
七
日
、
東
北
民
衆
救
国
軍

は
国
境
警
察
隊
を
含
め
ハ
イ
ラ
ル
在
住
の
日
本
人
二
五
三
人
を
監
禁
し
た
。

十
月
一
日
、
蘇
炳
文
は
ハ
イ
ラ
ル
で
開
催
し
た
万
人
軍
民
大
会
に
お
い
て
、

東
北
民
衆
救
国
軍
の
成
立
を
宣
言
、
命
を
か
け
て
国
土
を
守
る
こ
と
を
誓
い
、

こ
こ
に
、
日
本
軍
に
対
す
る
抗
戦
が
い
よ
い
よ
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
戦
争
は
前
後
六
十
日
間
近
く
続
い
た
。
中
国
軍
に
は
一
万
一
〇
〇
〇
人（

25
）

が
参
加
し
、
日
本
側
は
二
万
人（

26
）が

出
動
し
た
。
十
二
月
三
日
、
日
本
側
の
強

大
な
軍
事
力
に
抵
抗
で
き
ず
、
蘇
の
軍
隊
は
ソ
連
領
内
に
撤
退
し
た
。 

　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
当
時
、『
満
洲
日
報
』
は
一
九
三
二
年
九
月

二
十
九
日
よ
り
事
件
の
報
道
を
開
始
し
た（

27
）が

、
そ
の
全
体
像
を
報
告
す
る
も

の
と
し
て
は
、
翌
年
十
二
月
に
公
刊
さ
れ
た
陸
軍
省
調
査
班
の
『
呼
倫
貝
爾

事
件
に
就
て　

附
呼
倫
貝
爾
の
概
観
』
が
あ
る
。
日
本
陸
軍
は
、
事
件
の
原

因
を
、「
本
件
は
蘇
炳
文
及
張
殿
九
が
、
人
事
問
題
及
満
洲
里
関
税
収
入
の

政
府
移
管
等
に
関
し
、
省
政
府
に
対
し
不
満
を
有
す
る
に
端
を
発
し
、
俸
給

不
渡
に
依
る
部
下
の
不
平
を
名
と
し
、
愛
国
的
反
満
反
日
を
標
榜
し
て
、
事

を
起
こ
せ
し
も
の
で
あ
る
が
、
其
真
意
は
日
本
人
監
禁
に
よ
り
て
軍
費
其
他

け
て
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
で
発
生
し
た
抗
日
戦
争
で
あ
る
。
日
本
側
で
は
「
ホ
ロ

ン
バ
イ
ル
事
件
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
中
国
側
で
は
「
海
満
（
海
拉
爾
・
満

洲
里
）
抗
戦
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

事
件
の
リ
ー
ダ
ー
蘇
炳
文
は
一
八
九
二
年
、
遼
寧
省
の
生
ま
れ
。
保
定
軍

官
学
校
の
第
一
期
生
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
加
し

た
が
、
軍
閥
混
戦
の
内
戦
に
反
対
し
て
、
軍
か
ら
身
を
引
い
た
。
し
か
し
、

一
九
二
五
年
、
郭
松
齢
の
誘
い
で
奉
天
派
に
与
す
る
こ
と
に
な
り
、
張
学
良

の
部
下
と
な
っ
た
。「
満
洲
事
変
」
後
、
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
地
域
の
最
高
軍
政

長
官
に
就
い
た
。
一
九
三
一
年
十
一
月
、
黒
龍
江
省
省
長
馬
占
山
が
江
橋
抗

戦
を
呼
び
か
け
た
が
、
多
勢
に
無
勢
の
た
め
敗
戦
し
、
関
東
軍
に
投
降
し
た
。

そ
の
結
果
、
黒
龍
江
省
に
隷
属
す
る
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
も
日
本
軍
の
管
轄
下
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
蘇
炳
文
は
関
東
軍
に
協
力
す
る
姿
勢
を

示
す
こ
と
な
く
、
抗
日
の
軍
事
力
を
蓄
積
し
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、
関
東
軍
の

ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
進
出
の
障
碍
と
な
っ
た
。

　

ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
は
満
洲
の
北
西
の
大
草
原
地
帯
で
、
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
人

民
共
和
国
に
隣
接
す
る
た
め
、
そ
の
中
心
地
で
あ
る
ハ
イ
ラ
ル
は
、
軍
事
的

に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
関
東
軍
は
一
刻
も
早
く
こ
の
地
域
を
確
保
し
よ
う

と
図
っ
た
。
彼
ら
は
、
ま
ず
、
金
銭
や
利
権
な
ど
で
蘇
炳
文
を
誘
惑
し
た
が
、

失
敗
し
た
た
め
、
国
境
警
察
隊
の
入
境
を
要
請
し
た
。
当
時
、
蘇
の
抗
日
準

備
は
ま
だ
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
彼
は
関
東
軍
の
要
求
を
や
む
を
え
ず

認
め
た
が
、
抗
戦
の
準
備
は
一
層
急
い
で
進
め
ら
れ
た
。
一
九
三
二
年
九
月
、
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「
満
洲
国
」
の
白
系
ロ
シ
ア
人

　

蘇
炳
文
事
件
の
扱
い
に
お
い
て
、
北
村
謙
次
郎
が
特
に
力
を
込
め
て
描
こ

う
と
し
た
の
は
、
小
野
の
逃
亡
体
験
を
通
し
て
見
出
し
た
「
満
洲
国
の
未
来

の
文
明
像
」
で
あ
る
。
そ
の
文
明
像
は
、
満
洲
国
を
信
頼
し
て
小
野
を
助
け

た
白
系
ロ
シ
ア
人
ピ
ョ
ー
ト
ル
夫
妻
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。
こ

の
「
理
想
」
的
な
白
系
ロ
シ
ア
人
夫
妻
ま
で
辿
り
つ
く
ま
で
に
は
、
ま
ず
、

作
者
の
同
情
を
引
き
出
し
た
寛
城
子
の
落
ち
ぶ
れ
た
白
系
ロ
シ
ア
人
た
ち
の

姿
が
あ
る
。

彼
ら
の
生
活
は
惨
め
さ
。
だ
け
ど
、
そ
れ
な
り
に
、
ど
こ
か
落
着
い
て

暮
ら
し
て
ゐ
る
な
。
お
れ
た
ち
み
た
い
に
日
本
と
い
ふ
や
う
な
立
派
な

故
国
を
持
た
な
い
と
い
へ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
少
な
く
と
も
冬
は
暖
か

く
、
夏
は
涼
し
く
暮
ら
せ
る
や
う
に
念
入
り
に
家
を
建
て
ゝ
さ
。
大
し

た
金
も
持
た
な
い
の
に
、
何
か
生
活
を
楽
し
ん
で
毎
日
を
送
つ
て
ゐ
る

ら
し
い
ぢ
や
な
い
か

　

鋠
作
の
こ
の
感
想
は
、
同
じ
く
母
国
を
離
れ
た
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
異

郷
に
流
亡
す
る
白
系
ロ
シ
ア
人
の
方
が
日
本
人
よ
り
満
洲
の
生
活
に
慣
れ
て

い
て
、
楽
し
く
生
活
で
き
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
、
作
者
の
「
な
ぜ

な
の
か
」
と
い
う
問
い
を
ひ
そ
か
に
伝
え
て
く
る
。
こ
こ
で
、
作
者
は
、
白

系
ロ
シ
ア
人
の
生
活
様
態
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
在
満
日
本
人
の
生
活
ス
タ

を
強
要
せ
ん
と
し
た
る
軍
閥
的
古
思
想
、
私
欲
思
想
の
現
れ
で
あ
る（

28
）」

と
結

論
し
た
。
現
在
、
中
国
で
は
、
こ
の
事
件
は
中
国
の
抗
日
戦
争
の
一
部
と
し

て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
側
で
は
満
洲
国
建
国
初
期
の
反
乱
と
し
て
、

比
較
的
簡
単
に
扱
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い（

29
）。

　

北
村
の
小
説
「
春
聯
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
件
に
、
そ
れ
ほ
ど
重
き
を

置
い
て
い
な
い
。
作
者
は
、
事
件
の
要
因
や
意
義
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
触
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
事
件
は
い
わ
ば
、
こ
の
物
語
の
背
景
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
、
日
中
軍
の
数
回
の
衝
突
に
つ
い

て
の
詳
し
い
描
写
は
「
春
聯
」
に
は
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
。
北
村
の
筆
致

は
、
戦
争
の
具
体
的
な
場
面
を
避
け
、
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
た
小
野
個
人
の

描
写
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
北
村
の
言
う
「
必
ず
し

も
表
面
か
ら
描
か
ず
軟
ら
か
な
手
法
の
中
に
ど
れ
だ
け
ぼ
ん
や
り
し
た
雰
囲

気
が
出
る
か
を
楽
し
み
な
が
ら
書
い
て
い
き
た
い
」
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
満
洲
国
の
建
国
精
神
の
あ
り
よ
う
を
描
い
た
こ
の
小
説
に
お
い
て
、
北

村
は
小
野
の
建
国
ヒ
ー
ロ
ー
た
る
雄
姿
を
真
正
面
か
ら
描
か
ず
、
彼
の
逃
亡

生
活
を
通
し
て
、
当
時
の
日
本
人
の
、
他
民
族
と
の
協
和
へ
の
認
識
を
心
理

的
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
春
聯
」
に
お
い
て

北
村
が
抱
い
た
「
建
国
精
神
」
と
は
、
建
国
運
動
に
伴
う
苦
労
話
の
類
で
は

な
く
、
避
難
中
の
小
野
を
通
し
て
見
た
、
他
民
族
へ
の
認
識
、
お
よ
び
日
本

人
と
他
民
族
と
の
協
和
へ
の
思
い
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る（

30
）。
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こ
こ
で
作
者
は
鋠
作
の
身
を
借
り
て
、
新
京
は
白
系
ロ
シ
ア
人
の
居
場
所
で

は
な
い
と
は
っ
き
り
指
摘
し
た
の
だ
っ
た
が
、
で
は
、
彼
ら
が
一
体
ど
こ
に

行
く
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
漠
然
」
と
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
「
答
え
」
は
、
寛
城
子
に
や
っ
て
き
た
「
指
導
者
」
の
小
野
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ハ
イ
ラ
ル
で
蘇
炳
文
事
件
に
遭
遇
し

た
小
野
は
白
系
ロ
シ
ア
人
に
助
け
ら
れ
、
そ
こ
で
彼
ら
の
生
活
を
観
察
す
る

機
会
を
得
た
。
そ
れ
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ブ
リ
ホ
ー
ジ
コ
フ
夫
妻
で
あ
る
。

彼
ら
は
牧
場
を
経
営
し
、
製
粉
工
場
や
営
業
所
も
持
っ
て
い
る
農
業
経
営
者

で
あ
る
。
小
説
で
は
、
彼
ら
は
寺
田
警
士
の
「
わ
れ
わ
れ
と
極
く
親
し
い
、

い
い
男
で
す
よ
」
と
い
う
話
の
な
か
で
初
め
て
登
場
し
た
。
そ
の
「
親
し

さ
」
は
の
ち
に
小
野
た
ち
の
避
難
生
活
に
現
れ
た
。
小
野
た
ち
の
避
難
所
を

作
る
た
め
に
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
夫
妻
は
、
牧
場
の
使
用
人
た
ち
を
解
雇
し
、
ナ

タ
ー
シ
ャ
と
グ
レ
ゴ
リ
ー
た
ち
四
人
だ
け
で
牧
場
を
支
え
な
が
ら
、
地
下
室

を
作
っ
た
り
、
情
報
を
収
集
し
た
り
す
る
、
き
わ
め
て
辛
抱
強
い
人
た
ち
で

あ
る
。
彼
ら
の
生
活
は
、
小
野
の
目
に
は
、「
当
地
で
も
有
数
の
牧
場
経
営

主
で
あ
る
が
、
家
で
は
、
衣
類
、
家
具
類
、
台
所
用
品
な
ど
日
常
使
用
す
る

器
具
は
、
必
要
の
最
小
限
度
に
止
ま
つ
て
い
る
」
と
映
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

小
説
冒
頭
の
日
本
人
の
引
っ
越
し
場
面
を
思
い
返
す
と
、
鮮
明
な
対
照
と
な

る
。
つ
ま
り
、
作
者
は
「
物
の
少
な
さ
か
ら
来
る
生
活
の
単
純
性
は
、
ひ
い

て
生
活
に
活
力
を
与
へ
、
創
造
性
を
付
与
す
る
。
そ
の
単
純
さ
が
彼
ら
の
宗

教
と
結
び
つ
き
、
更
に
大
地
と
結
び
つ
い
て
、
て
こ
で
も
動
か
な
い
や
う
な

イ
ル
を
模
索
す
る
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
「
春
聯
」
に
お
い
て
、
こ
の
模
索
は
鋠
作
の
自
問
自
答
の
形
式
で
展
開
さ

れ
る
。
そ
の
「
問
い
」
は
寛
城
子
に
住
む
白
系
ロ
シ
ア
人
た
ち
に
対
す
る
関

心
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

新
京
の
あ
ち
こ
ち
の
オ
フ
イ
ス
で
見
る
や
う
に
、
こ
ゝ
で
も
床
拭
き
、

お
茶
酌
み
、
ペ
チ
カ
焚
き
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
白
系
露
人
の
男
女
を
使

用
し
て
ゐ
た
。
ぼ
ろ
服
を
ま
と
ひ
、
意
地
の
悪
さ
う
な
顔
を
し
た
婆
さ

ん
の
手
か
ら
お
茶
を
貰
ふ
の
も
あ
ま
り
愉
快
で
は
な
か
つ
た
が
、
ぼ
ろ

ス
カ
ー
ト
の
尻
を
逆
さ
に
、
濡
雑
巾
を
両
手
に
押
し
て
床
を
這
つ
て
ま

は
る
掃
除
女
の
姿
を
見
る
の
は
、
惨
め
と
い
ふ
以
上
に
不
愉
快
だ
つ
た
。

彼
ら
に
与
へ
ら
れ
る
仕
事
は
、
結
局
こ
ん
な
こ
と
し
か
な
い
の
か
と
、

半
ば
あ
き
ら
め
た
気
持
ち
で
見
遣
つ
て
ゐ
る
と
、
給
料
が
不
足
と
か
で

急
に
姿
を
消
し
た
り
、
仲
間
と
語
ら
ひ
、
中
途
半
端
な
ス
ト
ラ
イ
キ
め

い
た
こ
と
を
始
め
た
り
し
た
。
金
銭
以
外
に
頼
む
と
こ
ろ
少
い
た
め
、

さ
う
い
ふ
方
面
に
か
け
て
は
敏
感
で
悪
賢
い
と
い
ふ
や
う
な
話
し
も
聞

い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
白
系
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
、
観
察
者
鋠
作
に
と
っ
て
、
た
だ

「
白
系
露
人
は
何
処
へ
行
く
か
と
い
ふ
、
折
に
触
れ
て
頭
に
上
る
例
の
問
題

が
、
ぼ
ん
や
り
し
た
跡
を
残
し
て
流
れ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
」。
つ
ま
り
、
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ナ
タ
ー
シ
ャ
の
登
場

　

少
女
ナ
タ
ー
シ
ャ
は
、「
春
聯
」
の
物
語
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
不
可

欠
な
存
在
で
あ
る
。
親
を
知
ら
な
い
「
正
体
不
明
」
の
人
物
と
し
て
描
か
れ

る
彼
女
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
ユ
ン
ケ
ル
マ
ン
邸
の
「
下
女
」
よ
り
も
惨
め
な
扱
い

を
受
け
て
い
た
が
、
ユ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
死
後
、
邸
を
出
て
、「
全
裸
に
近
い

姿
で
」
ハ
イ
ラ
ル
河
畔
を
さ
ま
よ
う
と
こ
ろ
を
小
野
に
発
見
さ
れ
、
ピ
ョ
ー

ト
ル
邸
に
預
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
邸
の
下
僕
グ
レ
ゴ
リ
ー
と

結
婚
し
て
子
供
を
産
ん
だ
が
、
小
野
と
と
も
に
新
京
に
移
っ
た
後
、
そ
こ
で

の
都
市
生
活
に
適
応
で
き
ず
、
夫
の
没
後
、
再
び
ハ
イ
ラ
ル
の
ピ
ョ
ー
ト
ル

牧
場
に
帰
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
少
女
は
、
小
説
の
構
造
上
、
二
つ
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、

白
系
ロ
シ
ア
人
を
作
品
舞
台
に
引
き
出
す
装
置
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
彼

女
の
家
出
を
き
っ
か
け
に
、
小
野
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
と
面
識
が
で
き
、
そ
れ
が
、

そ
の
後
の
避
難
生
活
の
伏
線
と
し
て
働
く
。
ま
た
、
ハ
イ
ラ
ル
河
の
河
畔
を

彷
徨
し
て
い
た
小
野
た
ち
は
、
夢
遊
症
の
彼
女
の
歌
に
よ
っ
て
ピ
ョ
ー
ト
ル

邸
に
導
か
れ
、
安
全
な
逃
亡
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ば
、

彼
女
の
存
在
に
よ
っ
て
、
小
野
は
白
系
ロ
シ
ア
人
の
生
活
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
、
先
述
の
「
答
え
」
に
行
き
着
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
こ
の
少
女
の
「
夢
」（「
も
つ
と
別
な
と
こ
ろ
、
暖
か
い
と
こ
ろ
、
明

る
い
と
こ
ろ
行
き
た
い
」）
は
小
野
の
助
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
が
、
グ
レ
ゴ

リ
ー
の
病
死
は
、
白
系
ロ
シ
ア
人
に
は
「
大
地
に
足
を
つ
け
た
生
活
を
営
ま

安
定
感
を
人
に
与
へ
る
の
で
あ
ら
う
」
と
い
う
結
論
に
至
り
、「
満
洲
へ
来

た
ら
満
洲
の
気
候
風
土
に
適
し
た
生
活
を
送
る
の
が
合
理
的
だ
ら
う
に
、
日

本
人
は
ど
う
い
ふ
も
の
か
先
住
民
族
た
ち
の
優
れ
た
遺
産
を
継
承
し
よ
う
と

し
な
い
」
と
日
本
人
の
生
活
習
慣
・
日
本
文
化
へ
の
執
着
を
批
判
す
る
。
さ

ら
に
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
夫
妻
の
持
つ
人
間
性
が
、
北
方
の
自
然
の
な
か
で
の
原

始
性
と
単
純
性
に
あ
る
と
賛
美
し
て
、
満
洲
に
定
住
す
る
に
は
、
白
系
ロ
シ

ア
人
の
持
つ
、
満
洲
の
気
候
風
土
に
適
し
た
「
簡
素
」
な
文
明
に
学
ぶ
べ
き

で
あ
り
、
そ
れ
が
満
洲
国
の
将
来
の
文
化
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
た
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
、
蘇
炳
文
事
件
後
、
小
野
は
北
満
の
白
系
ロ

シ
ア
人
の
移
住
問
題
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
指
導
者
と

し
て
の
立
場
か
ら
彼
が
「
民
族
互
助
」
を
提
唱
し
た
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、

作
者
北
村
謙
次
郎
の
、
満
洲
国
に
お
け
る
「
民
族
協
和
」
思
想
へ
の
同
調
を

意
味
す
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
満
洲
に
住
ん
で
い
た
ロ
シ
ア
人

は
主
と
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
に
不
満
を
抱
く
白
系
ロ
シ
ア
の
貴
族
や
軍
人
、

東
清
鉄
道
に
関
わ
る
技
師
・
駅
員
な
ど
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
大
体
ハ
ル
ビ
ン

な
ど
の
大
都
市
、
ま
た
は
鉄
道
駅
附
近
に
住
ん
で
い
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
の
よ

う
な
農
業
経
営
者
は
か
な
り
少
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
彼
ら
を
取
り
上
げ

て
、
白
系
ロ
シ
ア
人
の
生
活
像
を
一
概
に
決
め
つ
け
、「
在
満
白
系
ロ
シ
ア

人
の
幸
福
の
生
き
方
は
北
満
で
農
業
を
従
事
す
べ
く
」
と
論
断
し
た
の
は
い

さ
さ
か
短
絡
的
で
あ
る
し
、
作
品
創
造
を
支
え
る
実
地
調
査
の
不
十
分
さ
も

窺
わ
れ
る
。
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主
人
公
は
す
で
に
名
前
を
持
っ
て
い
て
、
自
我
も
主
張
す
る
、
一
人
の
社
会

的
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結
末
は
、
彼
女
が
「
鶴
に
化
し
て

飛
ん
で
」
い
く
と
い
っ
た
、
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
身
譚
で
終
わ
る
。

「
烟
脂
（
ニ
コ
テ
イ
ン
）」
の
神
秘
性
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
い
っ
そ
う
伝
説
ふ

う
な
幻
想
物
語
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
一
九
四
一
年
の
「
春
聯
」
に

登
場
す
る
ナ
タ
ー
シ
ャ
は
、
以
前
の
作
品
の
ヒ
ロ
イ
ン
同
様
、
両
親
を
知
ら

ず
、「
少
し
馬
鹿
げ
た
ふ
う
の
タ
イ
プ
の
少
女
」
で
は
あ
る
が
、
ピ
ョ
ー
ト

ル
夫
妻
の
親
切
に
助
け
ら
れ
、
当
初
の
幼
児
の
よ
う
な
し
ゃ
べ
り
方
か
ら
、

物
事
を
明
白
に
表
現
で
き
る
ま
で
に
成
長
し
、
や
が
て
は
結
婚
し
て
子
供
ま

で
生
む
。
以
前
の
二
つ
の
短
篇
に
お
け
る
、
異
次
元
に
消
失
す
る
少
女
た
ち

と
は
違
っ
て
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
は
、
こ
の
現
実
社
会
に
確
か
な
根
を
下
ろ
し
て

生
き
て
い
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
女
は
、
ハ
イ
ラ
ル
河
へ
の
執
着
と

「
明
る
い
と
こ
ろ
」
へ
の
憧
れ
も
現
実
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
存
在
自
体
、

「
大
陸
的
な
色
」
に
包
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
一

連
の
創
作
を
通
し
て
、
北
村
謙
次
郎
の
「
女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
は
、
最
初

の
幻
想
的
な
存
在
か
ら
、
次
第
に
現
実
的
な
存
在
へ
と
具
象
化
し
て
い
き
、

最
後
に
は
、
満
洲
と
い
う
土
地
に
生
活
す
る
異
国
の
女
性
と
し
て
実
体
化
し

た
。

夜
更
け
て
は
人
影
も
な
く
、
河
音
も
何
か
孤
独
を
嘆
く
や
う
に
物
悲
し

げ
に
聞
え
る
曠
野
を
、
た
つ
た
一
人
の
娘
が
恐
れ
げ
も
な
く
唄
を
う
た

せ
た
方
が
幸
福
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
結
論
を
小
野
に
も
た
ら
す
こ
と

に
も
な
る
。
こ
の
一
連
の
プ
ロ
ッ
ト
設
定
は
、
読
者
に
多
少
不
自
然
な
印
象

を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
人
の
白
系
ロ
シ
ア
人
女
性
を
取
り
上
げ
、

白
系
ロ
シ
ア
人
は
「
都
市
生
活
に
不
適
応
だ
」
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
よ
う

と
し
た
作
者
の
意
図
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
二
は
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
が
作
家
北
村
謙
次
郎
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
（
美

意
識
）
の
所
在
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
種
の
「
女
性
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
に
つ
い
て
、
北
村
は
か
つ
て
「
自
分
の
美
貌
を
知
ら
な
い
で
ゐ
る
や

う
な
少
し
馬
鹿
げ
た
少
女（

31
）」

を
書
き
た
い
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の

根
本
的
な
理
由
は
、「
由
来
文
学
の
強
さ
と
い
ふ
も
の
は
、
ま
す
ら
を
ぶ
り

の
勇
敢
さ
と
い
ふ
も
の
に
、
反
つ
て
こ
の
世
の
垢
を
感
じ
、
む
し
ろ
女
子
供

の
、
更
に
へ
り
下
が
つ
て
は
河
原
者
の
弱
さ
の
中
に
見
出
さ
れ
る
奇
妙
な
存

在
な
の
だ（

32
）」

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
春
聯
」
に
お
け
る
こ

の
ロ
シ
ア
少
女
の
性
格
設
定
は
、
北
村
の
創
作
過
程
に
あ
っ
て
、
相
当
時
間

を
か
け
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
一
年
、
北
村
謙
次
郎
が
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
頃
の
作
品
「
烟
脂

（
ニ
コ
テ
イ
ン（

33
））」

に
登
場
す
る
少
女
は
、
名
前
も
な
く
、
幼
い
と
き
に
両
親

と
死
別
し
て
宣
教
師
の
養
女
と
な
っ
た
、
可
憐
で
は
あ
る
が
、「
白
痴
に
近

い
女
」
で
あ
る
。
小
説
の
最
後
に
、
こ
の
現
実
世
界
か
ら
消
失
し
て
し
ま
う

よ
う
な
存
在
で
、
い
く
ら
か
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
そ
れ
が
、

一
九
三
八
年
、
北
村
が
満
洲
に
渡
っ
た
頃
に
創
作
し
た
「
鶴（

34
）」

に
な
る
と
、
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で
あ
っ
た
。
小
説
発
表
時
点
で
の
「
寛
城
子
」
は
、
も
と
は
二
道
溝
と
称
す

る
村
落
で
あ
っ
た
が
、
東
清
鉄
道
（
中
東
鉄
道
）
の
敷
設
に
あ
た
っ
て
駅
と

し
て
選
ば
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
。
東
清
鉄
道
は
一
八
九
六
年
、
露
清
密
約
に

よ
っ
て
敷
設
さ
れ
、
一
九
〇
三
年
に
全
線
が
開
通
、
そ
の
周
辺
約
四
〇
〇
〇

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
管
轄
権
お
よ
び
治
外
法
権
が
ロ
シ
ア
の
手
中
に
帰
し

た
。
寛
城
子
に
は
東
清
鉄
道
の
南
満
支
線
の
一
駅
が
置
か
れ
、
鉄
道
建
設
に

伴
い
、
一
帯
に
は
ロ
シ
ア
風
の
市
街
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
鉄
道
建
設
の
関

係
者
と
治
安
維
持
の
軍
隊
を
は
じ
め
、
多
く
の
ロ
シ
ア
人
が
寛
城
子
に
住
み

つ
き
、
そ
の
人
口
は
一
時
、
当
地
の
中
国
人
に
迫
り
、
彼
ら
は
こ
の
地
域
の

主
導
者
と
な
っ
て
い
た
。
学
校
、
教
会
、
商
店
、
郵
便
局
、
喫
茶
店
な
ど
が

営
ま
れ
、
寛
城
子
の
隅
々
ま
で
ロ
シ
ア
的
雰
囲
気
に
満
ち
た
町
と
な
っ
た
が
、

鉄
道
開
通
の
翌
年
に
勃
発
し
た
日
露
戦
争
の
結
果
、
ロ
シ
ア
は
長
春
以
南
の

鉄
道
を
失
い
、
新
た
に
開
業
し
た
満
鉄
の
長
春
駅
に
貨
物
を
奪
わ
れ
、
寛
城

子
駅
は
次
第
に
衰
頽
し
て
い
き
、
駅
周
辺
の
町
並
み
も
寂
れ
て
い
っ
た
。
そ

の
後
、
ロ
シ
ア
革
命
の
勃
発
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
成
立
、
満
洲
国
建
国
な
ど

一
連
の
事
件
が
続
く
な
か
、
東
清
鉄
道
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
経
済
的
に
も
軍

事
的
に
も
重
要
性
を
失
い
、
一
九
三
五
年
三
月
に
は
満
洲
国
に
売
却
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
満
洲
に
住
む
ロ
シ
ア
人
た
ち
も
ソ
連
に
戻
っ
た
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
い
し
は
中
国
の
関
内
に
移
住
し
た
り
し
て
、
残
さ
れ
た
の
は
、
旧

ロ
シ
ア
帝
国
に
未
練
を
残
す
旧
貴
族
と
そ
れ
を
支
持
す
る
旧
軍
人
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
エ
ミ
グ
ラ
ン
ト
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
多
く
は
安
定
し

つ
て
歩
く
と
い
へ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
人
の
心
を
怯
え
さ
せ
る
の
に
充

分
で
あ
ら
う
に
、
ま
だ
顔
を
見
た
者
も
な
い
と
い
ふ
不
思
議
な
言
説
さ

へ
つ
け
加
へ
ら
れ
て
、
こ
れ
を
一
種
の
妖
精
の
ご
と
き
も
の
と
し
、
恐

れ
崇
め
よ
う
と
す
る
の
は
無
理
も
な
い
わ
け
で
あ
つ
た
。

　

ハ
イ
ラ
ル
河
畔
を
歌
い
な
が
ら
さ
ま
よ
う
ナ
タ
ー
シ
ャ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

彼
女
の
無
意
識
の
信
仰
心
が
自
然
の
大
地
と
結
ば
れ
、
そ
の
大
陸
的
な
抒
情

（
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
）
は
、
ま
さ
に
北
村
謙
次
郎
の
提
唱
し
た
「
満
洲
ロ
マ

ン（
35
）」

と
い
う
創
作
理
念
の
具
現
化
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
こ
の
点
か
ら
言

う
と
、「
春
聯
」
は
在
満
日
本
人
文
学
作
品
の
な
か
で
も
、
作
者
固
有
の
ロ

マ
ン
主
義
を
満
洲
風
土
に
移
植
し
た
成
功
例
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
北
村
の
「
春
聯
」
は
日
本
文
学
の
中
国
大
陸
進

出
の
代
表
作
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

三　

在
満
日
本
人
の
生
活
像

1　

寛
城
子
の
風
景

　

寛
城
子
は
、
こ
の
小
説
の
第
一
、二
章
と
最
後
の
第
九
章
の
物
語
が
展
開

す
る
舞
台
で
あ
り
、
作
家
北
村
謙
次
郎
の
文
学
世
界
を
読
解
す
る
に
あ
た
っ

て
、
き
わ
め
て
重
要
な
空
間
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。

　

寛
城
子
は
今
の
長
春
の
北
部
に
あ
り
、
清
の
時
代
に
は
長
春
庁
の
所
在
地



193

満洲国における北村謙次郎の創作

転
と
を
巧
み
に
表
現
し
た
も
の
は
い
な
い
。
た
と
え
ば
、「
春
聯
」
に
は
、

鼠
を
井
戸
端
で
処
分
す
る
時
の
鋠
作
の
心
情
を
描
写
し
た
一
節
が
あ
る
。

「
五
分
も
た
ゝ
ぬ
う
ち
に
、
鼠
ど
も
は
死
ぬ
だ
ら
う
。
そ
う
思
つ
た
と
き
、

鋠
作
に
不
思
議
な
感
情
が
動
い
た
。
彼
は
も
う
何
年
も
、
十
年
も
二
十
年
も
、

こ
の
長
屋
に
住
ん
で
ゐ
る
や
う
な
気
が
し
た
。
捕
鼠
器
の
中
の
鼠
も
、
豆
腐

屋
の
言
葉
も
、
井
戸
端
も
、
何
も
か
も
親
し
い
も
の
に
思
は
れ
る
」。
無
造

作
な
描
写
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
、
土
地
と
人
間
と
の
一
体
感
を
通
し
て
、
満

洲
と
い
う
環
境
に
溶
け
込
ん
で
い
る
作
者
の
心
情
が
巧
み
に
表
出
さ
れ
て
い

る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
寛
城
子
に
お
い
て
、
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
生
活

し
て
い
た
の
か
。

2　

小
説
中
の
「
寛
城
子
」
―
―
日
本
人
の
視
線
に
立
つ
満
洲
像

幾
日
か
気
づ
か
ず
に
見
過
ご
し
て
ゐ
た
白
楊
の
梢
が
い
つ
か
黄
に
染
め

変
へ
ら
れ
た
と
思
ふ
間
も
な
く
、
け
ふ
は
す
で
に
冷
た
い
北
西
の
風
に

誘
は
れ
て
、
絶
え
間
な
く
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
と
枯
葉
を
散
ら
す
や
う

に
な
つ
た
。

　

小
説
の
冒
頭
、
北
村
は
、
満
洲
特
有
の
「
白
楊
」
が
北
西
の
風
の
な
か
、

枯
葉
を
散
ら
す
様
子
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
日
本
の
風
土
と
ま
っ
た
く
異
な

る
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
、
作
中
人
物
の
し
っ
と
り
と
し
た
寂
し
い
心
象
を

た
職
業
を
持
た
な
い
ま
ま
、
貧
し
い
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
一

方
、
日
本
勢
力
の
満
洲
侵
入
に
伴
い
、
日
本
人
の
満
洲
移
住
は
著
し
く
な
っ

た
。
一
九
三
七
年
、
満
洲
国
「
第
一
次
五
カ
年
計
画
」
が
実
施
さ
れ
、
首
都

新
京
も
日
ご
と
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
急
激
に
増
加
し
た
日
本
人
に
と
っ

て
「
住
宅
難
」
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
寒
村
と
な
っ
た
寛

城
子
が
再
び
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
時
の
腰
掛
け
場
と
し
て
多
く
の

日
本
人
が
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
三
七
年
に
満
洲
映

画
協
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
臨
時
の
撮
影
施
設
が
廃
駅
後
の
倉
庫
や

ホ
ー
ム
に
作
ら
れ
た
の
で
、
映
画
関
係
者
な
ど
、
仕
事
で
寛
城
子
に
出
入
り

す
る
人
も
増
え
て
き
て
、
寛
城
子
も
多
少
に
ぎ
や
か
さ
を
取
り
戻
し
た
。

　

寛
城
子
は
、
作
家
北
村
謙
次
郎
の
約
十
年
に
わ
た
る
満
洲
国
在
住
時
、

も
っ
と
も
馴
染
み
深
い
場
所
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
北
村
文
学
に
と
っ
て
の

「
満
洲
風
土
」
の
発
源
地
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
横
田
文
子
、
緑
川
貢
、
長

谷
川
濬
な
ど
文
学
仲
間
が
多
く
住
ん
で
お
り
、
川
端
康
成
な
ど
来
満
日
本
人

作
家
が
訪
ね
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
北
村
の
勤
務
す
る
満
映
撮
影
所
の
所
在

地
で
も
あ
っ
た
。
寛
城
子
は
し
ば
し
ば
、
彼
を
は
じ
め
、
日
本
人
作
家
た
ち

の
文
学
作
品
の
素
材
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
八
年
に
満
洲
に
渡
っ

て
き
た
作
家
横
田
文
子
は
渡
満
早
々
、
寛
城
子
を
舞
台
に
小
説
「
美
し
き

日（
36
）」

を
書
い
た
し
、
長
谷
川
濬
も
「
寛
城
子（

37
）」

と
い
う
表
題
の
作
品
を
発
表

し
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
で
寛
城
子
の
側
面
を
取
り
上
げ
た
が
、

北
村
謙
次
郎
ほ
ど
、
寛
城
子
へ
の
愛
着
と
、
そ
の
地
を
背
景
と
す
る
世
の
流
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作
者
は
白
系
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
疎
遠
感
を
い
く
ら
か
意
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
天
使
の
よ
う
な
白
系
ロ
シ
ア
人
の
子
供
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で

い
る
一
方
、
職
場
に
は
金
銭
至
上
主
義
の
み
す
ぼ
ら
し
い
ロ
シ
ア
人
の
大
人

が
い
る
。
両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
作
者
は
、「
そ
れ
な

ら
ば
あ
の
薔
薇
色
の
頬
し
た
少
年
少
女
も
、
汚
い
中
国
人
小
孩
に
混
つ
て
落

葉
掻
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
考
へ
る
と
、
鋠
作
に
も
さ
す
が
に

は
つ
き
り
し
た
返
事
は
得
ら
れ
な
か
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
寛
城
子
の
社
会
相
の
描
写
に
こ
そ
「
春
聯
」
の
独
自
性
が
あ

る
と
、
当
時
、
吉
野
治
夫
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。「
従
来
、

訪
満
作
家
が
視
察
の
結
果
発
表
し
た
〝
満
洲
の
小
説
〟
は
多
く
は
開
拓
地
を

取
り
扱
つ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
満
洲
の
現
地
色
を
見
よ
う
と
し
て
ゐ
る
が
、

実
は
満
洲
に
と
つ
て
「開
拓
地
」
は
む
し
ろ
特
殊
で
あ
つ
て
一
般
で
は
な
い
。

…
…
満
洲
を
描
い
た
作
品
は
、
む
し
ろ
現
地
の
作
家
よ
り
先
に
日
本
内
地
作

家
に
よ
つ
て
数
篇
作
ら
れ
た
が
、
如
上
の
憾
が
あ
つ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
北
村
氏
の
『春
聯
』
は
、
特
殊
の
事
件
を
取
扱
ひ
な
が
ら
、

や
は
り
、
ど
こ
と
な
く
満
洲
ら
し
い
色
と
香
を
に
じ
ま
せ
て
ゐ
る
。
文
字
ど

ほ
り
、
ど
こ
と
な
く
と
い
ふ
全
体
感
で
特
に
具
体
的
に
指
適
す
る
こ
と
は
、

困
難
だ
が
、
現
実
に
永
く
満
洲
に
居
住
し
た
も
の
の
生
活
感
が
自
ら
情
感
的

に
浮
か
ん
で
く
る
の
は
争
は
れ
な
い（

38
）」。

　

中
国
人
と
白
系
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
、
北
村
は
こ
の
よ
う
に
観
察
す
る
一

方
、
在
満
日
本
人
に
対
し
て
は
、
明
ら
か
に
批
判
の
視
線
を
投
げ
か
け
て
い

重
ね
あ
わ
せ
て
い
る
。
根
気
よ
く
落
葉
を
集
め
て
い
る
中
国
人
小
孩
、
ベ
ン

チ
で
談
笑
し
て
い
る
白
系
ロ
シ
ア
人
の
子
供
…
…
他
民
族
と
の
共
存
の
な
か

で
、
日
本
人
の
隣
人
の
引
っ
越
し
は
主
人
公
鋠
作
の
深
い
郷
愁
と
異
国
生
活

の
寂
し
さ
を
引
き
出
し
、
そ
の
感
傷
が
寛
城
子
の
天
地
を
包
み
込
ん
で
い
る
。

　

そ
の
天
地
は
、
冴
え
わ
た
る
大
気
の
な
か
に
響
く
ロ
シ
ア
寺
院
の
鐘
の
音
、

朝
の
目
覚
め
を
も
た
ら
す
石
炭
を
掻
く
音
、
千
切
れ
た
黒
い
煙
な
ど
に
満
ち

て
い
て
、
日
本
人
、
ロ
シ
ア
人
、
中
国
人
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
営
み
で
賑

わ
っ
て
い
る
。
寒
気
に
耐
え
な
が
ら
出
勤
す
る
鋠
作
は
、
オ
フ
ィ
ス
で
、
日

本
人
の
上
役
同
士
の
軋
轢
を
聞
か
さ
れ
た
り
、
会
社
の
車
で
競
馬
に
行
く
課

長
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
。
白
系
ロ
シ
ア
人
は
、
ぼ
ろ
服
を
ま
と
っ
て
床
拭

き
、
お
茶
酌
み
、
ペ
チ
カ
焚
き
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
。
中
国
人
も
、
野
菜

売
り
と
か
豆
腐
屋
、
新
聞
配
り
の
よ
う
な
社
会
の
底
辺
に
生
き
る
人
た
ち
ば

か
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
鋠
作
の
見
る
寛
城
子
で
あ
り
、
満
洲
生
活
の
す
べ

て
で
あ
る
が
、
作
者
の
思
索
は
、
そ
こ
に
留
ま
っ
て
は
い
な
い
。
た
と
え
ば
、

中
国
人
同
士
の
喧
嘩
の
場
面
。
路
上
で
ぶ
つ
か
り
、
争
う
新
聞
配
達
人
と
野

菜
売
り
の
や
り
取
り
を
観
察
し
な
が
ら
、
作
者
は
小
野
を
通
し
て
、
中
国
人

の
心
理
（「
面
子
」）
を
巧
み
に
捉
え
て
み
せ
る
。
ま
た
、
捕
鼠
器
の
な
か
で

互
い
に
噛
み
つ
く
二
匹
の
鼠
を
見
て
、「
タ
ー
デ
、
シ
ン
ホ
ワ
イ
ラ
」（「
彼

ら
の
心
が
腐
っ
て
い
た
」
―
―
筆
者
訳
）
の
一
言
を
残
し
た
老
爺
に
つ
い
て
の

挿
話
も
、
人
間
社
会
を
映
す
と
同
時
に
満
洲
の
風
土
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

　

寛
城
子
の
中
国
人
の
落
ち
着
い
た
生
き
方
に
共
感
を
持
ち
な
が
ら
、
反
面
、
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る
ま
い
か
。

3　
「
満
洲
国
」
と
の
距
離
―
―
鋠
作
に
つ
い
て

　

北
村
謙
次
郎
の
「
春
聯
」
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
一
つ
避
け
て
通
る
こ

と
の
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
作
者
の
心
理
的
な
葛
藤
が
託
さ
れ

て
い
る
鋠
作
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
春
聯
」
に
お
け
る
鋠
作
の

設
定
は
、
こ
の
小
説
に
お
い
て
大
き
く
問
題
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

川
端
康
成
の
「
こ
の
作
品
は
色
調
が
破
れ
矛
盾
が
含
ま
れ
て
ゐ
る（

39
）」

と
い
う

言
葉
、
岸
山
三
平
の
「
失
敗
作（

40
）」

と
決
め
つ
け
た
断
定
的
な
批
判
、
ま
た
、

吉
野
治
夫
の
「
満
洲
ら
し
い
色
と
香（

41
）」

と
い
っ
た
評
価
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、

こ
の
人
物
像
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
鋠
作
が
作
者
自
身
の
分
身

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｍ
撮
影
所
に
勤
め
、
寛
城
子
で
の
ん
び
り
暮
ら
し
て

い
る
兄
の
人
物
設
定
に
は
、
作
者
自
身
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
北
村
謙
次
郎

も
、
寛
城
子
の
粗
末
な
構
え
の
住
宅
に
何
年
も
住
み
、
近
く
に
ス
タ
ジ
オ
を

持
つ
満
映
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
不
便
で
貧
弱
な
住
環
境
の
も

と
、
文
筆
に
い
そ
し
む
北
村
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
は
、
川
端
康
成
も
感
心
し
た

よ
う
で
あ
る
。
彼
の
そ
の
物
静
か
な
観
察
と
深
い
考
え
な
ど
、
作
中
の
鋠
作

と
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
小
説
で
設

定
さ
れ
た
鋠
作
像
は
、
作
者
の
葛
藤
を
感
じ
さ
せ
る
存
在
と
な
る
。

　

重
ね
て
の
引
用
に
な
る
が
、
小
説
の
冒
頭
、
白
系
ロ
シ
ア
人
に
つ
い
て
触

れ
た
箇
所
で
、「
彼
ら
の
生
活
は
決
し
て
豊
か
な
ど
と
言
へ
た
わ
け
の
も
の

る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
作
者
は
、
鋠
作
兄
弟
の
日
常
生
活
の
一
場
面
と
し

て
、
戸
沢
家
の
引
っ
越
し
の
情
景
を
取
り
上
げ
た
。「
机
が
あ
り
、
箪
笥
が

あ
り
、
蒲
団
包
み
、
漬
物
桶
、
そ
の
他
、
雑
多
な
家
具
類
や
勝
手
道
具
の
類

が
順
序
よ
く
積
み
込
ま
れ
て
、
そ
れ
は
何
処
の
家
の
引
越
し
風
景
と
も
変
は

り
な
い
も
の
で
あ
つ
た
」。
日
常
生
活
の
細
々
と
し
た
も
の
ま
で
、
き
ち
ん

と
用
意
さ
れ
た
荷
物
で
あ
る
。
七
十
年
後
の
今
日
の
日
本
人
の
引
っ
越
し
風

景
と
も
変
わ
り
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
作
中
の
白
系
ロ
シ
ア
人
ピ
ョ
ー
ト

ル
夫
妻
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
ほ
ど
の
荷
物
を
作
ろ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
揃
え

ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
対
応
す
る
場
面
を
直
接
並
べ
て
い
な
い
の
で
、
多

少
理
解
し
に
く
い
が
、
こ
こ
に
は
作
家
の
丹
念
な
指
摘
が
潜
ん
で
い
る
。
つ

ま
り
、
日
本
人
は
（
ロ
シ
ア
人
に
比
べ
）
自
国
の
文
化
に
執
着
し
す
ぎ
、
満

洲
の
風
土
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
結
局
、
日
本
に
戻
る
こ
と
に

な
る
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
似
の
指
摘
は
、
作
中
、
所
々
現
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
子
供
の
遊
び
に
つ
い
て
、
中
国
人
の
子
供
と
ロ
シ
ア
人

の
子
供
は
、
よ
く
外
で
遊
ぶ
が
、
日
本
人
の
子
供
は
庭
で
の
「
お
ま
ま
ご

と
」
に
決
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
冬
に
入
る
と
、
薄
着
の
た
め
室
内
で
し
か

行
動
し
な
く
な
る
。
日
常
に
接
し
て
い
る
は
ず
の
満
洲
で
の
生
活
の
智
恵
は
、

日
本
文
化
の
「
高
い
レ
ベ
ル
」
に
よ
っ
て
、
頑
な
に
拒
絶
さ
れ
て
い
る
と
い

う
の
が
、
作
者
の
思
い
で
あ
る
。
相
当
鋭
い
批
判
な
の
だ
が
、
北
村
謙
次
郎

の
筆
に
な
る
と
、
そ
れ
が
一
種
の
感
傷
の
な
か
に
流
れ
て
し
ま
う
の
で
、
読

者
に
は
、
こ
う
し
た
日
本
文
化
批
判
が
つ
い
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
あ
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る
の
」
と
問
わ
れ
た
と
き
に
、「
当
分
は
こ
の
生
活
を
続
け
る
よ
り
ほ
か
な

い
だ
ろ
う
な
あ
」
と
答
え
る
。
そ
う
い
う
鋠
作
自
身
は
、
満
洲
国
に
対
す
る

「
夢
」
か
ら
、
い
く
ぶ
ん
距
離
を
置
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鋠
作
は
、
満
洲
国
の
現
実
を
批
判
し
た
り
、
冷
や
か
に

見
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
、「
こ
の
ま
ま
の
生
活
」
と
は
何

か
と
い
う
と
、
寛
城
子
に
住
む
底
辺
の
人
々
と
の
接
触
、
た
と
え
ば
、
白
系

ロ
シ
ア
人
の
希
望
の
な
い
将
来
を
憂
え
た
り
、
貧
し
い
け
れ
ど
活
力
に
満
ち

た
中
国
人
商
人
の
姿
を
観
察
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
日
々
の
こ
と
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
観
察
の
後
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
作
者
は
明
言
し
て
い

な
い
。
一
方
に
弟
の
「
夢
」
が
あ
り
、
も
う
一
方
に
、
そ
の
「
夢
」
か
ら
距

離
を
置
こ
う
と
す
る
兄
が
あ
る
と
い
う
設
定
な
の
で
あ
る
。
こ
の
設
定
の
意

味
を
、
北
村
自
身
、
ま
だ
明
白
に
把
握
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
作
者
は
「
建
国
小
説
」
を
書
こ
う
と
し
た
が
、
完
全
に

そ
こ
に
没
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
作
者
の
「
文
人
」
と

し
て
の
自
立
心
を
保
つ
た
め
、「
政
治
」
に
対
し
て
は
、
あ
る
程
度
の
距
離

を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
作
中
に
「
民
族
協
和
」
思
想
へ
の
共
感

と
い
っ
た
も
の
は
多
少
読
み
取
れ
る
も
の
の
、
各
民
族
の
諸
相
に
対
す
る
理

解
に
至
っ
て
は
、
た
だ
一
方
的
に
白
系
ロ
シ
ア
人
へ
の
関
心
を
通
し
て
、
在

満
日
本
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
検
討
す
る
と
い
っ
た
程
度
に
留
ま
り
、
白
系

ロ
シ
ア
人
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
生
活
実
態
に
迫
る
こ
と
は
で
き
ず
、

そ
こ
に
作
品
世
界
の
限
界
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
北
村
の
求
め
よ

で
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
惨
め
な
、
う
ら
ぶ
れ
た
生
活
と
言
つ
て
い
ゝ
筈

の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
あ
の
薔
薇
色
の
頰
し
た
少
年
少
女
も
、
汚
い

中
国
人
小
孩
に
混
つ
て
落
葉
掻
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
考
へ
る

と
、
鋠
作
に
も
さ
す
が
に
は
つ
き
り
し
た
返
事
は
得
ら
れ
な
か
つ
た
」
と

い
っ
た
よ
う
な
関
心
が
示
さ
れ
る
が
、
鋠
作
自
身
、
そ
れ
に
納
得
で
き
な
い

ま
ま
、
ま
ず
自
分
か
ら
そ
の
関
心
を
打
ち
消
そ
う
と
し
て
い
る
。「
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
他
民
族
に
対
し
て
余
計
な
お
せ
つ
か
い
を
や
く
も
の
と
し
か
思
へ

な
か
つ
た
」。
こ
の
心
情
は
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
、「
彼
の
心

の
中
に
は
漠
然
と
、
白
系
ロ
シ
ア
人
は
何
処
に
行
く
か
と
い
ふ
、
折
に
触
れ

て
頭
に
上
る
例
の
問
題
が
、
ぼ
ん
や
り
し
た
跡
を
残
し
て
流
れ
た
に
過
ぎ
な

か
つ
た
」
と
い
う
一
種
の
混
迷
に
陥
り
、
現
実
社
会
に
対
す
る
距
離
感
を
読

者
に
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
距
離
感
は
、
弟
の
就
職
問
題
に
お
い
て
も
、
ま
た
、

自
分
が
妻
を
満
洲
に
迎
え
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
問
題
に
お
い
て
も
、
そ
こ

か
し
こ
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
小
野
の
回
想
談
を
め
ぐ
っ
て
の
、
鋠
作
の
態
度
は
多
少
と
も
読

者
に
意
外
感
を
与
え
る
。
そ
れ
は
特
に
、
小
野
の
語
っ
た
「
建
国
精
神
」
を

素
直
に
受
け
取
っ
て
建
国
運
動
に
挺
身
す
る
こ
と
に
な
っ
た
弟
貞
造
と
兄
と

の
対
照
に
見
ら
れ
、
兄
弟
の
対
話
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

同
じ
物
語
を
聞
い
た
の
に
、「
建
国
精
神
」
に
共
鳴
す
る
弟
に
対
し
、
鋠
作

は
ナ
タ
ー
シ
ャ
の
存
在
を
重
視
し
、
そ
れ
を
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
な
物
語
と

し
て
し
か
受
け
取
ろ
う
と
し
な
い
。
ま
た
、
弟
か
ら
「
兄
さ
ん
は
、
ど
う
す
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う
に
満
洲
の
風
土
に
合
わ
せ
て
合
理
的
に
生
活
す
べ
き
だ
と
す
る
北
村
の
主

張
は
、
日
本
文
化
に
執
着
す
る
在
満
日
本
人
に
対
す
る
批
判
と
も
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
満
洲
国
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
の
、
彼
の
「
観
察
」
に

基
づ
く
一
つ
の
結
論
だ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
北
村
謙
次
郎
は
、
あ
る
距
離

を
置
い
て
満
洲
国
に
向
か
い
つ
つ
、
文
学
者
と
し
て
の
批
評
の
眼
を
も
っ
て

創
作
に
取
り
込
ん
で
い
た
と
言
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
題
は
、

今
後
の
北
村
謙
次
郎
研
究
に
お
け
る
最
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
に
違
い

な
い
。

注（
1
）　

北
村
謙
次
郎
『
北
辺
慕
情
記
』（
大
学
書
房
、
一
九
六
〇
年
九
月
一
日
）。

（
2
）　

川
端
康
成
「
序
」『
春
聯
』（
一
九
四
二
年
三
月
十
二
日
）
二
頁
。

（
3
）　

吉
野
治
夫
「
北
村
謙
次
郎
『春
聯
』
に
つ
い
て
」（『
満
洲
評
論
』
第
二
十
二
巻
第

十
七
号
、
一
九
四
五
年
五
月
二
日
）。

（
4
）　

孟
昶
（
も
う
ち
ょ
う
）、
九
一
九
〜
九
六
五
年
、
十
国
後
蜀
の
最
後
の
皇
帝
。

（
5
）　
「
夕
刊
新
小
説　

春
聯
」（『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
四
一
年
一
月
十
日
朝
刊
）。
本

論
に
お
け
る
引
用
に
際
し
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
明
ら
か
な
誤
植
を
訂

正
し
た
。

（
6
）　
「
虎
」（
Ｈ
・
バ
イ
コ
フ
作
・
絵
、
長
谷
川
濬
訳
）
は
、
一
九
四
〇
年
六
月
二
十
五

日
か
ら
十
月
三
日
ま
で
全
八
十
五
回
に
わ
た
っ
て
『
満
洲
日
日
新
聞
』
夕
刊
第
一
面

に
連
載
。

（
7
）　
「
成
吉
思
汗
」（
楳
本
捨
三
作
、
今
井
一
郎
絵
）
は
、
一
九
四
〇
年
十
月
五
日
か
ら

一
九
四
一
年
一
月
十
九
日
ま
で
全
八
十
五
回
に
わ
た
っ
て
『
満
洲
日
日
新
聞
』
夕
刊

う
と
す
る
「
建
国
運
動
」
の
実
質
と
は
、
政
治
的
実
践
と
い
う
よ
り
、
満
洲

に
対
す
る
「
観
察
」
に
留
ま
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
鋠
作
に

与
え
ら
れ
た
役
割
と
は
、
在
満
日
本
人
へ
の
批
判
と
同
時
に
、
傍
観
者
と
し

て
の
作
者
の
迷
い
の
姿
で
あ
っ
た
と
も
い
え
そ
う
だ
。

お
わ
り
に

　

従
来
の
北
村
謙
次
郎
に
対
す
る
一
般
の
評
価
は
、
主
と
し
て
、
彼
と
『
日

本
浪
曼
派
』
や
『
満
洲
浪
曼
』
と
の
関
わ
り
に
着
目
す
る
程
度
に
留
ま
っ
て

い
た
。
本
稿
は
、
そ
こ
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
、
長
篇
「
春
聯
」
の
分
析
に

よ
っ
て
、
北
村
文
学
に
お
け
る
「
満
洲
ロ
マ
ン
」
の
実
体
を
検
討
し
て
み
た
。

こ
の
小
説
に
お
い
て
、
北
村
は
、
自
身
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
体
験
と
、
満
洲

の
大
陸
風
土
へ
の
認
識
と
を
結
合
し
て
、
自
ら
提
唱
し
た
「
大
き
な
ロ
マ

ン
」
と
い
う
文
学
理
念
の
形
象
化
を
図
っ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
両

者
が
十
分
調
和
し
て
い
な
い
た
め
、
作
品
全
体
に
は
、「
色
調
が
破
れ
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
に
も
た
ら
す
結
果
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
作
中

に
漂
う
「
満
洲
の
香
り
」
は
傑
出
し
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
在
満
日
本
人

の
文
学
史
の
な
か
で
一
つ
の
位
置
を
確
か
に
し
て
い
る
。
一
方
、
建
国
運
動

の
ヒ
ー
ロ
ー
像
の
創
造
に
お
い
て
、
作
者
自
身
、
積
極
的
に
満
洲
国
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
一
体
化
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
逆
に
、
そ
こ
に
北
村
の
思
想

の
本
音
の
部
分
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
白
系
ロ
シ
ア
人
の
よ
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（
19
）　

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
20
）　

昭
和
戦
争
文
学
全
集
編
集
委
員
会
編
『
戦
火
満
州
に
挙
が
る　

昭
和
戦
争
文
学
全

集　

第
一
巻
』（
集
英
社
、
一
九
六
四
年
十
一
月
三
十
日
）。

（
21
）　

黒
川
創
編
『〈
外
地
〉
の
日
本
語
文
学
選　

第
二
巻　

満
洲
・
内
蒙
古
／
樺
太
』（
新

宿
書
房
、
一
九
九
六
年
二
月
二
十
九
日
）。

（
22
）　

山
田
清
三
郎
編
『
日
満
露
在
満
作
家
短
篇
選
集
』（
ゆ
ま
に
書
店
、
二
〇
〇
一
年

九
月
二
十
五
日
。
原
本
は
春
陽
堂
書
店
、
一
九
四
〇
年
十
二
月
二
十
二
日
刊
）。

（
23
）　

坂
本
秀
昭
・
伊
賀
上
菜
穂
『
旧
「満
洲
」
ロ
シ
ア
人
村
の
人
々
』（
東
洋
書
店
、

二
〇
〇
七
年
二
月
二
十
日
）
二
頁
。

（
24
）　

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
25
）　

厲
春
峭
『
呼
倫
貝
爾
抗
戦
史
話
』（
内
蒙
古
文
化
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
八
頁
。

（
26
）　
『
満
洲
国
史　

総
論
』（
満
洲
国
史
編
纂
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
六
月
三
十
日
）

三
〇
四
頁
。

（
27
）　

一
九
三
二
年
九
月
二
十
九
日
の
『
満
洲
日
日
新
聞
』
第
二
面
に
は
、「
満
洲
里
に

反
乱
起
り　

在
留
邦
人
危
し　

海
拉
爾
も
危
険
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
「
北
満
に
暴

動
」
の
事
情
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
本
軍
の
軍
事
行
動
、
満
洲
里
で
拉

致
さ
れ
た
日
本
人
に
つ
い
て
の
安
全
保
護
声
明
、
蘇
炳
文
の
「
兵
変
に
無
関
係
」
と

い
っ
た
記
事
が
続
報
さ
れ
た
。
ほ
か
に
、
雑
誌
『
協
和
』
で
は
、
高
橋
源
一
「
風
雲

暗
き
呼
倫
貝
爾
―
―
三
百
邦
人
の
運
命
は
ど
う
な
る
」（『
協
和
』
一
九
三
二
年
十
二

月
一
日
、
一
一
一
頁
）
や
長
谷
川
兼
太
郎
「
満
洲
里
を
憶
ふ
」（『
協
和
』
一
九
三
二

年
十
二
月
一
日
、
一
一
二
頁
）
な
ど
と
い
っ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル

と
満
洲
里
の
地
理
紹
介
と
併
せ
て
事
件
を
報
道
し
て
い
る
。
ま
た
、『
満
鉄
社
員
健

闘
録
』（
満
鉄
社
員
会
、
一
九
三
三
年
一
月
五
日
）
に
は
「
逆
徒
蘇
炳
文
の
反
乱
」

と
題
す
る
記
事
が
、『
満
鉄
社
員
健
闘
録　

第
二
篇
』（
満
鉄
社
員
会
、
一
九
三
四
年

八
月
二
十
五
日
）
に
は
、
芳
賀
千
代
太
「
蘇
炳
文
討
伐
軍
の
大
輸
送
」、
松
尾
清
次

郎
「
雪
の
大
興
嶺
を
越
え
て
」、
小
木
良
一
「
蘇
炳
文
部
隊
の
大
進
軍
」
な
ど
、
事

件
関
連
の
記
録
三
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
川
島
芳
子
『
動
乱
の
蔭
に
』（
時
代
社
、

第
一
面
に
連
載
。

（
8
）　 

満
洲
国
の
官
設
美
術
展
。
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
全
八
回
に
わ
た
っ

て
催
さ
れ
た
。
第
二
回
国
展
は
一
九
三
八
年
新
京
で
開
催
。
展
覧
会
の
出
品
区
分
は
、

第
一
部
に
東
洋
画
、
第
二
部
に
西
洋
画
、
第
三
部
に
彫
刻
、
第
四
部
に
法
書
と
い
う

構
成
だ
っ
た
。

（
9
）　

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
10
）　

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
11
）　

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
春
聯
」
で
の
美
し
い
エ
ミ
グ
ラ
ン
ト
の
「
唖
娘
」
の

名
前
は
「
ソ
フ
イ
ア
」
で
は
な
く
て
、「
ナ
タ
ー
シ
ヤ
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
の
名

前
と
し
て
、
両
方
と
も
よ
く
あ
る
が
、「
ソ
フ
ィ
ア
」
は
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
来
た
言

葉
で
「
智
恵
」
の
意
味
を
持
つ
一
方
、「
ナ
タ
ー
シ
ャ
」
は
ラ
テ
ン
語
か
ら
来
た
も

の
で
、「
天
然
的
、
親
し
み
や
す
い
、
詩
情
」
な
ど
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
小
説

で
の
ロ
シ
ア
少
女
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
者
に
相
当
近
い
。

（
12
）　

注
（
5
）
に
同
じ
。

（
13
）　

田
中
総
一
郎
『
満
洲
の
新
聞
と
通
信
』（
満
洲
弘
報
協
会
、一
九
四
〇
年
十
月
一
日
）。

（
14
）　

呉
清
源
、
一
九
一
四
年
に
中
国
福
建
に
生
ま
れ
、
囲
碁
の
棋
士
。
日
本
棋
院
名
誉

客
員
棋
士
、「
昭
和
の
棋
聖
」
と
も
称
さ
れ
る
。

（
15
）　

李
聖
傑
「
川
端
康
成
に
お
け
る
戦
争
体
験
に
つ
い
て
―
―
「敗
戦
の
こ
ろ
」
を
手

が
か
り
に
」『
ソ
シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
』
第
十
六
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
。

（
16
）　
『
春
聯
』
に
先
行
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
浅
見
淵
編
『
廟
会
』（
竹
村

書
房
、一
九
四
〇
年
五
月
二
十
日
。『
作
文
』
同
人
九
名
の
短
篇
集
）、日
向
伸
夫
『
第

八
号
転
轍
器
』（
砂
子
屋
書
房
、
一
九
四
一
年
五
月
五
日
）
な
ど
が
あ
る
。

（
17
）　

新
聞
小
説
の
特
徴
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
「
時
代
と
季
節
の
借
景
」
な
ど
と
い
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、具
体
的
に
は
、小
野
俊
太
郎
『
日
経
小
説
で
読
む
戦
後
日
本
』（
ち

く
ま
新
書
、
二
〇
〇
一
年
四
月
十
九
日
）
の
第
一
章
を
参
照
。

（
18
）　

た
と
え
ば
、単
行
本
で
は
初
出
の
「
細
君
」
が
「
奥
さ
ん
」
に
、「
露
西
亜
」
が
「
ロ

シ
ア
」
に
書
き
直
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
読
者
に
対
す
る
配
慮
も
窺
え
る
。
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満洲国における北村謙次郎の創作

（
37
）　
『
作
文
』
第
五
十
一
輯
、
一
九
四
一
年
九
月
二
十
日
。

（
38
）　

注
（
3
）
に
同
じ
。

（
39
）　

注
（
2
）
に
同
じ
。

（
40
）　

岸
山
三
平
「
三
つ
の
小
説
に
就
い
て
」（『
満
洲
評
論
』
第
二
十
三
巻
第
五
号
、

一
九
四
二
年
八
月
一
日
）
二
九
〜
三
一
頁
。

（
41
）　

注
（
3
）
に
同
じ
。

一
九
四
〇
年
二
月
二
十
六
日
）
も
、
一
章
を
割
い
て
事
件
に
触
れ
て
い
る
。
川
島
は

旧
知
の
蘇
と
の
和
平
交
渉
を
企
図
し
た
が
、
こ
れ
は
実
現
に
到
ら
な
か
っ
た
。

（
28
）　

陸
軍
省
調
査
班
『
呼
倫
貝
爾
事
件
に
就
て　

附
呼
倫
貝
爾
の
概
観
』（
一
九
三
二

年
十
二
月
）。

（
29
）　

注
（
26
）
に
同
じ
、
三
二
五
頁
。

（
30
）　

ち
な
み
に
、
庄
司
通
惟
の
実
録
ふ
う
読
物
「
白
系
（
海
拉
爾
事
件
秘
話
）」（『
月

刊
満
洲
』
第
八
巻
第
十
、十
一
号
、
一
九
三
五
年
第
十
、十
一
月
号
）
で
も
蘇
炳
文
事

件
が
扱
わ
れ
て
い
る
。「
春
聯
」
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
夫
妻
を
思
わ
せ
る
ロ
シ
ア
人
が
、

二
人
の
日
本
軍
人
を
助
け
る
と
い
う
物
語
だ
が
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
は
登
場
し
な
い
。
こ

の
作
品
は
、
の
ち
に
庄
司
鄭
吉
『
何
と
か
ス
キ
ー
の
娘
』（
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
九

年
十
一
月
五
日
）
に
収
録
。
作
者
の
庄
司
通
惟
（
鄭
吉
）
に
は
、
本
名
の
山
名
正
二

名
義
に
よ
る
著
書
『
満
洲
義
軍
』（
月
刊
満
洲
社
東
京
出
版
部
、
一
九
四
二
年
九
月

二
十
日
）
も
あ
る
。

（
31
）　

北
村
謙
次
郎
「
三
重
吉
の
こ
と
」（『
日
本
浪
曼
派
』
第
二
巻
第
九
号
、
一
九
三
六

年
九
月
一
日
）。

（
32
）　

北
村
謙
次
郎
「
新
春
断
想
」（『
月
牙
』
吐
風
書
房
、
一
九
四
三
年
四
月
十
三
日
）。

（
33
）　
「
烟
脂
（
ニ
コ
テ
イ
ン
）」（『
文
芸
プ
ラ
ニ
ン
グ
』
一
九
三
一
年
七
月
号
）。
一
個

の
パ
イ
プ
を
小
道
具
と
し
て
語
ら
れ
る
幻
想
的
な
短
篇
。
ニ
コ
チ
ン
症
の
芸
術
青
年

と
謎
の
女
の
奇
妙
な
出
会
い
と
別
れ
と
を
描
く
。

（
34
）　
「
鶴
」
一
九
三
八
年
、『
満
洲
日
日
新
聞
』
に
連
載
。
中
篇
小
説
。「
鶴
の
卵
」
か

ら
生
ま
れ
た
と
い
う
、
一
種
不
思
議
な
伝
説
を
背
負
っ
た
少
女
の
成
長
物
語
。
彼
女

は
結
婚
の
直
前
、
鶴
に
変
身
し
て
地
上
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。

（
35
）　

北
村
謙
次
郎
は
「
探
求
と
観
照
」（『
満
洲
浪
曼
』
第
五
輯
、東
都
書
籍
新
京
出
張
所
、

一
九
四
〇
年
五
月
二
日
）
に
お
い
て
、「
浪
曼
精
神
と
い
ふ
、
文
学
的
な
意
味
あ
ひ

で
で
は
な
く
大
陸
日
本
人
の
生
き
か
た
の
規
範
と
し
て
の
ロ
マ
ン
を
説
か
う
と
す
る

の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
36
）　
『
満
洲
行
政
』
第
六
巻
第
十
号
、
一
九
三
九
年
十
月
一
日
。
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戦
後
の
混
乱
期
に
小
石
川
蝸
牛
庵
の
再
建
を
待
た
ず
し
て
亡
く
な
っ
た
幸

田
露
伴
（
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
〕
〜
昭
和
二
十
二
年
〔
一
九
四
七
〕）
は
、
戦

中
か
ら
床
に
就
く
こ
と
が
多
く
な
り
、
ほ
ぼ
視
力
を
失
い
、
最
後
は
寝
た
き

り
に
な
り
な
が
ら
も
、
著
述
活
動
を
続
け
た
。
し
か
し
、
戦
時
下
の
露
伴
の

生
活
の
実
態
は
、
存
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
論
は
、
戦
時
下
か
ら
そ
の

最
期
に
至
る
最
晩
年
の
露
伴
の
姿
を
、
当
時
露
伴
の
身
近
に
侍
し
て
い
た
家

族
や
編
集
者
の
目
を
通
し
て
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
岩
波
版
『
幸
田
文
全
集
』
な
ら
び
に
青
木
玉
の
諸
作
品
、
そ

し
て
土
橋
利
彦
の
評
伝
『
幸
田
露
伴
』
を
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
る（

1
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
時
期
は
、
幸
田
文
の
諸
作
品
、『
幸
田
露
伴
』
そ
し
て

青
木
玉
の
諸
作
品
の
順
で
新
し
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

中
で
同
じ
事
象
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
て
も
、
執
筆
時
期
は
異
な
っ
て
お

り
、
新
し
い
も
の
は
、
先
行
す
る
作
品
を
参
照
し
た
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

土
橋
利
彦
の
『
幸
田
露
伴
』
は
、
失
明
後
の
執
筆
に
か
か
り
、
一
々
の
事
実

の
記
述
に
は
、
幸
田
文
の
諸
作
品
を
参
照
し
た
跡
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
三

者
の
立
場
に
つ
い
て
言
え
ば
、
土
橋
利
彦
は
露
伴
家
に
出
入
り
し
た
編
集
者

で
あ
る
が
縁
戚
関
係
は
な
く
、
幸
田
文
と
青
木
玉
は
露
伴
の
身
内
で
は
あ
る

が
特
別
に
文
学
の
訓
練
を
受
け
た
り
専
門
的
な
学
問
を
積
ん
で
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
三
者
い
ず
れ
も
が
、
露
伴
か
ら
見
れ
ば
「
素
人
」
で
あ
る
。
こ
う

し
た
立
場
や
専
門
性
の
違
い
、
記
述
を
始
め
た
時
期
の
早
晩
が
あ
る
た
め
、

本
論
文
が
元
と
し
た
資
料
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
露
伴
と
の
距
離
も
重
き
を
置

く
点
も
観
点
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
制
約
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
身

辺
の
人
間
か
ら
一
次
資
料
を
得
る
場
合
は
、
い
か
な
る
場
合
も
、
こ
の
よ
う

な
、
見
方
や
抱
い
た
感
情
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
叙
述
の
温
度

差
や
距
離
感
の
違
い
は
避
け
が
た
い
。

　

そ
の
よ
う
な
制
約
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
は
幸
田
露
伴
一
家
の
戦
時
下

【
研
究
ノ
ー
ト
】

幸
田
露
伴
一
家
の
戦
争

―
―
幸
田
文
・
青
木
玉
の
記
録
と
記
憶
―
―

多
田
伊
織
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は
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
幸
田

文
・
青
木
玉
の
作
品
を
中
心
に
、
不
足
す
る
部
分
は
、
土
橋
利
彦
の
評
伝
を

用
い
て
補
い
、
担
当
編
集
者
で
あ
っ
た
小
林
勇
の
『
蝸
牛
庵
訪
問
記
』
も
適

宜
用
い（

2
）、

戦
時
下
の
幸
田
一
家
の
姿
を
再
構
築
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
し

て
、
戦
時
下
か
ら
昭
和
二
十
二
年
の
露
伴
の
死
の
前
後
に
至
る
、
幸
田
露
伴

と
そ
の
家
族
の
営
み
と
文
学
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

幸
田
露
伴
の
次
女
で
あ
る
幸
田
文
は
、
父
の
晩
年
を
娘
玉
と
支
え
た
。
露

伴
の
亡
く
な
る
直
前
、
病
床
に
あ
る
露
伴
の
消
息
に
つ
い
て
原
稿
を
求
め
ら

れ
た
幸
田
文
は
、
そ
れ
が
機
縁
と
な
り
、
父
の
思
い
出
を
書
く
こ
と
を
中
心

に
、
作
家
と
な
っ
て
い
く
。
幸
田
文
を
作
家
と
し
た
の
は
、
戦
中
戦
後
の
厳

し
い
時
期
、
足
腰
の
立
た
な
く
な
っ
た
老
父
の
介
護
を
果
た
し
た
経
験
に
よ

る
も
の
と
見
て
よ
い
。
作
家
幸
田
文
を
生
ん
だ
原
動
力
は
、
父
露
伴
の
存
在

と
、
そ
の
父
を
看
取
っ
た
日
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
ず
ぶ
の
素
人
か
ら
、
い

き
な
り
世
の
寵
児
と
な
っ
た
幸
田
文
は
、
そ
の
境
遇
に
馴
染
め
ず
、
一
度
、

断
筆
を
宣
言
す
る
。
た
と
え
ば
、
断
筆
宣
言
の
後
に
、
一
九
四
八
〜
九
年
の

作
品
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
『
こ
ん
な
こ
と
』
の
あ
と
が
き
で
、
幸
田
文
は

自
ら
の
文
業
を
次
の
よ
う
に
記
す（

3
）。

私
は
本
、
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
の
中
に
生
れ
て
育
つ
た
。
生
母
は
昔

風
の
謂
は
ゆ
る
世
話
女
房
型
だ
つ
た
さ
う
な
。
私
も
当
時
の
普
通
ど
こ

の
生
活
を
再
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
晩
年
の
露
伴
の
著
述
を
助
け
た
の
は
、
甲
鳥
書
林
の
編
集
者
だ
っ
た
土

橋
利
彦
（
筆
名
塩
谷
賛
、
大
正
五
〔
一
九
一
六
〕
〜
昭
和
五
二
〔
一
九
七
七
〕）

で
あ
る
。
当
初
は
該
博
か
つ
壮
大
な
知
識
を
誇
る
露
伴
の
要
求
に
は
歯
が
立

た
ず
、
戦
時
下
で
は
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
物
理
的
に
制
限
さ
れ
、
な
か
な

か
口
述
筆
記
の
役
に
立
つ
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
露
伴
は
、

土
橋
を
鍛
え
上
げ
つ
つ
、『
芭
蕉
七
部
集
評
釈
』
を
完
成
さ
せ
る
。

　

元
来
気
難
し
い
露
伴
を
、
老
い
と
病
は
、
身
内
に
と
っ
て
は
、
よ
り
一
層

扱
い
の
難
し
い
家
長
に
変
え
た
。
時
と
し
て
癇
積
を
起
こ
し
、
心
の
古
傷
を

抉
る
よ
う
な
悪
罵
を
連
ね
る
露
伴
に
直
接
相
対
し
て
、
文
字
ど
お
り
心
身
と

も
に
捧
げ
、
日
常
、
身
辺
の
世
話
を
し
、
介
護
に
あ
た
っ
た
の
は
、
次
女
の

文
（
明
治
三
十
七
年
〔
一
九
〇
四
〕
〜
平
成
二
年
〔
一
九
九
〇
〕）
と
そ
の
娘
の

玉
（
嫁
い
で
青
木
姓
と
な
る
。
昭
和
四
年
〔
一
九
二
九
〕
〜
）
ら
女
性
た
ち
で

あ
る
。
露
伴
は
最
初
の
妻
山
室
幾
美
子
と
の
間
に
、
長
女
歌
、
次
女
文
、
長

男
成
豊
と
三
人
の
子
を
儲
け
た
が
、
歌
は
猩
紅
熱
で
数
え
年
十
二
で
は
か
な

く
な
り
、
成
豊
も
肺
結
核
で
二
十
歳
に
な
る
や
な
ら
ず
で
亡
く
な
り
、
残
っ

た
の
は
露
伴
か
ら
は
疎
ん
じ
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
文
の
み
で
あ
っ
た
。
文
は
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
新
川
の
酒
問
屋
に
縁
づ
く
が
、
家
業
は
時
代
に
乗
り
遅

れ
て
つ
い
に
は
産
を
破
り
、
夫
は
肺
結
核
を
患
っ
た
た
め
、
離
婚
し
て
露
伴

の
元
に
戻
っ
た
。
そ
の
時
、
一
人
娘
の
玉
は
小
学
生
で
あ
っ
た
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
時
下
の
露
伴
一
家
の
生
活
を
俯
瞰
し
た
も
の
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幸田露伴一家の戦争

版
す
る
に
つ
き
、
文
章
を
求
め
ら
れ
、
全
集
の
宣
伝
の
た
め
に
と
、
作
家
の

道
に
入
っ
た
。
処
女
作
で
あ
る
『
小
石
川
の
家
』（
一
九
九
四
年
、
講
談
社
）

は
、
婚
家
を
出
て
、
祖
父
露
伴
の
元
に
戻
っ
た
母
文
と
の
生
活
の
記
憶
が
中

心
で
あ
る
。
小
学
生
か
ら
女
子
大
生
へ
と
成
長
す
る
過
程
が
、
日
本
が
戦
争

に
邁
進
し
、
や
が
て
敗
れ
る
時
期
に
重
な
る
。

　

露
伴
は
自
ら
を
語
ら
な
か
っ
た
。

今
こ
こ
に
一
冊
の
か
た
ち
に
な
ら
う
と
す
る
も
の
の
、
こ
と
の
な
り
た

ち
を
お
も
ふ
の
で
あ
る
。
亡
父
は
お
の
れ
を
語
ら
な
か
つ
た
人
の
よ
し

で
あ
る
。
子
は
み
な
早
く
亡
く
な
つ
て
私
だ
け
が
の
こ
つ
た（

4
）。

そ
れ
ゆ
え
、
幸
田
文
・
青
木
玉
の
文
章
は
、
生
き
る
露
伴
の
姿
を
身
近
で
見

た
者
の
記
憶
で
あ
り
、
記
録
で
あ
る
。
し
か
も
、
戦
時
下
・
戦
後
の
混
乱
期

に
、
足
腰
の
立
た
な
い
老
人
を
看
取
っ
た
奇
蹟
の
よ
う
な
記
憶
で
あ
る
。
希

有
な
才
能
を
持
つ
老
人
露
伴
を
看
取
っ
た
辛
い
日
々
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

幸
田
文
も
青
木
玉
も
作
家
と
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
幸
田
文
も
青
木
玉
も
、
露
伴
の
伝
記
は
書
い
て
い
な
い
。
二
人

の
作
品
に
欠
落
す
る
、
伝
記
的
事
実
に
つ
い
て
は
、
晩
年
の
露
伴
の
口
述
筆

記
を
受
け
持
っ
た
土
橋
利
彦
、
筆
名
塩
谷
賛
が
失
明
後
に
著
述
し
た
大
著

『
幸
田
露
伴
』
で
補
い
、
そ
れ
で
も
不
足
す
る
部
分
は
、
担
当
編
集
者
で

あ
っ
た
小
林
勇
の
『
蝸
牛
庵
訪
問
記
』
を
用
い
、
戦
時
下
の
露
伴
の
姿
と
、

の
娘
た
ち
と
も
同
じ
や
う
に
、
や
は
り
将
来
を
世
話
女
房
に
な
る
つ
も

り
で
、
範
囲
の
狭
い
家
事
集
積
の
な
か
で
暮
ら
し
て
き
た
。
父
の
生
命

と
す
る
文
筆
の
道
は
、
父
の
性
格
の
激
し
さ
と
い
つ
し
ょ
に
な
つ
て
私

に
嫌
悪
の
心
を
起
さ
せ
、
学
問
芸
術
に
向
く
も
の
を
も
た
せ
な
か
つ
た
。

そ
れ
が
父
の
死
は
私
に
運
命
の
一
変
転
を
齎
ら
し
て
、
人
か
ら
も
の
を

書
く
こ
と
を
次
々
に
需
め
ら
れ
た
。
い
つ
も
た
だ
あ
わ
て
て
書
い
た
。

時
間
に
ゆ
と
り
の
無
い
う
へ
に
生
来
の
せ
つ
か
ち
が
手
伝
つ
た
か
ら
、

書
い
た
も
の
は
ど
も
り
の
や
う
な
章
句
で
あ
る
。
雄
弁
に
過
ぎ
る
と
い

ふ
評
も
い
た
だ
い
た
が
、
も
し
雄
弁
と
す
る
な
ら
ど
も
り
つ
つ
す
る
お

し
や
べ
り
、
不
具
の
い
ら
だ
ち
で
も
あ
ら
う
か
と
お
も
ふ
。（
略
）
私

は
粗
怱
な
も
の
を
書
い
て
、
い
ま
版
に
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
不
具
な

分
身
を
旅
だ
た
せ
る
わ
び
し
さ
、
暮
れ
ゆ
く
空
に
色
を
無
く
し
て
行
く

雲
を
見
送
る
や
う
な
さ
び
し
さ
で
あ
る
。

　

露
伴
の
「
文
筆
の
道
」
は
そ
の
「
性
格
の
激
し
さ
」
と
相
ま
っ
て
、
娘
文

に
「
嫌
悪
の
心
を
起
さ
せ
、
学
問
芸
術
に
向
」
か
わ
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

「
世
話
女
房
に
な
る
つ
も
り
で
、
範
囲
の
狭
い
家
事
集
積
の
な
か
で
暮
ら
し

て
」
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
な
ら
ず
も
露
伴
の
死
後
、
文
は
文
筆
の
道

を
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
文
は
、
自
ら
の
文
章
を
「
不
具
な
分
身
」
と

称
し
、
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
と
は
考
え
な
か
っ
た
。

　

幸
田
文
を
助
け
た
娘
青
木
玉
は
、
岩
波
書
店
か
ら
『
幸
田
文
全
集
』
を
出



204

去
年
は
目
を
慶
応
病
院
の
菅
沼
博
士
に
見
て
も
ら
っ
た
が
、
こ
と
し
は

ど
う
も
か
ら
だ
の
調
子
が
よ
く
な
い
の
で
小
林
が
肝
臓
ジ
ス
ト
マ
を
直

し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
武
見
太
郎
に
見
せ
る
こ
と
に
し
た
。
小
林
や
岩

波
の
勧
め
も
あ
っ
て
露
伴
は
承
知
し
た
。
武
見
は
蝸
牛
庵
へ
来
て
一
応

見
た
が
、「
も
っ
と
詳
し
く
見
た
い
か
ら
お
つ
れ
し
て
く
だ
さ
い
」
と

言
っ
た
。
小
林
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
聴
い
て
い
た
が
武
見
を
見
た
の
は
こ

れ
が
は
じ
め
で
あ
る
。
小
柄
で
肥
満
し
た
人
な
の
に
す
る
こ
と
は
早

か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
余
計
な
口
は
利
か
な
い
。
そ
れ
で
い
て
こ
ち
ら
に

礼
を
致
す
こ
と
は
鄭
重
で
あ
る
。
二
十
三
日
に
は
文
子
と
小
林
と
に
附

添
わ
れ
て
銀
座
の
教
文
館
ビ
ル
の
何
階
か
に
あ
る
武
見
診
療
所
へ
行
っ

た
。
私
は
数
年
後
に
行
っ
た
が
そ
の
階
に
は
診
療
所
の
ほ
か
に
も
い
く

つ
か
部
屋
が
あ
り
出
版
社
も
あ
っ
た
。
一
階
に
な
っ
て
い
る
教
文
館
は

キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
本
を
扱
っ
て
い
る
店
で
あ
っ
た
。
診
療
所
は
診
察

室
と
待
合
室
と
に
分
れ
て
い
る
が
ど
ち
ら
も
そ
う
広
く
は
な
い
。
診
察

室
の
ほ
う
に
は
新
し
い
器
械
が
い
く
つ
も
置
い
て
あ
り
、
そ
れ
を
露
伴

は
武
見
の
口
早
な
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
て
廻
っ
た
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
か
ら
察
す
る
と
こ
れ
は
ほ
か
の
患
者
た
ち
と
同
じ
に
待
合
室
か
ら
呼

ば
れ
て
診
察
室
へ
入
っ
た
の
で
は
な
く
、
特
別
の
時
間
を
用
意
さ
れ
て

行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
林
が
写
し
て
い
る
カ
ル
テ
の
一
部
を
見
る
と
、

二
週
間
ほ
ど
ま
え
か
ら
こ
れ
と
い
う
原
因
も
な
し
に
突
然
前
に
見
え
る

も
の
と
自
分
と
の
あ
い
だ
が
測
定
で
き
な
く
な
り
、
い
く
ら
か
斜
視
に

そ
れ
を
支
え
る
家
族
の
記
録
と
記
憶
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
土
橋
は
露

伴
の
下
で
『
芭
蕉
七
部
集
評
釈
』
の
口
述
筆
記
を
担
い
、
男
手
の
な
い
露
伴

一
家
の
世
話
に
も
あ
た
っ
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
七
月
三
十
日
、
幸
田
露
伴
は
千
葉
県
市
川
市
の
菅
野
の
寓

居
で
生
涯
を
閉
じ
た
。
享
年
八
十
歳
。
世
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た
っ

て
活
躍
し
た
露
伴
を
忘
れ
て
い
た
。
戦
中
か
ら
死
の
直
前
ま
で
、
露
伴
に
私

淑
し
た
内
田
誠
に
よ
れ
ば
、
葬
儀
に
参
列
し
た
の
は
、
昭
和
十
二
年
に
露
伴

が
文
化
勲
章
を
受
賞
し
た
関
係
で
や
っ
て
き
た
政
治
家
が
ほ
と
ん
ど
で
、
文

壇
か
ら
の
参
列
者
は
数
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う（

5
）。

昭
和
二
十
年
三
月
に
長

野
の
坂
城
に
疎
開
し
た
露
伴
は
、
終
戦
後
伊
豆
で
過
ご
し
た
後
、
小
石
川
蝸

牛
庵
の
再
建
ま
で
の
仮
住
み
の
つ
も
り
で
、
市
川
市
菅
野
の
手
狭
な
家
に

移
っ
た
。
江
戸
っ
子
の
露
伴
は
、
愛
す
る
東
京
に
は
戻
れ
ぬ
ま
ま
生
を
終
え

た
の
で
あ
る
。

　

日
本
が
戦
争
へ
突
入
し
た
当
時
、
露
伴
は
す
で
に
老
境
を
迎
え
て
い
た
。

昭
和
十
六
年
、
露
伴
は
満
で
七
十
四
歳
と
な
る
。

昭
和
十
六
年
。
武
見
医
師
と
知
る
。
死
に
い
た
る
ま
で
見
る
こ
と
に
な

る
人
で
あ
る
。
真
珠
湾
攻
撃
起
り
ア
メ
リ
カ
と
戦
端
を
開
く（

6
）。

こ
の
年
、
露
伴
の
健
康
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た（

7
）。
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文
中
の
小
林
は
、
岩
波
書
店
の
小
林
勇
、
露
伴
の
担
当
編
集
者
だ
っ
た
。

小
林
は
岩
波
茂
雄
の
女
婿
で
あ
る
。
蝸
牛
庵
に
は
し
ば
し
ば
訪
れ
、
露
伴
に

必
要
な
事
柄
の
手
配
な
ど
を
し
た（

8
）。

武
見
太
郎
は
、
後
に
日
本
医
師
会
会
長

と
し
て
、
日
本
の
医
療
制
度
を
壟
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

露
伴
は
、
日
米
開
戦
を
ラ
ジ
オ
で
知
っ
た
。

十
二
月
八
日
。
こ
の
日
露
伴
は
終
日
書
斎
へ
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
朝
ラ

ジ
オ
で
聴
い
た
真
珠
湾
攻
撃
の
こ
と
を
思
い
、
胸
が
詰
ま
っ
て
何
も
す

る
気
に
な
ら
な
か
っ
た
。
小
林
が
来
て
真
珠
湾
攻
撃
を
話
し
だ
す
。
露

伴
は
聞
い
て
い
た
が
、「
若
い
人
た
ち
が
な
あ
」
と
涙
を
流
し
た
そ
う

で
あ
る
。
こ
う
し
て
布
告
に
先
立
っ
て
戦
争
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る（

9
）。

　

こ
の
と
き
同
席
し
て
い
た
小
林
は
、
次
の
よ
う
に
記
す（

10
）。

こ
の
年
の
秋
の
終
り
か
ら
、
冬
に
か
け
て
の
先
生
の
健
康
は
あ
ま
り
す

ぐ
れ
な
か
っ
た
。
太
平
洋
戰
爭
が
は
じ
ま
っ
た
と
き
、
先
生
は
終
日
階

下
の
室
に
お
っ
た
。
そ
こ
で
戰
爭
の
話
を
し
た
。
眞
珠
灣
攻
擊
の
話
を

し
た
と
き
、
先
生
は
「
若
い
人
た
ち
が
な
あ
。」
と
い
い
、
淚
を
流
し
た
。

こ
の
記
述
を
塩
谷
の
文
章
と
比
較
す
る
と
、
塩
谷
の
典
拠
は
小
林
の
右
の
記

述
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
っ
た
の
が
自
分
で
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
一
つ
。

と
き
ど
き
頭
痛
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
別
に
目
ま
い
は
な
い
こ
と
、

そ
れ
が
一
つ
、
胸
に
圧
迫
を
覚
え
る
こ
と
が
折
々
あ
る
が
そ
の
時
期
は

一
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
一
つ
、
糖
尿
病
は
三
十
年
に
及
ん
で

い
る
こ
と
、
そ
れ
が
一
つ
で
あ
っ
た
。
以
上
が
こ
れ
ま
で
の
容
態
で
あ

る
。
ほ
か
に
食
欲
可
良
な
ど
と
出
て
い
る
が
、
こ
の
食
欲
が
ち
ゃ
ん
と

あ
っ
た
こ
と
は
露
伴
を
最
期
ま
で
救
い
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
か
ら
だ

は
ど
こ
も
か
し
こ
も
毀
れ
た
よ
う
に
な
っ
た
が
た
だ
気
と
食
欲
と
で
さ

ら
に
何
年
か
を
長
ら
え
る
。
こ
れ
は
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い

く
ら
か
で
も
直
し
て
も
ら
い
た
い
の
は
歩
行
障
害
と
視
力
障
害
と
で

あ
っ
た
。
諸
種
の
診
察
を
了
え
て
か
ら
武
見
が
言
う
。「
先
生
の
は
全

身
の
動
脈
硬
化
症
を
伴
っ
た
腎
動
脈
硬
化
症
と
そ
れ
に
慢
性
腎
炎
が
併

発
し
た
も
の
で
し
て
、
こ
の
病
気
は
残
念
な
が
ら
今
の
医
学
で
は
ま
だ

直
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
養
生
次
第
で
相
当
長
く
持
た
せ
る

こ
と
は
で
き
る
の
で
す
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
養
生
の
ほ

う
か
ら
言
え
ば
頭
は
あ
ま
り
お
つ
か
い
に
な
ら
な
い
ほ
う
が
よ
ろ
し
い

で
す
」
と
も
言
っ
た
。
露
伴
は
、「
こ
い
つ
あ
い
け
ね
え
」
と
べ
ら
ん

め
え
で
返
辞
し
た
。
小
林
が
記
し
て
る
こ
と
で
は
、
露
伴
は
歯
も
悪
く

し
て
頭
痛
が
す
る
の
は
歯
の
せ
い
だ
と
歯
医
者
へ
か
か
っ
て
い
た
と
あ

る
。
と
も
か
く
方
々
が
よ
く
な
く
な
っ
て
来
て
い
た
。
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上
で
道
を
辿
っ
た
。
こ
の
地
方
は
ど
ん
な
気
候
で
地
形
は
ど
う
な
っ
て

い
る
。
今
の
季
節
は
ど
ん
な
風
が
吹
き
、
雨
は
ど
ん
な
降
り
方
を
す
る

か
、
炎
熱
酷
暑
、
洪
水
泥
濘
、
ろ
く
な
食
べ
物
も
無
く
、
風
土
病
に
冒

さ
れ
れ
ば
全
滅
の
憂
き
目
に
逢
う
、
軍
を
預
る
者
は
何
を
考
え
て
い
る

の
だ
。
古
く
か
ら
こ
の
地
で
あ
っ
た
戦
さ
に
、
か
く
も
無
謀
な
兵
の
進

め
方
を
し
た
者
は
無
い
、
と
怒
り
と
悲
し
み
で
活
火
山
の
よ
う
に
な
っ

た
。
遂
に
真
珠
湾
攻
撃
の
特
攻
隊
、
人
間
魚
雷
、
病
ん
で
仰
臥
し
た
ま

ま
、
白
髪
も
、
白
く
な
っ
た
鬚
も
震
え
て
、

「
あ
あ
若
い
者
が
な
あ
、
若
い
者
が
」

と
号
泣
し
、
私
は
居
た
た
ま
れ
ず
部
屋
か
ら
飛
び
出
し
て
し
ま
っ
た
。

露
伴
は
こ
の
頃
、
露
伴
の
親
戚
一
同
を
集
め
て
句
会
を
開
い
て
い
た（

12
）。

句
会
。
十
二
月
二
十
一
日
。
日
本
は
つ
い
に
交
戦
し
た
が
露
伴
の
句
会

は
続
い
た
。

こ
の
句
会
は
、
翌
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
続
い
た
。
塩
谷
賛
は
、「
満
二

カ
年
の
あ
い
だ
露
伴
は
親
戚
の
人
々
に
俳
句
と
俳
諧
連
歌
と
を
教
え
た
」
と

記
す（

13
）。

　

明
け
て
昭
和
十
七
年
、
徐
々
に
露
伴
の
健
康
に
衰
え
が
見
え
始
め
る（

14
）。

　

露
伴
は
、
戦
争
を
愚
か
な
行
為
と
見
て
い
た
。
孫
の
青
木
玉
は
、
日
米
開

戦
後
の
祖
父
露
伴
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す（

11
）。

目
に
較
べ
れ
ば
耳
が
と
り
わ
け
遠
い
と
か
、
耳
鳴
り
に
悩
む
と
い
う
こ

と
は
無
か
っ
た
が
、
祖
父
の
耳
は
、
聞
き
た
く
な
い
時
は
聞
え
な
く
な

る
と
い
う
重
宝
な
耳
で
、
そ
れ
に
気
付
か
ず
、
真
面
目
に
重
ね
て
い
え

ば
、
せ
っ
か
く
嫌
な
こ
と
、
つ
ら
い
目
に
逢
い
た
く
な
い
と
念
じ
て
静

か
に
し
て
い
る
の
に
、
お
前
は
無
慈
悲
に
人
の
耳
を
こ
じ
開
け
て
禍
を

捩
じ
込
も
う
と
す
る
、
心
無
い
と
は
こ
の
こ
と
な
ど
と
文
句
を
言
う
。

戦
争
、
殊
に
軍
部
を
嫌
っ
て
、
統
制
、
配
給
な
ど
と
言
お
う
も
の
な
ら
、

い
つ
か
ら
お
前
は
軍
部
の
手
先
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
ケ
チ
な
了
見
を
有

難
が
る
と
は
愚
劣
極
ま
り
な
い
と
癇
癪
玉
が
炸
裂
す
る
。

　

し
か
し
ど
ん
な
に
祖
父
が
怒
っ
て
も
戦
争
は
拡
大
し
、
中
国
各
地
に

兵
は
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
親
類
の
甥
達
は
召
集
を
受
け
、
近
所
で
毎

日
の
よ
う
に
御
用
聞
き
に
来
て
い
た
魚
屋
の
息
子
も
炭
屋
の
跡
取
り
も
、

佐
倉
の
連
隊
へ
集
め
ら
れ
外
地
へ
行
く
先
も
知
ら
さ
れ
ず
送
り
出
さ
れ

て
行
っ
た
。

　

祖
父
は
自
身
老
い
て
力
な
く
、
国
を
守
る
べ
き
息
子
は
と
う
に
先

立
っ
て
い
る
。
た
ま
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
古
書
を
扱
っ
て
い
た

人
に
中
国
の
雲
南
の
地
図
を
取
り
寄
せ
さ
せ
て
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
ど
こ
へ
兵
士
が
派
遣
さ
れ
た
か
自
分
も
地
図
の
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「
文
学
報
国
会
」
に
つ
い
て
、
小
林
勇
は
次
の
よ
う
に
記
す（

16
）。

こ
の
十
一
月
三
日
に
岩
波
書
店
の
創
業
三
十
年
記
念
の
會
が
あ
っ
た
。

（
略
）
世
は
あ
げ
て
戰
爭
一
色
で
あ
っ
た
。
岩
波
の
こ
の
企
て
に
招
か

れ
た
人
々
は
、
學
者
、
藝
術
家
そ
の
他
す
べ
て
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
考
え

ら
れ
る
人
々
で
あ
っ
た
か
ら
、「
自
由
主
義
最
後
の
晩
餐
會
」
な
ど
と

取
沙
汰
さ
れ
た
。
そ
し
て
（
露
伴
先
生
は
）
一
場
の
挨
拶
を
さ
れ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
情
報
局
の
指
令
で
何
々
報
國
會
と
い
う
も
の
が
し
き
り
に

作
ら
れ
た
。
日
本
文
學
報
國
會
が
で
き
る
と
き
に
、
先
生
は
そ
の
會
長

に
な
る
こ
と
を
交
渉
さ
れ
た
。
先
生
は
そ
の
と
き
老
齡
、
病
弱
の
故
を

も
っ
て
、
こ
れ
を
受
け
な
か
っ
た
。
役
人
は
も
と
よ
り
、
文
壇
知
名
の

人
も
先
生
の
と
こ
ろ
へ
就
任
を
す
す
め
に
來
た
。
そ
の
人
々
に
先
生
は

健
康
が
許
さ
ぬ
の
一
點
ば
り
で
斷
っ
た
が
、
私
に
は
、「
德
富
に
で
も

賴
ん
だ
ら
よ
か
ろ
う
。」
と
は
き
出
す
よ
う
に
い
っ
た
。
齋
藤
茂
吉
氏

は
先
生
と
親
し
い
と
世
間
が
認
め
て
い
た
の
で
、
こ
の
く
ど
き
役
に
賴

ま
れ
た
。
先
生
も
齋
藤
氏
が
來
た
時
に
は
少
し
弱
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

私
は
そ
の
話
を
き
い
て
、
決
し
て
就
任
し
て
は
い
け
な
い
と
い
い
、
念

の
た
め
に
文
子
さ
ん
に
も
そ
の
こ
と
を
話
し
た
。（
略
）

　

そ
ん
な
必
要
も
な
く
先
生
は
決
し
て
そ
の
話
を
受
け
な
か
っ
た
。
事

實
、
先
生
の
健
康
は
次
第
に
傾
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
。
少
年
時
代
か
ら
の
最
も
古
い
友
人
遅
塚
麗
水
が
逝
く
。

岩
波
の
大
宴
会
で
挨
拶
す
る
。
腎
臓
を
悪
く
し
て
や
や
長
く
寝
こ
む
。

　

こ
の
年
、
文
学
者
へ
の
戦
争
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
が
、
露
伴
は
断
っ

た（
15
）。

文
学
報
国
会
と
い
う
も
の
が
で
き
た
。
情
報
局
の
指
令
に
も
と
づ
く
の

で
あ
る
。
そ
の
会
長
に
と
言
っ
て
役
人
だ
の
文
壇
の
人
だ
の
が
幾
度
で

も
や
っ
て
来
た
。
露
伴
に
親
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
茂
吉
も
頼
ま
れ

て
来
た
。
文
壇
の
人
と
い
う
の
も
名
前
を
入
れ
た
い
の
だ
が
久
米
正
雄

そ
の
他
の
人
々
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
二
階
か
ら
道
の
向
う
側
が
見

え
る
の
で
そ
こ
か
ら
見
て
い
る
と
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
文
子
が
話
し
て

く
れ
た
の
は
こ
の
と
き
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
露
伴

は
老
齢
と
多
病
と
を
以
て
断
り
つ
づ
け
た
。「
こ
う
い
う
の
は
徳
富
に

で
も
頼
め
ば
い
い
の
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。
露
伴
が
ど
う
し
て
も
だ
め

な
の
で
露
伴
の
言
っ
て
い
た
徳
富
蘇
峰
に
き
ま
っ
た
。
わ
が
国
が
敗
れ

て
戦
争
が
終
り
、
こ
う
い
う
役
に
就
い
て
い
た
人
々
は
汚
名
を
着
せ
ら

れ
て
謹
慎
さ
せ
ら
れ
た
。
ず
っ
と
臥
て
い
た
露
伴
は
そ
の
後
私
に
、「
お

れ
は
そ
う
い
う
こ
と
が
嫌
い
だ
か
ら
こ
と
わ
り
通
し
た
の
だ
が
、
な
ら

な
い
で
よ
か
っ
た
よ
。
あ
ん
な
に
ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
だ
が
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
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日
記
に
よ
っ
て
書
い
た
が
、「
蝸
牛
庵
訪
問
記
」
で
補
う
と
、「
中
央
公

論
」
で
は
「
香
談
」
を
貰
い
、「
「ア
ラ
ラ
ギ
」
に
も
歌
に
関
す
る
も
の

を
何
か
あ
げ
る
」
と
約
束
し
た
。
診
察
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
松
下
は
帰

る
。
診
察
の
あ
と
小
林
が
露
伴
に
し
ば
ら
く
つ
い
て
い
た
。
小
林
が
帰

ろ
う
と
し
て
玄
関
へ
出
る
と
そ
こ
で
文
子
が
茂
吉
に
病
状
を
聞
い
て
い

る
。
す
る
と
山
崎
が
往
診
に
来
た
の
で
二
人
も
奥
へ
行
く
。
小
林
は
ひ

と
り
で
帰
っ
た
。
奥
で
は
山
崎
の
診
察
が
は
じ
ま
る
。
茂
吉
と
山
崎
と

は
知
っ
た
中
な
の
で
、
茂
吉
の
ほ
う
で
は
露
伴
の
話
を
聞
き
な
が
ら
手

帳
に
覚
え
を
つ
け
る
。（
略
）
茂
吉
は
十
七
日
に
も
露
伴
を
見
舞
っ
た
。

途
中
で
山
崎
医
師
に
出
会
っ
た
と
日
記
に
あ
る
が
行
く
途
中
か
帰
る
途

中
か
分
明
で
な
い
。「
風
邪
い
く
ら
か
よ
い
」
と
あ
る
の
は
、
茂
吉
は

自
分
も
か
ぜ
を
ひ
い
て
る
の
で
あ
っ
た
。
露
伴
の
ほ
う
は
腎
臓
が
弱
っ

て
い
る
の
だ
が
、
肺
炎
に
な
ら
ず
に
す
み
そ
う
で
あ
る
。（
略
）
大
み

そ
か
に
は
ま
だ
全
快
し
て
い
な
い
の
に
床
を
あ
げ
さ
せ
て
風
呂
へ
入
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
は
昔
か
ら
の
露
伴
の
や
り
か
た
で
、
始
ま
り
終
る
と

い
う
日
に
は
き
っ
ち
り
と
起
き
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
知
っ
て
い

る
の
で
は
明
治
四
十
四
年
の
終
り
に
も
ま
だ
病
気
だ
っ
た
の
を
起
き
て

元
日
に
は
大
島
へ
出
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
も
年
の
終

り
に
起
き
て
元
日
に
は
年
賀
の
客
を
迎
え
る
。

　

露
伴
は
ひ
と
ま
ず
床
払
い
を
し
、
病
中
に
あ
っ
て
も
各
社
か
ら
原
稿
を
依

露
伴
が
「
文
学
報
国
会
」
に
関
わ
る
の
を
断
っ
た
の
は
、
健
康
の
衰
え
と
晴

れ
が
ま
し
い
役
職
を
嫌
う
生
来
の
気
質
か
ら
だ
っ
た
が
、
結
局
は
そ
れ
が
戦

後
、
露
伴
に
は
幸
い
し
た
。
お
そ
ら
く
は
岩
波
茂
雄
の
意
を
体
し
た
の
で
あ

ろ
う
小
林
勇
の
進
言
を
、
露
伴
が
肯
ん
じ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
小
林
と
塩

谷
の
書
き
ぶ
り
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
俄
に
は
判
断
で
き
な
い
。
塩
谷
が

「
二
階
か
ら
道
の
向
う
側
が
見
え
る
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
当
時
、
露
伴
と

文
母
子
は
同
居
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
小
石
川
の
す
ぐ
近
所
に
別
居
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

年
末
、
露
伴
は
床
に
就
く（

17
）。

か
ぜ
を
ひ
い
た
露
伴
は
十
二
月
の
は
じ
め
か
ら
床
に
つ
い
た
。
い
つ
の

こ
ろ
か
ら
か
露
伴
は
痰
性
と
な
っ
て
い
た
。
年
は
じ
め
の
御
進
講
も
そ

の
た
め
に
御
遠
慮
申
し
あ
げ
た
。
客
が
あ
る
た
び
に
痰
壷
を
持
ち
歩
い

て
い
る
ほ
ど
だ
が
、
そ
れ
も
病
中
は
度
数
が
ふ
え
て
そ
の
上
吹
っ
切
り

に
く
か
っ
た
。
熱
も
あ
っ
た
。
主
治
医
に
頼
ん
で
い
る
お
向
い
の
山
崎

医
師
は
す
ぐ
に
来
て
く
れ
た
が
、
武
見
の
来
診
も
電
話
で
頼
ん
で
お
い

た
。
岩
波
の
小
林
に
も
連
絡
し
て
お
く
。
病
室
に
し
た
奥
の
間
に
は
洗

面
器
の
湯
を
火
に
か
け
て
湯
気
を
立
た
せ
る
。
し
か
し
な
か
な
か
直
ら

な
い
。
四
日
、
岩
波
へ
出
か
け
た
斎
藤
茂
吉
は
今
度
出
る
「
源
実
朝
」

の
用
事
を
足
し
た
あ
と
で
小
林
と
い
っ
し
ょ
に
見
舞
に
来
る
。
中
央
公

論
社
の
松
下
英
麿
が
さ
き
に
枕
頭
に
来
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
茂
吉
の
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白
内
障
は
全
く
見
え
な
く
な
れ
ば
手
術
が
で
き
る
が
露
伴
は
と
に
も
か

く
に
も
ま
だ
見
え
て
い
た
し
、
そ
れ
に
糖
尿
病
が
あ
っ
て
は
手
術
は
か

な
わ
ぬ
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
手
術
が
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う

か
と
い
う
確
か
め
に
、
文
子
に
連
れ
ら
れ
た
形
で
東
大
へ
行
っ
た
。
そ

の
と
き
の
医
師
が
庄
司
博
士
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
が
明
ら
か
で
な

い
。
診
察
を
丁
寧
に
受
け
た
あ
と
、「
手
術
は
や
は
り
で
き
ま
せ
ん
で

す
な
あ
」
と
言
わ
れ
た
。
幾
度
も
眼
球
に
注
射
を
し
て
く
れ
た
。
文
子

が
見
て
い
る
と
、
眼
球
の
膜
の
下
へ
注
射
さ
れ
た
液
が
し
ば
し
散
ら
ず

に
露
の
玉
の
よ
う
に
盛
り
あ
が
っ
て
い
る
の
が
、
父
を
面
変
り
さ
せ
て

窶
れ
た
よ
う
に
見
せ
た
。
タ
ク
シ
ー
の
便
が
な
い
の
で
眼
科
か
ら
正
門

ま
で
歩
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
露
伴
は
治
療
の
あ
と
疲
れ
た
の

で
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
歩
く
。
初
夏
の
日
が
暖
か
く
朴
の
花
が
咲
い
て
い

る
。
そ
の
花
も
露
伴
に
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。「
そ
の
へ
ん
に
腰
か

け
が
あ
っ
た
ら
休
み
た
い
が
な
」
と
言
う
。
露
伴
は
額
に
薄
く
汗
を
掻

い
て
い
た
。そ
の
く
せ
木
蔭
で
休
ん
で
い
る
と
、「
肌
寒
い
感
じ
が
す
る
」

と
言
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、「
目
が
衰
え
る
と
気
も
衰
え
る
も

の
だ
ね
」
と
感
慨
を
洩
ら
し
た
。

糖
尿
病
が
持
病
の
露
伴
は
、
白
内
障
の
手
術
に
耐
え
な
か
っ
た
。「
朴
の
花

が
咲
い
て
い
る
。
そ
の
花
も
露
伴
に
は
見
え
な
い
」
と
い
う
叙
述
は
、
露
伴

の
視
力
の
衰
え
が
か
な
り
進
ん
だ
こ
と
を
示
す
。
朴
の
花
は
大
き
く
、
辛
夷

頼
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
老
い
は
露
伴
を
死
に
近
づ
け
つ
つ
あ
っ
た
。

　

露
伴
の
健
康
が
、
ど
う
や
ら
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状
態
に
傾
き
始
め
る
の

は
、
翌
十
八
年
か
ら
で
あ
る（

18
）。

昭
和
十
八
年
。
喜
寿
の
年
で
あ
る
。
う
ち
う
ち
で
は
祝
い
を
延
ば
し
た

が
大
河
内
邸
で
宴
が
張
ら
れ
る
。
野
間
賞
を
貰
う
。

　

新
し
い
年
の
一
月
、
中
央
公
論
社
か
ら
「
蝸
牛
庵
聯
話
」
が
発
行
に

な
っ
た
。「
中
央
公
論
」
の
昭
和
十
三
年
十
月
号
か
ら
載
り
は
じ
め
て

十
六
年
六
月
号
に
終
る
ま
で
足
か
け
四
年
を
経
た
も
の
で
、
し
ば
ら
く

続
い
て
ま
た
し
ば
ら
く
休
ん
で
と
い
う
ふ
う
に
続
い
た
。
で
き
て
来
た

本
を
評
し
て
露
伴
は
、「
紙
の
玄
米
だ
」
と
い
っ
た
が
、
ま
っ
白
な
紙

は
ど
こ
の
出
版
社
に
も
な
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
し
か
た
が
な
い
と
し
て

ほ
か
の
と
こ
ろ
は
乏
し
い
も
の
を
ま
ず
は
う
ま
く
使
っ
て
品
は
悪
く
な

く
で
き
て
い
た
。

　
「
紙
の
玄
米
だ
」
と
は
露
伴
一
流
の
う
ま
い
言
い
方
だ
が
、
す
で
に
紙
の

供
給
事
情
は
悪
く
な
っ
て
い
た
。「
乏
し
い
も
の
を
ま
ず
は
う
ま
く
使
っ
て

品
は
悪
く
な
く
」
と
見
る
の
は
、
土
橋
利
彦
の
編
集
者
の
立
場
か
ら
の
見
方

で
あ
る
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
露
伴
の
視
力
は
衰
え
始
め
る（

19
）。
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小
さ
い
時
か
ら
母
親
に
死
な
れ
、
弟
を
送
り
、
先
頃
は
縁
に
も
離
れ
て

ゐ
る
、
多
少
と
も
人
生
の
磨
礱
に
あ
つ
て
ゐ
る
ぢ
や
な
い
か
。
も
少
し

は
わ
か
つ
て
ゐ
る
と
思
つ
て
ゐ
た
」
と
い
や
な
顔
を
見
せ
て
煙
管
を
取

つ
た
。
同
行
の
親
類
の
女
人
は
し
ら
け
き
つ
て
迎
合
追
従
的
な
無
意
味

な
こ
と
ば
と
笑
顔
を
向
け
た
が
、
こ
れ
は
案
の
定
父
の
疳
を
煽
る
結
果

と
な
つ
た
。「
生
死
を
云
ふ
の
な
ら
お
ま
へ
達
の
分
際
で
に
た
に
た
面

は
不
謹
慎
だ
ら
う
」
と
開
直
ら
れ
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
つ
て
来

た
と
、
尻
込
み
す
る
こ
と
も
で
き
ず
か
し
こ
ま
つ
た
。「
一
体
、
爆
弾

で
砕
け
死
ぬ
と
い
ふ
こ
と
が
何
な
の
だ
い
、
イ
ヤ
サ
死
ぬ
と
い
ふ
こ
と

を
ど
う
思
つ
て
ゐ
る
の
だ
」
と
一
語
は
一
語
に
ま
し
て
き
び
し
く
な
つ

て
来
、
し
ど
ろ
に
す
る
返
事
は
更
に
こ
と
ご
と
し
く
気
に
入
ら
る
べ
く

も
な
か
つ
た
。
問
題
が
生
死
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
ら
、
は
か
ら
ず
も
知

つ
た
子
の
不
覚
さ
は
、
そ
れ
が
子
ゆ
ゑ
に
こ
そ
な
ほ
許
す
ま
じ
き
気
勢

で
、
東
西
古
今
を
た
て
よ
こ
に
織
り
な
し
、
畳
み
か
け
畳
み
か
け
、
長

い
時
間
を
し
や
べ
つ
た
。
は
じ
め
私
は
恐
れ
て
堅
く
な
り
、
や
が
て
た

だ
そ
の
大
河
の
勢
を
も
つ
て
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
全
く
呑
ま
れ
尽
し
て
、

い
た
し
や
う
も
無
か
っ
た
。
い
つ
か
話
は
又
も
と
に
戻
さ
れ
、
電
撃
的

な
こ
と
ば
は
私
を
刺
し
た
。「
も
し
こ
の
わ
た
し
の
身
体
が
道
端
で
膨

ら
み
あ
が
つ
て
爛
れ
死
ん
で
ゐ
た
ら
、
ど
う
だ
と
云
ふ
の
か
。
お
ま
え

は
発
狂
で
も
す
る
気
か
」
と
。
反
射
的
に
胸
に
描
い
た
猛
火
の
図
に
ぞ

つ
と
し
、「
そ
ん
な
の
い
や
、
も
う
や
め
て
」
と
歎
願
し
、「
い
や
で
は

や
木
蓮
ほ
ど
も
あ
る
。
そ
れ
が
見
え
な
い
の
だ
か
ら
、
現
代
の
視
力
測
定
で

は
、
数
字
で
測
れ
な
い
程
度
の
弱
視
、
手
動
弁
や
手
指
弁
く
ら
い
に
落
ち
て

い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
手
の
届
く
範
囲
く
ら
い
が
な
ん
と
か
見
え

る
ば
か
り
だ
。

　

空
襲
が
始
ま
っ
た
。
露
伴
の
妹
延
子
が
、
娘
文
を
通
し
て
、
疎
開
を
勧
め

て
き
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。
伊
東
に
遊
ぶ
露
伴
の
元
に
文
が
や
っ
て
く

る（
20
）。

空
襲
の
噂
に
東
京
が
ざ
わ
つ
き
出
し
た
頃
、
春
は
ま
だ
深
く
、
父
は
ひ

と
り
で
伊
東
の
風
光
を
楽
し
ん
で
ゐ
た
。
或
日
、
私
は
糀
町
の
叔
母
に

呼
ば
れ
、「
親
子
離
れ
ば
な
れ
に
ゐ
て
も
し
不
慮
の
こ
と
が
あ
つ
た
時

に
は
、
お
ま
へ
は
申
し
わ
け
も
あ
る
ま
い
し
、
か
つ
は
私
達
に
し
て
も

疎
開
如
何
に
つ
い
て
の
兄
さ
ん
の
御
意
見
も
伺
ひ
た
い
か
ら
、
一
ト
ま

づ
帰
京
を
促
し
て
は
」
と
云
は
れ
、
尤
も
な
こ
と
に
思
ひ
、
早
速
迎
へ

に
行
っ
た
。

　

来
意
を
聴
い
て
機
嫌
は
曇
つ
て
し
ま
っ
た
。「
お
延
は
と
に
も
か
く

に
も
一
生
を
芸
で
押
し
通
し
て
来
て
ゐ
る
、
し
か
も
も
う
七
十
を
過
ぎ

て
る
身
で
、
死
に
つ
い
て
考
へ
た
機
会
は
幾
度
か
あ
つ
た
筈
だ
。
空
襲

は
そ
り
や
恐
ろ
し
い
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
だ
か
ら
と
云
つ
て
わ
ざ

わ
ざ
そ
れ
で
お
ま
へ
を
迎
へ
に
よ
こ
す
程
う
ろ
た
え
て
い
ゐ
筈
は
無

い
」
と
き
め
つ
け
、「
又
お
ま
へ
に
し
て
も
を
か
し
な
使
に
来
た
も
の
だ
、
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け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
は
つ
と
狼
狽
し
た
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と

だ
、
あ
ん
な
に
話
し
て
く
れ
た
あ
れ
は
何
だ
っ
た
の
か
、
何
一
ツ
覚
え
て
ゐ

な
い
。
あ
れ
ほ
ど
の
熱
を
も
つ
て
説
い
て
く
れ
た
数
百
語
は
、
ど
こ
へ
行
つ

た
の
か
。
ま
る
で
手
が
か
り
も
無
い
ま
で
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
。
皆
無

で
あ
っ
た
」
と
い
う
文
の
述
懐
は
、
父
露
伴
の
該
博
な
知
識
に
つ
い
て
い
く

こ
と
が
で
き
ず
、
せ
っ
か
く
の
諭
し
の
言
葉
が
、
た
だ
滑
り
落
ち
て
消
え
て

し
ま
っ
た
悲
し
み
に
満
ち
て
い
る
。
露
伴
は
文
に
学
問
を
授
け
ず
、
そ
の
機

会
も
与
え
な
か
っ
た
。
文
は
『
こ
ん
な
こ
と
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
見
た
と

お
り
、
父
の
性
格
の
厳
し
さ
と
そ
の
生
命
と
も
言
え
る
文
筆
の
道
へ
の
嫌
悪

感
か
ら
、
学
問
芸
術
へ
心
を
向
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
青
木
玉
に
も
共
通
し

て
い
る
の
だ
が
、
文
も
玉
も
、
時
に
迸
り
出
る
、
学
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
露

伴
の
言
葉
を
真
に
理
解
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
理
を
尽
く
し
て
露
伴

は
説
い
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
言
葉
は
そ
れ
こ
そ
一
々
が
典
故
を
持
っ
て
お
り
、

文
化
的
背
景
に
つ
い
て
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
機
会
の
な
か
っ
た
文
と
玉
に

と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
露
伴
の
珠
玉
と
も
言
え
る
よ
う
な
言
葉
は
、
耳
で
覚

え
た
言
い
回
し
で
し
か
な
か
っ
た
。
後
に
、
青
木
玉
が
露
伴
の
お
そ
ら
く

「
蔗
境
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
か
じ
っ
て
、
朝
日
新
聞
の
日
曜
版
に
連
載
し

て
い
た
文
章
に
「
し
ょ
き
ょ
う
」
と
の
ぼ
せ
た
と
き
に
、
平
仮
名
で
し
か
書

き
表
せ
ず
、
元
の
漢
語
に
行
き
つ
く
ま
で
に
時
間
が
掛
か
っ
た
こ
と
が
あ
る（

21
）。

こ
の
こ
と
は
、
文
の
死
後
に
至
っ
て
も
、
露
伴
と
文
お
よ
び
玉
母
娘
の
間
で

言
語
面
で
の
断
絶
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

済
む
ま
い
。
そ
ん
な
な
ま
ぬ
る
つ
こ
い
こ
と
で
い
い
と
思
っ
て
る
か
。

死
の
惨
さ
厳
し
さ
に
も
徹
し
得
な
い
お
ま
へ
ら
が
、
安
全
の
ど
う
の
と

憚
り
も
無
く
し
や
べ
り
散
ら
す
と
は
慢
心
の
至
り
だ
」
と
浴
び
せ
ら
れ
、

私
は
へ
こ
た
れ
き
つ
た
。

　
「
も
う
い
い
か
ら
湯
に
で
も
は
ひ
つ
て
お
い
で
」
と
、
自
分
か
ら
石

鹸
を
取
つ
て
渡
し
て
く
れ
た
り
し
た
。
湯
舟
に
寄
つ
て
ゆ
つ
た
り
と
し
、

思
ひ
か
へ
し
、
そ
し
て
は
つ
と
狼
狽
し
た
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
し
た
こ

と
だ
、
あ
ん
な
に
話
し
て
く
れ
た
あ
れ
は
何
だ
っ
た
の
か
、
何
一
ツ
覚

え
て
ゐ
な
い
。
あ
れ
ほ
ど
の
熱
を
も
つ
て
説
い
て
く
れ
た
数
百
語
は
、

ど
こ
へ
行
つ
た
の
か
、
ま
る
で
手
が
か
り
も
無
い
ま
で
に
忘
れ
て
し

ま
っ
て
ゐ
る
。
皆
無
で
あ
っ
た
。
当
惑
の
底
に
浮
い
て
来
た
も
の
は
た

だ
ひ
た
す
ら
に
、
お
と
う
さ
ん
と
呼
ぶ
子
の
情
で
あ
つ
た
。
死
な
れ
た

く
な
い
、
怪
我
も
さ
せ
た
く
な
い
、
生
き
て
ゐ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の

お
と
う
さ
ん

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
生
き
身
の
恩
愛
、
親
子
の
絆
、
何
を
聞
き
何
を

忘
れ
て
、
こ
こ
に
こ
の
心
が
あ
る
の
か
。
知
ら
ぬ
。
不
敵
と
い
ふ
に
は

か
細
く
、
慢
心
と
い
ふ
に
は
悲
し
い
。
業
と
な
ら
ば
、
よ
し
苦
に
も
裂

け
よ
、
執
念
な
ら
ば
地
獄
に
も
墜
ち
よ
。
あ
は
れ
こ
の
心
を
つ
き
と
め

て
、
も
一
度
生
死
の
話
を
聞
く
折
を
も
た
う
と
念
じ
て
、
翌
日
は
一
人

帰
京
し
た
。

　

父
を
守
り
た
い
一
心
で
文
は
疎
開
を
申
し
出
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
は
ね
つ
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年
と
と
も
に
い
よ
い
よ
頑
な
で
あ
っ
た
。
私
は
ほ
ん
と
に
父
に
愛
さ
れ

た
か
つ
た
。
そ
の
ゆ
ゑ
に
恨
み
は
深
く
長
か
つ
た
。（
略
）

　

愛
さ
れ
ざ
る
も
愛
さ
れ
る
も
、
も
と
二
個
で
な
い
。
愛
さ
れ
た
子
も

愛
さ
れ
ざ
る
子
も
子
、
愛
さ
れ
た
子
に
も
愛
さ
れ
ざ
る
子
に
も
親
は
親
、

す
べ
て
の
子
は
そ
の
父
の
愛
子
な
り
。
父
に
詫
び
た
く
思
つ
た
。
わ
が

恨
み
の
ゆ
ゑ
に
わ
が
心
を
長
く
汚
し
て
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
し
た
。

感
心
屋
だ
の
泣
虫
だ
の
と
云
は
れ
て
ゐ
る
私
に
、
涙
も
感
激
も
な
く
て

手
持
無
沙
汰
の
や
う
だ
つ
た
。
喜
び
を
分
析
す
る
と
、
澄
む
と
か
洗
ふ

と
か
い
ふ
部
分
が
あ
る
も
の
だ
ら
う
か
。
解
脱
と
い
へ
る
か
ど
う
か
知

ら
な
い
が
、
永
い
あ
ひ
だ
の
も
の
が
ふ
つ
と
気
の
変
る
と
き
は
、
感
激

や
ら
涙
や
ら
の
伴
奏
な
し
に
、
そ
の
こ
と
だ
け
が
静
か
に
つ
い
と
折
れ

る
の
だ
ら
う
か
。

実
際
に
、『
流
れ
る
』
以
前
の
初
期
作
品
を
読
む
と
、
幸
田
文
が
幼
少
の
頃

か
ら
、
大
人
た
ち
に
と
っ
て
は
い
か
に
扱
い
に
く
い
子
ど
も
で
あ
り
、
間
の

悪
い
と
こ
ろ
に
居
合
わ
せ
る
不
幸
な
巡
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
か
が
克
明
に
描

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
、
幸
田
文
本
人
は
、
自
ら
書
い
た

文
章
の
本
当
の
意
味
合
い
が
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
、
こ
の
記
述

の
よ
う
に
、
何
度
も
作
品
内
で
「
な
ぜ
自
分
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
」
と
問
い
か
け
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
に
、
幸
田
文
の
初
期
作
品
の

特
徴
は
、「
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
を
書
き
つ
け
る
」
の
で
あ
り
、
自
身

ん
、
露
伴
の
枕
頭
に
は
意
味
を
調
べ
る
の
に
は
必
要
な
辞
書
は
置
か
れ
て
い

た
が
、
文
に
も
玉
に
も
、
そ
れ
を
参
照
す
る
と
い
う
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
幸
田
文
と
青
木
玉
の
文
章
を
読
む
と
き
、
言
語
の
断

絶
が
存
在
す
る
こ
と
を
十
分
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

文
が
物
心
つ
い
て
以
来
、
こ
の
親
子
は
、
先
程
見
た
よ
う
な
行
き
違
い
が

何
度
と
あ
り
、
そ
れ
が
文
に
ひ
が
み
、
恨
み
を
生
ん
で
い
た
。
文
は
述
懐
す

る（
22
）。

父
は
そ
の
母
に
愛
さ
れ
ざ
る
の
子
だ
つ
た
と
、
父
自
身
云
つ
て
ゐ
た
。

そ
れ
だ
の
に
、
お
ば
あ
さ
ん
の
亡
く
な
つ
た
と
き
号
泣
し
て
、
私
と
弟

は
び
つ
く
り
し
て
笑
つ
て
し
ま
つ
た
。
私
も
父
に
愛
さ
れ
ざ
る
の
子
だ

と
思
つ
て
ゐ
た
。
延
子
叔
母
は
は
つ
き
り
云
っ
た
。「
お
と
う
さ
ん
は

文
ち
や
ん
を
か
は
ゆ
く
な
い
や
つ
だ
と
お
つ
し
や
つ
た
よ
。
か
は
い
か

つ
た
子
は
み
ん
な
亡
く
な
つ
て
文
ち
ゃ
ん
一
人
残
つ
て
、
泣
い
た
り
お

こ
つ
た
り
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
お
と
う
さ
ん
の
お
世
話
し
て
ゐ
る
だ

ろ
。
そ
れ
を
思
ふ
と
を
ば
さ
ん
は
蔭
な
が
ら
旗
を
棹
つ
て
る
よ
。」
い

と
こ
た
ち
と
違
つ
て
遊
芸
も
つ
け
ら
れ
ず
学
校
成
績
も
芳
し
く
な
い
私

の
、
い
や
だ
い
や
だ
と
お
も
つ
て
ゐ
る
家
事
婦
と
し
て
の
資
格
で
叔
母

に
応
援
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
を
忍
耐
さ
せ
慰
め
た
。（
略
）
ひ
が
み
根

性
ば
か
り
で
な
く
、
事
実
私
は
か
は
ゆ
く
な
い
と
こ
ろ
の
あ
る
子
だ
つ

た
ら
し
い
。
疎
く
さ
れ
た
こ
と
は
悲
し
く
、
悲
し
み
は
恨
み
に
生
長
し
、
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ら
書
い
た
と
い
う
だ
け
の
、
微
々
た
る
短
文
章
な
の
だ
か
ら
、
上
林
さ

ん
ほ
ど
の
ひ
と
に
小
説
と
い
わ
れ
た
ら
、
な
ぜ
素
直
に
小
説
に
し
て
お

か
な
か
っ
た
か
と
お
も
う
。

「
随
筆
か
小
説
か
」
と
い
う
の
は
、『
幸
田
文
全
集
』
を
編
む
と
き
に
も
問
題

に
な
り
、
編
集
協
力
者
か
ら
青
木
玉
に
質
問
が
出
た（

24
）。

―
―
全
集
の
編
集
の
中
で
、
ま
ず
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
随
筆
と
小
説

と
の
区
別
を
文
自
身
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
た
と
え
ば
幼
少
期
の
思
い
出
を
綴
っ
た『
み
そ
つ
か
す
』

は
小
説
と
い
う
よ
り
も
随
筆
と
し
て
受
け
取
る
方
が
自
然
な
の
で
し
ょ

う
が
、
こ
れ
を
受
け
る
形
の
長
編
『
草
の
花
』
は
、
初
出
誌
で
は
「
み

そ
つ
か
す
」
の
続
編
と
し
て
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
文
の
代
表

的
な
小
説
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
『
お
と
う
と
』
は
「
草
の
花
」

の
続
編
と
し
て
当
初
、
発
表
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ま
た
、「
姦
声
」

も
初
出
誌
で
は
、「
随
筆
」
と
銘
打
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
幸
田

文
の
作
品
の
、
何
を
随
筆
あ
る
い
は
小
説
と
考
え
る
か
、
読
者
自
身
が

試
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
？
…
…

青
木　

母
の
書
い
た
も
の
が
評
判
に
な
っ
て
編
集
者
が
ど
ん
ど
ん
家
に

や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
度
は
ぜ
ひ
小
説
を
と
い
う
話
に
な
る

わ
け
で
す
。
で
も
、
母
は
最
初
、
小
説
な
ん
て
私
に
は
書
け
な
い
、
の

が
超
越
者
と
し
て
作
品
世
界
を
構
成
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
幸
田
文
は
、
自

身
の
書
い
た
も
の
が
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
思
い
惑
っ

た
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
九
年
に
発
表
さ
れ
た
「
勲
章
」
の
扱
い
に
つ
い
て
、

幸
田
文
は
後
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

23
）。

随
筆
と
い
お
う
に
も
、
小
説
と
い
お
う
に
も
、
と
に
か
く
私
の
し
た
こ

と
は
「
そ
の
と
き
書
け
た
か
ら
書
い
た
」
と
い
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
略
）
戦
後
十
年
ほ
ど
の
、
な
に
や
ら
こ
し
ゃ
こ
し
ゃ
と
書
い
て
い
た

期
間
の
こ
と
を
思
う
と
、
ぞ
ん
き

0

0

0

な
こ
と
を
し
ち
ま
っ
た
な
あ
、
と
い

う
悔
み
が
く
る
。（
略
）

　

文
藝
春
秋
の
上
林
吾
郎
さ
ん
に
も
駄
々
を
い
い
か
け
た
こ
と
が
あ
っ

て
、
忘
れ
な
い
。「
勲
章
」
と
い
う
短
い
も
の
を
書
い
た
の
だ
が
、
上

林
さ
ん
は
そ
れ
を
小
説
の
欄
へ
組
む
と
い
い
、
わ
た
し
は
い
つ
も
の
通

り
の
も
の
だ
か
ら
小
説
と
は
ち
が
う
だ
ろ
う
と
言
い
張
っ
た
。
随
筆
な

ら
ワ
ク
の
こ
と
が
気
に
な
ら
な
い
が
、
も
し
一
旦
小
説
と
銘
う
た
れ
た

ら
そ
の
あ
と
が
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
。
よ
く
も
知
ら
な
い
小
説
の
ワ

ク
に
追
い
こ
め
ら
れ
て
、
さ
ぞ
気
ぶ
っ
せ
い
な
こ
と
だ
ろ
う
、
と
恐
れ

た
の
で
あ
る
。

　

押
し
問
答
の
末
に
上
林
さ
ん
が
え
ら
く
深
い
え
く
ぼ
を
刻
ん
で
、
折

れ
て
く
れ
た
。
そ
の
え
く
ぼ
を
見
て
い
て
「
こ
れ
は
し
ま
っ
た
、
駄
々

に
等
し
い
こ
と
を
言
い
張
っ
た
」
と
悟
ら
さ
れ
た
。
そ
の
時
書
け
た
か
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と
は
未
分
化
か
、
十
分
分
離
さ
れ
て
な
い
状
態
で
あ
る
。
右
の
示
す
よ
う
に
、

「
随
筆
と
い
お
う
に
も
、
小
説
と
い
お
う
に
も
」「
そ
の
時
書
け
た
か
ら
書
い

た
と
い
う
だ
け
」
で
あ
り
、
自
覚
的
に
作
品
を
構
成
す
る
姿
勢
は
窺
え
な
い
。

た
だ
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
未
分
化
な
状
態
が
、「
身
を
以
て
語
る
独
特

の
力
強
さ
と
魅
力
」
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

「
お
じ
」
が
幸
田
文
に
指
摘
し
て
い
る（

25
）。

お
じ
は
私
が
書
い
た
最
初
の
こ
ろ
、
読
ん
で
く
れ
て
「
お
前
の
文
章
は

ま
こ
と
に
行
儀
の
わ
る
い
文
章
な
の
で
、
読
ん
で
い
る
こ
ち
ら
は
肉
親

の
絆
に
ひ
か
れ
る
せ
い
も
あ
っ
て
、
は
ら
は
ら
さ
せ
ら
れ
て
困
る
。
し

か
も
、
も
っ
と
困
る
こ
と
は
、
そ
の
行
儀
の
わ
る
さ
を
直
せ
と
も
い
え

な
い
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
行
儀
の
わ
る
い
と
こ
ろ
が
、
お
ま
え
の
文

章
の
い
の
ち
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
だ
」
と
こ
ま
ご
ま
教
え
て
く
れ
た
。

こ
の
お
じ
も
い
ま
は
も
う
い
な
い
が
、
私
は
い
ま
に
な
っ
て
し
み
じ
み
、

自
分
の
し
た
こ
と
が
、
行
儀
の
い
い
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
お
も
う
。

こ
の
文
章
が
書
か
れ
た
の
は
一
九
六
二
年
、
文
中
の
「
も
う
い
な
い
」「
お

じ
」
は
、
一
九
五
四
年
に
亡
く
な
っ
た
露
伴
の
弟
、
幸
田
成
友
で
あ
ろ
う
か
。

「
お
じ
」
の
「
行
儀
の
わ
る
い
と
こ
ろ
が
、
お
ま
え
の
文
章
の
い
の
ち
み
た

い
な
も
の
」
と
い
う
指
摘
、
す
な
わ
ち
文
章
の
力
の
根
源
に
は
、
文
や
玉
の

言
語
を
底
支
え
し
て
い
る
、
露
伴
の
強
固
な
言
語
世
界
が
あ
る
。
座
談
の
名

一
点
張
り
で
し
た
。「
勲
章
」
と
い
う
作
品
を
『
文
学
界
』
に
掲
載
す

る
と
き
に
（
略
）
結
局
、母
の
言
い
分
が
通
っ
て
随
筆
欄
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
ふ
う
だ
か
ら
、そ
ば
に
い
る
土
橋
さ
ん
が
や
き
も
き
し
て「
奥

さ
ん
、
随
筆
と
小
説
と
の
違
い
は
…
…
」
っ
て
長
い
講
義
を
は
じ
め
る
。

（
略
）「
そ
り
ゃ
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
私
に
は
小
説
は
書
け
な

い
」
と
押
し
戻
し
、（
略
）
こ
の
こ
と
で
何
度
も
土
橋
さ
ん
が
母
を
説

得
し
よ
う
と
し
て
、
失
敗
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

―
―
ジ
ャ
ン
ル
論
の
講
義
を
聴
い
て
反
論
し
て
い
る
幸
田
文
と
い
う
の

は
新
鮮
な
像
で
す
ね
。（
略
）

青
木　
（
略
）
土
橋
さ
ん
と
の
間
で
、
随
筆
か
小
説
家
と
い
う
や
り
と

り
以
上
に
、「
素
人
と
玄
人
の
境
」
と
い
う
話
を
よ
く
し
て
い
ま
し
た
ね
。

―
―
そ
こ
で
も
や
は
り
納
得
さ
れ
な
い
？

青
木　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。
土
橋
さ
ん
は
一
生
懸
命
、（
略
）
講
釈
す

る
の
だ
け
れ
ど
、
母
は
「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
私
は
玄
人
じ
ゃ

な
い
」。
玄
人
の
物
書
き
さ
ん
は
何
が
書
き
た
く
て
書
き
続
け
る
の
だ

ろ
う
、
ま
た
何
か
を
入
念
に
積
み
重
ね
て
書
く
と
い
う
の
は
ど
う
い
う

ふ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
疑
問
は
、
お
し
ま
い
ま
で
持
ち

続
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

娘
青
木
玉
の
見
る
と
こ
ろ
、
最
後
ま
で
「
私
は
玄
人
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
続
け
た
幸
田
文
の
、
初
期
の
作
品
に
あ
っ
て
は
、
語
り
手
と
自
身
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る
。『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
な
ど
は
と
く
に
。

丸
谷　

鷗
外
の
小
説
や
評
論
は
無
理
し
て
い
て
、
文
体
が
冷
た
い
。
何

で
も
書
け
る
す
ば
ら
し
い
文
章
だ
け
れ
ど
も
、
親
し
め
な
い
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
ぐ
あ
い
が
悪
い
の
は
、
背
後
に
生
活
の
な
い
、
人
工
的
な
文

体
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
漱
石
の
文
章
は
、
何
で
も
書
け
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
け
れ
ど
も
、
温
か
く
て
親
し
み
や
す
い
。
背
後
に
き
ち
ん
と
し
た

文
明
が
生
活
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
を
存
分
に
利
用
し
て
い
ま
す
ね
。

大
野　

私
が
子
供
の
と
き
に
寄
席
で
聞
い
た
お
し
ゃ
べ
り
を
あ
の
文
章

で
思
い
出
す
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
鷗
外
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
を
漢

字
に
よ
っ
て
取
り
入
れ
て
、
胸
張
っ
て
漢
字
を
使
い
回
す
。
ど
こ
か
に

無
理
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

石
川　

鷗
外
さ
ん
が
東
京
語
で
し
ゃ
べ
る
の
は
、
ロ
シ
ア
の
昔
の
貴
族

が
フ
ラ
ン
ス
語
で
し
ゃ
べ
っ
た
の
に
似
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
よ
そ
よ
そ

し
い
と
こ
ろ
が
。

江
戸
生
ま
れ
の
露
伴
の
日
本
語
も
、
漱
石
と
近
い
位
相
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

露
伴
の
視
力
の
衰
え
は
、
翌
十
九
年
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
状
態
に
な
る
。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
床
を
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た（

27
）。

昭
和
十
九
年
。
白
内
障
で
原
稿
を
書
き
わ
ず
ら
い
口
授
し
て
執
筆
さ
せ

手
と
称
さ
れ
た
露
伴
の
口
跡
が
、
文
や
玉
の
文
章
に
遺
さ
れ
、
独
特
の
リ
ズ

ム
を
形
作
っ
て
い
る
の
だ
。
露
伴
の
口
跡
の
持
つ
生
き
生
き
と
し
た
魅
力
は
、

お
そ
ら
く
露
伴
一
代
に
し
て
な
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
御
坊
主
衆
で

あ
っ
た
幸
田
家
の
「
家
学
」「
家
風
」
が
無
意
識
の
う
ち
に
受
け
継
が
れ
た
、

賜
物
で
も
あ
ろ
う
。
明
治
維
新
と
前
後
し
て
、
か
つ
て
の
幕
臣
や
定
府
詰
め

の
士
族
の
多
く
が
去
り
、
田
舎
者
が
闊
歩
す
る
町
と
な
っ
た
首
都
東
京
で
、

そ
こ
に
生
き
る
新
時
代
の
人
々
の
た
め
の
人
工
言
語
と
し
て
磨
き
上
げ
ら
れ

て
い
っ
た
森
鷗
外
の
日
本
語
と
対
極
に
あ
る
の
が
、
露
伴
そ
し
て
文
、
玉
の

文
章
で
あ
る
。
鷗
外
の
日
本
語
に
つ
い
て
は
、
江
戸
生
ま
れ
の
漱
石
と
の
そ

れ
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る（

26
）。

大
野　

私
は
鷗
外
の
小
説
を
読
む
と
、
非
常
に
肩
を
い
か
ら
し
た
東
京

の
標
準
語
を
感
じ
る
。
と
こ
ろ
が
『
明
暗
』
を
読
む
と
、
あ
あ
、
東
京

の
言
葉
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
な
ん
で
す
。
結
局
明
治
以
降

の
日
本
の
文
学
で
は
東
京
の
言
葉
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
作

者
の
生
ま
れ
と
か
、
育
っ
た
場
所
が
、
目
に
み
え
な
い
。
作
品
全
体
の

文
章
の
流
れ
、
つ
ま
り
、
文
体
を
決
め
る
。
意
識
的
に
東
京
語
を
学
び

と
っ
て
、
き
ち
っ
と
日
本
語
を
書
く
作
家
と
、
た
ま
た
ま
そ
こ
で
育
っ

た
た
め
に
楽
に
東
京
の
言
葉
で
書
く
作
家
。
二
つ
あ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。

石
川　

そ
れ
は
あ
り
ま
し
ょ
う
ね
。
夏
目
さ
ん
な
ど
は
楽
に
使
っ
て
い
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大
学
が
存
す
る
地
名
で
あ
る
。「
そ
れ
で
は
調
べ
て
筆
記
し
て
く
れ
た

ま
え
。
そ
こ
い
ら
に
「大
言
海
」
が
来
て
い
る
と
思
う
が
」
と
い
う
こ

と
で
す
ぐ
に
仕
事
が
始
ま
っ
た
。
露
伴
は
土
橋
に
一
々
辞
引
を
引
か
せ

る
が
、
土
橋
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
知
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
辞
書
で
知
ら
な

い
こ
と
を
引
く
の
だ
が
露
伴
は
知
っ
て
る
こ
と
を
引
く
と
い
う
こ
と
を
。

で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
シ
と
チ
と
に
関
聯
の
あ
る
こ
と
ば
を
並
べ
て

一
々
簡
単
に
説
明
を
加
え
た
だ
け
の
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
お
の
ず
か
ら

に
シ
と
チ
と
が
同
意
の
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
持
っ
て
帰
っ
た
の
で
店
の
人
も
「
三
田
文
学
」
の
関
係
者
も
喜

ん
だ
。
雑
誌
が
出
て
か
ら
ほ
ん
と
う
に
僅
か
な
稿
料
を
小
石
川
の
家
へ

持
参
す
る
と
、
露
伴
は
そ
れ
を
土
橋
の
ほ
う
へ
押
し
返
し
て
「
こ
れ
は

君
に
。
調
べ
も
の
し
て
く
れ
た
お
礼
で
す
、取
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
た
。
そ
れ
以
後
こ
れ
を
最
初
に
行
わ
れ
る
「
音
幻
論
」
の
稿
料

は
土
橋
が
取
っ
た
。
そ
し
て
単
行
本
に
な
っ
た
と
き
の
印
税
は
本
屋
が

貧
乏
で
不
払
い
に
近
く
終
っ
た
。「
音
幻
論
」
か
ら
の
利
益
は
露
伴
は

ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

29
）。

　

こ
う
し
て
土
橋
利
彦
は
、
露
伴
の
口
述
筆
記
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

露
伴
の
需
め
に
応
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
知
識
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
、
土
橋
は
筆
記
を
行
い
、
自
ら
も
知
識
を
伸
ば
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

『
芭
蕉
七
部
集
評
釈
』
の
残
り
は
、
土
橋
利
彦
を
助
手
と
し
て
な
る
の
だ
。

る
。
病
床
で
足
が
立
た
な
く
な
る
。
死
に
い
た
る
ま
で
。

　

露
伴
の
視
力
の
衰
え
は
、
夜
に
顕
著
だ
っ
た
。

晩
に
な
る
と
目
が
一
層
見
が
た
く
な
る
の
で
大
き
な
字
の
詩
の
集
な
ど

を
見
な
が
ら
酒
を
楽
し
む（

28
）。

　

目
の
具
合
が
よ
く
な
い
た
め
に
、
仕
事
が
進
ま
な
く
な
っ
て
い
た
。
八
月
、

土
橋
利
彦
が
、
伊
東
に
避
暑
す
る
露
伴
を
訪
ね
た
。

「
曠
野
評
釈
」
が
半
途
で
切
れ
た
の
を
惜
し
が
っ
て
、「
私
の
筆
記
で
よ

ろ
し
け
れ
ば
御
口
述
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
」
と
こ
の
人
は
言
う
。
目
が

大
ぶ
悪
く
な
っ
て
時
に
文
字
が
先
方
へ
通
じ
な
い
の
で
や
め
た
と
さ
き

に
言
っ
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
だ
が
ね
君
、
こ
れ
は
岩
波
の
雑
誌

へ
載
っ
て
岩
波
か
ら
本
に
し
て
出
す
の
だ
か
ら
君
の
店
の
た
め
に
は
一

向
に
な
ら
な
い
よ
」
と
言
う
と
、「
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
る
。

お
か
し
な
本
屋
だ
な
と
思
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
ら
今
度
は
自
分
の
店

か
ら
の
頼
み
で
あ
っ
た
。「
三
田
文
学
」を
う
ち
か
ら
出
す
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
が
そ
れ
に
何
か
書
い
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。「
三

田
文
学
」
は
小
泉
信
三
が
塾
長
を
や
り
弟
の
成
友
も
か
つ
て
そ
こ
で
教

え
た
こ
と
の
あ
る
慶
応
義
塾
の
文
学
雑
誌
で
、
三
田
と
い
う
の
は
そ
の
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い
か
か
る
よ
う
に
な
る
。
空
襲
を
受
け
て
、
父
を
守
ろ
う
と
す
る
娘
と
、
娘

の
や
り
口
が
気
に
入
ら
な
い
父
と
の
凄
絶
な
や
り
と
り
は
、
幸
田
文
が
記
し

て
い
る（

31
）。

秋
、
父
は
め
つ
き
り
弱
り
衰
へ
、
足
腰
の
不
自
由
に
黙
々
と
耐
へ
て
ゐ

た
。
私
は
し
ば
し
ば
静
か
さ
に
不
安
を
感
じ
て
、
父
の
部
屋
を
覗
込
み

す
る
癖
が
つ
い
た
。
十
一
月
、
東
京
は
空
襲
さ
れ
た
。
親
子
は
再
び
生

死
を
、
そ
れ
も
数
分
後
に
は
或
は
実
際
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
生
死
を
話

す
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
伊
東
の
時
の
や
う
に
多
く
を
し
や
べ
る
時

間
は
無
か
つ
た
。
塀
一
ト
重
向
う
は
防
護
団
の
溜
り
で
、
ラ
ヂ
オ
や
ら

絶
叫
や
ら
は
こ
ち
ら
の
話
を
さ
ま
た
げ
た
。

　

こ
ん
な
場
合
に
は
死
に
ざ
ま
は
幾
通
り
あ
る
か
知
れ
な
い
し
、
な
ほ

さ
ら
死
に
時
の
い
つ
は
計
り
得
べ
き
で
な
い
、
そ
ん
な
こ
と
は
み
ん
な

思
考
の
ほ
か
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
考
へ
よ
う
と
す

る
の
は
自
由
を
失
う
の
愚
で
あ
る
と
云
ひ
、
小
机
を
前
に
し
て
動
き
た

が
ら
ず
、
庭
さ
き
の
薔
薇
を
眺
め
て
ゐ
る
顔
に
は
久
し
ぶ
り
の
表
情
が

あ
つ
た
。
将
棋
を
差
す
時
の
、
あ
の
鼻
の
厚
み
の
増
し
て
来
る
顔
で
あ

つ
た
。
来
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
に
、
す
か
つ
と
受
取
つ
て
滞
ら
な
い
の

だ
と
は
、
よ
く
わ
か
つ
て
い
る
。
が
、
そ
の
膝
は
薄
く
、
そ
の
手
の
白

く
て
骨
立
ち
皺
ん
で
ゐ
る
の
を
見
て
は
辛
か
つ
た
。
遠
い
爆
風
で
も
皮

膚
は
木
目
の
よ
う
に
壊
れ
た
と
か
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
は
忍
返
し
の
や
う

そ
の
家
へ
は
翌
月
も
う
一
度
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
連
れ
て
来
て
い
た

女
中
は
徴
用
に
取
ら
れ
て
も
う
い
な
い
。
娘
と
孫
と
が
代
り
ば
ん
こ
に

来
て
は
用
事
を
済
ま
し
た
り
食
事
を
つ
く
っ
た
り
し
て
く
れ
る
の
だ

が
、
ち
ょ
う
ど
文
子
が
帰
っ
た
あ
と
で
露
伴
は
ひ
と
り
で
い
た
。「
音

幻
論
」
は
連
載
で
第
一
回
は
な
か
な
か
評
判
が
よ
か
っ
た
の
で
第
二
回

分
を
取
り
に
来
た
の
で
あ
る
。
露
伴
は
前
田
家
本
の
新
古
今
集
を
見
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
田
家
本
と
い
っ
た
の
は
前
田
公
爵
家

の
書
庫
の
蔵
本
を
写
真
複
製
し
て
実
物
そ
の
ま
ま
の
形
に
つ
く
り
、
で

き
る
に
し
た
が
っ
て
学
者
に
寄
贈
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
露
伴
は
慳

貪
の
一
つ
を
そ
れ
に
あ
て
て
丁
寧
に
納
め
て
い
た
。
そ
の
慳
貪
を
こ
こ

へ
運
ば
せ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
土
橋
は
「
音
幻
論
」
の
筆
記
を
済
ま

せ
た
あ
と
の
雑
談
で
願
い
か
な
っ
て
七
部
集
の
ほ
う
の
筆
記
も
さ
せ
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
露
伴
は
筆
記
を
さ
せ
る
以
上
は
短
時
間
に

土
橋
に
俳
諧
を
敲
き
こ
も
う
と
か
か
っ
た
。
筆
記
と
い
っ
て
も
露
伴
の

言
う
通
り
を
書
け
ば
そ
れ
で
足
り
る
の
で
は
な
く
、
一
々
の
句
の
こ
と

を
問
い
に
つ
れ
て
答
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
つ
言
っ
て
だ
め
な
ら

二
つ
言
い
、
三
つ
言
っ
て
だ
め
な
ら
四
つ
言
う
と
い
う
具
合
に
全
部
の

考
え
を
吐
き
出
さ
せ
ら
れ
る
。
何
と
も
く
た
び
れ
る
し
ご
と
で
は
あ
っ

た（
30
）。

　

露
伴
の
身
体
は
ま
す
ま
す
自
由
を
失
い
、
空
襲
は
東
京
に
も
容
赦
な
く
襲



218

た
や
う
に
お
ま
へ
自
身
に
も
強
ひ
る
だ
ら
う
ね
。」こ
と
ば
は
穏
か
だ
っ

た
が
、
面
を
あ
げ
て
ゐ
ら
れ
ぬ
や
う
な
怒
り
を
受
取
つ
た
。
入
口
を
布

団
で
塞
ぎ
、
そ
の
前
に
す
わ
つ
て
、
さ
て
寂
し
か
つ
た
。
何
が
い
け
な

か
つ
た
の
だ
ら
う
。
押
入
が
い
や
な
ら
い
や
と
云
へ
ば
済
む
こ
と
、
指

図
も
何
も
無
い
。
強
ひ
る
と
い
つ
た
と
て
手
を
取
つ
て
す
る
わ
け
ぢ
や

な
し
、
今
ま
で
だ
つ
て
常
に
絶
対
で
あ
つ
た
父
だ
。
要
す
る
に
空
襲
下

に
端
座
す
る
父
を
平
然
と
見
て
ゐ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
と
も
思
へ
た
。
い
つ
も
愛
情
と
い
ふ
も
の
を
あ
ん
な
に
悦
び
た
ふ
と

ぶ
人
が
、
今
こ
の
際
に
古
筵
一
枚
で
も
庇
ひ
に
し
た
い
子
の
情
を
、
な

ん
で
か
ほ
ど
に
ま
で
拒
絶
す
る
の
か
。
で
は
こ
れ
は
婢
妾
の
愛
と
い
ふ

も
の
な
の
か
、
或
は
不
謙
遜
に
も
当
る
も
の
だ
つ
た
ら
う
か
。
猛
火
の

図
が
思
い
出
さ
れ
、
発
狂
と
い
ふ
こ
と
ば
が
よ
み
が
へ
つ
た
。
ど
、
ど

つ
と
い
ふ
や
う
な
音
響
が
起
り
、
あ
た
り
は
揺
れ
た
。
防
護
団
が
出
動

出
動
と
叫
ん
で
ゐ
る
。不
安
と
恐
怖
で
こ
ら
へ
ら
れ
ず
、「
お
と
う
さ
ん
」

と
呼
ん
だ
。

　

咎
め
が
槍
の
や
う
に
飛
ん
で
、「
馬
鹿
め
、
そ
ん
な
処
に
ゐ
て
。
云

つ
て
お
い
た
ぢ
や
な
い
か
、
ど
こ
へ
で
も
行
つ
て
ろ
。」
張
り
つ
め
た

神
経
は
自
ら
支
へ
る
こ
と
を
失
つ
て
、「
こ
の
さ
な
か
に
お
と
う
さ
ん

の
そ
ば
は
離
れ
ら
れ
な
い
、
ど
こ
へ
行
く
の
も
い
や
で
す
、
行
き
た
か

あ
り
ま
せ
ん
。」
一
ト
た
び
こ
と
ば
を
返
し
て
は
、
わ
れ
か
ら
ず
ん
と

据
わ
る
も
の
が
あ
つ
た
。「
行
き
た
い
ん
ぢ
や
な
い
、
行
け
と
云
ふ
の

に
さ
さ
つ
て
と
か
い
ふ
話
は
、
戦
慄
を
も
つ
て
父
の
身
に
考
へ
ら
れ
、

ま
た
し
て
も
生
き
身
の
父
を
安
泰
に
保
ち
た
い
思
ひ
で
、
胸
は
一
杯
に

な
っ
た
。

　

誰
に
し
て
も
素
掘
り
の
壕
や
押
入
を
鉄
壁
と
頼
む
わ
け
の
も
の
で
も

な
い
が
、
八
十
に
近
い
日
と
い
へ
ば
常
不
断
で
も
何
か
覆
ふ
物
が
欲
し

い
気
が
す
る
で
は
な
い
か
。
常
識
と
い
は
れ
る
程
度
の
あ
れ
こ
れ
の
支

度
が
、
次
々
と
せ
は
し
く
思
い
め
ぐ
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
に
人
手
は
ま
つ

た
く
無
か
つ
た
。
声
を
か
け
れ
ば
或
は
得
ら
れ
る
人
手
か
も
知
れ
な
い

が
、
非
常
時
ゆ
ゑ
な
ほ
他
人
を
わ
づ
ら
は
せ
る
こ
と
を
し
ま
い
と
、
ほ

ん
と
に
親
一
人
子
一
人
で
ゐ
る
。
頼
る
者
の
無
い
こ
と
は
勇
気
を
生
じ

さ
せ
る
が
、
又
一
方
些
末
な
こ
と
に
ま
で
分
担
を
許
さ
れ
な
か
つ
た
。

私
は
防
護
団
に
叱
り
飛
ば
さ
れ
な
が
ら
、
筵
に
水
を
打
つ
た
り
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
マ
リ
ヤ
と
マ
ル
タ
の
話
が
心
に
痛
く
思
ひ
出
さ
れ
た
。

そ
れ
も
こ
れ
も
僅
か
の
間
の
こ
と
、
Ｂ
29
の
爆
音
と
続
い
て
起
つ
た
破

壊
の
轟
音
は
、
容
赦
無
く
処
置
の
決
定
を
迫
つ
た
。
未
知
の
予
期
さ
れ

た
危
険
に
対
す
る
興
奮
が
、
私
を
駆
り
立
て
た
。
す
で
に
書
物
を
疎
開

し
て
荒
涼
た
る
部
屋
に
、
む
き
だ
し
に
一
人
す
わ
っ
た
父
は
傷
ま
し
く
、

せ
め
て
押
入
に
で
も
庇
ひ
た
く
て
、
ろ
骨
に
い
や
な
顔
す
る
の
を
頼
ん

だ
。

　
「
こ
れ
が
お
ま
へ
流
の
安
全
か
」
と
皮
肉
り
、「
私
は
年
寄
だ
、
お
ま

へ
の
指
図
に
従
ふ
が
至
当
だ
ら
う
。
一
ト
言
云
つ
て
お
く
、
私
に
強
ひ
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て
来
た
。
か
う
な
つ
て
来
る
と
或
一
定
の
処
ま
で
は
許
さ
ず
押
す
の
が

き
ま
り
に
な
つ
て
ゐ
た
が
、
こ
の
日
は
私
の
嫌
ふ
と
こ
ろ
に
触
れ
て
来

た
。
以
前
の
婚
嫁
先
の
悪
風
、
そ
れ
に
染
つ
て
改
め
る
こ
と
を
し
な
い

私
の
態
度
が
挙
げ
ら
れ
難
詰
さ
れ
、
畢
竟
け
ふ
の
あ
あ
い
ふ
態
度
も
あ

あ
い
ふ
愚
問
も
そ
こ
か
ら
生
じ
る
、
娘
時
代
か
ら
思
へ
ば
恐
る
べ
き
退

歩
、
驚
く
べ
き
堕
落
だ
と
、
不
断
は
思
ひ
や
り
が
深
く
て
婚
嫁
先
の
こ

と
を
云
ふ
時
な
ど
代
名
詞
で
そ
つ
と
云
ふ
や
う
な
優
し
い
人
が
、
今
は

ぴ
し
り
ぴ
し
り
と
も
の
を
云
つ
た
。
そ
こ
ま
で
は
耐
へ
て
ゐ
た
。
そ
の

愚
問
を
父
は
一
々
覚
え
て
ゐ
て
抉
つ
た
。
下
性
・
下
根
・
不
勉
強
は
取

り
出
さ
れ
、
意
地
悪
く
切
刻
ま
れ
た
。
耐
へ
ら
れ
な
く
な
つ
た
私
が
、

む
し
ろ
一
度
こ
と
ば
を
か
へ
し
た
経
験
が
二
度
目
を
慣
れ
さ
せ
た
と
い

ふ
か
た
ち
に
な
つ
た
の
が
い
け
な
か
つ
た
。
父
は
利
か
な
い
身
体
を
起

し
た
。
あ
つ
と
云
ふ
間
に
後
れ
毛
と
一
緒
に
襟
髪
を
押
へ
ら
れ
た
。
痛

さ
と
、
か
つ
て
無
い
こ
と
の
驚
き
と
で
逆
上
し
た
私
は
顫
へ
出
し
、
振

上
げ
ら
れ
た
手
を
見
て
、「
お
と
う
さ
ん
打
つ
ん
で
す
か
」
と
訊
い
た
。

手
は
お
ろ
さ
れ
ず
、
二
三
度
こ
づ
い
て
放
さ
れ
た
。
父
は
夜
著
を
摑
ん

で
睨
み
つ
け
て
ゐ
、「
わ
た
し
は
な
、
お
ま
へ
が
帰
つ
て
来
た
時
に
ど

ん
な
に
、
ア
ア
お
幾
美
が
生
き
て
ゐ
た
ら
ば
と
思
つ
た
か
知
れ
な
い
。

今
又
し
み
じ
み
お
幾
美
の
ゐ
な
い
の
が
悲
し
い
」
と
。
余
り
の
こ
と
に

声
も
出
ず
唇
を
噛
み
し
め
、介
添
し
て
横
に
し
、下
が
け
を
か
け
た
。「
我

不
敢
軽
於
汝
等
、
汝
等
皆
当
作
仏
故
」
と
洩
れ
た
の
を
聞
い
た
。

だ
。」「
い
や
で
す
。」「
強
情
つ
張
り
な
、
貴
様
が
そ
こ
に
ゐ
て
何
の
足

し
に
な
る
。」「
ど
う
で
も
い
い
ん
で
す
、
お
と
う
さ
ん
が
殺
さ
れ
る
な

ら
文
子
も
一
緒
の
方
が
い
い
ん
で
す
。
ど
こ
の
子
だ
つ
て
親
と
一
緒
に

ゐ
た
い
ん
で
す
。」「
い
か
ん
、
許
さ
ん
。
一
と
二
は
違
ふ
、
粗
末
は
許

さ
ん
。」「
い
い
え
大
事
だ
か
ら
で
す
。」「
そ
れ
が
違
ふ
。
お
れ
が
死
ん

だ
ら
死
ん
だ
と
だ
け
思
へ
、
念
仏
一
遍
そ
れ
で
終
る
。」「
い
や
で
す
、

そ
ん
な
の
文
子
で
き
ま
せ
ん
。」「
で
き
な
く
て
も
さ
う
し
か
な
ら
な

い
。」「
で
は
、お
と
う
さ
ん
は
文
子
の
死
ぬ
の
を
見
て
ゐ
ら
れ
ま
す
か
。」

片
明
り
に
見
る
父
の
顔
は
、
ち
よ
つ
と
崩
れ
て
云
つ
た
。
―
「
か
ま
は

ん
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
さ
。」

　

ち
ひ
さ
い
時
か
ら
人
も
云
ふ
、
愛
さ
れ
ざ
る
の
子
、
不
肖
の
子
の
長

い
思
ひ
は
沸
き
立
つ
た
。「
そ
れ
で
は
文
子
は
何
で
す
か
。」「
子
さ
。」「
子

と
は
何
で
す
か
。」「
エ
エ
け
ち
な
こ
と
云
ふ
な
、
情
と
は
別
の
も
の
だ

わ
」
と
怒
声
で
あ
つ
た
。「
そ
れ
ぢ
や
文
子
の
こ
の
お
と
う
さ
ん
を
思

ふ
心
は
ど
う
し
ま
す
か
。」「
そ
れ
で
い
い
の
だ
。」「
あ
ん
ま
り
悲
し
い
。」

「
悲
し
い
に
は
じ
め
か
ら
き
ま
つ
て
る
。」
―
鼻
の
芯
が
痛
く
話
は
終
つ

た
。
云
ひ
た
く
て
云
へ
な
い
も
の
が
、
ゐ
し
か
つ
て
ゐ
た
が
、
涙
が
塞

い
で
ゐ
る
。
水
道
は
出
な
か
つ
た
。
勝
手
の
柱
に
よ
り
か
か
つ
て
、
云

は
れ
た
こ
と
を
反
芻
し
た
。

　

爆
音
が
し
づ
ま
る
と
す
ぐ
に
の
べ
た
床
に
横
に
な
つ
て
、
腰
が
痛
い

と
こ
ぼ
す
父
は
、
ま
だ
不
機
嫌
が
続
い
て
些
細
な
事
毎
に
ひ
つ
か
か
つ
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勝
手
に
」
と
言
い
な
が
ら
通
り
過
ぎ
た
。
ま
た
文
子
が
出
て
、「
あ
あ

申
し
て
お
り
ま
す
か
ら
」
と
電
話
を
切
っ
た
。
や
が
て
空
襲
警
報
が
気

味
悪
く
鳴
り
響
く
。
静
か
な
い
い
お
天
気
で
、
平
和
だ
っ
た
日
々
の
こ

う
い
う
日
を
ち
ら
り
と
思
わ
せ
る
。
少
し
た
つ
と
土
橋
が
飛
び
こ
ん
で

来
た
。「
い
よ
い
よ
の
時
は
私
が
お
し
ょ
い
し
て
逃
げ
ま
す
」
と
お
ぶ

い
紐
に
す
る
帯
を
か
た
え
に
置
い
て
縁
側
に
腰
か
け
て
い
た
。
露
伴
は

庭
さ
き
に
掘
っ
た
防
空
壕
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
へ
入
っ
て
、「
先

生
、
石
橋
山
の
頼
朝
で
す
ね
」
と
し
ゃ
れ
た
つ
も
り
で
声
を
か
け
る
と
、

「
わ
し
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
ち
ゃ
い
な
い
」
と
お
こ
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
。
空
襲
が
解
除
に
な
っ
て
穴
か
ら
出
て
来
た
と
き
も
大
の
不
機
嫌

で
、
近
所
に
い
る
親
戚
の
青
年
が
扶
け
よ
う
と
し
て
手
を
出
す
の
を
払

い
の
け
て
ひ
と
り
で
座
敷
へ
あ
が
っ
た
。「
土
の
下
へ
も
ぐ
ら
さ
れ
る

の
は
御
免
だ
」
と
娘
に
言
っ
た
。
そ
れ
で
そ
の
つ
ぎ
の
空
襲
か
ら
は
押

入
の
上
段
と
前
と
に
蒲
団
を
た
か
く
し
、
下
段
へ
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

土
橋
が
来
る
こ
と
に
な
っ
た
電
話
は
、
露
伴
が
出
る
と
い
う
の
で
あ
わ

て
て
い
た
ら
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
声
が
し
た
。
そ
れ
は「
ど
う
ぞ
」

と
聞
け
ば
そ
の
よ
う
に
も
聞
か
れ
る
声
だ
っ
た
の
で
駈
け
つ
け
た
の
だ

と
い
う
。「
御
勝
手
に
」の
ほ
う
は
全
然
耳
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
文
子
が
ず
っ
と
あ
と
で
土
橋
に
き
い
て
判
明
し
た
。

　

た
っ
た
一
度
防
空
壕
へ
入
れ
ら
れ
た
あ
と
で
露
伴
は
病
気
に
な
っ
た
。

そ
の
せ
い
だ
と
し
て
悪
た
れ
を
つ
い
た
が
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

　
「
我
不
敢
軽
於
汝
等
、
汝
等
皆
当
作
仏
故
」
は
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮

華
経
』
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
に
見
え
る
常
不
軽
菩
薩
の
言
葉
で
あ
る
。
常

不
軽
菩
薩
は
、
釈
尊
の
前
世
の
一
つ
で
、
在
家
出
家
男
女
を
問
わ
ず
、
周
囲

の
人
々
が
み
な
成
仏
す
る
と
説
き
ま
わ
り
、
怒
り
を
買
っ
て
、
迫
害
さ
れ
た

菩
薩
で
あ
る
。
口
を
極
め
て
罵
ら
れ
、
石
く
れ
や
木
ぎ
れ
を
投
げ
つ
け
ら
れ
、

散
々
に
打
擲
さ
れ
て
も
な
お
、
常
不
軽
菩
薩
は
「
我
不
敢
軽
於
汝
等
、
汝
等

皆
当
作
仏
故
」
と
唱
え
る
。「
わ
た
し
は
お
前
た
ち
を
軽
ん
じ
た
り
は
し
な

い
。
お
前
た
ち
は
み
な
成
仏
す
る
の
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
の
言
葉
を
口
に
上

せ
て
、
露
伴
は
愚
か
な
る
我
が
娘
へ
の
嗔
り
を
沈
め
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。

　

幸
田
文
が
空
襲
の
さ
な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
露
伴
を
防
空
壕
へ
入
れ
な

か
っ
た
の
は
、
一
度
防
空
壕
へ
入
れ
た
直
後
に
寝
付
い
た
か
ら
で
あ
る
。
見

舞
う
人
ご
と
に
「
文
子
が
防
空
壕
へ
入
れ
た
か
ら
」
と
露
伴
は
毒
づ
い
た（

32
）。

警
戒
警
報
が
出
た
と
き
電
話
が
か
か
っ
て
来
て
文
子
が
出
た
。
銀
座
の

小
さ
な
出
版
社
に
い
る
青
年
な
の
だ
が
、「
お
宅
は
先
生
の
ほ
か
女
の

か
た
ば
か
り
な
の
で
こ
れ
か
ら
参
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
へ
露
伴
が
出
て
来
て
、「
ど
こ
か
ら
だ
」
と
き
く
。「
あ
の
土
橋
さ

ん
か
ら
で
す
が
す
ぐ
に
来
ま
し
ょ
う
か
っ
て
」
と
文
子
。
露
伴
は
つ
と

こ
っ
ち
へ
来
て
、「
お
れ
が
出
よ
う
」
と
言
う
。
文
子
が
、「
た
だ
い
ま

父
が
出
る
そ
う
で
す
か
ら
」
と
あ
ち
ら
へ
言
う
と
、
露
伴
は
娘
が
差
出

す
受
話
器
を
取
ら
ず
に
壁
に
つ
け
て
あ
る
電
話
の
前
を
、「
ど
う
ぞ
御
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さ
う
に
快
活
に
話
し
な
が
ら
な
に
か
気
の
急
く
様
子
で
、
例
の
紅
潮
を

し
て
い
つ
ぱ
い
汗
が
噴
き
出
し
て
ゐ
る
。
複
雑
な
興
奮
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
お
手
水
は
ほ
ん
の
指
先
だ
け
で
済
ま
さ
れ
、
そ
れ
を
勝
手
へ

さ
げ
て
お
茶
を
さ
し
あ
げ
る
ひ
ま
も
な
く
、「
お
送
り
を
」
と
父
に
呼

ば
れ
た
。
が
、
先
生
は
そ
ん
な
に
急
い
で
病
室
を
出
ら
れ
た
の
に
、
玄

関
で
ぼ
と
つ
と
坐
つ
た
ま
ん
ま
深
く
頸
を
落
し
て
黙
つ
て
し
ま
は
れ
た
。

ぎ
し
ぎ
し
と
身
に
浸
み
入
る
も
の
が
あ
つ
た
。
と
、「
さ
す
が
に
―
」

と
途
切
れ
て
、「
―
立
派
で
す
」
と
、
何
が
立
派
な
の
か
訊
く
余
地
を

与
へ
な
い
き
び
し
さ
が
あ
つ
た
。
帰
つ
て
し
ま
は
れ
た
あ
と
の
頼
り
な

さ
の
う
ち
に
、
ふ
と
先
生
の
は
に
か
み
が
何
で
あ
つ
た
か
が
分
明
に
な

り
か
か
る
気
が
し
た
。
そ
れ
は
私
に
あ
る
こ
と
を
固
く
思
ひ
か
た
め
さ

せ
る
も
の
だ
っ
た
。
父
の
死
に
は
是
非
先
生
に
そ
ば
に
ゐ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
ふ
願
ひ
だ
つ
た
。

　

や
が
て
戦
争
は
激
し
く
、
父
の
生
命
も
ま
た
激
し
い
追
ひ
た
て
ら
れ

か
た
を
し
て
ゐ
た
。
空
襲
の
夜
、
遂
に
主
治
医
先
生
は
万
一
を
慮
つ
て
、

「
近
い
人
々
に
は
知
ら
せ
を
」
と
云
は
れ
た
。
父
の
し
ご
と
の
助
手
を

し
て
ゐ
た
土
橋
さ
ん
が
、
あ
け
が
た
早
く
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
先
生
へ

連
絡
に
行
つ
た
。
先
生
は
驚
か
な
い
、「
私
の
診
た
と
き
、
い
や
恐
ら

く
ず
つ
と
以
前
か
ら
あ
の
か
た
の
か
ら
だ
は
が
た
が
た
な
の
で
す
。
た

だ
不
思
議
な
調
和
で
保
つ
て
ゐ
た
の
で
す
。
今
日
ま
で
持
ち
こ
た
へ
て

来
た
不
思
議
で
す
か
ら
、
不
思
議
は
ま
だ
続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
主

重
そ
う
な
よ
う
す
な
の
で
武
見
を
呼
ん
だ
。
夜
に
入
っ
て
来
る
と
例
の

通
り
小
さ
い
鑢
で
き
り
き
り
ぽ
ん
、
き
り
き
り
ぽ
ん
、
き
り
き
り
ぽ
ん

と
や
っ
て
そ
れ
ら
を
ぷ
す
、
ぷ
す
、
ぷ
す
と
さ
し
て
帰
っ
た
。
露
伴
が

こ
の
人
に
行
か
せ
た
延
子
は
こ
の
音
を
聴
い
て
い
て
、「
音
楽
の
よ
う

な
速
さ
だ
ね
」
と
あ
と
で
文
子
に
話
し
た
と
い
う
。
そ
れ
を
ぷ
つ
ぷ
つ

と
注
射
し
終
え
る
と
大
抵
は
そ
れ
で
お
し
ま
い
。
か
ら
壜
は
残
し
て

帰
っ
て
行
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
壜
に
つ
い
て
い
る
ペ
ー
パ
ー
を
見
た
他
の

医
者
が
、「
い
い
薬
が
な
く
な
っ
た
時
代
な
の
に
ど
れ
も
こ
れ
も
ほ
し

い
も
の
ば
か
り
で
す
。
得
難
い
も
の
ば
か
り
だ
な
あ
」
と
嘆
じ
た
。

　

実
は
、
こ
の
時
、
露
伴
の
容
態
は
か
な
り
重
か
っ
た
。
斉
藤
茂
吉
が
、
医

師
の
立
場
で
露
伴
を
診
た
の
は
こ
う
な
る
少
し
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
幸
田

文
は
記
す（

33
）。

そ
の
う
ち
戦
争
は
拡
が
る
し
、
父
は
床
に
就
い
た
き
り
に
な
っ
た
。
あ

る
日
先
生
は
珍
し
く
小
さ
い
鞄
を
持
つ
て
見
え
、「
け
ふ
は
医
者
で
お

見
舞
に
来
ま
し
た
」
と
い
ふ
こ
と
だ
つ
た
。
頑
固
者
の
父
が
お
断
り
す

る
、
と
い
ふ
よ
り
拒
絶
と
い
ふ
す
げ
な
さ
を
見
せ
は
し
な
い
か
と
あ
や

ぶ
ん
だ
が
、
す
ぐ
静
か
に
診
察
に
な
つ
た
。
そ
れ
ま
で
先
生
は
一
度
も

父
に
聴
診
器
を
あ
て
て
ゐ
な
い
、
主
治
医
先
生
へ
礼
儀
を
守
つ
て
の
こ

と
ら
し
か
つ
た
。
お
す
す
ぎ
を
持
つ
て
行
く
と
、
先
生
は
と
て
も
嬉
し
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八
代
子
の
死
が
報
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

疎
開
は
三
月
二
十
四
日
に
な
っ
た
。
ま
え
の
晩
少
し
雨
が
降
っ
た
よ

う
に
思
う
が
そ
の
日
は
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
て
い
た
。
出
発
ま
え
の
支
度

を
し
て
い
る
最
中
に
鳥
打
帽
に
革
の
長
靴
を
穿
い
た
よ
う
な
岩
波
茂
雄

が
は
い
っ
て
来
た
。（
略
）
い
よ
い
よ
出
発
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
は

覚
え
て
い
な
い
。
先
発
の
車
が
出
て
し
ば
ら
く
し
て
露
伴
一
家
や
小
林

が
乗
っ
た
の
が
出
た
。
上
野
で
は
さ
き
に
来
た
人
々
が
駅
か
ら
借
り
て

お
い
た
担
架
に
露
伴
を
の
せ
る
。
し
か
し
改
札
口
か
ら
は
入
れ
ら
れ
な

い
の
で
誰
か
が
交
渉
に
行
っ
た
の
か
と
思
う
が
し
ば
ら
く
外
で
待
っ
た
。

な
か
な
か
来
な
い
の
で
担
架
が
持
ち
重
り
し
て
来
る
。
そ
こ
ヘ
お
ろ
し

た
。
地
べ
た
で
は
な
く
入
口
へ
あ
が
っ
て
行
く
道
な
の
だ
が
、
と
も
か

く
ズ
ッ
ク
一
重
下
は
人
が
往
来
す
る
堅
い
道
で
頭
上
は
遮
る
も
の
の
な

い
空
で
あ
る
。
若
く
し
て
北
海
道
か
ら
帰
る
の
に
二
本
松
か
ら
郡
山
へ

行
く
夜
道
に
寝
て
、
果
は
か
か
る
姿
で
果
て
る
の
か
と
考
え
た
人
で
あ

る
。
い
ま
は
果
て
る
の
で
は
な
い
が
腰
が
立
た
な
く
な
っ
た
病
軀
を
道

ば
た
に
横
た
え
て
い
る
。
露
伴
は
目
を
見
ひ
ら
く
よ
う
に
し
て
人
々
の

上
に
ひ
ろ
が
っ
た
陰
欝
な
空
を
眺
め
て
い
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
交
渉

に
行
っ
て
い
た
誰
か
が
戻
っ
て
来
て
、「
別
の
入
口
か
ら
さ
き
に
は
い
っ

て
い
い
こ
と
に
な
っ
た
」
と
告
げ
た
。
改
札
口
の
ま
え
に
は
人
の
列
が

ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
た
が
担
架
と
い
っ
し
ょ
に
行
く
人
々
は
別
の
口

か
ら
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
客
は
一
人
も
い
な
い
ホ
ー
ム
を
小
走
り
に
行

治
医
先
生
の
指
図
通
り
に
な
ほ
看
病
を
」
と
の
私
へ
の
伝
言
だ
っ
た
。

父
は
持
ち
こ
た
へ
た
。

　

空
襲
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
二
十
年
三
月
、
よ
う
や
く
露
伴
は
疎
開
を
決

意
す
る
。
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
長
年
不
和
の
う
ち
に
過
ご
し
た
後
妻
、
八

代
の
死
で
あ
っ
た（

34
）。

昭
和
二
十
年
。
信
州
坂
城
へ
疎
開
し
小
石
川
の
家
を
焼
か
れ
る
。
敗
戦

に
終
る
と
す
ぐ
帰
り
、
東
京
を
素
通
り
し
て
伊
東
の
宿
に
入
る
。

　

露
伴
は
な
か
な
か
疎
開
し
よ
う
と
は
言
い
出
さ
な
か
っ
た
が
東
京
の

空
襲
が
度
重
な
る
と
つ
い
に
言
っ
た
。
と
こ
ろ
が
露
伴
の
家
に
は
地
方

に
親
戚
と
い
う
も
の
が
な
い
。（
略
）
そ
う
な
れ
ば
信
州
坂
城
の
八
代

子
の
家
し
か
な
い
。
八
代
子
の
家
と
い
う
の
は
戸
倉
に
作
っ
た
家
で
は

な
く
、
坂
城
の
自
分
が
生
れ
育
っ
た
家
が
売
り
に
出
た
の
で
戸
倉
の
家

を
売
っ
て
買
戻
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
露
伴
に
は
事
後
承
諾
で
あ
っ

た
。
そ
の
家
を
露
伴
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
坂
城
へ
行
っ
た
こ
と

も
な
か
っ
た
。
見
た
こ
と
は
な
い
が
八
代
子
は
む
か
し
本
陣
だ
っ
た
だ

だ
っ
広
い
家
に
ひ
と
り
で
住
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。（
略
）
文
子
は

父
へ
の
愛
と
八
代
子
へ
の
い
や
さ
と
の
大
き
く
い
え
ば
相
剋
に
悩
ん
で

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ど
う
し
て
父
と
と
も
に
坂
城
へ
行
っ
て
そ

こ
に
と
ど
ま
っ
た
か
と
い
え
ば
、
こ
う
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
る
う
ち
に
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あ
の
百
姓
家
に
一
晩
泊
っ
た
お
り
、
東
京
が
焼
け
て
る
と
い
う
の
で
起

き
て
見
た
ら
そ
ち
ら
の
空
の
下
が
一
面
に
赤
か
っ
た
。
い
つ
ま
で
見
て

い
て
も
し
か
た
が
な
い
の
で
ま
た
寝
た
が
、
そ
れ
は
小
石
川
の
自
分
た

ち
の
家
が
焼
け
る
火
な
の
で
あ
っ
た
。

　

五
月
二
十
五
日
の
夜
、
小
石
川
の
蝸
牛
庵
は
そ
の
他
多
く
の
家
と
と

も
に
焼
け
た
。
岩
波
の
邸
が
焼
け
た
の
も
同
じ
日
の
こ
と
で
、
目
に
見

る
一
帯
を
焼
野
が
原
と
化
し
た
大
き
な
火
で
あ
っ
た
。
土
橋
は
翌
日
上

京
し
て
見
に
行
っ
た
。
上
京
と
い
っ
て
も
二
時
間
ぐ
ら
い
で
お
茶
の
水

駅
へ
来
ら
れ
る
の
だ
か
ら
問
題
は
な
い
。
こ
こ
が
ほ
と
ん
ど
焼
け
ど
ま

り
で
火
は
坂
下
に
及
ば
な
か
っ
た
。
坂
を
降
り
て
柳
町
の
電
車
通
ま
で

行
け
ば
震
災
に
も
焼
け
な
か
っ
た
家
も
残
っ
て
い
る
。
焼
け
あ
と
で
驚

い
た
の
は
た
し
か
商
務
印
書
館
で
出
し
た
漢
籍
の
古
典
一
揃
い
が
隨
分

の
数
で
、
そ
れ
を
二
階
書
斎
の
廊
下
に
積
ん
で
あ
っ
た
の
が
家
と
と
も

に
焼
け
落
ち
て
庭
の
一
隅
に
堆
く
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
と
ご
と
く
灰
に

な
っ
た
の
に
文
字
は
明
ら
か
に
読
め
る
。
ま
た
い
い
加
減
の
と
こ
ろ
を

出
せ
ば
同
じ
よ
う
に
読
め
る
。
そ
の
翌
日
、
土
橋
は
焼
け
た
こ
と
を
知

ら
せ
に
坂
城
へ
旅
立
っ
た
。
寝
て
い
て
飲
む
キ
セ
ル
に
火
を
つ
け
て
か

ら
露
伴
に
報
告
し
た
。
キ
セ
ル
の
さ
き
が
ち
ょ
っ
と
揺
い
だ
。「
あ
あ

あ
あ
焼
け
た
の
か
い
、
そ
う
か
い
。
焼
け
る
と
は
思
わ
ぬ
で
も
な
か
っ

た
が
、
何
だ
ね
、
感
を
新
た
に
す
る
と
い
う
や
つ
だ
」
と
露
伴
が
土
橋

の
目
を
見
つ
め
る
よ
う
に
し
て
言
っ
た
。
露
伴
は
い
ま
ま
で
の
生
涯
に

く
。
改
札
口
が
あ
く
ま
で
間
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
車
輛
は
三
等
し
か

な
い
。
向
い
あ
っ
た
座
席
に
板
を
渡
し
て
そ
の
上
に
露
伴
は
膝
を
立
て

て
坐
し
た
。
露
伴
が
二
人
分
の
席
に
い
る
の
だ
か
ら
男
は
一
人
立
っ
た
。

行
く
さ
き
が
遠
く
て
立
ち
っ
き
り
で
は
疲
れ
る
か
ら
若
い
男
同
士
で
と

き
ど
き
変
っ
た
。
見
送
り
に
は
小
林
や
横
尾
や
次
村
が
窓
の
外
に
立
っ

て
い
た
。
小
林
は
本
来
な
ら
送
っ
て
行
く
べ
き
だ
が
岩
波
が
貴
族
院
の

補
欠
に
立
っ
て
激
戦
中
だ
と
い
う
の
で
こ
こ
か
ら
帰
る
の
で
あ
る
。

（
略
）
列
車
が
出
て
か
な
り
長
い
あ
い
だ
露
伴
は
不
機
嫌
そ
う
に
口
も

利
か
な
い
で
い
た
が
、
そ
ば
に
い
た
政
吉
の
五
男
に
物
憂
い
調
子
で

言
っ
た
。「
春
寒
と
い
う
の
と
人
々
に
運
ば
れ
て
行
く
と
い
う
の
と
車

で
行
く
と
い
う
の
と
を
あ
わ
せ
て
句
が
で
き
る
か
。
私
は
い
ま
作
っ
た

の
だ
が
」
と
。
そ
し
て
句
を
教
え
て
、「
春
寒
し
手
舁
よ
り
す
る
汽
車

の
旅
」
と
言
っ
た
。
私
が
手
帳
を
出
し
て
書
き
と
め
よ
う
と
す
る
と
露

伴
が
心
覚
え
の
帳
面
を
出
さ
せ
て
、
詞
書
を
つ
け
て
書
か
せ
た
。
実
は

こ
こ
の
と
こ
ろ
は
あ
や
し
い
。
帳
面
と
書
い
た
が
そ
れ
は
製
本
見
本
で
、

岩
波
か
ら
届
け
さ
せ
て
使
っ
て
い
た
。

　

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
、
空
襲
で
小
石
川
蝸
牛
庵
は
焼
け
た
。
父
を

蝸
牛
庵
へ
連
れ
て
帰
り
た
い
。
そ
う
思
い
、
戦
後
の
物
資
の
乏
し
い
時
期
に

な
ん
と
か
工
面
を
し
て
建
て
始
め
た
新
蝸
牛
庵
は
、
生
き
て
露
伴
を
迎
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
蝸
牛
庵
を
焼
く
火
を
幸
田
文
は
見
て
い
る（

35
）。
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い
と
い
う
の
が
露
伴
の
持
論
な
の
だ
が
、
最
も
平
面
に
近
い
ガ
ラ
ス

板
を
理
化
学
研
究
所
に
命
じ
て
作
ら
せ
て
寺
田
が
贈
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

空
襲
が
焼
い
た
も
の
に
つ
い
て
、
青
木
玉
は
別
な
も
の
を
思
い
出
し
て
い

る（
36
）。

三
十
後
半
四
十
手
前
の
こ
ろ
、
誰
れ
か
誘
う
人
が
あ
っ
た
の
か
日
本
刺

繍
を
し
て
い
た
時
が
あ
る
。
大
き
な
木
枠
に
布
を
張
っ
て
基
本
の
刺
し

方
を
習
っ
た
。（
略
）

　

戦
争
は
激
し
さ
を
増
し
、
私
達
は
身
一
ツ
で
疎
開
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
小
石
川
の
家
の
荷
物
は
祖
父
の
書
物
を
一
部
疎
開
し
た
が
、

生
活
す
べ
て
一
切
合
財
残
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
気
休
め
で
は
あ

る
が
箪
笥
の
引
き
出
し
は
一
応
鍵
が
か
か
る
。
詰
め
ら
れ
る
だ
け
物
を

つ
め
、
も
う
一
枚
の
着
物
も
入
ら
な
い
わ
ず
か
な
隙
間
に
、
母
は
手
元

に
あ
っ
た
あ
り
っ
た
け
の
刺
繍
糸
を
一
面
に
敷
き
詰
め
た
。
糸
は
細
い

白
ボ
ー
ル
紙
の
筒
型
の
芯
に
巻
き
付
け
て
あ
る
。
目
も
あ
や
な
数
か
ず

の
色
は
、
何
段
か
の
引
き
出
し
の
最
上
部
を
う
め
つ
く
し
て
仕
舞
わ
れ

た
。

　

私
達
が
家
を
離
れ
る
前
日
、
残
し
て
ゆ
く
荷
物
の
宰
領
を
預
け
た
人

に
、
母
は
細
か
く
こ
こ
に
は
何
が
入
れ
て
あ
る
、
こ
の
包
み
は
ど
う
い

水
の
害
を
受
け
た
こ
と
は
幾
度
か
あ
っ
た
が
火
の
災
い
に
罹
っ
た
の

は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。「
お
れ
が
書
い
て
お
い
た
原
稿
類
も

焼
け
た
ね
」
と
や
や
鋭
い
調
子
に
な
っ
て
き
く
。「
い
え
、
先
生
の
お

書
き
に
な
っ
た
も
の
は
手
文
庫
ご
と
こ
ち
ら
へ
持
っ
て
来
て
あ
り
ま

す
」
と
答
え
る
。「
あ
れ
は
密
陀
僧
の
塗
り
で
饗
庭
篁
村
か
ら
譲
ら
れ

た
の
だ
が
」
―
そ
の
ま
え
は
誰
々
の
だ
っ
た
と
江
戸
時
代
の
人
の
名

を
言
っ
た
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
土
橋
が
何
か
に
書
い
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
つ
ぎ
に
、「
釣
道
具
は
焼
け
た
な
」
と
露
伴
。「
は
い
焼

け
ま
し
た
。
そ
う
い
う
も
の
は
す
ぐ
に
疎
開
で
き
る
よ
う
に
荷
造
り

は
で
き
て
い
ま
し
た
の
で
す
が
、
や
っ
と
ト
ラ
ッ
ク
を
つ
か
ま
え
て

約
束
し
て
お
い
た
の
が
き
ょ
う
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
」
と
土
橋
。

露
伴
は
釣
竿
の
話
を
し
て
く
れ
た
。「
釣
竿
は
ね
、
白
鷺
・
信
天
・
翡

翠
・
交
青
・
属
玉
の
兄
弟
竿
が
五
本
、
そ
れ
に
横
巻
な
し
の
継
竿
う

ぶ
丸
で
、
う
ん
、
名
は
み
ん
な
自
分
で
つ
け
た
の
だ
」
と
。
そ
れ
か

ら
自
分
で
こ
ま
の
文
字
を
書
い
た
将
棋
の
こ
と
を
き
い
た
。
焼
け
て

い
た
。
土
橋
が
見
た
も
の
も
見
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
が
焼
失
し
た

も
ろ
も
ろ
の
一
部
を
挙
げ
る
と
、
露
伴
が
つ
く
ら
せ
た
大
き
な
写
真

機
・
一
絃
琴
・
西
鶴
題
名
の
ひ
と
よ
ぎ
り
・
寺
田
寅
彦
が
作
ら
せ
て

贈
っ
た
平
面
ガ
ラ
ス
板
、
次
郎
長
の
ず
ぼ
ん
ざ
し
な
ど
で
、
ず
ぼ
ん

ざ
し
と
い
う
の
は
ず
ぼ
ん
に
さ
し
た
刀
で
あ
る
。
ま
た
平
面
ガ
ラ
ス

板
と
い
う
の
は
、
世
の
中
に
寸
分
違
わ
ぬ
平
面
な
も
の
は
存
在
し
な
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火
事
跡
は
思
ひ
出
の
宝
石
箱
で
あ
る
。
土
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
物
が

あ
る
。
か
つ
て
は
地
上
に
あ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
生
き
て
ゐ
た
が
、

い
ま
は
壊
れ
て
用
を
な
さ
ぬ
も
の
、
た
と
へ
ば
瀬
戸
物
の
か
け
ら
、
ゆ

が
ん
だ
金
物
な
ど
が
埋
も
れ
て
ゐ
る
。
土
は
風
に
を
ど
り
雨
に
沈
み
し

て
、
一
刻
も
早
く
お
ち
つ
き
た
げ
に
見
え
る
が
、
土
中
の
物
は
逆
に
な

に
か
に
つ
け
て
、
陽
の
目
を
恋
う
て
浮
き
だ
し
て
来
る
。
そ
れ
ら
を
見

れ
ば
、
何
も
み
な
思
い
出
で
な
い
も
の
は
無
く
、
こ
と
に
も
父
と
直
接

に
つ
な
が
つ
て
ゐ
た
も
の
に
逢
つ
て
は
、
な
つ
か
し
さ
に
天
を
仰
い
で

呼
び
た
く
、
さ
び
し
さ
に
地
に
伏
し
て
泣
き
た
い
お
も
ひ
が
す
る
。

　

け
さ
も
、
は
つ
と
す
る
思
ひ
に
あ
つ
た
。
崩
れ
た
霜
柱
の
か
げ
に
、

き
ら
り
と
藍
が
光
つ
て
ゐ
、
そ
れ
は
一
ト
目
で
し
か
と
わ
か
つ
た
。
ず

つ
と
以
前
、
父
が
愛
用
し
て
放
さ
な
か
つ
た
、
盃
台
の
か
け
ら
で
あ
つ

た
。
京
も
の
、
や
や
平
た
い
壺
な
り
、
祥
瑞
う
つ
し
。
こ
れ
は
母
が
ゐ

た
頃
か
ら
あ
る
の
だ
と
い
ふ
か
ら
、
四
十
年
近
く
も
前
か
ら
の
も
の
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
母
は
こ
れ
に
盃
を
載
せ
、
小
器
用
な
肴
を
添
へ
て
供

し
た
こ
と
と
お
も
へ
る
。

　

継
母
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
飲
食
の
膳
を
不
潔
だ
と
顰
蹙
し
て
嫌
つ

た
が
、
強
引
な
父
に
は
勝
て
ず
、
や
は
り
酒
を
調
へ
な
く
て
は
な
ら
な

か
つ
た
の
だ
が
、
酒
器
を
愛
す
る
気
な
ど
は
毛
頭
無
か
っ
た
。（
略
）

継
母
は
リ
ョ
ー
マ
チ
を
病
み
、
家
事
は
私
が
ひ
き
つ
が
さ
れ
、
そ
の
と

き
改
め
て
見
た
盃
類
は
、
ぐ
つ
と
数
が
へ
つ
て
、
箱
も
浅
い
杉
折
に
か

う
必
要
の
も
の
が
入
っ
て
い
る
と
説
明
し
、
箪
笥
の
引
き
出
し
も
開
け

て
見
せ
た
。
相
手
は
書
物
の
こ
と
に
は
明
る
い
が
衣
類
の
こ
と
な
ど
無

頓
着
な
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
祖
父
の
着
る
も
の
は
先
生
が
お
困
り
に

な
っ
て
は
と
そ
れ
の
み
一
心
に
覚
え
よ
う
と
し
た
。
そ
の
祖
父
の
着
物

の
上
一
面
に
砂
糖
細
工
の
有
平
糖
の
巻
物
の
よ
う
に
つ
や
つ
や
と
並
ん

だ
絹
糸
の
美
し
さ
に
声
も
無
く
眺
め
、
彼
は
「
何
に
使
う
も
の
か
知
ら

な
い
が
こ
ん
な
美
し
い
も
の
も
焼
け
て
し
ま
う
の
か
」
と
呟
い
た
と
い

う
。

　

そ
ん
な
思
い
は
焼
夷
弾
の
火
の
前
に
は
無
力
で
あ
り
、
結
果
は
そ
の

通
り
に
な
っ
て
、
糸
は
さ
て
お
き
母
の
刺
し
た
帯
さ
え
一
本
も
残
ら
な

か
っ
た
。

　

露
伴
亡
き
後
、
新
築
な
っ
た
新
蝸
牛
庵
に
戻
っ
た
幸
田
文
は
、
焼
跡
の
な

か
か
ら
、
父
に
つ
な
が
る
も
の
を
見
つ
け
る（

37
）。

私
の
住
ん
で
ゐ
る
家
は
小
石
川
表
町
の
焼
け
あ
と
。
父
は
こ
こ
に
大
正

末
期
か
ら
戦
火
に
あ
ふ
一
ト
月
ま
へ
ま
で
約
二
十
年
を
過
し
た
場
処
で

あ
る
。
さ
き
ご
ろ
引
き
う
つ
つ
た
当
座
は
、
つ
ら
に
く
い
ほ
ど
頑
強
な

藜
の
根
と
、
割
栗
石
の
や
う
に
し
き
つ
め
た
焼
瓦
を
見
て
、
い
さ
さ
か

う
ん
ざ
り
気
味
で
ゐ
た
が
、
今
は
も
う
さ
う
ぢ
や
な
い
。
す
ば
ら
し
い

と
思
つ
て
ゐ
る
。
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長
野
の
生
活
は
思
い
に
任
せ
ず
、
他
人
か
ら
見
て
も
、
辛
い
生
活
で
あ
っ

た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
後
妻
八
代
と
の
不
和
か
ら
、
八
代
が
坂
城
に
別

居
し
て
以
降
、
そ
の
死
ま
で
ほ
ぼ
没
交
渉
に
過
ぎ
た
露
伴
一
家
と
、
八
代
を

看
取
っ
た
信
州
の
親
族
と
の
坂
城
の
家
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
諍
い
に
あ
っ
た
。

小
林
勇
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

38
）。

坂
城
の
先
生
を
見
舞
っ
た
。
四
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。（
略
）
先
生

の
家
は
古
び
て
大
き
か
っ
た
。
そ
の
大
き
な
家
の
表
座
敷
の
方
に
幸
田

家
が
入
り
、
裏
の
方
に
八
代
夫
人
の
親
戚
だ
と
い
う
一
家
が
住
ん
で
い

た
。
こ
の
家
の
女
房
が
八
代
夫
人
の
姪
に
あ
た
る
と
い
う
。
そ
の
姪
の

人
が
八
代
夫
人
の
世
話
を
し
た
と
い
う
。

　
（
略
）
台
所
が
一
つ
で
先
住
者
た
ち
が
我
侭
に
使
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。（
略
）

　

裏
の
方
に
い
る
一
家
の
主
婦
は
田
舎
の
、
理
非
を
わ
き
ま
え
ぬ
中
年

女
で
、
東
京
か
ら
来
た
歓
迎
し
な
い
客
人
に
一
々
辛
く
当
た
っ
た
。
な

ん
で
も
八
代
夫
人
が
こ
の
姪
に
自
分
が
死
ん
だ
あ
と
は
、
こ
の
家
を
や

る
と
い
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
自
分
の
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ

る
。（
略
）

　

先
生
は
彼
ら
の
理
不
尽
な
主
張
を
私
に
一
通
り
話
し
た
。
そ
し
て
、

「
こ
の
老
人
が
ど
こ
へ
行
け
と
い
う
の
だ
。」と
い
っ
て
嗚
咽
し
た
。（
略
）

先
生
一
家
は
確
か
に
東
京
の
危
険
か
ら
難
を
避
け
得
ら
れ
た
が
、
山
深

は
つ
て
ゐ
た
。

　

私
は
学
生
で
ゐ
て
家
事
雑
役
を
引
受
け
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
食

事
の
跡
か
た
づ
け
な
ど
は
早
業
第
一
と
心
得
て
や
つ
た
か
ら
、
お
そ
ろ

し
く
手
荒
く
乱
暴
だ
つ
た
。（
略
）
父
も
閉
口
し
て
、「
お
ま
へ
は
ぶ
つ

こ
は
し
屋
の
女
房
に
で
も
な
る
か
」
と
頭
に
手
を
や
つ
て
嘆
息
し
、
私

も
す
こ
し
し
よ
げ
た
。
父
が
こ
の
盃
台
に
寄
せ
る
愛
惜
を
お
も
つ
て
は
、

さ
す
が
の
私
も
気
を
つ
か
つ
た
の
で
、
幸
に
事
無
く
過
ぎ
て
来
た
が
、

あ
る
と
き
玉
の
盃
を
め
が
け

0

0

0

に
し
た
の
を
最
後
に
し
て
、
私
の
ぶ
つ
こ

は
し
屋
が
を
さ
ま
る
よ
り
一
ト
足
早
く
、
父
の
方
が
あ
き
ら
め
に
行
き

つ
い
た
の
で
あ
つ
た
。（
略
）

　

私
の
か
た
づ
い
た
先
は
新
川
の
酒
問
屋
で
あ
つ
た
。（
略
）

　

数
年
の
の
ち
私
は
離
婚
し
、
酒
と
は
縁
が
切
れ
、
子
供
の
父
だ
つ
た

人
も
ま
た
病
歿
し
た
。（
略
）
過
ぎ
た
夏
に
は
父
も
亦
、
境
を
異
に
す

る
国
に
旅
立
つ
た
。
い
ま
霜
に
浮
い
て
あ
ら
は
れ
た
、
こ
の
陶
片
は
白

く
青
く
あ
ま
り
に
美
し
く
、
私
は
ふ
た
た
び
人
の
見
る
目
に
ま
か
せ
た

く
な
い
思
ひ
に
駆
ら
れ
、
こ
な
ご
な
に
砕
い
て
土
に
か
へ
し
て
し
ま
つ

た
。

露
伴
と
酒
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
。
毎
晩
の
膳
に
運
ば
れ
た
盃
台
の
か
け
ら

を
、
幸
田
文
は
二
度
と
人
目
に
付
か
ぬ
よ
う
、
粉
々
に
砕
く
。
盃
台
は
、
父

だ
け
で
な
く
、
早
く
に
亡
く
し
た
生
母
に
つ
な
が
る
器
で
あ
っ
た
。
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幸田露伴一家の戦争

る
。

　

こ
う
し
た
困
難
な
生
活
の
中
で
、
露
伴
は
一
人
楽
し
む
術
を
知
っ
て
い
た
。

晩
年
床
に
つ
い
た
き
り
に
お
な
り
に
な
っ
て
か
ら
は
、
目
も
お
惡
る
く
、

耳
も
遠
く
お
な
り
で
あ
っ
た
の
で
、
口
述
な
ど
を
な
さ
れ
る
以
外
、
文

章
も
か
か
れ
る
こ
と
も
な
く
、
本
も
讀
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、

何
も
な
さ
ら
ず
、
さ
う
し
て
ゐ
ら
し
て
何
を
お
考
へ
で
せ
う
か
と
う
か

が
っ
て
み
た
ら
、

「
な
に
、
昔
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
思
ひ
出
し
て
み
て
は
樂
し
む
で
ゐ
ま

す
よ
。」

ほ
ん
と
う
に
樂
し
さ
う
で
あ
っ
た（

42
）。

　

坂
城
で
は
、
幸
田
文
は
手
持
ち
無
沙
汰
で
、
日
永
一
日
ト
ラ
ン
プ
占
い
を

し
て
い
た（

43
）。

　

と
に
も
か
く
に
も
、
露
伴
は
戦
争
に
耐
え
、
辛
く
も
生
き
長
ら
え
、
終
戦

を
迎
え
た
。
坂
城
で
は
、『
芭
蕉
七
部
集
評
釈
』
の
「
曠
野
下
」
が
成
っ
た
。

土
橋
利
彦
は
そ
の
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
す（

44
）。

七
部
集
の
う
ち
「
冬
の
日
」
に
は
発
句
の
部
は
な
く
、「
春
の
日
」
の

発
句
は
す
で
に
評
釈
を
終
え
、「
ひ
さ
ご
」
に
も
発
句
の
部
は
な
く
、「
猿

簑
」
の
発
句
は
連
句
と
と
も
に
文
庫
と
し
て
売
り
出
さ
れ
て
い
て
、
残

い
こ
の
坂
城
の
町
で
新
し
い
難
儀
に
取
囲
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
家

の
人
た
ち
が
、
理
非
を
わ
き
ま
え
ぬ
な
ら
ば
、
恐
ら
く
町
の
人
々
も
先

生
一
家
を
正
当
に
見
ず
、
親
切
に
は
扱
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

小
林
の
見
た
と
お
り
、
坂
城
で
の
生
活
は
、
時
を
経
る
に
従
い
、
耐
え
が
た

く
辛
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た（

39
）。

昭
和
十
五
年
か
ら
、
蝸
牛
庵
を
訪
れ
て
い

た
内
田
誠
が
露
伴
の
死
後
出
版
し
た
『
落
穗
抄
―
―
露
伴
先
生
に
聞
い
た

話
』
に
は
、
疎
開
の
わ
び
し
い
様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
露
伴
は
、
信
州

に
つ
い
て
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
た
。

信
州
と
い
ふ
處
は
昔
か
ら
戰
爭
に
ま
け
た
も
の
が
逃
こ
ん
で
來
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
諏
訪
神
社
の
祭
神
で
あ
る
建
御
名
方
神
が
さ
う
だ（

40
）。

　

先
生
の
疎
開
先
で
あ
っ
た
、
信
州
阪
城
は
先
生
を
路
傍
の
草
の
如
く

扱
っ
て
い
た
。
阪
城
の
生
活
は
悲
劇
だ
っ
た
。
先
生
は
我
々
に
向
っ
て
、

昔
か
ら
信
州
は
戰
爭
に
負
け
た
人
間
が
逃
げ
こ
ん
で
く
る
と
こ
さ
と
笑

は
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

一
體
世
の
中
は
な
ぜ
生
き
て
ゐ
る
幸
田
露
伴
を
大
事
に
し
な
か
っ
た

の
だ
ら
う
か（

41
）。

「
路
傍
の
草
の
如
く
扱
っ
て
い
た
」
と
は
、
い
か
に
疎
開
先
の
生
活
が
敵
意

に
満
ち
、
露
伴
に
敬
意
を
欠
い
た
も
の
だ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
余
り
あ
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し
て
も
自
分
自
身
の
目
ざ
ま
し
い
進
歩
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

人
々
が
戦
争
で
学
問
が
で
き
な
く
な
っ
た
そ
の
時
代
に
土
橋
は
一
世
一

代
の
修
行
を
積
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

坂
城
を
離
れ
る
日
が
来
た
が
、
露
伴
は
一
歩
も
歩
け
な
い
の
で
あ
る
。

　

戦
争
が
終
っ
た
の
だ
か
ら
す
ぐ
に
帰
ろ
う
と
露
伴
が
言
い
出
し
た
の

で
そ
う
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
東
京
の
家
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
の

で
東
京
は
素
通
り
し
て
伊
東
の
宿
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
家
は
文

子
の
一
存
で
相
手
の
胴
欲
な
女
に
与
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ

り
文
子
は
い
い
気
持
で
は
な
か
っ
た
。
女
の
背
後
に
は
も
っ
と
強
い
男

の
力
が
つ
い
て
い
て
こ
ん
な
世
の
中
で
自
分
の
力
で
は
事
面
倒
と
思
っ

た
。
こ
う
い
う
折
に
は
こ
の
人
の
思
い
き
り
が
実
に
よ
か
っ
た
。
黒
塗

の
四
角
な
盆
に
林
檎
が
二
十
ぐ
ら
い
積
ん
で
出
し
て
あ
っ
た
が
家
人
は

現
わ
れ
な
か
っ
た
。
林
檎
を
手
に
取
る
人
は
な
か
っ
た
。
暗
い
雨
の
中

で
電
燈
を
つ
け
て
支
度
を
し
た
。
呼
ん
で
お
い
た
自
動
車
が
来
た
の
で

ま
だ
ま
っ
暗
な
雨
の
な
か
で
露
伴
を
運
ぶ
。
一
駅
向
う
の
上
田
へ
や
ら

せ
る
。
今
度
の
汽
車
は
坂
城
へ
は
停
ら
ず
に
上
田
ま
で
行
く
と
聞
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
上
田
は
人
も
知
る
如
く
真
田
の
城
あ
と
が
あ
る
と
こ

ろ
で
、
こ
と
に
真
田
幸
村
を
嫌
う
露
伴
が
そ
こ
か
ら
汽
車
に
乗
っ
た
。

途
中
熊
谷
駅
へ
入
る
と
こ
ろ
で
線
路
に
隣
っ
た
家
が
焼
け
て
い
た
。
徐

行
し
た
り
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
と
ま
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
焼
け
て
い
る

家
の
な
か
を
眺
め
る
時
間
が
あ
っ
た
。
焼
け
て
い
る
家
を
こ
ん
な
に
近

る
も
の
は
「
曠
野
」「
炭
俵
」「
続
猿
簑
」
の
三
冊
な
の
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
も
う
半
分
道
は
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、「
曠
野
」
の
発
句

が
や
た
ら
に
多
く
て
そ
れ
を
あ
る
程
度
や
り
あ
げ
な
く
て
は
半
分
あ
げ

た
と
は
言
え
な
い
。
本
に
な
っ
た
の
か
ら
い
う
と
「
曠
野
」
ば
か
り
は

二
冊
に
な
っ
て
全
部
で
八
冊
に
な
る
。
そ
の
「
曠
野
」
の
下
巻
に
出
て

い
る
発
句
の
部
は
坂
城
で
成
っ
た
の
で
あ
る
。
参
考
書
は
何
も
な
い
と

こ
ろ
で
や
り
あ
げ
た
。
戦
争
中
た
だ
こ
れ
だ
け
残
っ
た
「
文
芸
」
に
連

載
し
て
い
る
「
音
幻
論
」
の
原
稿
を
取
り
に
土
橋
が
月
に
少
く
と
も
一

度
は
行
く
。
し
か
し
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
は
露
伴
は
な
か
な
か
乗
っ
て
来

な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
一
日
空
し
く
待
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
機
械
的
に
調
べ
て
行
け
ば
い
い
「
音
の
各
論
」
な
ど
は
予
め
土
橋
が

認
め
て
行
っ
て
一
読
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
あ
と
の
時
間
に
は
「
曠

野
」
を
口
授
し
て
も
ら
っ
て
筆
記
し
た
。
口
授
の
態
度
は
一
様
で
な
く
、

談
話
体
で
土
橋
に
説
明
し
た
あ
と
で
、「
と
い
う
こ
と
を
約
め
て
書
い

て
お
い
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
も
時
に
は
あ
っ
た
。
襖
一
つ
向
う
に
は

文
子
親
子
が
い
て
、
土
橋
が
筆
記
し
た
原
稿
を
持
っ
て
引
上
げ
て
来
る

と
、
聴
い
て
い
て
感
じ
た
悪
口
を
二
人
で
浴
び
せ
る
。
そ
れ
で
も
こ
の

部
屋
へ
来
る
と
土
橋
は
ほ
っ
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
年
が
経
っ
て
か
ら

文
子
が
言
っ
た
。「
あ
の
こ
ろ
の
あ
な
た
の
進
歩
は
目
を
見
は
ら
せ
る

も
の
が
あ
っ
た
わ
ね
。
あ
の
あ
と
は
だ
め
に
な
っ
た
け
ど
」
と
。
自
分

は
露
伴
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
が
、
そ
れ
は
そ
う
に
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い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
言
っ
て
一
室
あ
け
て
く
れ
た
。
露
伴
に
ば
あ
や

を
つ
け
て
そ
こ
へ
頼
み
こ
む（

45
）。

　

伊
東
で
し
ば
ら
く
過
ご
し
た
後
、
露
伴
は
菅
野
へ
移
る
の
で
あ
る
。

　

露
伴
臨
終
の
地
と
な
っ
た
菅
野
で
、
畢
生
の
大
著
『
芭
蕉
七
部
集
評
釈
』

は
完
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
盲
い
た
露
伴
が
、
ま
と
も
な
資
料
も
な

い
ま
ま
に
、
と
も
か
く
も
完
成
さ
せ
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
、
意

に
満
た
な
い
部
分
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
傍
で
『
芭
蕉
七
部
集
評
釈
』
著

述
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
た
幸
田
文
は
、
父
の
苦
労
を
思
い
な
が
ら
、
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る（

46
）。

評
釈
の
し
ご
と
は
、
な
に
ぶ
ん
に
も
七
部
集
が
大
部
な
も
の
で
、
は
じ

め
は
七
部
全
部
に
わ
た
る
つ
も
り
も
な
く
、
気
に
入
つ
た
と
こ
ろ
を
気

任
せ
に
す
る
、
と
い
つ
た
し
ご
と
だ
つ
た
ら
し
い
が
、
し
た
り
や
め
た

り
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、「
冬
の
日
」「
春
の
日
」
と
連
歌
の
部
が
み
な
済

ん
で
ゐ
た
。
そ
れ
か
ら
約
十
年
を
過
ぎ
て
、
今
度
は
「
猿
蓑
」
の
発
句

に
か
か
つ
た
が
、
そ
れ
も
い
つ
か
済
ん
だ
と
な
る
と
、
な
ん
と
な
く
や

め
る
に
や
め
ら
れ
な
い
、
こ
こ
で
や
め
る
と
お
け
ら
の
水
渡
り
の
や
う

な
中
途
半
端
な
か
た
ち
に
な
る
の
で
、
そ
れ
な
ら
い
つ
そ
全
部
や
つ
て

み
る
か
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
な
つ
て
、
あ
の
戦
争
だ
つ
た
。
齢
も
と
つ
て

ゐ
た
し
、
戦
争
の
窮
乏
が
こ
た
へ
て
持
病
の
腎
臓
が
悪
化
す
る
、
風
邪

く
で
見
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
起
っ
た
昼
火
事
か
は
知
ら
な

い
が
、
直
覚
的
に
飛
行
機
の
爆
撃
と
感
じ
た
。
戦
争
は
き
の
う
終
っ
て

も
ま
だ
時
々
飛
行
機
が
や
っ
て
来
て
は
家
を
焼
い
た
。
戦
争
が
終
っ
て

か
ら
焼
か
れ
た
の
だ
か
ら
さ
ぞ
く
や
し
い
だ
ろ
う
と
も
思
っ
た
。
列
車

は
上
野
に
着
き
さ
ら
に
東
京
駅
か
ら
別
な
線
の
車
に
乗
る
。

　

東
京
駅
で
は
露
伴
を
お
ぶ
っ
て
階
段
を
あ
が
る
の
は
苦
労
だ
ろ
う
と

貨
物
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ヘ
あ
げ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
載
せ
て
く
れ
た
。

た
だ
し
ま
わ
り
に
壁
は
な
い
の
で
ま
ん
な
か
に
椅
子
を
置
い
て
露
伴
を

腰
か
け
さ
せ
、「
か
ら
だ
を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

注
意
し
て
引
上
げ
た
。
ま
だ
乗
っ
て
来
な
い
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
。

土
橋
の
母
が
は
い
っ
て
来
て
露
伴
に
会
う
の
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
が
さ

め
ざ
め
と
泣
い
た
。
あ
と
で
、「
あ
の
人
は
泣
い
て
ば
か
り
い
た
ね
」

と
露
伴
が
文
子
に
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
伊
東
は
大
雨
で
被
害
が
い
く

ら
か
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
一
行
は
駅
長
室
へ
入
れ
ら
れ
て
露
伴
に
は
ソ

フ
ァ
ー
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
行
く
つ
も
り
の
松
林
館
と
は
電
話

が
切
れ
た
か
し
て
長
い
あ
い
だ
連
絡
が
つ
か
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

や
っ
と
連
絡
が
つ
い
た
が
松
林
館
は
大
入
り
で
こ
れ
だ
け
の
人
数
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。「
父
だ
け
で
も
」
と
言
っ
て
も
、「
あ

す
に
な
ら
な
く
て
は
」
と
い
う
返
辞
で
あ
る
。
二
軒
に
な
っ
て
も
い
い

か
ら
一
晩
だ
け
過
せ
る
宿
を
捜
し
て
も
ら
う
。
名
は
正
確
に
覚
え
て
い

な
い
が
た
し
か
臼
井
館
と
い
う
宿
の
主
人
が
一
度
露
伴
先
生
に
お
泊
り
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だ
つ
た
ら
う
。
眼
が
悪
く
て
か
ら
だ
が
動
か
な
い
の
で
は
し
や
う
が
な

い
。
で
も
、
あ
る
い
は
父
一
流
の
ず
ぼ
ん
と
し
た
大
ま
か
さ
で
、
と
に

も
か
く
に
も
と
云
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
ゃ
う
ど
い
の
ち

0

0

0

の
は
う

も
一
回
の
終
り
に
な
り
さ
う
な
の
だ
か
ら
、
し
ご
と
の
は
う
も
い
い
加

減
一
応
の
き
り
0

0

に
し
て
お
け
と
い
つ
た
、
の
ん
き
な
脱
け
か
た
だ
つ
た

と
も
お
も
へ
る
。
が
、
悪
条
件
の
な
か
で
強
情
な
し
ご
と
が
進
ん
で
行

つ
た
。
さ
う
い
ふ
し
ご
と
の
出
来
上
り
が
か
な
ら
ず
し
も
満
足
と
は
行

か
ず
、
き
つ
と
ど
こ
か
に
不
満
足
が
残
つ
て
し
ま
ふ
の
も
承
知
の
上
で

あ
つ
た
や
う
だ
。
今
そ
の
し
ご
と
が
終
ら
う
と
い
ふ
。
し
ご
と
が
終
る

と
い
ふ
こ
と
は
、
私
に
は
私
な
り
に
多
少
に
感
懐
は
あ
る
け
れ
ど
、
特

別
の
緊
張
感
な
ど
は
な
か
つ
た
。
た
だ
む
や
み
と
冷
え
る
の
に
は
閉
口

し
な
が
ら
、
ぽ
つ
ん
と
す
わ
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
大
部
分
は

小
橋
さ
ん
へ
の
遠
慮
か
ら
で
、
小
橋
さ
ん
は
前
々
か
ら
、
も
う
何
日
ぐ

ら
ゐ
で
終
り
さ
う
だ
な
ど
と
予
告
を
し
て
気
負
つ
て
ゐ
た
の
で
、
さ
き

へ
寝
て
し
ま
ふ
の
は
憚
ら
れ
た
。

　

八
畳
か
ら
は
口
授
の
声
が
断
続
し
て
聞
え
て
ゐ
た
。
低
い
か
ら
心
を

と
め
て
聴
い
て
ゐ
れ
ば
何
を
云
つ
て
る
の
か
も
わ
か
る
が
、
気
を
放
せ

ば
も
う
わ
か
ら
な
く
な
る
。
私
は
睡
る
と
も
な
く
居
睡
つ
た
。
小
橋
さ

ん
が
夜
な
か
も
何
も
忘
れ
た
や
う
な
声
で
、「
お
め
で
た
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
云
つ
た
の
で
気
が
つ
く
。
―
あ
ら
、
を
か
し
い
。
う
ち
ぢ
や
あ

ん
な
こ
と
を
云
つ
た
た
め
し
は
な
い
の
に
、
と
思
ふ
。（
略
）

の
ひ
ど
い
の
を
引
く
、
癇
性
な
人
が
敷
き
つ
ぱ
な
し
の
床
に
寝
た
り
起

き
た
り
だ
が
、
病
む
た
び
に
起
き
て
ゐ
ら
れ
る
時
間
が
だ
ん
だ
ん
と
少

く
、
つ
ひ
に
は
寝
た
き
り
に
な
つ
た
。
眼
も
め
つ
き
り
と
暗
く
な
つ
て

し
ま
つ
て
、
眼
鏡
も
こ
れ
よ
り
工
夫
の
し
や
う
の
な
い
極
限
の
度
の
を

か
け
て
、
そ
の
う
へ
ツ
ァ
イ
ス
の
特
別
拡
大
鏡
を
使
つ
て
も
五
号
が
ま

づ
か
つ
た
。
文
字
と
文
章
に
慣
れ
た
眼
だ
か
ら
一
字
一
字
が
は
つ
き
り

し
な
く
て
も
読
め
は
す
る
が
、
そ
れ
を
す
る
と
眼
に
も
か
ら
だ
に
も
相

当
な
負
担
だ
つ
た
。
評
釈
の
や
う
な
、
あ
つ
ち
の
本
を
調
べ
た
り
こ
つ

ち
の
本
に
当
つ
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
し
ご
と
は
、
小
ま
め
に
か
ら
だ

の
動
か
せ
る
あ
ひ
だ
で
な
く
て
は
で
き
な
い
し
ご
と
だ
つ
た
。
そ
こ
へ

幸
に
小
橋
さ
ん
と
い
ふ
助
手
を
得
た
が
、
と
こ
ろ
が
今
度
は
火
事
だ
つ

た
。
戦
災
で
手
許
に
お
い
た
参
考
書
類
や
資
料
は
全
部
焼
い
て
し
ま
ふ

し
、
そ
れ
も
焼
け
た
の
は
う
ち
ば
か
り
で
は
な
い
、
ど
こ
も
か
し
こ
も

焼
け
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
不
急
な
俳
諧
書
な
ど
が
さ
う
早
く
集
ま
つ
て

来
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
買
は
う
に
も
調
へ
よ
う
に
も
打
つ
手
が
な

い
が
、
そ
れ
か
と
い
つ
て
安
閑
と
待
つ
て
も
ゐ
ら
れ
な
い
、
す
で
に
父

は
八
十
だ
つ
た
。

　
「
し
ご
と
を
し
残
し
て
死
ぬ
の
は
、
そ
れ
こ
そ
片
付
か
な
い
お
や
ぢ

と
い
ふ
も
の
だ
。
と
に
も
か
く
に
も
や
つ
て
し
ま
は
う
」
と
父
は
そ
ん

な
こ
と
を
云
つ
た
。
と
に
も
か
く
に
も

0

0

0

0

0

0

0

と
い
ふ
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く

父
に
と
つ
て
不
本
意
至
極
の
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
に
も
か
く
に
も

0

0

0

0

0

0

0
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つ
め
た
か
、
文
京
区
表
町
伝
通
院
裏
、
か
つ
て
の
蝸
牛
庵
跡
に
建
て
ら

れ
た
住
い
に
文
さ
ん
を
訪
ね
て
そ
の
心
境
を
た
た
い
て
み
た
、
以
下
は

文
さ
ん
の
語
る
文
筆
を
絶
つ
理
由
で
あ
る
が
、
文
学
に
対
す
る
潔
癖
と

ま
で
い
え
る
き
び
し
い
心
で
あ
り
、
ま
た
ギ
リ
ギ
リ
に
思
い
つ
め
た
人

間
の
誠
実
と
愛
情
の
問
題
で
も
あ
つ
た
。

　

父
の
死
後
約
三
年
、
私
は
ず
ら
ず
ら
文
章
を
書
い
て
過
し
て
来
て
し

ま
い
ま
し
た
、
私
が
賢
け
れ
ば
も
つ
と
前
に
や
め
て
い
た
の
で
し
よ
う

が
、
鈍
根
の
た
め
い
ま
ま
で
来
て
し
ま
つ
た
の
で
す
、
元
来
私
は
も
の

を
書
く
の
が
好
き
で
な
い
の
で
締
切
間
際
ま
で
ほ
つ
て
お
き
、
ギ
リ
ギ

リ
に
な
つ
た
時
に
大
い
そ
ぎ
で
間
に
合
わ
せ
、
私
と
し
て
は
い
つ
も
そ

の
出
来
が
心
配
で
し
た
が
、
出
て
み
る
と
そ
れ
が
何
と
一
字
一
句
練
つ

た
よ
い
文
章
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
ほ
め
ら
れ
た
り
す
る
の
で
す
、
や
つ

つ
け
仕
事
と
も
い
え
る
く
ら
い
の
私
の
文
章
が
人
様
か
ら
そ
ん
な
に
い

わ
れ
る
と
、
私
は
顔
か
ら
火
が
出
る
よ
う
な
恥
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
、

自
分
と
し
て
努
力
せ
ず
に
や
つ
た
こ
と
が
、
人
か
ら
ほ
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
は
お
そ
ろ
し
い
こ
と
で
す
、
こ
の
ま
ま
私
が
文
章
を
書
い
て
ゆ

く
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
恥
を
知
ら
ざ
る
も
の
で
す
し
、
努
力
し
な
い
で

生
き
て
ゆ
く
こ
と
は
幸
田
の
家
と
し
て
も
な
い
生
き
方
な
の
で
す
。

　

私
は
ほ
か
の
作
家
の
人
た
ち
の
こ
と
を
思
つ
て
も
、
書
く
と
い
う
こ

と
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
集
中
し
て
、
や
つ
と
出
来
る
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
し
、
ま
た
そ
れ
で
な
け
れ
ば
本
当
の
文
章
だ
と
は
い
え
な
い
の
だ
と

　

父
は
い
つ
も
黙
つ
て
し
ご
と
を
し
、
黙
つ
て
し
ご
と
を
終
へ
、
始
ま

つ
た
と
も
な
く
終
つ
た
と
も
な
く
、
祝
ふ
こ
と
な
ん
ぞ
な
い
の
が
あ
た

り
ま
へ
に
な
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

文
中
、「
小
橋
」
は
「
土
橋
利
彦
」
の
仮
名
で
あ
る
。

　

幸
田
文
は
身
体
の
利
か
な
く
な
っ
た
老
父
に
仕
え
て
、『
芭
蕉
七
部
集
評

釈
』
を
完
成
さ
せ
た
。
青
木
玉
は
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
母
を
支
え
た
。
二

人
の
母
娘
は
、
夜
は
耳
を
そ
ば
だ
て
て
襖
の
向
こ
う
か
ら
病
人
の
気
配
を
伺

い
、
事
あ
れ
ば
機
敏
に
処
置
し
、
偉
大
な
る
幸
田
露
伴
を
看
取
り
、
も
の
を

書
く
人
に
な
っ
て
い
く
。

　

た
だ
、
父
の
死
ま
で
は
、
世
間
的
に
は
普
通
の
主
婦
に
過
ぎ
な
か
っ
た
幸

田
文
に
と
っ
て
、
文
筆
業
で
の
成
功
で
は
、
予
想
外
の
こ
と
が
起
き
す
ぎ
た
。

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）、
幸
田
文
は
一
旦
筆
を
絶
つ
こ
と
を
宣
言
す
る（

47
）。

　
　
　

私
は
筆
を
絶
つ

幸
田
文
さ
ん
の
決
意
／
そ
の
『
書
か
ざ
る
の
記
』

故
幸
田
露
伴
翁
の
娘
文
さ
ん
は
父
の
思
い
出
に
つ
な
が
る
『
勲
章
』『
み

そ
つ
か
す
』
な
ど
の
作
品
が
戦
後
の
文
壇
に
華
々
し
く
登
場
、
特
異
な

存
在
と
な
つ
て
来
た
が
、
最
近
ば
つ
た
り
筆
を
絶
っ
て
沈
黙
し
て
し
ま

い
『
文
さ
ん
は
今
後
も
の
を
書
か
な
い
決
心
を
し
た
ら
し
い
』
と
い
う

噂
が
伝
え
ら
れ
は
じ
め
た
。
何
が
文
さ
ん
を
駆
つ
て
そ
の
決
心
に
追
い
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越
し
て
は
じ
め
て
人
の
愛
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
つ
て
文
さ
ん
は
目
に
一
ぱ
い
涙
を
浮
べ
た
、

　

文
の
一
生
に
も
と
う
と
う
愛
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
つ
た
と
思
え

ば
、
も
う
こ
れ
か
ら
だ
れ
に
愛
さ
れ
な
く
て
も
私
に
は
満
足
で
す
、
こ

の
三
年
の
思
い
出
だ
け
で
私
に
は
十
分
だ
と
い
う
気
が
す
る
の
で
す
、

私
を
愛
し
て
下
さ
る
人
々
に
私
と
し
て
精
魂
傾
け
、
切
さ
た
く
磨
の
努

力
を
重
ね
た
と
は
い
い
切
れ
な
い
文
章
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
誠
実
の
な
い
こ
と
で
す
し
、
徳
義
の
上
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
で

し
よ
う
。

　

文
章
を
書
い
て
お
金
を
と
る
よ
り
も
、
私
は
人
に
も
自
分
に
も
誠
実

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
う
思
え
ば
私
は
書
く
こ
と
を
や
め
る
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
、
た
だ
連
載
に
な
つ
て
い
る
『
み
そ
つ
か
す
』
だ
け

は
急
に
や
め
て
は
無
責
任
で
す
し
、
あ
る
程
度
書
き
つ
づ
け
る
義
務
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

愛
さ
れ
る
こ
と
の
薄
か
つ
た
私
に
は
、
こ
の
三
年
は
有
頂
天
で
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
に
、
い
ま
の
私
が
本
当
の
私
か
し
ら
と
思
う
の
で
す
、

や
は
り
私
に
は
持
つ
て
生
れ
た
私
の
生
き
方
が
あ
る
の
で
す
、
思
え
ば

こ
の
三
年
は
浮
気
だ
つ
た
の
で
す
よ
、
そ
の
思
い
出
を
持
つ
て
ま
た
も

と
の
私
に
か
え
る
の
で
す
。

　

書
か
な
い
決
心
で
す
が
、
人
間
の
こ
と
で
す
か
ら
あ
る
い
は
ま
た
書

き
た
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
そ
の
時
に
は
父
の
思
い
出
か
ら
離
れ

思
い
ま
す
、
私
が
文
章
を
書
く
の
は
も
ち
論
努
力
は
し
ま
し
た
が
、
父

が
死
ぬ
ま
で
の
間
私
が
生
き
抜
く
た
め
に
し
て
来
た
努
力
に
比
べ
れ
ば
、

そ
れ
は
努
力
と
は
い
え
な
い
底
の
も
の
で
し
た
、
私
は
努
力
に
も
段
階

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
私
が
文
章
を
書
く
努
力
は
私
と
し
て
最
高

の
も
の
で
は
な
か
つ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、
そ
れ
で
は
本
当
の
文

章
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

で
は
な
ぜ
私
が
文
章
を
書
く
よ
う
に
な
つ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
父

の
死
ぬ
少
し
前
に
私
に
も
の
を
書
く
よ
う
に
と
い
つ
て
く
れ
た
人
が
あ

つ
た
の
で
す
、
そ
の
時
の
私
の
う
れ
し
さ
、
父
の
こ
と
も
子
供
の
こ
と

も
忘
れ
果
て
て
ぼ
う
然
と
す
る
位
で
し
た
、
と
い
う
の
は
四
十
何
年
の

間
、
私
は
終
始
、
み
そ
ッ
か
す
で
、
た
れ
も
私
を
認
め
ず
、
私
は
父
の

下
で
い
つ
も
オ
ド
オ
ド
し
て
何
を
し
て
も
叱
ら
れ
る
ば
か
り
、
ほ
め
ら

れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
た
ま
に
御
飯
の
出
来
が
よ
く
て
も
『
わ
し

の
い
う
通
り
に
や
つ
た
か
ら
だ
』
と
い
わ
れ
る
始
末
で
、
ほ
め
ら
れ
た

り
、
特
に
私
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
全
然
な
か
つ
た
か
ら
、

〝
私
に
〟
と
い
つ
て
、
書
く
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
た
時
は
ほ
ん
と
う
に

う
れ
し
か
つ
た
の
で
し
た
が
、
私
は
こ
の
時
に
は
じ
め
て
人
の
愛
に
触

れ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
『
文
さ
ん
』
と
い
つ
て
呼
び
か
け
て
く
れ
た
人
の
た
め
に
書
き
、

そ
の
後
も
同
じ
よ
う
に
し
て
書
い
て
来
ま
し
た
、
そ
れ
か
ら
編
集
者
の

方
も
読
者
の
方
も
ほ
ん
と
う
に
私
を
愛
し
て
下
さ
い
ま
し
た
、
四
十
を
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幸田露伴一家の戦争

（
3
）　

幸
田
文
「
あ
と
が
き
」『
こ
ん
な
こ
と
』（『
幸
田
文
全
集
』
第
一
巻
所
収
）、

二
三
一
〜
二
三
二
頁
。
単
行
本『
こ
ん
な
こ
と
』の
初
版
は
一
九
五
〇
年
八
月
三
十
日
、

創
元
社
。「
あ
と
が
き
」
は
一
九
五
一
年
一
月
刊
の
第
五
版
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
る
。

（
4
）　

幸
田
文
「
み
そ
つ
か
す
の
こ
と
ば
」『
み
そ
つ
か
す
』（『
幸
田
文
全
集
』
第
二
巻

所
収
）、一
六
七
頁
。
初
出
は
単
行
本『
み
そ
つ
か
す
』刊
行
時
の
書
き
下
ろ
し
。「（
三

月
二
十
七
日
）」
の
記
載
が
あ
る
。

（
5
）　
「
安
倍
、
小
宮
、
和
辻
と
か
云
ふ
人
達
を
別
に
し
て
作
家
ら
し
い
人
の
顏
は
ま
る

で
見
え
な
か
つ
た
。
た
だ
川
端
康
成
氏
一
人
、
暑
さ
う
に
ま
る
い
眼
を
ひ
か
ら
せ
な

が
ら
や
つ
て
き
た
。（
略
）
我
々
は
千
人
に
一
人
と
い
ふ
人
を
失
つ
た
の
だ
。
世
間

の
何
人
が
そ
れ
を
知
っ
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
。
總
理
大
臣
と
議
會
だ
け
だ
つ
た
の
だ
ら

う
か
」。
内
田
誠「
露
け
し
」「
落
穗
抄
」所
収『
落
穗
抄
―
―
露
伴
先
生
に
聞
い
た
話
』

青
山
書
院
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
、
一
四
〇
〜
一
四
一
頁
。

（
6
）　

塩
谷
賛｢

仙
書
参
同
契｣

『
幸
田
露
伴　

下
』
三
七
二
〜
三
七
三
頁
。

（
7
）　

同
前
、
三
八
〇
〜
三
八
一
頁
。

（
8
）　

塩
谷
の
こ
の
記
述
は
、
小
林
勇
「
昭
和
十
六
年
」『
蝸
牛
庵
訪
問
記
』
二
四
一
〜

二
四
二
頁
に
基
づ
く
。

（
9
）　

塩
谷
賛｢

仙
書
参
同
契｣

四
〇
四
〜
四
〇
五
頁
。

（
10
）　

小
林
勇
「
昭
和
十
六
年
」
二
四
五
頁
。

（
11
）　

青
木
玉
「
喜
寿
の
あ
と
」『
小
石
川
の
家
』
一
二
四
〜
一
二
五
頁
。

（
12
）　

塩
谷
賛｢

仙
書
参
同
契｣

四
〇
四
〜
四
〇
五
頁 

（
13
）　

同
「
大
患
」『
幸
田
露
伴　

下
』　

四
一
三
頁
。 

（
14
）　

同
「
大
患
」
四
〇
六
頁
。

（
15
）　

同
前
、
四
一
二
頁
。

（
16
）　

小
林
勇
「
昭
和
十
七
年　

岩
波
の
會
・
香
の
本
」『
蝸
牛
庵
訪
問
記
』
二
五
二
〜

二
五
三
頁
。（　

）
は
筆
者
が
補
っ
た
。

（
17
）　

塩
谷
賛
「
大
患
」
四
一
三
〜
四
一
五
頁
。

（
18
）　

同
「
蝸
牛
庵
聯
話
」『
幸
田
露
伴　

下
』
四
一
六
頁
。

て
何
で
も
書
け
る
人
間
と
し
て
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
そ
う
な

つ
た
ら
ど
ん
な
に
悪
く
い
わ
れ
よ
う
と
も
書
か
な
く
て
は
済
ま
な
い
で

し
よ
う
、
そ
う
な
る
か
な
ら
な
い
か
、
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
、
私
は

間
違
つ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
後
、
柳
橋
の
芸
者
置
屋
に
女
中
と
し
て
住
み
込
ん
で
、
働
き
を
認
め

ら
れ
た
幸
田
文
は
、
自
信
を
取
り
戻
し
て
、
再
び
筆
を
執
り
、『
流
れ
る
』

を
世
に
送
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）　

幸
田
文
に
つ
い
て
は
『
幸
田
文
全
集
』
一
〜
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
十
二

月
〜
一
九
九
五
年
四
月
。
仮
名
遣
い
は
全
集
に
従
い
、
踊
り
字
は
文
字
に
開
く
。
青

木
玉
に
つ
い
て
は
ま
だ
定
本
が
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
単
行
本
を
用
い
る
。

『
小
石
川
の
家
』
講
談
社
、
一
九
九
四
年
八
月
。
同
『
な
ん
で
も
な
い
話
』
初
出
は

朝
日
新
聞
日
曜
版
連
載
、
一
九
九
六
年
四
月
七
日
〜
一
九
九
七
年
三
月
三
十
一
日
。

そ
の
後
講
談
社
よ
り
一
九
九
七
年
九
月
同
名
単
行
本
と
し
て
出
版
。
同
『
幸
田
文
の

箪
笥
の
引
き
出
し
』
新
潮
社
、
一
九
九
五
年
五
月
。
塩
谷
賛
『
幸
田
露
伴　

下
』
中

央
公
論
社
、
一
九
六
八
年
十
一
月
。

（
2
）　

小
林
勇
『
蝸
牛
庵
訪
問
記
（
露
伴
先
生
の
晩
年
）』
昭
和
三
十
一
年
三
月
十
日
、

岩
波
書
店
に
よ
る
。
小
林
の
書
は
、
担
当
編
集
者
と
し
て
、
露
伴
の
元
を
訪
れ
た
後

に
自
ら
記
し
た
手
控
え
を
基
に
、「
他
の
い
く
つ
か
の
ノ
ー
ト
の
助
け
を
か
り
」
て

書
か
れ
た
（
同
書
、
六
〜
七
頁
）。
な
お
、
本
書
で
は
新
旧
の
漢
字
が
混
淆
し
て
い

る
た
め
、
字
体
は
正
字
に
統
一
す
る
。
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（
32
）　

塩
谷
賛
「
空
襲
」
四
四
六
〜
四
四
九
頁
。

（
33
）　

幸
田
文
「
は
に
か
み
」『
幸
田
文
全
集
』
第
三
巻
、
二
三
一
〜
二
三
三
頁
。
初
出

は
一
九
五
三
年
四
月
十
五
日
、
岩
波
書
店
刊
の
『
斉
藤
茂
吉
全
集
』
月
報
第
十
二
号

に
掲
載
。
末
尾
に
「（
二
月
二
十
三
日
）」
と
あ
る
。『
ち
ぎ
れ
雲
』
に
「
斎
藤
先
生

三
題
」
の
う
ち
の
第
二
話
と
し
て
収
録
。

（
34
）　

塩
谷
賛
「
蝸
牛
庵
焼
か
れ
る
」『
幸
田
露
伴　

下
』
四
五
一
〜
四
五
四
頁
。

（
35
）　

同
前
、
四
五
八
〜
四
五
九
頁
。

（
36
）　

青
木
玉
「
花
模
様
」『
幸
田
文
の
箪
笥
の
引
き
出
し
』
一
五
〇
、一
五
二
、一
五
四
頁
。

（
37
）　

幸
田
文
「
か
け
ら
」『
幸
田
文
全
集
』
第
一
巻
、二
六
七
〜
二
七
一
頁
。
初
出
は
『
週

刊
朝
日
』
一
九
四
八
年
二
月
二
十
一
日
、
の
ち
『
ち
ぎ
れ
雲
』
に
収
録
。

（
38
）　

小
林
勇
「
昭
和
二
十
年　

坂
城
に
て
」『
蝸
牛
庵
訪
問
記
』
二
八
八
〜
二
八
九
頁
。

な
お
、
小
林
勇
は
こ
の
直
後
五
月
九
日
に
公
安
当
局
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
厳
し
い

取
り
調
べ
を
受
け
、
敗
戦
二
週
間
後
の
八
月
二
十
九
日
釈
放
さ
れ
る
。

（
39
）　

同
「
戰
爭
終
わ
る
」『
蝸
牛
庵
訪
問
記
』
二
九
六
頁
。

（
40
）　

内
田
誠
「
落
穗
抄
」
一
一
三　
『
落
穗
抄
―
―
露
伴
先
生
に
聞
い
た
話
』
九
四
頁
。

（
41
）　

同
「
幸
田
露
伴
先
生
」『
落
穗
抄
―
―
露
伴
先
生
に
聞
い
た
話
』
一
三
四
〜

一
三
五
頁
。

（
42
）　

同
「
續
落
穂
抄
」『
落
穗
抄
―
―
露
伴
先
生
に
聞
い
た
話
』
二
七
、一
二
二
頁
。

（
43
）　

塩
谷
賛
「
蝸
牛
庵
焼
か
れ
る
」
四
五
五
頁
。

（
44
）　

同
前
、
四
五
九
〜
四
六
〇
頁
。

（
45
）　

同
前
、
四
六
二
〜
四
六
三
頁
。

（
46
）　

幸
田
文
「
段
」『
幸
田
文
全
集
』
第
三
巻
、
三
八
三
〜
三
八
八
頁
。
初
出
は
、

一
九
五
四
年
六
月
一
日
発
行
の
『
俳
句
』
に
掲
載
、『
黒
い
裾
』
に
収
録
。

（
47
）　

昭
和
二
十
五
年
四
月
七
日
『
夕
刊
毎
日
新
聞
』
掲
載
。『
幸
田
文
全
集
』
第
四
巻
、

月
報
四
、一
九
九
五
年
三
月
所
収
、
岩
波
書
店
。

（
19
）　

同
前
、
四
二
八
〜
四
二
九
頁
。

（
20
）　

幸
田
文
「
終
焉
」『
幸
田
文
全
集
』
第
一
巻
、
二
五
六
〜
二
五
九
頁
。
初
出
は

一
九
四
七
年
十
月
二
十
日
発
行
の
『
文
学
』
露
伴
追
悼
号
。『
ち
ぎ
れ
雲
』

一
九
五
六
年
、
新
潮
社
刊
に
収
録
。

（
21
）　

青
木
玉
「
い
も
」『
な
ん
で
も
な
い
話
』
一
三
三
頁
。
連
載
中
に
読
者
か
ら
指
摘

が
あ
っ
た
が
、単
行
本
収
録
時
に
は
結
局
「
し
ょ
き
ょ
う
」
と
平
仮
名
の
ま
ま
に
し
た
。

（
22
）　

幸
田
文
「
菅
野
の
記
」『
父
』（『
幸
田
文
全
集
』
第
一
巻
所
収
）、
六
八
〜
六
九
頁
、

初
出
は
一
九
五
〇
年
一
月
一
日
発
行
『
中
央
公
論
文
芸
特
集
』
に
「
渚
の
家
」
の
表

題
で
発
表
。『
父
―
―
そ
の
死
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
九
年
十
二
月
二
十
日
刊
）

に
「
菅
野
の
記
」
の
表
題
で
収
録
。

（
23
）　
「
勲
章
」
は
一
九
四
九
年
三
月
一
日
発
行
の
『
文
學
界
』
に
掲
載
。
そ
の
経
緯
を

記
し
た
「
「勲
章
」」
は
『
幸
田
文
全
集
』
第
十
二
巻
所
収
。
初
出
は
一
九
六
二
年
三

月
十
四
日
発
行
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
の
〈
わ
が
小
説
〉
欄
に
「
「勲
章
」
―
―
〝
随

筆
だ
〟
と
我
を
張
る
」
の
題
で
掲
載
。
引
用
は
全
集
、
三
〇
七
〜
三
〇
八
頁
。

（
24
）　
「［
談
話
］
お
ぼ
え
て
い
る
こ
と
（
一
）
青
木
玉
」『
幸
田
文
全
集
』
第
八
巻
、
月

報
八
、一
九
九
五
年
七
月
。

（
25
）　

注
（
23
）
に
同
じ
。
三
〇
七
〜
三
〇
八
頁
。

（
26
）　

幸
田
文
・
石
川
淳
・
大
野
晋
・
丸
谷
才
一
「
座
談
会　

東
京
こ
と
ば
」（
初
出
『
図

書
』
一
九
八
〇
年
一
月
号
、
底
本
『
日
本
語
そ
し
て
言
葉
』
集
英
社
）『
文
藝
別
冊  

総
特
集　

幸
田
文　

没
後
十
年
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、
九
〇
〜

九
一
頁
。

（
27
）　

塩
谷
賛
「
空
襲
」『
幸
田
露
伴　

下
』
四
三
五
頁
。

（
28
）　

同
前
、
四
四
二
頁
。

（
29
）　

同
前
、
四
四
〇
頁
。

（
30
）　

同
前
、
四
四
〇
〜
四
四
一
頁
。

（
31
）　

幸
田
文
「
終
焉
」『
幸
田
文
全
集
』
第
一
巻
、二
五
九
〜
二
六
三
頁
。
初
出
『
文
学
』

一
九
四
七
年
十
月
二
十
日
。



235　『日本研究』No. 48（2013）

は
じ
め
に

　

ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
は
京
城
帝
国
大
学
が
所
蔵
し
た
図
書
を
継
承
し
て

い
る
。
京
城
帝
国
大
学
と
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
学
部
開
学
の
、

当
時
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
に
設
立
さ
れ
た
日
本
で
六
番
目
の
帝
国
大
学
で

あ
っ
た
が
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十
五
日
太
平
洋
戦
争
終
結
と

と
も
に
消
滅
し
た（

1
）。

今
日
、
京
城
帝
国
大
学
時
代
の
図
書
の
全
容
を
把
握
す

る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

　

今
回
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
調
査
の
機
会
を
得
て
紹
介
す
る
同
校
蔵
、

伝
宗
碩（

2
）

筆
『
連
歌
老
葉　

評
註
』（
以
下
、
ソ
ウ
ル
大
本
、
ま
た
は
ソ
ウ
ル
大

本
『
老
葉
』
と
略
称
す
る
場
合
が
あ
る
）
は
、
書
誌
的
観
察
か
ら
室
町
時
代
後

期
の
書
写
と
判
断
さ
れ
、
ま
た
宗
碩
の
没
年
が
一
五
三
三
（
天
文
二
）
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
極
札
に
よ
る
仮
説
で
は
あ
る
が
、
宗
碩
生
存
中

の
一
五
〇
〇
年
代
初
期
の
書
写
で
あ
る
と
想
定
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
と

思
わ
れ
、
欠
失
部
分
が
多
く
、
錯
簡
は
な
は
だ
し
い
零
本
で
あ
る
が
、『
老

葉
』
加
注
本
の
古
写
本
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
学
界
で
も
未
紹
介
な
の
で
、
紹
介
す
る
価
値
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
『
老
葉
』
と
は
宗
祇（

3
）

自
撰
の
第
二
句
集
で
、
初
編
本
と
再
編
本
に
大
別
さ

れ（
4
）、

そ
の
再
編
本
に
加
注
本
が
存
す
る
。
注
に
は
宗
祇
自
身
に
よ
る
自
注
と

弟
子
宗
長（

5
）

の
注
が
あ
り
、『
老
葉
』
本
文
に
加
注
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
態

は
（
一
）
自
注
の
み
の
も
の
、（
二
）
宗
長
注
の
み
の
も
の
、（
三
）
両
注
を

併
載
す
る
も
の
、
の
三
種
あ
り
、
本
稿
で
紹
介
す
る
ソ
ウ
ル
大
本
『
老
葉
』

は
、（
二
）
の
一
本
で
あ
る
。『
老
葉
』
加
注
本
の
最
終
形
態
は
、
十
七
世
紀

末
〜
十
八
世
紀
初
頭
に
版
本
と
し
て
流
布
し
た
両
注
併
載
本
『
愚
句
老
葉（

6
）』

で
あ
る
が
、
ソ
ウ
ル
大
本
は
そ
れ
ら
の
初
期
の
形
態
を
持
つ
十
六
世
紀
初
期

【
調
査
報
告
】

ソ
ウ
ル
大
学
校
蔵　

伝
宗
碩
筆
『
連
歌
老
葉
』

小
林
善
帆
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の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、
新
資
料
で
あ
る
ソ
ウ
ル
大
本
の
紹
介
と
そ
の
評
価
へ
の
見
通
し
を

提
示
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
検
討
の
端
緒
を
開
く
。
な
お
資
料
の
表
記
に
つ

い
て
は
、
新
字
体
を
使
用
し
た
。

1　

京
城
帝
国
大
学
に
お
け
る
連
歌
関
連
図
書
所
蔵
の
様
相

　

現
在
、
旧
京
城
帝
国
大
学
蔵
連
歌
関
連
図
書
は
十
四
点
（
表
1
）
見
出
せ

る
。
こ
の
な
か
で
写
本
は
ソ
ウ
ル
大
本
『
老
葉
』（
表
1 

№
1
）
と
、
宗
養

『
永
禄
五
年
八
月
十
一
日　

賦
何
人
連
歌（

7
）』（

同 
№
2
）
が
あ
り
、
両
巻
は
と

も
に
美
麗
・
典
雅
な
も
の
で
、
伝
来
の
確
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
二
点
に
つ
い
て
ソ
ウ
ル
大
学
校
に
残
さ
れ
た
記
録
か
ら
、
ソ
ウ
ル
大

本
『
老
葉
』
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
二
月
六
日
「
京
城
府
本
町
一

丁
目
四
十
八
番
地　

金
城
堂
書
店　

松
野
勝
」
か
ら
、
十
二
円
五
十
銭
で
購

入
。
一
方
、
宗
養
『
永
禄
五
年
八
月
十
一
日　

賦
何
人
連
歌
』
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
三
月
二
十
六
日
「
北
沢
書
店
」（
東
京
）
か
ら
、
こ

の
『
賦
何
人
連
歌
』
を
含
む
巻
子
本
十
点
を
十
円
で
購
入
し
て
い
る
。
こ
の

時
、
資
料
の
題
名
も
表
示
さ
れ
な
い
ま
ま
十
点
が
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ほ
ど
貴
重
な
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

と
い
う（

8
）。

一
九
二
八
年
は
大
学
学
部
開
設
か
ら
二
年
足
ら
ず
の
時
期
で
あ
り
、

当
時
同
校
で
は
多
量
の
図
書
を
購
入
し
て
い
た
と
い
い
、
そ
れ
を
裏
付
け
る

№ 編著者名等 書名等 出版年等 発行元（出版社）等

1 伝・宗碩 連歌老葉　評註 写本
2 宗養　（両吟） 永禄 5 年 8 月 11 日　 賦何人連歌 写本
3 紹巴 至宝抄 （№ 4『初心抄』と合綴）
4 紹巴 初心抄 1645（正保 2）年 書林豊興堂
5 池田謙吉編 芭蕉翁親筆　連歌俳諧秘訣　　上・下巻 1894（明治 27）年 金池堂
6 福井久蔵著 和歌連歌叢考 1930（昭和 5）年 成美堂書店
7 福井久蔵著 連歌の史的研究　　前・後編 1930、31（昭和 5、6）年 成美堂書店

8 古典保存会編 「連歌新式」影印本　附・鹿児島県立図書館蔵連
歌新式解説

1931（昭和 6）年 古典保存会

9 古典保存会編 「知連抄幷梵燈連歌」影印本　附・宮内省図書寮
御蔵知連抄幷梵燈連歌解説

1932（昭和 7）年 古典保存会

10 栗山理一ほか著 国文学試論　　第三輯　（栗山理一「連歌論史攷
―二条良基を中心として」）

1935（昭和 10）年 春陽堂

11 山田孝雄ほか編 連歌法式綱要 1936（昭和 11）年 岩波書店
12 山田孝雄著 連歌概説 1937（昭和 12）年 岩波書店
13 山田孝雄編 連歌青葉集 1941（昭和 16）年 畝傍書房
14 福井久蔵著 和歌連歌俳諧の研究 1943（昭和 18）年 山一書房

表 1　ソウル大学校蔵「京城帝国大学」連歌関連図書一覧
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一
九
四
二
〜
一
九
四
五
、
国
文
学
）
の
諸
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
職
し
て
い
た（

13
）。

　

右
の
二
点
の
ほ
か
江
戸
前
期
の
版
本
で
あ
る
『
至
宝
抄
』（
№
3
）・『
初

心
抄
』（
№
4
）、
連
歌
研
究
者
福
井
久
蔵
の
著
作
（
№
6
・
7
・
14
）
ほ
か
、

『
連
歌
新
式
』（
№
8
）、
山
田
孝
雄
ほ
か
の
著
作
『
連
歌
法
式
綱
要
』（
№
11
）、

『
連
歌
概
説
』（
№
12
）、『
連
歌
青
葉
集
』（
№
13
）
の
所
蔵
な
ど
か
ら
は
、
連

歌
研
究
の
み
な
ら
ず
連
歌
実
作
へ
の
関
心
も
窺
え
よ
う（

14
）。

も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　

京
城
帝
国
大
学
は
法
文
学
部
、
医
学
部
の
二
学
部
を
も
っ
て
学
部
開
学
し

て
お
り
、
連
歌
関
連
図
書
は
こ
の
法
文
学
部
国
語
学
・
国
文
学
講
座
に
属
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
講
座
教
員
は
着
任
順
に
高
木
市
之
助（

9
）（

在

職
年
一
九
二
六
〜
一
九
三
九
、
国
文
学
）、
時
枝
誠
記（

10
）（

同
一
九
二
七
〜
一
九
四
三
、

国
語
学
）、
麻
生
磯
次（

11
）（

同
一
九
二
八
〜
一
九
四
二
、
国
文
学
）、
斎
藤
清
衛（

12
）（

同

写真 1　表紙と端裏

写真 2　「京城帝国大学図書章」朱印

写真 3　序文
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・
表
紙　

花
文
織
出
金
地
布
表
紙

　

・ 

見
返　

金
銀
箔
散
し
。
中
央
に
「
京
城
帝
／
国
大
学
／
図
書
章
」
の
朱

方
印
あ
り

　

・
題
簽
「
連
歌
老
葉　

評
註
」（「
葉
」
は
異
体
字
、
写
真
1
参
照
）

　

・ 

題
簽
の
下
に
京
城
帝
国
大
学
図
書
館
の
図
書
ラ
ベ
ル
「
巻
軸
／
3136
／

7
」
あ
り

　

・
端
裏
「
連
歌
師
宗
碩
己
未
八
」

　

・
巻
末
貼
紙　

古
筆
琴
山
の
極
札　

縦
一
三
セ
ン
チ
、
横
一
・
九
セ
ン
チ

　
　
（
表
）「
連
歌
軸　

宗
碩　
連
歌
老
葉
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祇
庵
主
古
人　
　

一
巻　
（
琴
山
・
黒
方
印
）」

　
　
（
裏
）「
半
本
継
合
巻
物 

己
未
八
（
栄
・
黒
小
判
形
印
）」

　

・
折
り
皺
あ
り
。
傷
み
は
第
一
紙
の
上
下
に
若
干
の
破
れ
あ
り
。
虫
損
な
し

　

・
鉛
筆
書
き
入
れ
五
カ
所

ⅱ
端
裏
・
極
札

　

ま
ず
端
裏
の
「
連
歌
師
宗
碩
己
未
八
」
と
は
、
い
つ
、
何
が
な
さ
れ
た
こ

と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。「
己
未
八
」
に
当
た
る
年
月
と
し
て
、『
老
葉
』

成
立
（
一
四
八
〇
年
代
）
以
後
は
一
四
九
九
（
明
応
八
）
年
八
月
が
あ
る
が
、

本
テ
ク
ス
ト
の
序
文
成
立
が
一
五
二
〇
（
永
正
十
七
）
年（

15
）

で
あ
る
た
め
そ
れ

以
後
と
な
る
。
し
か
し
次
の
一
五
五
九
（
永
禄
二
）
年
八
月
と
す
れ
ば
、
宗

碩
（
一
四
七
四
〜
一
五
三
三
）
は
他
界
し
て
い
る
。
一
方
、
題
簽
の
文
字

2　

書
誌

ⅰ
体
裁
・
寸
法

　

・ 

十
六
世
紀
初
期
（
室
町
時
代
後
期
）
写
本
、
伝
宗
碩
筆
、
巻
子
本
一
巻
。

軸
存
、
紐
末
端
の
み
存
、
箱
な
し

　

・
紙
高
二
一
・
五
セ
ン
チ
、
軸
共
二
二
・
二
セ
ン
チ

　

・ 

全
長
（
表
紙
・
軸
を
含
む
）
五
〇
三
セ
ン
チ
、
表
紙
一
紙
、
紙
数
墨
付

二
二
紙
、
補
紙
一
紙
、
一
紙
長
一
四
・
五
セ
ン
チ
（
第
二
紙
）

写真 4　巻末貼紙　古筆琴山の極札
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ぎ
が
不
用
意
に
行
わ
れ
た
と
見
え
て
、
順
序
が
錯
雑
し
て
い
る
零
本
で
あ
る
。

　

四
季
・
発
句
の
部
立
て
を
考
慮
し
た
感
も
あ
る
が
、「
春
」
以
外
は
明
確

で
は
な
い
。
ま
た
「
夏
」
と
「
雑
下
」
の
句
は
見
当
た
ら
な
い
（
表
2
）。

　

以
下
、
ま
ず
紹
介
方
法
と
し
て
翻
刻
と
と
も
に
『
愚
句
老
葉（

17
）』

の
句
順
に

よ
る
復
元
作
業
を
行
い
、
欠
損
部
分
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。『
愚
句

老
葉
』
は
江
戸
時
代
に
版
行
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
た
た
め
、『
老
葉
』
の
加

注
本
と
し
て
参
照
し
や
す
い
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
句
番
号
を
基
準
と
し
て

使
用
す
る
。

　

さ
ら
に
『
愚
句
老
葉
』
及
び
、
宗
長
序
文
・
宗
長
注
の
み
を
持
つ
同
種
本

と
し
て
、
完
本
で
あ
る
蓬
左
文
庫
本（

18
）と

比
較
し
て
差
異
を
検
討
し
、
ソ
ウ
ル

大
本
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
も
の
か
を
考
察
す
る
。

「
葉
」
の
特
徴
や
「
評
註
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
か
ら
、
軸
に
仕
立
て
た
の

は
江
戸
時
代
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
五
二
〇
年
以
降

一
五
三
三
年
ま
で
に
写
さ
れ
た
も
の
を
、
江
戸
時
代
の
「
己
未
八
」
に
軸
に

仕
立
て
た
も
の
と
考
え
る
。

　

次
に
極
札
（
鑑
定
証
）
を
見
る
と
、「
琴
山
」
並
び
に
「
栄
」
の
極
印
（
鑑

定
証
印
）
を
使
用
し
た
「
己
未
八
」
の
古
筆
見
（
古
筆
鑑
定
家
）
は
古
筆
本

家
三
代
了
佑
で
あ
り
、「
己
未
八
」
は
一
六
七
九
（
延
宝
七
）
年
八
月
を
さ

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
跡
か
ら
も
三
代
了
佑
と
思
わ
れ
る（

16
）。

　

ま
た
「
連
歌
老
葉
之
内　

祇
庵
主
古
人　

一
巻
」「
半
本
継
合
巻
物
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
六
七
九
年
八
月
に
は
現
在
の
、「
祇
庵
主
古
人
」
か
ら

始
ま
る
零
本
継
ぎ
合
わ
せ
の
巻
子
本
一
巻
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
連
歌
師
宗

碩
の
筆
跡
で
あ
る
と
、
当
時
最
も
権
威
あ
る
古
筆
見
が
認
め
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ⅲ
形
態

　

同
本
は
、
当
初
糊
離
れ
に
よ
っ
て
順
不
同
の
断
片
に
な
っ
て

い
た
も
の
を
、
ど
の
段
階
、
ど
の
時
期
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
繋
ぎ
合
せ
て
巻
子
本
一
巻
に
仕
立
て
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
現
存
し
て
い
る
句
数
が
一
六
〇
句
と
、
本
来

二
〇
〇
五
句
あ
る
両
注
併
載
本
『
愚
句
老
葉
』（
以
下
、『
愚
句

老
葉
』
と
記
す
）
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
ず
、
さ
ら
に
紙
継

紙番号 ソウル大本順 部立 紙長（cm）
1 表紙 19
2 序文 14.5
3 序文（続き） 11.5
4 191 注～ 198 春 14.5
5 199 ～ 203 春 14
6 85 注～ 99 春 29.9

7 133 注～ 140 春 29.741 注～ 45 注 春

8 145 注～ 149 注 春 29.431 注～ 38 春

9 155 注～ 161 注 春 3122 ～ 29 春
10 1900 注～ 1905 発句 15
11 1393 注～ 1397 注 雑上 14.7

12 572 ～ 576 秋 30.4526 ～ 534 秋
13 1947 注～ 1951 発句 14
14 495 注～ 503 注 秋 14
15 915 ～ 923 恋上 14.7
16 1421 ～ 1427 雑上 14
17 1057 ～ 1073 注 恋上 31.3
18 602 ～ 608 冬 12

19 706 ～ 709 注 冬 29.8903 注～ 914 恋上
20 1976 ～ 1981 発句 15.2

21 797 ～ 804 旅 30.7825 注～ 831 旅

22 1179 注～ 1188 恋下 30.2951 ～ 956 恋上

23 1131 ～ 1138 恋下 30.91006 ～ 1011 恋上
24 補紙　極札貼付 9

表 2　ソウル大本『老葉』データ一覧
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人
の
心
を
や
ぶ
ら
じ
と
、
と
ゞ
め
つ
れ
ど
心
詞
、
あ
る
は
た
く
み

　

に
し
、
あ
る
は
艶
に
し
て
さ
ら
に
を
し
て
は
か
る
べ
き
事

　

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
う
ち
を
き
つ
ゝ
、
こ
の
夏
ま
か
り
の
ぼ
り

　

侍
る
ほ
ど
に
、
か
の
国
、
信
濃
、
尾
張
の
国
よ
り
打
い
り

　

て
八
は
し
の
わ
た
り
、
あ
し
が
る
と
い
ふ
も
の
、
み
だ
り
が
は
し

　

く
て
里
の
か
よ
ひ
も
や
す
か
ら
ぬ
に
、
近
守
自
身
を
く
り

　

む
か
へ
難
謝
に
や
、
こ
の
懇
望
さ
り
所
な
く
て
又
硯
に

　

む
か
へ
ど
、
句
ご
と
に
心
の
底
い
ひ
し
ら
ず
。
た
ゞ
よ
り
あ
ひ

　

の
お
ぼ
ゆ
る
ば
か
り
を
所
々
か
た
は
し
か
き
く
は
ふ
る
に

　

な
む
。
よ
そ
の
き
ゝ
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
古
人
の
心
を

　

そ
ろ
し
〳
〵
。

（
欠
損
）

1
（
表
3
ブ
ロ
ッ
ク
番
号
、
以
下
同
様
）

（
22
） 　

を
と
す
る
水
は
こ
ほ
り
と
け
け
り

（
23
）
雪
う
づ
む
み
谷
の
を
河
春
さ
え
て

　
　

 　
　
　
　

 

氷
の
と
く
る
と
い
ふ
に
、
深
山
の
余
寒
め
づ
ら
し
き
付
様

な
る
べ
し
。
常
に
は
春
か
ぜ
の
あ
た
ゝ
か
な
る
事
を
こ
そ

付
侍
れ
。

（
26
）　 
日
か
げ
し
づ
か
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く

（
27
）
や
ま
ざ
と
の
か
す
む
あ
さ
戸
に
ゆ
き
き
え
て

3　

翻
刻
と
復
元

　

翻
刻
凡
例

　

1　
「
ハ
」
は
「
は
」
に
な
お
し
た
。

　

2　

適
宜
、
句
読
点
、
濁
点
を
つ
け
た
。

　

3　

漢
字
は
新
字
体
を
使
用
し
た
。

　

4　

句
の
番
号
は
『
愚
句
老
葉
』（『
連
歌
古
注
釈
集
』）
に
よ
る
。

　

5　

 

番
号
を
四
角
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
そ
の
番
号
の
句
の
注
で
あ
る
。

ま
た
、
注
が
和
歌
の
引
用
の
み
の
場
合
も
あ
る
。
注
は
四
字
下

げ
て
記
し
、
和
歌
は
注
よ
り
も
一
字
あ
げ
て
記
し
た
。

　

6　

 

発
句
に
対
し
、
詞
書
は
二
字
下
げ
て
記
し
た
。

連
歌
老
葉 

評
註

（
端
裏
） 

連
歌
師
宗
碩
己
未
八

（
序
文
）

　

祇
庵
主
古
人
、
も
し
ほ
草
か
き
あ
つ
め
た
る
、
連
歌

　

老
葉
と
い
ふ
あ
り
。
三
河
国
水
野
藤
九
郎
近
守
、
こ

　

の
心
み
を
磯
の
あ
ら
〳
〵
し
る
し
侍
て
と
て
、
五
と
せ

　

六
と
せ
の
さ
き
よ
り
、
料
帋
を
ゝ
く
り
も
て
き
た
り
ぬ
。
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う
ち
み
る
ま
ゝ
に
や
。

（
28
）　 

め
づ
ら
し
と
み
る
い
ま
の
一
筆

（
29
）
昨
日
ま
で
雪
を
ゑ
じ
ま
の
あ
さ
が
す
み

　
　
（
欠
損
）

2

 

� 
 

彩サ
イ

め
を
つ
け
み
る
べ
き
に
や
。
詞
の
あ
た
ら

し
き
と
は
、
ふ
る
き
歌
を
か
く
い
ひ
か
へ
た

る
な
ら
ん
か
し
。

（
32
）　 

草
は
は
る
な
る
す
み
よ
し
の
岸

（
33
）
霞
た
つ
遠
さ
と
を
の
ゝ
ゆ
き
き
え
て

 
 

す
み
よ
し
の
岸
、
遠
さ
と
を
の
ゝ
眺
望
な
る

べ
し
。

（
34
）　 

の
こ
り
て
ぞ
あ
は
れ
は
ま
さ
る
春
の
花

（
35
）
梅
か
ほ
る
夜
の
あ
り
明
の
月

　
　

 　
　
　
　

の
こ
る
は
月
な
る
べ
し
。

（
38
）　 

よ
こ
雲
の
空
明
や
ら
で
か
す
む
よ
に

　
　
（
欠
損
）

3

 

� 

ほ
の
か
な
る
香
に
や
。

ブロック番号 『愚句老葉』順 部立 句数 ソウル大本欠落句数
序文

1 22 ～ 29 春 6 2 句欠
2 31 注～ 38 春 5 2 句欠
3 41 注～ 45 注 春 4 欠落なし
4 85 注～ 99 春 10 3 句欠
5 133 注～ 140 春 3 4 句欠
6 145 注～ 149 注 春 4 欠落なし
7 155 注～ 161 注 春 4 欠落なし
8 191 注～ 198 ＊ 春 5 2 句欠
9 ＊ 199 ～ 203 春 5（春合計 46） 欠落なし
10 495 注～ 503 注 秋 6 2 句欠
11 526 ～ 534 秋 9 欠落なし
12 572 ～ 576 秋 5（秋合計 20） 欠落なし
13 602 ～ 608 冬 5 2 句欠
14 706 ～ 709 注 冬 4（冬合計 9） 欠落なし
15 797 ～ 804 旅 8 欠落なし
16 825 注～ 831 旅 6（旅合計 14） 欠落なし
17 903 注～ 914 ＊ 恋上 7 4 句欠
18 ＊ 915 ～ 923 恋上 7 2 句欠
19 951 ～ 956 恋上 6 欠落なし
20 1006 ～ 1011 恋上 6 欠落なし
21 1057 ～ 1073 注 恋上 11（恋上合計 37）6 句欠 +2 句入れ違い
22 1131 ～ 1138 恋下 6 2 句欠
23 1179 注～ 1188 恋下 5（恋下合計 11） 4 句欠
24 1393 注～ 1397 注 雑上 4 欠落なし
25 1421 ～ 1427 雑上 7（雑上合計 11） 欠落なし
26 1900 注～ 1905 発句 4 1 句欠
27 1947 注～ 1951 発句 3 1 句欠
28 1976 ～ 1981 発句 5（発句合計 12） 1 句欠

合計　160 句
＊印 198-199、914-915 は続いている。

表 3　ソウル大本『老葉』データ並べ替え一覧
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（
89
）
と
し
〳
〵
の
花
に
岩
ふ
む
よ
し
野
や
ま

　

 

花
み
に
の
み
年
々
行
て
、隠
遁
の
心
の
な
き
を
な
げ
く
に
や
。

　

 
 

世
に
す
め
ば
う
さ
こ
そ
ま
さ
れ
み
よ
し
の
の
岩
の
か
け
道
ふ

み
な
ら
し
て
ん

（
90
）　 

又
け
ふ
行
も
し
ら
ぬ
や
ま
〳
〵

（
91
）
花
見
に
と
い
く
し
ら
雲
に
ま
よ
ふ
ら
ん

　

 
 

岩
ね
ふ
み
か
さ
な
る
山
を
分
捨
て
は
な
も
い
く
へ
の
あ
と
の

白
雲

（
92
） 

む
か
し
を
ば
人
の
か
た
る
も
は
る
け
き
に

（
93
）
は
な
こ
そ
の
こ
せ
志
賀
の
ふ
る
さ
と

　

 

花
こ
そ
の
こ
せ
な
ど
、
あ
た
ら
し
き
作
意
に
や
。

　

 
 

あ
す
よ
り
は
志
が
の
花
ぞ
の
稀
に
だ
に
た
れ
か
は
と
は
む
春

の
古
郷

　

 
 

さ
ざ
波
や
志
が
の
花
ぞ
の
み
る
た
び
に
む
か
し
の
人
の
こ
こ

ろ
を
ぞ
し
る

（
98
） 

春
こ
そ
人
は
あ
ら
ぬ
さ
ま
な
れ

（
99
）
う
か
る
な
よ
見
ざ
り
し
は
な
は
い
つ
さ
か
む

　
 

 

春
の
よ
の
や
み
は
あ
や
な
し
梅
の
花
色
こ
そ
見
え
ね
か
や
は

か
く
る
ゝ

（
42
） 
こ
こ
ろ
や
は
な
の
か
げ
に
あ
る
ら
ん

（
43
）
う
へ
を
き
し
人
は
む
か
し
の
や
ど
の
梅

　

 

梅
が
か
も
身
に
し
む
比
は
昔
に
て
人
こ
そ
な
け
れ
春
の
よ
の
月

　

 
 

梅
が
ゝ
に
む
か
し
を
と
へ
ば
春
の
月
こ
た
へ
ぬ
影
ぞ
袖
に
う

つ
れ
る

　

 

植
を
き
し
人
の
執
心
な
る
べ
し
。

（
44
） 

梅
う
ち
か
ほ
り
ゆ
き
と
く
る
こ
ろ

（
45
）
山
も
と
の
川
ぞ
ひ
柳
か
ぜ
ふ
き
て

　

 

河
べ
の
梅
柳
な
る
べ
し
。

（
欠
損
）

4

 

�  　
　
　

 

山
守
は
い
は
ゞ
い
は
な
む
高
砂
の
お
の
へ
の
桜
お
り
て
か

ざ
ゝ
ん

（
86
） 

雲
を
わ
け
行
志
が
の
山
ご
え

（
87
）
よ
し
の
な
る
み
ね
の
は
な
ぞ
の
い
か
ば
か
り

　

 
 

吉
野
に
も
は
な
ぞ
の
あ
り
。
志
賀
よ
り
吉
野
の
花
を
思
や

る
な
る
べ
し
。

（
88
） 

い
つ
か
み
そ
め
む
み
ね
の
木
の
本
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き
な
の
み
や

（
欠
損
）

7

 

155 

水
無
瀬
に
尾
上
の
宮
あ
り
。

（
156
） 

柴
の
戸
を
さ
び
し
と
み
て
や
帰
る
ら
ん

（
157
）
し
ほ
る
ゝ
は
な
の
夕
ぐ
れ
の
宮

　

 
 

し
ほ
る
ゝ
花
の
夕
こ
そ
見
所
は
あ
る
物
を
と
、
帰
人
を
思

ふ
に
や
。

（
160
） 

い
つ
は
り
な
き
や
い
ろ
に
出
ら
ん

（
161
）
ち
り
そ
め
し
そ
の
世
を
は
な
の
う
ら
み
に
て

　

 
 

偽
の
あ
る
世
に
、
花
は
ち
り
そ
め
し
時
を
た
が
へ
ぬ
を
う

ら
む
る
な
る
べ
し
。
色
と
い
ふ
よ
り
花
を
い
ひ
出
た
る
な

る
べ
し
。

（
欠
損
）

8

 

191 

を
み
て
い
づ
る
に
や
。

（
192
） 
い
ろ
〳
〵
わ
た
る
よ
の
中
ぞ
う
き

（
193
）
さ
く
ら
ば
な
か
ぜ
を
い
と
へ
ば
雨
ふ
り
て

　

 
 

世
中
の
様
な
る
べ
し
。
色
々
と
あ
る
に
花
を
い
ひ
出
し
た

（
欠
損
）

5

 

133  
 

も
末
ま
で
は
た
れ
の
侍
ら
ん
。
た
ゞ
昨
日
の
は
な
の
一
さ

か
り
ぞ
と
世
中
を
観
じ
た
る
に
や
。
返
々
し
ら
ず
〳
〵゙
。

（
138
） 

な
ぐ
さ
め
が
た
き
こ
の
世
な
り
け
り

（
139
）
ふ
る
郷
は
老
木
の
は
な
に
ま
つ
の
か
ぜ

　

 
 

こ
れ
は
一
と
せ
連
歌
合
の
前
句
の
い
か
様
に
も
沈
思
と

お（
マ
マ
）ほ

大
か
た
は
見
え
侍
れ
ど
筆
に
は
尽
し
が
た
し
。
只
み

る
人
の
心
の
浅
深
に
よ
る
べ
し
。

（
140
） 

ち
ぎ
り
の
す
ゑ
を
た
の
む
は
か
な
さ

（
欠
損
）

6

 

145 

故
郷
の
花
み
る
袖
の
露
け
ゞ
に
見
え
侍
る
様
に
や
。

（
146
） 

こ
こ
ろ
ぼ
そ
き
も
た
れ
か
し
ら
ま
し

（
147
）
人
な
み
に
は
な
み
て
か
へ
る
草
の
い
ほ

　

 
 

は
な
を
み
る
人
、
さ
ま
〴
〵
心
〴
〵
な
る
べ
し
。
花
を
の

み
見
る
人
と
有
心
と
の
さ
ま
に
や
。

（
148
） 

す
て
た
る
世
を
ば
わ
す
れ
は
て
ゝ
き

（
149
）
花
鳥
を
み
山
の
い
ほ
に
又
な
れ
て

　

 
 

柴
の
戸
に
匂
は
む
花
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
詠
て
け
り
な
あ
ぢ
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（
欠
損
）

10

 

495 
 

花
ぞ
の
ゝ
こ
て
ふ
を
さ
へ
や
下
く
さ
に
秋
ま
つ
む
し
は
う
と

く
み
る
ら
ん

（
496
） 

す
ゝ
き
ち
る
夜
の
風
の
はさ

び
しげ

し
さ

（
497
）
き
り
〴
〵
す
か
た
ぶ
く
月
に
こ
ゑ
深
て

（
498
） 

は
つ
霜
ま
よ
ひ
か
り
の
な
く
声

（
499
）
こ
ろ
も
う
つ
す
そ
の
ゝ
こ
ず
ゑ
色
付
て

　

 
 

此
二
句
、
又
、
明
也
。
薄
ち
る
よ
の
さ
ま
、
か
り
の
く
る

時
の
景
気
に
心
を
付
て
み
侍
る
べ
き
に
や
。

（
502
） 

う
つ
ろ
ふ
山
ぞ
そ
で
の
い
ろ
な
る

（
503
）
白
妙
の
こ
ろ
も
う
つ
夜
に
月
深
て

　

 

白
妙
の
衣
、
月
の
ひ
か
り
う
つ
ろ
ふ
山
を
袖

（
欠
損
）

11（
526
） 

ま
は
ぎ
さ
く
野
に
人
ぞ
や
す
ら
ふ

（
527
）
夕
ま
ぐ
れ
鹿
な
く
や
ま
の
月
ま
ち
て

（
528
） 
霧
か
ゝ
る
み
な
と
の
山
や
時
雨
ら
ん

（
529
）
ゐ
な
野
を
ゆ
け
ば
を
じ
か
な
く
こ
ゑ

（
530
） 

や
ま
は
い
づ
く
ぞ
秋
き
り
の
う
ち

る
べ
し
。

（
196
） 
は
か
な
の
春
や
な
に
に
た
と
へ
ん

（
197
）
あ
さ
露
の
き
え
ぬ
か
ぜ
に
も
は
な
ち
り
て

　

 
 

詞
の
つ
づ
き
作
意
い
ふ
ば
か
り
な
し
。
こ
れ
も
連
歌
合
の

句
な
り
。

（
198
） 

い
と
ふ
と
て
今
は
う
ら
み
む
か
た
も
な
し

9（
199
）
こ
こ
ろ
と
も
ち
る
は
な
の
や
ま
か
ぜ

　

 

見
え
侍
る
ば
か
り
也
。
心
と
も
ち
る
な
ど
珍
重
々
々
。

　

 

風
な
ら
で
心
と
を
ち
れ
桜
ば
な
う
き
ふ
し
に
だ
に
思
ひ
を
く
べ
し

（
200
） 

春
を
ば
人
の
お
し
ま
ぬ
も
な
し

（
201
）
花
ぞ
う
き
な
に
の
心
に
ち
り
ぬ
ら
ん

　

 

花
を
い
さ
〳
〵
か
こ
つ
心
に
や
。

　

 

山
陰
に
す
ま
ぬ
心
は
い
か
な
れ
や
お
し
ま
れ
て
入
月
も
あ
る
世
に

　

 

此
歌
の
お
も
影
も
あ
る
べ
し
。

（
202
） 

ふ
き
も
な
ど
と
を
ら
で
風
の
よ
は
る
ら
ん

（
203
）
こ
こ
ろ
と
ち
ら
ば
は
な
ぞ
な
を
う
き
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（
欠
損
）

13
　

 

冬
連
歌

（
602
） 

さ
び
わ
た
り
け
り
神
か
き
の
い
ろ

（
603
）
や
ま
か
ぜ
に
み
む
ろ
の
こ
ず
ゑ
冬
立
て

　

 
 

神
か
き
の
み
む
ろ
の
山
に
霜
ふ
れ
ば
ゆ
ふ
し
で
か
け
ぬ
榊
葉

ぞ
な
き

　

 
 

さ
び
わ
た
り
た
る
神
が
き
の
色
と
あ
る
前
句
、
能
々
吟
味

す
べ
し
。

（
606
） 

こ
え
行
山
の
あ
と
を
こ
そ
み
れ

（
607
）
く
れ
わ
た
る
ふ
も
と
の
月
の
ひ
と
し
ぐ
れ

（
608
） 

雲
な
き
月
の
あ
か
つ
き
の
空

（
欠
損
）

14（
706
） 

冬
ご
も
る
と
し
の
暮
こ
そ
か
な
し
け
れ

（
707
）
雪
に
友
な
き
老
が
身
の
や
ど

　

 

み
え
侍
る
ま
で
な
る
べ
し
。

（
708
） 
車
も
三
の
子
を
お
も
ふ
み
ち

（
709
）
行
名
残
お
ほ
井
の
や
ど
の
雪
の
日
に

　

 
 

前
句
大
事
也
。
松
風
の
巻
や
ら
ん
、
明
石
の
姫
君
三
歳
に

（
531
）
男
鹿
鳴
草
の
庵
の
窓
の
前

　

 

山
は
い
づ
く
ぞ
、
眼
前
に
て
霧
の
う
ち
う
た
が
ふ
に
や
。

（
532
） 

身
に
そ
は
ぬ
心
は
人
に
あ
く
が
れ
て

（
533
）
ふ
ゑ
を
つ
ま
な
る
鹿
の
あ
は
れ
さ

（
534
） 

も
と
の
な
み
だ
に
か
へ
る
お
く
や
ま

（
欠
損
）

12（
572
） 

か
げ
も
は
つ
か
の
月
の
あ
は
れ
さ

（
573
）
秋
は
は
や
ゐ
な
の
あ
を
山
う
つ
ろ
ひ
て

　

 
 

は
つ
か
の
月
を
名
所
の
は
つ
か
の
山
の
月
に
い
ひ
な
せ
り
。

ゐ
な
の
青
山
、
お
な
じ
所
の
名
所
な
る
べ
し
。

　

 
 

秋
は
つ
る
は
つ
か
の
山
の
さ
び
し
き
に
有
明
の
月
を
誰
と
み

る
ら
ん

（
574
） 

人
に
さ
て
い
か
ゞ
か
た
ら
ん
お
き
つ
な
み

（
575
）
龍
田
の
山
の
あ
き
の
い
ろ
〳
〵

　

 

心
は
明
也
。

（
576
） 

わ
れ
か
ら
ぞ
た
ゞ
お
も
ひ
こ
が
る
ゝ
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（
827
）
夜
は
の
や
ど
に
は
と
り
な
け
ば
犬
ほ
え
て

　

 

み
え
た
る
ま
で
な
る
べ
し
。

（
828
） 

と
も
す
れ
ば
な
み
だ
な
ら
で
は
身
に
そ
は
ず

（
829
）
山
ぢ
の
し
ぐ
れ
野
ぢ
の
夕
露

　

 

神
無
月
時
雨
ば
か
り
を
身
に
そ
へ
て
ふ
か
き
山
ぢ
に
お
も
ひ
入
哉

（
830
） 

ほ
ど
ち
か
く
袖
ふ
る
山
を
か
へ
り
み
て

（
831
）
わ
れ
ま
ち
つ
れ
よ
み
ね
の
し
ら
雲

（
欠
損
）

17

 

903 
 

毎
句
有
心
、
艶
な
る
も
の
な
る
べ
し
。
よ
く
〳
〵
心
を
付

ら
る
べ
し
。

（
904
） 

し
ら
ぬ
も
つ
ら
し
し
ら
る
ゝ
も
う
し

（
905
）
き
け
か
し
な
世
に
こ
そ
忍
ぶ
お
も
ひ
な
れ

　

 

お
も
ふ
人
は
し
ら
で
、
世
に
は
し
ら
る
ゝ
う
ら
み
に
や
。

（
906
） 

こ
ゝ
ろ
と
も
な
き
あ
き
か
ぜ
の
こ
ろ

（
907
）
ゆ
ふ
ぐ
れ
や
し
ら
ず
涙
の
ぬ
し
な
ら
む

（
908
） 

た
が
袖
と
し
ら
で
も
露
や
こ
ぼ
る
ら
ん

（
909
）
身
の
う
き
ま
ゝ
に
か
こ
つ
夕
ぐ
れ

（
914
） 
を
ぎ
ふ
く
か
ぜ
に
た
れ
を
ま
ち
み
ん

て
大
井
の
宿
よ
り
御
車
に
て
、
紫
上
の
養
君
に
い
ざ
な
は

れ
給
ひ
け
ん
雪
の
日
の
事
に
や
。
行
名
残
は
明
石
の
上
の

心
な
る
べ
し
。
三
の
子
を
お
も
ふ
は

（
欠
損
）

15（
797
）
か
り
ね
の
山
の
あ
か
つ
き
の
雲

（
798
） 

こ
な
た
か
な
た
の
山
水
の
声

（
799
）
旅
ね
す
る
た
か
ね
に
秋
の
夜
は
ふ
け
て

（
800
） 

草
も
む
す
ば
ぬ
み
ち
い
か
ゞ
せ
む

（
801
）
み
ね
た
か
み
雲
を
一
よ
の
ま
く
ら
に
て

　

 
 

此
五
句
又
み
え
た
る
ば
か
り
に
や
。
感
情
あ
ま
り
あ
り
吟

味
す
べ
し
。

（
802
） 

心
ぼ
そ
さ
の
ま
さ
る
夕
暮

（
803
）
雲
と
り
を
し
る
人
に
す
る
山
こ
え
て

（
804
） 

身
の
行
す
ゑ
を
お
も
ふ
あ
は
れ
さ

（
欠
損
）

16

 

825 

と
な
き
犬
の
こ
ゑ
を
人
家
の
伝
と
お
も
ふ
心
あ
ら
ん
か
し
。

（
826
） 

た
び
の
門
出
を
い
そ
ぐ
こ
ゑ
〴
〵
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我
心
の
し
う
ね
き
を
み
て
や
、
い
と
ゞ
人
の
つ
れ
な
き
と
、

を
し
は
か
る
心
な
り
。

（
956
） 

も
の
い
ふ
ほ
ど
の
た
よ
り
を
ぞ
き
く

（
欠
損
）

20（
1006
） 

う
き
も
な
ぐ
さ
む
お
り
も
こ
そ
あ
れ

（
1007
）
き
ぬ
〴
〵
に 

う
ら
み
し
鳥
の
跡
を
見
て

　

 
 

鳥
の
あ
と
は
後
朝
の
文
に
や
。
別
ぢ
に
は
う
ら
み
し
鳥
の
、

又
筆
の
跡
に
て
は
な
ぐ
さ
む
心
に
や
。
こ
れ
も
今
す
こ
し

い
り
過
た
る
と
も
い
ふ
べ
か
ら
ん
。

（
1008
） 

お
も
ふ
に
似
た
る
ふ
み
な
を
く
り
そ

（
1009
）
い
そ
ぐ
夜
の
あ
し
た
わ
び
し
き
ひ
と
り
ね
に

　

 

後
朝
の
文
は
ま
た
夜
ふ
か
き
な
る
べ
し
。

（
1010
） 

ま
れ
に
あ
ふ
身
の
又
い
か
な
ら
ん

（
1011
）
わ
か
れ
し
は
あ
さ
つ
ま
山
を
名
ご
り
に
て

（
欠
損
）

21（
1057
）
秋
は
ふ
け
人
は
つ
れ
な
き
よ
る
ご
と
に

（
1058
） 

な
が
き
夜
つ
ら
く
ま
ち
ぞ
わ
び
ぬ
る

18（
915
） 
う
き
秋
も
君
こ
そ
し
ら
む
夕
な
れ

（
916
）
お
も
ひ
す
つ
な
と
ま
つ
か
ぜ
ぞ
吹

（
917
） 

た
の
み
こ
し
ゆ
ふ
べ
つ
も
り
て
よ
は
る
身
に

　

 
 

此
四
句
、
み
な
恋
を
夕
の
と
が
の
や
う
に
思
ひ
い
ふ
な
る
べ
し
。

（
918
） 

日
ぐ
ら
し
な
け
ば
な
み
だ
お
ち
け
り

（
919
）
こ
め
や
と
は
お
も
ふ
を
い
か
で
た
の
む
ら
ん

　

 
 

こ
め
や
と
は
思
物
か
ら
ひ
ぐ
ら
し
の
な
く
夕
ぐ
れ
は
た
ち
ま

た
れ
つ
ゝ

（
922
） 

ま
よ
ひ
さ
と
り
は
こ
ゝ
ち
に
ぞ
あ
る

（
923
）
夕
暮
の
野
で
ら
の
鐘
に
人
ま
ち
て

（
欠
損
）

19（
951
）
し
の
び
か
よ
ひ
の
夕
や
み
の
そ
ら

（
952
） 

わ
が
こ
ゝ
ろ
人
の
う
き
を
や
わ
す
る
ら
ん

（
953
）
月
を
く
も
れ
と
し
の
び
行
み
ち

　

 
 

此
三
句
、
と
り
〴
〵
し
の
び
が
よ
ひ
の
く
る
し
き
さ
ま
心

を
付
み
る
べ
き
に
や
。

（
954
） 

こ
ゝ
ろ
を
み
て
や
い
と
ゞ
つ
れ
な
き

（
955
）
あ
は
ず
と
て
か
よ
ひ
は
や
ま
じ
夜
は
の
空
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（
欠
損
）

22（
1131
）
た
え
ね
た
ゞ
は
ふ
木
は
よ
そ
の
た
ま
か
づ
ら

　

 
 

玉
か
づ
ら
は
ふ
木
あ
ま
た
に
成
ぬ
れ
ば
絶
ぬ
心
の
う
れ
し
げ

も
な
し

（
1132
） 

か
ぜ
の
み
さ
は
ぐ
夕
ぐ
れ
の
あ
き

（
1133
）
た
の
め
し
は
き
り
の
し
た
葉
の
を
と
も
せ
で

　

 
 

桐
の
葉
も
ふ
み
分
が
た
く
成
に
け
り
か
な
ら
ず
人
を
待
と
な

け
れ
ど

 

　

葉
の
ひ
ろ
き
物
は
か
ぜ
さ
は
ぐ
な
る
べ
し
。

（
1134
） 

も
の
お
も
へ
と
は
な
ど
ち
ぎ
る
ら
む

（
1135
）
た
の
め
ず
は
侘
つ
ゝ
も
ね
ん
雨
の
夜
に

　

 
 

月
夜
に
は
こ
ぬ
人
ま
た
る
か
き
く
ら
し
雨
も
ふ
ら
な
ん
侘
つ

つ
も
ね
ん

（
1138
） 

あ
ふ
夜
は
い
つ
か
と
か
む
し
た
ひ
も

（
欠
損
）

23

 

1179 
 

此
二
句
、
我
心
何
も
我
し
わ
ざ
ぞ
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
。

あ　
　
い
や
う
き
也

ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て

（
1182
） 

あ
ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て

（
1059
）
こ
ぬ
人
も
み
る
ら
む
も
の
を
そ
ら
の
月

　

 
 

此
三
句
、
又
艶
に
哀
ふ
か
く
、
な
を
ざ
り
に
て
お
も
ひ
え

が
た
き
に
や
。
心
は
明
な
り
。

（
1066
） 

つ
か
の
ま
も
や
す
む
時
な
き
お
も
ひ
に
て

（
1067
）
た
ま
〳
〵
み
れ
ば
ひ
と
ふ
で
の
あ
と

　

 

つ
か
の
ま
を
、
筆
の
つ
か
に
と
り
な
せ
り
。

（
1070
） 

と
は
ず
は
あ
す
も
な
に
か
た
の
ま
む

（
1071
）
一
ふ
で
の
跡
こ
そ
せ
め
て
命
な
れ

　

 
 

契
し
く
れ
の
、
人
は
こ
で
文
の
み
あ
れ
ば
、
せ
め
て
こ
の

一
筆
を
命
に
や
と
也
。

（
1068
） 

な
に
を
な
さ
け
と
な
を
し
た
ふ
ら
ん

（
1069
）
て
や
ふ
れ
し
と
ば
か
り
か
へ
す
ふ
み
を
み
て

　

 
 

返
し
侍
る
文
を
、
せ
め
て
君
が
て
や
ふ
れ
し
と
ば
か
り
を

情
に
や
、
思
ふ
心
の
は
か
な
さ
な
る
べ
し
。

（
1072
） 

た
ち
行
鳥
の
あ
と
も
の
こ
ら
ず

（
1073
）
し
の
び
つ
る
ふ
み
を
け
ぶ
り
に
な
す
も
う
し

　

 
 

前
句
、
た
ち
行
鳥
の
跡
、
い
づ
れ
も
と
り
な
し
に
て
付
ら

る
ゝ
な
る
べ
し
。
た
ち
行
を
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（
欠
損
）

25（
1421
）
さ
ま
〴
〵
の
か
た
ち
を
み
す
る
そ
ら
の
雲

（
1422
） 

た
き
つ
な
み
よ
る
の
岩
ほ
の
床
さ
え
て

（
1423
）
み
や
ま
の
月
に
さ
る
さ
け
ぶ
こ
ゑ

　

 

此
四
句
、
又
別
の
心
も
み
え
侍
ら
ず
。

（
1424
） 

ね
ぐ
ら
を
い
づ
る
と
り
の
こ
ゑ
〴
〵

（
1425
）
む
さ
ゝ
び
の
さ
は
ぐ
深
山
に
日
は
暮
て

　

 

む
さ
ゝ
び
は
鳥
を
と
る
物
な
る
べ
し
。高
円
山
に
も
よ
め
り
。

（
1426
） 

も
と
の
さ
と
り
に
身
こ
そ
と
を
け
れ

（
1427
）
け
だ
物
の
は
し
る
や
ゆ
み
に
を
そ
る
ら
ん

（
欠
損
）

26

 

1900 

し
わ
ざ
如
此
。

（
1901
）
柳
か
げ
ち
ら
で
秋
た
つ
し
水
か
な

　
 

納
涼
な
る
べ
し
。

　

 

伊
勢
国
司
亭
に
て
千
句
侍
し
に
納
涼
の
心
を

（
1902
）
む
す
べ
露
さ
ゝ
わ
け
し
袖
の
朝
す
ゞ
み

　

 
 

さ
ゝ
わ
け
し
あ
さ
の
袖
よ
り
も
な
ど
あ
り
。
あ
さ
の
袖
は

朝
の
袖
也
。

（
1183
）
な
を
こ
ひ
し
く
は
身
を
い
か
に
せ
む

（
1184
） 
中
〳
〵
に
た
つ
名
も
今
は
い
と
は
め
や

（
1185
）
い
く
ほ
ど
あ
り
て
こ
ひ
も
う
か
ら
ん

　

 
 

此
二
句
、
又
見
え
侍
る
ま
で
に
や
、
下
の
句
は
毎
句
か
や

う
に
や
す
〳
〵
と
心
あ
り
て
案
ず
べ
き
と
ぞ
。

（
1188
） 

い
く
ほ
ど
な
ら
ぬ
身
を
ぞ
侘
ぬ
る

（
欠
損
）

24

 

1393 
 

音
を
も
ら
せ
と
な
る
べ
し
。
草
庵
の
雨
き
く
人
も
な
き
を

庵
主
の
い
へ
る
に
や
。

（
1394
） 

岩
の
か
た
ち
も
水
き
よ
き
や
ま

（
1395
）
す
む
人
の
む
か
し
し
ら
る
ゝ
庭
ふ
り
て

　

 
 

波
を
と
は
川
せ
き
入
て
お
と
す
滝
津
せ
に
人
の
心
の
み
え

も
す
る
か
な
、
な
ど
思
へ
る
句
に
や
。

（
1396
） 

ほ
た
る
と
び
行
く
れ
の
す
ゞ
し
さ

（
1397
）
た
ち
い
づ
る
山
ま
つ
の
戸
に
雨
過
て

　

 

秋
深

ケ

雨
終

テ

松
堂
静

シ
ツ
カ
ナ
リ

一
点

ノ

山
蛍ケ

イ

照
ス二

寂
寥レ

ウ
ヲ一



250

　

 

冬
の
発
句
の
中
に

（
1978
）
木
が
ら
し
の
庭
は
紅
葉
の
千
ぐ
さ
か
な

（
1980
）
こ
が
ら
し
に
吹
や
お
ち
ば
の
松
の
か
ぜ

　

 

こ
ま
や
か
な
る
発
句
見
所
も
お
な
じ
。

　

 

白
川
の
関
に
て

（
1981
）
こ
が
ら
し
に
お
も
ふ
み
や
こ
の
あ
を
葉
か
な

（
欠
損
）

（
極
札
）

　

 

（
表
）

　

 　

連
歌
軸　

宗
碩　
連
歌
老
葉
之
内

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
祇
庵
主
古
人　
　

一
巻
（
琴
山
・
黒
方
印
）

　

 

（
裏
）

　

 　

半
本
継
合
巻
物 

己
未
八
（
栄
・
黒
小
判
形
印
）

4　

解
題

　
『
老
葉
』
は
宗
祇
自
撰
の
句
集
で
あ
る
。
初
編
本
と
再
編
本
が
あ
り
、
初

編
本
は
句
の
み
で
注
は
な
い
。
再
編
本
の
編
集
に
つ
い
て
は
自
注
本
の
奥
書

に
、
初
編
本
の
な
か
に
宗
春
（
兼
載（

19
）

の
前
名
）
の
句
を
変
則
的
に
収
め
た
こ

（
1904
）
陰
す
ゞ
し
苔
に
ち
り
な
き
庭
の
松

（
1905
）
雨
す
ゞ
し
雲
の
あ
な
た
や
あ
き
の
月

（
欠
損
）

27

 

1947 

見
所
お
ほ
き
発
句
に
や
。

　

 

池
田
民
部
丞
許
に
て
秋
の
発
句
に

（
1948
）
み
ね
の
松
そ
め
ぬ
も
雨
の
こ
ゝ
ろ
か
な

　

 

紅
葉
の
松
の
緑
を
み
侍
る
さ
ま
に
や
。

　

 

長
尾
肥
前
守
許
に
て
時
雨
を

（
1949
）
し
ぐ
れ
よ
り
こ
ゝ
ろ
は
そ
め
ぬ
山
も
な
し

　

 

心
の
色
時
雨
よ
り
ふ
か
ゝ
ら
ん
と
や
。

（
1950
） 

　

宇
津
の
山
こ
え
侍
し
時
蔦
の
葉
の
色
こ
き
を
み
侍
て

（
1951
）
宇
津
の
山
こ
ゝ
も
た
つ
た
の
紅
葉
か
な

（
欠
損
）

28（
1976
）
色
こ
き
は
あ
ら
し
に
ち
か
き
木
葉
か
な

　

 

只
今
の
落
葉
に
や
。

（
1977
）
吹
た
び
の
か
ぜ
の
色
わ
く
お
ち
葉
か
な

　

 

お
な
じ
さ
ま
に
や
。
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の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
相
違
も
あ
る
。
た
と
え
ば
（
31
）
注
「
な
ら
ん
か
し
」

は
『
愚
句
老
葉
』
で
は
「
に
や
」、（
149
）
注
「
詠
て
け
り
な
あ
ぢ
き
な
の
み

や
」
は
『
愚
句
老
葉
』
で
は
「
な
が
め
て
け
り
な
う
ら
め
し
の
身
や
」
と
あ

る
ほ
か
で
あ
る
。
句
の
順
序
が
入
れ
違
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、（
1068
）
〜

（
1071
）
は
、
ソ
ウ
ル
大
本
で
は
、（
1070
）（
1071
）（
1068
）（
1069
）
の
順
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
『
愚
句
老
葉
』
宗
長
注
（『
愚
句
』）
と
は
異
な
る
、
ソ
ウ
ル
大
宗
長

注
（
ソ
ウ
ル
大
）
四
カ
所
が
次
の
よ
う
に
見
出
せ
る
。

（
87
） 

吉
野
に
も
は
な
ぞ
の
あ
り
、
志
賀
よ
り
吉
野
の
花
を
思
や
る
な

る
べ
し
（
ソ
ウ
ル
大
）

　

 
 

花
園
、
吉
野
に
も
あ
り
、
是
ハ
志
賀
の
山
こ
え
に
て
、
吉
野
も

い
か
は
か
り
と
思
ひ
や
る
心
な
り
（『
愚
句
』・
自
注
と
異
な
る
）

（
1902
） 

さ
ゝ
わ
け
し
あ
さ
の
袖
よ
り
も
な
ど
あ
り
。
あ
さ
の
袖
は
朝
の

袖
也
（
ソ
ウ
ル
大
）

　

 

笹
わ
け
し
朝
の
袖
よ
り
も
な
と
有
（『
愚
句
』・
自
注
に
同
じ
）

（
1948
） 

紅
葉
の
松
の
緑
を
み
侍
る
さ
ま
に
や
（
ソ
ウ
ル
大
）

　
 

 

岑
の
松
の
ミ
と
り
た
く
ひ
な
く
面
白
け
れ
ハ
、
雨
も
心
あ
り
て

染
め
か
と
云
心
也
（『
愚
句
』・
自
注
に
同
じ
）

（
1949
）
心
の
色
時
雨
よ
り
ふ
か
ゝ
ら
ん
と
や
（
ソ
ウ
ル
大
）

　

 

時
雨
よ
り
心
ふ
か
く
染
と
云
心
也
（『
愚
句
』・
自
注
と
異
な
る
）

と
が
兼
載
の
不
満
を
招
い
た
た
め
「
あ
み
な
を
し
」
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
再
編
本
は
兼
載
の
句
を
す
べ
て
切
り
出
し
、
初
編
本
の
句
を
二
分
の
一

ほ
ど
厳
選
し
、
宗
祇
の
第
一
自
撰
句
集
『
萱
草
』
か
ら
の
再
録
句
と
近
年
の

作
と
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
。
再
編
本
に
は
無
注
本
と
加
注
本
が
あ
り
、
そ

の
加
注
本
に
自
注
本
、
宗
長
注
本
、
両
注
併
載
本
が
あ
る
。
成
立
時
期
は
、

初
編
本
が
一
四
八
一
（
文
明
十
三
）
年
、
再
編
本
が
一
四
八
五
（
文
明
十
七
）

年
と
さ
れ
る（

20
）。

　

こ
の
両
注
併
載
本
は
宗
祇
の
自
注
と
宗
長
注
と
を
句
ご
と
に
並
べ
挙
げ
る

も
の
で
、『
愚
句
老
葉
』
と
し
て
、
至
便
な
参
考
書
と
し
て
版
を
重
ね
た
。

ま
た
他
の
宗
祇
句
集
の
伝
本
が
少
な
い
の
に
対
し
、『
老
葉
』
は
伝
本
が
多

く
、
写
本
の
み
な
ら
ず
刊
本
ま
で
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
宗
祇
の
代
表
的
撰

集
と
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

21
）。

　

今
回
、
ソ
ウ
ル
大
本
の
復
元
作
業
に
あ
た
っ
て
当
初
『
愚
句
老
葉
』
を
使

用
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
、
こ
の
最
終
形
態
と
考
え
ら
れ
る
『
愚
句
老

葉
』
と
ソ
ウ
ル
大
本
を
比
較
す
る
と
、
ソ
ウ
ル
大
本
は
、『
愚
句
老
葉
』
と

同
じ
句
数
で
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
た
と
え
ば
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
見
て
数
句

ず
つ
句
が
欠
落
し
て
い
る
（
表
3
）。
と
い
う
こ
と
は
、
ソ
ウ
ル
大
本
の
方

が
『
愚
句
老
葉
』
よ
り
先
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、『
愚
句
老

葉
』
は
ソ
ウ
ル
大
本
以
後
、
数
句
ず
つ
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

両
者
の
相
違
に
つ
い
て
は
誤
読
、
誤
写
、
脱
字
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
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の
順
番
、
加
注
、
句
数
、
句
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と

や
、
右
に
挙
げ
た
四
カ
所
の
「
注
」、
一
カ
所
の
宗
長
注
欠
落
も
同
じ
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
ソ
ウ
ル
大
本
と
蓬
左
文
庫
本
は
同
じ
系

統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
両
角
氏
に
よ
れ
ば
、
宗
長
注
本
は
、
ａ
両

注
本
の
宗
長
注
に
近
い
本
文
、
ｂ
異
同
の
多
い
本
文
、
ｃ
両
者
の
中
間
的
な

本
文
に
細
分
で
き
る
と
い
う
が
、
ソ
ウ
ル
大
本
は
ａ
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
ソ
ウ
ル
大
本
の
次
の
二
カ
所
に
は
、
言
葉
が
書
き
添
え
ら
れ
て

い
る
。（

496
） す
ゝ
き
ち
る
夜
の
風
の
はさ

び
しげ

し
さ

こ
の
句
の
場
合
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
「
薄
ち
る
よ
の
風
の
は
げ
し
さ
」
と
あ

る
が
、『
愚
句
老
葉
』
で
は
「
す
ゝ
き
ち
る
夜
の
風
の
さ
び
し
さ
」
と
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
ソ
ウ
ル
大
本
（
室
町
後
期
）
の
こ
ろ
に
は
「
は
げ
し
さ
」
と

「
さ
び
し
さ
」
と
が
あ
り
、
蓬
左
文
庫
本
（
室
町
末
期
〜
江
戸
初
期
）
の
こ
ろ

に
は
「
は
げ
し
さ
」
が
使
わ
れ
、『
愚
句
老
葉
』
版
本
と
し
て
流
布
し
た
江

戸
中
期
ご
ろ
に
は
「
さ
び
し
さ
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、（

1179
）
注 

 

此
二
句
、
我
心
何
も
我
し
わ
ざ
ぞ
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
。

あ　
　
い
や
う
き
也

ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て

し
か
し
各
注
は
言
回
し
の
相
違
で
あ
っ
て
、
意
味
内
容
の
相
違
で
は
な
い
。

　

ま
た
一
カ
所
（
529
）
に
つ
い
て
、
ソ
ウ
ル
大
本
に
は
宗
長
注
が
付
け
ら
れ

て
い
な
い
が
、『
愚
句
老
葉
』
に
は
宗
長
注
と
し
て
「
旅
ね
す
る
ゐ
な
の
湊

に
聞
ゆ
也
鹿
の
音
お
ろ
す
ミ
ね
の
松
風
」
と
あ
る
。
今
後
別
の
系
統
本
の
確

認
作
業
が
必
要
で
あ
る
。『
愚
句
老
葉
』
自
注
に
は
「
所
に
さ
ま
時
節
の
景

気
也
」
と
あ
り
、
こ
の
宗
長
注
と
は
異
な
る
。

　

次
に
、
ソ
ウ
ル
大
本
と
蓬
左
文
庫
本
を
比
較
す
る
。
ま
ず
比
較
対
象
と
し

て
蓬
左
文
庫
本
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
ソ
ウ
ル
大
本
と
同
じ
宗
長
注
本
で

あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
①
完
本
で
あ
る
こ
と
、
②
管
見
の
限
り
諸
本
研
究
と

し
て
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
書
体
か
ら
書
写
年
代
が
室
町
時
代
末
期

〜
江
戸
時
代
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
、
室
町
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
る
ソ
ウ

ル
大
本
に
近
く
、
宗
長
注
の
初
期
形
態
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
④
蓬
左
文
庫

か
ら
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
「
伝
来
は
不
明
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
宗
長

注
本
は
序
文
に
よ
れ
ば
、
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
三
河
国
（
現
、
愛
知

県
の
東
部
）
水
野
和
泉
守
藤
九
郎
近
守
の
求
め
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い

い
、
そ
の
土
地
に
近
い
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
②
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
両
角
倉
一（

22
）に

よ
っ
て
分
類

整
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
加
注
本
の
な
か
で
宗
長
注
本
が
最
も
多
く
、
蓬

左
文
庫
本
を
含
め
て
二
十
三
点
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
宗
長
注
本
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
考
察
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

両
本
を
比
較
す
る
と
、
句
数
で
は
ソ
ウ
ル
大
本
が
極
め
て
少
な
い
が
、
句
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れ
た
時
に
、
元
の
欠
損
の
ま
ま
写
さ
れ
た
と
い
え
る
。
錯
簡
以
前
に
錯
簡
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
何
か
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
場
合
も
ま
た
「
注
」
の
途
中
か
ら
写
し
て
い
る
（
句
番
号
31
・

41
・
825
・
903
）。
一
般
的
に
は
前
句
、
付
句
、
注
の
順
に
写
す
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
さ
ら
に
『
老
葉
』
加
注
本
を
広
く
収
集
し
た
上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
）　

京
城
帝
国
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
紺
碧
遥
か
に
―
―
京
城

帝
国
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』（
京
城
帝
国
大
学
同
窓
会
、
一
九
七
四
年
）
の

五
〇
頁
に
よ
れ
ば
、「
終
戦
直
前
に
は
六
十
五
万
冊
の
収
蔵
」
を
誇
っ
た
と
い
う
。

加
藤
聖
文
・
宮
本
正
明
編
『
京
城
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
和
漢
書
書
名
目
録
』（
旧

植
民
地
図
書
館
蔵
書
目
録　

第
一
〜
三
巻
）
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。

（
2
）　

宗
碩
：
連
歌
師
、
生
没
年
一
四
七
四
（
文
明
六
）
〜
一
五
三
三
（
天
文
二
）。
宗

祇
に
師
事
、
宗
長
・
肖
柏
に
兄
事
。
一
五
一
一
（
永
正
八
）
年
、
北
野
連
歌
会
所
奉
行
、

宗
匠
。

（
3
）　

宗
祇
：
連
歌
師
、
生
没
年
一
四
二
一
（
応
永
二
十
八
）
〜
一
五
〇
二
（
文
亀
二
）。

一
四
八
八
（
長
享
二
）
年
、北
野
連
歌
会
所
奉
行
、宗
匠
。
一
四
九
五
（
明
応
四
）
年
、

『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を
完
成
さ
せ
る
。

（
4
）　

両
角
倉
一
『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』
勉
誠
社
、
昭
和
六
十
年
、
五
七
〜
六
〇
、九
二

〜
一
二
七
頁
。
頴
原
退
蔵
「
宗
祇
の
萱
草
・
老
葉
・
下
草
」『
頴
原
退
蔵
著
作
集
』

第
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
四
年
（『
松
井
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
目
黒

書
店
、
昭
和
七
年
所
収
）。
矢
野
環
「
『老
葉
』
に
対
す
る
系
統
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

―
―
宗
祇
に
よ
る
連
歌
の
系
譜
」
中
尾
央
ほ
か
編
『
文
化
系
統
学
へ
の
招
待

―
文

化
の
進
化
パ
タ
ー
ン
を
探
る
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
。

（
1182
） あ
ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て

こ
の
注
・
句
の
場
合
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
、

　

此
二
句
、
我
が
心
何
も
我
が
し
わ
ざ
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
。

　

逢
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
お
き
て

と
あ
る
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）。
こ
こ
で
は
『
愚
句
老
葉
』
を
含
め
て
考

え
て
も
残
念
な
が
ら
「

い
や
う
き
也
」
の
説
明
は
つ
か
な
い
。
し
か
し

ソ
ウ
ル
大
本
が
、「
あ
ふ
こ
と
は
い
ま
を
か
ぎ
り
と
い
ひ
を
き
て
」
と
い
う

句
を
重
複
し
て
写
し
た
こ
と
は
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
、（
1179
）
の
直
後
に

（
1182
）
が
続
い
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
ソ
ウ
ル
大
本
と
と
も
に
蓬
左
文
庫

本
に
も
『
愚
句
老
葉
』（
1180
）（
1181
）
の
句
は
な
い
。
さ
ら
に
『
愚
句
老
葉
』

（
1181
）
の
句
の
右
上
部
分
に
は
「
長
本
ニ
な
し
」
と
あ
る
。

　

留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ソ
ウ
ル
大
本
に
は
紙
継
ぎ
に
関
す
る
疑
問
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
た
と
え
ば
序
文
の
次
に
明
ら
か
に
「
注
」
の
終
わ
り

と
わ
か
る
部
分
を
継
い
で
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
紙
継
ぎ
は
「
注
」
か
ら

の
こ
と
が
多
く
、
二
十
枚
中
十
四
枚
は
「
注
」
か
ら
紙
継
ぎ
が
し
て
あ
る
。

そ
の
う
ち
五
枚
は
「
注
」
の
途
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
紙
継
ぎ
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
紙
に
、
番
号
が
ま
っ
た
く
異
な
る
部
分
の
連
歌
が
記
さ
れ
て

（
写
さ
れ
て
）
い
る
（
表
2 

№
7
・
8
・
9
・
12
・
19
・
21
・
22
・
23
）。
写
さ
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成
十
六
年
、
一
二
、八
六
、一
〇
六
、一
〇
八
頁
。
古
筆
三
代
了
佑
は
、
一
六
七
八
（
延

宝
六
）
年
十
月
八
日
に
七
十
二
歳
で
没
し
た
二
代
古
筆
了
栄
の
八
男
で
、
一
六
八
四

（
貞
享
元
）
年
四
月
二
十
日
、
四
十
歳
で
没
し
た
。

（
17
）　

前
掲
注
（
6
）「
愚
句
老
葉
（
版
本
）」（
翻
刻
）『
連
歌
古
注
釈
集
』
を
使
用
し

た
。

（
18
）　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
老
葉
集
』
二
冊
（
十
巻
）。
同
文
庫
に
よ
れ
ば
、
目
録

に
は
室
町
末
期
写
と
あ
り
、伝
来
は
不
明
と
い
う
。
序
跋
を
備
え
、巻
尾
に
逍
遥
子（
三

条
西
実
隆
・
一
四
五
五
〜
一
五
三
七
）
の
名
が
見
出
せ
る
。
宗
長
注
本
と
し
て
は
最

も
善
本
と
い
う
（
小
西
甚
一
ほ
か
校
『
宗
祇
連
歌
集　

老
葉
』
古
典
文
庫
、
第

七
十
四
冊
、
昭
和
二
十
八
年
、
一
一
〜
一
二
頁
）。

（
19
）　

兼
載
：
連
歌
師
、
生
没
年
一
四
五
二
（
享
徳
元
）
〜
一
五
一
〇
（
永
正
七
）。
猪

苗
代
氏
。
心
敬
に
師
事
。
一
四
九
〇
（
延
徳
二
）
年
、
宗
祇
辞
任
に
伴
い
北
野
連
歌

会
所
奉
行
、
宗
匠
に
就
任
。

（
20
）　

前
掲
注
（
4
）
両
角
倉
一
「
『再
編
老
葉
』
の
諸
本
の
性
格
」『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』

並
び
に
長
谷
川
千
尋
「
『老
葉
注
』
解
題
」
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究

室
編
『
京
都
大
学
蔵　

貴
重
連
歌
資
料
集
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
、
平
成
十
五
年
。

（
21
）　

前
掲
注
（
6
）「
愚
句
老
葉
（
版
本
）」
解
説
『
連
歌
古
注
釈
集
』。

（
22
）　

前
掲
注
（
4
）「
『再
編
老
葉
』
の
諸
本
の
性
格
」『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』。

参
考
図
書

伊
地
知
鉄
男
ほ
か
編
『
俳
諧
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
昭
和
三
十
二
年

尾
形
仂
ほ
か
編
『
俳
文
学
大
事
典
』
角
川
書
店
、
平
成
七
年

廣
木
一
人
編
『
連
歌
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年

木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考
』
下
、
増
補
改
訂
版
、
明
治
書
院
、
平
成
五
年

（
5
）　

宗
長
：
連
歌
師
、
生
没
年
一
四
四
八
（
文
安
五
）
〜
一
五
三
二
（
享
禄
五
）。
宗

祇
に
親
炙
、
そ
の
没
後
、
連
歌
界
に
第
一
人
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

（
6
）　
「
愚
句
老
葉
（
版
本
）」（
翻
刻
）
金
子
金
治
郎
編
『
連
歌
古
注
釈
集
』（
角
川
書
店
、

昭
和
五
十
四
年
）
お
よ
び
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
第
二
十
巻
『
宗
祇
連
歌
集
』

（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）
の
影
印
を
使
用
。

（
7
）　

本
資
料
に
つ
い
て
は
、「
ソ
ウ
ル
大
学
校
蔵　

宗
養
・
龍
山
両
吟
『永
禄
五
年
八

月
十
一
日　

賦
何
人
連
歌
』」
と
し
て
紹
介
す
る
予
定
。

（
8
）　

ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
9
）　
「
年
譜
」『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
十
巻
、
講
談
社
、
昭
和
五
十
二
年
、
四
七
八
〜

四
七
九
頁
。

（
10
）　
『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
十
五
巻
上
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
四
十
三
年
、

一
四
〇
頁
。

（
11
）　
『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
七
巻
二
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
五
十
五
年
、

五
六
〜
八
二
頁
。

（
12
）　
『
国
文
学
攷
』
第
二
十
八
号
、
広
島
文
理
科
大
学
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
三
十
七
年
、

四
三
三
〜
四
三
六
頁
。

（
13
）　

通
堂
あ
ゆ
み
「
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
の
再
検
討
―
―
法
科
系
学
科
の
組
織
・

人
事
・
学
生
動
向
を
中
心
に
」『
史
学
雑
誌
』
第
一
一
七
編
第
二
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
14
）　

麻
生
磯
次
が
昭
和
二
十
年
夏
に
連
句
を
巻
い
た
こ
と
な
ど
が
逸
話
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
（
前
掲
注
（
11
）『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
七
巻
二
、六
六
〜
六
八
頁
）。

（
15
）　

大
島
俊
子
「
宗
長
年
譜
」『
女
子
大
国
文
』
第
二
十
四
号
、
京
都
女
子
大
学
国
文

学
会
、
昭
和
三
十
七
年
。
鈴
木
光
保
「
三
河
に
お
け
る
宗
長
覚
え
書
き
」『
国
語
国

文
学
論
集　

松
村
博
司
教
授
定
年
退
官
記
念
』
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会
、

一
九
七
三
年
。『
刈
谷
市
史
』
第
二
巻
近
世
、
平
成
六
年
、
三
六
〜
三
八
頁
。
松
島

周
一
「
戦
国
期
東
西
交
通
に
お
け
る
智
多
と
尾
張
」『
日
本
文
化
論
叢
』
第
十
七
号
、

愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
編
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
〜
二
一
頁
。

（
16
）　

村
上
翠
亭
・
高
城
弘
一
監
修
『
古
筆
鑑
定
必
携　

古
筆
切
と
極
札
』
淡
交
社
、
平
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附
記

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
奥
田
勲
先
生
（
聖
心
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
貴
重
な
ご
教

示
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
資
料
調
査
に
つ
き
李
相
燦
先
生
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
）、安
基
澤
氏
（
ソ

ウ
ル
大
学
校
図
書
館
）、松
田
利
彦
先
生
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）、森
万
佑
子
氏
（
ソ

ウ
ル
大
学
校
・
東
京
大
学
大
学
院
）、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
協
力
課
の
ご
助
力
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
謝
し
ま
す
。

　

本
稿
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
「
日
本
関
連
在
外
資
料
調
査
研
究
」
韓
国
班
の
助
成
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Because of the shortage of supplies and food during the war, it was extremely difficult for Aya 
and Tama to take care of the aging, disabled, and visually impaired Rohan. To escape the Tokyo air 
raids of the spring of 1945, they moved the invalid Rohan from Tokyo to Izu in Shizuoka Prefecture, 
Sakaki in Nagano Prefecture, and finally to Sugano in Chiba Prefecture, where he ultimately died. Aya 
and Tama’s bruising experiences made them into convincing writers.

Sōgi’s Renga Wakuraba Copy in Seoul National University Collection Attributed to Sōseki

KOBAYASHI Yoshiho

Keywords:  renga, Wakuraba, Sōgi (1421–1502), Sōchō (1448–1532), Sōseki (1474–1533), “kinzan” 

seal, early sixteenth century manuscripts (shahon), Keijō Imperial University, Seoul 

National University Library, Hōsa Bunko Collection

This study examines an old Japanese renga manuscript in the Seoul National University Library, 
which inherited the collection of Keijō Imperial University (Japan’s sixth imperial university founded 
in 1926 when Korea was under Japanese rule). 

Bibliographic study has shown that the manuscript is an early sixteenth century copy of renga 
poet Sōgi’s (1421–1502) Wakuraba, his second collection of self-selected renga, with annotations by 
Sōchō (1448–1532).

Although ultimately based on kiwamefuda appraisals and the fact that renga poet Sōseki 
(1474–1533) lived until 1533 (Tenbun 2), it is hypothesized that Sōseki made the copy in the early 
1500s. Although the manuscript is missing many parts and the pages are jumbled, it has not previously 
been introduced to Japanese scholarship, and may be considered significant as a codex of annotations 
on the Wakuraba collection.

Moreover, the manuscript bears the “kinzan” seal of appraisal and the “sakae” kiwamefuda 
seals, considered to have been affixed by third generation of Ryōyū, the main family of calligraphy 
appraisers, thus showing that the most authoritative kohitsumi (appraiser of old calligraphy) in the 
second half of the seventeenth century judged it to have been copied in renga poet Sōseki’s hand.

The work is introduced by producing a facsimile copy and restoring it following the Guku 
wakuraba commentary to identify the missing portions. The manuscript is also compared with a copy 
in Hōsa Bunko collection and with a copy of Guku wakuraba annotated by Sōchō in the collection of 
the Seoul National University Library. This examination showed that the copies in the two collections 
are of the same lineage.

I plan to pursue more detailed study of the Wakuraba following collection of other annotated 
editions.
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Shunren (Chun Lian) and Kitamura Kenjirō in Manchukuo

HAN Ling Ling

Keywords:  Kitamura Kenjirō, Manchukuo, Shunren, Colonial literature, Manshū Rōman National 
Movement, White Russians, Manchurian literature, Su Bingwen Incident

Writer Kitamura Kenjirō (1904–1982) was born in Tokyo and spent his childhood in the city of 
Dalian, Guandong (Kwantung) territory. In 1923, he returned to Tokyo to attend university, and 
remained there for about 10 years, absorbing diverse aspects of the modern culture flourishing there. 
Towards the end of the 1920s, he began to publish fiction and contribute to various magazines, such as 
Sakuhin and Nihon Rōmanha, pursuing the directions of his own writing through his association with 
poets and writers like Akamatsu Gessen, Kiyama Shōhei, and Dazai Osamu. In 1937 he moved to 
Hsinking, the capital of Manchukuo, and continued his writing. There he started up the literary journal 
Manshū Rōman, and wrote and published literary works in various quarters.

This study takes up Kitamura’s only long novel, Shunren, written during his period in Manchuria, 
examining the features of writing during that time and his relationship to the Manchukuo state. In 
this work he sought to combine romanticism (inspired by the Japanese Romantic movement) with 
the ethos of the continent to present his own original ideas for “ōkina roman” (“big romance”). The 
attempt was not fully successful, however, leaving readers with the impression of what Kawabata 
Yasunari in his review called “broken tonality.” In this “broken tonality,” we can catch a glimpse of 
Kitamura’s thinking, in which he found he could not feel part of the Manchukuo idea. While he went 
along with the Manchukuo regime, he was also dissatisfied with and critical of actual conditions 
there. Kitamura tried to pursue his writing with the critical eye of a man of letters, while observing 
Manchukuo from a certain distance.

Kōda Rohan’s Family in the War: 

Records and Memories of Daughter Kōda Aya and Granddaughter Aoki Tama

TADA Iori

Keywords:  Kōda Rohan, Kōda Aya, Aoki Tama, Dobashi Toshihiko, wartime life, writer

Well-known writer of the Meiji, Taishō and Shōwa eras, Kōda Rohan (1867–1947) died at the age of 
eighty. Although often ill in the chaotic period during and after the war, he continued to write books 
with the assistance of editor Dobashi Toshihiko, Rohan’s daughter Aya, and his granddaughter Tama. 
In this paper, I will try to shed light on this later period of his life, which is surprisingly little known, 
mainly by relying on the writings of Aya and Tama.
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The Japanization of Keienshi:

Focusing on Kanshi in the Shinsen Man’yōshū

LIANG Qing 

Keywords: Shinsen Man’yōshū, Kokin wakashū, waka, kanshi, Nihon kanshi, renka (love poems), 

keienshi

The Shinsen Man’yōshū (893) is a compilation of both waka and kanshi (4 lines, 7 Chinese characters 
each). By clarifying the differences between keienshi (Ch. guiyuan) poetry of women’s grievance in 
China and kanshi in the Shinsen Man’yoshū, I hope to illuminate the features in the development of 
kanshi love poetry in the early Heian period prior to the compilation of the Kokinshū.

A number of features emerge from this study. First, it is apparent that almost all of the keienshi 
verses included in the first three court kanshi anthologies are simply imitations of Chinese kanshi and 
the stamp of individual authors is almost impossible to identify. Second, the difference in usage of 
the terms for “debaucher” (Jp. tōshi; Ch. dangzi) and “grudge” (Jp. engen; Ch. yuanyan) is striking 
between the two kanshi traditions. The kanshi in the Shinsen Man’yōshū do not describe paragons 
of Chang’an beauty, as is common in Chinese kanshi. The Shinsen Man’yōshū kanshi describe love 
between men and women in a Heian setting. For example, subtle expressions like manji kokoro ni 
nomite kimo ni arawasazu (suppression of feelings so as not to reveal the deep passions beneath the 
surface; Shinsen Man’yoshū, “Love” 100) or konensu keibo onai no jo (increase of love for another 
as a result of trying to forget; “Love” 109) are not seen in Chinese kanshi, but have a significant 
connection with renka (love poems). The content of the kanshi in the “Love” verses of the Shinsen 
Man’yōshū are based on renka and have close connections to the content of waka. Such subtle 
portrayals of inner feelings are rarely seen in keienshi (guiyuan poems) from Six Dynasties or Tang 
period China or the previous periods in Japan. These points all seem to indicate a clear orientation of 
Japanese kanshi toward aspects of the waka field.
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A Re-examination the Development of Liberal Arts Education: 

The Personal Development of Tanikawa Tetsuzō

ZHANG Ling

Keywords:  kyōyō (cultivation), shūyō, “anguished youth” (hanmon seinen), individualism, Tanikawa 

Tetsuzō, Abe Shigenori, Fujimura Misao, Uozumi Setsuro, First Higher School (Daiichi 

Kōtō Gakkō) 

This paper deals with the three main phases in the personal development of Japanese philosopher 
Tanikawa Tetsuzō (1895–1989) and supporting discourses to re-examine the emergence of the notion 
of kyōyō (self-development through reading) at the First Higher School (Daiichi Kōtō Gakkō), in 
terms of its relationship to shūyō (moral cultivation), the struggles of the “anguished youth” (hanmon 
seinen), and the acceptance of individualism in Japan.

First, I analyze Tanikawa’s Gojū no nisshi writings composed while he was a middle school 
student in the summer of 1910 to see how the mechanisms designed to nurture moral fiber (shūyō) 
worked in his case. Then, by examining his anxiety about sexual issues, I show clearly that the First 
Higher School environment provided the freedom to grapple with the mental angst of youth to the 
point of the severe anguish (hanmon) experienced by many in his generation. My reading of the 
suicide note of Fujimura Misao (who famously committed suicide at Kegon falls in 1903), statements 
about individualism and Fujimura’s suicide by his friends, and Tanikawa’s own writing lead me to 
the conclusion that the hanmon phenomenon was the result of the emergence of, and awakening to, 
individualism among young people around 1910. Tanikawa succeeded in conquering his own anguish 
through reading. His experience, absorbing cultural nourishment proactively without a specific image 
of the ego, is kyōyō, which corresponds to the cultivation of personal character (jinkaku no shūyō, 
or later kyōyō), as argued by Abe Jirō and Abe Yoshishige several years before. Meanwhile, Uozumi 
Setsuro and Fujiwara Tadashi were saved by shūyō. Kyōyō, which gradually took shape around 1910, 
and shūyō are different ways of overcoming anguish and achieving self-development.
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Handicraft as a Subject in Women’s Education in Modern China and Japanese Influence

HAN Wei

Keywords:  women’s education, handicrafts, Qing China, Meiji Japan, homemaker, knitting, braiding, 

bag making, embroidery, artificial flower making

This study examines how the teaching of handicrafts for girls and women in the modern Chinese 
education system resembled and differed from its teaching in the education system in Japan. Previous 
studies mention the influence of Japan, but concrete case studies are few. My research has revealed 
that teacher training colleges for women in the late Qing dynasty period and women’s middle schools 
of the Republic of China period based their curricula on handicrafts (knitting, braiding, bag making, 
embroidery, artificial flower making) on the model of elective courses in Meiji Japan as called for in 
the 1901 (Meiji 34) Ministry of Education guidelines found in the “Kōtō Jogakkō rei” (Directive on 
Girls’ Higher Schools, 1899). This appears to have come about as a result of observations in Japan by 
Qing-dynasty educators searching for ways to strengthen China economically and militarily. Seeing 
how handcrafts, which were taught as applied arts in Meiji-era education, were considered female 
occupations and contributed to the industrial development of the state and how they fit well with 
traditional female virtues, efforts were made to put this idea into practice in China as well and to 
incorporate handicrafts into Chinese women’s education.

After the introduction of handicrafts in China, however, the subject was criticized by educators 
who did not believe it could be considered practical. Even the materials for such lessons in handicrafts 
had to be imported from Japan and the articles fashioned were looked upon only as merely decorative 
or luxury items, and their production not a source of livelihood for ordinary people. The handicraft 
that was introduced into the modern education of girls in China never developed into occupational 
skills as they had in Japan due to the immaturity of social conditions and the industrial economy.
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Toward Sustainable Diplomacy:

Western Diplomat Audiences with the Shogun in the Bakumatsu Period

SANO Mayuko

Keywords:  Tokugawa bakufu (shogunate), diplomatic protocol, Edo Castle, bakushin (shogunal 

retainers), diplomatic envoys, Townsend Harris, Jan Hendrik Donker Curtius, Jevfimij 

Vasil’jevich Putjatin, Rutherford Alcock, Gustave Duchesne de Bellecourt

This article spotlights the ceremonies held in connection with audiences with the shogun for the 
Western diplomats who began to arrive in Japan in the late Tokugawa period (Bakumatsu). Particular 
attention is paid to the preparations for such ceremonies made by the Tokugawa shogunal retainers 
(bakushin) who were the officials in charge and their debates over diplomatic protocol. Each 
ceremony was considered and carefully framed by referring to its direct precedent, and diplomatic 
protocol of the time was developed in a chain-like manner. This process apparently reflects how 
external affairs were understood and absorbed into the working agenda of the Tokugawa shogunate 
(bakufu).

The first such ceremonies were for the American Consul General Townsend Harris, held in 
December 1857, the program for which was drawn up based on the bakufu’s past experiences of 
receiving Korean envoys. On the basis of analysis of that programme, which the author has already 
examined in detail in another paper, this study focuses mainly on the developments that followed, 
including the arrangements made for six audiences from 1858 to 1860 (for the Dutch Consul Jan 
Hendrik Donker Curtius, the Russian envoy Jevfimij Vasil’jevich Putjatin, twice more for Townsend 
Harris, for the British Minister Rutherford Alcock, and for the French Acting Minister Gustave 
Duchesne de Bellecourt). By the end of this process the bakufu had established certain protocols that 
could be relied upon for future similar cases.

Here it is understood that the bakufu in this particular period—the first half of the Bakumatsu 
period—sought to establish a framework for receiving a rapidly increasing number of Western 
diplomats, not as extraordinary events, but integrated into its regular ceremonial protocols. These 
endeavours symbolise the bakufu’s proactive efforts to establish external affairs as a field of its ruling 
mandate and to realize sustainable diplomacy.
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The Rise of Awareness of Printing Rights in Edo as Seen in the Nagauta Shōhon Publications 

of the Nakamuraza Theater

URUSHIZAKI Mari
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The music and lyrics of nagauta, tokiwazu, tomimoto, kiyomoto, etc., have always been an essential 
part of dances of kabuki plays. Every time a new play was performed at a theater, the script of its 
lyrics was published, accompanied by various kinds of information on the performance, and sold 
in booklets called shōhon. The shōhon were very popular as textbooks for amateurs to learn kabuki 
music. They formed a major and lucrative part of the genre of jihon (light literature) publishing.

Bibliographical study of nagauta shōhon from eighteenth century Edo times through the Meiji 
era (1868–1912), covering various editions and reprints as well as different versions of apparently 
identical editions, reveals important aspects of their publishing environment: unrestricted “pirate” 
activities and the gradual establishment of the printing rights in order to protect the original 
publishers.

A survey of the way the Nakamuraza plays were published provides a good example of the 
process. Murayama Genbei was a good case in point. He started out as a publisher attached to the 
theater and held a monopoly on all new editions. He had, however, no control over his pirate publisher 
who drew profit from selling identical-looking copies using the hanshita (copy-block) technique : 
pasting the pages of Murayama editions on new blocks, and cutting them to make his own printing 
blocks. This means Murayama had not established his block ownership right, although it is not clear 
whether he tried (and failed) or he did not try.

Murayama Genbei tried to lessen his financial loss by collaborating with the pirating publisher, 
and managed at least to secure the cost of publishing from the pirate. Murayama’s successor, 
Sawamuraya Rihei, did better by acquiring the woodblock ownership rights as well as the rights for 
the second and further editions.

Then in 1790, with the “Shuppan rei” (Publishing Edict) came a major change: the adoption of a 
shareholding system to maintain the costly woodblock ownership rights. There were two sides to the 
phenomenon. One was the growing awareness of the quality of shōhon editions in the jihon wholesale 
business, which motivated publishers to keep their printing woodblocks. This awareness went along 
with their need for self-censorship on the books they sold, in accordance with the stricter government 
regulations of that period. The other was the wish and need of the theaters and the surrounding urban 
communities to secure profits from such publishing as their own.
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an unusual kuge diary in that it portrays the local village society, but as it became common for such 
family administrators to reside in the shōen in the Sengoku period, I believe that many such kuge 
dairies must have been written.

On the Relation between the Kirishitan Shōmono (Previously Owned by Higashi Tōjirō) 

and Guía de Pecadores

SOBCZYK Malgorzata

Keywords:  Sinner’s Guide, Kirishitan Shōmono, Christian writings, translation, sermon, notebook, 

kambō (lay minister), Luis of Granada

This study is dedicated to explaining the relation between the Kirishitan Shōmono (Excerpts from 
Christian Writings, a manuscript previously in the collection of Higashi Tōjirō), and the Salamanca 
edition of Guía de pecadores (Sinner’s Guide) by Luis of Granada.

First focus is to indicate that the core part of the manuscript, “Isshichi nichi ni wakuru saisho 
no mejisan no nanakajō” (The First Meditations Divided into Seven Parts for the Seven Days of the 
Week), which on the whole is considered to be the Japanese translation of the Tratado de la oración 
y meditación (Treatise of Prayer and Meditation), attributed to Luis of Granada, bears traces of the 
direct influence of the Spanish Sinner’s Guide.

Further research into Luis of Granada’s writings reveals that yet another chapter incorporated 
into Kirishitan Shōmono, namely “Kannen no jōjō” (Contemplations), is closely related to the 
Sinner’s Guide, but differs in its wording from the extant Nagasaki edition of 1599, indicating 
that some alternative translation of the Sinner’s Guide, at least a partial one, must have existed 
independently, and given the rigid liturgical uniformity of the time, most probably prior to the 
Nagasaki edition.

The study next examines the purpose of composing the manuscript, approaching he subject 
from two perspectives: its content and its form. The whole work tends to concentrate on meditations, 
including that on “divine benefits,” which correspond with major sermon topics recommended by 
a sixteenth century manual for preachers, as the most suitable for Japanese audiences. In terms of 
form, the physical features of the manuscript, especially several blank leaves inserted inside, also 
correspond with instructions on keeping sermon notebooks, given in the aforementioned manual.

Finally, the fact that lay ministers (kambō) commonly practiced reading aloud to local believers 
from spiritual writings in place of sermons and that a significant proportion of works by Luis of 
Granada, including his Sinner’s Guide, were specified as books to be read, leads me to conclude that 
Kirishitan Shōmono was meant as a practical source of material for preaching, closely based on Luis 
of Granada’s works.



v

SUMMARIES

The Masamoto kō tabihikitsuke Diary as Historical Record: 

Sengoku Period Kuge Diaries and Local Society
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Masamoto kō tabihikitsuke is a diary written by Kujo Masamoto, head of the Kujō courtier family, in 
the Sengoku period, while he was resident in the family’s shōen in Hine, Izumi province (present-day 
Osaka prefecture) between 1501 and 1504. Tabihikitsuke is frequently referred to in studies of village 
history in the Sengoku period, but it is here examined for its characteristics as a kuge diary.

Unlike many kuge diaries, Tabihikitsuke is written on one side of paper, not recorded on paper 
recycled from official documents and the like. Masamoto remained at his post tabisho (his address) 
in Hine throughout the period, so many items mentioned in the diary are hearsay; they are, however, 
reliable articles based reports from Kujō family servants (kaboku) or mura (villages in shōen). 
Masamoto organized the information he “later learned,” reporting several days’ worth under the 
heading of kōbun. Masamoto sometimes read out entries in his Tabihikitsuke account to his servants as 
necessary, making it a practicable dairy that was frequently cited and referred to in the administration 
of the shōen. 

Masamoto’s account is known for some entries that are contrary to fact and this was apparently  
because he wanted to avoid recording matters not suitable as precedents or “later precedent.” In such 
cases, however, he saved documents contrary to his own accounts, and recorded the circumstances 
and reasons of his own falsification, preserving for posterity the facts of various incidents mentioned.

Masamoto transcribed documents that came to hand, quoted from tax (nengu, tansen) rolls and 
testimonials received in the performance of his duties. Masamoto exchanged documents with bantō 
(officials and farmers in the villages of Hineno and Iriyamada), and with the governor (shugo) of 
Izumi province, and priests of Negoroji temple. Masamoto saved or recorded the documents obtained 
from them in the diary.

Gojigen’in-dono zappitsu (a collection of notes, letters, and documents of Kujō Hisatsune, 
Masamoto’s son) entries in the Tabihikitsuke diary, and servant dairies corroborate each other. 
Masamoto scrupulously gathered information about political events in Kyoto through Kujō family 
sources.

Tabihikitsuke is a record of an administrator’s residence and duties in the family domains and 
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